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水産振興センターの組織機構

組 織

所 長 - -次 長- 企画管理部- 総 務 班  

企 画 班  

普 及 班

海洋資源部- 千秋丸

第二千秋丸

資源増殖部------------- 了ワビ種苗生産施設

内水面利用部-----------内水面試験池

職員配置図

行 政 職 研究職 
(技術）

海 事  
(技術） 現業職

§_

事 務 技 術 事 務 技 術 現 業 5+

所 長 1 1 1

次 長 1 1 1 1 2

企画管理部 5 5 2 1 5 6 1 12

(次長兼部長） (1) (1) (1)

主席専門員 4 4 3

主任専門研究員 1 1 1

主任研究員 1 1 1

主 査 1 1 1

主 任 1 1 1

主 事 4 4 4

主任技師（運転） 1 1 1

海洋資源部 6 17 23 23

ロ 6 長 1 1 1

主任専門研究員 2 2 2

船 長 2 2 2

機 関 長 1 1 1

通 信 長 1 1 1

主 任 7 7 7

研 究 員 3 3 3

技 師 6 6 6

資源増殖部 5 6 6

(次長兼部長） (1) (1) (1)
主任研究員 2 2 2

研 究 員 3 3 3
内水面利用部 6 6 6
ロ P 長 1 1 1

主任専門研究員 2 2 2

主任研究員 2 2 2

研 究 員 1 1 1

計 6 5 22 19 1 6 46 1 53
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所 属 • 職 名 氏 名 所 属 • 職 名 氏 名

所 長 赤 間 健 太良!̂ 主 任 伊 藤 茂

主 任 小 沼 徳 光

次 長 (事 務） 夏 井 芳 雄 技 師 佐 籐 正 則

次 長 (技 術） 佐 々 木 攻 技 師 鎌 田 勝 仁

技 師 士 田 正 勝

企画管理部 技 師 士 澤 健

次 長 （兼）部長 夏 井 芳 雄 技 師 船 木 勝 美

(総務班） (第二千秋丸）

主 查 士 田 浩 之 船 長 カロ 籐 正 樹

主 事 齊 籐 英 則 主 任 熊 谷 泰 治

主 事 菊 地 幹 主 任 加 籐 良 衡

主 事 丰白 谷 耕 技 師 船 木 正 人

主 事 児 玉 幸 子

主 任 技 師 （運転） 宮 崎 保 光 資源増殖部
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主任専 門 研究 員 渋 谷 和 治 主 任 研 究 員 古 仲 博

主 任 研 究 員 山 田 潤 一 主 任 研 究
ロ

白 幡 義 広

主 任 伊 藤 泰 博 研 究
ロ

中 林 信 康

(普及班） 研 究 ニ 浦 信 昭

主 席 専 門
ロ 山

谷 良 栄 研 究
ロ

秋 山 将

主 席 専 門
ロ

船 木 勉

主 席 専 門 員 米 谷 峰 夫 内水面利用部

主 席 専 門 員 池 端 正 好 部 長 杉 山 秀 樹

主任専 門 研究
ロ

尾 達

海洋資源部 主任専 門 研究 員 佐 籐 時 好

部 長 安 村 明 主 任 研 究 員 渡 辺 寿

主任専 門 研究 員 佐 滕 泉 研 究
ロ

局 田 芳 博

主任専 門 研究
ロ

笹 尾 敬

研 究 員 奥 山 忍 (内水面試験池）

研 究 員 杉 下 重 雄 主 任 研 究 員 伊勢 谷 修 弘

研 究 員 土 田 織 恵 研 究
ロ

佐 籐 正 人

(千秋丸）

船 長 佐 籐 繁

機 関 長 佐 籐 清 美
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主 任 鈴 木 則 雄
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試 験 研 究 関 連 予 算
( 人 件 費 除 く  ）

名 称 決 算 額 （円） 備 考

維持管理費 175,719,504
水産振興センター管理運営費 67,180,134 県単独

内水面試験池管理運営費 8,181,536 県単独

アワビ種苗生産施設管理運営費 5,808,070 県単独

船舶管理費 64,626,864 県単独

センター施設維持整備事業 29,922,900 県単独

水産業改良普及事業 7,343,613
改良普及事業費 6,379,173 国補助

漁業者就業者確保総合対策事業費 964,440 国補助

漁場環境に関する研究 6,109,026
漁場保全対策推進事業 292,557 国補助

貝毒成分等モニタリング事業費 388,469 国補助

漁場環境調査費 3,005,000 県単独

海域環境調査費 1,303,000 県単独

海洋構造変動パターン解析技術開発試験費 1,120,000 国補助

水産資源の管理技術に関する研究 25,520,686
資源管理型漁業推進総合対策事業費 7,066,000 国補助

新漁業管理制度推進情報提供事業費 612,000 国補助

水産資源調査費 6,485,458 県単独
我が国周辺漁業資源調査費 6,399,000 W水産総合研究センタ一委託

遊漁と資源管理に関する研究費 1,540,000 国補助

計量魚探による資源評価手法の開発費 1,593,458 県単独
水産基盤整備費（県営） 1,824,770 国補助

水産資源の増養殖技術に関する研究 66,436,446
沿岸漁場整備開発事業費 500,000 国補助
栽培漁業総合推進対策事業費 126,447 国補助
マリノべーション推進事業費 210,000 民間と共同研究
人工魚礁•増殖場関連調査費 3,976,453 県単独
新技術養殖普及対策事業費 4,588,720 国補助
イワガキ養殖技術開発試験費 1,468,000 国補助
地域特産藻類増養殖技術開発研究費 1,464,000 国補助
卜ラフグ種苗生産技術開発試験費 2,678,000 国補助

種苗生産事業費 33,332,826 県単独
ハ夕ハタ種苗生産放流事業費 16,492,000 国補助
海の森健全化技術の確立事業費 1,600,000 県単独

内水面に関する研究 22,146,321
サケマス資源増大対策事業費 9,947,916 国補助
外来魚被害緊急対策事業費 1,005,586 国補助
内水面水産資源調査費 1,447,046 県単独
十和田湖資源対策調査費 760,240 県単独
内水面総合技術開発試験費 2,413,539 県単独
渓流域生態系管理手法開発事業費 2,350,000 国委託
魚類防疫対策事業費 1,959,015 国補助
渓流魚の増殖と渓畔林の機能に関する研究費 1,750,000 県単独
水産物高付加価値化技術開発事業費 512,979 国補助

そ の 他 2,226,155
十和田湖ヒメマスふ化場整備事業費 94,039 国補助
子供ドキドキお魚体験バックアップ事業費 1,000,000 県単独
漁業調整費 84,579 県単独
沿岸漁業調整対策事業費 445,725 国補助
県の魚制定事業費 601,812 県単独

総 計 305,501,751
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要 旨 編



(企画管理部）

試験研究の企画• 調整 • 評価•広報

渋谷和治•山田潤一•伊藤泰博 

試験研究の企画•調整業務などに係る平成14年度実施状 

況を取りまとめた。

具体的には、研究課題評価、刊行物、報告会など、その 

他の項目別にffった。

(企画管理部）

新技術養殖普及対策事業

山田潤一•岩谷良栄•米谷峰夫•池端正好•白幡義広 

中層式浮沈生簀網を利用したヒラメの中間育成試験と養 

殖試験を行った。中間育成試験は9月から翌年5月まで行っ 

たが、この間の生残率は陸上水槽では90.3% 、海面生簀網 

では16.8〜29.3%であった。平均体重は陸上水槽での156.4 

g に対し、海面生簀網では163.9、181.4gとやや良かった。 

ヒラメ養殖試験は4地区10ヵ統で5月下旬から12月下旬ま 

で行った。回収時の平均体重は643〜853g 、肥満度は11.9 

〜15.4。生残率は、戸賀•畠地区の一部では93.0〜96.2% 

と高かったものの、椿 •金浦地区では53.1〜61.3%と低く、 

地区による差が大きかった。

子供ドキドキお魚体験バックアップ事業

渋谷和治

生きた教材などを用いた見学•研修、現地指導を通じ、 

新鮮でドキドキするような体験を提供し、次世代を担う子 

供達の健全育成と漁業の魅力、環境保全の大切さなどにつ 

いて啓発するとともに、漁業後継者の育成や栽培漁業•資 

源管理型漁業などの水産施策への理解と、より効率的な実 

施の一■助にする。

具体的には、見学者への説明パネルと副読本「秋田県の 

水産業」の制作、展示水槽の充実と研修設備の整備などを 

行った。

ハ夕ハ夕の水槽内における生態調査

渋谷和治•佐々木攻 

平成14年11月末から12月にかけて東北電力（株）能代火 

力発電所における冷却水の取水ロに大量の季節ハタハ夕が 

押し寄せ、電力の供給に支障が生じるとともに、水揚げさ 

れることなく、多くのハ夕ハ夕が異物として除去された。

場合によっては、今後もこのようなハタハタの大量迷入 

が想定されるので、資源の効率的な活用などの観点から、 

水槽内において、流れ、光、異物音（振動）エ ア ー カ ー テ 

ンに対する反応などを観察•精査し、迷入防止に係る基礎 

資料を把握した。

水産業改良普及事業

岩谷良栄•船 木 勉 •米谷峰夫•池端正好 

沿岸漁業の振興と漁業経営の改善を図るため、沿岸漁業 

担い手活動促進事業（就業候補者啓発•少年水産教室)、 

沿岸漁業担い手育成事業、青年•女性漁業者交流大会、漁 

業士育成活用事業、交流学習事業、漁業技術交流、漁業技 

術育成定着事業（新技術の定着試験、技術改良試験)、水 

産業改良普及員研修事業（一般研修•行政研修• ブロック 

研修)、沿岸漁業改善資金貸付事業、漁業就業者確保育成 

事業、さけ•ますふ化場指導、栽培漁業定着強化事業指導、 

流通加工指導などを行った。

水産物高付加価値化技術開発事業 

(高品質水産物漬物の開発）

船木勉•塚本研一

高品質いずしの製造技術の開発と付加価値の向上を図る 
ことを目的とし、数種の魚についていずしの試作品の官能 
評価を行い、新しいいずしの開発を検討した。
魚種はウマヅラハギ、酸は乳酸菌が好まれる傾向があった。
県内のハタハタ製造業者のハタハタずし製造法に準じて 

試作を行い、ハタハタずし熟成中の成分などの経時変化を 
分析したところ、有機酸、遊離糖、遊離アミノ酸の結果か 
ら、10〜12日以上の熟成が必要であることが判明した。
ホッケずしの乳酸菌添加試験を行い、7 — アミノ酪酸を 

多く含む高品質いずしの製造方法の基礎を確立した。



(海洋資源部）

海洋構造変動パターン解析技術開発試験

笹尾敬

平成14年 4月から平成15年 3月まで、ニー 10線及び秋田 

県沿岸で合計22回の調査を実施した。

塩分鉛直分布から対馬暖流の流軸水深帯を検討した。 

この対馬暖流の流向•流速と水温の水平分布を地理情報 

解析システムを用いて重ねて作図し、水平的な海洋構造を 

明らかにした。また、海洋構造とマダイ、スルメイ力の漁 

況の関係について検討した。

(海洋資源部）

ハ夕ハタ種苗生産放流事業 

(放流追跡調査• 放流魚被食調査）

杉下重雄

開口板付き曳網を用いて、5〜270m水深帯を合計134回 
調査した。千秋丸底びき試験操業に入網したハタハタ当歳 
魚も測定に供した。さし網調査は北浦の16力所で行った。

4月16日から5月30日まで、水深5〜140m地点で合計 
202尾の人工種苗が再捕された。再捕された人工種苗のサ 
イズは、天妖隹のサイズと比べるとほぼ同じであるか、若 
干小さかった。また、メバル、ホッケ、アイナメヽ夕マガ 
ンゾゥビラメ胃中からハタハタ稚魚が確認された。
水深60m以深での天然魚の成長と移動が明らかとなった 

結果、放流時期を遅らせ、放流場所を北浦から戸賀に移動 
すれば、より効果的な放流が可能になることが示唆された。

新漁業管理制度推進情報提供事業

笹尾敬

日本海区水産研究所が指定した定線の海洋観測を、1月 

を除く毎月1回実施した。結果はF R E SC0 2に登録すると 

ともに、日本海区水産研究所、日本海沿岸各府県水試及び 

県内主要漁協にF A X、メールなどで提供した。

県内主要漁港別の漁業種類別の水揚げ状況を調査し、漁 

獲量、操業隻数をとりまとめた。また、県漁協船川総括支 

所の大型定置及びイ力釣りの漁獲状況を®漁業情報サービ 

スセンタ一に毎週1回報告した。

水産資源調査

土田織恵

調査船•千秋丸で試験操業を行い、秋田県沿岸に生息す 

る主要底魚の資源動向を把握した。本年度はァヵガレイ及 

びマダラについて調査を行った。調査は16日、延べ26回、 

水深240〜316mの海域で実施した。アカガレイは全長87〜 

368麵の個体を計171尾漁獲した。GSI調査から雄は4〜5 

歳、雌は6歳で生殖に参加すると考えられた。マダラは全 

長81.9〜970醒の個体を計1238尾漁獲した。GSI調査から 

雄は3歳、雌は4歳で生殖に参加すると考えられた。また、 

ハ夕ハタ稚魚調査で混獲されたマダラ稚魚は4月に平均体 

長18.64麵であったが、6月には69.45麵に成長していた。

我が国周辺漁業資源調査

笹尾敬•杉下重雄 

我が国周辺水域の主要魚種の資源評価を行うため、0助水 

産総合研究センターの委託を受けて、主要魚種の生物測定、 

沿岸資源の漁獲動向の把握、スルメイ力•ズワイガニの漁 

場一斉調査及び浮き魚類の卵稚仔調査を実施した。

調査結果はF R E S C 0 1に登録するとともに、同センター 

の日本海区水産研究所に報告した。

計量魚探による資源評価手法の開発

佐籐泉

ハタハタ鮮魚を計量魚群探知機のトランスデューサ一直 

下に垂下する方法、大量のハタハタ鮮魚を投下してその上 

を航走する方法などで、ハタハタT Sの推定を試みた。垂 

下法では納得できる値は得られなかったものの、投下法で 

は既往のスケ卜ゥダラ式に-8dB程度の補正を加えた程度 

の植が得られた。

底びき漁場でハタハタ1歳魚が多獲された5月に、日中 

の航走調査を行った。漁場水深である250m前後に散乱像 

が現れたものの、T Sヒス卜グラムではハタハタと断定す 

ることができなかった。

我が国周辺漁業調査事業（ズワイガニ）

杉下重雄

秋田県沖のズワイガニ資源量を直接推定するため、また、 
約30年間にわたる雌ガニ禁漁の効果を把握するために、力 
ニ董を用いて平成14年 8月26、27日に秋田市沖及び戸賀沖

秋田市沖では雄34個体、雌20個体を、戸賀沖では雄140 
個体、雌235個体を採集した。雄のうち甲幅90mm以上のも 
のは秋田市沖では22個体（65%)、戸賀沖では135個体（96 
% ) であった。雌のうち漁獲可能な経産及び初産のものは 
秋田市沖では14個体（70%)、戸賀沖では233個体（99%) 
であった。
2002年資源評価票によると、秋田沖におけるズワイガニ 

資源量は、雄508卜ン、雌255卜ンと推定された。

人工魚礁 • 増殖場等関連調査（テリ場海底地形探査）

安村明•伊籐保

県内有数のゥスメバル釣り漁場である県北部テリ場につ 
いて、千秋丸搭載のマルチビーム測深器を使い、延べ3 日 
間で南北8,000m、東西4,600mの範囲の海底地形探査を行 
い、データを収集した。得られたデータを解析ソフトを用 
いて、等深線図、3 D 図及び鳥瞰図を出力した。今回の調 
查により、従来の図では記載されていない43mより浅い部 
分が3 力所見つかった。また、全体的な構造についても、 
頂上部の形状、東側棒状の鞍部の存在、3 力所の稜線部の 
形状及び西側の斜面形状などで従来の海底図と異なること 
が判明した。このことから、収集保存されたデジタルデ一 
夕から、漁業者の要望に応じた漁場の詳細情報を提供でき 
ると言える。



(海洋資源部）

資源管理型漁業推進総合対策事業 

(複合的資源管理型漁業促進対策事業）

奥 山 忍 •杉下重雄•佐藤泉

平成元年から取り組んでいる資源管理型漁業推進総合対 
策事業の成果をふまえて、平成10年度に本事業の「活動指 

針」及び「活動計画」を策定した。この中では、従来の資 
源管理に加え、漁業経営なども視野に入れた全体的な取り 

組み方針を示した。
これらの全体方針に従い、14年度は漁業経営の安定と漁 

業の持続的発展を図ることを目標に、ハタハタを初めとした 

主要魚種の資源動向の把握及び資源管理効果のモニタリング 
を軸とした調査• 研究を実施するとともに、資源管理に対す 
る普及、啓発及び広報を目的としたイベントを開催した。

(海洋資源部） •

海域環境調査

土田織恵• 渡辺寿  

秋田県沿岸の海域環境の経年変化を把握し、良好な海域 

環境の保全のため、水質、底質及び生物相の継続調査を行っ 

た。塩分は6 月及び8 月に陸水の影響域で低かんな値を示 

した。CODは6 月にl.Omg/ £ 以上となる定点が見られた。 

chl-aは塩分とは逆に陸水の影響域で高い値が見られた。 

ILは沖合ほど高い値を示した。汚染指標種は北部海域及 

び秋田港と雄物川の沖合域で若干見られた。プランク卜ン 

は6 月に夜光虫が、10月にCeratium属が多く見られた。 

本年度の汚染はほとんど進行してないと考えられるが、生 

物多様度指数の低い定点もあり、注意が必要である。

遊漁と資源管理に関する研究

奥山忍

県内の遊漁船業者384業者に対してアンケー卜調査を実 

施し、今後の経営方針、料金体系、稼働状況、集客方法、 

兼業専業状況などを把握した。

県内25隻の遊漁船業者に対して、調査票の記人を依頼し、 

昼間の遊漁（昼釣り）及び夜間の遊漁（電気釣り）につい 

てそれぞれ釣り場所、釣獲魚種、尾数などについて把握し 

たo

水産資源保護対策事業（貝毒成分等モニタリング事業）

土田織恵• 渡辺寿

イガイの毒化監視のため、毒化原因種(Dinophysis属ヽ  

特にD .fo rtiO の出現状況を4 〜 8 月に、毒量検査を5 〜 

8 月に毎週1 回行った。本年度は毒量が規制値を超えるこ 
とがなく、出荷自主規制も行われなかった。D./orがは調 

查開始時から6 月18日まで毎週観察され、その後8 月まで 

散発的に出現したが、最高でも4 3 c e l l s / fと出現数は少な 

く、栄養塩類との関連は見られなかった。調査期間中、 

D.ao/TrziTzata はlOcells/ £ 以下、D .m k m は133cells/ £ 以 

下で出現した。

本年度は6 月に戸賀湾内で夜光虫による赤潮が1 件発生 

したが、漁業被害はなかった。

漁場環境調査

笹尾敬

県内のごく沿岸部の海況を把握するため、平成14年 4 月 

から平成15年 3 月の間、岩館漁港、畠漁港、戸賀、台島、 

金浦漁港、象潟漁港の6 地点で1 日1 回水温を測定し、旬 

平均水温を求めた。また、底びき漁場の環境を把握するた 

め、沖合定点調査として本県沖合の16定点で月1 回の水深 

別水温• 塩分の観測を実施した。

水産資源保護対策事業 

(漁場保全対策推進事業調査 • 海面）

土田織恵•渡辺寿 • 中林信康 

水産庁の捕助事業として、秋田県沿岸域の漁場環境を維 

持するため水質、底質及び生物相の現状調査をした。水質 

は6 月の天王海域の表層のp H で8 .5と基準外の値が出た 

が一時的なことであり、他の項目に異常は認められなかっ 

た。藻場調査では平年同様の調査結果となっており、衰退 

の兆候は見られなかった。底生生物調査は汚染指標種の出 

現は確認されたものの、昨年度より最高出現数は減少して 

いた。秋田県沿岸域では富栄養化の兆候は見られるが、さ 

ほど進行していないと考えられる。

漁場環境調査（底魚魚類稚魚調査）

杉下重雄

ハタハタ稚魚調査に入網した魚類及び重要甲殻類の種を 

同定後、尾数を計数し、最小及び最大全長（ハタハタ、マ 

ダラは体長、マダイ、チダイは尾叉長、甲殼類は甲幅）を 

測定した。

採集された魚類は40科103分類群であった。魚種別採集 

尾数はハタハタ当歳魚が全体の86 .1%と最も多く、次いで 

マダラ2.8% 、キンカジ力1.5% 、ヒレグロ1.2% 、コモチジャ 

コ1.0%であり、これら以外は0.5%以下であった。

公共用水域水質測定

土田織恵•渡辺寿 

環境政策課からの依頼により、海域の水質測定を行った。 

本センタ一では秋田県沿岸の担当定点において気象、海象、 

水温、塩分、pH、 DO及びS Sの分析を実施した。また、 

同時に採水した試料は（株）秋田県分析化学センターへ搬 

送し、同所にて他項目の分析を行った。調査結果は秋田県 

分析化学センターを経由して、環境政策課から環境白書と 

して公表予定である。



(資源増殖部）

種苗生産事業（餌料培養）

秋山将

魚類、甲殼類の初期餌料として、ヮムシの生産及びそれ 

に用いるために、ナンノクロ ロブシスの培養を行った。ナ 

ンノクロロブシスの主な使用期間は、4〜6月、8月、10 

月、11月であった、使用量はl，873.5m3であった。なお、 

市販の濃縮クロレラは、主に6、10月のワムシ供給量が多 

い時期に添加した。使用量は、512.5 { であった。ワムシ 

の総供給量は、3,240.8億個体で、魚類仔魚育成用に2,948.4 

億個体、甲殼類育成用に292.4億個体を供給した。

(資源増殖部）

種苗生産事業（アユ）

秋山将

県内有用河川放流用及び養殖用種苗を生産した。

9月から18，195千粒採卵し、このうち11,464千粒を種苗 

生産に使用した。ふ化仔魚は2,958千尾で、ふ化率は11.9 

〜31.0% (平均25.8%)であった。2,958千尾のふ化仔魚か 

ら1，544千尾の種苗を生産した。生残率は40.4〜85.6% (平 

均52.2%)であった。さらに、水産振興センターで生産し 

た種苗を、阿仁川あゆセンターにおいて中間育成し、300 

千尾（3.5ミラ/尾換算）を生産した後県内有用河川へ放流し 

た。

種苗生産事業（マダイ）

古仲博

マダイの産卵は5月1 日から始まり7月10日で終了、分 

離浮上卵を813万粒収容し、それから617万尾のふ化仔魚を 

得た。ふ化率は平均75.8%、ふ化仔魚サイズは全長2.5麵 

であった。餌料系列はシ才ミズツボワムシ、アルテミアノー 

プリウス、魚卵（マダイ）、配合飼料を用いた。

飼育は20m3、100m3水槽を用い9回次生産を行った。 7 

月17日から稚魚の取り揚げを開始し、平均全長29.2〜41.7 

mm、平均体重0.41〜1.18 g の稚魚129.6万尾を生産した。

種苗生産事業（ガザミ）

白幡義広

ガザミ資源の増大を図るため、漁協などの放流事業及び 

中間育成後の放流事業に供する種苗を生産した。

5月31日から7月12日までに7回次生産を実施した。

ふ化幼生14,959千尾を用いて2,236千尾の稚ガニ（Ci) 

を生産し、平均生残率は14.9%であった。

前年度の平均生残率は15.3%、前々年度は15.4% で前  々

年度、前年度と比較し、若干低い値であった。

ここ数年、比較的安定した生産が可能となっていること 

については、真菌症などの発生予防の薬浴が効果的である 

と考える。

種苗生産事業（ヒラメ）

白幡義広

回遊性資源増大パイロット事業などの放流用種苗及び養 

殖用種苗を生産した。

親魚は、1月上旬から加温飼育などにより、早期採卵の 

処理を施した。
産卵は2月下旬から始まり、種苗生産は3月下旬から開 

始した。
3,075千尾のふ化仔魚を用いて、飼育期間45〜49日で20.0 

〜22.0imの種苗1，192千尾を生産し、生残率は38.8% で前年 

度 （42.5%)と比較すると低い値であった。

ヒラメ種苗生産で問題となっている体色異常魚などの出 
現率は前年度より高かった。

ハタハタ種苗生産放流事業（放流基礎調査事業）

古仲博

13年度事業の報告

1 海上網生簀育成技術開発 

•飼育は椿港内に筏6基を設置し、網生簀24面 （4.8m 

X 4 . 8 m深さ3 m ) を用いて行った。稚魚の生産数は 

3,710千尾、体長17.9〜38.5mm (平均26.8mm)であった。 

放流は県北、男鹿、県南の3地区で行った。

14年度事業の報告

1 種苗生産技術開発 

•親魚の搬入は平成14年11月29日から12月14日まで行い、 

雌13,805尾から9,700千粒を採卵するとともに、漁網 

(海藻）付着卵32,500千粒の計42,200千粒を確保した。 

•発眼率は人工採卵で57.2〜98.1% (平均84.2% ) 海藻 

付着卵で43.9〜95.7% (平均85.6%)であった。

•平成15年 1月8 日に発眼卵をアリザリンコンブレキソ 

ン （ALC) 400ppm液に24時間浸漬することにより標 

識付けをした。

•海上網生簀育成技術開発試験に7,500千粒を供した。

2 海上網生簀育成技術開発は次年度に報告する。

種苗生産事業（クロソイ）

白幡義広

クロソイは成長が速く、養殖用種苗として需要があるこ 

とから養殖用種苗を生産した。

親魚は2月上旬から加温などの処理を施して産仔を促進 

した。

3月27日に親魚1個体から産仔した仔魚180千尾を用い 

て生産を実施し、飼育期間、66〜83日でTL35〜50mmの稚 

魚85千尾を生産し、生残率は47.2%であった。

今年度も前年度同様、親魚を加温飼育し、早期に産仔魚 

を得て早期種苗の生産が可能であった。
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(資源増殖部）

卜ラフグ種苗生産技術開発試験

秋山将

資源の維持•増大を図るため、本種の生態の解明と増殖 

技術開発を行った。

養成魚へのL H R H a投与による早期採卵を実施した。種 

苗生産はふ化仔魚300千尾を使用し、58千尾生産した（生 

残率19.3%)。中間育成では、28,800尾を使用して密度試 

験を行い19,400尾牛庠した（生残率67.4%)。このうち2,350 

尾にスパゲティタグを装着し、14,500尾に左胸鰭カットを 

行って放流した。また、県内主要地域及び北日本の漁獲量 

の集計及び天王町支所、岩館支所での市場調査を実施した。

(資源増殖部）

海の森健全化技術の確立事業 

(岩館小入川地区広域型増殖場効果調査• ハタハ夕）

中林信康

2002年12月24日、2003年 2月3 日、5 日に、秋田県八森 

町岩館小入川地先の広域型増殖場に産み付けられたハタハ 

夕の卵塊数を推定した。

その結果、当該増殖場上の総卵塊数は、424,200個と推 

定され、昨年の約5.6倍と著しく増加した。

イワガキ養殖技術開発試験

三浦信昭

養殖イワガキの垂下水深を5月下旬から7月上旬の間底 

層に調整することで、ムラサキイガイの付着を抑制できる 
ことを証明した。
多層に設置した基質を順次剥離していくことにより、イ 

ワガキを効率的に付着させることができた。
象潟地先の海底9 m 地点でイワガキ養殖試験を実施した 

ところ、 1年後に施設の破損は見られなかった。
男鹿市戸賀地先でイワガキ稚貝の付着時期予測を行った。 

採卵盛期が10月上旬と推定され、付着盛期を10月下旬と予 
想した。しかし、その時期に投入された採苗器には、稚貝 
が10個/基質しか付着しなかった。

男鹿市藻場回復事業（女川地区）

中林信康

2002年 5月から2003年 1月にかけて、男鹿市船川港女川 

地先の投石漁場において、アワビの餌料場造成を目的に大 

型1年生海藻アカモクの移殖試験を行った。母藻を収容し 

た網袋からは6月上旬までに受精卵が落下し、8月には発 

芽を認めた。投石表面の剥削がアカモクの入植と定着へ与 

える影響は認められなかった。また、2003年 3月までのア 

力モクの成長は遅かった。これには周辺の海岸地形による 

波浪の影響が考えられた。

海の森健全化技術の確立事業 

( スギモク海中林の維持機構の解明）

中林信康

ハ夕ハタの主要な産卵場となるスギモク海中林の健全な 

維持に必要な条件を明らかにするため、年齢形質と考えら 

れる仮根の大きさの変化と葉状体の年級群変動を調べた。 

仮根長径は最大で195.4mmで、株は条件によって10年以上 

の単位で維持される可能性がある。葉状体のごく一部は満 

2歳へと越年した。葉状体は夏季から冬季にかけ著しく枯 

死脱落するが、同時に仮根から発芽する当歳群の加入によ 

り速やかに更新すると考えられた。

地域特産藻類増養殖技術開発研究

(ホンダワラ • アカモク • エゴノリ）

三浦信昭•中林信康

天然海域でのホンダワラの現存量は1月から増加し、成 
熟期となる5月に最大となって、6月には減少した。 7月 

に一旦増加するが、その後再び減少した。
磯焼け海域において、アカモク母藻の移植とキタムラサ 

キウニの除去を1年間実施したところ、アカモクが高密度 
に繁茂した。2年目は人為的な操作を全く行わなかったが、 
1年目と同程度の繁茂が確認された。
ヱゴノリ養殖試験では、2 m x 4 m の漁網に種糸を巻き 

付けて2001年12月に沖出しを行った。2002年 5月30日に収 
穫したところ、湿重は3.15kgであった。

海の森健全化技術の確立事業 

(海藻群落と植食動物の生活との関係）

中林信康•三浦信昭•秋山将 

キタムラサキウニとバフンウニが、海藻群落の帯状構造 

と対応して季節的にどのような海藻を食物とし、生活領域 

を変遷して成長し、生殖巣を発達させるかを調べた。キタ 

ムラサキウニは深所の無節サンゴモ優占群落が、バフンウ 

ニは浅所の大型多年生海藻群落が分布の中心であった。両 

種ともに移動は明瞭でなかった。これは、現在査定中の消 

化管内容物の結果と対応させて結論付ける必要がある。

マリノベーション推進事業 

(鋼製イワガキ増殖礁の開発）

三浦信昭

日鐵建材工業株式会社製作による鋼製イワガキ礁が2000 
年 9月、金浦町地先の水深6 m 海域に設置された。
2001年 8月10日に調査したところ、試験礁にはイワガキ 

が高密度に付着していた。再付着の促進効果を調査するた 
め、基質の一部を人為的に表面剥離した。
2002年 8月19日に調査したところ、基質剥離した部位へ 

の再付着は61.1個/m2で、すべて生存しており、漁獲サイ 
ズまで減耗が少なければ、再付着の効果は十分期待できる 
ものと考えられた。同日、前年度と同様に人為的な基質表 
面剥離試験を行った。
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(資源増殖部）

人工魚礁 • 増殖場等関連調査（アワビ放流効果調査）

中林信康•三湳信昭•秋山将 

秋田県漁業協同組合南部総括支所管内において人工種苗 

アワビの漁獲割合を調べたo 漁獲割合は、41.3% と推定さ 

れ、投資効果指数1.07が得られた。同指数は最近10年で最 

も低いが、これは平均単価の落ち込みによる。健常アワビ 

に比べ肥満度が有意に小さい「痩せアワビ」が出現した。 

その要因、比率は不明である。

クルマエビの標識放流•市場調査

古仲博

2001年に秋田県栽培漁業協会で種苗生産された稚ェビを 
中間育成後に、尾肢カッ卜標識を行った。標識は左尾肢カッ 
卜 （大型群）の稚エビ6,543尾、平均体長は 39.8mm、平均体 
重 770mg、右 尾 肢 カ ッ 卜 （小型群） の稚エビ9,219尾、平均 
体長は 33.4mm、平均体重 470mgの計 15,762尾であつた。

市場調査は 2002年クルマヱビ漁獲が開始された 6 月 24日 
か ら 9 月 27日までの間に延べ27日間、秋田県漁業協同組合、 
船川総括支所、 天王支所で水揚げされた活魚親ェビで確認 
をした。標識エビ 188尾が確認された。

雌で 71尾、 内訳は右尾肢 33尾、左尾肢 38尾、雄で 117尾、 
右尾肢 49尾、左尾肢 68尾で、右尾肢全体では 82尾、左尾肢 
は106尾であった。

有標識率は 1.66% 、回収率は 1.19%であった。 なお、 左 
尾肢カッ卜の回収率 1.62% 、右尾肢カッ卜の回収率 0.89% 
と左尾肢が 0.73%上 回 っナこ。 このことは大型の稚ヱビで放 
流することの有効性を示唆している。

クルマエビPRDV保有検査

秋山将

疾病の発生による経費増大を防ぐとともに、種苗生産• 

放流による疾病の拡散を防ぎ健康な種苗を放流するため、 

親エビ及び稚ヱビを検査した。

P C R法により、親エビ221尾 （52検体）及び稚エビ240 

尾 （48検体）を検査した。結果はすべて陰性であった。秋 

田県沖では、P R D V を保有する個体は少ないものと考え 

られる。

ヒラメ • ネオへテロボツリウム調査

白幡義広

市場調査結果からヒラメ •ネオへテロボツリウムの寄生 

率は水温の上昇とともに高くなり、低下とともに低くなっ 

た。この傾向は平成12年以降同様となっている。

漁獲量調査の結果からここ2〜 3年ヒラメ漁獲量は170 

卜ン台となっている。

ヒラメ •ネオへテロボツリウムの寄生は1歳魚が主体と 

なっており、天然ヒラメ資源への影響が懸念されることか 

ら今後も継続調査の必要がある。



(内水面利用部）

内水面水産資源調査 

(八郎湖水産資源調査 • 漁場環境調査）

佐 籐 時 好 •渡辺寿  

八郎湖における水質、プランクトン、ベントス調査を行っ 

た。N O  3 -Nは水産用水基準値内であっだが、D O、p H、 

SS、C O D、N H 4 - N、N 〇2 -N、T-N及びT-Pでは水産用 

水基準を超える調査定点があった。

動物プランクトンは4〜5月にコぺポーダ幼生が多く出 

現し、植物プランク卜ンは8〜10月にかけて、 Microcystis 
属やA/2a6ae/2a属が優占していたが、アオコの発生はほと 

んどみられなかった。ベントスは例年と同様、イトミミズ 

類が優占し、ユスリカ類がそれに次ぐ状況であった。

(内水面利用部）

水産資源保護対策事業 

(漁場環境保全推進事業 • 内水面）

佐籐時好•渡辺寿  

八郎湖の漁場環境保全のため水質、底生動物（ベントス） 

の現伏を調査した。ア才コの発生がほとんどみられなかっ 

たため、一部を除き底層での著しいD O の低下と表面での 

過飽和状態はみられなかった。

昨年、ほとんどの地点で確認されたヒメタニシが本年は 

6 月のSt. 3 において1個体採取されただけであつた。な 

お、全体として例年と同様、イトミミズ類が優占し、ュス 

リ力類がそれに次ぐ状況であった。

内水面水産資源調査 

(八郎湖水産資源調査•水産資源調査）

佐籐時好

八郎湖の湖内においては、わかさぎ建網、船越水道にお 

いては、地びき網、投網、タモ網の試験操業や調査により、 

ワカサギ、シラウ才、アユ、ハゼ類など主要資源の体長組 

成の推移、成長などを把握するとともに、「ワカサギ、シ 

ラウ才、ハゼ類の漁獲量とプランク卜ン（ケンミジンコ類） 

発生量との相関」について検討した。また、本調査などか 

ら得られた生態などについて考察した。

十和田湖資源対策調査

佐籐正人•鷲尾達 

十和田湖におけるヒメマス資源の安定化を図るため、餌 

料生物、胃内容物及び魚病などに関する調査を実施した。 

ヒメマスの餌料であるハリナガミジンコの出現量は、秋季 

に平年値の4.9倍まで急増し、この時季として過去最大の 

出現量になった。また、ヒメマスの胃内容物は前年12月か 

ら6月は端脚類、陸生昆虫で優占したものの、8月にはワ 

力サギ稚魚が、9月以降にはハリナガミジンコが優占する 

結果となった。なお、魚病検査の結果、回掃親魚の一部が 

冷水病陽性と診断された。

内水面水産資源調査（八郎湖水産資源調査 •
ヤマトシジミ資源増殖調査）

佐藤時好

八郎湖のヤマ卜シジミ漁場の再生を目指して、平成13年 

度以前に放流された種苗の生息状況などの追跡調査を湖内 

において実施し、また、汽水域における天然貝の分布状況 

についても調査した。平成13年度に放流された稚貝の追跡 

調査においては、平成13年度と同様に8月の調査時点を最 

後に採捕不可能となった。さらに、種苗の減少原因などを 

探るため、振興センタ一の屋外及び屋内水槽で、基礎的な 

飼育調査を実施した。

内水面総合技術開発試験 

(新魚種開発試験• 力ジカ増養殖技術開発）

佐籐正人

カジ力の種苗生産技術の開発、受精から卵黄吸収に要す 

る積算水温及び養成魚の成長把握などを目的に事業を実施 

した。その結果、種苗生産に使用するふ化装置の底面に砂 

利などを敷き、ふ化仔魚の蜻集を避け、安静する必要があ 

ることが考えられたほか、発眼は130〜170°C •日、ふ化は 

300〜350°C•日、卵黄吸収は450〜510°C•日に起こるものと 

推定された。また、雄は体長140麵、雌は体長100mm程度で 
多くの個体の成長が停滞するものと考えられた。

内水面水産資源調査 

(河川水産資源調査•天然稚アユ調査）

佐藤時好

米代川水系を対象としてアユの遡上、成育•釣獲並びに 

仔魚の降下状況について調査した。天然稚アユの遡上は例 

年より2〜3旬程度遡上時期が早まっていて、遡上暈は近 

年になく多い量が確認されたものの、一人当たりの平均釣 

獲尾数は例年と比較して低い値を示した。また、米代川を 

降下した仔魚の総数は51.1億尾と推定され、平年値62.7億 

尾を若干下回った。

内水面総合技術開発試験（新魚種開発試験•モクズ 

ガニの種苗生産と中間育成）

鷲尾達

幼生飼育は10卜ン水槽区で実施し、生残率は4.28% であっ 

た。本年の第1回のふ化時期は5月14日でこれまでの3 力 

年では最も早かった。

中間育成の生残率は41.8〜78.2%で、成長は収容密度が 

小さいほど甲幅が大きく、4区では平均で11薩を越えた。 

シヱルター効果のあるキンランの使用により、生残率が70 

% を越える結果が得られた。キンランは6本/ 1 m3以上が 

目安となるものと考えられた。
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(内水面利用部）

内水面総合開発試験 

(秋田固有遺伝資源 • •阿仁川 • アユ）

伊勢谷修弘

阿仁川において平成14年 5月28日から6月2 日まで計3 

回の採捕を試み、2，194尾採捕した。採捕したアユは内水 

面試験池で親魚養成し、9月27日、10月4 日及び10月7 日 

に親魚の鑑別を行い、採卵可能な親魚を森吉町のアユセン 

ターに搬入した。

(内水面利用部）

渓流魚の増殖と渓畔林の機能に関する研究

佐藤正人

渓流魚であるイワナと渓畔林の相互関係を把握すること 

を目的に、生息密度調査、生態調査、餌料環境調査、産卵 

場調査を実施した。その結果、渓畔林を構成する林相の違 

いがイワナの分布やその餌料となる底生生物の生息に大き 

く影響する可能性がうかがわれたほか、産卵が調査河川と 

連結する小支流でも確認されたことから、本種の増殖にあ 

たっては渓畔林の管理のみならず小支流の管理も必要とな 

るものと考えられた。

内水面総合開発試験 

(秋田固有遺伝資源：旭川 • アユ）

佐藤時好•伊勢谷修好 

平成14年 5月31日に、脂鰭を切除した阿仁川産F 1人工 

種 苗 （平均体重9.4g)を旭川の3 力所に2,500尾放流し、 

これとは別に、 5 力所に放流された自主放流分13,300尾 

(平均7.5g)と併せ、旭川清流友の会会員の釣獲による追 

跡調査結果をとりまとめた。この結果、放流サイズが異な 

るものの、平成14年度は1人 1 日当たりの採捕率で1.4倍 

の差が出たことから、F 1種苗の方が優れていると推察さ 

れたが、今後も調査を続けて推移を見る必要がある。

さけ • ます資源管理推進事業（サケ）

高田芳博

サケ資源の効率的な増殖方法及び来遊予測の確立を図る 

ため、親魚の来遊状況、稚魚の飼育•放流状況、稚魚の分 

布 •移動などについて調査した。

沿岸漁獲尾数と河j 1丨捕獲尾数はそれぞれ92,170尾、39,364 

尾で、いずれも前年を上回った。年齢組成では5歳魚の占 

める割合が高い傾向にあり、11河〗丨丨中4河川で40% を超え 

ていた。

内水面総合技術開発試験 

(希少種資源増殖技術開発試験 • イワナ）

伊勢谷修弘

内水面試験池で継代飼育されているイワナを対象に種苗 

生産•親魚養成を行った。平成14年 5 月22日に平均体重 

0.14 g であったF 2 仔魚1，879尾は、11月 2 日の計数時に 

は平均体重16.19 g に成長したものの、魚病により大半が 

斃死したため、生残率は2.2% と昨年に比べかなり低い結 

果となった。また、平成14年11月7 日に採卵した卵の成育 

は順調で、発眼率は99.6%とかなり高い結果となった。

さけ • ます資源管理推進事業（サクラマス）

伊勢谷修弘•佐藤正人 

沿岸•内水面漁業の漁獲対象としてのみならず、観光資 

源としても重要なサクラマスの資源造成•資源管理のため 

の基礎知見を得るための調査を行った。平成14年における 

主要10港の沿岸漁獲量は36,594.5kgで、盛期であった平成 

元年の222,794.3kgから大幅に減少していた。また、放流 

効果調査として、市場調査結果から秋田県放流魚の可能性 

があるものを抽出し、標識魚の回収尾数、回収率を推定し 

たところ、回収尾数は605尾、回収率は0.53%となった。

内水面資源適正増殖手法開発事業

高田芳博

県内に生息する在来イワナの形態と生態及びそれをとり 

まく環境について明らかにし、生態系の保全に配慮した資 

源の管理手法及び増殖手法について検討する目的で調査を 

行った。

調査結果については、平成14年度に「有用資源生態系管 

理手法開発事業報告書」として取りまとめ報告した。

秋田県におけるオオクチバス及び 

ブルーギルの侵入と定着

杉山秀樹

秋田県において、オ才クチバス及びブルーギルが侵入し 

た時期を推定するとともに、その経緯及びその後の状況に 

ついて考察した。才才クチバスは、1981年に本県に侵入し、 

現在では8町村を除くすべての市町村で生息していると推 

察された。ブルーギルは、1998〜99年に本県に侵入し、 

2000年春には再生産したと推察された。これら外来魚に対 

しては、蔓延する前に早期に駆除など対応することが重要 

である。
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(内水面利用部）

外来魚被害緊急対策調査

杉山秀樹

才才クチバスなど外来魚の駆除を実施するとともにその 

生態を把握するために、県、漁協、民間団体などが、ため 

池及び河川で駆除調査を実施し、約 7 千尾のオ才クチバス 

を取り上げた。その際、食性、生殖腺、体長などを把握、 

分析した。県内における才オクチバスの産卵期は5 月上旬 

から6 月中旬と推察された。ため池における駆除は、毎年 

実施することにより効果があると推察された。現在までの 

調査結果をとりまとめ、オ才クチバスの摂餌対象、摂餌実 

態などを把握するとともに、外来魚の問題点について考察 

した。

魚類防疫対策事業

鷲尾達

疾病検査は養殖場•サケマス孵化場などの巡回指導を含 

め53件、アユ種苗及び天然水域アユ•在来魚の冷水病原因 

菌保菌検査を120件実施した。冷水病単独発生は6 件、合 

併症は1 件であった。冷水病原因菌の保菌割合は人工アユ 

種苗7 / 1 9 、他県産アユ種苗2 / 3 、天然水域アユ9 / 3 7 、 

在来魚など1 3 /6 1であった。県内のマス類•アユ養殖業者 

を対象に防疫対策会議及び防疫講習会を開催した。医薬品 

適正使用指導を行った。検査機器整備のため超音波ピぺッ 

卜洗浄器1 台などを導入した。

天然水域におけるアユ及び在来魚の冷水病原因菌保 

菌調査

鷲尾達

天然水域におけるアユ及び在来魚などの冷水病原因菌の 

保菌状況を把握するため検査を実施した。

アユを放流していない河〗丨丨の在来魚が冷水病原因菌を保 

菌しており、これは原因菌がアユに由来しないものである 

可能性を示唆する。

南部海域沿岸で採取されたコブヒゲハマアミ磨砕検体が 

冷水病原因菌陽性と判定された。

このほか、海水飼育の力マキリの總や淡水飼育のオ才ク 

チバスの腎臓からも冷水病原因菌を分離した。
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試験研究の企画 • 調整 • 評価 •広報

渋谷 和 治 • 山田潤一 • 伊藤泰博

【はじめに】

平成14年度における企画管理部企画班の主な業務の実 

施状況についてとりまとめた。

【実施状況】

1 研究課題評価

⑴事前評価

平成15年度の新規課題として「イワガキ資源の持 

続的利用に関する研究」について秋田県試験研究開 

発評価チームの評価を受け、得点率が82 %となり、 

総合評価は「優先実施」の評価を得た。

(2) 中間評価

1 ) 平成13年度開始課題

県単独課題の「計量魚探を用いたハタハタ等底 

魚類の資源評価手法の開発」と国庫捕助課題の 

「遊 漁 （遊漁船業等）と資源管理に関する研究」 

の2課題について「B ••継続」の評価を得て、企 

画振興部学術振興課から公表された。

2 ) その他

平成12年度以前に開始した継続課題22課題につ 

しヽて中間評価に係る研究計画書と評価調書を作成 

し、学術振興課に提出した（平成14年度に開始し 

た課題と委託調査は対象外)。

⑶事後評価

平成13年度に終了した「磯焼け診断指針作成事業」 

について事後評価を受け、A: 2項目、B : 1項目 

となり、「本研究の成果を活用した14年度新規課題 

“海の森健全化技術の開発”の実施により、更に精 

度の高い指針作成に向けて努力すること」となった。

2 刊行物

⑴ 機 関 誌 「群来」 .

センター広報誌である「群来」56号、57号をそれ 

ぞれ平成14年 6月と15年 3月に刊行し、関係機関な 

どに配布した。

⑵ 平 成 13年度事業報告書の刊行

平成15年 3月に刊行し、関係機関などに配布した。

(3 )ホームページ

(URL  : http ://w w w .pref.akita.jp/akisuise/) 

可能な限り随時更新に努め、平成15年度3月31日 

現在の訪問人数は、約7,200となった。

3 報告会など

⑴部長会

水産振興センター所内会議として、重要事項、懸 

案事項などを協議する部長会を17回開催した。

⑵研究•事例発表会

平成14年11月15日にセンターで開催し、24課題に 

ついて報告された（表 1 )。

表 1 事例研究発表一覧

No. 所 属 氏 名 題 名

資 源 増 殖 部 秋 山 将 卜ラフグ中間育成試験結果について 

- 三浦信昭ムラサキイガイ付着防止技術開発 

- 中林信康漁場の診断とその課題 

" 白 幡 義 広 ヒ ラ メ ネ オ へ テ ロ ボ ツ リ ウ ム 症 に つ い て  

" 古 仲 博 ク ル マ エ ビ放 流 •効果調査について 

海洋資源部土田織恵開口板ひき網によるマダラ稚魚調査について 

” 杉下重雄ハタハタ新規加入群予測の調査手法（2)

" 奥 山 忍 「旬の魚ふ れ あ い 祭り」 ア ン ケー ト結果に 

ついて

〃 笹尾敬秋田県沖合の海洋環境の季節的変化  

" 佐 藤 泉 ハ タハ タ初漁日について 

内水面利用部佐藤正人十和田湖における動物プランクトンの出現動向 

- 高田芳博秋田県におけるサケの来遊量予測は可能か？ 

- 渡 辺 寿 田 沢 湖 の 水 質  

- 伊勢谷修弘サクラマス幼稚魚標識放流結果 

〃 佐藤時好アユ資源調査と今後の研究課題 

〃 鷲尾達天然水域における冷水病原因菌の疫学的調査 

〃 杉山秀樹秋田県における国内産•国外産外来魚の現 

状と課題

企画管理部池端正好天王地先潜堤の活用について 

〃 米谷峰夫象潟水産学級の活動の取組事例 

2 0 〃 船木勉水産物の流通と消費動向について

2 1 〃 岩 谷 良 栄 サ ヨ リ 2 艘曳網試験操業について

22 " 山 田 潤 一 た か が ヒ ラ メ 、 されどヒラメ  ！ヒラメ養殖

の実態と課題

23 - 渋 谷 和 治 リボンタグ（40mm) 標識の脱落と埋没について 

2 4 所 長 赤 間 健 太 郎 泊 川 養 魚 塾 に お け る 魚 類 調 査 の 概 要

サケ発眼卵埋設放流調査の経過

⑶年度末成果報告会

平成15年 3月17日から24日にかけて、平成14年度 

の試験研究課題などの実施状況について全水産職員 

が報告した。

⑷放談会

平成14年度から開始した放談会を以下のとおり5 

回実施した（表2 )。

表 2 放談会の開催状況

No. 年 月日 課 題 名
出席者数(人） 

センター水産漁港課

1 14 8 月 1 日 イワガキ増養殖の課題と 

今後の研究方向

20

2 14 8 月 3 0 日 サ ク ラ マ ス の 増殖に関する 

今後の展開方向について

30

3 14 1 0月 2 4 日 秋田県における「外来魚」 

問題を考える

23 2

4 15 1 月 1 5日 若手研究員と今後の研究方 

向 •体制を考える

10

5 15 1 月 2 4 日 ハ夕ハタ資源管理の今後の 

方向について

27 2

http://www.pref.akita.jp/akisuise/


(5) 農林水産部試験研究機関研究報告会

平成15年 3月10日に秋田県市町村会館において開 

催され、「多層式超音波流向流速計による男鹿沖の 

海洋構造と漁況解析」について報告した。

(6) 公設試験研究機関交流フェアー

平成14年11月11日に秋田市で開催され、水産振興 

センターでは以下のとおり、 3課題についてポスター 

発表した。

1 ) 地理情報システム（GIS) による海況解析

2 ) 海と川の魚アユ

3 ) 十和田湖は今！

(7)第2回北東北青少年科学セミナー2002秋田大会 

教育庁主催のセミナーが平成14年 8月10日と11日

に秋田県総合教育センター•自治研修所で開催され、 

実験講師として4人出席し、海藻の押し葉標本の作 

成について57人に実技指導した。

(8) バーチャル未来科学館

学術振興課が製作したバーチャル未来科学館のう 

ち、以下の3 テーマについて資料の提供などについ 

て協力した。

1 ) ハタハタ漁業と資源の管理

2 ) 栽培漁業

3 ) 外来魚問題を考える

プ）が、平成15年全国水産試験場長会「会長賞」を 

平成15年 1月30日に受賞した。

⑵水産資源保護協会巡回教室

表3 に示すとおり、平成14年度は2回実施した。

表 3 巡回教室の実施状況

年 月 日 平成14年12月25日 平成15年 3月25日

場 所 秋田県生涯学習センター 秋田県生涯学習センター

講師氏名 内田和雄 中井克樹

講師所属機関 (独)水産総合研究センター 

中央水産研究所

滋賀県立琵琶湖博物館

演 題 「アユの生態と 「外来魚問題の
資源管理の方向」 現伏と課題」

出席者数(人） 45 77

⑶主な会議への出席状況

企画班担当の主な会議の出席状況について表4 に 

示す。

⑷県庁出前講座

平成14年度から開始した、県庁出前講座について 

表 5 に示すとおり5件の要請があり、約295人に情 

報を提供した。

(5)秋田魁新報「研究機関から」

平成14年度は、表 6 に示すとおり、秋田魁新報 

「研究機関から」に9回掲載した。

4 その他

⑴全国場長会長賞の受賞

「十和田湖のヒメマス資源対策に関する調査研究」 

(研究者：内水面利用部十和田湖資源対策調査グルー

表 4 主な会議等への出席

年 月 日 場 所 出 席 者

農林水産部地方機関長会議 14 4月22日 秋田県正庁 赤間

第1回試験研究機関の運営改善ワ_キンク'' ク'、ル-フ。検討会 14 4月25日 秋田県庁第二庁舎 渋谷

第1回農林水産関係試験研究機関等研究調整担当者会議 14 4月26日 秋田県総合食品研究所 渋谷

水産関係事務連絡会議 14 5月24日 秋田県庁第二庁舎 赤間、夏井、佐々 木、佐藤（泉)、岩谷、渋谷、吉田

水産関係試験研究機関連絡協議会 14 5月30日 東京都 赤間

全県海面漁業協同組合長会議 14 6月6日 秋田県庁第二庁舎 赤間、夏井、佐々木、安村、池端、渋谷

全県内水面漁業協同組合長会議 14 6月7日 秋田県正庁 赤間、佐々木、杉山、渋谷

第2回農林水産関係試験研究機関等研究調整担当者会議 14 6月24日 秋田県総庁 渋谷

北部日本海水産試験場長等懇話会 14 6月27日 新潟市 赤間、渋谷

第6回試験研究機関懇談会 14 7月3日 秋田県畜産試験場 赤間

第2回試験研究機関の運営改善ワ-キンク'' ク''ル_フ°検討会 14 7月11日 秋田県庁第二庁舎 渋谷

第 7回試験研究機関懇談会 14 7月17日 秋田県総合食品研究所 赤間、夏井

北部日本海デa7ク水産試験場連絡協議会 14 9月4日、5日 石川県山中町 赤間、安村、吉田

北東北知事サミ7ト合意事項に係る研究発表会 14 9月10、11日 岩手県松尾村 佐々 木、安村、杉山、笹尾、佐藤（正)、土田

第 8回試験研究機関懇談会 14 11月19日 秋田県環境センター 赤間、夏井

全国水産試験場長会総会 15 1月30日 中央水研 赤間

日本海フ''ロック場•所長会 15 2月4日 新潟市 赤間

日本海T' a 7ク水産業関係試験研究推進会議 15 2月4、5日 新潟市 赤間

第3回農林水産関係試験研究機関等研究調整担当者会議 15 2月19日 秋田県庁第二庁舎 渋谷

第3回試験研究機関の運営改善ワ-キンr  r ル_フ°検討会 15 3月12日 秋田県庁第二庁舎 渋谷

第9回試験研究機関懇談会 15 3月17日 秋田県衛生科学研究所 赤間



表 5 県庁出前講座の実施状況

月 日 開催場所 対 象 者 参加者数 題 名 対応者

7月5 日 秋田市 秋田市立築山小学校5年生 100 ハ夕ハタ漁業と資源の管理 安村明

7月30日 秋田市 秋田県設備設計事務所協会 50 ハタハタ漁業と資源の管理 安村明

8月17日 秋田市 秋田生活技術学会 23 ハタハタ漁業と資源の管理 安村明

10月10日 センター 秋田県高等学校教育研究会 12 栽培漁業 古仲博

10月10日 秋田市 秋田寿大学 110 ハタハタ漁業と資源の管理 安村明

表 6 秋田魁新報「研究機関から」への掲載

掲載日 担 当 内 容

4月14日 資源増殖部、海洋資源部 ハ夕ハタ人工種苗の放流

5月26日 海洋資源部 最近の漁況と今後の海況

7月7 日 内水面利用部 稚アユの遡上順調、アユ漁に期待

8月18日 資源増殖部 アワビの放流効果

9月22日 企画管理部企画班 標識魚の発見に協力を

11月10日 内水面利用部 サケ回帰状況好調

12月22日 資源増殖部、海洋資源部 ハタハタ稚魚調査の準備始まる

2月9 日 海洋資源部 「県の魚」ハタハタ制定記念シンポジューム開催される

3月23日 内水面利用部 外来魚対策に協力を



子供ドキドキお魚体験バックアップ事業

【目 的 】

生きた教材などを用いた見学•研修、現地指導を通じ、 

新鮮でドキドキするような体験を提供し、次世代を担う 

子供達の健全育成と漁業の魅力、環境保全の大切さなど 

について啓発するとともに、漁業後継者の育成や栽培漁 

業 •資源管理型漁業などの水産施策への理解と、より効 

率的な実施の一助にする。

【実施状況】

1 説明パネルの製作

見学者や研修者に栽培漁業や資源管理に関する説明 

をする際の説明用パネルを製作した。

2 副読本の製作

平成14年 3月に刊行した見学者や研修者に配布する 

「秋田県の水産業」を改訂し、1，300部製作した。

3 展示水槽の充実と研修設備の整備

見学者などに見て、触れてもらう「触れ合い水槽」 

の展示物を購入するとともに、研修などに使用する液 

晶プロジヱクタ一を整備した。

4 見学と研修現地指導

中学生以下の見学者を36件、893人受け人れ、一 

般も含めた見学者は75件、1,635人となった（表 1、

2 ) 0

渋 合 和 治

表2 セン夕一における見学者の状況（平成15年3月31日現在)

年 H 9 H10 H11 H12 H13 H14 計

就学前 件数

人数

2

29

4

134 163

小学生 件数 - - 11 11 21 17 -

人数 779 415 486 419 887 662 3,648

中学生 件数 6 6 7 15 -

人数 38 167 206 132 97 640

小計 件数 - — 17 17 30 36 -

人数 779 453 653 625 1,048 893 4,451

高校生 件数 - 4 4 5 4 -

人数 87 96 104 163 192 642

一般 件数 - 20 13 42 35 -

人数 266 304 218 748 550 2,086

計 件数 - - 41 34 77 75 -

人数 779 806 1,053 947 1,959 1,635 7,179

また、小_中学生を中心としたセンター内や現地"に 

おける秋田県の水産業や水生生物、栽培漁業、資源 

管理などに関する研修などを31件行った（表3 )。

表 1 平成 14年におけるセンターの月別見学者の状況（平成 15年 3 月 3 1日現在)

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

就学前 件数

人数

2

81

1

13

1

40

4

134

小学生 件数 4 4 3 4 1 1 17

人数 165 188 76 203 22 8 662

中学生 件数 1 1 2 1 1 5 2 2 15

人数 5 3 18 2 7 42 12 8 97

高校生 件数

人数

3

95

1

97

4

192

一般 件数 4 6 8 6 3 4 2 1 1 35

人数 19 168 113 55 32 107 23 30 3 550

計 件数 1 5 17 15 11 7 10 5 1 3 0 0 75

人数 5 22 527 413 178 235 171 43 30 11 0 0 1,635

一  20 —



表 3 子供ドキドキお魚体験バックアップ事業に係る研修• 現地指導などの実績（平成 15年 3 月 3 1日現:S )

月 日 場所 県市町村 依頼者等 名 称

4 月10日 セン夕一 中仙町 中仙中 職場訪問学習

5 月22日 センター 大館市 矢立中 秋田県の水産業

5 月23日 ニッ井町 ニッ井町 ニッ井白神実行委員会町 ニツ井白神会議

6 月 8 日 セン夕一 札幌市 丘珠中 栽培漁業について

6 月12日 稲川町 稲川町 三梨小 水辺の教室

7 月 1 日 田沢湖町 田沢湖町 神代小 水辺の生物（イバラ卜ミヨ）研侈会

7 月 2 日 東由利町 東由利町 八塩小 水辺の教室

7 月 2 日 田沢湖 田沢湖町、西木村 水辺の生物研修会（活きよ殖えよ田沢湖の魚たち）

7 月 3 日 セン夕一 峰浜村 墙川小 栽培漁業、ハタハタ漁業について

7 月 5 日 秋田市 秋田市 築山小 ハタハタの資源管理

8 月 6 日 小坂町 小坂町 十和田湖自然体験キャンプにおける水生生物の研修

8 月10、11日 秋田市 秋田県 教育庁 青少年科学セミナー

8 月22日 セン夕一 大曲市 大曲中 秋田県の水質環境と漁業

8 月30日 峰浜村 峰浜村 士局川小 水沢川の魚

9 月 7 日 横手市 横手市 横手市土地改良区 ふれあい体験学習会

9 月14日 秋田市 秋田市 秋田県土地連 地球人フォーラム2002

9 月20日 秋田市 秋田市 旭川小 総合学習（マイリバ一旭川ウオッチング）

9 月24日 河辺町 河辺町 河辺町教育委員会他 雄物川と魚たちの生活

9 月27日 象潟町 象潟町 象潟町 漁業体験学習

10月 3 日 セン夕一 秋田市 付属中 総合学習（クニマス）

10月 7 日 セン夕一 鷹巣町 鷹巣西小 秋田県の水産業

10月 9 日 セン夕一 八竜町 八竜中 川の流れと魚の生態

10月10日 センター 八郎潟町 八郎潟中 八郎湖と馬場目川の魚

10月12日 男鹿市 男鹿市 観光協会 海の生物と資源管理

10月22日 男鹿市 男鹿市 緑化推進委員会 森 •川 •海が育むいのち

10月29日 セン夕一 天王町 天王南中 秋田県の水産業

10月29日 セン夕一 秋田市 城南中 秋田県の水産業

11月 7 日 セン夕一 秋田市 飯島中 ハタハタの生態と資源管理

11月19日 セン夕一 男鹿市 船川第一小 栽培漁業

1月 8 日 セン夕一 男鹿市 男鹿北中 秋田県の水産業と水産振興センターの業務

1月23日 セン夕一 秋田市 城東中 秋田県の水産業と水産振興センターの業務



水 産 業 改 良 普 及 事 業

【目 的 】

近年の沿岸漁業を取り巻く情勢の変化に対応し、沿岸 

漁業の生産性の向上と近代化及び漁業の担い手育成を推 

進するため、漁業士や研究グループなどを対象とした改 

良普及活動を実施し、資源の合理的活用、新技術の開発• 

導入、流通改善、他産業との交流推進により、漁家経営 

の安定と漁村の活性化を図る。

【方 法 】

1 普及体制と業務分担

⑴普及体制

水産業改良普及員室（水産振興センターに設置)

担当区域 担当漁協

県北地区 
(正組合員334人） 

(准組合員311人）

秋田県漁協北部総括支所 

峰浜村漁協 

能代市浅内漁協 

八竜町漁協

男鹿北地区 

(正組合員435人） 

(准組合員169人）

秋田県漁協北浦総括 

支所及び船川総括支所 

(若美支所）

男鹿南地区 

(正組合員487人） 

(准組合員156人）

秋田県漁協船川総括支所 

(若美支所除く）

県南地区
(正組合員476人） 

(准組合員123人）

秋田県漁協中央総括 

支所及び南部総括支所

⑵普及員の事務分担

岩谷良栄：総括、男鹿北地区、担い手確保推進事 

業

船 木 勉 ：県北地区、青年漁業者活動事業、水産 

物高付加価値化技術開発事業 

米谷峰夫：県南地区、沿岸漁業改善資金貸付事業、 

中核的漁業者協業体事業 

池端正好：男鹿南地区、漁業就業者確保育成事業、 

漁業士活用育成事業

2 普及区域と普及活動課題

⑴県北地区

研 究 グ ル ー プ 数 1 1 (348人）

女 性 グ ル ー プ 数 1 ( 63人）

研究会•女性部活動の指導 

県北地区漁業士活動の推進 

ヒラメ種苗中間育成•放流指導 

トラフグ種苗中間育成•放流指導 

栽培漁業定着強化事業の推進

岩谷良 栄 • 船 木 勉 • 米 谷 峰 夫 • 池端正好

ワカメ養殖指導 

サメ捕獲指導

サケふ化場指導（真瀬川•藤琴川）

(2) 男鹿北地区

研究グループ数1 1 (284人）

女性グループ数1 ( 96人）

研究会•女性部活動の指導 

男鹿北地区漁業士活動の推進 

ヒラメ養殖試験指導（畠•戸賀）

クロソイ•力キ養殖指導 

サヨリ曳網試験操業指導 

アワビ資源管理指導 

栽培漁業定着強化事業の推進 

流通加工活動の指導 

サケふ化場指導（野村川）

(3) 男鹿南地区

研究グループ数3 (31人）

女性グル一プ数1 (96人）

研究会•女性部活動の指導 

男鹿南地区漁業士活動の推進 

ヒラメ養殖試験指導（椿）

ワカメ種糸生産技術指導 

流通加工活動の指導 

栽培漁業定着強化事業の推進 

⑷県南地区

研究グループ数10 (218人）

女性グループ数 2 ( 55人）

研究会•女性部活動の指導 

県南地区漁業士活動の推進 

ヒラメ養殖試験指導（金浦）

栽培漁業定着強化事業の推進 

クルマエビ•ガザミ中間育成指導 

環境保全活動指導（ブナ植林運動）

サケふ化場指導（君ヶ野川、衣川、西目川、赤石 

川）

【活動概要】

1 沿岸漁業担Lゝ手活動促進事業

水産業の紹介•体験•視察•研修などを実施し、漁

業への就業意識の啓発を図った。

(1)就業候補者啓発事業 

海洋技術高校生を対象

海洋技術高校新入生研修（6月 • 3回 • 90人）

⑵少年水産教室

- 2 2 -



•稚魚の放流（4月）

野村•西目•君ヶ野•川袋•真瀬•雄物•象潟川• 

石 沢 小 学 生 合 計 659人 

•水辺の学習会（7〜8月 •延べ2回）

東由利町•十和田湖町の小中学生合計78人

2 沿岸漁業担い手育成事業

沿岸漁業担い手育成の円滑かつ効率的な推進を図る 

ための協議会及び交流会を開催した。

⑴秋田県沿岸漁業担い手確保推進協議会 

第 1回 7月秋田市 

[議題]

•平成14年度普及活動計画と進渉状況について 

•平成14年度水産関係施策の概要について 

第 2回 3月秋田市 

[議題]

•平成14年度水産業改良普及事業等実施状況につい

て

•漁業就業者の将来予測などについて 

⑵青年•女性漁業者交流大会（1月 •秋田市）

研究活動発表

1 ) 八森町特産「しょっつる」の製造と販売に向 

けて

(県漁協北部総括支所•女性部）

2 ) 明るく、楽しく、賑やかな私たちの活動記録 

(県漁協象潟支所•女性部）

県漁協北部総括支所•女性部が全国大会出場 

特別報告

1 ) 「手をつなぐ海と森」

(象潟水産学級）

2 ) 「築地•名古屋市中央卸売市場研修報告」

(県漁協本所）

3 ) 「未利用資源（ホッケ）の利用方法について 

(秋田県立海洋技術高校）

視察研修報告

1 ) タラ、タコ釣り漁業について

(県漁協北浦総括支所•青年部）

2 ) 活魚出荷•入札制度•資源管理などについて 

(県漁協船川総括支所•船川地区青年部）

3 ) 観光底びき網漁業の導入について

(県漁協南部総括支所•金浦水産研究会） 

漁業士活動報告 

平成14年漁業士活動について 

(秋田県漁業士会会長）

講 演  

気象と津波について

秋田地方気象台

主任技術専門員菅原寿

3 漁業士活用育成事業

漁業士の認定と漁業士の資質向上を図るための活動 

に対する支援を行った。

県内研修（1月 •秋田市、漁業士28人）

東北•北海道ブロック研修

(9月 •宮城県、漁業士1人）

日本海ブロック研修（秋田県）

(7月 •仁賀保町、漁業士19人）

漁業士活動育成 

県北部地区（3月 •八森町、漁業士 2人）

中 央 地 区 （3月 •男鹿市、 〃 7人）

県南部地区（3月 •金湳町、漁業士 8人）

4 交流学習事業

増養殖、漁業機械、利用加工などの漁業関連の諸事 

項について、各地区の研究グループなどを対象に学習 

会、講習会を開催した。

(1)イワガキ養殖（6月 •金浦）

(2) 〃 （ 6、8 月 •戸賀）

⑶磯根資源管理（7月 • 畠、戸賀）

(4)ヒ ラ メ 養 殖 （6月 •畠、戸賀、椿、金浦）

(5)ハタハ夕保護(11月 •八森、北浦、象潟）

(6)水 産 物 加 工 （4月 •象潟、6 • 9月天王）

(7)流通•直 売 （7、8月 •船川）

5 技術交流

県内外の漁業関連技術などに優れた先進地の視察研 

修による情報を習得した。

(1)夕ラ、タコ釣り漁業

(5月 •北海道、北浦総括支所青年部13人）

⑵イワガキ天然採苗及び養殖

(3月 •青森県、戸賀養殖研究会7人）

⑶ワカメ加工と流通

(2月 •岩手県、船川総括支所青年部8人）

⑷観光漁業制度の仕組み

(8月 •香川県、金浦水産研究会9人）

(5)気仙沼市産地市場の概要

(9月 •松ヶ崎近代化ゼミ15人）

6 漁業技術育成定着事業

学習会及び技術交流で得られた知見•技術をもとに、 

各地区の研究グループや漁業士などの協力により各種 

の試験を普及員が実施した。

(1)ハタハタ人工藻場産卵試験（11月•八森さし網漁 

業協議会）

⑵人工藻場産卵試験（12〜3月 •象潟水産学級、古 

網を使用したプリコ産着用人工藻の設置）

⑶藻場造成試験（5〜3月 •船川総括支所青年部、

一  23 —



アカモク母藻の移植による造成）

⑷漂着ブリコ増殖（12〜3月 •北浦総括支所青年部、 

漂着プリコの活用）

7 漁村女性活動支援事業

⑴しょっつる加工技術研修会（10月 •県漁協北部総括 

支所女性部9人）

8 水産業改良普及員研修事業

各種研修により水産業改良普及職員の知識の習得と 

資質の向上を図った。

⑴専門技術員行政研修

(6月 •長崎県•岩谷出席）

⑵改良普及員行政研修

(10月 •岩手県•池端出席）

(3)日本海ブロック研修

(11月 •山口県•船木出席）

⑷東北•北海道ブロック研修 

(9月 •山形県•米谷出席）

(5)改良普及員一般研修

(9月 •秋田市、3月 •秋田市）

9 漁業就業者確保育成事業

沿岸漁業就業者の確保•育成を図るため、求人•求 

職情報の収集と各種研修会を開催した。

⑴就労推進協議会の開催（3月 •秋田市）

⑵就労相談員の設置（4地区）

⑶就労実態調査（新規参人許容能力調査）

⑷漁業体験乗船の実施

(定置網• 9月 • 9人台島大謀）

(先達漁業者との意見交換• 9月 • 9人 

台島大謀）

1 0 沿岸漁業改善資金貸付事業

沿岸漁業改善資金の貸し出しに係る漁業者及び漁協 

の指導と普及部会の開催を実施したo

貸 付 総 額 16,476千円

貸 付 数 5人、 6件

(環境対応機関 2件)

(力ラ一魚群探知機 1件)

(自動航跡記録装置 2件)

(漁業経営開始資金 1件)



水産物高付加価値化技術開発事業

(高品質水産物漬物の開発）

【目 的 】

秋田県の主要な水産加工品である水産物漬物、特に、 

いずしについて、 これまでの経験的な製造方法を科学的 

に明らかにするとともに、微生物制御を主とした局品質 

いずしの製造技術を開発し、付加価値の向上を図ること 

を目的とした。

【方 法 】

1 いずし試作品の成分分析と官能評価

⑴試料

秋田県産のハタハタ、ホッケ、カワハギ（ウマヅ 

ラハギ）、コダイ（マダイ•チダイ）の切り身を原 

料としてそれぞれのいずしを試作した。原材料配合 

は食酢に漬け込んだ魚切り身5 kgに対して米飯4 kg、 

米麹 lk gの割合で積層法で漬け込み、 3 °Cで20日間 

熟成を行い試料とした。

⑵分析方法

分析は各いずしの魚肉部分を採取し以下の方法で 

行った。

有機酸：HPLC有機酸分析システム（島津LC10A) 
単糖• オリゴ糖：HPLC糖分析システム

(DionexDX500)

遊離アミノ酸：アミノ酸分析計（日本電子JLC500) 
酵母：フィルム法（スリーエム）

乳酸菌：B C P 培地 

⑶官能評価

水産業関係者及び食品関係研究者で構成された22 

人のパネルにより、試作した4 種類のいずしについ 

て嗜好の順に順位を付ける順位法で行った。

2 ハ夕ハタずし熟成中の成分経時変化

(1) 試料

秋田県内のハタハタずし製造業者のハタハタずし 

製造法に準じて試作を行った。原材料配合は食酢に 

漬け込んだハタハタ切り身5kgに対して米飯•米麹 

5 kg、野菜（ニンジンなど） 1 kgの割合で積層法で 

漬け込んだ。 3 °Cで18日間熟成を行い、米飯部分を 

2 日間隔で採取し以下の分析を行った。

⑵分析方法

分析はハタハタずしの米飯部分を採取し1⑵の方 

法で行った。

3 乳酸菌を用いたホッケずし製造方法の検討

(1) 供試菌株と培養

船 木 勉 • 塚 本 研 一 （総合食品研究所）

乳酸菌としてLactobacillus brevis IFO 12005 

(以下L .b re u is)を使用した。M S R 液体培地で前培 

養 し た 培 養 液 を 米 糠 11% 、グルタミン酸 

N  a 0.9%を含む液体培地に添加した。30°Cで7 日 

間静置培養し、乳酸菌スターターとした。

(2) ホッケずしの乳酸菌添加試験

秋田県産のホッケの切り身を原料として、乳酸菌 

スタ— ターをいずしに添加することによるホッケず 

し製造方法を検討した。原材料配合は2 % 乳酸に漬 

け込んだホッケ切り身lkgに対して米飯800g、米 

麹200g、乳酸菌 (L. b re v is )スタ一夕一80 g 、グ 

ルタミン酸ナトリウム4 g の割合で積層法で漬け込 

んだ。対照として乳酸菌ULbrevis) を添加しない 

米糠11%、グルタミン酸N  a 0.9% を含む液体培地 

を80 g加えたものを同時に調製した。熟成は3°C 

(14日）及び10°C ( 7 日）の2つの条件で行い以下 

の分析を行った。また、 Lactobacillus brevis IFO 
12005はグルタミン酸脱炭酸酵素を持つことが知ら 

れているため、ホッケずしに添加したグル夕ミン酸 

ナトリウムを脱炭酸しア一アミノ酪酸を生成するか 

検討した。

⑶分析方法

分析はホッケずしの米飯部分を採取し1⑵の方法 

で行った。

【結果及び考察】

1 いずし試作品の成分分析と官能評価

表 1 にいずし試作品の分析結果を示す。全遊離アミ 

ノ酸量と全糖量は魚種による差はほとんどなかった。 

全有機酸量はカワハギずしで多く、コダイずしで少な 

い傾向にあった。この有機酸量の違いによりp H に差 

があるものと考えられる。さらに有機酸量の違いは食 

酢浸漬工程で魚肉への酸浸透の差によると推定される。 

また、微生物ではp H の比較的高いコダイずしで酵母 

数が多い傾向があつたが、市販ハ夕ハタずしと比較す

表 1 いずし試作品の成分

ハ夕ノ、夕 ホ ッ ケ カ ワ ハ ギ ：コダイ

p H 4.5 4.6 4.2 4.9

全遊離ァミノ酸量（mg/100g) 569.7 640.6 547.3 652.7

全有機酸量（mg/100g) 810.1 772.8 948.0 445.5

全糖量（％) 6.8 6.8 5.9 6.6

乳酸菌数(CFU/g) 60 80 390 420

酵母数 (CFU/g-) 200 4500 2000 44000
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ると乳酸菌数、酵母数ともに少ない傾向にあった。ク 

ロストリジウムはすべて検出されなかった。

表2 にいずし試作品の官能評価による嗜好順位結果 

を示す。順位の平均ではハタハタ、コダイ、カワハギ、 

ホッケの順となったが、順位法の検定表で解析した結 

果ハタハタ、ホッケで1 % 有意で順位差が認められた 

が、他は有意差はなかった。従って嗜好としてホッケ 

よりハタハタが強いと考えられる。しかし、前述の魚 

肉への酸浸透の差による酸味の違いなどの要因がある 

ため、再検討の必要がある。また、この嗜好順位結果 

には魚のイメージ、食経験なども影響しているものと 

推定される。

表 2 いずし試作品の嗜好順位結果

ノヽ。不ノレ

No.l

No. 2

No. 3

No. 4

No. 5

No. 6

No. 7

No. 8

No. 9

No.10

No.ll

No.12

No.13

No.14

No.15

No.16

No.17

No.18

No.19

No.20

No.21

No.22

順位合計

順位平均

ノ、夕ノ、夕

41

1.9

ホッケ

4

68

3.1

カワハギ

57

2.6

ダイ

2

53

2.4

以上からハタハタずし以外の新しい魚種によるいず 

しの開発にはさらに検討を進めることが必要である。

mg/1 00g

瞧_ _ _

窗酢難
aリンゴ酸

図 1 ハ夕ハ夕ずし熟成中の有機酸量経時変化

⑵ 単 糖 •ォリゴ糖

図2 にハタハタずし米飯部分の遊離糖量と組成の 

経時変化を示す。遊離糖は使用した米麹の糖化作用 

により主に生成すると考えられる。熟成2 日目で量 

的にはピークに達するが、その糖組成は3〜 5糖が 

多かった。熟成経過によりグルコース、マルトース 

が主となってくることがわかった。熟成10日目から 

安定しており、遊離糖量経時変化からは熟成は10日 

以上が必要と考えられる。

觸マル！*ペンタオ一又 

@ マルトチトラオ一ス, 
_ マルトト丨/オース

■イソマル卜ース 
a グル3 — ス 
s フラク卜-ス

図 2 ハタハ夕ずし熟成中の遊離糖類の経時変化

⑶遊離アミノ酸

図3 にハタハタずし米飯部分の遊離アミノ酸量の 

経時変化を示す。遊離アミノ酸は魚肉由来が主であ 

り、熟成経過により魚肉から米飯へ移行するものと 

考えられる。熟成12日目から安定しており、遊離ア

2 ハ夕ハ夕ずし熟成中の成分経時変化

⑴有機酸

図1 にハタハタずし米飯部分の有機酸量の経時変 

化を示す。有機酸は食酢浸漬工程で魚肉へ浸透した 

酢酸が主成分であり、熟成経過により魚肉から米飯 

へ移行するものと考えられる。熟成8〜10日目から 

安定しており、有機酸経時変化からは熟成は10日以 

上が必要と考えられる。なお、p H は熟成期間全般 

で4.9〜5.0であり、変化はなかった。

i u l I ■ _  黴 職 ■ _  ■ _  _ _  _ _  r  

~ 0 日 2 日 4 日 6 日 8 日 1 0 日 1 2 日 1 4 日 1 6 日 1 8 日

図 3 ハタハタずし熟成中の遊離アミノ酸量経時変化
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図 6 乳酸菌添加試験の遊離ァミノ酸

(4) 微生物

図7 に乳酸菌添加区と対照区の米飯部分の乳酸 

菌数及び酵母数を示す。対照区では熟成前（0 日） 

の乳酸菌数及び酵母数から熟成後もほとんど増加し 

ないのに対し、乳酸菌添加区では乳酸菌数の増加と 

特に10°Cでは酵母数の減少があった。従って添加し 

たL. brevisは10°Cの熟成条件でいずし中で生育し、 

いずし中で優先菌種となっていると推定される。

iiXAlからLactobacillus brevis IFO 12005はいず 

し中での生育が可能であり、いずし中に添加したグ 

ルタミン酸をグルタミン酸脱炭酸酵素によりアーア

Oo

なお、単糖•オリゴ糖の組成、量に関しては乳酸 

菌添加区と対照区に差は認められなかった。

図 5 乳酸菌添加試験の有機酸組成

⑶遊離アミノ酸量及び7 — アミノ酪酸量

図6 に乳酸菌添加区と対照区の米飯部分の遊離ア 

ミノ酸量及び7 — アミノ酪酸量を示す。対照区では 

添加したグルタミン酸がそのまま残っているのに対 

し、乳酸菌添加区では特に10°Cの試験区でグル夕ミ 

ン酸から7 — アミノ酪酸が約130m g/100g生成して 

いた。従って10°Cの条件ではムレ即んは増殖し、グ 

ル夕ミン酸脱炭酸酵素が作用していると考えられる。 

なお、遊離アミノ酸の総量は乳酸菌添加区と対照区 

に差は認められなかった。

mg/100g ，皇絲ン酿鴨
_ _ _ _ _

ミノ酸経時変化からは熟成は12日以上が必要と考え 

られる。なお、遊離アミノ酸組成比は熟成日数で差 

は認められなかった。

⑷微生物

図4 にハタハタずし米飯部分の乳酸菌数及び酵母 

数の経時変化を示す。熟成初期には乳酸菌数が酵母 

数より多いが、8 日目からは酵母数が多くなった。 

乳酸菌数は10日目にピークがあり、一時減少するが、 

16日目からは増加した。熟成は乳酸菌と酵母の両方 

が関与し、その菌相がバランスを保ちながら進行す 

ると推定される。

log(CFU)

t i f M M

:

一

_
_
_
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ぶ
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図 4 ハ夕ハ夕ずし熟成中の微生物経時変化

以上からハタハタずしの熟成中には魚肉部分から 

米飯部分への酢酸と遊離アミノ酸の移行、また米飯 

部分の米麹による糖化と糖化により生成した遊離糖 

の米飯部分から魚肉部分への移行が進行すると考え 

られる。また、微生物は乳酸菌と酵母が主であり、 

菌相が熟成時期により変化していずしの熟成に関与 

するものと考えられる。分析結果以外の香気など微 

量な成分も関係すると推定されるが、熟成の最適期 

間については12日目以降であれば各種成分が安定に 

なることから、目的とする品質により期間を設定で 

きると考えられる。

3 乳酸菌を用いたホッケずし製造方法の検討

(1) 乳酸菌ス タ ー タ ー

30°Cで7 日間静置培養した乳酸菌スターターの乳 

酸菌数は4.5xl07CFU/gとなり、 スターターとし 

て十分な菌数であった。

⑵有機酸及び単糖•ォリゴ糖

図5 に乳酸菌添加区と対照区の米飯部分の有機酸 

量を示す。対照区では魚肉浸漬液に由来すると考え 

られる乳酸が約200mg/100 g であるのに対し、乳酸 

菌添加区では特に10°Cの試験区で2倍以上の乳酸が 

検出された。また、 p H は対照区では4.9〜5.0であ 

るのに対し、乳酸菌添加区では3 °Cで4.8、10°Cで 

4.5となっており乳酸量と関係するものと考えられ
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ミノ酪酸に変換することがわかった。7 — アミノ酪 

酸は血圧降下、精神安定、肝機能改善などの生理機 

能があるとされ、食品への応用研究が注目されてい 

る。その中でも発芽玄米は7 — アミノ酪酸を含むこ 

とで注目され、その消費も増加しているが、7 — ア 

ミノ酪酸含量としては10〜40m g/100g程度である。 

一方、本試験によるいずし中の7 — アミノ酪酸含量 

は130m g/100gであり、 7 —アミノ酪酸の供給源と 

しては有利である。また、いずし中に添加するグル 

夕ミン酸ナ卜リウムを増加することでさらにア一ア 

ミノ酪酸含量を増加することも可能であると考えら 

れる。さらには、い ず し 中 で が 優 先 菌 種 と  

なることで、食中毒菌の抑制も期待される。いずし 

の風味に関しては、やや発酵臭があるが問題はなく、 

これらの方法により高品質ないずしの製造が可能と 

なった。

log(C FU )/g

_乳酸菌 
B縴母

図 7 乳酸菌添加試験の微生物

4 まとめ

(1)数種の魚についていずしの試作と官能評価を行い、 

秋田県産魚による新しいいずしの開発を検討した。

(2)ハタハタずし熟成中の成分等の経時変化を分析し、 

いずしの熟成機構を解明した。

(3 )ホッケずしの乳酸菌添加試験を行い、アーアミノ 

酪酸を多く含む高品質いずしの製造方法の基礎を確 

立した。

5 成果

( 1 )いずしの熟成機構を解明した。

(2) 7 — アミノ酪酸を多く含む高品質いずしの製造方 

法の基礎を確立した。

(3) 7 — アミノ酪酸を多く含む高品質いずしに関して 

は工業所有権の申請予定であるo
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新技術養殖業普及対策事業

山田潤一 • 岩 谷良 栄 • 米 谷 峰 夫 • 池端正好 • 白幡義広

【目 的 】

冬期の波浪、低水温など厳しい環境下にある北部日本 

海海域において、これまでの試験で基礎技術を開発した 

中層式浮沈生簀網による養殖技術の実用化を進めるとと 

もに、本技術の普及と定着を図ることとした。

【方 法 】

水産振興センターで生産したヒラメ種苗を使用し、中 

層式浮沈生簀網による海面での中間育成試験及び養殖試 

験を行った。試験項目と試験内容については表1 に、試 

験に使用した養殖施設については図1 及び2 、 3 に示し 

たo

表 1 試験項目と試験内容

魚 種 試 験 項 目 地区 試 験 内 容

ヒ ラ メ 中間育成試験セン夕一 陸 上 — 巡流水槽•円形水槽

戸賀 海 面 — 改良型浮沈生簀網

養殖試験 皇 改良型浮沈生簀網浅海用（水深 5 m )

戸賀 中層式浮沈生簀網沖合用（〃 13m)

戸賀 改良型浮沈生簀網浅海用（ 〃 5 m )

椿 改良型浮沈生簀網浅海用（ 〃 8 m )

金浦 改良型浮沈生簀網浅海用（ 〃 5 m )

図 1 中層式浮沈生簀網（戸賀地区)

図 3 改良型浮沈生簀網（戸賀 • 金浦地区)

【結果及び考察】

1 ヒラメ中間育成試験

(1) 陸上水槽方式

平成14年 5 月20日に、水産振興センター内にある 

F R P製の巡流水槽（長さ10m、幅 2 m、深さ1 m) 

2 基に、全長21mniの稚魚40,000尾を収容して飼育し 

た。 7 月下旬には20,000尾を5 槽に収容し、 8 月27 

日〜29日に選別を行い、14,000尾をF R P 製の15t 

円形水槽（直径4.5m、深さ lm )  7 基に移槽した。 

移槽の数日後に一部の水槽で滑走細菌症が発生し、 

約500尾が斃死したが、その後の成育は順調である。 

表 3 に示すように、近年、選別時点でのサイズは大 

型化しており、今年の平均重量は39.0 g で、昨年の 

1.18倍であった。これは、 7 月下旬の分槽時の飼育 

密度を4,000尾/槽に減らしたためと推察される。

表 2 ヒラメ中間育成試験（陸上水槽方式)

調査月日平均全長 平均重量尾数 備 考

H14/5/20 T.L.21mm B.W.O.lOg 40,000尾 巡流水槽• 2基、配合7 %

H14/8/2ト29 T丄.153mm B.W.39.0g 14,0001 円形FRP，7基、配合3 %

表 3 ヒラメ中間育成試験結果の推移

選別年月日 平均全長 平均体重

H12/8/28 140mm 25.0 g

H13/8/28〜30 150mm 33.0 g

H14/8/27〜29 153mm 39.0 g

選別後は、体重の3 % を基準として配合飼料を投 

与した。体重の推移を表4 に示したが、水温が10°C 

以下に低下した1 〜 3 月には停滞した。平成15年 6 

月上旬時点での生残率は90.3% 、平均体重は169.7 
g であった。



表 4 中間育成ヒラメの体童の推移（陸上水槽方式し)

試験区 8/27 9/13 10/18 11/6 12/11 1/20 2/28 3/27 5/7 6/2

陸上水槽 39.0 59.0 85.0 106.8 120.6 127.4 128.6 113.7 156.4 169.7

⑵改良型浮沈生簀網方式

表5 に示したように戸賀漁港内の海上に設置した 

後に、 5 m X 5 m X 3 m 、目合い60mmの改良型浮沈 

生簀網を2 ヵ統設置し、9月13日に稚魚を合計3,910 

尾収容して飼育試験を開始した。 給餌は、ヒラメ 

用の配合飼料を魚体重の4 % を基準として1 日1回 

行った。

種苗収容時の運搬については、昨年と同様に、種 

苗をプラスチック製のカゴに収容し、活魚水槽で力 

ゴごと運搬した。しかし、稚魚収容の4〜5 日頃か 

ら大量に斃死し始め、2週間以内に約4割が斃死し 

た。一昨年にも同様な大量繁死が発生しているため、 

搬送方法や搬送時期を含めた対策について検討する 

必要がある。約 1 力月経過後の10月12日の生残率は、 

低密度区で17%、高密度区で31 %と低かったため、 

低密度区と高密度区の稚魚をまとめて9月収容区と 

して飼育を継続した。また、11月29日に新たな試験 

区 （11月収容区）を設置し、1，500尾を収容して飼 

育した。

平成15年 5月21日時点での生残率は、9月収容区 

が29.3%、11月収容区が16.8%でいずれも低かった。

戸賀漁港内の浮沈生簀網と水産振興センター内の 

陸上水槽での体重の推移を表7、図4 に示した。浮 

沈生簀網では5月21日時点での平均体重は9月収容 

区206.2g 、11月収容区208.0g であったのに対し、 

陸上水槽では、 6 月2 日時点においても169.7gに 

とどまっており、浮沈生簀が陸上水槽に比べ36.5〜 

38.3g ほど生育が良好であった。

表5 ヒラメ中間育成試験（改良型浮沈生簧• 戸賀地区)

試 験 区 収 容 月 日 平 均 全 長 平均体重 収容尾数 備 考

9 月低密度区 H 14 / 9 /13  171.9±18.5删 

9 月高密度区 H 14 / 9 /13  163.1±20.1m  

11月収容区 H 14 /11 /29  230.5± 19.3mm

56 .9±18 .0g

46 .4±17 .2g

144 .0±31 .9g

1，4 9 0尾 

2 ,4 2 0尾 

1，5 0 0尾

網目60mm 

網目60mm 

網目60mm

表6 ヒラメ中間育成試験の推移（改良型浮沈生簧• 戸賀地区)

収容月日収容尾数収容サイズ回収月日回収尾数平均体重 生残率

H11/ 9/21 2,500尾 41.3 g H12/6/16 874尾 249 g 35.0%

H12/ 9/22 5,800尾 34.6 g H13/4/19 2,532尾 129.6 g 43.7%

H13/ 9/10 5,480尾 46.6 g H14/4/25 3,165 尾 221.4 g 57.7%

H14/ 9/13 3,910 尾 50.4 g H15/5/21 1，146 尾 206.2 g 29.3%

H14/11/29 1,500尾 144.4 g H15/5/21 253尾 208.0 g 16.8%

表 7 中間育成ヒラメの体重の推移

試験区\ 測定月日 9/13 10/18 11/6 12/11 1/20 2/28 3/27 5/7 5/21 6/2

戸賀9月収容区 50.4 103.0 143.0 145.8 140.8 135.7 143.3 163.9 206.2 -

戸賀11月収容区 - — 一 132.1 142.0 151.9 149.0 181.4 208.0 -

陸上水槽区 59.0 85.0 106.8 120.6 127.4 128.6 113.7 156.4 - 169.7

図 4 中間育成ヒラメの体重の推移

2 ヒラメ養殖試験

表8 に示したとおり、養殖試験は平成14年 5月23日 

から6月20日に1+ヒラメ11,794尾を4地区10力統の 

生簀に収容して開始した。開始時の平均体重は187〜 

284 g、収容密度は7.7〜12.6kg/m2の範囲であった。

飼育結果について、表9 に示した。回収は、飼育開 

始から5〜6 力月後の10月1 日〜12月24日に行ったが、 

生残率は畠3、戸賀1、戸賀2 の各生簀では、90% 以 

上と高かったものの、金浦、畠2 の生簀では53.1、 

61.3%と低く、全体では76.1%であった。金浦•畠の 

生簀で生残率が低かったのは、10月下旬に発生した低 

気圧に伴うシケの影響によるものである。

各生簀における養殖ヒラメの全長•体重•肥満度• 

斃死数の推移について表10〜13に示した。斃死数につ 

いては、各月ごとに2〜4回実施した潜水調査時に回 

収した個体数である。

成長は、戸賀1、戸賀2 の生簀で特に良好で、飼育 

開始から120、113日で平均体重が902、813gとなり、 

生残率（表9 ) も96.2、95.3%と高率であった。これ 

は、種苗のサイズが大型であったことと、網の目合い 

を従来の60mmから90、75mmへと拡大したことにより、 

飼育環境が改善されたためと推察された。

生育状況を示す指標の一つである肥満度（B W /  

T L 3X106) は、商品価値の面からは14以上が望まし 

いとされているが、回収時点では11.9〜14.6の範囲で、 

14を上回ったのは3 力所であった。

斃死状況については、畠•金浦地区と戸賀1、 2 の 

生簀では、11月のシケによる被害を除いて斃死はほと 

んと認められなかった。しかし、尸賀3、4、棒 1、

2の生簀では、8〜10月に最大で59尾の斃死が認めら 

れた。これは網の汚れに伴う環境の悪化が原因と推察 

され、網交換の時期、収容尾数、網の目合いサイズな 

どの検討が必要である。
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表1 0 養殖ヒラメの体重の推移 Cg

61 ~ 71"""8M iol HI }2W

371

371

381(381)
(404)

表1 2 養 殖 ヒ ラ メ の 肥 満 度 の 推 移 (bw/TL3X106)

表1 1 養殖ヒラメの全長の推移 (mm) 表1 3 養殖ヒラメの斃死数の推移

11月9日 
11月1日 
11月1日 
10月8日 
10月1日 

12月24日 
10月21日 
12月13日 
11月12日 
11月7日

25 60 H14.5.23
25 70 H14.5.23
25 70 H14.5.23
25 90 H14.6.11
25 75 H14_6.11
25 60—70 H14.6.20
25 60—70 H14.6.20
25 90—75 H14.6.14
20 75—75 H14.6.14
49 70 H14.6.3

表14に各試験区における生簀の内外の水質環境調査 

結果を示した。地区によりD O 、流速の相違が大きい 

ことが明らかになったものの、水質環境と生育状況と 

の関係については明瞭な関係は認められなかった。今

後とも、生育状況と水質環境の関係について把握する 

とともに、適正な収容量と飼育環境の改善に関する検 

討が必要である。

表 8 浮沈生簧網によるヒラメの収容状況

生 簧 生 簧 水 深 施 設 底面積 
m

網目合 
m m

収容月日 収容数 
一 尾

全長
m m

体重 密度
kg/m

合計■平 均 11,794 388 793.7 8,979 7 6 . 1 153 3.88

合計■平均___________________269___________________ 11,790

表 9 浮沈生簧網によるヒラメの飼育結果

生 簧  収 容 数 収 容 月 日 回 収 月 日 __________回 収 時 ___________________ 飼育日数日間成長

全 長 体 重 生 残 数 生 残 率  

尾 mm g 尾 ％ 日 g/日
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表1 4 養殖ヒラメ水質環境調査結果
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ハ夕ハ夕の水槽内における生態調査

渋 合 和 治

【目 的 】

平成14年11月末から12月にかけて東北電力（株）能代 

火力発電所における冷却水の取水ロに大量の季節ハ夕ハ 

夕が押し寄せ、電力の供給に支障が生じるとともに、水 

揚げされることなく、多くのハタハ夕が異物として除去 

された。

場合によっては、今後もこのようなハタハタの大量迷 

人が想定されるので、資源の効率的な活用などの観点か 

ら、水槽内においてヱア一力一テンや光などに対する反 

応などを観察•精査し、迷入防止に係る基礎資料を把握 

した。

【方 法 】

1 供 試 魚 （表 1 )

平成14年12月4 日に能代火力発電所取水ロに迷入し 

たハタハタを活魚車で水産振興センターに搬入し、10 

卜ン円形水槽に収容した。

供試魚は、12月20日に重量法により推定したところ、 

雄が927尾 （平均体重33.2 g)、抱卵雌が123尾 (55.7 

g)、放卵後雌が31尾 （40.0g)、計1，081尾、38.7kgで 

あり、これらを用いて種々の試験を行った。

表 1 供試魚の状況

標 本 抽 出 全 体 の 推 定

尾数 %
重量

(g)
%

平均体重 

(g)

総重量 
(kg)

総尾数 
(尾）

雄 126 79.2 4,180 70.4 33.2 30.7 927

雌 28 17.6 1,560 26.3 55.7 6.8 123

産卵後雌 5 3.1 200 3.4 40.0 1.2 31

計 159 100.0 5,940 100.0 37.4 38.7 1,081

※ 標本抽出：平成 14年 1 2月 2 0 日 

※ 全体の推定：平成 14年 1 2月 2 4 日

2 流れに対する反応

センター内の屋内10卜ン水槽と巡流水槽において、 

各種試験におけるハタハタの流れに対する反応につい 

て目視により観察した。

3 光に対する反応

平成14年12月20日18 ： 30に10卜ン円形水槽において、 

へッドランプの照射によるハタハタの光に対する反応 

を観察した。

4 異物に対する反応

(1) イレクタ一パイプを用いた試験

12月20日 （11:30に開始）に10トン円形水槽にお 

いて、白い金属製のイレクターパイプ（外径28mm) 

を水槽壁近くで10秒間隔で13回、1 m ほど突き刺し、

それに対するハタハタの反応を観察した。

また、同日（13: 30開始）に水槽壁の付近に同じ 

イレクタ 一 パイプ約1 m を突き刺した状態でのハタ 

ハ夕の動きなどついて観察した。

(2) ハタハタ採卵器を用いた試験

12月20、24日にハタハタの卵塊付着用の採卵器 

(塩ビの外枠に10cmと5〜6 cm目合いの白いビニー 

ルロ ー  プで網目を作ったもの）を水面下約10cm以深 

に流れを遮断するよう沈め、採卵器の障害物として 

の機能を観察した（採卵器の大きさについては、表 

5 に示す）。

5 音 （振動）に対する反応

12月20日に10卜ン円形水槽において、前記のイレ 

クターパイプで、水槽底部を外側から“コン”とほ 

ぼ一定の強さで打ち付け、その音（振動）に対する 

ハ夕ハタの反応を観察した。

パイプによる殴打の間隔は30、10、 5秒の3種類 

で、各々20回行った。

6 海水飛沫に対する反応

平成14年12月24日に10卜ン水槽において（注水量： 

58.1K/分）、メスカップに約lOOccの海水を入れ、 

水槽壁近くに約1 m の高さから落水させ、ハタハタ 

の逃避状況を観察した。

海水の飛沫作用は、60秒と30秒間隔で行い、それ 

ぞれ10回実施した。

7 エアーカーテンに対する反応

(1)10卜ン円形水槽における試験

12月20日に長さ15cmと50cmのエアース卜一ンを、 

流れに垂直になるよう沈め、ヱア一を供給したり、 

停止した状態で、ハタハタの1分間当たりの通過尾 

数を計数し、ヱアーレ一ションの障害物としての機 

能について調べた。

⑵巡流水槽における試験

12月25日 （開始時刻は10:10) に巡流水槽におい 

て、流れとS 直になるよう75cmのエ ア ー ス 卜_ ン を 

2本沈め、ヱア一と炭酸ガスを供給することにより、 

それらのハタハタに対する障害物としての機能につ 

いて調べた。

8 精子の希釈液に対する反応

12月20日15 ： 30に10卜ン円形水槽において、注水 

とともに、5尾の雄から採取した精子を流し、精子 

に対するハタハタの反応について観察した。



【結果及び考察】

1 流れに対する反応（表 2 )

12月20日11：00 (注水量が68.4は/分）の10トン円 

形水槽における観察によると、流れが相対的に強い外 

側ほどハタハ夕は多く分布し、中心部にはいなかった。 

また、この段階ではハタハタは流れに逆らい前方に遊 

泳していた（表2 )。

表 2 1 0 卜ン円形水槽における流れに対する反応

(12月 20 日1 1：00)

観察部位 流 速 （cm/s) ハタハタの分布

外側流速（外壁から10cm) 8.6 外側ほど多い

外壁から70cm 4.8 徐々に少なくなる

中心部 弱い ほとんどいない

しかし、12月24日の9 ： 30 (注水量58.1は/分）の 

観察によると、流れに向かい定位している状態で、前 

方に進む個体はほとんどなかった。

また、24日に巡流水槽に移槽し、25日10: 00に観察 

したところ、流れに定位している個体が多かったが、 

ハ夕ハタ採卵器などを設置した時など前方に進む個体 

が多くなるなど、時間帯や水槽内の環境などにより流 

れに対するハタハ夕の反応は異なった。

2 光に対する反応

日没後の18 ： 30の観察によると、ハタハタは流れに 

向かい定位し、内側も含め一様に分布しており、光を 

照射したところ、光に驚き、乱れた動きを示したもの 

の、短時間の観察では、光に対して集まるなどの性質 

は確認できなかった。

3 異物に対する反応

( 1 )イレクタ一パイプを用いた試験（表3、4)

パイプの水中への突き刺しについてはよく反応し、 

10秒間隔で刺激してもかなりの個体が素早く逃避し、

逃避した個体が元の状態への復帰には約30秒を要し、 

刺激する部位のハタハタの密度が高ければ高いほど 

よく反応するようであった（表3 )。

表 3 白いイレクターパイプの水中突き刺し（1 m ) に対する反応

回次 1 2  3 4 5 6 7 8 9 10 1 1 1 2  13

10秒間隔 3 3 3 3 2 3 2 2 3 3 3 3 3

3 :反応が良好で、ほとんどの個体が反対側に移動 
2 :反応するが、2/3程度が反対側に移動 

1 :反応するが、1/3程度が反対側に移動 
0 ：ほとんど反応しない 

※ 反応したものが元に戻る時間は約30秒 

. 突き刺すところに多くの魚がいると反応は顕著となる

イレクタ 一 パイプを突き刺したままでは、最初に 

顕著な逃避行動を示し、約50秒後には元の伏態に戻っ 

たが、かなり警戒している様子がうかがえ、ささい 

な刺激にも逃避する反応が認められ、10分経過して 

も警戒している様子はなくならなかった（表4 )。

(2)ハタハタ採卵器を用いた試験（表5、6、7、8、 

9)

表 4 水中に入れた白いイレクターパイプ（1 m ) に 

対する反応（12月20日13 ： 30)

挿入後（分） 観 察 結 果

0.0 顕著に忌避

0.3 大分ハ°イフ°に寄る

0.8 分布は普通に近いが警戒感強い

1.3 分布は普通に近いが警戒感強く、小さな刺激に大きく反応

2.0 分布は普通に近いが警戒感強く、忌避反応顕著

3.0 分布は普通、小さな刺激で忌避

3.7 かなり避けている

5.0 分布普通

6.0 かなり忌避している

7.0 分布普通

7.5 若干忌避

8.0 若干忌避

8.5 分布普通

9.0 若干忌避

10.0 ハ。イフ。のそばを遊泳するが、警戒感は強い

表 5 ハ夕ハタ採卵器の障害としての機能

目あい（cm) 試験日 開始時刻 面積（m2) 観察時間(分） 通過尾数(尾） 通過尾数(尾/分） 通過尾数(尾/分/m2)

10 12月20日 14:30 0.324 3.73 28 8 23

5 12月20日 14:45 0.372 2.00 84 42 113

なし （外枠のみ） 12月20日 15:00 0.410 0.17 50 300 732

な し （外枠のみ） 12月20日 15:05 0.410 0.17 43 258 630

な し （外枠のみ） 12月20日 15:10 0.410 0.17 28 168 410

表 6 ハ夕ハ夕採卵器の時間経過と通過尾数<:平成 14年 12月 2 0日、注水量：68.4は/s)

目あい（cm) 開始時刻
経過間（分）

(尾/分）囬不貝、111ノ
0 〜 1 1 〜 2 2 〜 3 3 '〜4 4 〜 5 5 〜 6 6 〜 7 計

10 14:35 0.324 24 43 61 66 75 65 88 422 60.3

比 1.0 1.8 2.5 2.8 3.1 2.7 3.7

5 14:50 0.372 56 59 60 56 70 66 65 432 61.7

比 1.0 1.1 1.1 1.0 1.3 1.2 1.2



12月20の試験結果によると、供試魚は流れに向かい 

遊泳しており、この時点におけるハタハタ採卵器の遊 

泳遮断効果はかなり認められたが、通過する個体もあ 

り、遮断作用は完全ではなかった。また、予想に反し、 

目合いの小さい採卵器の方が通過する個体が多かった

(表 5、 6、 7)0 

12月24日の巡流水槽における試験では、流れに定位 

する個体が多く、流される形で通過する個体もあった 

が、全体的には遮断効果は認められ、目合いは小さい 

方が、より大きな作用を及ぼした（表8、9 )。

表 7 ハ夕ハ夕採卵器の時間経過と1m2当たりの通過尾数（平成 14年 12月 2 0日、注水量：68.4K/S)

目あい（c m ) 開 始 時 刻 面 積 (m2)
経過間（分）

'2 2〜3 .5 5' 6〜 7 g十
(尾/分/m2)

10

比
14:35 0.324 74.1

1.0
132.7

1.8
188.3

2.5

203.7

2.7

231.5

3.1

200.6

2.7

271.6

3.7

1,302.5 574.3

5

比

14:50 0.372 150.5

1.0
158.6

1.1
161.3

1.1
150.5

1.0

2 

2
 

8
 

1
 

8
 

1—
H 177.4

1.2

174.7

1.2

1,161.3 445.8

表 8 ハ夕ハ夕採卵器の時間経過と通過尾数（平成14年12月24日、注水量：58.1K/分）

目あい（cm) 開 始 時 刻 面 積 (m2)
経 過 間 （分）

0〜 1 1 〜2 2〜3 3〜4 4〜5 5〜6 .1 7〜8 g十
(尾/分)

10 9:55 0.324 正 18 5 8 3 13 12 8 12 79 9.9

比 1.0 0.3 0.4 0.2 0.7 0.7 0.4 0.7

負 5 2 0 4 0 2 0 0 13 1.6

it 1.0 0.4 0.0 0.8 0.0 0.4 0.0 0.0

5 9:45 0.372 正 5 0 0 3 2 0 0 0 10 1.4

比 1.0 0.0 0.0 0.6 0.4 0.0 0.0 0.0

負 2 1 2 1 0 2 0 0 8 1.0

比 1.0 0.5 1.0 0.5 0.0 1.0 0.0 0.0
なし（外枠のみ） 10:10 0.410 正 63 54 42 53 46 73 331 55.2

比 1.0 0.9 0.7 0.8 0.7 1.2

負 3 4 3 1 1 0 12 2.0
比 1.0 1.3 1.0 0.3 0.3 0.0

正 ：流れに向かい通過したもの 

負 ：流れの方向に通過したもの

表 9 ハタハタ採卵器の時間経過と1m2当たりの通過尾数（平成 14年 12月 2 4日、注水量：58.1は/ 分）

目あい（cm) 開始時刻 面 積 （m2)
経 過 間 （分)

- (尾/分/m)
0〜 1 1〜2 2〜3 3〜4 4〜5 5〜6 6〜7 7〜8 計

10 9:55 0.324 正 55.6 15.4 24.7 9.3 40.1 37.0 24.7 37.0 243.8 30.5
上匕 1.0 0.3 0.4 0.2 0.7 0.7 0.4 0.7

負 15.4 6.2 0.0 12.3 0.0 6.2 0.0 0.0 40.1 5.0
比. 1.0 0.4 0.0 0.8 0.0 0.4 0.0 0.0

5 9:45 0.372 正 13.4 0.0 0.0 8.1 5.4 0.0 0.0 0.0 26.9 3.8
比 1.0 0.0 0.0 0.6 0.4 0.0 0.0 0.0

負 5.4 2.7 5.4 2.7 0.0 5.4 0.0 0.0 21.5 2.7
比 1.0 0.5 1.0 0.5 0.0 1.0 0.0 0.0

なし（外枠のみ） 10:10 0.410 正 153.7 131.7 102.4 129.3 112.2 178.0 807.3 134.6
比 1.0 0.9 0.7 0.8 0.7 1.2

負 7.3 9.8 7.3 2.4 2.4 0.0 29.3 4.9
比 1.0 1.3 1.0 0.3 0.3 0.0

正 ：流れに向かい通過したもの 

負 ：流れの方向に通過したもの

表1 0 振 動 （音）に対する反応（12月20日11:30水槽底部をイレク夕一パイプでコンとたたく）

回次 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
30秒間隔 3 3 2 2 1 1 2 1 2 2 1 1 2 0 1 2 2 2 1 2
10秒間隔 2 2 0 1 1 0 2 1 1 0 2 1 1 1 1 1 1 0 1 1
5秒間隔 2 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

反応が良好で、ほとんどの個体が反対側に移動 
反応するが、2/3程度が反対側に移動 
反応するが、1/3程度が反対側に移動 
ほとんど反応しない

※ 音に反応するというより振動に反応しているよう 

※ 反応したものが元に戻る時間は約15〜20秒
※ 直下のコンクリートをイレクタ一パイプではたいてもほとんど反応はない



なお、網目を通過する際、ロープに触れ、 “くぐり 

抜ける”状態で通過する個体も普通に認められた。

4 音 （振動）に対する反応（表10)

パイプの殴打の間隔が長いほどよく反応し、殴打位 

置から速やかに逃避し、5秒間隔での殴打では、2回 

目以降はほとんど反応しなくなる（表10)。

なお、反応したものが、外観上、元の状態に戻るに 

は15〜20秒を要した。

5 海水飛沫に対する反応（表11)

海水面における水の飛沫には比較的よく反応し、逃 

避行動を示すが、刺激間隔が30秒よりは60秒の方がよ 

く反応し、反応は後半の方が弱く、刺激に対しての慣 

れなども示唆された（表11)。

また、飛沫に反応し、逃避した個体が通常の分布に 

戻るまでの時間は、20〜25秒程度であった。

6 エアーカーテンに対する反応（表12、13)

(1)10卜ン円形水槽における試験

10トン円形水槽においては、エアーストーンの長

さが短いほどエ ア ー カーテンの中を通過する個体は 

少なく、エ ア 一 によるカーテンとしての遮断効果は 

ある程度認められたが、ストーンが長いと通過する 

個体も多くなった（表12)。

(2) 巡流水槽における試験

巡流水槽においては、前記のとおり、流れに対し 

て定位する個体が多く、明確な遮断効果は把握でき 

なかったが、炭酸ガスを混人させると、流れに逆ら 

いエ ア ー カ ー テ ンを通過する個体は少なくなった 

(表13)。

しかし、炭酸ガスを混入させると、供試魚が数分 

で表面に浮き、現象として酸欠と同様の行動を示し、 

5分程度で横転する個体も出現し、試験を中止した。

7 精子の希釈液に対する反応

精子の希釈液を注水ロに注いでも、ハタハタの行動 

には変化は認められなかった。

表1 1 100ccの落水に対する反応（12月24日、注水量：58.1K/分)

回次 開始時刻 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均
60秒間隔 9:30 2 1 3 2 3 2 3 2 2 2 2.2
30秒間隔 9:40 3 2 1 2 3 2 1 2 1 1 1.8

3 :反応が良好で、ほとんどの個体が逃避 

2 :反応するが、2/3程度が逃避 

1 : 反応するが、1/3程度が逃避 
0 ：ほとんど反応しない

※ lOOccの海水を力ップに入れ、水槽壁近くに1m の長さに落水 

※ 反応したものが元に戻る時間は約20〜25秒

表1 2 エアレーションに対する反応

ストーン長 さ （cm) エアーの通気 観察時間（分） 突入尾数（尾） 尾/分 尾/分/m

15 あり 12.0 8 0.7 4.4

15 なし 0.5 30 60.0 400.0

15 なし 0.3 12 40.0 266.7

50 あり 1.7 50 29.4 58.8

50 なし 0.2 31 152.5 304.9

表1 3 順流水槽におけるエア-力-テンの通過状況（平成14年12月25日）

開始時刻 No. エアーカーテン

No.l No. 2 0-1 1-2 2-3
経過時間（分）

3-4 4-5 5-6 6-7 計

平均

尾/分

10:10 1 空気 空気 正 57 44 65 94 82 62 65 469 67.0

負 2 0 0 0 1 0 0 3 0.4

10:18 2 なし なし 正 7 5 13 4 29 7.3

負 0 0 0 0 0 0.0

10:26 3 炭酸ガス 空気 正 22 25 24 32 23 126 25.2

負 5 0 2 7 15 29 5.8

10:32 4 空気 空気 正 60 63 51 57 56 287 57.4

負 0 0 0 0 0 0 0.0

10:40 5 炭酸ガス 空気 正 10 10 12 12 5 49 9.8

負 0 1 0 1 0 2 0.4

注水量：159K/分 流 速 ：5cm/秒 炭 酸 ガ ス ： 水温：10.5°C 
正 ：流れに向かい通過したもの 
負 ：流れの方向に通過したもの
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海洋構造変動パタ一ン解析技術開発試験

【目 的 】

海洋構造の変動は、漁場形成と密接な関わりを持つだ 

けでなく、資源変動そのものにも大きな影響を与えるこ 

とから、海域特性に適した海洋構造の迅速な把握と変動 

のパターン化のための技術開発を行うことにより、海況 

の把握、海況変動の予測、漁場形成の予測などに資する 

ことができる。このため、京都府立海洋センター、青森 

県水産試験場と協力し日本海区水産研究所の指導の元に、 

ドッブラー流速計を用いて流況データを収集•解析し、 

海域特性に則した海洋構造の迅速な把握と変動のパター 

ン化を行うための技術開発試験を実施した。

【方 法 】

県調査指導船千秋丸（187トン）に装備された多層式 

ドップラ一流向流速計（s w  — 2000)により、沿岸定線 

観測 （ニー 10線）観測時に流向流速データを収集した。 

また、その補完として毎月中旬に北緯40°線の往復観測 

を実施し、データを収集した。また、漁場環境調査に係 

る定点観測時にも併せてデータを収録した。

【結果及び考察】

平成14年4月から平成15年3月まで、22回の観測を行っ 

た。

JI匕緯40度線の定点の塩分鉛直分布から対馬暖流の流軸 

水深帯を検討した。その結果、対馬暖流の流軸はほぼ水 

深7 5 mを中心としていることが明らかとなった。

この対馬暖流の流向•流速と水温の水平分布を地理情 

報解析システムを用いて重ねて作図し、水平的な海洋構 

造を明らかにした。また、海洋構造とマダイ、スルメイ 

力の漁況の関係について検討した。

5月から7月までの海洋構造を図2から4 に示した。

5月は、冷水塊のフロン卜は北緯40度、東経138度30分 

付近にあって、対馬暖流はその東側に強い北上流として 

認められた。一方、東経139度から人道崎にかけては強 

い南下流があった。これは、塩分濃度からみて、沖合の 

北上流の反流と判断された。また、山形県から男鹿半島 

南岸にかけての沿岸部には北上流が認められ男鹿半島南 

岸域で渦流が発生していたと推察される。

6月、冷水塊の先端は北緯39度30分、東経139度30分 

付近にあって、5月に比較して勢力が強くなっていた。 

一方、潮流は東経138度付近の強い東方への流れと沿岸 

沿いの北上流が認められる。これらは、沖合の流れは対 

馬暖流の沖合分枝、沿岸の北上流は沿岸分枝と推察され 

る。この二つの分枝が男鹿半島沖で合流し、人道崎沖の

笹 尾 敬

東経139度30分付近の強い北上流を形成していたものと 

考えられる。

7月になると、冷水塊の先端は東経138度40分付近ま 

で退き勢力は衰えていた。一方、対馬暖流の中心は、塩 

分分布をみると東経139度から139度30分付近にあったと 

推察されるが、残念ながらA D C P の不調により潮流デ一 

夕を得られなかった。また、6月にみられた沖合の東方 

流も弱まっていた。

次に、このような海洋構造が漁獲にどのように影響し 

ているか、本県沖の代表的な回遊魚である、マダイとス 

ルメイ力について検討した。

平成14年 5月上旬の男鹿半島南部のマダイ定置網漁は 

近年にない豊漁で、平成13年同時期の45倍もの漁獲があっ 

た。そのときの海洋構造を比較した図6 を示すと、海洋 

構造が顕著に異なっているのがわかる。異なる点は次の 

とおりである。

1 北緯40度線の流況が全く異なっていて、特に沿岸 

よりの南下流が平成13年は存在しない。また、沖合の北 

上流が平成13年はきわめて弱い。

2 沿岸域（定置網漁場）の水温が平成13年より高く、 

かつ北上流となっている。平成13年は東経139度を中心 

として大きな暖水塊があって時計回りの流れとなってい 

て、沿岸域では南下流が卓越していた。これらのことか 

ら、昨年は男鹿南部の定置網漁場付近の流況は複雑で、 

渦流が発生しマダイの集積•滞留が起こったため豊漁に 

なったものと推察される。

次に、昨年6月と7月の海洋構造（図4、5 ) とスル



メイ力の漁況を示す（図7)0 6 月の海洋構造の特徴は 

入道崎沖冷水塊のフロン卜が東経139度30分付近まで広 

がっていること、また東経138度付近から強い東方流が 

流入しており、冷水塊の縁辺をまわって本県沖に到達し、 

対馬暖流の沿岸分枝と合流していることがあげられる。 

このため、本県の比較的沿岸に近い海域でスルメイカの

好漁場が形成されていたと推察される。これに対し、7 

月になると、冷水塊の勢力は衰退し、フロン卜の位置は 

138度30分付近まで遠ざかった。また、 6月にみられた 

沖合の東方流も弱まっていた。そのため、好漁場が形成 

されていた可能性はあるものの、漁場がきわめて遠いた 

め、操業に至らなかったものと推察される。

1 3 L 80  1 3 0 0  138 .80 139.30 139 .80 137.80 138 .30 138 .80 139.30 139.80 137 .80  M  138 .80  139 .30 139 .80

5月 6月
図 2 北緯40°線の塩分鉛直分布

7月

図 3 5 月上旬の海洋構造



図 4 6 月上旬の海洋構造

図5 7 月上旬の海洋構造

1_ [

- 3 9 -



02年 01年
図 6 5 月上旬の海洋構造と定置網のマダイの漁獲

02年6 月 02年7 月
図 7 海洋構造とスルメイ力の漁獲状況
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新漁業管理制度推進情報提供事業

【目 的 】

秋田県沿岸及び沖合の海域の海況に関する資料を収集 

し、その集約結果を関係漁協及び関係機関に広報するこ 

とにより、漁業資源の合理的利用と漁業の効率化による 

漁業経営の安定化を図ることを目的とした。

【調査方法】

1 漁況海況予報事業

(1) 沿岸定線調査

日本海区水産研究所が指定した図1 に示す定点に 

おいて1月を除き毎月1回海洋観測を実施した。

1 ) 調査期間

平成14年 4月〜平成15年 3月

2 ) 観測時期及び回数

平成15年 1月を除いた各月1回 （延べ11回）

3 ) 調査項目

①一般気象、海象

天候、気温、気圧、風向、風速、水色、透明度、 

波浪、うねり

②水深別水温、塩分

測定層 0、10、20、30、50、75、100、150、 

200、 300、 500、 600、 700、 800、 900、 1000m 

4 ) 使用調査船

千秋丸（総トン数187卜ン、Dl，500ps) 及び第 

ニ千秋丸（総トン数18卜ン、D620ps)

(2) 大陸棚定線観測

図 1 に示した能代沖25マイル以内の6定 点 （St. 

21a、21.22、23、24、25 )の観測を実施した。

1 ) 調査期間

平成14年 4月〜平成15年 3月

2 ) 観測時期及び回数

平成15年 1月を除いた各月1回 （延べ10回）

3 ) 調査項目

①一般気象、海象

天候、気温、気圧、風向、風速、水色、透明度、 

波浪、うねり

②水深別水温、塩分

測定層 0、10、20、30、50、75、100、150、 

200、300、400、500m

4 ) 使用調査船

第二千秋丸（総トン数18卜ン、D620ps)

笹 尾 敬

2 漁業情報サ一ビスセンタ一事業 

⑴調査期間 

平成14年 4月〜平成15年 3月 

⑵対象漁業協同組合及び対象漁業種類 

対象漁業協同組合秋田県漁協船川港総括支所 

対象漁業種類 大型定置網（2 ヵ統）

スルメイ力釣り漁業

⑶調査項目 

週ごとの漁業種類別•魚種別漁獲量及び操業隻数

3 水揚げ状況調査 

⑴調査期間

平成14年 4月〜平成15年 3月

(2)対象漁業協同組合（水揚げ港別）

対象漁業協同組合名 本 •支所名

秋田県漁業協同組合 北部総括支所

岩館支所 

能代支所 

北浦総括支所 

五里合支所 

畠支所 

戸賀支所 

船川港総括支所 

椿支所 

天王町支所 

秋田県漁協本所 

南部総括支所 

平沢支所 

象潟支所

計 1漁業協同組合 14本 •支所
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⑶調査項目

旬別•漁業種類別•魚種別漁獲量及び操業隻数

【調査結果】

1 漁況海況予報事業 

⑴沿岸定線観測

各月の測点ごとの各層水温、塩分測定結果を別表 

に示した。また、入道崎正西線の表層及び50m深の 

水温の月別偏差の分布を図3 に示した。

観測結果は電子メ一ルにより日本海区水産研究所 

に報告した。また、ファックスなどにより関係機関、 

漁協に広報した。

平成14年度の観測結果の概要は次のとおりである。 

入道崎真西の表面水温は、4月から5月は「かなり」 

〜 「はなはだ」高めで推移したが、 7月は「やや」 

〜 「かなり」低めとなった。特にst.3からst.6で低 

くなっていた。その後、10月以降はおおむね「平年 

並み」で推移した。50 mの水温は、4月、5月の沿 

岸寄りでは「かなり」〜 「はなはだ」高めだったも 

のの沖合では「やや」低めだった。その後「やや」 

〜 「かなり」高めの水温であったが、12月以降は 

「平年並み」で推移した。

(2) 大陸棚定線調査

観測結果を別表に示す。観測結果については沿岸 

定線観測結果と同様に日本海区水産研究所に報告し 

た。

能代市沖の大陸棚観測線の表層及び50m層の偏差 

の推移を図4 に示した。

大陸棚観測定線の水温偏差の概略は表面水温は7

月まで全体として高めで推移し、その後「やや」低 

めとなった。50 mの水温は6月まで「やや」〜 「か 

なり」高めで推移したが10、11月は「平年並み」に 

転じた。3月は定点ごとにまちまちであったが沖合 

のst.25で 「はなはだ」低い水温を示した。

図 2 沿岸海域図

図 3 北緯40度線の表面及び50m層水温偏差の推移
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図4 大陸棚定線の水温偏差の推移

+60

50m層



※漁況海況予報事業の沿岸定線調査及び大陸棚定線調査で使用している表現について 

、、平年並み〃、''やや高め（低め）〃、'、かなり高め（低め）〃、、'はなはだ高め（低め）〃は以下のとおり

平年差の表現 平年差 平年偏差 出現確率

''はなはだ高め" 平年値より3°C以上高い + 200% 以上 約20年以上に1回
かなり高め" 平年値より2 °C以上3 °C未満高い + 130 〜+ 200% 約10年に1回
''やや高め" 平年値より1°C以上2 °C未満高い + 60 〜+ 130% 約 4年に1回
''平年並み〃 平年値より±1°C以内 ±60% 約 2年に1回
、'やや低め" 平年値より1°C以上2 °C未満低い -60〜一130% 約 4年に1回
かなり低め" 平年値より2 °C以上3 °C未満低い -130〜一200% 約10年に1回
''はなはだ低め" 平年値より3°C以上低い 一200% 以上 約20年以上に1回

2 漁業情報サ一ビスセンタ一事業

調査対象漁協（船川港漁協)、漁業種類（大型定置

網、スルメイ力釣り）、魚 種 （アジ、サバ、 イワシ、 

プリ類、 クロマグロ、サクラマスなどの主要浮魚及び 

スルメイ力）について1週間ごとに集約した資料を漁 

業情報サービスセンタ一に送付した。また、サービス 

センターから日本海各地の漁況を集約した「日本海漁 

況海況速報」の提供を受け、これを県内各漁協に配布 

した。

3 水揚げ状況調査

県内主要水揚げ港別の旬別漁業種類別魚種別漁獲量 

及び旬別漁業種類別操業隻数を集計し、漁況旬報とし 

て関係機関、県内各漁協に配布した。

⑴総漁獲量

県内主要漁協の平成14年の総漁獲量は10,276卜ン 

であり、昨年に比べ1，675トン増加した。

月別漁獲量では、12月に1，700卜ンに近い漁獲が 

あったのが目立つ。 これは、ハタハタの漁獲が昨年 

に続いて好調に推移したためである。
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図 5 漁獲量推移

主な魚種の漁獲量を表3 に示した。前年に比較して 

10%以上増加した魚種は、プリ、アンコウなど13魚種 

であった。おおむね前年並みの漁獲を確保した魚種は、 

カキ、ヤナギムシガレイなと15魚種であった。一*方、 

前年より10%以上減少した魚種は、ベニズワイ、マコ 

ガレイなど9魚種であった。特にワラサは前年の28% 

の32トンにとどまり、減少が目立った。

表 2 年別•月別漁獲量 (単位：卜ン)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

4年 768.9 371.9 660.4 519.7 989.1 1644. 698.8 702.2 607.9 1410.2 742.9 709.3

5年 478.5 446.0 654.2 431.9 998.8 1649. 681.8 577.3 707.7 783.8 785.3 424.3

6年 481.0 496.0 451.4 615.4 696.5 1207. 706.5 374.2 405.2 730.6 780.8 398.3

7年 334.7 666.6 622.8 368.0 610.2 1307. 489.1 323.8 450.1 1028.9 422.0 441.3

8年 377.0 517.7 455.6 440.6 659.7 913.6 524.3 458.6 722.2 731.3 545.4 621.9

9年 595.5 568.3 474.0 557.7 666.3 1125. 530.4 317.4 483.0 675.7 606.6 690.3

10年 411.8 750.4 820.2 662.7 850.8 968.3 709.4 301.2 484.6 438.1 381.4 832.1

11年 505.3 462.2 458.3 500.8 615.4 1073. 648.9 448.3 444.4 602.7 508.4 818.6

12年 335.3 454.5 434.6 475.2 863.4 981.7 673.9 587.8 439.8 672.1 635.5 1308.5

13年 315.9 453.9 651.4 670.4 948.1 940.9 671.2 630.1 605.6 674.3 513.7 1525.9

14年 353.6 534.9 481.1 698.4 1280.0 1711.7 865.1 479.8 558.5 620.4 1001.3 1691.6



表 3 魚種別漁獲量 (単位：卜ン)

4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年

アブラツノザメ 140.6 197.0 142.0 104.8 101.2 100.7 78.4 59.4 70.8 83.2 61.0

サクラマス 129.3 55.2 114.7 46.8 57.7 37.0 76.4 29.4 46.2 28.7 39.7

ニギス 48.8 206.9 123.0 132.8 104.3 105.7 84.8 75.6 63.6 94.4 94.1
サノズ 23.1 24.1 46.8 45.1 28.7 33.6 28.0 33.6 63.1 62.6 32.4

マアジ 217.8 281.5 274.4 180.5 128.3 234.6 402.8 477.9 478.1 459.4 642.4

プリ 109.8 70.9 65.3 94.7 126.6 116.5 79.8 190.3 93.9 36.3 102.0

ワラサ 152.0 16.7 9.0 28.7 73.4 28.8 30.8 30.2 39.1 112.7 31.8

ア才 69.7 37.8 118.0 101.3 52.0 100.4 85.0 227.7 125.8 73.0 94.5

イナダ 40.0 38.6 34.8 59.0 27.3 15.4 14.5 349.3 51.7 67.2 66.8

チべソ 0.9 1.1 2.2 2.5 1.1 0.2 0.6 0.1 0.2 1.4 0.0
ノ、夕ノヽ々 39.6 0.0 0.0 127.9 226.0 422.2 581.0 692.0 1045.8 1405.0 1921.0

マダイ 129.7 101.5 116.6 81.8 77.8 107.2 148.1 133.4 143.0 162.4 254.2

ウスメバル 75.5 74.7 73.0 82.6 76.0 128.6 159.6 139.4 117.9 130.2 127.7

ホッケ 2047.2 1811.7 1085.4 1430.3 1120.9 1075.3 1222.8 603.7 385.3 630.6 917.0

ヒラメ 148.6 211.8 183.9 242.3 215.6 159.1 186.9 200.3 152.6 154.6 142.4

アカガレイ 29.0 13.7 14.0 29.0 39.3 51.8 37.6 42.2 28.3 30.8 42.2

ソウハチ 12.7 3.2 3.0 2.3 8.4 13.6 10.5 5.9 3.8 4.9 4.4

ムシガレイ 9.7 19.3 20.5 20.3 21.6 24.1 33.3 28.1 30.7 29.9 38.8

マガレイ 166.1 197.4 235.0 187.2 118.2 78.3 86.2 86.0 86.3 85.0 94.2

マコガレイ 93.5 64.2 84.1 82.7 54.8 53.4 61.0 55.5 49.8 43.3 36.8

ヤナギムシガレイ 37.2 50.2 68.7 73.6 75.2 83.4 101.0 102.9 97.6 104.4 114.2

ヒレグロ 9.3 6.6 6.6 15.9 27.8 28.1 17.6 23.5 21.3 27.8 25.2

タノカレイ 109.1 114.2 111.2 117.6 96.9 93.5 132.5 148.9 110.2 146.6 90.0

スケトウダラ 1187.3 382.3 240.7 302.4 263.0 262.6 195.4 240.5 242.0 283.3 239.0

マダラ 203.1 137.5 217.1 335.8 435.6 709.2 555.0 522.2 382.4 370.9 456.6

アンコウ 207.7 256.7 217.7 162.1 169.8 198.9 211.0 182.3 173.3 145.5 238.7

ャリイカ 81.9 64.6 83.7 114.5 91.8 65.2 91.7 115.8 85.1 99.8 78.2

ア才リイ力 3.1 7.4 19.2 21.4 1.0 10.9 5.9 20.9 6.3 2.8 5.1

スルメイ力 1137.4 947.9 824.5 543.1 579.5 426.9 900.0 338.0 210.6 859.2 890.1

ソデイ力 0.7 0.2 0.3 1.7 0.6 0.6 1.8 0.7 0.9 1.6 2.8

夕コ類 329.5 511.7 425.7 350.0 498.9 522.5 413.1 344.5 306.1 445.7 470.5

ホ ッ コクアカエビ 38.8 46.5 73.9 71.0 96.0 116.8 108.5 139.8 114.9 122.4 118.2

ベニズワイ 562.1 633.3 407.5 296.0 323.7 314.9 435.7 1071.9 1361.3 1171.4 1015.9

アワビ 8.8 7.9 5.8 9.0 10.0 10.6 14.5 19.9 19.0 18.6 16.9

サザエ 119.9 93.9 41.3 49.5 70.8 112.8 116.9 66.4 85.5 103.1 145.2

カキ 279.3 280.6 217.4 171.9 198.4 189.3 303.1 402.3 437.9 391.7 422.4

その他 1826.9 1650.0 1636.5 1346.4 1369.9 1258.0 1185.2 1259.3 1208.5 1218.6 1204.2

合計 9825.7 8618.8 7343.5 7064.5 6968.1 7290.7 8197.0 8459.8 7938.6 9209.0 10276.4



⑵漁業種類別漁獲量 ⑶地区別漁獲量

漁業種類別の漁獲量の推移を表4 に示した。剌し 地区別の漁獲量の推移を表5 に示した。畠、天王、

網を除いて、前年より増加している。特に、底びき 金浦の3地区は前年より減少したが、その他の地区

と小型定置がそれぞれ500卜ン程度増加しているの は増加した。特に岩館、八森の両地区の増加幅が大

が目立つ。 きくなっている。

表4 漁業種類別漁獲量推移 （単位：卜ン）

4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年

底びき 4723.4 3832.8 2724.2 3100.5 2953.3 3103.5 2619.9 2383.5 1863.4 2345.3 2839.8

大型定置 361.5 141.7 218.0 199.9 176.6 187.7 228.8 290.9 176.9 221.6 271.2

小型定置 987.6 1134.7 1192.6 1136.0 1038.7 1194.8 1658.7 1909.6 2135.2 2347.3 2921.6

刺し網 902.4 730.2 765.9 848.1 760.4 929.6 955.0 1102.7 1005.3 1111.6 1013.5

釣り 1415.9 1225.4 1140.4 722.9 828.6 685.4 809.3 697.2 407.0 446.0 452.9

延縄 127.0 182.8 274.2 225.9 295.8 297.7 205.3 493.6 183.7 205.3 222.1

その他 1308.0 1371.2 1028.4 831.1 914.6 892.1 1134.0 1582.0 2091.0 1924.5 1934.4

表5 漁業地区別漁獲量 (単位 : 卜ン）

4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年

岩館 1276.7 796.5 719.8 709.9 681.0 755.0 668.6 786.5 642.5 653.0 812.9

八森 1673.4 1156.4 839.1 817.8 906.8 936.7 733.7 779.3 581.4 794.5 1231.6

能代 269.4 284.0

五里合 178.2 150.5 125.1 135.6 106.9 134.4 204.5 114.2 192.4 203.3 280.3

北浦 485.2 535.7 528.5 507.3 503.0 553.1 644.1 534.4 823.8 756.6 896.4

皇 413.1 498.7 507.1 518.5 439.2 485.8 589.1 422.8 413.2 562.2 499.4

戸賀 330.7 377.1 417.0 338.4 370.1 408.2 503.1 483.2 441.4 368.2 452.8

船川 2467.8 2319.5 809.4 1820.7 1710.4 1717.3 959.3 1888.2 1704.4 2188.4 2367.1

天王 414.0 370.2

平沢 367.0 404.7 310.0 247.4 265.4 293.9 306.3 283.6 284.0 320.0 377.6

金浦 1548.7 1108.0 919.4 1089.6 1042.2 1125.4 1007.9 989.5 818.1 1116.1 1080.2

象潟 1084.8 1271.5 1168.2 879.0 943.1 881.0 825.4 812.0 646.1 804.8 892.0



別表海洋観測結果

観 測 機 関 名 _ 秋田県水産振興センター

観測時平成14年 4 月 4 日 〜 平 成 14年 4 月10日

西暦2002年 4 月 4 日 〜 2002年 4 月10日

観測定点番号 a 1 la lb 2 2a 3 4 5 6 7 8 9 9a 10

位 N 40。0.00’ 40。0_00， 40。0.00， 40。0. 005 40° 0.00’ 40。0.00， 40。0.00， 40。0.00， 40。0.00， 40。0.00’ 39。47.00’ 39。31.00， 39。 16.00， 39° 4.00’ 39° 2.00,

置 L 139。38.50, 139。35.00’ 139。28.50, 139。21.50, 139。15.00’ 139。6.00’ 138° 56.00’ 138° 36.00’ 138。 17.00， 137。57.00, 138。0.00， 138。27.00， 138。53.00’ 139。12.50， 139。 18.00’

日時分 04 10:17 04 10:40 04 11:24 04 12:05 04 12:38 04 13:35 04 14：24 04 16:06 04 17:38 04 19:19 04 20:39 04 23:02 05 01:21 05 03:00 05 03:32

天候 be be be be be be be be be be

気温 8.1 8. 2 8. 6 9. 2 8. 8 8.8 8 7.4 6. 5 5.1 6. 4 8. 6 9 9.1 9. 3

風向 •風力 NNE 2.3 NNE 5.5 NNE 3.5 W 4.1 NW 5. 7 NW 1.7 N 7.9 N 9.2 NNE 8.6 NNE 9.7 N 12.2 NNE 9.9 N 7. 4 NNW 8.6 NNW 8. 8

海流 N 0.5 ENE 0.3 ENE 0.3 S 0.8 SE 1.8 ESE 0.8 N NNE 0.9 N SE 0.5 SSE 0.9 NNW 0. 7 S 0. 7 ENE 0.3 NE 0. 7

水色 6 6 6 6 6 6 6 5 5 6

透明度 5 6 8 8 8 10 15 14

うねり 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 3 3 3 3 3

波浪階級 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 4 4 4 4

PL採集形式 稚 1 稚 I 稚 I 稚 I 稚 1 稚 I 稚 I 稚丨 稚 I 稚 1 稚 I 稚 I 稚 I 稚 I 稚 1

0 10.1 10. 6 10.9 11.0 11.1 11.2 11.1 9.4 6. 9 6.8 9.4 10.9 9.9 10. 2 11.1

10 10.10 10. 40 10. 69 9. 44 6. 84 6. 96 9. 72 10. 95 10. 02 10. 98

20 10. 42 10. 35 10. 62 7. 76 6. 81 6. 44 9. 72 10. 95 10. 03 10. 98

30 10. 43 10. 33 10. 60 6. 28 6. 51 6.17 9. 73 10. 93 10. 02 10. 98

基 50 10.19 10.15 10. 56 4. 89 4. 70 4. 90 9. 70 10. 76 9. 75 10. 98

水 75 10. 03 9. 83 10. 37 3.16 3. 29 4.16 8. 86 10. 09 9. 27 10. 94

本 100 9. 61 9. 65 9. 71 2. 52 2. 59 3. 50 7. 91 9. 46 9.11 10.19

150 8. 47 9. 20 7.66 1.81 1.72 2. 09 4. 29 6. 90 8.92 9. 04

温 水 200 7. 76 7. 62 4. 44 1.32 1.23 1.40 2. 52 3. 64 6.14

300 1.64 2. 34 1.36 0. 88 0. 84 0. 92 1.33 1.24 2. 49

(°C) 深 400 0. 78 1.04 0. 87 0. 64 0. 64 0. 65 0. 88 0. 74 1.05

500 0. 54 0. 65 0. 64 0. 50 0. 50 0. 53 0. 69 0. 48 0. 69

600 0. 50 0. 39 0. 40 0. 41 0. 51

(m) 700 0. 40 0. 35 0. 34 0. 35 0. 41

800

900

1000

0 32. 219 33. 892 34.128 34. 088 34. 064 34. 066 34. 057 34.131 34. 006 34.115

10 32. 284 33. 905 34.133 34. 085 34. 064 34. 066 34. 055 34.130 34.017 34.131

20 33. 822 33. 942 34.134 34. 070 34. 064 34. 064 34. 055 34.131 34.017 34.131

30 33. 851 33. 969 34.133 34. 061 34. 064 34. 057 34. 057 34.137 34. 018 34.131

基 50 34. 033 34. 039 34.133 34. 049 34. 064 34. 048 34. 055 34.179 34. 082 34.131

75 34. 054 34. 067 34.140 34. 052 34. 057 34. 033 34. 084 34.154 34. 057 34.149

塩 、準 100 34. 055 34. 066 34.104 34. 058 34. 057 34. 037 34. 091 34. 094 34. 060 34.121

150 34. 082 34. 067 34.109 34. 061 34. 063 34. 049 34. 076 34. 094 34. 072 34.103

水 200 34. 084 34. 087 34. 060 34. 069 34. 070 34. 063 34. 054 34. 064 34. 079

300 34. 073 34. 060 34. 070 34. 070 34. 073 34. 070 34. 067 34. 073 34. 061

分 深 400 34. 072 34. 072 34. 072 34. 073 34. 073 34. 073 34. 070 34. 072 34. 070

500 34. 070 34. 072 34. 072 34. 072 34. 070 34. 072 34. 073 34. 070 34. 072

600 34. 072 34. 070 34. 070 34. 070 34. 072

(m) 700 34. 070 34. 069 34. 070 34. 069 34. 070

800

900

1000



観測機関名  秋田県水産振興センター

観測定点番号 10a 11 11a lib lie lid lie 12a 12b 12c 12 13a 13b 13

位 N 38° 58.00' 38。55.00, 38° 51.50， 38° 47.00， 38。55.00’ 39。3.00’ 39。 11.00* 39° 18. 00' 396 20.00’ 39° 22.50， 39。25.00, 39。28.00’ 39° 34.00’ 39° 40.00’

置 L 139。22.50’ 1396 28.00’ 139。33.50, 139。41.00， 1396 45.00, 139。49.00, 139。53. 00" 139。56.50’ 1396 50. 00' 139。46.00, 139° 42.00’ 139。37.00, 139。27.50’ 139。17.00*

日時分 05 04：14 05 04:47 05 05:33 05 06:15 05 07:03 05 07:50 05 08:37 05 09:17 05 09：42 05 10:12 05 10:52 05 11:31 05 12:30 05 13:39

天候 be be c c c c c c c c c be be

気温 9.3 9. 3 9.2 9.2 8. 8 8. 7 9.1 8.7 8. 9 9.1 8. 9 8. 8 8. 9 9

風向 •風力 NNW 9. 3 NNE 8 N 7.5 NNW 7.1 NNW 6.8 N 4.6 N 6.8 N 5. 3 NNE 3.6 丽W 9. 2 NNW 10.2 NNW 9.5 N 10.5 NNW 11.1

海流 E 0.5 WSW 0.3 ESE 0.2 ENE 0.4 SE 0.2 E 0. 3 NW 0.6 NE 1.1 N 0.5 NNE 1.1 N 0.8 NW 1.5 NW 1.2 W 1.1

水色 6 6 7 7 7 7 7 7 6 6 5 6 6

透明度 4 7 7 6 6 7 8 9 7 8

うねり 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

波浪階級 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

PL採集形式 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1 稚 1 稚丨 稚 I 稚丨 稚 I 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1
0 11.0 11.0 10.8 10. 9 9.0 10.4 10. 6 10. 6 10. 8 10. 0 10.9 11.0 11.0 10. 6

10 11.00 10. 58 11.02 10. 71 10. 73 10. 80 10. 69 10. 52

20 10. 95 10.19 10. 71 10. 93 10. 42 10. 77 10.18 10. 25

30 10. 94 10. 09 10. 70 10. 92 10. 35 10. 58 9. 86 10.19

基 50 10.87 10. 00 10. 30 10. 77 10. 06 9. 78 9. 56 9. 36

水 75 10. 55 9. 72 10. 04 9. 86 9. 26 9. 22 9. 04

本 100 10. 48 9. 41 9. 54 9. 60 9.16 9. 06 8. 60
150 9.14 9. 22 9. 01 8. 39 7. 82 7. 52 7. 89

温 水 200 8.16 6. 97 5. 41 6. 71 5.37 6. 82

300 2. 34 1.55 1.28 1.69 1.99
(°C) 深 400 0. 90 0. 95 1.00 0. 85 0. 83

500 0. 62 0. 55
600

(m) 700
800
900
1000
0 31.236 32. 823 31.634 32. 045 32. 206 32. 408 32. 584 32. 741
10 32. 868 33. 673 34. 076 32. 435 33. 357 33. 460 33. 307 32. 738
20 33. 999 34. 049 34.130 33. 786 33. 863 33. 975 34. 039 33. 862
30 34. 098 34. 054 34.133 33. 909 33.917 34. 090 34. 043 33. 978

基 50 34.116 34. 058 34.136 34. 040 33. 979 34. 051 34. 055 34. 061
75 34. 098 34. 075 34. 063 34. 021 34. 064 34. 064 34. 067

塩 準 100 34.121 34. 066 34. 073 34. 048 34. 064 34. 067 34. 079
150 34. 094 34. 064 34. 073 34. 075 34. 079 34. 079 34. 082

水 200 34. 081 34. 082 34. 076 34. 073 34. 064 34. 078
300 34. 064 34. 070 34. 072 34. 069 34. 067

分 深 400 34. 072 34. 070 34. 070 34. 072 34. 072
500 34. 070 34. 072
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 25 24 23 22 21 21a

位 N 40。13.00， 40。13.00， 40。13.00， 40° 13.00， 40° 13.00， 40。13.00，

置 L 139" 27.50; 139° 34.50, 139° 41.00， 139。47.50’ 139° 54.00’ 139° 57. 00'

日時分 10 08:30 10 09:25 10 10:05 10 10:30 10 11:05 10 12:25

天候 f m m m m m

気温 8. 5 8.8 9 9. 2 10. 5 9.6

風向 •風力 W 8. 5 SSW 4 SSW 4 SW 4 SW 4 SSW 5

海流
水色 5 6 6 5 5 6

透明度 6 7 7 7 5

うねり 3 2 2 2 2 3

波浪階級 2 2 2 2 2 2

PL採集形式 稚 丨 稚 1 稚丨 ..PL P i  . ■■.稚 1 , 稚 丨 M l . 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 丨
0 10. 0 10. 3 10. 5 10. 6 10. 6 11.4

10 9. 71 9. 84 9.97 9.95 9. 98 10. 08

20 10. 30 9. 80 9. 96 9. 98 9. 78 9. 85

30 10. 24 10. 02 10.13 10. 00 9. 91 9. 91

基 50 10. 24 10. 03 9.98 9. 78 9. 97

水 75 9. 99 9. 88 9.92 9. 69

本 100 9. 76 9.99 9. 73

150 9.14 9. 04

温 水 200 7. 93 7. 76

300 1.38 1.37

(°C) 深 400 0. 89 0. 82
500 0. 56 0. 56

600
(m) 700

800
900
1000
0 32. 410 32. 460 32. 490 32. 530 32.470 31.710

10 32. 440 32. 470 32. 490 32. 540 32. 460 32. 580

20 33. 680 33. 050 33. 300 33. 740 33. 280 33.080
30 33. 880 33. 670 33. 860 33. 830 33. 760 33. 680

基 50 33. 990 33. 890 33. 940 33. 900 33. 880

75 34. 010 33. 960 34. 020 34. 010

塩 準 100 34. 040 34. 050 34. 060
150 34. 070 34. 080

水 200 34. 070 34. 060
300 34. 070 34. 080

分 深 400 34. 070 34. 070

500 34. 080 34. 080
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名  秋田県水産振興センター

観測時平成14年 5 月 1 日 〜 平 成 14年 5 月 7 日

西暦2002年 5 月 1 日 〜 2002年 5 月 7 日

観測定点番号 a 1 la lb 2 2a 3 4 5 6 7 8 9 9a 10

位 N 40。0.00， 40。0.00， 40。0.00， 40。0.00, 40。0.00’ 40。0.00， 40。0.00’ 40。0.00， 40。0.00， 40。0.00， 39。47.00’ 39。31.00， 39。 16. 00, 39。4.00， 39。2.00，

置 L 139。38.50’ 139。35.00’ 139° 28.50, 139° 21.50， 139。15.00， 139。6.00， 138。56.00， 138° 36.00’ 138° 17.00’ 137。57.00’ 138° 0.00’ 138。27.00， 138。53.00， 139。 12.50， 139° 18.00’

日時分 0 1 1 0：24 0110:48 0111:32 0 1 1 2：09 0 1 1 2：41 0113:34 0114:19 0115:58 0117:31 0119:04 01 20:24 01 22:38 02 00:50 02 02:30 02 03:03

天候 o o c c c c c c f c

気温 9. 9 9. 6 9. 6 9. 5 9. 5 9. 8 9. 8 9.7 7.6 9. 7 11 10. 2 11.1 10. 9 10. 9

風向 •風力 WNW 6.4 NNW 3.9 NW 3.1 WNW 3. 3 NW 6 W 2. 8 WNW 4.6 WNW 3.5 N 2.9 NW 3. 3 W 4. 3 W 3.9 W 3.2 WSW 2.6 W 2.2

海流 WSW 0. 5 SSW 1 SSW 0.6 SSE 0. 7 S 0.2 E 0.4 ENE 0.4 NNE 1.3 NE 0. 3 SE 0.9 ESE 1.1 NNE 1.3 W 0. 3 N 0.1 N 0.2

水色 6 6 6 6 6 5 5 5 5 5

透明度 11 10 11 12 13 12 13 17 16

うねり 3 3 3 3 3 3 3 3 3 1 1 1 1 1 1

波浪階級 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2

PL採集形式 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚丨 稚 1 .稚 丨 ■_ 稚 1 稚丨 稚 1 稚 I 稚丨 稚丨 稚 I 稚丨

0 12. 5 12. 5 12. 5 12. 6 12. 7 12. 8 12. 6 12. 7 9. 6 11.0 12. 0 11.6 12. 3 12. 3 12. 5

10 12. 29 12. 32 12. 33 12.11 9. 28 10. 91 12. 00 11.45 12. 43 12. 24

20 12. 24 12. 28 12. 21 10. 99 8.19 10.85 11.92 11.22 12. 30 12.10

30 12. 25 12.09 11.96 10. 94 6. 42 9. 58 11.89 11.08 12. 25 11.72

基 50 11.53 11.42 11.27 9. 56 5. 20 8.07 10. 39 10. 20 12.05 11.01

水 75 11.07 11.17 10. 97 7. 08 3.54 6. 37 9. 06 8. 03 11.06 10. 90

本 100 10. 72 10. 99 10. 83 5.26 2. 81 3.81 7. 39 6. 08 11.06 10. 50

150 9. 03 10. 40 9. 42 2. 40 1.90 2.17 4.12 2. 98 9. 43 9. 30

温 水 200 6. 73 8. 27 5. 93 1.53 1.37 1.63 2. 26 2. 00 8. 73 8. 04

300 1.91 2. 64 1.94 0. 98 0. 88 0. 89 1.11 0. 94 1.88

(°C) 深 400 0. 66 1.27 0. 97 0. 68 0. 66 0. 63 0. 72 0. 66 0. 82

500 0. 37 0. 82 0. 66 0. 52 0. 49 0.50 0. 58 0.48 0. 56

600 0. 51 0. 41 0. 42 0. 40 0. 48

(m) 700 0. 41 0. 36 0. 35 0. 40

800

900

1000

0 33. 951 33. 942 34. 006 34. 073 34. 033 34.112 34. 213 34.130 33. 975 33. 930

10 33. 978 33. 957 34. 008 34. 085 34. 040 34.118 34. 223 34.139 33. 975 33. 947

20 33. 984 34. 037 34. 008 34.128 34. 026 34.119 34. 225 34.142 33. 978 33. 962

30 33. 991 34. 082 34. 039 34.121 34.064 34.119 34. 222 34.125 33.978 34. 055

基 50 34. 235 34.137 34.127 34. 093 34. 064 34.113 34.215 34.124 34. 030 34.106

75 34. 210 34.133 34.140 34. 066 34. 051 34. 088 34.151 34. 094 34.118 34.164

塩 準 100 34.197 34.143 34.180 34. 042 34. 045 34. 040 34.112 34. 048 34.185 34.149

150 34.113 34.151 34.125 34. 067 34. 061 34. 051 34. 061 34. 045 34. 091 34. 091

水 200 34. 087 34.106 34. 085 34. 070 34. 066 34. 064 34. 049 34. 067 34. 084 34. 087

300 34. 072 34. 054 34. 070 34. 072 34. 072 34. 070 34. 070 34. 073 34. 067

分 深 400 34. 070 34. 070 34. 072 34. 072 34. 073 34. 073 34. 072 34. 070 34. 072

500 34. 070 34. 072 34. 073 34. 070 34. 072 34. 072 34. 073 34. 070 34. 070

600 34.070 34.070 34.070 34. 070 34. 072

(m) 700 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070

800

900

1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 10a 11 11a lib lie lid lie 12a 12b 12c 12 13a 13b 13

1V. N 38° 58.00* 38° 55. 00' 38° 51.50* 38° 47.00, 38° 55. 00* 39° 3.00’ 39° 11.00, 39° 18. 00* 39。20.00’ 396 22.50; 39。25.00, 396 28.00, 39。34.00, 39° 40.00’

置 L 139° 22.50* 139。28. 00" 139。33.50’ 139。41.00’ 139。45.00, 139。49.00* 139° 53. 00* 139。56.50’ 139° 50.00’ 1396 46. 00' 139。42.00’ 139。37.00’ 139。27.50, 139。 17.00,

日時分 02 03：46 02 04：19 02 05:01 02 05:42 02 06:26 02 07:06 02 07：47 02 08:24 02 08:45 02 09:13 02 09：47 02 10:27 02 11:22 02 12:23

天候 c be be b b be be be be be be be be

ス〔温 10.9 10. 9 9. 6 10. 3 7.9 8. 8 10. 7 11.8 12.4 12. 6 12.1 11.9 12. 3 12. 6

風向 •風力 ENE 1.1 S 2 ESE 2.9 SW 4.1 SE 6.6 SSE 3. 3 S 0.8 E 0. 5 ESE 0.9 ESE 1.6 SSE 1.7 SE 3. 5 SW 1.9 WSW 2.8

海流 ENE 0.3 N 0.4 ESE 0.4 NE 0.3 N 0.3 NNW 0. 3 丽W 0. 6 丽 0.2 SW 0.4 SW 0.4 WNW 0.1 ENE 0. 2 WNW 0. 5 WSW 1.4

水色 5 5 5 7 7 7 7 6 5 5 5 5 5

透明度 3 5 4 7 14 15 15 14 15 11

うねり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

波浪階級 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

PL採集形式 稚丨 稚 1 稚丨 稚 1 稚丨 稚 I 稚丨 稚丨 稚 I 稚 I 稚 1 稚 I 稚 I S I 稚 1
0 12. 3 12.9 12. 8 13. 0 11.9 12. 2 12. 6 13. 5 13. 0 13. 4 13. 5 13. 6 13. 5 13. 6

10 12.98 12. 33 12.58 12.68 12. 41 12. 43 12.22 12. 75

20 12. 41 11.73 12. 37 12. 46 12.19 12. 30 12. 05 12. 59

30 12. 27 11.56 12. 22 11.83 11.89 11.93 11.23 12. 53

基 50 11.22 10. 79 11.34 11.22 11.18 11.60 11.00 11.27

水 75 10. 91 10. 96 11.00 11.02 10. 94 10. 26 11.02

本 100 10. 74 10.48 10. 50 10. 87 10. 22 9. 79 10. 34

150 9.41 9.71 9. 34 9.18 9. 54 8. 95 9.43

温 水 200 7. 01 5. 24 7.12 7. 83 6.21 6.15 7. 34

300 1.40 1.54 1.64 1.51 1.46 1.48

(°C) 深 400 0. 68 0. 99 1.11 0. 83 0. 88

500 0. 57 0. 53

600
(m) 700

800
900
1000
0 32. 896 32. 210 32.914 33. 859 33.962 33. 878 33. 978 33. 884

10 32. 954 32. 567 33.174 33. 880 33. 960 33. 890 33. 984 33. 984

20 33. 905 33. 656 34. 073 33. 926 33.981 33. 906 34. 009 34. 067

30 34. 046 33. 935 34.100 34. 036 34. 027 34. 051 34.128 34. 058

基 50 34.137 34.107 34.130 34.101 34.103 34. 085 34.143 34.115

75 34.128 34.131 34.137 34.142 34.119 34.109 34.170

塩 100 34.140 34.134 34.143 34.158 34.110 34. 097 34.148

150 34. 094 34. 094 34. 087 34. 082 34. 091 34. 091 34.109

水 200 34. 084 34. 076 34. 087 34. 082 34. 079 34. 082 34. 090

300 34. 070 34. 069 34. 069 34. 072 34. 073 34. 070

分 深 400 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 072

500 34. 070 34. 072

600
(m) 700

800
900
1000



観測機関名  秋田県水産振興センター

観測定点番号 25 24 23 22 21 21a

位 N 406 13. 00' 4 0 " 13.00， 406 13.00， 40。13. 00' 406 13.00， 40s 13.00，

置 L 1396 27.50, 139° 34.50’ 1396 41.00’ 139。47.50， 139s 54.00’ 139。57.00，

日時分 07 08:50 07 09:45 07 10:25 07 10:55 07 11:22 07 12:38

天候 C C C C C c

気温 13. 4 13. 6 14 13.8 14. 2 14. 4

風向 •風力 ENE 6 NNE 3 N 3 N 2 WNW 3 NW 3
海流
水色 6 6 5 5 6 6

透明度 12 11 10 10 9 6
うねり 1 1 1 1 1 1

波浪階級 1 1 1 1 1 1
PL採集形式 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1 稚 1 稚丨 稚丨 稚 1

0 13.4 13.3 13. 3 13. 5 13.4 13. 7
10 12. 91 12. 98 12. 85 11.77 12. 40 13. 83
20 12. 74 12. 76 12. 81 11.46 10. 86 11.35
30 12.69 12.60 12.73 11.05 10. 90 10. 82

基 50 11.46 11.46 11.85 10. 95 10. 50

水 75 11.11 11.07 10. 94 10. 61

本 100 10. 97 10. 88 10. 60
150 10.08 10.41

温 水 200 7. 78 7. 47
300 2. 53 2.21

(°C) 深 400 1.13 1.03
500 0. 77 0.64
600

(m) 700
800
900
1000
0 33. 940 33. 900 32. 380 31.890 32. 230 31.600
10 33. 940 33. 860 33. 940 33.710 33. 230 32. 660
20 33. 930 33.910 34. 000 33. 780 33. 710 33. 650
30 33. 940 33. 920 34. 010 33. 960 33. 940 33.930

基 50 34. 060 34. 040 34. 090 34.130 34. 000
75 34.100 34. 090 34.150 34.110

塩 準 100 34.100 34.100 34.160
150 34.100 34.120

水 200 34. 080 34. 060
300 34. 060 34. 060

分 深 400 34. 040 34. 060
500 34. 050 34. 090
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測時平成14年 5 月29日 〜 平 成 14年 6 月 4 日

西暦2002年 5 月29日 〜 2002年 6 月 4 日

観測定点番号 a 1 la lb 2 2a 3 4 5 6 7 8 9 9a 10

位 N 40。0.00， 40。0.00， 40。0.00， 40。0.00, 40。0.00， 40。0.00， 40。0.00， 40。0.00， 40。0.00， 40。0.00’ 39。47.00, 39。31.00’ 39。16.00, 39。4.00， 39。2.00,

置 L 139。38.50’ 139° 35.00’ 139。28.50, 139。21.50， 139。 15.00’ 139。6.00， 138。56.00’ 138。36.00, 138。 17.00， 137° 57.00， 138。0.00’ 138。27.00, 138。53.00, 139。 12.50, 139。 18.00,

日時分 29 10:12 29 10:34 29 11:16 29 11:50 29 12:22 29 13:12 29 14:00 29 15:35 29 17:02 29 18:38 29 20:00 29 22:18 30 00:30 30 02:10 30 02:42

天候 c be be c c c be be be be c c be be be

気温 18.7 17. 7 17.1 16. 7 16. 5 16. 3 16. 4 16 16 16. 3 16. 8 16. 5 16. 2 17. 4 17.1

風向 •風力 NE 1.1 丽E 2. 6 SSE 4 SSE 4. 8 SSW 3.9 SE 3. 7 SSE 4.8 S 4.9 S 6 S 6.4 S 6.9 SSW 7. 4 SW 2 SW 4.1 S 4. 7

海流 NNW 1 NNW 0.7 NNE 0.3 N 0. 5 NNE 0.5 NE 0.4 E 0.1 SSW 0. 3 SSE 0. 2 ESE 1 ESE 0.8 NE 0.9 SW 0. 2 NE 0. 3 N 0.4

水色 6 6 5 4 4 4 4 4 4 4 4

透明度 5 8 11 20 18 17 18 15 16 17

うねり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

波浪階級 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

PL採集形式 稚 1 稚 I 稚 1 稚 I 稚 1 稚 I 稚 1 稚丨 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚丨 稚 I 稚 1
0 17.8 16. 9 16.1 16. 3 16.1 15. 7 15. 9 15. 6 15. 5 15. 9 16. 2 16. 2 16. 0 17.1 17.2

10 15. 02 15. 48 15. 27 13.10 15. 09 15.64 15. 94 15. 94 15. 30 16.19

20 14. 70 14. 68 11.35 9.18 12. 85 14. 00 14. 76 13. 76 12. 08 15. 32

30 12. 31 11.99 9. 47 6.16 9. 06 12. 05 13. 55 12. 30 11.54 14. 56

基 50 11.32 10. 43 8.07 4. 22 7.19 10. 45 11.82 10. 59 11.02 13. 06

水 75 11.06 9. 65 6. 50 3. 22 4. 76 8. 34 10. 35 9. 76 10. 68 12. 07

本 100 10. 82 8. 54 4. 99 2. 22 3. 45 6. 64 9. 69 9.54 10. 04 10. 93

150 9. 76 5. 22 2. 90 1.48 2. 07 3. 66 8. 05 8. 73 9.13 8. 89

温 水 200 7.65 2. 78 1.71 1.07 1.59 2. 40 4. 65 6. 88 5. 30

300 1.35 1.17 1.00 0. 73 0. 93 1.15 1.57 3.14 1.23

(°C) 深 400 0. 81 0. 79 0. 67 0. 58 0. 69 0. 72 0. 93 1.36 0. 70

500 0. 64 0. 57 0. 50 0. 47 0. 50 0. 56 0. 67 0. 79 0. 46

600 0. 40 0. 38 0. 42 0. 45 0. 52

(m) 700 0. 34 0. 34 0. 35 0. 38 0. 42

800

900

1000

0 32.301 34. 228 34.143 33. 942 34.115 34.118 34.164 34. 042 34. 020 34. 259

10 32.956 34. 229 34.142 33. 956 34.161 34.121 34.164 34. 046 34. 027 34. 268

20 33. 779 34. 216 34. 213 34. 012 34.124 34. 206 34.226 34.118 34. 078 34. 353

30 34. 060 34. 298 34. 079 34. 042 34.134 34. 289 34. 362 34. 235 34. 094 34. 360

基 50 34.112 34.155 34. 098 34. 055 34.100 34. 241 34. 253 34.137 34.113 34. 381

75 34.127 34.159 34. 085 34. 051 34. 058 34.115 34.136 34. 088 34.167 34. 317

塩 '準 100 34.125 34.136 34. 058 34. 052 34. 054 34. 079 34.146 34. 093 34.136 34. 229

150 34.103 34. 067 34. 051 34. 064 34. 060 34. 054 34.103 34. 085 34. 078 34.134

水 200 34. 081 34. 054 34. 060 34. 067 34. 066 34. 046 34. 063 34. 085 34. 075

300 34. 069 34. 069 34. 070 34. 072 34. 070 34. 067 34. 063 34. 055 34. 070

分 深 400 34. 070 34. 072 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 069 34. 070

500 34. 070 34. 070 34. 069 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 069

600 34. 069 34. 069 34. 070 34. 070 34. 070

(m) 700 34. 067 34. 069 34. 069 34. 069 34. 069

800

900

1000



観測機関名  秋田県水産振興センター

観測定点番号 10a 11 11a lib lie lid lie 12a 12b 12c 12 13a 13b 13

位 N 38° 58.00’ 38。55.00, 386 51.50， 38° 47.00’ 38° 55.00’ 39。3.00, 39° 11.00’ 39"18. 00' 39。20.00, 39。22.50， 39° 25.00, 39° 28.00' 39° 34.00, 39° 40. 00'

置 L 139。22.50， 1396 28.00, 139° 33.50; 139。41.00， 139° 45. 00* 1396 49.00* 139。53.00， 139。56.50’ 139。50.00’ 139° 46.00， 139° 42.00， 139。37. 00' 139。27.50* 139° 17. 00*

日時分 30 03:26 30 04：00 30 04:41 30 05:21 30 06:05 30 06:52 30 07:38 30 08:15 30 08:37 30 09:05 30 09:39 30 10:16 30 11:11 30 12:13

天候 be be be be be c c c c c c c c c

気温 17 17. 2 17. 9 17. 4 15. 8 17. 7 21 21.2 20. 3 20 19. 5 19.1 18. 4 17. 6

風向 •風力 S 2.6 S 3.4 SSE 2.1 SE 1.4 SSE 5. 2 SSE 6. 2 SW 4. 3 S 4. 7 S 3.7 S 4.1 SSW 2. 5 S 3. 7 S 3.6 S 5.6

海流 NNE 0.5 NNE 0.4 ENE 0.1 E 0.4 SW 0.2 WNW 0.2 ENE 0. 3 NNE 1 NNW 0. 7 NNW 0.6 NW 0.4 NNW 0. 5 NE 0. 7 SSW 0.4

水色 4 4 4 4 6 6 6 6 6 5 5 4 4

透明度 7 5 6 5 7 6 8 10 17 20
うねり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

波浪階級 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
PL採集形式 稚丨 稚 I 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚 j 稚丨 稚 1 稚丨 稚 I 稚 1 稚 1

0 16. 8 17.1 17.1 17.9 16.1 17. 8 18. 0 18. 3 18. 2 18. 4 17. 9 17.8 16.8 16. 5

10 16. 26 17. 06 15. 88 17.14 15. 52 16. 04 15. 48 16. 06

20 15. 40 15. 85 13. 61 14. 08 14. 45 13.13 14. 88 14. 72

30 14.11 13. 33 12. 49 13. 03 12.13 12. 72 12. 97 12. 57

基 50 12. 63 12. 34 11.59 11.89 12. 07 11.59 11.22 10. 84

水 75 12. 08 11.97 11.32 11.25 11.09 9. 85 9. 91

本 100 11.81 11.98 10. 97 10. 98 10. 60 9.19 8. 98
150 10. 23 11.00 10. 87 10. 26 9. 43 6. 92 6. 65

温 水 200 7.28 7. 79 8.23 7. 39 7. 34 4. 05 3.73

300 1.29 1.56 1.53 1.70 1.22 1.26

(°C) 深 400 0. 74 1.01 1.03 0. 68 0. 79

500 0. 43 0. 56

600
(m) 700

800
900
1000
0 34. 262 31.065 31.353 31.725 32.283 14. 901 34.037 34.237

10 34. 265 31.876 32. 316 32.115 33. 070 33. 765 34. 060 34. 222
20 34. 284 33. 963 34. 031 33. 890 33. 436 33. 856 34. 085 34.107

30 34.301 34. 084 34.182 34.194 33. 996 34.164 34.152 34.167

基 50 34. 314 34. 070 34. 049 34. 213 34. 235 34. 201 34.182 34.158
75 34. 273 34. 228 34.177 34.134 34.167 34.143 34.106

塩 準 100 34. 281 34. 270 34.125 34.137 34.176 34.131 34.106
150 34.188 34.116 34.176 34.118 34.118 34. 085 34. 084

水 200 34.103 34.101 34.112 34. 088 34.085 34. 070 34. 063
300 34. 070 34. 069 34. 070 34. 069 34. 069 34. 070

分 深 400 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070
500 34. 067 34. 070
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 25 24 23 22 21 21a

位 N 40° 13.00， 40。13.00, 40° 13. 001 40° 13.00， 40。13.00， 40。13.00’

置 L 139° 27.50， 139。34.50, 139。41_00， 139。47.50’ 139。54.00， 139° 57.00,

日時分 04 08:15 04 09:07 04 09:50 04 10：20 04 10：50 04 12:20

天候 be be be be be be

気温 17. 4 18 18. 4 18. 4 18. 5 20

風向 •風力 S 6 SSW 5 SSW 6 SSW 6 SSW 5

海流
水色 4 4 4 4 4 4

透明度 22 14 8 7 7 5

うねり 2 2 2 2 2 2

波浪階級 2 2 2 2 2 2

PL採集形式 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1 稚 1 稚丨
0 16. 4 17. 5 18.6 18. 2 18.6 18. 7

10 16.10 16. 74 17.42 17. 38 17. 09 17.48

20 15. 78 16. 43 15.52 17. 57 16. 89 17.37

30 13. 79 15.12 13. 51 15.36 14. 42 13. 58

基 50 12. 06 12. 49 12. 39 12. 84 11.70

水 75 11.22 11.35 11.67 11.42

本 100 10. 03 10. 86 11.44

150 8.01 9. 51

温 水 200 5.19 6. 71

300 1.43 1.74

(°C) 深 400 0. 82 0. 82

500 0. 55 0. 55

600
(m) 700

800
900
1000
0 33. 090 33. 090 31.390 31.450 31.550 31.470

10 34. 050 33.970 32.190 32. 030 32. 000 31.670

20 34. 040 34. 080 33. 350 32. 260 32. 090 31.730

30 34.100 34.190 33. 800 32. 960 33. 060 33. 450

基 50 34. 220 34. 310 34. 080 33. 760 33. 960

75 34. 200 34.130 34. 060 34. 020

塩 準 100 34.130 34.150 34. 030

150 34. 080 34.100

水 200 34. 060 34. 060

300 34. 060 34. 060

分 深 400 34. 050 34. 050
500 34. 070 34. 050

600
(m) 700

800
900
1000



観測 機 関 名  秋田県水産振興センター

観測時平成14年 6 月25日 〜 平 成 14年 7 月 2 日

西暦2002年 6 月25日 〜 2002年 7 月 2 日

観測定点番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12a 12b 12c 12

位 N 40。0.00, 40。0.00’ 40。0.00， 40。0.00’ 40。0.00， 40。0.00, 39。47.00’ 39。31.00， 39° 16.00’ 39。2.00, 38° 55.00’ 39° 18.00’ 39。20.00’ 39° 22.50， 39° 25.00’

置 L 139。35.00’ 139。15.00， 138。56.00’ 138。36.00’ 138。 17.00’ 137。57.00’ 138。0.00’ 138。27. 00* 138。53.00, 139° 18.00’ 139° 28.00’ 139。56.50’ 139。50.00’ 139。46.00’ 139。42.00’

日時分 25 09：43 25 11:28 25 12:58 25 14:39 25 16:07 25 17:42 25 18:59 25 21:18 25 23:33 26 01:33 26 02：42 26 05:11 26 05:31 26 05:59 26 06:31

天候 be c c c be be be c c c be

気温 16. 3 18.1 16.9 16.8 16. 2 14.7 15 16. 9 17.6 17. 5 17 17. 4 17 16. 6 17.2

風向 •風力 ENE 4.8 E 2.5 ENE 5.1 丽E 6. 8 NNE 6. 9 NNE 8. 7 N 7. 7 NE 6.6 NNE 5.9 E 4.9 ESE 3.9 ENE 3.9 ENE 6.5 E 5.6 E 4.2

海流 NE 0.4 E 0. 7 NE 0.9 NNE 0.9 SSE 0.2 SSE 0.6 ESE 0.6 NNW 0. 7 NNE 0. 7 W 0. 3 丽E 0. 3 NNE 0.4 NNW 0.1 W 0.1 WSW 0.3

水色 5 4 4 3 3 3 6 6 6 4

透明度 11 19 18 26 23 23 14 15 12 19

うねり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

波浪階級 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2

PL採集形式 稚丨 稚 1 稚丨 稚 I 稚丨 稚 I 稚 I 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨

0 19.1 18.1 19. 0 17. 8 16. 9 16. 2 16. 9 18.9 18. 8 20.2 20.1 19. 8 19. 7 19.5 19. 4

10 18. 69 17. 77 18. 70 17. 28 16. 57 15. 99 16. 95 19. 01 18. 87 20.11 19. 84 19. 78 19. 83 19.52 19. 35

20 17. 89 15. 43 16.96 17.01 13. 90 15.43 16. 71 14. 72 16. 45 15. 68 16.10 17. 36 17. 33 17. 70 17. 31

30 15. 40 14.17 13. 85 10. 32 7. 58 9.91 12.42 13. 08 13. 94 14.19 14. 49 16.18 15.27 15.00 14. 83

基 50 13. 58 12. 24 12. 06 7. 75 4. 32 7.43 10. 47 12. 30 12.15 13. 02 13. 28 14. 97 14. 65 13. 36 13. 42

水 75 12.52 11.70 11.36 5. 08 3. 00 5. 29 9.11 11.80 11.90 12. 53 12. 34 12. 96 12. 22 12. 37

本 100 11.72 11.02 9. 93 3. 63 2.16 3. 54 7.16 11.11 11.32 11.83 11.86 11.58 11.75 11.70

150 9. 89 8. 78 6.16 1.94 1.43 2.00 3. 56 8.97 9. 98 10. 22 9. 70 10. 33 9. 89 9. 82

温 水 200 6. 62 6. 65 3. 47 1.27 1.04 1.37 2. 33 5. 77 8. 98 6. 43 5. 84 6. 88 6. 90

300 2. 45 1.72 1.50 0.81 0. 75 0. 86 1.00 1.37 1.55 1.41 1.48 1.80

(°C) 深 400 0. 72 0. 94 0. 84 0. 62 0. 59 0. 63 0. 75 0. 82 0. 81 0. 66 1.02 1.04

500 0. 46 0. 61 0. 63 0. 51 0. 48 0. 48 0. 51 0. 58 0. 51

600 0. 49 0. 45 0. 40 0.41 0.44

(m) 700 0. 40 0. 37 0. 35 0. 35 0.37

800

900

1000

0 32. 548 34.148 34.118 34. 229 33. 956 34. 008 34.121 33. 579 34.109 32. 929 33. 095 33. 097 33. 398 33. 020 33. 320

10 33.252 34.142 34.131 34. 064 33. 956 34. 008 34.121 33. 595 34.109 33. 304 33. 246 33. 316 33. 454 33. 049 33. 661

20 34.192 34. 344 34. 277 34. 029 33. 963 34. 005 34.134 34.215 34.127 34.106 34.109 34.168 34.112 34.192 34. 246

30 34. 320 34.417 34. 298 34.173 34. 088 34. 225 34. 252 34. 204 34. 212 34.110 34.154 34.125 34.189 34. 268 34. 395

基 50 34. 247 34. 283 34. 268 34.112 34. 070 34.121 34. 200 34. 255 34. 241 34. 216 34. 226 34. 085 34. 310 34. 356 34.415

75 34. 295 34. 222 34. 252 34.061 34. 051 34. 066 34.170 34.228 34. 228 34. 314 34. 237 34.353 34. 286 34. 296

塩 準 100 34. 270 34. 234 34.179 34. 052 34. 052 34. 054 34.107 34. 204 34.195 34. 250 34.228 34. 207 34. 259 34. 234

150 34.182 34.121 34. 094 34. 057 34. 063 34. 051 34. 052 34.131 34.124 34.159 34.155 34.176 34.146 34.156

水 200 34. 088 34. 090 34. 064 34. 060 34. 067 34. 061 34. 046 34. 085 34.115 34. 094 34. 090 34.106 34.101

300 34. 055 34. 064 34. 067 34. 070 34. 070 34. 069 34. 067 34. 069 34. 070 34. 070 34. 070 34.067

分 深 400 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 069 34. 070 34. 070 34. 067 34. 069

500 34. 069 34. 070 34.070 34. 070 34. 072 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070

600 34. 069 34. 070 34. 070 34. 070 34.070

(m) 700 34. 069 34. 069 34. 070 34. 069 34. 070

800

900

1000



観測機関名  秋田県水産振興センター

観測定点番号 13a 13b 13

位 N 39° 28.00' 39° 34.00’ 39。40.00,

L 139。37.00’ 139° 27. 50* 139° 17.00*

日時分 26 07:08 26 08:04 26 09:06

天候 be be be

気温 17. 5 17.9 18.1

風向 •風力 E 4. 7 ENE 2. 5 E 3.9

拇流 W丽 0. 7 SSW 0. 5 SW 0.4

水色 4 3 3

透明度 22 23 22

うねり 1 1 1

波浪階級 2 2 2

PL採集形式 稚丨 稚 I 稚 j 稚 1 稚 1 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1 稚 1 稚丨 稚丨 稚 1 稚 1
0 19.0 19.1 19. 2

10 18. 88 18. 81 18. 23

20 16. 44 18. 03 13. 84

30 14. 91 15. 61 13. 29

基 50 13.53 13.19 12.16

水 75 12.14 11.96 11.68

本 100 11.50 11.14 11.24

150 9. 66 9. 21 9. 98

温 水 200 6. 05 6. 97 8. 75

300 1.59 2. 02 2. 88

(°C) 深 400 0. 98 1.18

500 0. 48 0. 77

600
(m) 700

800
900
1000
0 34.197 34. 031 33. 963

10 34.198 34. 036 34. 094

20 34. 335 34.176 34. 255

30 34. 454 34. 421 34. 280

基 50 34. 393 34. 301 34. 287

75 34. 270 34. 287 34. 252

塩 準 100 34. 223 34. 253 34. 246

150 34.173 34.134 34.182

水 200 34. 087 34.103 34.125

300 34. 069 34. 063 34. 052

分 深 400 34. 070 34. 067

500 34. 069 34. 070

600
(m) 700

800
900
1000



観測機関名  秋田県水産振興センター

観測定点番号 25 24 23 22 21 21a

位 N 40。13.00, 40° 13.00’ 40° 13. 00* 40。 13. 00' 40° 13.00， 40* 13. 001

置 L 139。27.50， 139。34.50’ 139° 41.00， 139。47.50， 139。54.00， 139。57.00，

日時分 02 08：50 02 09:20 02 09:55 02 10:22 02 10:40 02 12:05

天候 r r r r r r

気温 21 21 20. 8 20. 8 21 21

風向 •風力 SE 2 SSE 30 E 2 E 2 ENE 2. 5 E 3

海流
水色 3 3 3 3 4 4

透明度 16 16 17 15 14 15

うねり 1 1 1 1 1 1

波浪階級 1 1 1 1 1 1
PL採集形式 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚丨

0 20. 7 21.0 21.2 21.0 21.3 21.2

10 19. 98 20. 06 18. 95 19. 61 18. 43 18. 21
20 15.17 15.11 16. 80 18. 02 16.17 16. 48

30 13. 58 14.31 14. 99 16. 21 14. 75 15. 29

基 50 12. 41 12. 38 13. 26 14. 22 13. 67

水 75 11.99 11.77 11.82 11.04

本 100 11.63 11.40 11.19

150 10.08 9.99

温 水 200 6. 44 6. 01

300 1.76 1.79

(°C) 深 400 0. 90 0. 92

500 0. 59 0. 59
600

(m) 700
800
900
1000
0 34. 080 33. 980 33. 460 33. 200 33. 200 32. 710
10 34. 080 33. 930 34.100 33. 970 33. 730 33. 230

20 34. 040 34. 070 34. 270 34.110 33. 900 33. 860

30 34. 210 34. 340 34. 220 34. 220 34.010 34.130

基 50 34. 240 34. 210 34. 380 34.190 34.160
75 34. 270 34. 240 34. 260 34. 220

塩 準 100 34. 240 34.200 34. 220

150 34.140 34.150

水 200 34. 070 34. 090

300 34. 050 34. 040

分 深 400 34. 080 34. 070
500 34. 070 34.110
600

(m) 700
800
900
1000



観 測 機 関 名  秋田県水産振興センター

観測時平成14年 8 月 5 日 〜 平 成 14年 8 月 6 日

西暦2002年 8 月 5 日 〜 2002年 8 月 6 日

観測定点番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12a 12b 12c 12

位 N 40° 0.00’ 40。0.00’ 40。0.00’ 40。0.00， 40。0.00’ 40。0.00, 39。47.00, 39。31.00’ 39。 16.00’ 39。2.00, 38° 55.00, 39° 18.00’ 39° 20.00’ 39。22.50， 39° 25.00’

置 L 139。35.00, 139。 15.00, 138° 56.00’ 138° 36.00, 138。 17.00， 137° 57.00’ 138。0.00’ 138。27.00， 138° 53.00’ 139° 18.00， 139。28.00, 139。56.50, 139。50.00, 139。46.00’ 139。42.00,

日時分 05 10:29 05 11:55 05 13:16 05 15:01 05 16:46 05 18:52 05 20:53 05 23:24 06 01:27 06 03:24 06 04:31 06 06:51 06 07：12 06 07：41 06 08:19

天候 C C C C C C C C C be be c c c c

気温 26.1 25.9 25.8 25.4 25. 3 25. 5 25. 6 25. 8 26 26. 5 26. 7 27.2 26.5 26. 2 26.1

風向 •風力 SW 6.3 S 6.8 SSE 7. 2 SSW 7.8 SSW 10.5 S 9.9 SW 14. 7 SW 8.1 SW 10. 3 WSW 13.1 SW 12. 3 SW 10.4 SW 11.3 SW 9.4 SSW 10. 3

海流 NNW 1.7 N丽 0. 9 WNW 0. 7 NNW 0.3 ESE 0.4 SSW 0.4 SSE 0.9 ESE 1.3 SE 0.3 E 0.5 NNE 0.4 丽E 2. 6 NNE 1.4 N 1.2 NNE 1

水色 4 4 4 3 3 4 4 4

透明度 11 15 16 25 25 15 16 18

うねり 1 1 1 1 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

波浪階級 2 2 2 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

PL採集形式 稚丨 稚丨 稚 I 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚 I 稚 I
0 26.7 25.9 25. 6 24.6 24. 5 24. 7 24.5 25.6 25. 4 25. 5 26. 3 26. 6 26. 2 25. 7 25. 7

10 25. 97 25. 44 25. 45 24. 46 24. 38 24. 62 24. 55 25. 50 25.41 25.47 26. 35 26. 62 25.97 25. 75 25.67

20 25. 72 22.87 21.15 22.01 18.10 20. 27 19. 32 21.90 22. 52 22. 40 23. 05 26. 67 25. 09 23. 88 25. 43

30 24. 94 20. 72 18. 37 16. 29 15. 34 15. 42 14. 49 18. 29 19. 39 20. 75 21.96 23. 40 22. 67 22.10 21.77

基 50 19. 20 16. 67 15.72 12. 94 12.10 12. 39 11.91 15. 58 16. 87 17. 50 18. 09 21.42 19. 87 18. 86 17. 75

水 75 16. 56 14.21 13. 27 10. 65 10.19 10. 78 10. 64 13. 53 14. 44 15. 37 16. 04 17.17 16. 52 16. 02

本 100 14. 97 12.55 10.77 8.48 8. 31 9. 99 9. 85 11.81 12. 72 13. 73 15. 09 15. 65 15. 06 14. 75

150 11.57 8. 85 7.15 4. 08 4. 23 7. 49 8.16 9. 52 11.35 11.55 11.74 13. 32 11.89 11.29

温 水 200 7. 88 4. 51 3.17 1.98 2. 06 4. 36 4. 83 5.38 6.16 8.43 8. 63 7. 20 7. 52

300 1.64 1.37 1.14 0. 95 1.09 1.36 1.50 1.37 2.07 1.84 1.42 1.38

(°C) 深 400 0. 84 0. 73 0. 69 0.81 0. 89 0. 91 0. 82 0.91 0. 81 0. 97 0. 97

500 0. 60 0. 53 0. 53 0. 60 0. 64 0. 68 0. 57 0. 61

600 0. 42 0. 43 0. 48 0. 51 0. 55

(m) 700 0. 35 0. 36 0. 39 0. 42 0. 44

800 0. 30 0. 32 0. 33 0. 35 0. 36

900 0. 27 0. 28 0. 29 0. 30 0. 32

1000 0. 24 0. 25 0. 26 0. 27 0. 28

0 31.231 33. 466 33. 582 33. 740 33. 738 33. 783 33. 768 33. 758 33. 691 33.691 32. 625 32. 329 32. 767 33. 426 33. 679

10 32. 072 33. 493 33. 625 33. 720 33. 740 33. 789 33. 767 33. 759 33. 686 33. 692 32. 643 32.417 32. 773 33. 426 33. 680

20 33. 015 33. 945 33. 753 33. 734 34. 097 34.109 34. 222 34.146 34. 000 33. 805 33. 856 32. 692 33.136 33. 387 33. 700

30 33. 253 34.151 34. 203 34. 235 34. 308 34. 286 34. 284 34. 256 34. 259 34.189 34.115 33. 470 33. 734 33. 927 34.131

基 50 34.158 34. 253 34. 378 34. 332 34. 304 34. 277 34. 250 34. 353 34. 292 34. 258 34. 218 33.917 34.106 34.170 34. 271

75 34. 304 34. 326 34. 341 34. 244 34. 232 34.174 34.168 34. 335 34. 329 34. 378 34. 325 34. 244 34. 308 34. 335

塩 準 100 34. 334 34. 296 34. 226 34.165 34.154 34.137 34.122 34. 246 34. 295 34. 360 34. 368 34. 334 34. 371 34. 362

150 34. 237 34.155 34.113 34. 067 34. 075 34.107 34.112 34.171 34. 246 34. 240 34. 232 34. 323 34. 250 34. 237

水 200 34.122 34. 075 34. 061 34. 063 34. 064 34. 073 34. 073 34. 090 34.103 34.155 34.155 34.131 34.116

300 34. 064 34. 067 34. 069 34.070 34. 066 34. 061 34. 061 34. 070 34. 070 34. 070 34. 069 34. 070

分 深 400 34. 069 34. 066 34. 067 34. 067 34. 067 34. 067 34. 067 34. 070 34. 067 34. 066 34. 066

500 34. 066 34. 064 34. 064 34. 066 34. 067 34. 067 34. 064 34. 067

600 34. 061 34. 063 34. 064 34. 064 34. 066

(m) 700 34. 060 34. 061 34. 060 34. 063 34. 064

800 34. 058 34. 060 34. 060 34. 060 34. 061

900 34. 058 34. 058 34. 058 34. 060 34. 060

1000 34. 057 34. 057 34. 057 34. 058 34. 060



観測機関名  秋田県水産振興センター

観測定点番号 13a 13b 13

位 N 39° 28.00, 396 34.00; 39° 40.00’

置 L 1394 37. 00J 139。27.50’ 1396 17.00，

日時分 06 09:01 06 10:00 06 11:02

天候 c c c

気温 25.9 25.5 24. 6

風向 •風力 WSW 8.8 WSW 8 W 5.3

海流 N 1 N 0.9 NNE 0.6

水色 4 3 3

透明度 23 25 25

うねり 3 3 3

波浪階級 4 4 4
PL採集形式 稚 I 稚 I 稚 1 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 ■.稚1...... 稚 1 稚 1 稚丨

0 25. 6 24.9 24.9
10 25.63 24. 88 24.87
20 22. 06 22. 40 21.36
30 19. 73 20.18 18. 20

基 50 16. 52 15. 40 14.16

水 75 15. 70 13.41 11.96

本 100 13. 86 11.00 10. 02
150 10. 55 7. 26 5. 70

温 水 200 6. 80 3. 90 2.61
300 1.58 1.11 1.03

(°C) 深 400 0. 68 0. 69
500 0. 49 0. 53
600

(m) 700
800
900
1000
0 33.654 33. 756 33. 749
10 33. 655 33. 756 33. 750
20 34.112 34. 090 33. 951
30 34. 274 34. 206 34.167

基 50 34. 317 34. 252 34. 314
75 34. 347 34. 304 34. 311

塩 準 100 34. 353 34. 267 34. 226
150 34. 225 34.112 34. 094

水 200 34.112 34. 066 34. 069
300 34. 073 34. 073 34. 073

分 深 400 34. 069 34. 070
500 34. 064 34. 067
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名— 秋田県水産振興センター

観測時平成14年 9 月 3 日 〜 平 成 14年 9 月 4 日

西暦2002年 9 月 3 日 〜 2002年 9 月 4 日

観測定点番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12a 12b 12c 12

位 N 40。0. 005 40。0.00， 40。0.00， 40。0.00， 40。0.00， 40° 0. 005 39。47. 00' 39。31.00, 39。16.00, 39。2.00’ 38。55.00, 39。 18.00， 39。20.00, 39° 22.50’ 39° 25.00’

置 L 139。35.00’ 139° 15.00， 138。56.00， 138° 36.00, 138。17.00， 137。57.00’ 138。0.00， 138。27.00’ 138。53.00, 139。18.00’ 139。28.00, 139。56.50’ 139。50.00’ 139。46.00’ 139° 42.00，

日時分 03 10:24 03 11：53 03 13：17 03 15:00 03 16:43 03 18:30 03 19:56 03 22:19 04 00:25 04 02:21 04 03:25 04 05：53 04 06：13 04 06:42 04 07:13

天候 be be be be be be be be be

気温 25. 6 25. 5 25. 7 25.5 24. 7 23. 7 23. 7 24.1 24. 5 24. 4 24. 7 24. 7 24. 7 24. 5 24. 3

風向 •風力 WSW 5. 5 WSW 3 WSW 5. 4 SW 4. 2 WSW 2. 8 WNW 3. 3 WNW 2.1 NW 2. 5 NNW 3 NNW 3. 7 麗W 4. 8 N 3 NNW 4.4 NNW 4. 6 N 5.1

海流 NW 0. 3 NNE 0.6 SW 0. 7 SSE 0.6 ESE 0. 3 NE 0.5 ENE 0.9 SSE 0.6 ESE 0. 7 E 0.3 NE 0.3 N 0.3 N 0.6 N 0. 7 NNW 0. 5

水色 3 4 3 3 3 5 5 4 4

透明度 24 32 29 30 14 12 18 19

うねり 3 3 3 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

波浪階級 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

PL採集形式 稚 1 稚 I 稚丨 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1

0 26. 2 25. 7 25. 7 25. 8 25. 4 25. 2 25.1 25. 2 25. 4 25. 8 26. 4 26. 2 26. 8 26. 0 26.1

10 25. 86 25.19 24. 77 25. 22 25. 05 24. 88 25. 29 24. 99 24. 62 25. 72 25. 44 25. 72 25. 40 26.14 26. 03

20 24. 37 23. 23 24.11 23. 69 23. 72 23. 98 24. 23 24.16 23. 73 24. 36 23. 87 24. 52 24. 68 24. 90 24. 72

30 22. 80 22. 22 20. 24 21.00 20. 39 20. 22 22. 46 21.64 22. 69 21.68 22. 23 23. 82 23. 77 23. 55 22.95

基 50 18. 58 14. 47 15.49 16. 89 17.11 16. 92 18. 00 17. 20 15. 66 17. 63 18. 63 21.47 21.40 19. 55 18. 86

水 75 15.17 11.83 12. 37 14. 81 15. 00 14. 72 15. 37 15. 04 13. 77 14. 67 16. 78 16. 97 16.18 15. 79

本 100 12. 85 10. 23 9. 31 12. 21 12. 69 12. 50 13. 00 12.75 11.62 12. 70 14. 93 14. 82 14.16 14.01

150 10. 50 5. 48 5.44 8. 40 10. 60 10. 09 11.14 10. 75 8. 82 10. 30 9. 46 10. 21 11.14 11.69

温 水 200 6. 53 2. 97 3. 33 4. 52 4. 99 4. 39 9.17 8.18 4. 92 8. 25 6. 86 6. 78 6. 03

300 1.42 1.10 1.19 1.43 1.95 1.40 1.96 2. 43 1.84 1.53 1.55 1.33

(°C) 深 400 0. 81 0. 73 0. 73 0. 86 1.02 0. 84 1.01 1.15 0. 84 0. 76 1.01 0. 98

500 0. 65 0. 54 0. 52 0. 67 0. 71 0. 66 0. 68 0. 69 0. 60

600 0. 41 0. 51 0. 56 0. 51 0. 54

(m) 700 0. 34 0. 42 0. 43 0. 43 0. 45

800 0.29 0. 35 0. 35 0. 36 0. 38

900 0. 26 0. 31 0. 31 0. 30 0. 32

1000 0. 24 0. 27 0. 27 0. 27 0. 28

0 33. 539 33. 634 33. 673 33. 591 33. 537 33. 549 33. 570 33. 621 33. 500 33.497 33. 281 32. 798 32. 789 33.127 33.164

10 33. 526 33. 630 33. 521 33. 573 33. 539 33. 561 33. 569 33.606 33. 518 33. 554 33. 271 32. 972 32. 738 33.125 33.176

20 33. 619 33. 709 33. 515 33. 676 33. 570 33. 600 33. 591 33. 701 33. 545 33.713 33. 651 33. 432 33. 378 33. 390 33. 389

30 34. 073 33. 719 33. 677 34. 216 34. 207 34. 222 34. 000 34.170 34. 082 34.159 33. 990 33. 609 33. 591 33. 698 33. 847

基 50 34. 253 34. 331 34. 241 34. 265 34. 280 34. 274 34. 274 34. 252 34. 215 34. 250 34. 223 34. 069 34. 093 34. 207 34. 246

75 34. 351 34. 261 34. 289 34. 378 34. 356 34. 353 34. 354 34. 371 34. 341 34. 359 34. 277 34. 287 34. 310 34. 307

塩 準 100 34. 319 34. 213 34. 210 34. 286 34. 308 34. 286 34. 323 34. 314 34. 240 34. 305 34. 341 34. 353 34. 353 34. 351

150 34. 210 34.100 34. 055 34.158 34. 215 34.194 34. 215 34. 216 34.155 34.165 34.180 34. 209 34. 234 34. 241

水 200 34.109 34. 061 34. 061 34. 076 34. 073 34. 088 34.149 34.116 34. 082 34.148 34.103 34.119 34. 093

300 34. 070 34. 073 34. 073 34. 070 34. 063 34. 066 34. 067 34. 057 34. 070 34. 072 34. 070 34. 073

分 深 400 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 070 34. 073 34. 070 34. 072 34. 072 34. 073 34. 070 34. 070

500 34. 072 34. 073 34. 072 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 072

600 34. 072 34. 073 34. 072 34. 073 34. 073

(m) 700 34. 070 34. 072 34. 070 34. 072 34. 072

800 34. 070 34. 070 34. 070 34. 072 34. 072

900 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070

1000 34. 069 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070



観測機関名  秋田県水産振興センター

観測定点番号 13a 13b 13

位 N 39° 28. 00' 39。34.00’ 39。40.00’

置 L 139。37.00’ 139。27.50’ 139。17.00，

日時分 04 07:48 04 08:40 04 09:38

天候 c be be

気温 23.9 23.9 24.4

風向 •風力 N 4.5 N 3.9 N 4.6

海流 N 0.6 NNW 1.3 NW 0.8

水色 4 3 3

透明度 18 30 30

うねり 1 1 1

波浪階級 2 2 2
PL採集形式 稚 j 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1

0 26. 0 25. 9 25.8
10 25. 86 25. 71 25. 52

20 24.26 23.58 23. 28
30 22. 75 21.75 22. 33

基 50 18.14 17.25 16. 01

水 75 15. 77 14. 31 12. 87

本 100 13.91 12. 05 10. 92

150 10. 52 9.12 6. 68

温 水 200 6. 79 4. 53 3. 59

300 1.49 1.38 1.07
(°C) 深 400 0. 76 0.69

500 0. 49 0. 52
600

(m) 700
800
900
1000
0 32. 911 33. 383 33. 618
10 33. 021 33.615 33. 591
20 33. 359 33. 634 33. 625
30 33.892 33. 871 33. 746

基 50 34. 267 34. 252 34. 366
75 34. 331 34. 359 34. 295

塩 準 100 34. 347 34. 264 34. 237
150 34. 210 34.167 34.115

水 200 34.112 34. 072 34. 075
300 34. 070 34. 070 34. 075

分 深 400 34. 072 34. 075
500 34. 070 34. 073
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名  秋田県水産振興センター

観測定点番号 25 24 23 22 21 21a

位 N 40° 13. 00' 40° 13. 00* 40° 13. 0(^ 40。 13.00’ 40° 13.00， 40° 13. 00'

置 L 139。27.50， 139° 34.50’ 139。41.00， 139° 47.50， 139。54. 005 139。57. 005

日時分 04 09:30 04 09:55 04 10:30 04 10:59 04 11:24 04 12:32

天候 be be be be b be

気温 23.8 24 24.2 24.2 2 25

風向 •風力 N 5.7 N 4 N 4 NNW 6 NNW 6 NNW 8

海流
水色 3 3 3 3 3 4

透明度 28 30 20 20 16 15

うねり 2 2 2 2 2 3

波浪階級 2 2 2 2 2 3

PL採集形式 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1
0 25. 8 25.8 25. 3 25. 4 25.8 25. 0

10 25. 70 25.76 25.64 25.15 25. 48 24.94

20 24. 50 24. 79 24. 37 24. 00 24. 60 24. 52

30 22. 85 22. 41 22. 97 23. 47 23. 58 23. 02

基 50 16. 77 17.91 20. 06 21.13 19. 81

水 75 14. 09 15.00 15. 51 15. 69

本 100 11.95 12. 61 14. 05

150 9. 31 9. 97

温 水 200 4. 67 5.14

300 1.29 1.38

(°C) 深 400 0. 77 0. 80

500 0. 55 0. 54

600
(m) 700

800
900
1000
0 33. 600 33. 600 32. 920 33.120 33. 060 32. 570

10 33. 590 33. 610 33. 540 33.160 33. 290 32. 890

20 33. 730 33. 640 33. 570 33. 200 33. 450 33.140

30 34.010 34. 060 33. 750 33. 510 33. 510 33. 670

基 50 34.170 34. 210 34.170 33. 960 34. 090

75 34. 310 34. 270 34. 330 34. 280

塩 準 100 34. 230 34. 270 34. 320

150 34.150 34.150

水 200 34. 010 34. 040

300 34. 060 34. 040

分 深 400 34. 060 34. 050

500 34. 070 34. 040

600
(m) 700

800
900
1000 1



観測機関名  秋田県水産振興センター

観測時平成14年10月 9 日 〜 平 成 14年10月11日

西暦2002年10月 9 日 〜 2002年10月11日

観測定点番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12a 12b 12c 12

位 N 40。0.00, 40。0.00, 40。0.00’ 40。0.00, 40。0.00’ 40° 0.00， 39。47.00’ 39° 31.00， 39。 16.00’ 39。2.00’ 38° 55.00’ 39° 18.00， 39。20.00, 39° 22.50’ 39° 25.00’

置 L 139。35.00, 139。 15.00， 138。56.00, 138° 36.00’ 138° 17.00’ 137。57.00’ 138。0.00, 138。27.00， 138。53.00， 139。18.00， 139。28.00, 139° 56.50’ 139。50.00’ 139。46.00, 139。42.00，

日時分 09 10：30 09 12:05 09 13:36 09 15:26 09 17:12 09 19：04 09 20：37 09 23：04 10 01：18 10 03:17 10 04:23 10 06:47 10 07:10 10 07:47 10 08：34

天候 C C C C C C C C C C C C C c c

気温 16.8 16. 3 16. 4 16.1 14. 8 14. 6 15. 6 16. 3 16.6 17 17. 2 17.1 17 17. 2 16. 8

風向 •風力 WNW 6.3 WNW 5.6 WNW 8.2 W 5.7 WNW 5. 3 NW 4.6 NW 6. 7 WNW 7.3 WSW 7 W 7.6 NW 10.5 W 9.5 WNW 11.4 W 11.8 W 10.7

海流 NNW 1.3 丽 0.4 SSE 0. 7 ENE 0.4 ENE 0.4 ENE 0.6 ENE 0.9 SSW 0.9 SSW 0.4 NE 0.9 NE 0. 7 NNE 1.6 N 0.7 N 0.7 NNW 0.6

水色 7 4 4 4 7 5 4 4

透明度 6 22 24 24 9 21 21 21

うねり 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

波浪階級 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

PL採集形式 稚 1 稚丨 稚 1 稚丨 w  - 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 ■… ' 稚 1 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1

0 21.2 20. 6 20.5 21.7 21.1 21.4 21.2 21.2 21.2 21.5 21.6 21.8 21.6 21.5 21.3

10 21.92 20. 95 21.29 22. 20 21.57 21.61 21.56 21.55 21.74 21.62 21.73 22. 03 22.14 22. 00 21.93

20 21.90 20. 95 21.31 22. 21 21.57 21.60 21.58 21.56 21.75 21.63 21.73 22. 34 22.13 • 22.00 21.94

30 21.89 20. 95 21.35 22. 21 21.57 21.61 21.58 21.57 21.74 21.64 21.73 22. 34 22.13 22.01 21.94

基 50 20. 94 18. 76 19.25 20. 22 19.24 21.39 19.29 18. 81 18.15 17.85 21.41 22. 33 22.11 21.83 21.92

水 75 17. 37 15. 41 15. 90 16. 20 16. 40 16. 73 16. 44 16. 50 16. 09 14.14 16. 77 21.01 18.23 17. 48

本 100 14. 83 13. 31 13. 57 14. 51 14. 81 14. 87 14. 27 14. 94 13. 95 11.49 15.49 16. 67 16.17 15. 86

150 11.92 7. 56 9. 91 11.73 11.91 10. 80 11.76 11.92 9. 95 7. 67 11.43 11.97 11.52

温 水 200 6. 71 3. 65 5.10 8. 94 9. 26 6.15 10. 07 10. 09 4. 28 3. 87 6. 49 6.16 5. 44

300 1.53 1.29 1.68 2. 37 2. 54 1.52 2. 83 3.13 1.10 1.36 1.53 1.35

(°C) 深 400 0. 94 0. 80 0. 95 1.06 1.08 0. 88 1.04 1.08 0. 66 0. 80 0. 99 1.00

500 0. 68 0. 60 0. 65 0. 71 0. 71 0. 64 0. 73 0.69 0.45

600 0. 49 0. 58 0. 54 0. 51 0. 55

(m) 700 0. 39 0. 47 0. 45 0.41 0. 48

800 0. 33 0. 39 0. 36 0. 36 0. 39

900 0. 29 0. 33 0. 32 0. 32 0. 34

1000 0. 26 0. 29 0. 28 0.27 0. 30

0 32. 703 33. 781 33. 710 33. 921 33. 819 33. 793 33. 875 33. 823 33. 737 33. 704 33. 731 32. 884 33. 716 33. 822 33. 814

10 33. 505 33. 780 33. 710 33. 923 33. 850 33. 837 33. 877 33. 841 33. 735 33. 704 33. 804 32. 893 33. 777 33.819 33. 814

20 33. 689 33. 781 33. 728 33. 921 33. 850 33. 835 33. 877 33. 838 33. 735 33. 706 33. 804 33. 320 33. 779 33. 819 33. 814

30 33. 689 33. 780 33. 787 33. 921 33. 850 33.835 33.877 33. 840 33. 738 33. 706 33. 805 33. 683 33. 777 33. 820 33.814

基 50 34.116 34. 042 34. 246 34.182 34. 262 33. 880 34.174 34. 246 34. 256 34. 093 33. 920 33. 749 33. 771 34. 012 33. 823

75 34. 267 34. 265 34. 332 34.310 34. 292 34. 283 34. 298 34. 286 34. 295 34. 308 34. 271 33. 978 34. 246 34. 252

塩 準 100 34. 356 34. 302 34. 320 34. 365 34. 350 34. 350 34. 371 34. 359 34. 328 34. 256 34. 347 34. 293 34. 299 34. 317

150 34. 261 34.128 34.198 34. 250 34. 256 34. 220 34. 246 34. 253 34.189 34.137 34. 243 34. 268 34. 250

水 200 34.115 34. 061 34. 076 34.155 34.182 34.100 34.174 34.158 34. 079 34. 076 34.113 34. 097 34.101

300 34. 070 34. 070 34. 051 34. 057 34. 067 34. 067 34. 069 34. 064 34. 073 34. 073 34. 070 34. 070

分 深 400 34. 072 34. 073 34. 073 34. 072 34. 070 34. 073 34. 070 34. 073 34. 073 34. 072 34.072 34. 072

500 34. 073 34. 073 34. 073 34. 075 34. 073 34. 075 34. 073 34. 073 34. 072

600 34. 073 34. 075 34.073 34. 073 34. 075

(m) 700 34. 072 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073

800 34. 070 34. 072 34. 070 34. 072 34. 072

900 34. 070 34. 072 34. 070 34. 070 34. 072

1000 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070



観測機関名  秋田県水産振興センター

観測定点番号 13a 13b 25 24 23 22 21 21a

位 N 39° 28.00* 39° 34. 00' 40。 13.00， 406 1 3 . 00， 40。 13.00’ 40。13.00’ 40° 13.00, 406 13.00，

置 L 139。37. 00* 139。27.50， 1394 27. 50' 1396 34. 50J 139° 41.00’ 139。47.50， 1396 54. 00* 139。57.00’

日時分 10 09:30 10 11:15 11 08:52 11 09:22 1110:00 1 1 1 0：30 1110:55 1112:10

天候 c c be be be be be be

気温 16.1 16 19. 9 19 18. 2 17.5 17 18.8

風向 •風力 WNW 10.3 NNW 7.4 NW 1 NNE 2 ESE 4. 5 j ESE 4. 5 ESE 4. 5 SE 2.5

海流 N丽 0. 3 NNW 0. 2

水色 4 4 4 4 4 5 5 5

透明度 22 23 25 22 12 8 9 9

うねり 3 3 2 2 2 2 2 2

波浪階級 3 4 2 2 2 2 2 2

PL採集形式 稚 1 P i  . 稚 I 稚 I 稚 I 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 —稚 1 稚丨
0 21.4 21.0 21.1 21.5 22.1 20. 7 20. 5 20. 5

10 21.65 21.69 20.98 21.51 21.84 21.13 21.13 21.46

20 21.66 21.70 20. 95 21.51 21.59 21.22 21.19 21.48

30 21.66 21.70 20. 91 21.51 21.41 21.14 21.20 21.28

基 50 21.64 18. 87 20. 36 20. 26 21.51 21.32 21.27

水 75 17. 61 16. 96 16. 43 16. 80 18. 07

本 100 13. 70 15. 42 13. 95 15.10 16. 60

150 9. 38 11.28 9. 32 10. 88

温 水 200 6.13 6. 30 4. 75 5.93

300 1.29 1.44 1.43 1.41

(°C) 深 400 0. 88 0. 80 0. 85

500 0. 48 0.57 0. 59

600
(m) 700

800
900
1000
0 33.615 33. 716 33.820 33. 760 33. 480 32. 810 32. 670 32. 570

10 33. 756 33. 756 33. 840 33. 750 33. 470 33. 320 33. 230 33. 460

20 33. 756 33. 756 33. 830 33. 750 33. 380 33. 380 33. 330 33. 440

30 33. 758 33. 756 33. 820 33. 750 33. 340 33. 360 33. 380 33. 410

基 50 33. 802 34. 225 33. 710 34.160 33. 550 33. 520 33. 550

75 34. 258 34. 283 34. 250 34. 230 34.190

塩 準 100 34. 334 34. 341 34. 330 34. 310 34. 330

150 34.189 34. 268 34.100 34. 210

水 200 34. 094 34. 097 34. 070 34. 080

300 34. 073 34. 072 34. 060 34. 040

分 深 400 34. 072 34. 070 34. 070

500 34. 072 34. 070 34. 070

600
(m) 700

800
900
1000



観測機関名  秋田県水産振興センター

観測時平成14年12月 2 日 〜 平 成 14年12月 3 日

西暦2002年12月 2 日 〜 2002年12月 3 日

観測定点番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12a 12b 12c 12

位 N 40。0.00， 40。0.00’ 40。0.00， 40。0.00’ 40。0.00， 40。0.00， 39。47.00， 39。31.00’ 39° 16.00’ 39。2.00’ 38。55.00, 39° 18.00’ 39° 20.00’ 39° 22.50， 39° 25.00’

置 L 139。35.00’ 139。 15.00, 138° 56.00, 138。36.00， 138。 17.00’ 137。57.00， 138。0.00， 138° 27.00’ 138。53.00, 139° 18.00， 139。28.00’ 139。56.50, 139。50.00’ 139。46.00, 139。42.00’

日時分 02 10:24 02 11:52 02 13:18 02 14：58 02 16:31 02 18:09 02 19：40 02 22:14 03 00:26 03 02:27 03 03:32 03 06:02 03 06:22 03 06:49 03 07:22

天候 C C C C C C C C C

気温 7. 6 8.7 8. 3 7. 5 7. 2 7 7. 4 8.2 8. 5 8. 6 8.6 7.3 7. 4 7. 4 7.2

風向 •風力 E 3.1 N 11.2 N 8.2 NNE 5. 5 NNE 8. 3 NNE 8.1 NNE 6. 3 NE 5. 5 NE 4. 3 E 2.6 ESE 2.4 NE 3. 3 ENE 2.6 E 4.5 E 6.2

海流 NW 0. 7 NW 0. 5 WNW 1 NW 0.9 NW 0. 3 丽W 0. 6 NNW 0. 5 NNE 0.5 E 0.6 NW 0.1 WSW 0.1 NNE 0.6 NNW 1.1 SW 0.6 SE 0.6

水色 5 3 3 4 4

透明度 9 22 20 20 14

うねり 1 3 3 3 3 3 3 3 3 1 1 1 1 1 1

波浪階級 2 3 3 3 3 3 3 3 3 2 1 2 2 1 1

PL採集形式 稚 1 稚丨 稚丨 稚丨_ —■ 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1 稚丨 稚 1 稚丨 稚丨 稚丨 稚 j 稚 I

0 13.4 15. 0 14. 5 14. 4 14. 4 14. 0 13. 9 14. 9 15. 9 14. 3 14.3 12. 4 12.7 13. 3 12. 4

10 14. 91 15. 28 15.13 14. 51 14. 58 14. 71 14. 49 15. 53 16. 02 15. 03 15. 06 14. 98 14. 78 14. 92 15. 06

20 15. 34 15. 28 15.13 14. 53 14. 58 14. 72 14. 49 15. 53 16. 03 15. 06 15. 29 15.71 15. 25 14. 99 14. 85

30 15. 33 15. 28 15.14 14. 54 14. 58 14. 68 14. 50 15. 53 16. 03 15.11 15.29 15. 57 15. 58 15. 23 14. 95

基 50 15. 41 15. 28 14. 88 14. 44 14. 58 14. 23 14. 59 15. 54 15. 95 15. 25 15. 34 15. 39 15. 61 15. 54 15. 04

水 75 15. 29 15. 02 14. 67 14. 26 14. 58 13. 65 14. 57 15. 33 15. 69 15. 44 15. 36 15. 34 15. 37 14. 96

本 100 15. 24 14. 29 13. 62 12. 68 13. 64 13. 40 14. 64 14.14 15. 54 15. 21 15.30 14. 87 14. 71 14. 56

150 11.94 9. 64 8. 23 8. 25 8.96 9. 47 7. 91 10. 70 13. 98 12. 41 11.76 11.99 11.82 12. 75

温 水 200 6. 74 5.10 3. 88 3. 79 4. 06 3. 67 3. 36 5. 49 7. 01 7. 46 6. 77 7. 55 7. 87

300 1.41 1.37 1.27 1.26 1.23 1.23 1.28 1.20 1.75 1.74 1.61 1.79

(°C) 深 400 0. 76 0. 77 0. 82 0. 77 0. 76 0. 78 0. 84 0. 70 0. 84 0. 86 1.03 1.05

500 0. 52 0. 58 0.61 0. 57 0. 54 0. 58 0. 61 0. 50 0. 56

600 0. 47 0. 46 0. 44 0. 48 0. 48

(m) 700 0. 40 0. 34 0. 39 0. 41 0. 40

800 0. 34 0. 32 0. 34 0. 34 0. 36

900 0. 29 0. 29 0. 30 0. 30 0. 32

1000 0. 26 0. 26 0.27 0. 25 0. 29

0 32. 338 33. 975 33. 822 33. 945 33. 984 33. 835 33. 923 33. 908 33. 515 33. 497 33. 390 32. 326 32. 676 32. 892 33. 447

10 33. 265 33. 975 33. 893 33. 948 33. 987 33. 899 33. 924 33. 908 33. 770 33. 680 33. 560 33. 036 33. 405 33. 517 33. 554

20 33. 590 33. 975 33. 896 33. 957 33. 987 33. 901 33. 924 33. 909 33. 768 33. 701 33. 731 33. 494 33. 606 33. 573 33. 698

30 33. 591 33. 975 33. 902 33.970 33. 987 33. 938 33. 924 33. 908 33. 768 33. 723 33. 750 33. 646 33. 777 33. 679 33. 853

基 50 33. 780 33. 975 33. 950 33. 993 33.987 34. 030 33.965 33. 972 33.884 33. 789 33. 789 33.893 33.909 33. 905 33.981

75 33. 808 34. 033 33. 997 34. 015 33. 984 34. 052 33. 975 34. 048 33. 942 33. 893 33. 802 34. 048 33. 960 34. 000

塩 準 100 33. 948 34. 024 34. 213 34. 302 34. 311 34. 030 34.149 34. 283 33. 944 34. 057 34. 006 34.195 34. 094 34. 024

150 34. 277 34. 210 34.158 34.158 34.162 34.179 34.156 34. 216 34. 271 34. 250 34. 262 34. 271 34. 247 34. 292

水 200 34.131 34. 091 34. 066 34. 070 34. 070 34. 082 34. 070 34. 060 34.162 34.145 34.125 34.149 34.162

300 34.073 34. 072 34. 067 34. 069 34. 070 34. 067 34. 070 34. 073 34. 070 34. 073 34. 073 34. 070

分 深 400 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 072

500 34. 072 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 072 34. 073

600 34. 072 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073

(m) 700 34. 072 34. 072 34. 072 34. 073 34. 072

800 34. 072 34. 070 34. 070 34. 072 34. 072

900 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070

1000 34. 070 34. 070 34.070 34.070 34. 070



観測機関名  秋田県水産振興センター

観測定点番号 13a 13b 13

位 N 39° 28.00, 39。34.00, 39° 40.00,

置 L 139° 37. 00* 139。27.50， 1396 17. 00'

日時分 03 07:58 03 08:55 03 10:00

天候 c c

気温 7.6 8.7 9. 4

風向 •風力 ENE 4.1 SE 3.6 SE 3. 2

海流 SSW 0.5 ENE 0.7 ESE 1

水色 3 3 4

透明度 21 22 20

うねり 1 1 1

波浪階級 1 1 2

PL採集形式 稚 1 稚 1 ..... 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1
0 14. 8 15.0 14. 0

10 15. 21 15. 39 14. 05

20 15. 23 15. 39 14. 05

30 15. 25 15. 39 14. 02

基 50 15. 30 15. 39 13. 96

水 75 15. 25 14. 50 13. 95

本 100 15.13 14. 32 13. 80

150 12. 47 12. 34 10. 25

温 水 200 8. 39 6. 58 5. 29

300 1.28 1.62 1.43

(°C) 深 400 0. 79 0. 83

500 0. 59 0.61

600
(m) 700

800
900
1000
0 33. 926 33. 890 34. 012

10 33. 932 33. 890 34.014

20 33. 941 33. 892 34. 030

30 33. 951 33.918 34. 027

基 50 33. 975 34. 003 34. 033

75 33. 988 34. 005 34. 033

塩 準 100 34. 005 34. 008 34. 018
150 34. 277 34. 262 34. 225

水 200 34.179 34.127 34.101
300 34. 075 34. 070 34. 070

分 深 400 34. 073 34. 073

500 34. 073 34. 073
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 25 24 23 22 21 21a

位 N 40° 13.00, 40° 13.00， 40。13.00， 40。13.00， 406 13.00， 40。13.00’

置 L 139° 27.50， 139。34.50, 139° 41.00， 1396 47. 505 1395 54. 00' 139。57.00，

日時分 03 09:15 03 09:45 03 10:19 03 10:45 03 11:10 03 11:24

天候 be be be be be be
気温 7.8 7. 6 7.2 6.8 6.4 6.4
風向 •風力 E 6 ESE 6 ESE 6 ESE 5 E 4.5 E 4
海流
水色 4 4 5 5 5 5

透明度 15 13 12 11 11 7
うねり 3 3 3 3 2 2

波浪階級 3 3 3 3 2 2

PL採集形式 稚丨 稚丨 稚 1 稚丨 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨
0 14. 4 13. 6 13.5 13.6 13.7 12. 5
10 14. 68 13. 74 13.63 13. 72 13. 86 14.61
20 14. 78 14. 30 13. 65 13. 75 14. 25 14. 62
30 14.81 15. 34 14. 58 13. 86 15.15 14. 94

基 50 15. 22 15.10 15.34 15.27 14.91

水 75 15.16 15. 24 15. 08 15.18

本 100 15. 02 15. 27 15.17
150 11.84 11.98

温 水 200 6. 01 5. 97
300 1.41 1.52

(°C) 深 400 0. 88 0. 83
500 0. 63 0. 58
600

(m) 700
800
900
1000
0 33. 200 32.760 32. 640 32. 660 32. 830 30. 680
10 33. 380 32. 860 32. 650 32. 680 32. 860 33. 230
20 33. 460 33.120 32. 660 32. 700 33.100 33. 440
30 33. 530 33. 710 33.130 32. 760 33. 450 33. 610

基 50 33. 880 33. 820 33. 780 33. 590 33. 620
75 33. 920 33. 910 33. 830 33. 840

塩 準 100 33. 970 33. 940 33. 930
150 34. 230 34. 210

水 200 34. 080 34. 090
300 34. 060 34. 050

分 深 400 34. 060 34. 080
500 34. 050 34. 080
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名— 秋田県水産振興センター

観測時平成15年 2 月 3 日 〜 平 成 15年 2 月 5 日

西暦2003年 2 月 3 日 〜 2003年 2 月 5 日

観測定点番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12a 12b 12c 12

位 N 40。0.00’ 40。0.00， 40° 0.00’ 40。0_00， 40。0.00, 40。0.00， 39。47.00’ 39。31.00， 39。 16.00’ 39。2.00， 38。55.00, 39。18.00， 39。20.00, 39。22.50， 39。25.00’

置 L 139。35.00, 139。 15.00， 138。56.00’ 138。36.00, 138° 17.00， 137。57.00， 138。0.00， 138。27.00， 138° 53.00’ 139。 18.00, 139。28.00’ 139。56.50, 139。50.00’ 139。46.00’ 139。42.00,

日時分 03 10:27 03 11:56 03 13:19 03 14：58 03 16:33 03 18:12 03 19:43 03 22:09 04 00:17 04 02:17 04 03:24 04 05:54 04 06:16 04 06：49 04 07:31

天候 C c c c c c c s s c c c c c c

気温 0. 7 0. 2 0. 3 0.1 0. 2 -0.7 -0.1 0. 3 0. 5 1.8 1 -0_ 2 -0. 5 0. 9 1.2

風向 •風力 NW 4. 5 NW 3.8 NW 6. 7 NW 5. 7 WNW 10. 6 NNW 7 NW 5. 2 WNW 6.6 NNW 7. 7 W 10.2 WNW 6.8 NW 5.6 NW 3.8 NW 7.9 NW 10. 5

海流 N 1.1 NNW 0.8 SW 0. 5 W 1.4 WSW 1.4 WNW 1.1 NE 0.9 ESE 0. 5 S 0.4 W 0.4 NNW 0.3 ENE 0.5 NNW 1 NNW 0.8 WNW 0.9

水色 6 4 4 4 4 4

透明度 7 26 23 23 22 26

うねり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

波浪階級 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
PL採集形式 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚 I 稚丨 稚 I 稚丨 m  1 稚丨 稚 I 稚丨 稚 I

0 9. 8 9. 3 9. 0 9. 3 9. 0 7.9 9. 6 10. 3 9. 8 10.0 10. 0 8. 2 10. 6 10. 0 10.2

10 9. 86 9. 88 9. 62 9. 78 9. 74 8. 60 10. 33 10.41 10. 60 10. 51 10. 69 8. 76 10. 71 10. 33 10. 40

20 10. 27 9. 88 9. 63 9. 78 9. 75 8. 60 10. 34 10. 42 10. 60 10. 52 10. 68 10. 42 10. 73 10. 25 10. 41

30 10. 39 9. 88 9. 63 9. 78 9. 75 8. 43 10. 34 10. 42 10. 60 10. 52 10. 70 10. 69 10. 73 10. 26 10. 41

基 50 10. 49 9. 84 9. 58 9. 78 9. 48 7. 79 10. 22 10. 42 10. 61 10. 52 10. 59 10. 67 10. 74 10. 25 10. 41

水 75 10. 56 9. 60 9. 56 9. 70 8. 51 6. 46 8. 78 10.42 10.61 10. 48 10. 55 10. 74 10. 22 10. 41

本 100 10. 55 9. 31 9. 42 9. 47 7. 30 4. 36 8. 09 10. 42 10. 61 10. 44 10. 54 10. 75 10. 22 10. 26

150 10. 43 7.27 5. 82 5. 36 4. 09 2.07 3.93 10. 34 10. 62 10. 40 10. 56 10. 72 10. 02 9. 85

温 水 200 9. 90 4. 61 2.60 2. 64 2.15 1.41 2. 01 8. 77 9.98 9. 81 10. 50 9. 80 9. 56

300 1.37 1.47 1.21 0. 99 0. 91 0. 78 0. 94 2.14 2. 53 1.87 1.55 2. 06

(°C) 深 400 0. 84 0. 83 0. 79 0. 67 0. 63 0. 60 0. 67 0. 88 1.02 0. 88 1.05 1.08

500 0. 67 0. 58 0. 56 0. 55 0.48 0. 47 0. 51 0. 63 0. 62

600 0.47 0. 45 0. 40 0. 40 0. 42

(m ) 700 0. 39 0. 38 0. 34 0. 34 0. 36

800 0. 32 0. 32 0. 30 0. 29 0. 31

900 0. 29 0. 28 0. 27 0. 26 0. 28

1000 0. 26 0. 25 0. 26 0. 24 0. 25

0 33. 374 34. 026 34. 014 33.996 33.917 34. 085 34.040 34. 031 34. 036 33. 993 33. 951 32. 637 33. 542 33. 990 34. 005

10 33. 506 34. 026 34.014 33.996 33.918 34. 085 34. 042 34. 039 34. 036 33. 993 33.951 32. 868 33.924 33. 994 34. 006

20 33. 713 34. 026 34.012 33.996 33. 929 34. 085 34. 042 34. 039 34. 036 33.993 33. 951 33. 756 33.926 34.012 34. 006

30 33. 817 34. 026 34. 014 33. 996 33. 990 34. 091 34. 042 34. 039 34. 037 33.993 33. 963 33. 878 33. 927 34. 009 34. 006

基 50 33.878 34. 031 34. 024 34. 003 34. 020 34.106 34. 049 34. 039 34. 037 33. 997 33. 987 33. 898 33.927 34.017 34. 006

75 33. 923 34. 054 34. 033 34. 023 34. 085 34. 088 34. 078 34. 039 34. 036 34. Oil 33. 994 33. 929 34. 020 34.015

塩 準 100 33. 930 34. 064 34. 084 34. 088 34. 094 34. 079 34. 084 34. 039 34. 036 34.015 33. 994 33. 929 34. 021 34. 023

150 33.953 34. 098 34.106 34.100 34. 078 34. 067 34. 064 34. 048 34. 036 34. 039 34. 002 33. 936 34. 024 34. 036

水 200 34. 014 34. 091 34.070 34. 069 34. 070 34. 070 34. 069 34.110 34. 070 34. 045 34. Oil 34.012 34. 049

300 34. 073 34. 070 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 067 34. 072 34. 070 34. 073 34. 073

分 深 400 34. 072 34. 073 34. 072 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 072 34. 072 34. 072

500 34. 072 34. 073 34. 073 34.073 . 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 072

600 34. 072 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073

(m) 700 34. 070 34. 073 34. 070 34. 072 34. 070

800 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070

900 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070

1000 34.069 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 13a 13b 13

位 N 39° 28.00, 39° 34. 00' 39° 40.00,

置 L 139° 37.00, 1394 27. 50* 139。 17.00，

日時分 04 08：14 04 09:15 04 10:26

天候 c c c
気温 1 0.4 0. 9

風向 •風力 丽 8.8 NW 5.1 WNW 6. 5

海流 NE 0. 5 NE 0.9 SSW 0.2
水色 4 4 4

透明度 23 20 21

うねり 1 1 1

波浪階級 3 3 3
PL採集形式 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1 稚丨 稚丨 稚丨

0 9. 5 9.1 9.0
10 9. 67 9. 52 9. 39
20 9. 67 9. 51 9. 40
30 9. 63 9. 42 9. 39

基 50 9. 64 9. 25 9. 31

水 75 9. 51 9. 21 9. 24

本 100 9. 43 9.08 8. 66
150 8. 75 6. 71 4. 46

温 水 200 8.09 4.14 2.48
300 2. 39 1.26 1.05

(°C) 深 400 0.75 0.66
500 0. 51 0. 52
600

(m) 700
800
900
1000
0 34. 029 33. 993 33. 993
10 34. 029 34. 003 34.040
20 34. 029 34. 003 34. 042
30 34. 027 34.021 34. 045

基 50 34. 029 34. 042 34. 049
75 34. 026 34.051 34. 058

塩 準 100 34. 045 34. 084 34. 097
150 34. 078 34.098 34. 082

水 200 34. 087 34. 076 34. 070
300 34. 079 34. 072 34. 073

分 深 400 34. 073 34. 073
500 34. 072 34. 072
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観 測 定 点 番 号 25 24 23 22 21 21a

位 N 40° 13.00’ 40。13.00, 40。13.00’ 40° 13.00’ 40° 13. 00' 40。13.00，

置 L 139° 27.50’ 139° 34.50’ 1396 41.00" 139。47.50’ 139。54.00’ 139° 57. 00"

日 時 分 05 10：55 05 11:25 05 12:05 05 12:32 05 13:00 05 13:15

天 候 C C C C C C

気 温 0.2 0. 7 1 1.6 1.6 1.4

風 向 • 風 力 WNW 7 WNW 8 WNW 7 NNW 8 NNW 8.5 NNW 8

海 流

水 色 6 6 6 6 6 6

透 明 度 8 9 9 7 8 6

う ね り 3 3 3 3 3 3

波 浪 階 級 3 3 3 3 3 3

PL採 集 形 式 稚 1 稚 1 稚 丨 稚丨 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚丨 稚 丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 丨 稚 1
0 9.1 9. 2 9. 4 6.3 7.7 6. 3

10 9. 27 9. 44 9. 58 8. 87 8.50 8. 93

20 9. 84 9. 44 9. 60 8. 34 8. 56 8. 81

30 10. 53 9. 45 9. 66 8. 26 8. 56 8. 80

基 50 10. 49 10.01 10.15 8. 44 8. 51

水 75 10. 43 10. 43 9. 65

本 100 10. 31 10. 37 8. 80

150 9. 92 10. 04

温 水 200 9. 06 9. 34

300 2.00 1.58

(°C) 深 400 0. 96 0. 78

500 0. 63 0. 59

600
(m) 700

800
900
1000
0 33. 390 33. 560 33. 590 33.130 33. 250 32. 600

10 33. 430 33. 560 33. 600 33. 740 33. 670 33. 680

20 33. 870 33. 550 33. 610 33. 700 33. 720 33. 640

30 33. 940 33. 560 33. 590 33. 680 33. 740 33. 650

基 50 33. 980 33. 780 33. 780 33. 750 33. 750

75 34. 000 33.910 33. 770

塩 準 100 34. 020 33. 970 33. 760

150 34. 060 34. 000

水 200 34. 090 34. 090

300 34.100 34.100

分 深 400 34.100 34.100

500 34.110 34. 090

600
(m) 700

800
900
1000



観測機関名  秋田県水産振興センター

観測時平成15年 2 月24日 〜 平 成 15年 3 月 6 日

西暦2003年 2 月24日 〜 2003年 3 月 6 日

観測定点番号 a 1 la lb 2 2a 3 4 5 6 7 8 9 9a 10

位 N 40° 0.00， 40。0.00， 40。0.00’ 40。0.00， 40。0.00’ 40。0.00, 40。0. 005 40。0. 005 40。0.00, 40。0.00， 39° 47.00， 39° 31.00， 39° 16.00’ 39。4.00, 39。2.00,

置 L 139。38.50， 139。35.00, 139。28.50， 139。21.50， 139。15.00’ 139。6.00， 138。56.00’ 138。36.00， 138。 17.00, 137。57.00’ 138。0.00, 138。27.00, 138° 53.00’ 139。 12.50， 139° 18.00,

日時分 05 10:33 05 11:00 05 11:44 05 12:24 05 13:07 05 14:04 05 14:58 05 16:59 05 18:54 05 20:55 05 22:25 06 00:53 06 03:05 06 04:45 06 05:19

天候 c c c c c c c c c c

気温 1.1 1.4 1.6 1.4 1.6 1.4 1.2 1 2 2.3 2.8 3.4 3.4

風向 •風力 WSW 10.5 WNW 9.2 WNW 8. 8 WNW 9.7 W 8. 5 W 8. 5 WNW 10.5 W 8.6 WNW 7.1 WNW 8.5 W 7. 3 WNW 5.8 W 4.8 丽 5.6 WNW 4. 2

海流 WSW 0.5 WSW 1 WSW 1.4 W 0.8 W 1.3 WNW 0.7 NE 0.4 WSW 1.2 WSW 0.9 WSW 1 SE 0.4 NE 1.2 NNE 0.5 WSW 0.2 ESE 0.1

水色 6 4 4 4 4 4 4 4 4

透明度 6 20 24 23 23 21 21 20

うねり 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

波浪階級 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 3 3 3

PL採集形式 稚丨 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚丨_ __ _ 稚 I 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1

0 7.4 9.2 9. 7 9.4 9.2 9. 2 8. 0 8.0 7. 7 7.0 7.6 8. 6 9. 5 9.4 9.2

10 9.51 9. 63 8. 78 9. 08 7. 75 7.12 8.57 9. 69 9. 59 9.19

20 9.51 9. 64 8.78 9. 09 7. 74 7.14 8.57 9. 70 9. 59 9. 31

30 9. 51 9. 64 8. 76 9. 09 7. 75 7.14 8. 55 9. 69 9. 59 9. 44

基 50 9. 52 9.64 8. 23 9. 06 7. 68 7.13 7. 69 9. 69 9. 59 9. 45

水 75 9. 52 9.63 8.14 7. 84 7. 22 7. 09 7.19 9. 68 9. 60 9. 53

本 100 9. 52 9. 62 7. 68 6. 99 5.41 7. 05 6. 63 9. 47 9. 60 9. 54

150 8. 38 9.61 6. 29 3. 20 2. 80 3. 27 3.16 8. 88 9.61 9. 55

温 水 200 7.11 8.39 3. 08 1.80 1.56 1.53 1.93 7. 67 9.61 7. 03

300 2. 29 2.22 1.25 0.87 0. 91 0. 82 0. 96 1.76 1.66

(°C) 深 400 1.01 0.94 0. 70 0. 59 0. 64 0. 54 0. 66 0.81 0. 80

500 0. 69 0. 65 0. 51 0. 46 0. 49 0. 46 0.51 0. 56 0. 54

600 0.40 0. 37 0. 41 0. 39 0. 40

(m) 700 0. 34 0. 32 0. 34 0. 32 0. 35

800 0. 29 0.28 0. 30 0. 29 0. 31

900 0. 26 0.25 0. 27 0. 25 0. 27

1000 0.24 0.23 0.24 0. 23 0. 25

0 34. 034 34. 021 34. 073 34. 064 34. 030 34.058 34. 000 34. 021 34.030 33. 926

10 34. 034 34. 034 34. 073 34. 064 34. 084 34.088 34. 073 34. 021 34. 030 33. 926

20 34. 034 34. 033 34. 073 34. 063 34. 084 34.088 34. 073 34. 021 34. 033 33. 962

30 34. 034 34. 034 34. 073 34. 064 34.084 34. 088 34. 075 34. 023 34. 031 34. 006

基 50 34. 033 34. 034 34. 073 34. 064 34. 082 34.088 34. 081 34. 023 34. 030 34. 015

75 34. 033 34. 034 34. 073 34. 081 34. 085 34. 087 34. 097 34. 024 34. 031 34. 037

塩 準 100 34. 033 34. 034 34. 084 34. 094 34. 070 34. 087 34. 094 34. 063 34. 031 34. 039

150 34. 088 34. 034 34. 088 34. 078 34. 073 34. 067 34.061 34. 079 34. 033 34. 042

水 200 34. 085 34. 081 34.070 34. 067 34. 067 34. 072 34. 064 34. 087 34. 034 34. 097

300 34. 069 34. 060 34. 070 34. 073 34. 073 34. 073 34. 072 34. 073 34. 072

分 深 400 34. 070 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073

500 34. 072 34. 073 34. 072 34. 072 34. 073 34. 073 34. 073 34. 072 34. 072

600 34. 072 34. 072 34. 072 34. 073 34. 072

(m) 700 34. 070 34. 070 34. 072 34.072 34. 070

800 34. 070 34. 070 34. 072 34. 070 34. 070

900 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070

1000 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 10a 11 11a lib 11c lid lie 12a 12b 12c 12 13a 13b 13

恨 N 38° 58. 00J 38。55.00’ 38。51.50' 38。47.00’ 38° 55. 00' 396 3. 00J 396 11.00' 39° 18.00， 394 20.00’ 394 22.50， 39。25.00’ 39。28.00’ 39。34.00, 39" 40.00,
L 139。22.50’ 139。28. 00' 1396 33.50, 139。41.00’ 139° 45. 00' 139。49.00’ 139。53.00， 139。56.50’ 1394 50.00’ 139° 46.00’ 139。42.00, 139。37.00, 1396 27.50, 139。 17.00,

日時分 06 05:58 06 06:32 06 07:13 06 07：54 06 08:35 06 09:22 06 10:05 06 10:42 06 11:00 06 11:28 06 12:00 06 12:38 06 13:36 06 14:42

天候 c c c c c c c c c c c c c c

気温 3. 7 3. 6 3. 8 3.8 3.9 3. 9 4.1 4. 2 4 4.1 4 3.8 3. 9 3.9

風向 •風力 丽 6. 3 WSW 4.1 WNW 3. 3 WNW 3.3 WSW 3.4 W 2. 3 WSW 4 WNW 2.9 WSW 2.3 NNW 1.5 N 0. 7 WSW 2.1 ESE 1 NNE 1

海流 ENE 0.4 E 0. 5 NE 0.9 NE 0.6 N 0.2 NNW 0. 5 NNW 0. 6 N 1.2 NNW 0. 7 WNW 1 WNW 0.3 S SE 0.2 WSW 1

水色 4 5 5 7 7 7 7 7 7 7 6 6 6 4

透明度 12 9 4 4 5 8 10 10 10 12 12 15 22
うねり 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 1 1 1 1

波浪階級 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2

PL採集形式 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1 it L _ 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨
0 8.9 8. 8 8. 7 6. 7 5. 6 7. 4 8.2 8.5 8. 7 8. 5 9.3 9. 0 9. 5 9.9
10 9. 26 8. 77 8. 99 9. 07 9.14 9.12 9. 21 9. 77
20 9. 26 8. 83 8. 98 9. 09 9.12 9. 25 9.18 9. 52
30 9. 27 8. 84 8. 99 9.10 9.13 9. 25 9.17 9. 51

基 50 9. 27 8. 93 9. 03 9.10 9. 29 9. 28 9. 20 9. 50

水 75 9. 28 9. 07 9. 52 9. 52 9. 32 9. 28 9. 49

本 100 9.29 9. 09 9. 38 9. 53 9. 32 9. 31 9. 49
150 9. 30 9. 54 9. 26 9. 22 9. 30 8. 90 9. 49

温 水 200 7. 46 7. 56 7.62 7.50 5. 78 7. 82
300 1.58 1.53 1.65 1.57 1.84 2. 23

(°C) 深 400 0.77 1.04 0. 99 0. 87 0. 94
500 0. 62 0. 64
600

(m) 700
800
900
1000
0 33.929 33. 665 33. 828 33. 631 33. 898 33. 854 33.945 34. 042
10 33.932 33. 671 33. 828 33. 856 33. 893 33. 932 33. 990 34. 040
20 33. 932 33. 691 33. 828 33. 871 33. 895 34. 005 33.987 34. 037
30 33. 932 33. 701 33. 837 33. 872 33. 901 34. 012 33. 985 34. 036

基 50 33. 933 33. 750 33.847 33. 875 33.953 34. 021 33. 999 34. 036
75 33. 935 33. 860 34. 012 34. 024 34. 036 34. 024 34. 036

塩 準 100 33. 935 33. 868 34. 043 34. 030 34. 036 34. 040 34. 036
150 33. 935 34. 024 34. 055 34. 057 34. 036 34. 082 34. 036

水 200 34. 097 34. 094 34. 088 34. 098 34. 091 34.103
300 34. 073 34. 072 34. 073 34. 070 34. 075 34. 067

分 深 400 34. 073 34. 072 34. 072 34. 072 34. 073
500 34. 072 34. 073
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 25 24 23 22 21 21a

位 40。13.00， 40。 13.00， 40。13.00, 40° 13.00， 40。13.00， 40。 13.00，

置 L 139° 27.50’ 139。34.50’ 139。41.00* 139。47.50’ 139° 54.00’ 139° 57.00’
日時分 24 09:50 24 10:50 24 11:40 24 12:05 24 12:35 24 12:50
天候 C C C be be be
気温 2 2 2 2. 2 2.2 2. 4
風向 •風力 ESE 5 ESE 5. 5 ESE 5 ENE 3 ENE 3 ENE 3
海流
水色 5 5 5 5 6 6
透明度 15 20 25 17 11 13
うねり 2 2 2 2 2 2

波浪階級 2 2 2 2 2 2
PL採集形式 稚丨 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚 I 稚 I 稚 I 稚 I 稚 I 稚丨 稚 1 稚丨 稚丨 ぎT ■■…' .

0 8.3 9. 3 9.8 9.1 7.2 7.3
10 8. 25 9. 56 9. 82 9. 31 7. 46 7.62
20 8.11 9. 54 9. 83 9. 31 7. 54 7. 93
30 7. 99 9. 33 9. 82 9.27 8. 53 8. 32

基 50 7. 33 9. 05 9.82 9. 37 8.18
水 75 6.87 8. 92 9. 79 9. 72

本 100 5. 59 8. 37 9. 00
150 3. 87 6. 60

温 水 200 2. 26 4. 06
300 1.02 1.31

(°C) 深 400 0. 68 0. 79
500 0. 52 0. 53

600
(m) 700

800
900
1000
0 34. 060 33. 960 33. 990 33. 860 33.170 33. 260
10 34. 080 34. 040 34. 040 33. 910 33. 340 33. 490
20 24. 090 34. 040 34. 030 33. 910 33. 370 33. 600
30 34.090 34. 060 34. 050 33.900 33. 750 33. 700

基 50 34.100 34. 060 34. 040 33. 940 33. 720
75 34.100 34. 070 34. 040 34. 050

塩 準 100 34. 090 34. 080 34. 070
150 34. 060 34.110

水 200 34. 080 34. 070
300 34. 090 34.100

分 深 400 34.120 34.110
500 34.100 34. 090
600

(m) 700
800
900
1000



我が国周辺漁業資源評価調査

【目 的 】

我が国周辺水域における水産資源の回復とその持続的 

利用の科学的基礎となる資源評価を実施するための基礎 

資料を収集する。

なお本調査は国庫委託事業であり、調査方法について 

は、日本海区水産研究所1卜4)に従った。

【方 法 】

1 調査期間

平成14年 4月〜15年 3月 

2 調査項目

⑴生物情報収集調査

ス ル メ イ 力 、 ズ ワ イ ガ ニ、ノ、タハタ、ホッコクア 

カ エ ビ ヽ ベニズ ワ イ ガ ニ、 プ リ 、 マダ ラ 、 ニギスヽ 

ア カ ガ レ イ 、 ス ケ ト ウ ダ ラ 、 ヤ リ イ カ 、 ホ ッ ケ 、 ヒ 

ラ メ 、 マダ イ 、 マイ ワ シ 、 マサ バ 、 マアジ、 夕チウ 

才、 ゥマヅラハギの19魚種について月別漁業種類別 

の漁獲量を調査した。ハタハタ、マダ イ に ついては 

魚体測定した。

(2) 沿岸資源動向調査

秋田県漁協の水揚げ伝票を用いて、ゥスメバ ル 、 

シロギス、ムシガレイについて、漁業種類別漁獲量 

及び漁獲努力量を把握した。

(3) 漁場一斉調査

調査船千秋丸（187トン、D1500ps)により、ス 

ルメイ力漁場一斉調査（図 1 ) 及びズワイガニ漁場 

一斉調査を実施した。

笹 尾

138° 139°

敬 • 杉 下 重 雄

140。 E  141°

138° 139° 140°

図 1 スルメイ力漁場一斉調査

⑷沖合海域海洋観測等調査

4〜 6月及び3月の 4回、調査船千秋丸及び第二 

千 秋 丸 （18トン、D620ps)により、図 2 に示す定 

線で海洋観測と卵稚仔の採集を行った。卵稚仔の分 

析はマリノリサーチ株式会社に委託した。

【結果及び考察】

⑴生物情報収集調査

マダイ、ハタハタについては測定結果をF RESCO 

に登録して報告した。その他の魚種については調査結 

果を日本海区水産研究所に報告した。

対象魚種の月別漁獲量は別表1のとおりである。

(2) 沿岸資源動向調査

調査対象魚種について、平成14年 1〜12月の漁業種 

類別漁獲量及び出漁隻数から漁業の概要を把握した。 

別 表 2 に対象魚種の月別漁獲量、出漁隻数、C P U E  

を示した。また、秋田農林水産統計から近年の動向を 

取りまとめて、日本海区水産研究所に報告した。

⑶漁場一斉調査

スルメイ力については、図 1 に示した調査定点で海 

洋観測 •釣獲試験及び標識放流を実施した。調査結果 

は F R E S C Oに登録して報告した。

ズワイガニについては、本 報 告 書 「ズワイガニ一斉 

調査」として別に示した。

⑷沖合海域海洋観測等調査

海洋観測結果、卵稚仔査定結果はF R E S C Oに登録 

して報告した。
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別表 1

生物情報収集調査結果表

ス ル メ イ 力 1月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

底びき 

大型定置 

小型定置 

刺し網 

釣り 

延縄 

その他 

外来イカ

52 .0

5 .0

7.0 

0.0

1910.0 

0.0 

0,0

6230 .0

46.0

0.0

0.0

4 .0

0.0

0.0

0.0

1290.0

n

^

o
o
o
o
o
o
o

6

0
0
0
0
0
0
0

0.0

0.0

0.0

6.2

0.0

0.0

0.0

0.0

705.0 878.5

0 .0 105.0

2101 .3 6598.7

0.0 8.0

1104.0

0.0

5.1

0.0

0.0 0.0

213 .3 10.7

0.0 20,0

9916.1 36055 .0 69549 .5 31481 .5 20727 .0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

49202 .0 448983 .0 112341 .0 0 .0 0 .0

2902 .8

0.0

0.0

0.0

125.0

0.0

0.0

0.0

527 .6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

ズ ワ イ ガ ニ 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

121.2

0.0

43 .0

0.0

4200 .0  

0.0 

0.0

2035 .0

9 月 10月 11月 12月

底びき 2732 .7 2758.5 1202.4 933 .9 2148.4 0 .0 1.3 198.1 370 .2 2650 .8

大型定置 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0

小型定置 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0

刺し網 0 .0 332 .0 1170.2 786.5 9.6 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0

釣り 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0 .0

延縄 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0

その他 2154 .8 879 .9 2 .0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 3498.3

ノ\夕ハ夕 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

底びき 726.2 14338.3 101275 .7 74937 .6 0 .0 390 .8 1190.3 24969 .7 163036.9 95900.1

大型定置 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 0.0 0 .0

小型定置 119.0 0 .0 0 .0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 377449 .2 918066.8

刺し網 347 .7 0 .0 0 .0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0 .0 6206.4 142007.9

釣り 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0 .0

延縄 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0 .0

その他 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0

ホッコクアカエビ 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

底びき 11579.6 19439.6 5503 .6 3004 .3 9416.3 10399.6 239 .3 1539.4 1315.8 5497 .3

大型定置 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0

小型定置 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0.0

刺し網 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0

釣り 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0.0

延縄 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0

その他 0.0 0 .0 1714.3 2054 .6  4181.1 5028.9 20659 .0 11922.1 1889 .4 1928.7 841.0 0.0



ベニズワイガニ 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

底びき 0 .0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0 .0 0 .0 0 .0 0.0

大型定置 0.0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0

小型定置 0.0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0

刺し網 0.0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0 .0

釣り 0.0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0 .0

延縄 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0.0

その他 0 .0 0.0 64900 .0 140947.5 126175.0 134645.0 142010.5 97820.0 124584 .0 76325.0 47675 .0 60856.5

プリ 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

底びき 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0 .0

大型定置 11.6 4 .0 1.3 0.0 3430.3 6061 .0 10126.5 8662 .4 4249.1 4081 .8 4 .9 83 .3

小型定置 98.7 30.7 26.0 34.6 28191.2 40953 .7 51600 .3 23172 .3 17940.3 26279 .9 21480 .0 4061 .7

刺し網 0 .0 2.9 0.0 0.0 852.1 271.1 121.9 72 .4 186.1 77.3 21.5 0 .0

釣り 0 .0 0 .0 17.0 12.4 206.5 591.0 6372 .4 1570.0 7999.5 14589 .4 2589 .4 744 .7

延縄 0 .0 0 .0 0.0 1.1 4 .4 0.0 0.0 2.5 197.0 1438.4 9664 .4 11.2

その他 0 .0 0.0 0.0 0.0 0,0 0 .0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0.0

マダラ 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

底びき 157082 .0 136317.7 16075.9 2887 .9 6688.5 3584 .8 626.9 1176.5 1420.0 9375.5

大型定置 1223.0 8792.0 1893.0 76.3 11.0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0

小型定置 3049 .9 12791.0 4821 .9 589 .7 21 .8 8.2 0.0 0.0 0 .0 0.0 11.5 27.6

刺し網 7299.7 33950.8 4438.1 384 .3 63 .6 1.5 0.0 0.0 1.1 0 .0 10.8 17.0

釣り 16.5 15.0 0 .0 6.0 144.1 164.4 52.7 3 .0 0.0 0.0 0 .0 52.8

延縄 1781.1 49.3 79.7 464 .9 158.8 127.7 0.0 0 .0 5200.5 10237.7 11132.0 12211.5

その他 0.0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0 .0 0.0

ニギス 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

底びき 3153.3 6913 .6 2618.7 43418.5 7018.2 10252.1 12878.7 4411 .3 1433.0 1971.2

大型定置 0.0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0 .0 0 .0

小型定置 0.0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0 .0 0 .0

刺し網 0.0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0 .0 0 .0 0.0

釣り 0 .0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 0.0

延縄 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0.0 0 .0

アカガレイ 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

底びき 1732.8 3311 .8 6360 .9 10106.8 3547.8 5424 .8 397.0 283 .5 699 .4 894.9

大型定置 0 .0 0 .0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 .0

小型定置 0 .0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0 .0

刺し網 0 .0 987 .2 1843.4 5767 .9 660 .6 8.4 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0 .0

釣り 0.0 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0.0

延縄 3 .8 0.0 0.0 16.8 0.0 8.0 0.0 0 .0 11.6 32.6 1.5 49.6

その他 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0.0



スケ卜ウダラ 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

底びき 10996.7 11971.0 10752.5 16949.0 6481 .0 41125 .0 15580.9 44653 .0 27487 .6 34601 .6

大型定置 0.0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0

小型定置 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0.0 0 .0 0 .0 0 .0

刺し網 0 .0 2040 .0 8952 .0 144.0 0.0 0 .0 0 .0 5.0 0 .0 0.0 0.0 0 .0

釣り 0.0 0.0 0 .0 0 .0 32.0 105.0 100.0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0

延縄 44.1 0.0 4 .2 4 .0 27.3 0.0 270 .0 0.0 1790.7 3576.0 468.9 844 .6

その他 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0

ヤリイカ 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

底びき 2099 .9 5120 .0 2528.4 493 .8 3.2 0.0 9875.1 13025.0 3514.2 4694 .5

大型定置 100.1 1429.8 818.5 747 .2 25.7 0.0 33.0 10.0 0 .0 0 .0 0.0 21 .2

小型定置 4647 .7 8349 .2 9672 .4 2900.6 679 .2 9.4 0 .8 3 .6 825.3 3569 .2 1943.3 514 .3

刺し網 0.6 57.3 5.8 24 .5 12.9 13.4 0 .0 0.0 0 .0 4 .4 0.0 0 .0

釣り 680 .2 1740.3 222.0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 34.8

延縄 0.0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0.0 0 .0

その他 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0

ホッケ 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

底びき 6298.0 5977 .0 7242.5 6966.0 241576.5 380803 .0 5731 .0 15084 .5 6842 .0 77719 .0

大型定置 195.0 518.0 752.0 357 .0 170.3 460 .0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0

小型定置 8895 .3 10030.1 26091 .5 18612.3 3765 .0 358.1 41 .2 0.0 0.0 0.0 3.3 7311.1

刺し網 0 .0 11901.6 14735.5 18151.3 24069.1 8535 .9 0 .0 105.0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0

釣り 0.0 1.1 19.0 475 .6 896.3 331 .7 76.5 0.0 155.2 4 .7 0.0 0 .0

延縄 307 .0 848.5 378.0 720 .5 510.7 1472.0 127.8 5.0 170.0 578.7 231 .4 430 .0

その他 0 .0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0

ヒラメ 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

底びき 1026.1 5299 .7 4516.0 4497 .2 4099 .3 2331 .8 4299 .2 1592.1 1281.1 2630.0

大型定置 225 .2 46.4 36.5 68.5 272.1 679 .3 339 .2 136.7 87 .4 17.7 7.4 13.7

小型定置 1129.4 392 .6 806.7 3825.1 8677 .6 10160.3 3469 .0 3429.7 3571 .4 5564 .6 3830 .9 732 .5

刺し網 542 .7 5110 .5 1895.1 8783 .9 19949.0 14308.8 2295 .7 12133.0 1525.3 1975.3 1115.1 114.2

釣り 0 .5 0.0 1.1 29.2 80 .2 597 .8 101.1 175.9 356.7 161.9 32 .6 36.8

延縄 0 .4 11.7 0 .0 0.0 47 .0 6.7 9.7 18.7 36.4 32.4 7.5 14.9
その他 49.1 185.2 5 .0 59 .4 0 .4 10.3 76.5 21.7 13.1 2560 .8 1855.1 908.1

マダイ 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

底びき 174.9 144.3 849.0 875 .5 1629.5 561 .8 1634.1 1501.6 6035.5 4226.0

大型定置 71.5 0.8 5.2 9458.2 84858.0 2386.9 643 .0 241 .4 219.2 246.7 20.7 34.9

小型定置 707 .6 9.8 1.0 10353.9 34925.1 7420 .2 4407 .9 4175 .2 2382 .2 4020 .6 2527.3 1372.7

刺し網 94 .4 130.9 80 .7 761 .0 11508.6 920.1 1265.8 842.5 1149.3 1155.2 399.0 121.9

釣り 0 .5 4.3 8.1 7.6 188.8 157.9 146.9 258.8 793 .0 196.3 12.3 2.2
延縄 0 .0 0.0 0 .0 327 .5 3242 .6 344 .7 3034 .9 3695 .6 5708.8 4447 .8 1737.4 161.6
その他 0 .0 0.0 0.0 0 .0 0.0 1966.8 7190 .4 7347 .4 3008.9 2990 .2 839 .0 578.0



マイワシ 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

底びき 0 .0 40 .0 16.0 12.0 2 .0 0 .0 0 .0 36.0 0 .0 0 .0

大型定置 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 76.0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0

小型定置 0 .0 0 .0 0 .0 739 .8 1456.5 36.5 264 .7 56.3 4 .5 248.3 45 .4 37 .3

刺し網 0 .0 0 .0 0 .0 22 .0 0.1 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 6.7 27.5 0 .2

釣り 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0 .0

延縄 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0

その他 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0 .0

マサバ 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

底びき 405 .0 588.3 151.0 113.8 125.6 197.8 436.9 543 .8 1114.8 5142.1

大型定置 374 .3 99.8 87 .7 44 .6 24455 .6 15657.9 8167 .7 6306.8 4011 .9 649 .7 124.9 54 .8

小型定置 4797 .0 876.7 4526.0 15939.6 132790.6 76066.7 48643 .6 38793 .9 30448.7 27847 .5 14373.5 173637.7

刺し網 0 .0 8.0 68.3 282 .8 900 .4 120.8 404 .9 80 .0 213.6 137.8 0 .0 3 .2

釣り 0 .0 2 .4 0 .0 0 .0 0.6 8.9 134.8 188.6 385 .5 89 .6 13.1 0.0

延縄 0 .0 0 .0 0.0 9.1 72.0 4 .2 3.4 28.2 51.9 96.7 3 .5 1.5

その他 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 63 .7 518.9 515.1 257 .3 118.5 25.1 6.6

マアジ 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

底びき 405 .0 588.3 151.0 113.8 125.6 197.8 436.9 543 .8 1114.8 5142.1

大型定置 374 .3 99.8 87 .7 44 .6 24455 .6 15657.9 8167 .7 6306.8 4011 .9 649 .7 124.9 54.8

小型定置 4797 .0 876.7 4526.0 15939.6 132790.6 76066.7 48643 .6 38793 .9 30448.7 27847 .5 14373.5 173637.7

刺し網 0 .0 8.0 68.3 282 .8 900 .4 120.8 404 .9 80 .0 213 .6 137.8 0 .0 3 .2

釣り 0 .0 2 .4 0 .0 0 .0 0 .6 8.9 134.8 188.6 385 .5 89 .6 13.1 0 .0

延縄 0 .0 0.0 0 .0 9.1 72.0 4 .2 3 .4 28.2 51 .9 96.7 3.5 1.5

その他 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 63 .7 518.9 515.1 257 .3 118.5 25.1 6.6

夕チウ才 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

底びき 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 1.5 0 .0 0 .0 4 .0 8.0

大型定置 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0.0

小型定置 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0 .4 6.8 0 .6 2 .5 0.0 0 .0

刺し網 1.5 0.0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 0.9

釣り 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0.0 0.0

延縄 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 1.0 1.0 0 .0

その他 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0.0 0 .0

ウマゾラハギ 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

底びき 46.8 2 .8 0 .0 17.4 420 .0 212 .5 57 .0 91 .5 42 .8 366.3

大型定置 71.6 12.4 100.9 1485 .4 6380 .4 934 .7 881 .4 2675 .7 701.1 153.9 154.3 1431.7

小型定置 1238.3 167.7 22.5 5177 .8 27884.1 6044 .4 1953.5 2777.5 2121 .9 3189 .6 3045.2 6894 .4

刺し網 21.5 16.2 26.2 316.1 2696.3 1018.8 281 .0 582 .2 1743.2 1250.6 1067.9 748.1

釣り 0 .0 0.0 0.0 0.0 0 .0 0.0 0 .0 0 .0 0.0 0.0 0 .0 0.0

延縄 3 .6 3 .4 0 .0 0.0 0 .0 0.0 1.7 0 .0 0.0 14.9 0 .0 2.6

その他 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 4 .0 161.3 279.9 61 .9 15.7 17.0 10.6 14.6



別表2

ウスメバル

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

出漁日数 13 16 11 8 14 13 0 0 7 10 5 4 101
のべ隻数 77 77 35 13 36 31 0 0 10 16 8 8 311
漁獲量 1213.6 397 611 .6 208.5 148.9 255.1 0 0 1640.5 403.1 62.8 32.2 4973 .3
CPUE 15.8 5.2 17.5 16.0 4.1 8.2 164.1 25.2 7.9 4.0 16.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
出漁日数 7 13 18 23 25 25 22 15 24 9 1 5 187
のべ隻数 23 124 209 283 443 490 217 159 265 28 4 25 2270
漁獲量 267 .7 3470.1 2838.9 6054.0 11753.7 10736.4 2972 .2 2408.4 4810.1 347.3 8.4 881 .7 46548.9
CPUE 11.6 28.0 13.6 21.4 26.5 21.9 13.7 15.1 18.2 12.4 2.1 35.3 20.5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
出漁日数 8 19 26 24 25 28 16 15 9 5 0 6 181
のべ隻数 12 179 186 198 208 312 37 46 29 12 0 6 1225
漁獲量 91.8 19616.9 8153 .4 8488.3 13879 .3 15897 .5 1478.8 2429 .6 2021.8 916.5 0.0 7.9 72981 .8
CPUE 7.7 109.6 43.8 42.9 66.7 51 .0 40 .0 52.8 69.7 76.4 0.0 1.3 59.6
見為▲ , 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
出漁日数 3 13 4 6 16 24 18 10 18 14 6 11 143
のべ隻数 8 23 6 11 25 49 36 16 65 48 18 18 323
漁獲量 18.1 125 113.6 231 .3 262 454.1 239 .9 214 .2 786.7 458.1 83.3 92.4 3078.7
CPUE 2.3 5.4 18.9 21.0 10.5 9.3 6.7 13.4 12.1 9.5 4.6 5.1 9.5

シロギス

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

出漁日数 4 8 10 8 15 10 4 2 1 1 63
のべ隻数 3 16 17 10 36 14 4 3 1 1 105
漁獲量 10.5 160.7 126.9 34 .4 81.0 17.1 8.7 9.4 1.2 1.8 451 .7
CPUE 3.5 10.0 7.5 3.4 2.3 1.2 2.2 3.1 1.2 1.8 4.3

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
出漁日数 0 0 0 2 22 23 19 22 22 13 5 0 128
のべ隻数 0 0 0 5 174 226 104 150 168 70 6 0 903
漁獲量 0.0 0.0 0.0 9.6 2862 .8 2733 .3 1408.0 2879 .8 3259.9 2190 .0 80 .0 0.0 15423 .4
CPUE 16.5 12.1 13.5 19.2 19.4 31.3 13.3 0.0 17.1

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
出漁日数 0 0 0 0 21 22 23 20 19 13 9 5 132
のべ隻数 0 0 0 0 126 277 255 217 262 137 13 6 1293
漁獲量 0.0 0.0 0.0 0.0 2579 .5 6465.1 6129 .2 5930.1 6251.2 4069 .3 233 .0 184.1 31841 .5
CPUE 20.5 23.3 24 .0 27.3 23.9 29.7 17.9 30.7 24.6

1月 2月 3月 4 月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
出漁日数 0 0 1 9 21 19 13 15 1 8 5 4 96
のべ隻数 0 0 1 23 52 55 39 25 1 12 6 6 220
漁獲量 0.0 0.0 1.7 32.2 42.2 192.2 36.5 85.7 1.9 32.9 8.0 1.8 435.1
CPUE 1.7 1.4 0.8 3.5 0.9 3.4 1.9 2.7 1.3 0.3 2.0

m m I 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

日数 9 12 14 16 21 20 22 17 16 16 163
隻数 24 98 121 146 233 243 395 302 140 106 1808
漁獲量 169.1 1049.9 1009.5 1579.4 2192.7 2977.2 7508.8 4681 .2 935 .2 1067.8 23170 .8
CPUE 7.0 10.7 8.3 10.8 9.4 12.3 19.0 15.5 6.7 10.1 12.8

雜 ! 1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
日数 9 8 15 16 7 0 0 0 0 0 0 0 55
隻数 15 17 23 35 11 0 0 0 0 0 0 0 101
漁獲量 20.7 136.6 376.8 147.6 8.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 690 .3
CPUE 1.4 8.0 16.4 4.2 0.8 6.8
麵U i ： 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

日数 9 22 24 27 25 24 16 8 2 0 1 3 161
隻数 41 500 449 745 664 292 49 9 2 0 1 3 2755
漁獲量 73.8 2419 2661.5 4004 .8 2410 .4 731 .6 73.9 15 1.4 0.0 0.3 2.6 12394 .3
CPUE 1.8 4.8 5.9 5.4 3.6 2.5 1.5 1.7 0.7 0.3 0.9 4.5
細 し 丨丨 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
日数 0 0 0 1 16 22 26 21 20 9 0 0 115
隻数 0 0 0 1 87 212 377 136 56 11 0 0 880
漁獲量 0.0 0.0 0.0 14.9 159.5 478.0 1107.8 553.3 176.8 42.6 0.0 0.0 2532 .9
CPUE 14.9 1.8 2.3 2.9 4.1 3.2 3.9 2.9
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我が国周辺漁業資源調査（ズワイガニ一斉調査)

410 2
408
406 2
404 1
402 2
399
397 2
395 1
393 2
391 3
390 1
389 2
389 1
388
387 2
386 3
3 8 5 菴底抜け

1 385 4
} 384 3
) 383 3

水 深 d 個 体 数 罕 個 体 数 総 個 体 数 重 量 罕 重 量 総 重 量
(rn ) (kg) (kg) (kg)

策番号

計 140 235 375 71.8 39.0 110.8

【目 的 】

秋田県における重要魚種の一つであるズワイガニは、 

T A C 対象魚種で、漁獲可能量は28 t となっている。ま 

た秋田県においては、昭和44年から平成14までの33年間、 

雌ガニを禁漁しており（14年12月 1 日より解禁）、その 

効果や解禁後の資源動向を把握することは重要である。 

このため、平成11年度から日本海区水産研究所が行うズ 

ワイガニ一斉調査に参加し、資源量を直接推定するため 

の基礎資料の収集を目的とした。

杉 下 重 雄

秋田沖におけるズワイガニ推定資源量は、才ス508卜ン、 

メス255卜ンと推定された。

表 1 調査位置

場所
罨入れ 

日 時

竃入れ開始 董入れ終了
浸漬時間

北緯 東経 水深 北緯 東経 水深

秋田市沖 

戸賀沖

8 月26日 

8 月27日

39-33-65

39-55-75

139-38-43

139-32-97

415

372

39-34-43

39-55-54

139-39-47

139-34-50

386

245

19時間39分 

19時間29分

表 2 秋田市沖菴調査結果

この結果は日水研に提出し、日本海各海域における資 

源尾数の算出がなされた。

【結果及び考察】

秋田市沖における結果を表2 に示した。雄は34個体採 

集され、そのうち22個 体 （6 5 % )が甲幅90tmn以上の漁獲 

サイズであった。雌は20個体採集された。そのうち漁獲 

可能な経産雌（成体雌）が 9個体、初 産 雌 （調査後すぐ 

に産卵脱皮する）が 5個体、未成熟が6個体であった。 

水深による採集個体数や重量の差異は認められなかった。

戸賀沖における結果を表3 に示した。雄は140個体採 

集され、そのうち135個 体 （9 6 % ) が甲幅90mm以上の漁

【方 法 】

ズワイガニの採集には、日水研仕様（竃数20、董間隔 

5 0 m )の董を用いた0

調査地点（表 1 ) は、底びき漁場と、ヵニ菴漁場の2 

地点とし、漁業者からの情報をもとに、底びき漁場につ 

いては秋田市沖（主として雄を対象とした地点）を、力 

ニ簠漁場については戸賀沖（主として雌を対象とした地 

点）を選定した。秋田市沖においては平成14年 8月26日 

に水深383〜410mにかけて葦を設置した（設置時間19時 

間39分)。戸賀沖においては、 8 月27日に水深255〜373 

m にかけて菴を設置した（設置時間19時間29分)。

採集されたズワイガニは、雄については甲幅、鉗脚幅、 

鉗脚高、重量、雌については甲幅、重量を測定した。ま 

た、雌に関しては腹部の形態的成熟•未成熟の判断、外 

仔卵の状態（色）観察並びに2002年漁期時の分類（未熟、 

初産、経産）を行った。

獲サイズであつた。水深別には水深336〜361mで個体数• 

重量ともに多かった。雌は235個体採集された。そのう 

ち経産雌が231個体、初産雌が2個体、未成熟が2個体 

であった。水深別には、310〜330mに集中分布していた。

一斉調査から推定した日本海区におけるズワイガニ現 

存匹数と現存量を表4 (2002資源評価票より）に示した。

計 34 20 54 11.0 2.2 13.2

表 3 戸賀沖簧調査結果

菴番号 水 深 d 個体数罕個体数総個体数
(m )

d 重量

...M .
孚重量

(kg)
総重量 

(kg)

8

1

9

2

5

1

0

5

6

2

4

7

8

1

0

0
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8 

0

0

0

0

0

0

1

0

0

1

0

0

0

0

1

1
 

1

1

0.

1

1
 

2
 

1

1
 

2
 

2
 

2
 

0
 

3
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3
 

2

o

o

o

 

o

o
 

o

o

o

o

o

o
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o

7
 

7
 

2
 

5
 

9
 

5
 

4
 

0
 

3
 

7
 

5
 

8

0
 

2
 

0
 

8

o 

o

o

o
 

0

0

0

1

0

0

0
 

o 

1

1

1
0.

1
3
1
2
1
3
1

0

3

2

2

4

2

2

5

5

0

5

6

0

5

6
 

0

0

2

2
 

4

0

3

8.
9

0

6

8

8

1

5
 

1

2
 

1 

1

.0
0

2

3

2

3

6

0

4

 

0

0

1

0

9

5

6

6

0

3

9

0

2

9

6

5

1

0

5

6

0

5

6
 

0

0

2

5

4

6

2

9

0

6

8

8
 

1
-
5

1

2

1

7

0

2

2

8

9

8

2

7

4

3

9
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7

0

5

3

1

1

1

1

1

1
1
8
2

5.
91
4 

3

1
3
5
3
1

255
261
267
274
280
286
292
299
305
311
317
323
330
336
342
348
354
361
367
373
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表 4 一斉調査結果から推定した日本海区におけるズワイガニ現存匹数と現存量 

(2002ズワイガニ資源評価結果より）

海区 水深帯 面積 推定現存匹数 推定資源量(トン)
(m ) (km2) 雄 雌 雄 雌

隠岐周辺 200-300 2,619.4 308,507 2,475,333 161 438
300-400 309.9 33,056 0 17 0
400-500 111.4 7,445 0 4 0

但馬沖 200-300 1,969.4 441,412 3,959,411 230 701
300-400 909.6 437,265 1,213 228 0
400-500 349.4 46,587 15,529 24 3

若狭沖 200-300 2,486.7 435,794 1,433,583 227 254
300-400 2,064.6 860,250 980,685 449 174
400-500 871.2 478,801 167,849 250 30

加賀沖 200-300 2,082.2 1,082,744 2,633,983 565 466
300-400 1,570.8 2,223,191 1,008,817 1,161 179
400-500 263.5 247,565 44,415 129 8

能登沖 200-300 1,257.1 2,501,629 3,846,726 1,306 681
300-400 557.1 7,075,331 1,034,113 3,693 183
400-500 488.5 4,144,854 545,225 2,164 97

A海域計 17,910.8 20,324,431 18,146,880 10,609 3,212

新潟沖 200-300 1,116.0 29,760 267,840 16 47
300-400 1,102.0 1,338,930 3,122,765 699 553
400-500 979.9 1,060,252 1,368,656 553 242

男鹿南部 200-300 1,029.0 466,480 843,780 244 149
300-400 900.4 389,257 469,535 203 83
400-500 647.0 116,971 131,784 61 23

B海域計 5,774.3 3,401,650 6,204,360 1,776 1,098
日本海計 23,685.1 23,726,081 24,351,240 12,385 4,310



ハタハタ種苗生産放流事業

(放流追跡調査•放流魚被食調査）

杉 下 重 雄

【はじめに】

ハ夕ハタ人工種苗の放流は、昭和59年から行われてい 

る。当初の目的である、種苗の大量生産体制はほぼ確立 

された。そこで近年は、最も適した放流場所、放流方法、 

放流時期並びに放流サイズの検討が課題となった。また、 

人工種苗の被食実態についても議論されている。

放流場所及び放流方法については、これまでは県内で 

も最大規模の八斗崎産卵場付近に設けた中間育成場所か 

ら、生け簀網をそのまま沈める方法が最もよいとされて 

きた。

放流時期は、放流場所から天然魚主群形成位置までの 

天然魚生息数が十分多い時期（4月上、中旬）に放流す 

べきであることがわかっている。

放流サイズは、再捕される人工種苗と天然魚のサイズ 

比較結果や、ハタハタ稚魚にはその体サイズ（発育段階） 

に適した水深帯が存在することから、天然魚と同サイズ 

がよいことが示唆されている。

また、放流直後のさし網調査では、ホッケによる捕食 

が認められる（ホッケ1尾が100尾以上も人工種苗を捕 

食している場合かある）。 しかし、調査は網生け簀周辺

のみで行ってきたため、天然魚や人工種苗がどの程度捕 

食されているかは、わかっていない。

一方、北浦での天然ハタハタ稚魚調査は約20年前から 

実施している。これまで3月下旬での水深5 m の仔稚魚 

期から5月下旬での水深50、6 0 mの稚魚期までは連続し 

た追跡が可能であったが、 5月下旬から、翌年の3月に 

底びき試験操業で体長10cm前後の未成魚が入網するまで 

の期間における、ハタハタ稚魚及び未成魚の成長と移動 

は、まったく不明であった。

しかし、平成13年から水深60m以深での調査が積極的 

に実施された結果、稚魚から未成魚にかけての成長•移 

動 •生残に関する知見が新たに得られ、放流場所や放流 

時期を大きく変えることによって、これまでよりも効果 

的な放流が可能になることが示唆されたので報告する。

【材料及び方法】

1 放流追跡調査

平成14年 3月25日から9月26日まで、 5〜270m水 

深帯で、図 1 の地点を合計134回の曳網を行った。採 

集漁具には開口板付き曳網を用いた。原則として、曳

八森沖

能代沖

-入-道沖

戸賀沖 

瓦茂沖 

門前沖

船川沖

声■ガリ力ド

図 1 平成13、14年調査地点
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網時間は10分間とし、採集したハタハタ稚魚は全数研 

究室に持ち帰ることとした。ただし、採集尾数が甚だ 

多い場合は、その概数を把握した後に現場で直ちに再 

放流を行った。持ち帰ったハタハタ仔稚魚及び未成魚 

は、人工種苗放流以前のものは尾数を計数し、体長を 

測定した。放流後に採集されたものは凍結保存し、後 

日に解凍後、体長を測定し、即座に耳石を摘出して蛍 

光顕微鏡で標識の有無を確認した。なお、再放流を行っ 

た場合及び曳網時間が10分未満であった場合は、採集 

尾数を結果において換算（10分曳、全数計測として標 

準化） してある。

2 放流魚被食調査

さし網調査は北浦地先において14年 3月26日から4 

月29日まで、 7 日間• 16力所で行った。

また、ハ タ ハ タ 稚魚曳網調査にお い て も 、 ハ タ ハ タ  

稚魚と同時に採集された稚魚を捕食可能であると考え 

られた魚類につ い て 、 そ の 胃腸内容物を調査した。

さらに、漁業者からの情報から、人工魚礁付近での 

メバル一本釣りと、さし網漁獲魚についても調査した。

【結 果 】

1 放流追跡調査

(1) 人工種苗の追跡

北浦発生群の追跡結果を表1 に示した。秋田産の

人工種苗は4月15日に放流し、翌日の4月16日には 

水深 5 m で 8尾、10mで 6尾、20mで43尾と多くの 

人工種苗が、天然魚主群位置まで移動していた。そ 

の後水深20m地点では、 4月26日まで秋田産人工種 

苗の再捕があった。放流から38日後の5月23日には 

戸賀沖の水深80〜140 m で北湳放流群と推定される 

秋田産人工種苗の再捕があった。また、 5月30日に 

も戸賀、加茂沖の水深140mで秋田産の再捕があっ 

た。日栽協産の人工種苗は4月25日に放流したが、 

その後の調査では再捕されなかった。

椿地先における結果を表2 に示した。放流から6 

日後の4月23日に水深33、40、50m地点でそれぞれ 

40、32、23尾の再捕があった。放流から14日後の5 

月 1 日には、天然魚、人工種苗とも調査地点外に移 

動していた。この調査海域では、水深33m以浅は海 

底地形及び設置漁具、水深70〜80及び85〜9 5 mには 

人工魚礁が設置されているため連続的な追跡は困難 

である。

船川沖における結果を表3 に不した。 5月 2〜28 

日における水深60〜120mでの天然魚の成長と移動 

が初めて把握された。また、椿放流群の移動経路は 

この定点外であることが考えられた。

ノ\森沖における結果を表4 に示した。同時期であっ 

ても北浦や船川群と比べ、生息水深が深いことがわ 

かった。また、県北部で発生した稚魚は北上傾向が

表 1 北浦発生群ハ夕ハタ稚魚の水深別採捕尾数

_LiS_放濠日：4月15日(日觎滬)_____________ 放邃尾數:1»3M干• 秋田廬1.104千• 日栽tt産2S8千尾
放滇繕通日日\水深_________ 5 1 0 1 5  20 25 30 35 40

■..............3J25B................................1.1.86_______ 1_10_7_............................................ .

________4_J5_40  ...............................    _1_5356...... 2964    34_ _ _

___________________________   … ._5700..............................  18700 _

… ！… 4JJ_6B ........ §(6；..................................... 12890(43}......... ............... 7_63?_..

. 4J2.2B........................... 36____________543_2{?4)......................... _195.6__■

Itorl 4 月 26 日 12 1124(7) 472

« カゲ3内は人工種菌敷昏承す

表 2 椿地先におけるハ夕ハ夕稚魚水深別採捕尾数

1 4年 放流日：4 月17日 放流尾数:秋田産2,377千尾

放流経過日费 月日/水深 5 10 15 20 25 30 33 35 40 45 50
4月9 日 1

6 4月2 3日 4 1 2 ( 4 0 ) 2 4 9 ( 3 2 ) 3 4 2 ( 2 3 )
14 5月1日 2 ( 1 ) 0

※カツコ内は人工種苗数を示す



表 3 船川沖におけるハタハ夕稚魚水深別採捕尾数

門前 ( 7 / 3 ) マガリカド( 7 / 4 )

図 2 門前沖とマガリ力ドのハ夕ハタ体長 

(マガリカドは門前より南に位置し、採集水深帯は 

どちらも250〜270mである。）

強く、より綿密な調査が必要であるが、北浦と県北 

部海域のハ タ ハ タ 資源がかなり独立した資源である 

ことが考えられた。

水深200m以深における結果を表5 に示した。北 

浦以南で2月〜 3月にかけてふ化したハ夕ハタは、

7月上旬まで南下しながら成長すること（図 2 )、 

また、 7月中旬以降には水深270m以深あるいは秋 

田県以南に移動することがわかった。

(2) 再捕された人工種苗と天然魚との比較

再捕された人工種苗と天然魚及び放流時の人工種 

苗の体長を比較した（図 3 )。

1 ) 北湳発生群

放流時の天然魚のサイズと秋田産の放流サイズ 

を比較すると、本年は天然魚の方が若干大きかっ 

た。再捕された秋田県産人工種苗と天然魚のサイ 

ズを比較すると、人工種苗は天然魚のサイズとほ 

ぼ同じであるか、若干小さいという結果となった。 

従って、放流個体のサイズと天然海域で再捕され 

る個体のサイズは一致する結果になった。同様に、 

天然魚のサイズと日栽協産の放流サイズを比較す 

ると、日栽協産の方が甚だ大きかった。 しかし、 

天然海域では再捕されなかった。

1 4 年
放流経過日要月日，水深 60 80 100 120 140 160 180 200

5月2 日 58 1 0
5月14日 
5月2 0日 
5月2 8日

4
2

26 
" 51 
' 1

0
' 2 
■ 49

" " 6  
■ 80 ' " " 6 " …

--------------------------------------------------

6月1 4日 2 45
1

6月2 0日 0 7 2

表 4 八森沖におけるハタハ夕稚魚水深別採捕尾数 

1 4 年 放流日：4 月1 6日 放流尾数:秋田産119千尾
放流経過日费月日/水深80 9 0 1 0 0 1 1 0 115 120 130 140

41 5 月 27 日 51 6
2 1 (南側）

242 1092

表 5 水深200m以深におけるハタハタ未成魚水深別採捕尾数

1 4 年
月日/水深 200 210 220 230 240 250 260 270 280 290 300

6月5 日 千秋底びき 29
6月2 0日 船 川 沖 2
6月2 6日 加茂沖 1

門前沖 15
7月3 日 仲の根 1

門前沖 3 19
7月4 日マガリカド南側 4 11

マガリカド 56 4
7月1 8日マガリカド南側 1

マガリカド 1
9月1 0日 
2月13日

シグレ沖側 
千秋底びき

----------------- ---------------- ----------------- --------------- ---------------------------------- 2
3

----------------------------------- -----------------
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15
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4 / 1 6  5m  
N =6

M M

□天然魚 

圔秋田産

25 35

4 / 1 5 秋田産 

北浦放流魚

4 / 1 5 秋田産 

北浦放流魚

15 2 5 35 4 し 15 2 5 35 41

4 / 1 6 10m  
N =8

□天然魚 

■秋田産

25 3 5

4 / 2 2  8m  
N = 3 6

□天然魚

15 25 35

□天然魚 4 / 2 6  8m  
N = 1 2

M r i h

4 1  15 2 5 35 45

i^TTTk-

4 / 1 6  60 m  
N = 5 2 4

[□天然魚 1

25 35 4匕

□天然魚
4 / 2 2  60 m

15 25 35

4 / 1 5 秋田産 

北浦放流魚

25 35

| □天然魚 | 4 / 2 2  75m  
N=1

-q-

15 25 35 Ai

4 / 2 5 日栽協 

北浦放流魚

15 25 35 4£

(m )

図 3 — 1 再捕された人工種苗と天然魚の体長（北浦発生群）
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□天然魚 

■秋田産

35

50

35

5 / 2 3  8 0m  
•戸 賀 n = 3 4 4

45 55

5 / 2 3  1 0 0m  
•戸 賀 N = 3 4 9

4 5

□天然魚 

■秋田産

55

5 0
(尾） 5 / 3 0  1 00 m

尸 賀 N = 7 0

_ T T f K  1ロ-天然色!

35 4 5  55

□天然魚 5 / 3 0  1 4 0 m

■秋田産 尸 賀 N = 6 3

___

35 4 5  55

5 0
□天然魚 

■秋田産

4 / 2 3  3 3m  
■椿 N = 3 7 2

- J 1 - _

15 25 35 4e

5 0
□天然魚 

■秋田産

4 / 2 3  4 0 m  
■棒 N = 2 1 7

15 25 35

□天然魚 

■秋田産

5 / 2 3  12 0 m  
•戸 贺 N = 2 0 7

ttl
35 4 5 55

□天然魚 

■秋田産

5 / 2 3  1 40m
- ■尸贺N -9 7

- r ^ j T l T b - r - ,

35 45 5 5

(m )

35

35

5 0

5 / 3 0  1 0 0m  
■加茂N =51

□天然魚

4 5 55

5 / 3 0  1 2 0 m  
•加 茂 N = 8 2

□天然魚

^ J 7 ~ r n T | - » - r u

4 5 55

5 / 3 0  1 40m  
加 茂 N = 3 7 9

□天然魚 

■秋田産

35 4 5 55

□天然魚 

■秋田産

15 25

15 25

15 25

4 / 2 3  5 0 m  
■椿 N = 3 1 9

1------ r

3 5  43

□天然魚 

■秋田産

5 /1  3 3m  
椿 N=1

_ m  ,n_ ■■ ■■_

35 4e

4 / 1 7 秋田産 

椿放流魚

35 45

図 3 — 2 再捕された人工種苗と天然魚の体長（北浦発生群、椿）

2 ) 椿地先

調査地点で採集された天然魚のサイズと秋田産 

の放流サイズを比較すると、天然魚の方が若干大 

きかった。再捕された秋田県産人工種苗と天然魚 

のサイズを比較すると、人工種苗は天然魚のサイ 

ズとほぼ同じであるか、若干小さいという結果と 

なった。従って、放流個体のサイズと天然海域で 

再捕される個体のサイズは一致した。

⑶人工種苗と天然魚の成長比較

再捕された北浦放流種苗と天然魚（北浦発生群） 

の成長を比較した（図 4 )。天然海域に馴致し再捕

された人工種苗は天然魚と同様の速度で成長してい 

ることが確認された。

2 天然魚の成長と移動

⑴天然魚の水深 60m以深での移動経路

北浦産卵場でふ化したハタハタは、成長に伴い深 

所に移動する。つまり次第に岸から遠ざかっている 

と考えられていた。 しかし実際は、水深50〜60m地 

点から急激な南下傾向を示し、 5月中旬には戸賀湾 

湾口で水深80〜100mの岸から非常に近いところに 

主群を形成することが明らかとなった。そしてその 

後は、戸賀沖から門前沖を次第に深所に移動しなが
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図 7 ハタハタ2002年級群の成長

15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65
体長(mm)

ら南下し、成魚生息場である水深250mに移動する

経路があることがわかった（図 5 )。

⑵天然魚の成長

1 ) 成長速度

ハ夕ハタ2001、2002年級群の成長を図6、 7 に 

示した。体長50mmを境に成長速度が変化すること 

が明らかとなった。また、体長50mmを超えた後の 

成長は、ハタハタが再び秋田県沖に回帰し、漁場 

に加入する2月下旬から4月上旬の成長速度と一 

致することが明らかとなった。

2 ) 肥満度の推移

北浦発生群及び水深200m以深で採集されたハ 

夕ハタ仔稚魚及び未成魚の肥満度を図8、 9 に示 

した。ふ化から体長35〜37mmまでは、成長に伴い 

肥満度が増加するが、その後は減少に転ずる。ま 

た、水深200m以深では体長の増加に伴い肥満度 

も増加する。

3 放流魚被食調査

被食調査の結果を表6 に示した。ハタハタ稚魚の被 

食が確認されたのは、ホッケ77尾中 6尾、アイナメ12 

尾中 1尾、タマガンゾウビラメ 2尾中 1尾、メバル4 

尾中 1尾であった。ハタハタ捕食魚の詳細は表7 のと 

おりであった。

人工種苗が被食されていたのは秋田産、日栽協産と 

もに放流日当日のみで、尾数は27尾と 6尾、捕食魚は

R2 = 0.9808-

▲北浦発生群(0〜60m )
O 船川沖（100〜160m) 
♦ 千秋丸底びき(200m以深）

3/1 4/1 5 /2  6 /2  7 /3  8 /3  9 /3  10/4 11/4 12/5 1 /5  2 /5  3 /8  4 /8

図 6 ハタハタ2001年級群の成長 

(肥満度）

15

R  I_ _ - I I I I I I i I

15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65
体長(mm)

図 4 放流後の人工種苗と天然魚の成長 

(人工種苗：黒丸実線天然魚：白丸点線)

図 5 ハ夕ハ夕稚魚の移動経路

9

. • • •  •  ̂ jし、由 >4. /ハ
—o 北浦発生群(0 

〜170m)
• 2 0 0 m以深——oo-----------------------------

3/1 4/1 5 /2  6 /2  7 /3  8 /3  9 /3  10/4 11/4 12/5 1/5  2 /5  3 /8
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図 8 北浦発生群（0 〜1 7 0 m )の体長•肥満度 図 9 2 0 0 m以深の体長•肥満度



表 6 被食調査結果

投網 揚網 « 所 反数 水深 ホッケ アイナメ タマガンゾウビラメメパル マガレイ メイタガレイ マコガレイ イシガレイ ヒラメ キアンコウ キビレミシマ ウグイ その他

3 /2 6 3 /2 7 相川灯台 3 6 m 12 1 タナゴ1

曳網場所 3 1 Om 1 タコ、カレイ

4 /11 4 /1 2 生け簧 1 3 8

曳網場所 2 2 0 m 1 2 力ナガシラ

曳網場所 3 4 0 m 2 ( 1 ) 2 4 力ナガシラ

4 /1 5 4 /1 6 生け簧 1 1 (1 ) 1 3 16 コモンカスべ2

相川灯台 2 8 m 2 (1 ) 1 2 1 1 クロダイ、コモンカスべ

相川一浜間口 3 8 m 1 1 1 2 ケムシガジ力

4 /1 7 4 /1 8 生け簧 1 1 3 スナガレイ、フサギンポ2

4 /2 3 4 /2 4 生け蟹 1 1 2 1 ウミタナゴ、フサギンポ、コモンカスべ2

曳網場所 2 2 0 m 1 2

曳網場所 3 4 0 m 2 力ナガシラ

4 /2 5 4 /2 6 生け簧 1 1 1 2

相川灯台 5 8 m 1 1 (2 ) 5 1 コモンカスべ

4 /2 9 4 /3 0 曳網場所 3 4 0 m 2 1 マフグ、力ナガシラ、コモンカスべ3

曳網場所 3 6 0 m 1 コモンカスべ

5 /8 人工魚礁上 

メバル1本釣y

30 〜35m 4 ( 1 )

5 /2 6 入道崎刺し網 50~80m? 7

6 /5 千秋丸底びき 284m 5 0 (3 }

※網掛けはハタハタを捕食していたもの 

カツコ内はハタハタを捕食していた尾数

表 7 ハ夕ハタ捕食魚の詳細

検出されたハタハタ尾数

月日 採集方法 水深(m ) 場所 魚種 TL(nn ) 総数 秋田産 天然魚 不明備考

4 / 1 1 - 1 2 さし網 40m 曳網場所タマガンゾウビラメ 144 5 5 放流前

4 / 1 5 - 1 6 さし網 Om 生け簧 アイナメ 306 4 4 秋田放流直後

さし網 8 m 相川灯台ホッケ 355 23 23 秋田放流直後

4 / 2 5 - 2 6 さし網 8 m 相川灯台ホッケ 350 5 3 2 日栽協放流直後

ホッケ 340 3 3 日栽協放流直後

5 /8 メバル釣り 30 〜35m 曳網場所 

付近の 

人工魚礁

メバル 223 2 2 実際はメバル1尾が数〜十数尾を捕食 
1操業中に数百尾のハタハタ稚魚が船上に散乱 
4 /2 0〜5 /1 0 (5 /1 6、17はゼロ）、4 月下旬がピーク 
時間はA M 3〜4時

5 /26 さし網 50 〜8 0 m ? 入道崎 

人工魚礁

ホッケ 不明 不明 ハタハタの通過時期にホッケが急増

6 /5 曳網 284m 成魚生息場ホッケ

ホッケ

ホッケ

340
360
325

1
2
1

1
2
1

6 /5ハタハタ天然魚体長45 .6〜5 6 .0 (平均50.5) 
被食魚の体長50.2mm

(尾) 
12「

o ------------------------ ------------ ------------ ------------------------p — — 圖圖圖,-------------------------I
270 280 290 300 310 320 330 340 350 360 ( mm)

図1 1 ホッケ全長組成と捕食個体サイズ（6 / 5 、 2 8 4 m )  
• 捕食していたホッケサイズは、秋田沖では大型個体 

• ロの大きさから、320mm以下では捕食不可能 

•ハタハタ未成魚の肥満度はこの後上昇する 

•曳網調査結果と期間がほぼ一致

図1 0 ハタハタ稚魚の移動とメバルによる捕食期間 

•メバルは移動せずその場にいるものを食べる 

• 元来砂場でメバルはいなかったが、平成13年から 

急 増 （魚礁効果？）
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表 8 北浦での放流日

秋田産日栽協産

3 / 2 5  4 / 4  4 / 1 4  4 / 2 4  5 / 4  5 / 1 4  5 / 2 4

図1 2 水深20m地点でのピーク時を100とした採集尾数 

•1 4年は例年と比較し、 8 〜12日移動が早かった。

ホッケとアイナメであり、これまで認められていたホッ 

ケなどによる放流直後の生け簀網周辺での現象（ホッ 

ケ 1尾が人工種苗を100尾以上捕食）はなかった。

本年は、ハタハタ稚魚の移動経路付近に設置された 

人工魚礁での被食が多いとの情報を漁業者から提供さ 

れたが、実態は把握できなかった（図10)。

6月 5 日に千秋丸底びき調査で入網したホッケ全長 

組成とハタハタを捕食していた個体の全長を図11に示 

した。ハタハタを捕食していたホッケは、秋田沖で採 

集されるホッケとしては大型の個体であり、デ一夕は 

ないが、ホッケのロの大きさから全長320imn以下の個 

体ではハタハタを捕食できない可能性がある。また、

ハ夕ハタの肥満度もこの後増加することから、成魚生 

息場まで達したハタハタ未成魚においては、被食の影 

響は考慮しなくてよい可能性がある。

【考 察 】

これまでの調査結果から、産卵場近くの放流場所から 

天然魚主群位置以浅での天然魚生息数が十分多い時期に 

放流すべきであることがわかっているため、本年の北浦 

での放流は、 これまでで最も早い時期の放流を試みた 

(表 8)。 しかし、平成14年春期は桜の開花が全国的に2 

週間早かったように異常年で、図12に示すようにハタハ 

夕稚魚の移動も例年より10日前後早かった。また、放流 

後の人工種苗の再捕尾数が多く、成長が良かった平成11、

13年には、放流日に網生け簀周辺で天然魚の存在が確認 

されたが、本年は確認されなかった。っまり、実質的に 

は少し遅い時期に放流したことになる。これは、 4月25 

日に放流した日栽協産の再捕がなかったことを説明して

一  89 -

いる。よって本年の結果も、北浦から放流する場合は天 

然魚主群位置までの距離と、そこまでの空間がいかにハ 

夕 ハ タ 稚魚の生息に適しているかが重要で、生息に適し 

ていない場合には、その空間での減耗が大きいという昨 

年までの結論を支持しており、 4月下旬まで中間育成を 

して放流サイズを大きくするよりは、 4月上旬に放流し、 

天然魚の移動にうまく乗せる必要があるといえる。

北浦からの放流では、放流時の天然魚生息場までの距 

離の観点から、早期に放流する必要がある。 しかし、水 

深60m以深の移動経路は再び陸地に接近することが明ら 

かとなり、戸賀からであれば、この距離の問題は解決さ 

れると思われた。

また、成長速度と肥満度のデータから、ハタハタ稚魚 

期にはその後の生死を左右する時期が少なくとも次の2 

つ存在することが推定され、

①体長35〜37mmで水深40〜5 0 mに生息する時期

②体長45〜50mmで水深120〜170mに生息する時期

②の段階を超えたハタハタは成魚と同じ行動をし、その 

後の生息場所が日本海固有水の上端であり、環境が非常 

に安定していることと、成長速度が翌年の3、 4月と一 

致することから、この時期に稚魚から未成魚となり、生 

残率も安定すると考えられた。

以上のことから、 5月中旬に戸賀湾から放流すれば、 

移動距離が短くスムーズに天然魚主群に合流でき、生残 

率の安定した未成魚を放流するという、より効果的な種 

苗放流が可能となることが示唆された。
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水 産 資 源 調 查

【目 的 】

本調査では調査船千秋丸による底びき網試験操業を行 

い、秋田県沖合海域における主要底魚の資源動向を把握 

した。本年度はハ タ ハ タ と同じ海域で漁獲されるアカガ 

レイとマダラについて基本的知見を集めた。

【方 法 】

千秋丸による底びき網試験操業で漁獲されたアカガレ 

イ及びマダラを全数測定した。

1 アカガレイ

原則的に全数、全 長 （IM)、体 重 （g )、生殖腺重量 

( g ) 及び雌雄判別を行った。また、水揚げ状況調査 

により収集した資料により、本県の底びき網漁業によ 

る漁獲量の実態を把握した。

2 マダラ

原則的に全数測定を行った。大きt、個体につL、ては、 

体 長 （mm)、体 重 （g)、生殖腺重量（g ) 及び雌雄判 

別を、小さい個体については体長（mm)及び体重（g) 

を測定した。また、水揚げ状況調査で収集した資料に 

より、本県の底びき網漁業による漁獲量の実態を把握 

した。また、ハタハタ稚魚調査で混獲されたマダラ稚 

魚については、体 長 （nun)及び体重（g ) を測定し、 

その結果も含めた。

【結果及び考察】

千秋丸底びき網試験操業の結果と採捕魚を表2及び表 

3 に示した。本年度は表1 に示したように、平成14年 4 

月から平成15年 3月まで毎月0〜 3 日各1〜 2回、計16 

日、26回の調査を行った。なお、 7月は千秋丸がドック 

のため、操業できなかった。

操業海域は図1 に示した戸賀沖及び秋田沖の水深240 

〜316mの海域で、ハタハタを中心に調査した。

表 1 月別操業回数

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

操業日数 2 2 1 0 1 3 1 1 1 2 1 1

操業回数 4 3 1 0 2 5 2 1 1 3 2 2

土 田 織 恵

図 1 操 業 海 域

1 アカガレイ

全長87〜368imの個体が計172尾漁獲された。 うち雄 

が44尾、雌が127尾、不明が 1尾と圧倒的に雌が多く 

漁獲される傾向を示した。

.図 2 に雌雄の全長組成を示した。全長のモードは雄 

で220mm前後に、雌で280im前後に見られた。
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50,939 6.8

52,758 7.1

32,770 4.5

30,665 5.0

25,237 4.3

10,026 1.9

10,580 2.2

24,407 5.8
31,021 6.1

38,689 7.7

29,973 6.4
32,978 7.2

22,680 5.4

23,966 5.1

32,760 8.0

I
S
O

100 200 300
全長(mm)

400

図 3 アカガレイの全長とG S Iの関係

図 4 に時期別のG S Iの変化を示した。雄 は 1〜 2 

月に1.0成熟個体が多く見られた。一方雌は9 月半ば 

に10.0以上の個体が出現し、 2月半ばにピークとなっ

た。その後、 3月の調査では産卵後と思われる個体も 

かなり出現していたことから、産卵の盛期は2月と考 

えられる。

図 2 アカガレイの全長組成

図 3 に全長と生殖腺体指数（G S I )の関係を示した。 

G S Iは次の式を使用した。

GSI = 生殖腺重量//内臓除去重量x 100 

雄ではG S Iが4.0以上になることはなく、1.0以上の個 

体は全長210mm前後から出現していた。また、雌は G 

SIが30.0以下で、 10.0以上の個体は全長250麵以上か 

ら出現していた。従って雄は4〜 5歳、雌は 6歳で生 

殖に参加すると考えられる。なお、年齢は平成7年度 

秋田県水産振興センター事業報告書（1996) による次 

の式を用いた。

Lt =  558 (1-e0-199(t'0011))

年令 _____ 1— 2 —  3 — 4 — 5 — 6 _ _ 7  _

計算体長 57 113 163 208 247 282 313

図 4 アカガレイの時期別G S Iの変化

表 2及び図 5 に漁獲量とC P U E の経年変化を示し 

た。漁獲量は平成2年から減少傾向を示し、平成 5年 

に最低となった後、平成 9年までは増加傾向にあった。 

これはアカガレ イの漁場がハ タ ハ タ の漁場と一部重複 

し て い る ため、ハ タ ハ タ 禁漁に伴う一時的な減少と考 

えられる。平成10年以降は再び減少傾向を示したが、 

本年は32.8卜ンと昨年の24卜ンより増加した。C P U E は漁 

獲量の変化と対応し て い る が、ほぼ横這い状態を維持 

し て い る と考えられる。

表 2 漁獲量とCPUEの経年変化（水揚げ状況調査より）

^  延 べ 隻 数 漁 獲 量 （kg) C P U E

4/1  6/1 8 / 1 1 0 / 1  12/1 1/31
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図 5 アカガレイの漁獲暈とC PU Eの経年変化 

2 マダラ

全長81.9〜970mmの個体が計1238尾漁獲された。そ 

のうち雄が219尾、雌が256尾、性別不明が763尾で性 

比はほぼ1 : 1 であった。

図 6 に雌雄の体長組成を示した。全長のモードは雄 

で250im前後及び600mm前後、雌で250mm前後及び650mm 

前後、性別不明で110mm前後及び180mm前後で見られた。 

このことから、数種類の年級群が混獲されている事が 

考えられた。なお、性別不明の個体は5月に多く漁獲 

され、これは1歳魚と考えられた。また、 9月以降は 

当歳魚と見られる小さな個体も漁獲されるようになっ 

た。
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図 6 マダラの全長組成

図 7 に体長とG S Iの関係を示した。G S Iはアカガ 

レイと同じ式を用いた。G S Iは雄で40.0、雌で65以上 

になることはなく、10.0以上の個体は雄で体長405腿、 

雌で体長530mm以上から出現していた。従って雄は3 

歳、雌は 4歳で生殖に加わると考えられる。なお、年 

齢は次の式を用いた。

L t - 1079.3 (1-e-0-174 (t+0-0498))

年令 i 2 3 4 5 6

計 算 体 長 93 255 390 503 598 677

出典はアカガレイ と同じ。

I

40 0  600

体長 ( m m )

1000

図 7 マダラの全長とG S Iの関係

図 8 に時期別のG S Iを示した。雌雄ともに1月上 

旬には成熟個体が出現した。雌雄ともに2月中旬には 

産卵後と見られる個体もあり、産卵の盛期は1月と思

Lu
n
d
o

われる。
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図 8 マダラの時期別G S Iの変化

図 9及び表 3 に漁獲量とC P U E の経年変化を示し 

た。漁獲量は数年ごとに増加と減少を繰り返している。 

平成 9年からは減少傾向にあったが、本年は335トンと 

昨年より増加した。C P U E は漁獲量の変化と対応し 

ていた。

表3 漁獲量とC PU Eの経年変化

年 延べ隻数 漁 獲 量 （t ) C P U E

S55 10,690 668,644 62.5

S56 10,993 545,277 49.6

S57 11,176 446,444 39.9

S58 10,402 357,892 34.4

S59 10,573 338,733 32.0

S60 9,588 237,609 24.8

S61 8,730 148,458 17.0

S62 7,660 162,001 21.1

S63 7,442 375,636 50.5

H  1 7,379 638,092 86.5

H  2 7,309 637,732 87.3

H  3 6,174 290,105 47.0

H  4 5,884 160,005 27.2

H  5 5,340 101,356 19.0

H  6 4,769 167,385 35.1
H  7 4,215 263,564 62.5

H  8 5,065 318,546 62.9

H  9 5,031 533,815 106.1

H10 4,699 420,772 89.5

H11 4,558 423,821 93.0
H12 4,227 301,976 71.4

H13 4,708 225,446 47.9

H14 4,102 335,237 81.7

図 9 マダラの漁獲量とC PU Eの変化

本年度は100〜200mm前後の小型の個体が多数人網し、 

これらは昨年生まれた個体と考えられる。千秋丸底び 

き網試験操業では4月 9 日から漁獲された。また、今 

年生まれと思われる個体は9月上旬から漁獲された。 

これらの個体は同時に採集され、他の年級群の個体も 

採集されていることから、複数の年級群の個体が同じ 

海域に生息していると考えられた。

図10にマダラ稚魚の平均体長の推移を、表 4 にマダ 

ラ稚魚の時期別、水深別の漁獲尾数を示した。

図1 0 マダラ稚魚の平均体長の推移

表 4 マダラ稚魚の時期別、水深別漁獲尾数



調査を開始した4 月初めには平均体長が18.64mmで 

あったが、翌 3 月には107.4麵まで成長した。 9月に 

他の年級群の個体と混獲され始めたときの平均体長は 

91.5mmであり、小さい個体でも80im以上であった。

このことから、体長が80臟に達する9月頃までに他 

の年級群と同様の海域まで移動することが示唆された。

図11に 6月までのマダラ稚魚の水深別平均体長の推 

移を示した。同日で比較すると、若干ではあるが水深 

の深い方が平均体長の大きい傾向が見られた。

マダラ稚魚は4〜 6月のハタハタ稚魚調査及び9月 

以降の水産資源調査においてほぼ周年漁獲された。今 

後は本年度に調査できなかった7、 8月の動向及び成 

長の解明が必要である。また、本年度も昨年度に引き 

続き昨年度生まれと見られる個体が多数漁獲された。 

このことから昨年度は卓越年級群が発生したと考えら 

れるため、この年級群の動向を追っていくことが今後、 

重要となってくると考えられる。



計量魚探による資源評価手法の開発

【目 的 】

千秋丸搭載の計量魚群探知機を用いて、ハタハタなど

底魚類の資源評価手法の開発を試みた。

【方 法 】

1 吊り下げ法などによるハ夕ハタT S の計測実験

卜ランスデューサ一の較正と同様な手法で、垂下す 

る較正球に代えて、ハタハタ鮮魚を卜ランスデューサー 

直下に吊り下げ、得られたエコー卜レースから、ハタ 

ハ夕 TS (ターゲッ卜ス卜レングス）の推定を試みた。 

また、ハタハタ鮮魚を海上に投下し、沈降する魚群の 

上を航走しながら、魚探反応を収集することによりT 

S の推定を試みた。

2 ハタハタ集積期の魚探反応の収集

本年度5 〜 6月に、 1 +主体のハタハタが底びき網 

漁場で大量に入網する現象が見られたため、漁場周辺 

での魚探反応の収集を行った。

調査に使用した計量魚群探知機は、S IM R A D 社の 

EK500及び後処理システム BI500であり、船上ではデ一 

夕の収集のみを行い、M 0 に記録して持ち帰った後、 

分析を行った。 EK500の設定値として、ターゲット 

ストレングス（T S ) の閾値一65dB、体積散乱強度 

( S V ) の閾値-80dBを設定した以外はほぼ既定値のま 

ま利用した。 卜ランスデューサ一の較正は1の調査時 

に行い、この値をすべての調査で使用した。分析は38 

k H zの周波数で得られたデ一夕に基づき行った。

【結果及び考察】

1 吊り下げ法などによるハタハタT S の計測実験（5 

月22日）

佐 藤 泉

(1) 標本個体をナイロンネッ卜に固定する計測方法

冷凍保存したハタハタ2個体をそれぞれ別のナイロ 

ンネッ卜にテグスで固定し、船上で解凍した後、それ 

ぞれが卜ランスデューサ一直下の水深15m及び20m水 

深付近に水平に定位するように吊り下げた。

EK500の出力したデ一夕ファイルから、BI500のコ 

ンバー卜プログラムにより、標本個体からの反射（エ 

コー卜レース）のあった時分、深度、反射強度、 トラ 

ンスデュ_ サ一からの角度をASCIIファイルとして 

抽出した。 デ一夕は10:32A.M.〜10:35A.M.の間に得 

られた。

時刻を30秒ごと、水深を0.1mごとに区分し、得ら 

れたT S データ個数の分布を示すと表1のとおりとなっ 

た。浅い水深に定位させた標本は13.8m 深を中心に反 

応が得られ、深、、水深に疋位させた標本は18.9m深を 

中心に反応が得られた。 卜ランスデューサ一の反射波 

の捕捉角度が水深と共に広がるため、深い水深の標本 

ほど多い反射データが得られている。

この結果から、浅い水深のグループは13.7〜13.9m 

深のデ一夕を、深い水深のグループは18.9〜19.1m 深 

のデ一夕を用いてT S データの分布を調べると、図 1 

に示す浅い水深のグループでは一48〜一36dBの間で 

ほぼ一様な分布を示し、図 2 に示す深い水深のグルー 

プでは一42〜一36dBと一32〜一28dBの 2 峰性の分 

布形状を示した。両水深とも同一個体のT S としては 

非常に範囲が広くなったが、これは、標本個体と卜ラ 

ンスデューサ一の相対的な位置関係が、揺れにより一 

定しないことが原因であろうと考えられる。また、深 

い水深で見られたT S データの2峰性の分布形状につ 

いては、標本個体周辺に分布する他の魚類の反応を拾っ 

たためと考えられ、標本個体の反応はカウント数の多 

い、図の左側のモードであろうと推察する。

表 1 ネッ卜法によるT S の収集状況（カウン卜数)

デ-- 夕個数 水 深 （m)

時 刻 13.4 13.7 i 13.8 13.9 18.6 18.7 | 18.8 18.9 19.1 19.2 \ 19.3 総計

10 32 ： 30 ： 1 2 3

10 33 ： 00 1 丨 6 2 16 3 28

10 33 ： 30 1 丨 9 13 2 25

10 34 ： 00 4 丨 7 1 | 1 13 1 27

10 34 ： 30 1 丨 3 2 1 丨 1 8 1 1 丨 2 20

10 35 ： 00 1 1 2

総 計 1 7 ! 26 5 1 1 丨 2 52 7 1 丨 2 105
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図 1 14m深のT S ヒストグラム（ネット）

表 2 に要約した統計値を示す。深い水深から得られ 

た デ ー タ に つ い て は 、 一32dB未満のモードから算出 

した。表の最下段は、実際の遊泳状態では最大のTS

表 2 ネッ卜法によるハタハ夕T S の測定結果

標本個体

FL (cm) 24.0 20.3
BL (cm) 21.7 18.2

性別 早 早

水深

14m 19m

カウン卜数 38 46

最小 -48.2 一 46.9

最大 —  32.3 —  33.0

平均 -41.02 -40.14

標準偏差 4.36 3.66

上側 5 % 点 -32.48 —  32.97

(単位: d B)

図 2 19m深のT S ヒストグラム（ネット）

となることを仮定し、正規分布の片側5 % 位置の TS 

を算出した。この値は、両水深とも、ほぼ実際の最大 

値 と一'致する約一33dBとなった。 この値をハ タ ハ 夕  

の T S とすると、尾叉長22cm程度の無鰾魚としては、 

異常に大きな値となっている。

⑵ 標本個体を直接吊り下げる計測方法（5月22日） 

次に、標本個体を回収し、垂下用のテダスに直接取 

り付ける方法で再度測定を行った。テグスを標本個体 

のロから鰓蓋を通す方法で垂下用のテグスに取り付け 

た。デ一タは10:43A.M.〜10:56A.M.の間に得られた。 

T S デ ー タ の カ ウ ン 卜 数の分布を、時刻を60秒ごと、 

水深を0.1mごとに区分して表3 に示した。

浅い水深に定位させた標本は13.9〜14.0m深に、深 

^、水深に疋位させた標本は19.2 m 深を中七、にそれぞれ 

反応が得られた。

浅い水深の反応は13.9〜 14.0m深のデ一 夕 を 、 深い 

水深のものは19.2m深のデ ー タ を 用いてT S デ ー タ の

表 3 垂下法によるT S の収集状況（カウン卜数)

デ ー タ の個数 水 深 （m)

時刻 10.6 10.7 10.8 12.2 13.8 13.9 14 14.1 14.2 14.3 14.4 19.1 19.2 19.3 19.4 19.5 総計

10 ：43 00 1 24 15 1 6 34 4 85

10 :44 00 24 21 2 39 3 2 91

10 ：45 00 1 16 24 1 4 37 2 1 86

10 ：46 00 20 22 1 3 37 3 1 87

10 ：47 00 1 7 1 20 19 10 25 6 1 92

10 ：48 00 1 18 24 1 7 29 9 2 91

10 ：49 00 10 10 2 20 3 45

10 ：53 00 19 21 1 1 1 29 8 1 81

10 ：54 00 1 19 21 3 31 5 1 81

10 ：55 00 23 19 1 1 7 27 12 90

10 ：56 00 1 10 18 2 2 1 5 23 4 1 2 69

総 計 1 7 1 1 4 203 214 2 10 2 1 50 331 59 10 2 898
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(直接垂下）

表 4 垂下法によるハタハ夕T  S の測定結果

標本個体

FL (cm) 24.0 20.3

BL (cm) 21.7 18.2

性別 竿 竿

水深

14m 19m

カウン卜数 417 331

最小 -59.1 — 64.0

最大 -39.4 一 38.8

平均 -47.22 —  48.81

標準偏差 4.01 4.06

上側 5 % 点 -39.36 -40.86

(単位：dB)

分布を調べると、図 3、 4 のとおりとなった。

浅い水深では一60〜ー39dBの間で単峰性の分布形 

状が得られ、モードは一47〜一44dB付近に見られた。 

深い水深では一65〜ー38dBの間に単峰性の分布形状 

を示し、モードは一50〜一47dB付近に見られた。ネッ 

ト法と同様に、両水深とも同一個体のT S としては非 

常に分布範囲が広いものとなった。

要約した統計値を表4 に示した。T S の分布範囲を 

不す標準偏差はネッ卜法と大差なく、ネットに固定す 

ることによる標本個体の水平保持はほとんど機能して 

いなかったと推察される。

遊泳状態で最大のT S となることを仮定し、正規分 

布の片側5 % 位置のT S を見ると、両水深ともほぼ実 

測最大値と一致する一39〜一40dBとなった。ネッ卜 

法に比較し約6 d B小さな値となり、ネッ卜法では付 

着した気泡などの影響があったものと考えられる。

T S = — 40dBは、有鰾魚のスケ卜ウダラに換算す 

ると、尾叉長20cm程度のものとなり、本実験結果の尾 

叉長20〜24cm程度の無鰾魚のT S としては依然まだ大 

きく、標本個体の取り扱いに関する何らかの要因（ロ

図 4 19m深のT S ヒストグラム 

(直接垂下）

腔内への気泡の付着など）が働いているものと思われ 

るo

⑶標本個体を投下する計測方法（5月23日）

予め底びき網試験操業（5月15日）により漁獲した 

ハ夕ハタ約120kgを冷凍保存し、 これを船上で解凍し 

たものを海上に投下し、その上を航走することにより、 

T S データの取得を試みた。用いた標本の体長組成は 

図 5 のとおりで、モードは約120腿で、尾叉長に換算 

して130〜140mm程度である。

10:48A.M.及び11:02A.M.にそれぞれ約60kgの標本 

の投下を行った。得られたエコ一グラムを図6 に不し 

た。最初の標本投下によると見られる反応が、 10:54 

〜11:02A.M.に水深20m以浅の所々に現れている。 2 

回目の標本投下の反応は追跡に失敗し、投下直後の反 

応は得られなかった。 しかし、11:08A.M.前後に比較 

的強い反応が水深50m付近に現れ、これも投下した標 

本と考えられた。

BI500による散乱像の分析（SCRUTINIZE) によ 

り、 これら投下標本と見られる反応を区分し、T S ヒ 

ストグラムを求めると、図 7、 8 のとおりとなった。 

カウン卜数は少ないものの、T S のモードはいずれも- 

51dB前後となっている。



図 6 標本投下時のエコーグラム
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投下したハタハタのT S の概算値は、既往のスケ卜 

ウダラ尾叉長とT S の換算式に、無鰾魚としての補正 

を一10dB加えると一53dB程度になると推察される。

標本の投下による手法では、自然状態の遊泳姿勢を 

再現できないことや、投下した標本以外（周辺の他の 

魚類等）の反応を拾うことにより、誤差も多いと考え 

られるものの、 3つの計測方法の中では、最も概算値 

に近い値を示している。

実験結果から、ハタハタ尾叉長とT S 値の関係は、 

既往のスケトウダラ式に無鰾魚としての補正を一 8d  

B 加えた程度と考えられる。

これらの計測実験により、自然状態のハタハタの T 

S として、吊り下げ法では納得できる値は得られなかっ 

たものの、標本の投下法ではT S値がほぼ妥当なもの 

となり、また、魚群が集積した場合、群全体の散乱像 

も把握できることが改めて確認できた。

2 ハタハタ集積期の魚探反応の収集

前年度の調査で、ハ夕ハ夕資源量の把握に利用可能 

な散乱像が得られたのは、産卵のため接岸する直前に

集群する戸賀沖漁場のエコーグラムであった。 このた 

め、本年度も11月下旬の戸賀沖漁場での航走調査を計 

画した。 しかし、本年度はハタハタの産卵•接岸が例 

年になく早く（初漁が11月28日で、昭和52年以降、11 

月中に接岸した例はない）、また、調査に適した穏や 

かな日も少なかったため、残念ながら、この時期の調 

查を行うことは出来なかった。

一方、本年のハタハタ漁況の特徴として、 5〜 6月 

に底びき漁場に大量の小型魚（平成13年産の 1歳魚） 

が入網する現象が見られた。この魚群を把握するため、 

日中ではあったが、計量魚探を用いた航走調査を試み 

た。

5 月23日、図 9 に示す調査ラインをlOknot以下の 

スピードで航走し、エコーグラムを収集した。

ハ夕ハタ小型魚が多獲されたのは、ほぼ250m前後 

の水深であった。調査線No.1、 3、 5 の 3線のヱコー 

グラムを図10〜12に示した。代表的なNo. 5 ラインのエ 

コーグラムを見ると、該当する水深帯には明確な魚群 

と判断できる散乱像はなかったものの、230 m 深には 

D S L像と推察される深い水深帯まで拡散する散乱像 

があり、その下の250m深には、一端が着底し、DSL



図10 No.1線のエコーグラム 図1 1 No. 3 線のエコーグラム

図12 No.5線のエコーグラムと代表的な散乱像から得られたT S ヒス卜グラム
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像に比べると、大きくは拡散しない散乱像が見られた。 

図12中に区分した矩形は、 A と示したものが230m深 

の D S L 像、 B が250m深の散乱像、 C が250〜300m 

深に見られる反応の強い像である。

それぞれの区分のT S ヒス卜グラムは、図12の右に 

示したとおりである。 A の区分では、D S L像である 

にも関わらず、一40dBをモ一ドとしたヒス卜グラム 

が得られ、D S L を構成する微少な生物中にある程度 

大型の魚類も混じっていることを示している。 B の区 

分は、水深帯からしてハタハタの可能性が最も高いと 

考えられたが、T S ヒス卜グラムはカウン卜数も少な 

く、ハタハタに比較し大きすぎる値となっている。C 

の区分は、T S ヒス卜グラムが一28dBあたりにモー 

ドがあり、タラ類など大型の魚類であろうと推察され 

る。

ハ夕ハタは、日中、砂泥に潜り、浮上していないと 

考えられている。本調査で250m深で明瞭な反応が得 

られなかったのは、このことが原因していることも考 

えられ、ハタハタを対象とする場合、日没後の航走調 

查を検討する必要があると思われる。
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人工魚礁 • 増殖場等関連調査（テリ場海底地形探査)

安 村 明 • 伊 藤 保

【目 的 】

県内有数のウスメバル漁場である県北部にあるテリ場 

について、海底地形探査を実施し、当漁場の詳細な海底 

地形データを収集し、漁業操業の効率化に寄与するか検 

討した。

【方 法 】

海底地形探査のため使用した調査船千秋丸への搭載機 

器 •解析ソフ卜などは次のとおりである。

1 ハード構成

マ ル チ ビーム測深器：Seabat8081、P R O C E S S O R  

R E S N  社

モ ー シ ョ ン セ ン サ ：DMS-05型

DGPS  ： Ashtech BR2G

方 位 ：トキメックジャイロ

データ収集装置：IBM  PorsonalComputor350

操作概要は次のとおりである。

マ ル チ ビーム測深器により水深の約2倍の距離の海 

底面を捕らえ、これを連続して記録した。海図にする 

ため、位置情報はD G P Sから、方位はジャイロ コンノヽ° 

スから得て、機械的に同期させた。船体の揺れ、ねじ 

れに対する補正としてモーシ ョ ン セ ン サ ー を 用いロ一 

ル、 ピッチ、 ヒープに対する補正を行った。

2 解析ソフ卜H Y P A C K .

以上の情報をパソコンに取り込み、解析ソフトH Y  

P A C K  ( CO A S T A L O社製）により統合して海図、鳥 

瞰図、 3 D モデリング図や、断画図などを作成した。

操作概要は次のとおりである。

マルチビーム測深器から受けた信号よりサーベイプ 

ログラム（S U R V E Y ) を開始させ、 ログインするこ 

とにより生ファイル（R A W ) が生成された。 リブレ 

イでサーベイのでき具合を確認しながら、マ卜リック 

スを作った。スイープエデッ夕で収集したR A W ファ 

イルに音速、潮位の当日のデ一夕を加えて補正を行い、 

各測線の雑音響を取り除いて編集を行った。 ここで補 

正されたファイル（S W P ) をマッパ一 (MAPPER) 

でマ卜リックスのパラメーターを読み込み全体図のX 

Y Z 値を作り出した。秋田の基準位置は40° OO'OO.OOO 

0"N、 140° 50’00.000'’E とした。 このX Y Z 値をもと 

に体積計算させ、 3 D図を作成した。 これらのファイ 

ルからコン夕図と、このコンタ図を使いハイプロット 

により緯度経度と重畳させた海図の印刷ファイルを作 

成し、プロッタ一により印刷した。

【結果及び考察】

調査海域及び側線を図1 に示した。図 1の下図は沿岸漁 

場総合整備開発基礎マップ（秋 田 県 平 成 7年 3月）を 

使用した。南北8,000m、東西4,600mの範囲を測量した。 

調査は3 日間、延べ14時間にわたった。北西部の一部は 

日程の都合により次年度に補足調査を実施することにし 

た。表 1 に示すとおり、計測線は南と北を半分に区切り 

南側から順次計測した。

表 1 調査年月日

定 線 年 月 日

L1〜L16 平成14年 8月22日

L17 〜L31 平成14年 9月25日

L32 〜L46 平成15年 3月13日

139。40 ’ 139。45 ’

図 1 地形探査定線

計画測線の幅は、水深とマルチビーム測深器のノイズ 

などを考慮して150mとし、50mより浅い部分について 

は、測線と測線の間をもう一度走り測量した。

船速は、平均 8 ktとした。 これ以上ではデ ー タ の 密 

度が荒くなり精度が著しく落ちた。風力が4以上になる 

と波浪によりセンサ一部に泡ができノイズなどが多くな 

り、大波のため急速な蛇をとった場合、 ジャイロ コ ンノヽ° 

スの信号が敏速に追随できなくなり、図面が湾曲した。 

また、その場所を探し、補正するのに時間がかかった。

本報告では等深線図（図 2)、 3 D 図 （図 3 ) 及び鳥 

瞰 図 （図 4)を表示した。なお、 3 D 図の出力について 

は面積が広いため5倍に高さを強調した。また、鳥瞰図 

の光源位置は西方の斜め上から当てている。
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139° 39’ 139° 40’ 139° 41’ 139° 42’

40。23 ’

40 ° 22 ’

40 ° 21 ’

40。20 ,

40。19 ’

テリ場の西側は水深110m付近から急峻な崖となって 

いて、その東方に比較的なだらかな台地に岩礁部が散在 

し、南東部において縊れた形状をしている。今回の調査 

により、従来の図では記載されてない、43mより浅い部 

分が 3 力所見つかった。また、全体的な構造も従来の海 

底図と次の部分で異なる。

◦ 頂上部は図1 と比較して台地状であり、所々で突出 

部が見られる。

◦北 緯 40° 20’40”、東経139° 41'30"付近に東西に延び 

る長い鞍部がある。

◦北 緯 40° 22’30"、東経139° 40'付近から北に、また、 

北緯40° 20'30\東経139° 39'30”地点から南西に延 

びる棱線が認められる。

◦西側の斜面は平行した等深線で示される様に比較的 

なだらかである（等深線の湾曲が少ない）。

今回の調査結果からテリ場の正確な全体構造を把 

握できた。また、収集保存されたデジタルデ一夕か 

ら、必要に応じて最低l m の構造でも認識できる詳 

細図も出力できる。これにより漁業者の要望に応じ 

た漁場情報の提供が可能である。 これらの基礎デ一 

夕に計量魚探による魚群量データ、A D C Pによる潮 

流デ一タなどを地理情報解析システム(GIS)により 

重ね合わすことにより、ゥスメバルの資源解析、漁 

海況情報などに利用できるものと考える。

図 3 テリ場の3 D による表示

調 よ り 琴 ハ 細

』難 y  _ F务播

図 4 テリ場の鳥瞰図による表示
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1 沿岸漁場整備事業基礎マップ（平成 7年）秋田県
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資源管理型漁業推進総合対策事業（複合的資源管理型漁業促進対策事業)

【目 的 】

秋田県においては、平成元年から資源管理型漁業推進 

総合対策事業に取り組み、広域回遊魚種を初め沿岸重要 

魚種などを対象に資源管理計画を策定し、対象資源の合 

理的利用や「資源管理型漁業」の普及などに成果を得た。

また、平成10年度には、複合的資源管理型漁業促進対 

策委員会を設置し、「活動指針」及 び 「活動計画」を策 

定した。この中では、従来の資源管理に加え、漁業経営 

なども視野に入れた取り組みも行うことを目的とした。

これらを踏まえ、平成14年度は漁業経営の安定と漁業 

の持続的発展を図ることを目標に、主要魚種の資源動向、 

試験調査、販売促進、漁獲実態の把握を目的に調査した。

【方 法 】

1 漁獲実態調査

県内の底びき船4隻 （船川総括支所所属2隻及び南 

部総括支所所属2隻）を対象に調査票を配布し、操業 

位置、漁獲量などの記録を10〜12月の期間に記入を依 

頼した。

2 生物測定調査

ハタハタの接岸予想のための雌雄別体長、体重、生 

殖腺重量の精密測定を実施し、生殖巣の発達度、海況、 

水温条件などから季節ハタハタの接岸日と魚体サイズ 

を推定した。

3 試験操業調査

ハタハタの資源状況の把握（C P U E、体長組成）、 

県の漁獲対象資源量の推定、管理効果の把握などを目 

的とした調査船によるハタハタ底びき網試験操業を実 

施した。

4 産卵状況調査

ハタハタの加入量把握、資源量予測、管理効果の把 

握などを目的とした卵塊分布密度調査を県内の産卵場 

21力所において、平成14年12月24日〜平成15年2月5日 

の期間にスキュ一ノs、潜水により実施した。

5 放流効果調査•管理効果把握調査

主要 4市 場 （八森、北浦、船川 、 金浦）において、 

マダ イ の鰭力 ッ卜 と ヒ ラ メ の体色異常の混獲率の市場 

調査を行い、年齢別有標識率、混獲率を把握した。併 

せて、体長制限の遵守状況、天然魚の体長組成を調査 

した。

山 忍 • 杉 下 重 雄 • 佐 藤 泉

6 加入量調査

マ ダ イ 、 ヒ ラ メ 、 マ ガ レ イ 、 ハ タ ハ タ に つ い て 曳 網

により発生量を調査し、資源の変動予測、卓越年級群 

などを調査した。

7 情報収集• 広 報 （イベン卜の開催）

平成14年10月26日 （土）秋田市土崎港セリオン野 

外広場を会場に「秋田旬の魚ふれあい祭り」を開催す 

るとともに、資源管理に関する意識についてアンケー 

卜調査した。

【結果及び考察】

1 漁獲実態調査

ハ夕ハタの漁獲は2歳魚が主体であり、銘柄として 

はコミが重量比で全体の約8 8 %を占めた。また、接岸 

した11月下旬以降もシグレの東側水深250m付近など 

で100箱以上の水揚げが認められた。

2 生物測定調査

予報を11月26日に発表し、初漁日を12月 5 日頃と予 

想した。 11月28日に船川港において5.7卜ンの水揚げ 

が認められた。11月に初漁が認められたのは、昭和51 

年以来であった。

3 試験操業調査

平成14年10〜 12月の体長組成モ ー ド は 、 雄で15cm 

( 2歳魚）及び18cm ( 3歳魚)、雌で16cm ( 2歳魚）及 

び20cm (3歳魚）で認められ、主体は2歳魚であった。 

また、 1操業あたりの漁獲尾数は134尾/ 操業で、昨 

年の524尾/ 操業を大きく下回った。

4 産卵状況調査

•八森 •岩館地区ともに非常に高い密度で卵塊が確認 

され、 1 m2あたり昨年の6.5倍の卵塊密度であった。 

•八斗崎では1 m2あたり昨年の5.1倍の卵塊密度であっ 

た。

•平 沢 地 区 （備蓄St. 2 ) では、漁獲量の減少に伴い 

卵塊密度も低くなり、 1 m2あたり昨年の0.1倍の卵 

塊密度であった。

•南部の平沢地区では昨年と同程度の卵塊密度であっ 

た。 しかし、調査日が2月にずれ込んだためにふ化 

が終了し、海岸にふ化終了卵が打ち上げられていた 

ことを考慮すると、産卵密度は昨年より大きかった 

可能性が高い。



放流効果調査•管理効果把握調査

•市場調査の結果からマダイの有標識率0.6% 、混獲 

率4.8%、 ヒラメの有標識率3.9%、混獲率10.9% と 

推定された。

加入量調査

⑴ハタハタ稚魚発生量調査

男鹿市北浦地先において、開口板付き曳網を用い 

て平成14年 4〜 5月に延べ31回の曳網調査を行った。 

• 1網当たりの採捕尾数は、平成13年と比較すると 

約0.5倍となったが、解禁年の平成7年と比較す 

ると約12倍となった。

( 2 )マ ダ イ 、 ヒラメ  • マ ガ レ イ 発生量調査

平成13年 7〜 9月に秋田市沖合で、開口板付き曳 

網 を 用 い て マ ダ イ • ヒ ラ メ は 延 べ 2 1 回 、 マ ガ レ イ は  

延べ10回の曳網調査を行った。

1 ) マダィ

マダイ当歳魚は、今回の調査を通じて水深10〜 

50mで合計244尾 （前年183尾）採捕され、 1網当 

たりの採捕尾数は10〜50mの水深帯で12.2尾 /網  

(前年23.4尾/ 網）であった。

2 ) ヒラメ

ヒラメ当歳魚は、今回の調査を通じて水深10〜 

20mで合計22尾 （前年 9尾）採捕され、 1網当た 

りの採捕尾数は10〜2 0 mの水深帯で3.7尾 /網  

(前年2.0尾/ 網）であった。

3 ) マガレイ

マガレイ当歳魚は、今回の調査を通じて水深140 

〜170mで合計 9尾 （前年21尾）採捕され、 1網 

当たりの採捕尾数は110〜150mの水深帯で1.3尾 

/ 網 （前年2.0尾/ 網）であった。

情報収集• 広 報 （イベントの開催）

13年度までは、漁業者による資源管理に対する取り

組み及び遊漁全般についてアンケー卜を行ったが、今

年度はハ タ ハ タ に 対する消費動向についてア ンケート

した。

•ハタハタの年間摂食量の満足を1〜5 (不満足〜満 

足）で評価した場合、平均満足度は4.0で各年代と 

も満足度3 を上回った。

•秋田産ハ夕ハタを買った理由としては、「鮮度が良 

いから」、「味が良いから」と回答する者が全体の6 

割近かった。

秋田産のハタハタを買った理由を主成分分析した 

ところ、年輩者ほどハタハ夕に対する愛着度が高く、 

食材としての質にもこだわる傾向があり、若年者は 

その逆の傾向が見られた。



遊漁と資源管理に関する研究

【目 的 】

秋田県沿岸漁業振興の視点から、遊漁船業が沿岸漁業 

に与える影響を的確に把握し、漁業経営における遊漁船 

業を適正に位置づけるとともに資源の合理的利用につい 

て今後の展開方向を提示する。

なお、本事業の詳細については、別 に 「平成14年度遊 

漁 （遊漁船業等）と資源管理に関する研究」として報告 

する予定なので、ここでは要約について述べる。

【方 法 】

1 アンケート調査

県内の遊漁船業者384業者に対してアンケー卜調査 

を実施し、今後の経営方針、料金体系、稼働状況、集 

客方法、兼業専業状況などを把握した。

2 標本船調査

県内25隻の遊漁船業者に対して、調査票の記入を依 

頼し、釣り場所、使用光力、釣獲魚種、尾数などにつ 

いて把握した。

【結果及び考察】

1 アンケート調査

平成 6年に農林水産省統計情報部で行った「遊漁船 

稼働状況調査」と重複する項目については、次のよう 

な結果となった。

•稼働率は、平成8 、 9 年の一斉立ち入り検査により 

今後釣り客を乗せる意志のない業者を指導した結果 

もあり、平成6 年の5 6 %から平成14年は7 2 % となっ 

た。

• 回答者の年齢構成は60歳以上が平成6 年の4 9 %から 

平成14年は6 1 % となり、遊漁船業者の高齢化が進ん

でいる。

•収人金額別構成割合は、50万円未満の業者が平成6 

年には8 1 %であったが、平成14年は5 8 %に減少した。 

しかし、両年ともに50万円未満の業者が最も多かっ 

た。

•遊漁船兼業、専業割合は平成6 年及び14年ともにほ 

とんど変化がなく、兼業者が全体の9 8 % を占めた。 

•今後の経営方針については、「今後も続けたい」 と 

回答した業者は平成6 年では全体の36% だったのに 

対し、平成14年は6 2 % となったが、今後の意向につ 

いては現状維持を希望する業者が全体の5 9 %であっ 

た。

今回のアンケート結果は、高齢の漁業者が漁業の

奥 山 忍

副業として営む遊漁船業という構図は、平成 6年当 

時と現在とでは基本的に変わっていないことを示唆 

するものと推察された。遊漁船業の適正化に閨する 

法律の改正に伴い、今後遊漁船業者の数はさらに減 

少すると思われるが、今後の遊漁船業のあり方を方 

向付けるためには、経営者のこれからの具体的な展 

望、後継者の有無、収人に占める遊漁船業の割合と 

いった経営状態などをさらに調査する必要がある。

2 標本船調査

( 1 ) 「昼釣り」、「電気釣り」及 び 「漁 業 （釣り、延縄)」 

による魚種別C P U E の比較 

調査票を回収した結果、平成14年度は延べ818日 

分のデータを得た。 これらのデ一夕を昼間の遊漁 

(以 下 「昼釣り」）と光力を使用した夜間の遊漁（以 

下 「鼋気釣り」）に分類し、 1 日 1隻当たり釣獲量 

( C P U E ) を 「漁 業 （釣り •延縄)」によるものも含 

めて魚種別に比較した。なお、調査対象魚種は秋田 

県沿岸で遊漁の主対象と想定される9魚 種 （マダイ、

ヒラメ、ブリ類、ウスメバル、キス、アイナメヽホッ 

ケ、アジ及びサバ） とした。

• これらの魚種のうち、「漁 業 （釣り、延縄）」のC 

P U E が最も高かった魚種は、平成13、14年を通 

してマダイであり、また、平成14年のみについて 

はサバであった。

マダイについては、「延縄」のC P U E が両年と 

もに20kg"/隻以上であることから、「漁 業 （釣り、 

延縄）」のC P U E は 「昼釣り」 と 「電気釣り」を 

上回った。また、平成14年のサバの「漁 業 （釣り、 

延縄)」については、南部総括支所管内における 

釣獲が好調だったことにより、「漁 業 （釣り、延 

縄)」全体のC P U E を押し上げる結果となった。 

•同様に、「電気釣り」によるC P U E が最も高かっ 

たのは、両年を通してプリ類及びアジであった。 

また、平成13年のみについてはサバであった。

プリ類、アジ及びサバについては、集光性が強 

く 「電気釣り」の主対象魚の一つと言われている 

が、これらの魚種の集光性の強さが「電気釣り」 

のC P U E に直接反映した結果となった。

• 同様に、「昼釣り」 によるC P U E が最も高かった 

のは、両年を通してヒラメ、ウスメバル、ホッケ、 

キスであった。 また、平成 14年のみについてはア 

イナメであった。

ヒラメについては、「昼釣り」において男鹿半



島以北を釣獲ボイン卜とする標本船のC P U Eが高 

い傾向にあることなどを反映して全体では両年と 

も に 「漁 業 （釣り、延縄)」のC P U Eも上回った。

ウスメバルについては、平成14年 の 「昼釣り」 

で25kg/隻以上のC P U Eを示した一方で、「漁業 

(釣り、延縄）」のC P U Eもほぼ20kg/隻であり、 

平成13年のC P U Eは両項目ともに20kg/隻弱で 

あることを判断すると、両年を見る限り「昼釣り」 

と 「漁 業 （釣り、延縄）」のC P U Eに大きな差は 

ないと推察された。

ホッケについては、「昼釣り」においてウスメ 

バルと混獲されることが多い（平成14年では釣獲 

のあった延べ171日中160日でウスメバルも採捕さ 

れている。また、同様に平成13年は延べ44日中33 

日） ことから「漁 業 （釣り、延縄）」についても 

同様の傾向があると推測される。 しかしながら、 

「漁 業 （釣り、延縄)」のホッケのC P U Eは両年と 

も に 「昼釣り」の約0.4倍であった。 この理由と 

しては、ウスメバルと比べてホッケは単価が安い 

ことから「漁 業 （釣り、延縄）」ではホッケを避 

けるような操業をしていること、逆 に 「昼釣り」 

は積極的にホッケを釣る場合も多いことなとが考 

えられた。

キスにおいては「漁 業 （釣り、延縄）」による 

釣獲実績が平成14年は延べ10日 （平成13年は延べ 

16日） しかなく、釣りの主対象となっていない。 

一方、「昼釣り」でキスを釣獲する場合は場所、 

時期ともにもっぱらキスをねらうため、「昼釣り」 

は 「漁 業 （釣り、延縄）」のC P U Eに比べて平成 

14年で5.8倍、平成13年では3.3倍の差が出た。

アイナメについては、「昼釣り」及 び 「漁業 

(釣り、延縄)」のC P U Eは、両年を通してほぼ5k 

g Z 隻であることから、両年を見る限り「昼釣り」 

及 び 「漁 業 （釣り、延縄）」のC P U Eに大きな差 

は認められなかった。

⑵釣獲魚の体長組成の比較

「電気釣り」と 「昼釣り」両方でともにまとまっ 

た釣獲のあるマダイ、 ヒラメ、プリ類、アジ、サバ 

について、それぞれ体長組成を比較した。

• 5魚種中全ての魚種について、「電気釣り」の方 

が 「昼釣り」よりも体長モードが大きく、「電気 

釣り」は 「昼釣り」に比べてより大型の魚が釣獲 

される傾向があった。

•漁業者が30cmの全長制限をしているヒラメについ 

ては、「電気釣り」、「昼釣り」 ともに30cm以下の 

釣獲尾数が全体の10%以下であったが、同様に14 

cmの全長制限をしているマダイについては、「昼 

釣り」で15cm以下の釣獲魚が全体の2 0 %を越えて

おり、「電気釣り」の1 3 %と比べて高い。

⑶光力と釣獲尾数の比較

「電気釣り」における釣り客1人当たりの釣獲尾 

数を魚種別光力別に比較した。

光力の大きさと1人当たりの平均釣獲尾数につい 

ては、どの魚種においても明らかな相関関係は認め 

られなかった。 しかしながら、アジについては平成 

13年、14年ともに平均25尾/人以上の釣獲量がある 

ことから、光力による魚群の帽集力の指標としては 

アジの釣獲度合いが有力である可能性が高い。

光力と釣獲量の関係をより詳細に把握するために 

は、今後は海域及び船舶を固定し、異なる光力下で 

の比較試験が必要と考えられた。



漁 場 環 境 調 査

【目 的 】

県内のごく沿岸部の海況と沖合の主として底びき漁場 

の海況を把握した。

方
1

r
L 法】

沿岸定地水温

(1)実施期間平成 14年 4月 1 日〜平成15年 3月31日

(2)調 査 地 点 図 1の☆印に示す岩館漁港、畠漁港、 

戸賀、台島、金浦漁港、象潟漁港の6 

地点

(3)調査項目原則として 1 日 1回の水温測定及び一 

般気象項目を観測し、旬平均水温を算 

出した。

■ m im  丨丨■丨n m c t
3CT

邊六

図 1 調査定点及び観測定点

笹 尾 敬

2 沖合定点調査

(1)調査期間平成 14年 4月〜15年 3月

(2)調 査 定 点 図 1の▲に示す16定点

⑶調査項目一般気象項目及び水深別水温•塩分

【結果及び考察】

1 沿岸定地水温

観測地点ごとの旬平均水温、前年同期水温、平年値 

(昭和36年〜平成12年の平均値)、平年偏差、平年差を 

表 1 に示した。また、各観測地点の旬ごとの平年偏差 

の推移を図2 に、旬別平均水温の推移を図3 に示した。 

なお、戸賀については水族館の閉館により水温データ 

は得られなかった。

全体的な水温の傾向は4月から6月まで変動しつつ 

も高め傾向で推移し、 8月下旬には「かなり」低めと 

なった。 9月から10月 は 「やや」高めで推移し、その 

後 1、 2月 は 「平年並み」〜 「やや」低めであった。 

各観測点ごとの概況は次のとおりである。

(1) 岩館

4月から10月までは8月を除いて「やや」〜 「か 

なり」高めであった。11月から1月中旬に「平年並 

み」〜 「やや」低めになり、その後は「平年並み」 

〜 「やや」高めで推移した。

(2) 畠

4月から6月中旬は「かなり」〜 「やや」高めで 

推移したが、その後は10月を除いて「平年並み」〜 

「やや」低めで推移した。

(3) 台島

4 月から10月は 8 月下旬を除いて、「平年並み」 

〜 「やや」高めで推移した。 11月以降はおおむね 

「平年並み」で推移している。

(4)金浦

4月から11月 は 「平年並み」で推移した。12月か 

ら 1月にかけては、「かなり」〜 「はなはだ」低く 

なったがその後は「平年並み」で推移している。

(5)象潟

偏差の変動が大きく、一定の傾向はみられなかっ 

たが、 4 月から5月にかけては、「やや」〜 「かな 

り」高めで推移した。

2 沖合定点観測

今年度は6回の観測を実施した。観測結果を表2 に 

示した。観測値の評価は、データが十分蓄積されてか 

ら行うこととする。
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定地水温観測結果

羣I 差

偏差 42 77 87 -1 0 4  -3 3  -4 6  -7 5  -4 9  -9 5  -4  -61 7 55 32 -11
平年差  0.5 0.8 0.8 -1 .0  -0 .3  -0 .4  -0 .8  -0 .3 -0 .8  0.0 -0 .6  0.1 0.6 0.3 -0.1

昌

偏 差 163 187 195 31 43 140 118 - 29 19 80 26 -152  112 -1 6  -41
平 年 差 1 .9一 2 .6一 2 .7一 0.5 0.5 一  1.6  1.6 -0 .5  0.3 1.1 0.4 -1 .7 1.4 -0 .2  -0 .6

10 月__________________________________________  ]2B___ U ____________________ 2 J __________________ 3 月
上 旬 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬

偏差  58 82 95 85 -1 3 0 -267 -1 9 2  -5 4  40 63 46 -8 6  21 38 51 51
平 年 差 -0 .2 1.1 0.2 -2 .4  -1 .9 -0 .9 -1 .7 -2 .2 -2 .2 -2.1 -1 .0  -1.1 -0 .5 0.8 0.4 0 . 1 - 0 . 1  0.4

偏 差 105 153 28 -5 9  -1 3 8  -5 4  -2 9  -14 8  -3 6  -1 5  - 5 1 - 7 5  9 45 15 -3 9  -6  104
平年差  0.9 1.3 0.2 -0 .4 -1 .2 -0 .6  -0 .3 -1 .2 -0 .2  -0.1 -0 .4 -0 .6  0.1 0.4 0 . 1 - 0 . 3  -0.1 0.9

偏 差 195 206 169 93 99 106 158 144 -1 8  118 13 46 33 26 -10 3  76 68 -3 4
平 年 差 1.9 2.0 2 . 1 1 . 3  1 . 1 1 . 3  1.6 1.5 -0 .2 1.3 0.2 0.7 —  0.5 _  0.3 _ -1 .2 ___ 0 .9____ 0.8 _  -0 .3

偏差  281 252 248 1 7 1 - 19 0 59 - 50 - 52  - 6  72 107 133 145 142 115 68 54
平年差  3.5 3.4 3.6 3 . 1 - 0 . 3  0.0 0.9 -0 .7 -0 .7 -0.1 0.9 1.6 2.0 2.1 2.0 1.7 1.0 0.9

台島

4 月_______________________5 ^ ____________________ 6 J _________________ IB_______________________8 ^ ____________________ 9 J ______
上 旬 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬

偏 差 195 145 187 183 98 32 138 107 34 78 222 175 23 10 -81 94 136 128
平年差  2.6 2.1 2.0 2.2 1.2 0.4 2.0 1.5 0.6 1.0 3.3 3.0 0.4 0.2 -1 .3 1.6 2.2 3.0

偏差  70 110 -2 9  -1 9 4  -9 4  -11 20 -2 9  -7 0  -1 2 3  15 35 83 6 1 1 0 4  4 1 - 57 100
平 年 差 1.0 1.6 -0 .4 -2 .5 -1 .8  -0 .2 0.3 -0 .5 -1 .2 -2 .0 0.2 0.7 1.5 1.0 1.5 0.6 -0 .7 1.0

偏差  93 124 151 63 0 -7  89 162 28 108 25 10 59 39 -217  21 44 28
平年差  0.9 1 . 1 1 . 2  0.5 0.0 - 0 . 1 1 . 0  1.6 0.3 1.7 0.2 0.2 1.0 0.6 -2 .4 0.3 0.5 0.3

2564 90 71 73 99
0.4 1.3 0.3 1.5 -0 .2

101 60 36
0.8 1.3 -0 .3
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-200

-300
5月 7月 9月 11月 1月 3月

図 2 平年偏差の推移

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

図3 岩館漁港の旬別平均水温の推移
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

図 4 畠漁港の旬別平均水温の推移

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 @

図 5 台島の旬別平均水温の推移
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4月 6月 8月 1 0 ^  12月

図 6 金浦漁港の旬別平均水温の推移

2月

図 7 象潟漁港の旬別平均水温の推移
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表 2 沖合定点組則結果

観 測 機 関 名 秋 田 県 水 産 振 興 セ ン タ ー

観測時平成14年 4 月23日 〜 平 成 14年 4 月24日

西暦2002年 4 月23日 〜 2002年 4 月24日

観測定点番号 S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8 N1 N2 N3 N4 N5 N6 N7 N8

位 N 39° 40.00’ 39。30.00, 39。20.00’ 39。20.00， 39° 20.00, 39。30.00， 39。40.00， 39。47.00， 39。55.00’ 40。5.00, 40。15.00， 40° 26.00, 40。26.00, 40。15.00’ 40° 5.00’ 40° 0.00，

置 L 139。48.00，139° 49.00’139。49.00’ 139° 42.00，139。30.00，139。34.00，139。37.00，139。37.00’139。40.00, 139。40.00’139° 41.00, 139。45.00’139。37.00’139。37.00’139。37.00’ 139。35.00’
日時分 23 09:09 23 10:04 23 11:03 23 11:41 23 12:39 23 13:38 23 14:33 23 15:14 24 08:30 24 09:17 24 10:08 24 11:01 24 11:40 24 12:58 24 14:05 24 14:45

天候 be be be be be be be be be be be be be c c c
気温 14.2 15. 6 15.5 17.6 17.1 17.8 18.2 17.1 14. 7 15.9 15. 6 15.6 16.2 16.1 14. 7 14.9
風向 •風力 SE 3.9 SE 3.5 WNW 2.2 ENE 0.5 SE 1.9 SE 2.7 SW 2.3 WSW 2.2 SSE 13 SSE 6 S 8.5 SSE 6 S 8 SSW 8.4 SSW 6.4 SSW 6.4
海流 W 0.3 E 0.2 SSE 0.3 NE 0.6 ENE 0.4 NE 0.7 N 1.3 NW 0.8 NW 0.3 N 0.5 NNE 0.6 N 0.9 NNW 0.6 NE 1 NNW 0.4 NE 0.6
水色 6 5 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

透明度 10 10 6 7 7 7 11 8 9 13 7 7 7 8 8 8
うねり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 3

波浪階級 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3
PL採集形式 稚 1 稚 I 稚丨 稚 I 稚 I 稚 I 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚 I 稚 I 稚 1 稚丨

0 12.8 12.9 14.6 13.5 13. 7 13.9 14. 2 14.3 12. 9 12.9 13.5 13.4 13.5 13.1 13.0 13.7
10 11.88 12.15 12.19 12. 00 12.10 12. 09 11.61 11.81 12.43 12.45 11.81 12. 02 12.67 12. 59 12.52 12. 37
20 11.77 12.07 11.84 11.95 12.02 10. 89 10. 81 11.09 11.87 12. 40 12. 73 11.48 12. 25 11.94 12.41 12.11
30 11.32 11.43 11.69 11.54 11.83 10. 52 10. 68 10. 77 11.19 11.08 11.18 11.39 11.31 11.67 12.22 12.01

基 50 10.88 10.96 11.38 10. 79 11.34 9. 85 9. 62 10. 50 11.15 11.05 11.31 11.02 10.99 11.21 11.53 11.23

水 75 10.60 10. 62 11.08 10.61 11.06 9.51 8. 76 9. 90 10.89 11.00 10. 75 11.03 10. 76 10. 70 11.05 10. 89

本 100 10. 32 10.40 10.91 10. 47 10.95 9.11 8. 38 9. 24 10. 72 10. 64 10. 44 10. 55 10.81 10. 48
150 9. 66 10. 23 9. 74 9.51 8.15 5.99 8. 99 10. 34 9.21 9.19 9. 53 9. 88

温 水 200 8. 06 9.47 9.17 8.26 5. 67 4. 29 7.01 8. 00 7. 46 7. 56 8.27 8. 47
300 1.52 1.78 2. 00 1.55 1.49 1.22 1.59 1.31 1.37

(°C) 深 400

500

600

(m) 700

800

900

1000

0 33. 649 34. 070 34. 087 34. 070 34. 241 34. 091 33. 780 34. 000 31.544 32.159 30. 396 30. 696 31.402 31.801 32. 542 31.948
10 34. 024 34. 072 34. 079 34. 067 34. 039 34.103 33. 777 33. 978 31.954 32.177 31.634 31.242 32. 500 32. 549 32. 527 33. 491
20 34. 006 34. 069 34. 072 34. 067 34. 063 34. 082 33. 787 33. 950 33. 637 32. 402 32. 462 31.948 33.161 33. 640 32. 536 33. 725
30 34. 073 34. 067 34. 072 34. 088 34. 073 34. 064 33. 847 33. 962 33. 966 32. 945 33. 039 32. 478 34. 060 33. 837 33. 049 33. 740

基 50 34.131 34. 095 34. 082 33. 972 34. 097 34. 082 34. 002 34. 036 34. 051 33. 880 33. 959 33.817 34.110 34. 097 34. 030 34. 097
75 34.149 34.109 34.113 34. 006 34.149 34. 078 34. 064 34. 079 34.103 33. 990 34. 090 33. 970 34.121 34.121 34. 087 34.109

塩 準 100 34.131 34.137 34.125 34. 045 34.170 34. 090 34. 082 34. 087 34.112 34. 082 34.131 34.121 34.109 34.109
150 34. 087 34.115 34. 082 34. 091 34. 081 34. 076 34. 084 34. 088 34. 087 34.101 34. 088 34.109

水 200 34. 093 34. 079 34. 084 34. 085 34. 085 34. 064 34. 082 34. 079 34. 082 34. 082 34. 091 34. 091
300 34. 075 34. 073 34. 070 34. 070 34. 072 34. 070 34. 069 34. 072 34. 072

分 深 400

500

600

(m) 700

800

900

1000



観測機関名秋田県水産振興センター

観測時平成14年 5 月16日 〜 平 成 14年 5 月17日

西暦2002年 5 月16日 〜 2002年 5 月17日

観測定点番号 S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8 N1 N2 N3 N4 N5 N6 N7 N8

位 N 39° 40.00’ 39° 30.00’ 39。20.00’ 39。20.00, 39° 20. 0(T 39。30.00’ 39。40.00’ 39。47.00’ 39。55.00, 40。5.00， 40。15.00’ 40。26.00’ 40。26.00, 40。15.00’ 40。5.00， 40。0.00’

置 L 139。48.00，139° 49.00’139° 49.00’139。42.00, 139。30.00, 139° 34.00’139。37.00’139。37.00’139。40.00’139° 40.00’139。41.00, 139。45.00’139。37.00, 139。37.00’139。37.00, 139。35.00,

日時分 16 09:03 16 09:57 16 10:55 16 11:32 16 12:29 16 13:28 16 14：29 16 15:11 17 08:17 17 09:07 17 10:01 17 10:58 17 11:34 17 12：36 17 13:34 17 14:12

天候 be be be be be be be be c c c c c c c c

気温 15.4 15.8 17.1 17.7 17. 6 16.3 17 17.5 14.4 13.5 13.9 14.6 14.5 14.4 12.4 12.1

風向 •風力 ESE 9.6 E 8.2 E 8.8 ESE 2.2 NNE 1.2 ENE 5.5 E 6.2 SE 7 SE 9.9 E 8.3 SE 7.4 ESE 2.4 SSE 5.6 SE 5.3 SSE 10.5 SE 8.4

海流 ENE 0.4 ENE 0.5 ESE 0.6 S 0.2 SE 0.5 ENE 0.4 NNW 1.1 NNW 0.6 NNW 1.3 NW 0.4 W 0.1 W 0.3 SSW 0.9 SE 0.2 ENE 0.6 NNE 0.3

水色 5 5 5 6 6 6 6 5 5 5 6 5 5 6 6 6

透明度 16 14 13 8 9 18 17 18 13 12 9 12 12 9 9 14

うねり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

波浪階級 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 4

PL採集形式 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚丨 稚 I 稚 1 稚 1 稚 I 稚丨
0 14.9 14. 0 14.7 15.3 16.4 14. 7 14.9 14.3 13.8 13. 7 13. 8 14. 2 14.2 14.1 13.6 13. 6

10 13. 75 13. 72 13. 72 13. 72 13. 95 13.81 13. 48 13. 73 13. 67 13.61 13. 74 13.81 13. 92 13. 90 13. 60 13.51

20 12.61 13. 27 13. 24 13. 20 13. 62 12. 07 13.42 13.17 13. 35 13. 29 13. 72 13. 56 13. 88 13. 62 13. 23 13. 50

30 11.36 11.73 12.61 12. 69 12.01 12.06 11.74 11.69 11.79 11.88 12. 35 12. 95 12. 50 13. 33 11.87 13.18

基 50 10. 87 11.05 11.33 11.16 11.11 11.28 10. 97 10. 94 11.12 11.28 10.91 11.64 11.86 11.93 11.45 11.33

水 75 10. 56 10. 67 10. 92 10. 85 10. 78 10. 50 9. 92 10. 21 10. 92 10. 97 10. 84 11.06 11.23 11.34 11.15 10. 71

本 100 10. 25 10. 45 10. 56 10. 58 10. 34 10. 03 8. 40 9. 39 10. 89 10. 90 11.13 10. 89 10. 99 10. 56

150 9. 63 9. 76 9. 33 9. 23 8. 85 6. 40 7.81 8. 86 10.41 9. 93 9. 99 10.04

温 水 200 6. 98 6. 36 6.12 6. 51 5. 35 3. 94 4. 72 7. 26 8.31 6. 08 6. 23 6.41

300 1.33 1.49 1.63 1.42 1.42 1.02 1.33 1.83 1.20

(°C) 深 400

500

600

(m) 700

800

900

1000

0 33. 680 33. 475 32. 899 32.128 32. 631 33. 761 33.716 33.814 33. 451 33. 204 32. 862 33. 497 33. 704 32. 823 33. 076 33. 732

10 33. 685 33. 478 33. 527 33. 359 32. 740 33. 722 33. 859 33.813 33. 588 33. 209 32. 865 33. 523 33. 704 32. 829 33. 084 33. 762

20 33. 920 33. 829 33. 783 33. 728 33. 347 34. 085 33. 997 33. 862 33. 777 33. 625 32. 930 33. 749 33. 709 33. 323 33. 575 33.762

30 34.103 34. 027 33. 892 33. 929 34. 039 34. 267 34. 079 34. 064 33. 965 34. 018 33. 618 33. 957 33. 993 33. 878 33. 954 33.756

基 50 34.121 34.109 34. 082 34. 091 34.130 34.180 34.136 34.134 34.107 34. 064 34. 036 34.112 34. 070 34. 061 34. 076 34. 095

75 34.119 34.119 34.101 34.121 34.134 34.118 34. 088 34.110 34.103 34. 093 34.118 34.127 34.116 34.118 34.115 34.121

塩 準 100 34.116 34.113 34.112 34.122 34.125 34.109 34. 073 34. 094 34.115 34.127 34.118 34.121 34.122 34.121

150 34.100 34.100 34. 094 34. 084 34. 085 34. 076 34. 082 34. 098 34.128 34.125 34.113 34.118

水 200 34. 088 34. 098 34.097 34. 085 34. 076 34. 064 34. 081 34. 085 34.082 34. 084 34. 082 34.085

300 34. 070 34. 070 34. 070 34. 072 34. 070 34. 072 34. 070 34. 064 34. 070

分 深 400

500

600

(m) 700

800

900

1000



観 測 機 関 名 秋 田 県 水 産 振 興 セ ン タ ー

観測時平成14年 6 月11日 〜 平 成 14年 6 月12日

西暦2002年 6 月11日 〜 2002年 6 月12日

観測定点番号 S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8 N1 N2 N3 N4 N5 N6 N7 N8

位 N 39。40.00, 39。30.00， 39° 20.00’ 39。20.00， 39° 20.00’ 39。30.00, 39。40.00, 39。47.00， 39° 55.00’ 40。5.00， 40。15.00, 40。26.00’ 40。26.00’ 40° 15.00’ 40。5.00’ 40° 0.00’

置 L 139。48.00’139。49.00’139。49.00’139° 42.00’139。30.00’139。34.00，139。37.00’139° 37.00’139° 40.00’139。40.00’139° 41.00，139。45.00, 139。37.00’139° 37.00’139。37.00’ 139° 35.00’

日時分 11 09:16 1110:13 1111:10 1111:46 1112:39 1113:38 1114:35 1115:28 12 09:15 12 10:01 12 10:48 12 11:40 12 12:18 12 13:29 12 14:37 12 15:24

天候 C c c c r r r r 0 0 0 0 0 r 0 0

気温 19 19.1 19.7 20 18.2 17.3 16.5 17. 3 19.5 19.9 18.6 19.4 18.4 19.2 19.3 18.9

風向 •風力 ESE 4.4 ESE 5.8 E 6.3 E 4.3 SSE 7.1 S 7 ENE 4.7 E 9 SE 6.3 ESE 3.6 E 5.1 NE 2.2 NNE 0.7 SSE 1 SSE 5.4 SSW 2.6

海流 NNW 0.5 NNE 0.1 NE 0.6 NNW 0.4 N 0.4 W 0.8 ENE 0.6 WNW 0.3 NNW 1.3 NNE 1.1 NNE 1.2 NNW 0.3 NNW 1.2 N 1.3 N NE 0.8

水色 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

透明度 17 17 18 19 15 17 21 20 15 18 15 17 20 21 20 18

うねり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

波浪階級 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2

PL採集形式 稚丨 稚 I 稚 1 稚丨 稚 1 稚 I 稚 I 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 j 稚丨 稚丨 稚丨
0 19.0 19.0 18.9 18.8 18.2 18.6 17.6 18.6 19.7 19.2 19.5 19.2 18.1 18.6 19.0 19.0

10 18. 60 19. 03 18. 78 18.51 17. 78 18.43 17.41 17. 89 17. 80 18. 76 17.44 17. 76 17.44 17. 71 18. 53 17.69

20 16. 28 16.31 18. 25 15.86 16.71 16. 28 16. 99 17.19 16. 98 16. 89 16. 56 17. 36 16. 75 17.19 17.14 16. 90

30 15. 89 14. 43 14. 23 13. 26 14. 80 14. 50 14. 38 14. 72 16.16 16. 05 15. 82 16. 40 13. 24 14. 53 15. 58 15. 37

基 50 13. 49 13.41 13.10 12. 62 12. 82 12. 78 13. 25 11.91 13. 20 13.01 12. 69 14. 36 11.83 12.61 12.42 13.15

水 75 12. 24 12. 56 12.43 11.96 12. 02 12.10 12. 07 10. 96 12.43 11.76 11.70 13.21 11.18 10. 99 11.15 12.03

本 100 11.86 12.08 12. 09 11.63 11.26 11.76 10. 92 10.71 11.66 11.82 10.14 10. 03 10. 50 10. 86

150 11.11 11.56 11.25 9. 83 10. 73 9. 97 9. 89 9. 03 9. 09 8.48 9. 20 9. 25

温 水 200 7. 73 8. 03 8.41 6. 52 8. 53 8.94 8. 23 6. 75 4. 95 5. 82 7.11 7. 05

300 1.67 1.64 1.56 1.34 1.56 1.90 2.16 2. 25 2.02

(°C) 深 400

500

600

(m) 700

800

900

1000

0 32. 694 32.810 33. 774 33. 826 33. 643 33.149 34. 073 32. 658 32. 228 32. 338 32. 584 33. 064 33. 685 33. 289 32. 776 32. 904

10 32. 844 32. 850 33. 774 33. 780 33. 737 33. 209 34.127 33. 668 33.128 32. 604 33. 298 33.139 33. 877 33. 689 33. 043 33.814

20 33. 679 33. 534 34. 023 34.130 33. 990 34. 002 34.155 34.100 33. 738 33. 463 33. 691 33. 503 34.112 34. 076 33. 874 34. 085
30 34.149 34.164 34. 098 34.167 34. 212 34. 219 34. 368 34. 088 33. 996 33. 826 33. 765 33. 740 34. 362 34. 426 34.158 34. 256

基 50 34. 219 34. 329 34.154 34.176 34. 286 34. 210 34. 399 34.142 34. 302 34. 290 34.192 34. 005 34. 244 34. 432 34.158 34. 399

75 34.173 34. 304 34. 244 34.186 34. 265 34. 210 34. 270 34.124 34. 292 34. 253 34. 225 34.164 34.174 34. 264 34.143 34. 265

塩 準 100 34. 220 34. 274 34. 274 34.161 34. 225 34. 209 34.158 34.143 34. 237 34. 225 34.112 34.152 34.128 34.146

150 34. 228 34. 252 34.182 34.161 34.215 34.130 34.125 34.122 34.118 34.131 34.106 34.109

水 200 34.103 34.100 34.107 34. 088 34.115 34.112 34.100 34. 084 34. 085 34.130 34. 090 34. 093

300 34. 069 34. 070 34. 070 34. 079 34. 070 34. 057 34.100 34. 054 34. 057

分 深 400

500

600

(m) 700

800

900

1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測時平成14年 9 月11日 〜 平 成 14年 9 月12日

西暦2002年 9 月11日 〜 2002年 9 月12日

観測定点番号 S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8 N1 N2 N3 N4 N5 N6 N7 N8

位 N 39° 40.00’ 39。30.00’ 39° 20.00’ 39。20.00’ 39。20.00’ 39。30.00’ 39。40.00, 39。47.00’ 39。55.00’ 40° 5.00， 40° 15.00’ 40° 26.00, 40° 26.00’ 40。15.00’ 40。5.00’ 40。0.00，

置 L 139。48.00，139° 49.00，139° 49.00，139° 42.00, 139。30.00’139° 34.00’139° 37.00’139。37.00, 139° 40.00，139。40.00，139。41.00，139。45.00’139。37.00’139。37.00’139。37.00’ 139。35.00,

日時分 11 09:05 11 09:58 1111:01 1111:36 1112:30 1113:25 1114:18 1 1 1 5：00 12 08：36 12 09:31 12 10:24 12 11:22 12 12:01 12 13：06 12 14：05 12 14:44

天候 C C c c be be be be c c c c c c c c

気温 23.4 23. 7 24.1 24.4 24.5 24. 4 24.3 24.4 22. 2 21.8 21.3 20.3 19 19.8 20.1 20.3

風向 •風力 SSW 2.1 SSW 2.5 SSW 2.8 SSW 3.8 Sff 2.6 SW 2.5 Sff 4 Sff 5.8 NNW 7.1 N 9 NNW 9.6 NNW 8.5 NW 5 WNW 4.7 NW 8 NW 5. 7

海流 NNE 0.2 NNE 0.2 WNW 0.3 NE 0.7 NNE 0.5 NNE 0.7 N 1.1 NNW 0.5 NW 1.1 NNW 1 NNE 0.8 NNE 0.8 Nff 0.5 ENE 0.6 NNE 0.6 NNW 0.5

水色 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

透明度 29 23 20 21 25 26 25 24 20 20 21 25 26 22 21 20

うねり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 3 3 3

波浪階級 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3

PL採集形式 稚丨 稚 1 稚丨 稚丨 稚 1 稚 I 稚丨 稚 I 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1

0 25.4 25.8 25.8 26.1 25.4 26.0 26.0 25. 7 25.2 24.9 24.9 24.0 23.9 24.6 25. 0 24.8

10 25. 35 25. 54 25. 47 26. 06 24. 46 25. 47 25.80 25. 49 25. 26 25. 23 25. 26 24. 77 24. 53 25. 03 25. 22 25. 02

20 25. 03 24. 67 24. 60 24. 43 23.98 23. 39 24. 05 24.14 24.11 24. 73 24. 97 24. 46 24. 54 24. 58 24. 34 24. 47

30 21.99 22.98 22.48 21.02 19. 72 20. 53 21.28 21.76 22.44 23.01 23. 26 23. 31 21.94 21.82 22. 28 22.01

基 50 18. 42 20. 41 18. 78 17. 71 16.60 16. 70 17.15 17. 77 19. 34 19. 80 19. 30 20. 26 17. 23 17.92 19. 27 18.21

水 75 15. 74 16. 49 16. 03 14. 88 14. 80 14. 77 15. 02 15. 54 15. 66 15. 38 15. 56 15. 36 14. 52 14. 76 15. 59 15. 30

本 100 14. 31 14.14 14.15 12. 65 12.84 13.13 13. 52 13. 25 14.12 12. 77 12. 34 13. 09 13.18 13. 00

150 11.08 11.44 10. 69 10. 62 10. 67 11.00 10. 62 10. 79 9. 78 10. 55 10. 88 10. 76

温 水 200 6. 89 6.16 8. 36 6. 72 6. 70 6.87 7.14 6. 24 6. 53 7.15 7. 94 6. 67

300 1.66 1.55 1.45 1.34 1.47 1.76 1.85 1.50 1.47

(°C) 深 400

500

600

(m) 700

800

900

1000

0 33. 292 33.219 33.255 33.109 33. 679 33. 399 33.414 33. 253 33. 274 33. 225 33. 383 33. 351 33. 628 33. 368 33. 253 33. 301

10 33. 292 33. 213 33. 258 33. 459 33. 676 33. 432 33.414 33. 344 33. 301 33. 229 33. 386 33. 350 33. 628 33. 365 33. 250 33. 301

20 33. 576 33. 561 33. 567 33. 591 33. 658 33. 939 33. 719 33.631 33. 637 33. 398 33. 509 33. 591 33. 628 33. 584 33. 695 33. 621

30 34. 075 33. 966 33. 993 34.156 34. 222 34.194 34.118 34.167 34. Oil 33. 887 33. 746 33. 743 34.107 34.116 34. 088 34. 085

基 50 34.189 34.161 34. 235 34. 264 34. 301 34. 298 34. 289 34. 265 34. 201 34.180 34. 203 34. 225 34. 271 34. 225 34. 237 34. 267

75 34. 331 34. 308 34.311 34. 341 34. 384 34. 375 34. 378 34. 334 34. 314 34. 353 34. 338 34. 341 34. 363 34. 371 34. 335 34. 366

塩 準 100 34. 350 34. 347 34. 345 34. 299 34. 319 34. 332 34. 351 34. 332 34. 350 34. 304 34. 280 34. 323 34. 332 34.317

150 34. 237 34. 240 34. 204 34.195 34.197 34.216 34.192 34. 216 34.182 34. 207 34.219 34. 201

水 200 34.106 34. 097 34.145 34.110 34.119 34.118 34.119 34.104 34.104 34.128 34.137 34.115

300 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 070 34. 066 34. 070 34. 070

分 深 400

500

600

(m) 700

800

900

1000



観 測 機 関 名 秋 田 県 水 産 振 興 セ ン タ ー

観測時平成14年12月19日 〜 平 成 14年12月24日

西暦2002年12月19日 〜 2002年12月24日

観測定点番号 S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8

位 N 39° 40.00’ 39° 30.00’ 39。20.00’ 39。20.00’ 39。20.00’ 39。30.00’ 39。40.00’ 39。47.00’

置 L 139° 48.00’139。49.00’139。49.00, 139。42.00’139° 30.00’139。34.00, 139° 37.00，139。37.00’

日時分 19 09:27 19 10:23 24 13:20 24 12:42 24 11:48 24 10:53 20 10:05 20 09:20

天候 C c c c c c c c

スt温 4.3 4. 2 4. 9 4.8 4.4 4 2. 6 0. 8

風向 •風力 NW 10.3 NW 9.4 NE 4.3 ENE 3.6 NE 1.6 SE 4 WNW 10.6 WNW 9

海流 NW 0.9 NW 1.2 S 0.2 ENE 0.3 S 1.3 SSW 0.5 S 0. 7 W 1.6

水色 5 4 4 5 4 4 4 4

透明度 14 18 10 30 12 18 20 24

うねり 3 3 1 1 1 1 3 3

波浪階級 3 3 2 2 2 2 4 4

PL採集形式 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚丨 稚 I 稚 j 稚 1 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1 稚 1 稚丨
0 13.0 13.1 11.3 13.0 12.5 12.5 12.8 12. 3

10 13.17 13. 78 12.19 13.43 12.90 12. 82 13.40 13. 44

20 13. 42 13. 78 13. 03 13.43 12.87 13.10 13. 41 13. 44

30 13. 67 13. 78 13. 82 13. 43 12. 86 13. 24 13. 48 13.40

基 50 13. 73 13. 78 13. 30 13. 43 12. 82 13. 26 13. 53 13. 35

水 75 13. 82 13. 77 13. 22 13.44 12. 94 13. 33 13. 39 13. 38

本 100 13. 53 13. 71 13. 37 13. 04 13.04 13. 34 13.42 13. 34

150 13. 06 9. 39 10. 07 9.93 12.99 12.09 . 13. 33

温 水 200 4. 76 4. 69 5. 67 4. 95 5. 57 7. 73

300 1.65 1.53 1.50 1.33 1.82

(°C) 深 400

500

600

(m) 700

800

900

1000

0 33. 540 33. 643 32. 847 33. 975 33. 506 33. 490 33. 676 33. 895

10 33. 543 33. 710 33. 088 33. 968 33. 578 33. 496 33. 786 33. 896
20 33. 627 33. 712 33. 381 33. 969 33. 726 33. 844 33. 796 33. 896
30 33. 719 33. 713 33. 759 33. 969 33. 886 33. 902 33. 871 33. 893

基 50 33. 747 33. 716 33. 890 33. 970 33.918 33.911 33. 923 33. 890
75 33. 854 33. 856 33. 896 33. 982 34.011 33. 933 33. 939 33. 939

塩 準 100 33. 947 33. 893 33. 990 34.125 34. 094 33. 948 33. 978 33. 954
150 34.140 34. 201 34. 207 34. 204 33. 987 34. 219 34.011

水 200 34.100 34. 087 34.106 34. 088 34.109 34.146
300 34. 072 34. 072 34. 072 34. 076 34. 069

分 深 400

500

600

(m) 700

800

900

1000



観測機関名秋田県水産振興センター

観測時平成15年 2 月19日 〜 平 成 15年 2 月19日

西暦2003年 2 月19日 〜 2003年 2 月19日

観測定点番号 S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S9

位 N 39。40.00’ 39。30.00’ 39° 20.00’ 39° 20.00’ 39。20.00’ 39° 30.00, 39。40.00’ 39° 47.00’

置 L 139。48.00’139。49.00’139。49.00’139。42.00’139。30.00’139° 34.00’139。37.00, 139° 37.00’

日時分 19 09:05 19 10:02 19 11:02 19 11:38 19 12:30 19 13:30 19 14:27 19 15:15

天候 C c c c c c c c

気温 1.4 2.3 2.9 3.2 3. 7 3.9 3.8 3.8

風向 •風力 ENE 5 E 1.5 NNE 4.2 NNE 3.4 ENE 4.6 NNE 2.4 NNE 4 N 4.6

海流 N 0.3 WNW 0.2 NNW 0.5 WSW 0.5 W 0.1 NE 0.6 SSW 0.4 SE 0.6

水色 4 4 5 4 4 5 5 5

透明度 24 11 13 21 19 17 18 17

うねり 0 0 0 0 0 0 0 0

波浪階級 1 1 1 1 1 1 1 1

PL採集形式 稚 1 稚 1 稚丨 稚 I 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚丨
0 8.8 7.9 7.9 9.1 9.5 8.5 9.4 9. 7

10 9. 45 9.51 9.19 9. 86 9. 39 9.10 9. 61 9. 86

20 10. 04 9.91 9. 83 9. 74 9. 36 9. 23 9. 71 9. 98

30 10. 08 9. 96 9. 89 9. 74 10. 09 9. 78 9. 83 9. 99

基 50 9. 88 9. 92 10. 06 9. 76 10. 06 10. 02 9. 97 10. 02

水 75 9. 94 9. 94 9. 73 9. 53 10. 06 10. 02 9. 98 10.13

本 100 9. 96 10. 02 9. 52 9. 38 10. 06 10.01 9. 98 10.14

150 9. 37 9. 30 8. 63 10. 07 10. 00 9. 99 10.13

温 水 200 7. 92 8. 07 7. 47 10. 07 9. 99 9. 33 8.91

300 1.82 1.54 1.80 1.92 1.62 1.90

(°C) 深 400

500

600

(in) 700

800

900

1000

0 33. 692 32.415 32. 723 33. 579 33. 665 33.188 33. 892 33. 932

10 33. 832 33. 630 33. 478 33. 927 33. 682 33. 551 33. 904 33. 932

20 34. 002 33. 795 33. 899 33. 932 33. 682 33. 607 33. 929 33. 962

30 34. 015 33. 841 33. 927 33. 948 34. 033 33. 896 33. 960 33. 966

基 50 33. 999 33. 878 33. 984 33. 996 34. 039 34. 033 34. 018 33. 976

75 34. 030 33. 906 34. 012 34. 024 34. 039 34. 036 34. 030 34. 002

塩 準 100 34. 036 33. 954 34. 024 34. 030 34. 039 34. 036 34. 030 34. 006

150 34. 014 34. 042 34. 082 34. 040 34. 039 34. 039 34. 036

水 200 34. 097 34. 094 34. 094 34. 042 34. 040 34. 070 34. 085

300 34. 070 34. 073 34. 075 34. 073 34. 076 34. 073

分 深 400

500

600

(m) 700

800

900

1000



漁場環境調査（底魚魚類稚魚調査)

【目 的 】

本事業ではこれまで、秋田県沖合海域の底魚漁場にお 

いて、水温 •塩分 •潮流 •海底地形などのデ一タを収集 

してきたが、これら物理環境と底魚資源の変動には関連 

があると予想される。そこで本年は、その関連を解明す 

るため、底魚魚類及び重要甲殼類の時期別•水深別の分 

布状況を調査し、基礎資料とした。

【方 法 】

ハタハタ稚魚調査で混獲された魚類及び重要甲殼類 

(ズワイガニ、 ケガニ）の種を同定後、尾数を計数し、 

最小及び最大全長（ハタハタ、マダラは体長、マダイ、 

チダイは尾叉長、甲殼類は甲幅）を測定した。 採集漁 

具には開口板付き曳網を用いた。原則として、曳網時間 

は10分間とし。再放流を行った場合及び曳網時間が10分 

未満であった場合は、採集尾数を結果において換算（10 

分曳、全数計測として標準化） してある。

採集された魚類リス卜の科の配列と学名は中坊（1993) 

に従った。

また、魚種ごとに、曳網別入網個体数が最も多かった 

ときの水深と水温を最多出現水深及び水温とした。

杉 下 重 雄

メダマギンポ2.8%、 250〜270mではヒレグロ30.6% 、 

キンカジ力21.7%、 ホッケ11.5% 、 ズワイガニ 6.8% 、 ク 

ロゲンゲ6.5%であった。

【参考文献】

1 中坊徹次. 「日本産魚類検索- 全種の同定」東海大学 

出版会，東京. 1993

【結果及び考察】

平成14年 3 月25日から9 月26日まで、 5 〜270m水深 

帯で、合計134回の曳網を行った。常にハタハタ稚魚ね 

らいの調査であったため、水深別の曳網回数は、 5 〜49 

m が22回、50〜99mが26回、100〜149mが38回、 150〜 

199mが7回、200〜249mが3回、250〜270mが38回と水 

深帯別にばらつきがあった。

結果を表 1 に示した。採集された魚類は40科103分類 

群であった。魚種別採集尾数はハタハタ当歳魚が全体の 

86.1%と最も多く、次いでマダラ2.8%、 キンカジ力1.5

% 、 ヒレグロ1.2%、 コモチジャコ1.0%であり、 これら

以外は0.5%以下であった。また、調査水深帯を50m幅 

で区切ると、 5 〜49mではハタハタ当歳魚92.4% 、 マダ 

ラ2.2%、チダイ0.2%、アラメガレイ0.2%、 クサウ才0.2 

%、50〜99mではハタハタ当歳魚87.8% 、 コモチジャコ 

4.1%、マダラ2.2%、 夕マガンゾウビラメ1.6% 、ヤナギ 

ムシガレイ0.7%、 100〜 149mではハタハタ当歳魚47.3 

%、キンカジ力12.7%、マダラ10.5%、サラサガジ6.4% 、 

コモチジャコ4.5%、 150〜 199mではヒレグロ  22.3% 、 

マダラ16.7%、ハタハタ当歳魚13.7%、 サラサガジ10.0 

%、 キンカジ力7.0%、 200〜249mではヒレグロ38.5% 、 

マダラ26.3%、キンカジ力16.8%、ハタハタ当歳魚3.4% 、



表 1 採集された魚類及び重要甲殻類
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0
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-45
-
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-
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-
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-
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-

265
-

216
0

-

g

TL
TL
TL
TL
TL
BL
TL
TL
TL
TL
TL
TL
TL
TL
TL
TL
TL
TL

100 
2 0 -6 0  

6 0 -10 0  
10 

2 50 -270  
140 -270  

8 -2 70  
80 120 
4 0 -1 6 0  

80 
20 
5

1 6 0 -270  
100-120 

160 
5 -1 1 5  
2 0 -8 0  

4 0 -11 5  
4 0 -8 0  
6 0 -8 0  

40  
8 0 -27 0  
5 -2 5 0  
20 -8 0  

115 -250  
2 3 -17 0  
40 140 
4 0 -16 0  
100 

80 270 
6 0 -25 0  
10-20 
5 -2 0  

5 -2 7 0  
2 30 -2 70  
10 -250  
5 -1 6 0  
5 -1 4 0  

270  
10 -140  
4 0 -14 0  

270  
100 

100 -115  
6 0 -8 0  
20 

20 -8 0  
20 -8 0  
20 -8 0  

2 50 -2 70  
250 -2 70  
8 0 -20 0  

270  
270  
270  

250 -2 70  
10-20 

60 115 
230 270 
100 -2 50  
16 0 -170  

5 -2 0  
8 -1 15  
5 -2 0  

250 -2 70  
5 -2 7 0  

40 
4 0 -8 0  
120 

6 0 -8 0  
5 -1 0  

4 0 -5 0  
60 

1 0 -60  
40 

8 -1 4 0  
1 0 -40  
8-20 
20 

4 0 -14 0  
60 

8 -1 7 0  
10 
8-120 
5 -2 3  

10 -140  
40 -8 0  

80 
250 

4 0 -14 0  
270  

200 -2 70  
6 0 -17 0  
8 0 -27 0  

8 -  23 
4 0 -25 0  
2 0 -17 0  

8 -4 0  
5 -4 0  
8 -6 0  

8 
60 
80 

8 -8 0  
2 50 -270  

270

北浦 北浦 北浦 北浦 北浦 北浦

兼丸 兼丸 兼丸 兼丸 兼丸 兼丸

3 /2 5 3 /2 5 4 /4 4 /4 4 /4 4 /11
10 20 10 20 40 10

8.7 8.7 10.7 10.2 9.9 10.6
8.6 8.6 9.5 9.5 10.1 10.3

10

1

場所 

調査船

月日
水深 (m)

総個体数表面水温 (°C) 
底層水温 (°C)鋼

10.6
11.0
9.5
3.1

11.0
11.6

3.9

9.5

10.9
11.6
11.0

11.5

9.3 
10.1
11.6
11.3

11.3 
10.6 

8.6 
8.6 
11.1 

2.6
9.3

9.5

8.6 
10.6

最小一最大出現水深帯
( m m )  (m )摞準和名 Familv

ド メ Triakididae
コモンカスへ Rajidae
ニギス Argentimdae
アユ Plecoglossidae
キユウリエソ Sternoptychidae
ス ケ 卜 ウ ダ ラ Gadidae 
マダラ
シ オ イ タ チ ウ オ Ophidiidae 
キアノコウ Loph__dae
マトウダイ Zeidae
ヨウジウ才 Syngnathdae
タツノオトシゴ
ハツメ Scorpaendae
ウスメハル 
メバル

メバル属稚魚
ホウホウ Triglidae
オニカナガシラ 
力ナガシラ 
ソコカナガシラ
メゴチ Platycephalidae
ホッヶ Hexagrammidae

ケムシカジカ Hemitripteridae
力 ラ フ 卜 カ ジ 力 Gottidae
アイカジ力
セ卜カジ力
マツカジ力
オキカジ力
キンカジ力
ニジカジ力
アサヒアナハセ
アナハゼ厲魚類
カジ力科魚類
ガンコ Psychrolutidae
卜クビレ Agonidae

シロウ
ホテイウ才 Cyclopteridae
り， ウ才 Lipandae

アバチヤン
アラ Percichthyidae
アカムツ
テ ン ジ ク ダ イ Ajpogomdae 
シロ ギス Sillagimdae
マアジ Carangidae
マタイ Spar_dae

クロゲンゲ Zoarcidae
アゴゲンゲ
サラサガジ
アシナガゲンゲ
タナカゲンゲ
ノロゲンゲ

ゲンゲ科魚類
フサキンポ St_chae_dae
ナカV 力 

メダマギンポ 
ウナギガジ 
ガジ
タウェガジ科魚類
ギンホ4 Pholididae
ニシキキンボ科魚類
ハタハタ T  richodontidae
ハタハタ当歳魚
ミシマ才コゼ Uranoscopidae
キビレミシマ 
アオミシマ
クラカケ卜ラギスP n g u p ed d ae
イカナゴ Ammodytidae
ヤリヌメリ Callionymidae
ハタタテヌメリ
ネズミゴチ

卜ビヌメリ

ネズッポ科魚類
シロウ才 Gobiidae
ニクハセ
サビハゼ
コモチジャコ

プ//ゼ

ibarae
um

Species 
mak/s scvHtum 
Raja kenojei
Glossanodon semifasciatus 
Plecoglossus altivehs altivehs 
Maurohcus muellen 
Theragra chalcogramma 
Gadus macrocephalus 
Neobyth/tes sivicolus 
Lophtus htulon 
Zeus faber 
Syngnathus schlegeh 
Hippocampus coronatus 
Sebastes owstom 
Sebastes thompsom 
Sebastes inermis 
Sebastes sjpp. 
Chehdomchthys sp/nosus 
Lepidotrigla ktshmouyet 
Lepidotrigla mtcroptera 
Lepidotrigla abyssal/s 
Suggrundus meerdervoortt 
Pleurogrammus azonus 
Hexagrammos otakn 
Hem/tnpterus v/Hosus 
Triglops Jordan/ 
Gymnocanthus mtermedius 
Astrocottus matsubar 
Rtcuzemus pmetorum 
Arted/ellus sp_
Cott/uscu/us schmidti 
Alcichthys a/c/com/s 
Pseudoblennius cottoides 
Pseudoblenntus sp.
Cottidae  spp.
Dasycottus setiger 
Podothecus sachi 
Pallasina barbata 
Occella kuronumai 
Aptocydus ventncosus 
Lipans tanakat 
L/par/s tessellatus 
Crystalhchthys matsushtmae 
Nipりon sp/nosus 
Doederlem/a berycotdes 
Apogon /meatus 
StHago japomka 
Trachurus japon/cus 
Pagrus major 
Evynms japomca 
Lycodes nakamurat 
Petroschmtdt/a toyamensts 
Da vfdtjordama poec山mon 
Lycodes japontcus 
Lycodes tanakai 
Allolepts hollandt 
Zoarcidae  spp.
Chtrolophis japon/cus 
Stichaeus r̂tgorjewt 
Amsarchus macrops 
Lumpenus sagttta 
Op/sthocentrus ocellatus 
Stichaeidae  spp.
Phohs nebulosa 
Pholididae spp.
Arctoscopus japon/cus 
Arctoscopus japon/cus 
Uranoscopus japontcus 
Uranoscopus chtnensis 
Gnathagnus elongatus 
Parapercis sexfasctata 
Ammodytes personatus 
Repomucenus huguen/m 
Repomucenus valenciennei 
Repomucenus richardson" 
Repomucenus bemtegun 
Repomucenus spp.
L eucopsar/on peters// 
Chaenogobius heptacanthus

スV ハゼ 
ハj z 科魚類
ヒラメ Paralichthyidae
アラメガレイ
タマカンソウヒラメ
メイタガレイ Pleuronectidae
ナガ1レメイタ
アブラカレイ
ムンガレイ
ウロコメカ4レイ

アカ力1レイ
ャナギムシガレイ

ヒレグ1ロ

イシガレイ
アサパガレイ
マガレイ
マコガレイ

カレイ科魚類
サ サ ウ シ ノ シ タ Soleidae 
ク ロ ウ シ ノ シ タ Cynog丨ossidae 
ウマズラノ、ギ Monacanthidae  
シヨウサイフク4 Tetraodontidae
クサフゲ_
ズワイガニ Maj dae
ケガニ Atelecyclidae

bagarma senetonema 
Amblychaetunchthys scnst/us 
Ambiychaetunchthys hexanema 
Acentrogobius pflaumn 
Gobiidae sp.
Parahchthys ohvaceus 
Tat phops oligolep s 
Pseudorhombus pentophthaimus 
Pteuromchthys cornutus 
Pleurontchthys sp.
Atheresthes evermanm 
Eopsetta ̂ ngonewt 
Acanthopsetta nadeshnyt 
Htppoglossoides c/ub/us 
Tanaktus kitaharat 
Glyptocephalus ste/len 
Kare/us bicoloratus 
Pleuronectes moch/garet 
Pleuronectes herzenstetm 
Pleuronectes yokohamae 
Pleuronect i pp 
He teromyc tens japomca 
Paraplagusia japomca 
Thamnaconus modestus 
Takifugu snyderi 
Takifugu mphobfes 
Chtonoecetes optho 
Er/macrus tsenbecku

出現水温帯
(°C )
11.0

9 .5 -11 .0
10 .7 -12 .0

8 .6 -9 .5
2 .0 -3 .6
2.6-10.6
2 .1 -12 .7
10.1-12.0
9 .5 -12 .0

11.3 
8.6 
11 .2

1 .7 -9 .5
10 .7 -11 .0

9.7
9 .5 -12 .7
10 .7 -11 .0  
10 .0 -11 .6  
10 .0 -11 .6  
11 .0 -11 .1

10.1
1 .7 -11 .6
4 .7 -12 .7
10 .8 -11 .3
3 .0 -10 .6  
9 3  11 5
10 .0 -11 .6
9 .5 -11 .3

11.3
1 .7 -11 .7
3.0 - 12.0
8.6-10.8
8.6 -12 .7
2 .6 -12 .7  
1 .9 -3 .9

3 .6 -11 .2  
9.5 - 11.2
8.6 -12 .7

3.0
8.6 -11 .3
9 .6 -10 .8

3.1
11.3

10 .8 -11 .3  
10 .0 -11 .2

9.5 
1 00  1 16  
10 .0 -11 .6
10 .0 -11 .5

1 .8 -3 .0
1 .9 -4 .7
6.0-12.0

1.9 
2.0-2.6 
2.1-2.6
1 .8 -3 .0

10 .2 -10 .3  
10.6 - 11.0

1 .7 -3 .9
3 .0 -12 .0
9 .3 -10 .1
10.2-11.2 
8.6 -12 .7
9 .5 -12 .7  
2 2  3 0
1 .9 -12 .7  

10.6
10 .0 -11 .2  

11.0
10 .0 -11 .6
8.6 -11 .2  
10.0-10.1

10.9 
8.6-10.1

10.6
8.6 -12 .7
8 .6 -10 .3
8.6 -12 .7
8 .6 -9 .5

9 .6 -12 .0  
10.8

9 .3 -11 .3
10.3

9 .5 -12 .7
8.6 -12 .7  
10 .0 -12 .0
10 .6 -11 .6
10 .8 -11 .0

2.6
10 .7 -12 .0

2.8 
1.7 -  6.0

9 .3 -12 .0
1 .7 -12 .0
9 .5 -12 .7  
3 .0 -11 .6
9 .3 -12 .0
10.0 - 12.7
9 .5 -11 .5
9 .5 -12 .7

12.7
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11.3

8.6-12 .7  
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海 域 環 境 調 查

【目 的 】

秋田県沿岸の水質、底質及び生物相を調査し、海域環 

境の経年変化を把握する。それとともに沿岸に流入する 

M i丨Iなどからの汚濁物から海域環境の保全を図るための 

基礎資料を得ることとした。

【方 法 】

1 水質

平成14年 6月及び10月の 2回、図 1 に示すB〜R の 

測線上の26定 点 （原則として各測線上とも0.5、2.5、

5海里の3定点）で実施した。また、 8月に中央海域 

(測線 I〜N ) で調査を行った。分析項目及び分析方法 

は次のとおりである。

(1)水温及び塩分：STD

[表層、5 m 層、10m層及び20m層 （水深が20 

m 以浅の定点ではB - 1 m 層)]

⑵ p H :ガラス電極

C O D  ：アル力リ性過マンガン酸力リウム法 

クロロフィル a (chl-a) ： 8 5 %アセ卜ン抽出法 

[以上、表面採水]

2 底質

平成14年 6月に1回、7j<質調査と同時にスミス•マッ 

キンタイヤー型採泥器（採泥面積0.05m2) により砂泥 

質の各定点から各1回採泥し、表面から約2 cmの層の 

一部を分析した。分析項目及び分析方法は次のとおり 

である。

⑴ 粒 度 組 成 ：淘汰分析法

(2 )強熱減量（IL) ：

550°Cで 6 時間強熱を加えた後に秤量し、強熱 

前の重量から減少量を計算。

3 生物調査

(1) ベントス調査

各回とも水質調査時に同時に行った。 6月の調査 

では底質分析用に採泥した泥の残りを、 8月及び10 

月の調査では採泥した試料の全量を0.5mm目のステ 

ンレス製ふるいにかけ、ふるい上に残った試料を約 

10 %ホルマリン溶液で固定した。固定した試料は生 

物のソーティングを行った後、外部に委託して種の 

同定、計数及び湿重量の計測を行った。

(2) プランク卜ン調查

6月及び10月に水質調査とあわせて行った。北原

土 田 織 恵 • 渡 辺 寿

式定量ネッ卜 （網 地 ：N X X 1 3 )で水深20m (20m 

以浅の定点ではB - l m ) から鉛直びきを行い、プ 

ランクトンを採集した。採集したプランク卜ンはグ 

ルタルアルデヒド溶液で固定し、常法により同定と 

計数を行った。

- 1 2 6 -



【結果及び考察】

10月の観測ではしけのため南部海域（測線 P〜R ) が 

欠測になった。

1 水質

水質調査結果を表1〜 3 に示した。

(1) 塩分

表層塩分の分布を図2 に不した。

6月の観測ではSt.P-1及び P- 2で32以上となっ 

たが、全般的に低かんな値を示した。特に St.N-1 

では29.78以下と低い値を示した。 これは雄物川河 

ロ域で特に低かったことから融雪や降水といった陸

水の影響が強いことによると考えられる。

8 月の観測ではSt.M-1 、 N - 1及び N- 2 で32以 

下の低い値を示した。 これらの定点で低い値が出た 

のは秋田港や雄物川から陸水が流入したためと考え 

られる。また、30以下になった定点はなかった。

10月の観測ではSt.B、J、K - 2、L - 2、N - 2で 

30〜32の値を示し、St.N-1で30以下になっていた。 

St.Bは竹生川の河口、St.J〜L - 2は八郎湖の影響 

域、St.N-1及び N - 2 は雄物川の河口のため、それ 

ぞれから陸水が流入した事も考えられる。

32

図 2 — 1 表層塩分の分布 （ 6 月） 図 2 _  2 表層塩分の分布 （ 8 月） 図 2 — 3 表層塩分の分布（10月）



⑵ C O D

表層 C O D の分布を図3 に示した。

6月の調査ではSt.C-1、C- 2及び N - 1でl.Omf/ 

€ 以上の値を示した。St.C-1及び C-2 は米代川、 

St.N-1 は雄物川といった大河川の河口域にあるた 

め、陸由来の有機物が運ばれてきたことが考えられ 

る。

8月及び10月の調査では1.Omf/ £ 以上になる定点 

はなかった。 これらのことから、C O D の面から見

て秋田県沿岸海域は有機物による汚染が少ないこと 

が示唆された。

図 3 — 1 表層C O D の分布（6 月） 図 3 — 2 表層C O D の分布（8 、10月）



⑶ chl-a

表層 chl-aの分布を図4 に示した。

6月の観測では北部海域、St.K-1、P 線、St.Q- 

2及び R - 1と広範囲で1 " g / f以上の値を示した。 

また、M 線で 2 " g / f以上の値を示した。 6月は 

塩分の低かんな海域も広範囲にわたっており、植物 

プランク卜ンの発生に陸由来の栄養塩が大きく関係 

していたと考えられる。

8月の観測ではSt.N-1で 以 上 、St.M- 

1及び N - 2で2.0" g / f以上の値であった。 これら 

の定点は秋田港及び雄物川の影響域で、塩分も低か

んな値を示していたため、 6月同様陸水由来の栄養 

塩が関係していたと考えられる。

10月の観測ではSt.J、M - 1及び N - 2 で1.0//g/ 

f 以上、K 線、L 線及び St.N-2 で2.0" g/ {以上 

の値を示した。10月にchl-aが高かったのは八郎湖、 

雄物川の影響域である中央海域で、北部海域では1.0 

以上になることはなかった。

1.0

2.0

1.0

4 - 1 表層c h l - aの分布（6 月） 図 4 -  2 表層c h l - aの分布（8 月） 図 4 - 3 表層chl _aの分布（10月）



2 底質

底質調査結果を表4 に示した。

⑴ 粒度 組 成

本県沿岸では粒径が0.25〜0.063mmの砂泥底がほ 

とんどを占めている。また、沖合にいくほど粒径が 

小さくなる傾向が見られた。St.K-2では2.0譲以上 

の礫が多くなっており、男鹿半島周辺のSt.K-1や 

L 線といった水深の浅い定点では岩盤質のため採泥 

できなかった。

(2) IL

I Lの分布を図5 に示した。

I Lは粒度組成同様、深度との関連が深く沖合の 

定点ほど高い傾向を示した。 ヒ部海域は全定点が3.0 

% 以下と全体的に見て他の海域より低い値を示して 

おり、有機物が少ないと思われる。河川などの影響 

が少ないSt.Iから K 線までに3.0% 以上の定点が多 

く、陸水の影響の強い定点では堆積する前に沖合へ 

と運ばれていくことが考えられた。

3 生物調査

調査結果を表1〜 3及び 5〜 9 に示した。

•(1) ベン卜ス調查

富栄養化指標生物であるヨツバネスピオ A  

{Paraprionospio sp. type A ) は 6 月の St.C-1で

1個体、 8 月の St.N-1で 4 個体、St.N- 3 で 1個 

体、 10月の St.C-1 で 3個体、St.M- 2 で 2個体、 

St.N-1及び N- 3 で各 4個体出現していた。同様に 

汚染指標種のチヨノハナガイ {Raeta pulchellus) 
は 8 月の St.N-1のみで出現しており、 シズクガイ 

(Theora frag ilis) 及 び ヨ ツ バ ネ ス ピ 才 B 型 

(Paraprionospio sp. type B ) は見られなかった。 

汚染指標種が出現した定点はどの回においてもほぼ 

同じ場所であり、出現定点は注意が必要であるが、 

全体的にみて富栄養化が進行しているとまでは考え 

られなかった。

生物多様度指数（H ’）の分布を図6 に示した。 

H ’は 6月に2.227〜4.977ビッ卜、 8月に2.144〜4.929 

ビッ卜、10月に1.414〜5.105ビッ卜であった。全体 

的に見ると3〜 5 ビットの定点が多く、種の多様性 

は保持されていると考えられる。 しかし、本年度も 

H ’の低い定点が数点あるため、一層の注意が必要 

である。また、各定点においてH 'の季節的変化は 

見られなかった。なお、H'は次の式を用いた。

s
H'=-S (ni/NXlog2 (ni/N)) 

i=l

N  = 総個体数、ni =  i番目の個体数、s = 種類

(2) プランクトン調査

6 月の観測ではNoctiluca scintillansが、 10月 

の観測ではCeratium属が多く見られた。出現した 

動物プランクトンについて、各定点間類似度 

を用いてクラスター分析を行い、その結果を図7及 

び 8 に示した。

6月の類型I及びn はクラゲ類やサルパ類がほと 

んど見られず、O m 如 m 属が他の類型に比較して 

若干多く出現していた。 類型 IVでは Noctiluca 
及びサルパ類の出現数が多かった。類 

型 I及びn は北部海域に、類型m は中央海域に、類 

型IVは南部海域に多くなっていた。

10月の類型n はかいあし類のEucalarius spp.と 
ユメエビ類が、類型IVは貝類の幼生とCeratium 

fususが、類型V は Ceratium triposが多く見られ 

た。類型HIでは放散虫とCeratium trichocerosが 

若干ではあるが多く見られた。北部海域、中部海域 

ともに類型Iがほとんどであった。

【文 献 】

1 水産用水基準検討研究協議会事務局（1995) ：水産 
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図 6 — 1 ベントスH'の分布（6 月） 図 6 - 3 ベントスH'の分布（10月）

図 6 — 2 ベントスH，の分布（8 月）
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_

図 7 — 1 動物プランクトンの類型分布（6月） 図 7 _  2 動物ブランク卜ンの類型分布（10月）
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表 1 — 2 水質調査結果（6 月）

St. 観測日時天候 雲量 風向 風力 気温
(°C)

うねり 波浪

階級

水深
(m)

透明度
(m)

水色 観測層
(m)

水温
(°C )

pH COD
(m l/I)

塩分

(jL tg /0
多様度指数
H ’ ( V ントス)

N-1 6月5 日 
11:35

be 4 W 3 18.2 1 1 11.7 5.0 6 0
5
10

19.8
18.7
15.5

8.2 1.1 29.78
31.71
33.34

1.3 3.447

N -2 6月5 日 
11:47

be 4 WNW 4 18.2 1 1 36.0 8.0 4 0
5
10
20

19.4
18.5 
17.7 
17.0

8.3 <0.5 31.39
32.08
32.43
33.80

1.3 4.696

N -3 6月5 日 
12:08

be 3 WNW 4 18.0 1 1 51.5 9.0 4 0
5
10
20

19.2
18.0
17.9
16.7

8.3 <0.5 31.01
32.30
32.59
33.32

1.3 4.282

P-1 6月11日 
13:10

r 10 ESE 2 20.2 1 1 11.5 8.0 4 0
5
10

19.6
19.6 
19.5

8.3 <0.5 32.17
32.19
32.33

0.6 2.854

P -2 6月11日 
13:20

r 10 ESE 2 20.0 1 1 37.0 9.0 4 0
5
10
20

19.6
19.6 
19.5 
18.9

8.3 <0.5 32.01
32.07
32.29
32.83

0.6 4.642

P -3 6月1 1日 
13:40

r 10 SE 4 19.8 1 1 69.8 9.0 4 0
5
10
20

19.8
19.7
19.2
17.3

8.3 0.5 31.81
31.86
32.53
33.35

0.6 4.048

Q-1 6月11日 
12:35

r 10 SSE 3 21.6 1 1 12.3 7.0 4 0
5
10
11

19.9 
19.6
18.9 
18.5

8.3 <0.5 31.46
31.88
32.65
32.76

1.1 3.133

Q -2 6月1 1日 
12:20

r 10 SSE 3 21.4 1 1 41.0 10.0 4 0
5
10
20

19.7
19.6
19.3
18.5

8.3 <0.5 31.93
32.23
32.43
32.99

0.6 4.977

Q -3 6月11日 
10:35

c 9 E 5 19.2 1 2 80.0 7.0 4 0
5
10
20

19.8
19.9 
18.8 
18.2

8.3 0.5 31.61
31.67
32.96
33.49

1.3 3.384

R-1 6月11日 
11:40

c 9 SSE 2 19.6 1 1 25.5 9.0 4 0
5
10
20

20.1
19.8
19.3
18.4

8.3 <0.5 31.81
32.05
32.66
33.01

0.9 2.423

R -2 6月11日 
11:15

c 9 ESE 2 19.6 1 1 71.0 9.0 4 0
5
10
20

19.8
19.7
18.8 
18.5

8.3 0.5 31.65
31.74
32.99
33.58

1.3 4.552



表 2 水質調査結果（8 月）

St. 観測日時天候雲量風向風力気温うねり波浪水深透明度水色観測層水温 p H
( ° C ) 階 級 （m) (m ) (m ) (°C )

COD
(m l/I)

塩分 ch l-a 多様度指数

H，K ントス）
I 8 月2 3日 

11:25
C 8 ESE 4 22 .5 2 2 87 .0 9.0 5 0

5
10
20

22.1
21.8
20.8
19.8

8.1 <0.5 33 .72
33 .73  
33 .95  
34.11

<0 .5 3 .675

J 8月2 3 日 
11:45

C 8 ESE 4 22.7 2 2 62 .0 16.0 4 0
5
10
20

22.7
22.5
21.9
20 .4

8.1 <0.5 33 .67
33 .67  
33 .75  
34 .03

<0.5 3 .946

K-1 8月2 3 日 
13:35

be 7 SE 3 24 .2 1 1 6.9 >6.9 7 0
5
6

23 .4
21 .8
21 .7

8.1 <0.5 33 .59
33 .93
33 .97

<0.5 2 .144

K- 2 8月2 3 日 
13:25

be 7 SE 3 24 .0 1 1 19.7 9.0 5 0
5

10
18

23 .3
22 .0
21.7
20 .7

8.1 <0.5 33 .69
33 .89
33 .88
34 .05

<0.5 4 .682

K -3 8 月2 3 日 
12:40

c 8 ESE 4 23 .2 2 2 39 .0 22 .0 3 0
5
10
20

23 .2  
22 .9
22.3  
19.8

8.1 <0.5 33 .72
33.71
33 .82
34 .09

<0 .5 4 .850

L -2 8月2 3 日 
13:05

be 7 SSE 3 24.0 2 2 22 .0 18.0 4 0
5
10
20

23.5  
23.3
22.6  
19.2

8.1 <0.5 33 .67
33 .68  
33.81 
34 .16

<0 .5

L -3 8月2 3 日 
12:55

be 7 ESE 4 23.4 2 2 28.0 16.0 4 0
5
10
20

23.6
23.3
23.3  
19.0

8.1 <0.5 33 .68
33 .69
33 .69  
34 .07

<0 .5

M -1 8月2 3 日 
10:05

be 7 E 4 22 .0 1 2 14.0 3.5 9 0
5
10
13

21.5
21.6 
20.7 
20,0

8.1 0.6 30 .88
32 .37
33 .70
34 .06

2.9 3 .674

M -2 8 月2 3日 
10:20

be 7 ESE 4 22 .0 2 2 36.5 16.0 4 0
5
10
20

23 .5
23 .5
23 .4
19.5

8.1 <0.5 33 .58  
33 .60
33 .58  
34 .14

<0.5 4 .322

M - 3 8月2 3日 
10:35

be 7 SE 5 22.5 2 2 41 .0 21 .0 3 0
5

10
20

23 .4
23 .2
23 .2 
21.1

8.1 <0 .5 33 .68
33 .68
33 .68  
34 .08

<0.5 4 .576

N -1 8月2 3日 
9:43

be 7 E 5 21.0 2 2 12.0 3.0 9 0
5
10
11

21.0
20.8
20.3
20.3

8.1 <0.5 30 .17
33 .99
34 .02
34 .06

1.3 3 .256

N -2 8 月2 3日 
9:30

be 7 E 4 20.8 2 2 37.0 4.0 8 0
5
10
20

21.8
23.1
22.6
19.9

8.1 0.5 30 .35
33.61
33 .68
34 .09

2.2 4 .929

N -3 8 月2 3日 
9:10

be 7 E 4 20.5 2 2 50.5 10.0 5 0
5
10
20

22.9
23 .0
23 .3
21.5

8.1 0.5 33 .18
33 .26
33 .63
33.91

0.9 2 .378



表 3 _ 1 水質調査結果（10月）

St. 観測日時 天候 雲量 風向 風力 気温
(°C)

うねり 波浪
階級

水深
(m)

透明度
(m)

水色 観測層
(m)

水温
(°C)

pH COD
(m l/l)

塩分 ehトa 多様度指数
H，(へ、トス）

B -2 10月1 8日 
11:35

be 2 SE 2 19.0 1 1 30.8 5.5 6 0
5
10
20

20.4
20.6
20.8
21.0

8.1 <0.5 31.71
32.99
33.25
33.42

0.8 4.187

C-1 10月18日 
11:20

be 2 SE 1 19.8 1 1 9.5 4.0 7 0
5
7

20.9
21.1
21.1

8.1 <0.5 32.57
33.35
33.35

0.8 3.003

C -2 10月18日 
11:05

be 2 SE 1 19.8 1 1 33.0 8.5 6 0
5
10
20

21.0
20.7
20.8 
21.2

8.1 <0,5 33.04
33.09
33.17
33.46

0.6 2.251

D-1 10月1 8日 
10:52

be 2 SE 1 19.8 1 1 13.9 6.0 6 0
5
10
12

20.6
20.9
21.0
21.0

8.1 <0.5 32.91
33.33
33.27
33.27

0.8 2.312

D -2 10月1 8日 
10:40

be 2 SE 1 19.8 1 1 37.0 9.7 5 0
5
10
20

21.0
20.7
20.9
21.1

8.1 く 0.5 33.06
33.07 
33.23 
33.39

0.8 3.967

1-2 10月17日 
11:20

be 5 WNW 2 19.8 2 2 83.7 8.3 6 0
5
10
20

21.1
21.4

216.0
21.6

8.2 く 0.5 32.31
33.03
33.06
33.12

0.6 2.534

J -2 10月17日 
11:40

be 5 WNW 3 19.8 2 2 64.0 7.0 6 0
5
10
20

20.9
21.6
21.6
22.2

8.2 0.6 31.85
32.98
33.06
33.53

1.5 4.228

K-1 10月17日 

13:10

be 4 WNW 3 21.0 1 1 7.0 2.0 10 0
5
7

20.5
20.8
20.9

8.2 0.6 32.07
32.34
32.50

2.0 3.986

K -2 10月17日 
12:55

be 4 WSW 2 21.0 1 1 21.0 1.7 10 0
5
10
19

20.5
20.6 
21.0 
21.2

8.2 〈0.5 31.60
32.21
32.76
32.78

2.4 3.512

K -3 10月17日 
12:12

be 4 NNE 1 21.0 2 2 39.8 5.0 7 0
5
10
20

21.5 
21.1
21.5 
21.9

8.2 く 0_5 32.39
32.69
32.99
33.23

2.0 4.902

L-2 10月17日 
12:40

be 4 W 3 21.0 1 1 21.0 5.0 8 0
5
10
19

20.9
20.8
21.0
21.3

8.2 <0.5 31.81
32.46
32.69
32.84

2.0

L-3 10月17日 
12:25

be 4 NNE 1 21.0 2 2 23.0 5.0 8 0
5
10
20

21.6
21.2
21.2
21.7

8.2 0.7 32.32
32.66
32.77
33.18

2.0

M-1 10月17日 
10:10

be 6 WNW 2 21.0 2 1 14.8 3.0 9 0
5
10
13

21.3 
21.0
21.3
21.3

8.2 <0.5 32.60
32.58
32.79
32.82

1.3 1.414

M -2 10月1 7日 
10:25

be 6 WNW 2 21.0 2 2 36.8 7.5 7 0
5
10
20

21.2
21.1
21.1
22.3

8.2 <0.5 32.57
32.62
32.66
33.37

0.8 3.690

M -3 10月17日 
10:40

be 5 NNW 2 212.0 2 2 41.0 11.0 6 0
5
10
20

21.9
21.6
21.5
22.1

8.2 <0.5 32.96
32.98
32.99 
33.44

<0.5 4.235



表 3 _ 2 水質調査結果（10月）

St. 観測日時天候 雲量 風向 風力 気温うねり波浪水深透明度水色観測層 水温 pH COD 塩分 eh卜a 多様度指数
(°C) 階級 (m) (m; (m) (°C ) (m l/I) ( U g/D H，( へ、 トス)

N-1 10月17日 
9:40

be 6 ENE 2 21.0 2 1 13.2 1.0 10 0
5
10

19.4
21.2
21.1

8.2 0.9 28.52
32.63
32.65

2.6 1.958

N -2 10月17日 
9:25

be 6 WNW 2 20.5 2 2 37.2 6.5 7 0
5
10
20

19.5 
21.1
21.5 
21.7

8.2 0.6 31.35
32.51
32.87
33.08

1.5 5.105

N -3 10月17日
9:07

be 6 NNW 2 20.5 2 2 51.0 12.0 5 0
5
10
20

21.4
21.4
21.4
21.5

8.2 0.8 32.91
32.94
32.94 
33.37

0.7 3.435

P-1 欠測 0
5
10

P -2 欠測 0
5
10
20

P -3 欠測 0
5
10
20

Q-1 欠測 0
5
10
11

Q -2 欠測 0
5
10
20

Q- 3 欠測 0
5
10
20

R-1 欠測 0
5
10
20

R -2 欠測 0
5
10
20

- 1 3 8 -



表 4 底質調査結果

粒 度 組 成 （ ％ ) Iし

S t. > 2 .0 m m 2_0 〜1.0m m 1_0 〜0 .5m m 0.5 〜a 2 5 m n r1 0 .25  〜0 .1 2 5 m m 0 .1 2 5 — 0 .0 6 3 m m 〈0 .0 6 3 m m %

B -2 0 .00 0 .00 0 .00 1 .09 38.83 58.59 1 .49 2 .24

〇ー1 0 .00 0 .00 0 .00 1 .35 68.43 30 .03 0 .19 2 .20

C -2 0 .00 0 .00 0 .00 2 .88 33 .70 61 .20 2 .22 2 .88

D -1 0 .00 0 .00 0 .00 1 .87 77.51 20 .07 0 .55 2 .47

D -2 0 .00 0 .00 0 .39 4 .89 42 .62 49 .95 2 .15 2 .73

1 -2 0 .00 0 .00 0 .00 0 .00 0.71 68.77 30 .52 6.67

J - 2 0 .00 0 .00 0 .00 0 .00 4 .80 69 .97 25 .23 4 .38

K -2 32 .76 17 .60 33 .25 15 .28 0 .73 0 .00 0 .37 4 .29

K -3 0 .00 0 .00 0 .23 2 .27 45 .68 44 .55 7 .27 3 .44

M -1 0 .00 0 .00 2 .47 11 .10 58.99 26.21 1 .23 1 .65

M - 2 0 .00 0 .00 0 .00 1.11 22 .47 70 .86 5 .56 2 .40

M - 3 0 .00 0 .00 0 .00 0.11 14 .95 80 .93 4.01 2 .73

N -1 0 .00 0 .00 0 .00 0 .43 68 .74 30 .18 0 .64 1 .84

N -2 0 .00 0 .00 0 .10 2 .70 20 .68 71 .23 5 .29 2 .34

N -3 0 .00 0 .00 0 .00 0 .29 4 .92 71 .29 23 .50 3 .39

P -1 0 .00 0 .00 0 .09 1.11 71 .02 27 .69 0 .09 2 .08

P -2 0 .00 0 .00 0 .29 3 .36 57 .53 34.61 4 .22 2 .53

P - 3 0 .00 0 .00 0 .00 0 .00 0 .77 53 .13 46 .10 5 .62

Q -1 0 .00 0 .00 0 .10 2 .83 79 .09 17 .68 0 .30 2 .30

Q -2 0 .00 0 .00 0 .00 3 .44 42 .44 46.11 8.00 2 .92

Q -3 0 .00 0 .00 0 .00 0 .00 0 .68 72 .03 27 .29 7 .30

R -1 0 .00 0 .00 0 .00 1.02 54 .92 41 .42 2 .64 1 .67

R- 2 0 .00 0 .00 0 .00 0 .35 12 .04 57 .29 30 .32 4 .39



表 5 _ 1 プランクトン分析結果（6 月）
cells/ rrf

11113 34096 17984 32068 40970

111 184 233 111 221
184 291 55 166

55
58

55 55 55
58

73141 23443

55 58  111 55

55 237
79

79

276
55

55

55

C A L A N O ID A
Acartia spp. 55 369 92 111
Nannocalanus sp.
Calanus spp.
Neocalanus spp.
Calanoides spp.
Candacia spp. 1
Eucalanus spp. 1
Labidocera spp. 1
Oithona spp. 1161 983 553 276 387
Microsetella spp. 55 111
Corycaeus spp. 111 276 92 55
COPEPODA LARVAE 6082 10812 5418 6451 5197
P o d o n spp. 3428 7495 7411 4058 4644
E v a d n e spp. 221 1966 1272 645 940
Tintinnopsis spp.
Favella spp. 498 1229 663 276 1382
Parafavella spp. 276 614 553 1106 995
Steenstrupiella spp. 55 111 166
Eutintinnus spp. 1493 983 3262 2765 7741
Notholca spp.
APPEND丨CULAR IA  尾虫類 333 3258 891 1296 1184
SAG ITT IDAE ヤムシ類 7 128 12 94 113
ANTHOMEDUSAE 花クラゲ目
S IP H 0 N 0 P H 0 R A 管クラゲ目
C T E N 0P H 0R A 有節動物
SALP IDA 妙ルパ 1
PHAEODAREA 放散虫 55
幼生

多毛類 17
貝類 166 123 221 370 55
フジツボ 246 55 184 1
ェビ類 6 284
力ニ類
棘皮動物 55 92
カタクチイワシ卵 20 2 22 7 53
その他魚卵 5 3 4 1
稚魚 19 15 8 46 6

渦ベン毛藻
Dinophysis rudgei

NoctHuca

Pyrocystis

scintillans

spp.

5916 6758 11279 22116 1935

Ceratium fusus 498 2949 1161 1290 2433
Ceratium arietinum 221 983 166 369 995
Ceratium b u c e p h a l u m

Ceratium giboerum

Ceratium macroceros 55 123
Ceratium s y m m e t r i c u m 55 166
Ceratium trichoceros

Peridinium spp. 123 92 111
珪藻
Melosira spp.
Coscinodiscus spp.
Guinardia spp.
Rnizosolenia spp.
Biddulphia spp.
Bacteriastrum spp.
Chaetoceros spp.
FragHaria spp.
Triceratium spp.
Thalassionema spp.
Pleurosigma spp.
Nitzchia spp.

r
cc

r r 

rr

rr
rr

rr
cc

rr
rr
rr
rr

rr
cc

rr
cc

+
cc
rr

+
cc

r
cc

r r 
rr
r r

+ r

+ +

r
cc

rr
rr
rr
r
c

rr
c

r r
c c

St.______________________________________B~2_  C~1_  G ~ Z  D -1  D -2  1-2 J - 2  K -1  K -2  K -3  L -2  L -3  M -1  M -2
ろ過水量（m3)___________  _ 0 .90 0.41 0.90 0.68  0 .90 0.90 0.90 0.27  0.72 0.90 0.90 0.90 0.59  0 .90
沈殿量（mfi/m3) 7.08  6.39  11.50 4 .72 6.86 10.62 12.16 7 .00 11.06 10.51 15.81 7 .30 6.46 9.51

1
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表 5 — 2 プランクトン分析結果（6 月）
cells/m

St. M~3 N-1 N -2 N -3 p-1 P -2 P -3 Q-1 Q -2 Q -3 R-1 R -2
ろ過水量（m3) 0.90 0.45 0.90 0.90 0.45 0.90 0,90 0.50 0.90 0.90 0.90 0.90
沈殿量（M /m 3) 27.31 5.09 7.74 6.86 9.73 8.07 6.63 7.24 4.75 4.53 8.18 7.74
CALANO IDA
Acartia spp. 111 442 111 332 55 101 55
Nannocalanus sp.
Calanus spp.
Neocaianus spp. 1
Caianoiaes spp.
Candacia spp. 2 1 1
Eucalanus spp.
Labidocera spp.
Oithona spp. 553 1216 387 940 55 221 101 221 276 55 276
Microsetella spp. 111 221 332 55 804 111 55 276
C orycaeus spp. 111 55 166 111 111
COPEPODA LARVAE 2986 1659 1659 1990 1548 774 2101 1005 1603 2765 3041 5197
P o d o n spp. 442 2765
E v a d n e spp. 1106 774
Tintinnopsis spp.
Favella spp. 885 111 55 663 553 1272 1272 4524 1216 276 719 719
Parafavella spp. 111 101 276 55 55
Steenstrupiella spp. 111 111 55 221
Eutintinnus spp. 55 55 101 111
Notholca spp. 111
APPEND ICULAR IA 尾虫類 1790 708 689 1230 2 398 1160 235 58 1067 588 1579
SAG ITTIDAE ヤムシ類 73 2 72 9 4 4 3 4 70 7 11
ANTHOMEDUSAE 花クラゲ目 1 55 2 1 8 1 1
S IPHONOPHORA 管クラゲ目 64 13 2 114 22 124 69 121 132 14 147 65
CTENOPHORA 有命動物 2
SALP IDA サルパ 457 122 242 196 714 2787 2433 690 1334 1123 1241 3185
PHAEODAREA 放散虫 55 201
幼生

多毛類 7 27 6 17 7 4 2 6 2 4 6
貝類 221 774 166 387 774 221 111 302 166 111 55 111
フジツボ 55 332 221 55 11 503 221 221 332
ェビ類 2 9 6 1 15 1 1 3 3 1
力ニ類 11 20 3
棘皮動物 55 58 111 55 112 2 117 3 60 3
カタクチイワシ卵 18 2 22 11 4 21 46 4 3
その他魚卵 33 8 2 2 2 2 2 1 1
稚魚 103 20 42 66 7 20 17 12 46 17 62

渦ベン毛藻
Dinophysis rudgei 55
NoctHuca

Pyrocystis

scmtillans

spp.

22227 15260 8515 62699
111

116552 63197 71435
55

113596 72707
166

32234
55

34003 52526
166

C e r a n u m fusus

arietinum

55 55 55 55 55
C e r a n u m 111 55 55
Cerat/um bu c e p h a / u m

Ceratium gibberum

Ceratium m a croceros 55 55 55 55 55
Ceratium s y m m e t r i c u m

Ceratium trichoceros

Peridinium spp. 55 111 55 221 55 111
珪藻
Melosira spp.
Coscinodiscus spp. r rr
Guinardia spp. rr rr rr
Rhizosolenia spp. rr rr r rr rr rr rr r rr r
Biddutphia spp.
Bacteriastrum spp. r r r + r rr r rr r r rr r
Chaetoceros spp. c cc c c c c c c c c c c
Fragi/aria spp. r r rr
1 nceratium spp. r
Thalassionema spp. + + r + r rr + + r + r r
Pleurosigma spp.
Nitzchia spp. c c c c c c c c c c c c c c c c c cc



表 6 プランクトン分析結果（10月 )
cel Is/m

St. B -2  C -1 C -2  D-1 D -2  1-2 J -2  K-1 K -2 K -3  _  L -2  _ L -3 M -2  _M -3  _ N-1 _ N - 2  _ N -3  _
ろ過水量 (m)
沈殿量CmJe/rrf)

0.90 0.90 _0 .90 _0 .27 0.90 0.59 0.90 _ 0.90 _ 0.54 0.90 —0.90
5.53 4.42 5.09 11.57 5.97 5.53 8.85 13.27 8.63 10.17 8.40 5.53 10.89 15.48 9.51 19.17 13.93 6.19

Acartia SPP- 170 55 55 184 111 166 55 85 58 55 55
Mesocalanus spp. 3
Calanoides spp. 58 1
Candacia spp. 55 7 8 22 4 184 167 123 60 115 87 56 3 92 2 111
Lucalanus spp. 170 1 8 176 58 578 279 403 257 341 567 647 1226 338
Labidocera spp. 1 223 167 55 255 111 56 114
Oithona spp. 276 123 387 85 387 221 55 737 166 608 55 276 510 276 387 276 221 166
Microsetella spp- 719 491 498 1191 332 276 719 2765 774 1106 885 332 276 221 184 166 111
Corycaeus spp. 111 55 276 111 221 166 1217 337 222 87 113 59 184 279 223
Sapphirina spp- 1 2
Copilia spp. 55 55 170 221 112 111 111 113 388 276 58
COPEPODA LARVAE 7906 8724 8017 9952 8957 4976 7298 51236 11279 12164 13712 8459 13865 9897 10560 16863 9897 8957
PHYSOCEPHALATA 1 9 2 2 3 3
Tintinnopsis spp. 246 111 2212 166 276 885 8662 3539 3096 1216 719 1531 885 498 5068 774 553
Codonellopsis spp. 85
Parafavella spp. 85 55 184 55 1106 184
Parundella spp. 66 123
Undella spp. 66 85 55 184 85
Eutintinnus spp- 85 55 92 55
APPEND ICULAR IA 尾虫類 501 369 713 255 658 176 620 3137 778 478 226 127 255 196 698 470 709 358
SAG ITT IDAE ヤムシ類 118 22 237 199 358 198 164 229 205 368 479 260 54 215 294 411 525 217
ANTHOMEDUSAE 花クラゲ目 282 135 97 463 422 66 342 767 633 816 198 70 536 414 370 1255 322 338
S IPHONOPHORA 管クラゲ目 8 34 8 17 113 25 14 41 9 28 13 77 100 122 34 18 191 38
CTENOPHORA 有節動物 3
SALP IDA サルパ 1 1 55 1 3 56 2 1 1 2 2
PHAEODAREA 放散虫 123 85 221 111 55 184 221 332 276 332 255 498 166 461 166 111
THECOSOM ATA 有殻翼足目 15 4 2 7 9 1 10 2 3 11 9
LUC IFER IDAE ユメエビ科 118 128 17 32 112 51 35 50 259 385 61 421 346 44 880 102
幼生

多毛類 7 2 6 94 60 61 338 1902 67 83 116 71 185 67 119 286 117 65
貝類 133 246 276 1276 609 55 442 737 995 553 1106 387 1871 387 663 3317 829 885
フジツボ 246 1290 55 55
エビ類 

力ニ類

2 56 56 9 63 60 1 1 4 2
12 4 3 1 1 1 3 2 3 9 3 4 4 2

シヤコ類 1
頭足類 2
棘皮動物 66 248 113 680 720 2 112 1106 442 55 442 278 425 332 55 645 608 55
その他魚卵 1
稚魚 1 4 1 2 1 1 3

渦ベン毛藻

Amphisolenia bidentata 1062 1229 1216 2127 995 940 1548 369 1382 2322 1382 885 2297 2046 2267 3317 2322 1880
Dinophysis caudata 85 85
Ornithocercus spp- 55
Noctiluca scintillans 85 111 55 111
Ceratium be/one 66 860 55 55 55 221 55 55 85 111 55 92 111
Ceratium furca 55 166 55 774 885 111 0 510 276 111 461 166 0
Ceratium biceps 265 246 55 85 221 111 276 332 276 553 442 510 332 332 645 387 221
Ceratium falcatum 55 55 55 170 55 111
Ceratium fusus 2654 7863 2765 9017 3815 3926 6303 4608 10173 14597 11224 5916 14290 14541 6635 27829 12883 6469
Ceratium inflatum 55 92 55
Ceratium arcticum 55
Ceratium arietinum 55
Ceratium deflexum 863 860 940 3062 995 1051 1659 553 3981 2212 2046 1493 1276 2156 995 3410 1714 1493
Ceratium gibberum 55
Ceratium lunula 766 255 166 166 1106 221 387
Ceratium macroceros 510 111 55 55 276 111 276 332 166 184
Ceratium massiliense 531 737 442 595 719 332 498 553 442 885 1051 885 936 774 719 1106 719 995
Ceratium symmetricum 863 614 829 1106 553 498 1051 737 829 2267 1161 1493 1446 1327 829 92 1493 1051
Ceratium trichoceros 1791 2334 2377 5869 4368 4147 5584 4055 9455 6690 7741 6911 7485 7962 4257 14099 7630 6137
Ceratium tripos 66 55401 85 92
Ceratium spp. 332 3488 663 940 1382 184 3317 1769 1382 1161 1361 2101 719 2119 1438 995
Alexandrium
Peridinium

SPP- 608 442 1382 221
SPP- 332 246 608 680 111 553 184 663 387 608 595 276 1327 1382 608 276

挂*
Thalassiosira spp- rr
Melosira SPP- r r r r r + r r r r r r rr r r rr
Coscinodiscus spp. rr rr rr rr rr rr rr rr rr rr rr rr rr rr rr
Guinardia spp. r rr rr rr r r rr rr rr rr rr rr r rr rr rr
Rhizosolenia spp. + + r r + r + r + r + r + + + + + r
Biddulphia SPP- rr rr rr rr rr rr rr rr rr r rr
Bacteriastrum spp. r r r rr r r r
Chaetoceros spp. c c c c c c c + c c c c c c cc c cc cc
Ditylum spp- r r rr r r r r + r r r r r rr rr rr rr
Odontella spp. rr rr
Asterionella spp- r rr rr rr r rr rr rr rr rr rr rr rr rr r
Thalassionema spp. c c c c cc c c cc cc c cc c c c c c c c
Pleurosigma spp. rr rr
Nitzchia spp. r + r rr rr rr r r r r r r r r r r r r



表 7 — 1 ベントス調査結果（6 月）
個体数/全量

出 現 動 物 B C-1 C-2 D-1 D-2 I J K-1 K-2 K-3 L-3 M-1 M-2

COELENTERATA 腔腸動物

Virgulariidae ヤナキ'、ウミエラ科

Edwardsiidae ムシモト、、キキ、'ンチヤク科 1

Cerianthus sp. ハナキ、、ンチヤク科 1 1

PLATHELMINTHES 扁形動物
POLYCLADIDA 多岐腸目 1

NEMERTINEA 紐形動物
NEMERTINEA 紐形動物門 3 4 1 1 1 1 3 1

SIPUNCULOIDEA 星ロ動物
Apion soma sp. サメハタ''ホシムシ科 1 1

Aspidosiphon sp タテホシムシ科 1

ANNELIDA 環形動物

Polygordius ijimai イイシ''マムかンコ''カイ 1

Lepidonotus spicuius フサツキウロコムシ 1

Harmothoe sp. ウロコムシ科 1 1

Sigalion papillosum ノラリウnコムシ科 1 2

Pi si one sp. スナコ、'カイ科 2

Chrysopetalidae タンサ''クコ''カイ科 2

Phyiiodocidae サシハ''コ''カイ科 1 1

Anaitides japonica イトサシハ、、 2

A. spp. サシハ、、コ、'カイ科 1 1 1 1

Eteone sp. II

Hesionidae オトヒメコ、、カイ科 2

Gyptis lobata シライトオトヒメ 2

Ophiodromus angustifrons モク''リオトヒメ 4 1

Ancistrosyllis groenlandica カキ、'コ、、カイ科

Caoira pilargiformis japonica ニホンカキ、'コ、、カイ

Sigambra tentaculata カキ、、コ、、カイ科 4 1 1

Exogone uniformis イッカクシリス 1

Syllinae gen. sp. シリス科 1 1
Nereididae コ、、カイ科 2

Amphinomidae ウミケムシ科 3

Aglaophamus sinensis トウヨウシロカ、、ネコ、'カイ 1
A. sp. シロカ、、ネコ、’カイ科 1 1

Micronephtys sphaerocirrata orientalis コフ、'シp力、、ネコ、'カイ

Nephtys oligobranchia コノハシu力、、ネコ、、カイ 10 1

N. polybranchia ミナミシロカ'、ネコ''カイ 2

N. spp. シロカ、、ネコ、、カイ科 7

Spha ero dor i di um mi nut a ァワコフ、、コ、、カイ 1
Glycera alba チロ!)科 3 1

G. capitata キタチロリ 1

G. sp. チロリ科 1 1 1 1
Glycinde sp. ニカイチロリ科 1 7 1 1
Goniada sp. a 1
Paralacydonia paradox a Lacydoniidae

Onuphis sp. ナナテイソメ科 4
Eunice indica ヤリフ'、スマ 1 1
Lysidice collaris シホ''リイソメ 1
Lumbrineris latreilli キ、、ホ、'シイソメ科 4 1 1
L. sp. 〃 1 1
Ninoe palma ta エラキ、、ホ、、シイソメ 1
Schis tomeringos japonica スシ、'ナシコイソメ 1 1 3
Haploscoloplos elongatus ナカ、、ホコムシ 1 2 1
Scoloplos {Leodanas) sp. ホコサキコ'、カイ科

Aedicira belgicae Paraonidae
A . spp. 11 1
Aricidea neosuecia nipponica 11 3
A. was si it 4 1
A. sp. 11 2 3 1
Cirrophorus miyakoensis 11

Paraonides lyra 11 1 1
Paraonidae )i

Apistobranchus tullbergi Apistobranchidae 2 1
Aonides oxycephala ケンサキスピオ 1
Apoprionospio dayi japonica イタスピオ 2 1 2
Laonice cirrata スピ オ 科 1
L. sp. a 1
Paraprionospio sp.(type A) ヨツハ、'ネ ス ピ オ (A型) 1
Polydora sp. スピ 才 科 10

Prionospio depauperata ソテ''ナカ''スヒ。オ 1 1
P. dubia 才力スビオ 11
P. elonga ta ナカ、'エラスピオ

P. ehlersi スヒ。オ科 2 5 1
P. paradisea マクスビオ 1
P. spp. スピ 才 科 5 2 1 1
Pseudopolydora sp. n 1
Scolelepis sp. I I 3
Spio filicornis マドカス匕。オ 1
Spiophanes bombyx エラナシスピオ 1 3 2 3 1 5 1
S. kroeyeri スス、'エラナシスピオ 1 2 1
Mage Iona japonica モロテコ、、カイ 4 1
M. sp. モロテコ、、カイ科 2 1
Poecilochaetus sp. テ、、ィソマ科
Chaetozone setosa ミス'、ヒキコ、、カイ科 3 4 7 3 6
C. sp. n

Tharyx sp. ミス、、ヒキコ、、カイ科 1
Cirratulidae ミス、、ヒキコ、、カイ科

Pherusa sp. ハホ'、ウキコ、、カイ科



表 7 - 2 ベントス調査結果（6 月）
個体数/全量

出 現 動 物 B C-1 C-2 D-1 D-2 I J K-1 K-2 K-3 L-3 M-1 M-2
Seal1 bregma inrlatum トノサマコ、、カイ 3
Travisia japonica ニ ッホ。ンオフエリア 1
T。 spp. オフエリアコ、、カイ科

Sternaspis scutata 夕、、ルマコ、、カイ

S. spp. タ、、ルマコ、、カイ科
Leiochrides sp. イトコ、、カイ科 1 1 2
Neoheteromastus sp. (cf. leneata) 〃 2
Notomastus sp. 〃

Mediomastus sp. i i 47 1 1 2
Clymenura japonica ニホンタテタケフシコ、、カイ

Nichomache sp. タケフシコ、、カイ科 1
Praxillella pacifica ナカ'、オタケフシコ'、カイ

P. praetermissa ウリサ、、ネタケフシコ'、カイ 1 1 1
Maldane crista ta ホ：/タケフシコ、、カイ 1 1
Galathowenia oculata チマキコ'、カイ科 1 1 丨

G. wilsoni i i 1 2
Owenia fusiformis チマキコ、、カイ 1
Ampharete sp. カサ、、リコ、、カイ科
Amphicteis gunneri カサ、、リコ、、カイ
Lysippe sp. カサ、、リコ、'カイ科
So sane sp. i i 3 1
Terebellidae フサコ'、カイ科 1
Artacama sp. i i

Pista cristata ツクシフサコ、、カイ 2 1 3 1
P. sp. フサコ'、カイ科 1 2
Streblosoma sp. 〃 1
Theiepus sp. i i 1
Terebellides horikoshii タマク''シフサコ''カイ 4 1
Trichobranchus bibranchiatus タマクヘンフサコ''カイ科

Sabellidae ケヤリ科
Chone sp. i i 1 1 1 1

Euchone sp. i i 10

MOLLUSCA 軟体動物
Chaetodermatidae ケハタ、、ウミ匕モ科 2

Mopalia retifera 匕ケ''ヒサ''ラ力、'イ 1

Eulimidae ハナコ、'ウナ科 4
Naticidae タマ力、、イ科 1

Neverita didyma ツメタカ、、イ 1

Neverita vesicalis 匕メツメタカ、'イ 1

P h m n a  argen ta ta キセワタカ''イ 1 1

P. spp. キセワタカ、、イ科

NUDIBRANCHIA 裸鰓目 4

Dentaliidae ツノ力、、イ科 3 1

Pe trasma pusilla キヌタレ力、、イ 1

Acila mirabilis オオキララ力''イ
Saccella sematensis アラスシ'' 'ノテ、、力'' イ 2 1

Yoldia philippiana キ ビ :/テ''力''イ 1

Glycymeris vestita タマキ力、、イ
Lima tula vladivostokensis 匕メユキハ、’ネ力、、イ 1

Alvenius ojianus ケシトリ力、、イ 1 2

Ungulinidae フタハ、、シラ力、、イ科 1 1

Axinopsida subquadra ta ユキヤナキ''力''イ 2 1

Leptaxinus oyamai マルハナシカ、、イ 1

Thyasira tokunagai ハナシカ、、イ 1 7

Pillucina spp. ツキ力、、イ科 2 1 1

Lasaeidae チリハキ、、力、'イ 科 2

Montacutidae フ、'ンフ、'クヤト、、リカ、、イ科 4

Veremolpa mi era ヒメカノコアサリ 7 2 50

Callista clinens is マツヤマワスレカ''イ 1 1

Mactridae ハ'、力力、'イ 科

.Moerella jedoensis モモノハナカ、、イ 7 3

M. nishimurai ニシムラサ、、クラ力、、イ 2

Ni tidotellina minuta ウス、、サ、、クラ力、、イ 1

N. ni tidula サクラ力'、イ

Solen gordonis アカマテ力''イ

Solenidae マテ力、'イ 科 ! 2

Hiatella orientalis I キヌマトイカ''イ 3

Agriodesma navicula オヒ、、クイ力、'イ 1

Cuspidariidae シャクシ力、'イ 科

ARTHROPODA 節足動物
CIRRIPEDIA ま ん 脚下綱 3

MYODOCOPINA ミれ、、コーハ。亜 目 1

Cypridinidae ウミホタル科 6 7 25 3 1 7

Philomedes japonica ウミホタルモト、キ 23 29 27 20 1

Nebalia japonensis コノハエ！:、、 2 !

Siriella longipes アシナグヨアミ 1

Gastrosaccinae gen. sp. アミ科 1 1

Bodotria sp. ホ、、ト、'トリァ科 21

Cyclaspis bidens フタハアサセク-マ 1 3

C. sp. ホ、、卜、、トリァ科

Eocuma spiniferum ツノナカ、、ハリタ'、シク-マ 1

Ipmnoe sagamiensis ホ'ノナキ'、サク一マ 1

Eudorella sp. レウコン科 1

Pseudoleucon japonicus キタシロクーマモト-'キ 8 1 2 1 1

P. sp. シロク-マモドキ属

Campy 1 asp is angularis スへ、、スへ、、サイツ'、チク-マ

C. striata ホ:/ミガサイツ''チク-マ 1

C. sp. サイグチク-マ属 2



表 7 — 3 ベントス調査結果（6 月）
個体数/全量

出 現 動 物 B C-1 C-2 D-1 D-2 I J K-1 K-2 K-3 L-3 M-1 M-2

Hemilamprops californicus ニシキクーマ 1

H. japonica ラムフ。ロフ。ス科 3

H. spp. ニシキク-マ属 3

Dimorphostylis sp. ササ'、ナミク-マ属 2 5

Leptochelia sp. ハ。ラタナイス科

Gnathia sp. ク、、ナチア科

Cyathura sp. スナウミナナフシ科

Holotelson tuberculatus チ匕''ウミセミ 1

Janiropsis longiantennata ウミミス''ムシ 1

Lysianassidae フトヒケ、'ソコヱビ科 1 1 11 3

Anonyx sp. II 1 1 1

Orchomene pinguis フト匕ケ、、ソコェ匕、、 2 1

Ampelisca brevicornis クビナカ''ス力''メ

A. cyclops ヒトツメス力、、メ

A. misakiensis ミサキス力、、メ 2 1 2

A. naikaiensis フクロス力''メ 1

Byblis japonicus ニッホ。ンス力'' メ 14 2 2

Ampeliscidae ス力、、メソコェビ科 1 3 4

Urothoe sp. ツノヒゲソコヱビ科 17 3 3 1 16 2 1 1
Phoxocephalidae 匕サシソコヱビ科

Harpiniopsis sp. ヒサシソコェビ科

Terepeltopes dolichorhunia ツハ、、サビヤタ、'ルヨコェビ 2

Stenothoe sp. タテソコェビ科

Li Ijeborgia sp. トケ、'ヨコェビ科 4

Perioculodes sp. クチハ'' シ；/コヱヒ'' 科 1
Synchelidium spp. II 2 4 9 2 2

Oedicerotidae II

Pleustidae テンク'、ヨコエビ科 5

Melphidippe sp. サカサヨコェビ科

Pontogeneia sp. アコ、'ナカ、、ヨコヱヒ、'科 1 1 1 6 5

Guernea sp. コメツフ'、ヨコェビ科 2

Melita sp. ヨコェ1；、'科

Paradexamine sp. ェンマヨコエ[：、、科 8

Aoridae Aoridae 4 23

Lembos clava tus ノソ、、キコンピラソコエビ

Phot is sp. クタ''オソコェヒ''科 18 2 5 2

Ampi thoe sp. ヒケ''ナカ'' ヨコェヒ、'科 15

Ericthonius pugnax ホ:/ヨコェビ 4
Jassa sp. カマキリヨコェビ属 2 2
Corophium crassicorne トケ、'ト''ロクタ、'ムシ

C. spp. ト、'ロクタ、、ムシ科 1 7

Podoceridae ト、、ロ バ 科
Caprellidae ワレカラ科 1
Caprella spp. ワレカラ科 3

Protogeton inflatus イトアシワレカラ 2

Protomima initatrix ムかンワレカラ

Leptochela sp. オキェビ科

Hippolytidae モェ1：、、科 10

Processa sp. ロウソクェビ科

Callianassa sp. スナモク''リ科 1
Xenophthalmodes morsei モ-ルス力、、ニ 1
Pinnixa sp. カクレカ、、ニ科 2

ECHINODERMATA 棘皮動物

Amphiuridae スナクモヒトテ''科 1
Ophiopel tis sp. スナクモヒトテ''科 2
Scaphechinus mirabilis ハスノハかンハ°ン 11 1 8

Molpadiidae イモナマコ科 1
Synaptidae イカリナマコ科 1

PROTOCHORDATA 原索動物

ENTEROPNEUSTA 腸鰓目
Molgulidae モルク'、ラ科



表 7 — 4 ベン トス調査結果（6 月）
個体数/全量

出 現 動 物 M-3 N-1 N-2 N-3 P-1 P-2 P-3 Q-1 Q-2 Q-3 R-1 R-2
COELENTERATA 腔腸動物

Virgulariidae ヤナキ'、ウミエラ科 1
Edwardsiidae ムシモト、、キキ、、ンチャク科 1
Cerianthus sp. ハナキ、、ンチャク科

PLATHELMINTHES 扁形動物
POLYCLADIDA 多岐腸目 1

NEMERTINEA 紐形動物
NEMERTINEA 紐形動物門 2 3 1 1 1 5: 3 1

SIPUNCULOIDEA 星ロ動物
Apionsoma sp. サメ/、:r ホシムシ科 1 2 1 5
Aspidosiphon sp タテホシムシ科

ANNELIDA 環形動物
Polygordius ijimai イイシ、'マムかンコ''カイ

Lepidonotus spiculus フサツキウロコムシ

Harmothoe sp. ウロコムシ科 2
Sigalion papillosum ノラリウロコムシ科 2 1 1
Pisione sp. スナコ、、カイ科
Chrysopetalidae タンサ、、クコ、、カイ科
Phyiiodocidae サシハ’、コ、、カイ科 1
Anaitides japonica イトサシハ、、
A. spp. サシハ、、コ、'カイ科 2
Eteone sp. a 1
Hesionidae オト匕メコ、、カイ科 1
Gyptis lobata シライトオトヒメ 1
Ophiodromus angustifrons モク''リオトヒメ 1 1
Ancistrosyllis groenlandica カキ、、コ、、カイ科 1

Cabira pilargiformis japonica ニホンカキ''コ''カイ 1
Sigambra tentaculata カキ、、コ、、カイ科 1 3 10

Exogone uniformis イッカクシリス

Syllinae gen. sp. シリス科 2
Nereididae コ、、カイ科
Amphinomidae ウミケムシ科
Aglaophamus sinensis トウヨウシロカ'' ネコ、、カイ 1
A. sp. シロカ、、ネコ、、カイ科 1

Micronephtys sphaerocirrata orientalis コフ''シロカ，、ネコ'、カイ 1
Neptys oligobranchia コノハシロカ'' ネコ''カイ 1 15 8
N. polybranchia ミナミシ卩力’'ネコ、、カイ

N. spp. シロカネコカイ科 6 1
Sphaerodoridium mi nut a アワコフ''コ''カイ

Glycera alba チロリ科
G. capi ta ta キタチロリ 1 1 1 1

G. sp. チロリ科 1 1 3 1 1 1
Glycinde sp. ニカイチロリ科 1 1

Goniada sp. n 1 1 3 2 1

Paralacydonia paradoxa Lacydoniidae 1
Onuphis sp. ナナテイ、" 科 1 4

Eunice indica ヤリフ、、スマ 2
Lysidice collaris シホ、、リイ'ノメ

Lumbrineris latreilli キ、、ホ、:シ イ '"科
L. sp. a

Ninoe palma ta エラキ'、ホ、、シイ'ノメ 2 1 1

Schistomeringos japonica スシ''ナシコイソメ 1
Haploscoloplos elongatus ナカ、、ホコムシ 1 1 2 2

Scoloplos {Leodanas) sp. ホコサキコ、-カイ科 1

Aedicira belgicae Paraonidae 4
A spp. ”

Aricidea neosuecia nipponica it 1

A. wassi II 3 1 1 1

A. sp. it 1 1 1

Cirrophorus miyakoensis II 1
Paraonides lyra II

Paraonidae II 2

Apistobranchus tullbergi Apistobranchidae 1

Aonides oxycephala ケンサキスピオ
Apoprionospio dayi japonica イタスピオ
Laonice cirrata スピ オ 科

L. sp. it

Paraprionospio sp. (type A) ヨツハ、、ネ ス ピ オ （A型 ）

Polydora sp. スピ オ科 20

Prionospio depauperata ソテ、'ナカ、、スピオ 2

P. dubia 才力スピオ 12 16

P. elonga ta ナカ、、エラス匕。オ 8

P. ehlersi スピオ科 1 2 1

P. paradisea マクスピオ

P. spp. スピ オ科 1 2 1 8 1 3 2

Pseudopolydora sp. 〃

Scolelepis sp. ” 1

Spio filicornis マト’'カスピオ

Spiophanes bombyx エラナシス匕:オ 4 1 6 2 2

S. kroeyeri スス''エラナシスピオ 1

Mage Iona japonica モロテコ’、カイ 5 2 10

M. sp. モロテコ、'カイ科 1 1 1
Poecilochaetus sp. テ、'ィソマ科 3

Chaetozone setosa ミス、、ヒキコ、、カイ科 4

C. sp. n 1

Tharyx sp. ミス’、ヒキコ、、カイ科 1 1
Cirratulidae ミス、、ヒキコ、、カイ科 1 1 1 10

Pherusa sp. ハホ'、ウキコ、、カイ科 1



表 7 — 5 ベントス調査結果（6 月）
個体数/全量

出 現 動 物 M-3 N-1 N-2 N-3 P-1 P-2 P-3 Q-1 Q-2 Q-3 R-1 R-2

Scalibregma inf latum トノサマコ、'カイ 1 1 8

Travisia japonica ニッホ。ンオフエリア

T0 spp. オフエリアコ、、カイ科 1

Sternaspis scutata タ、' ルマコ''カイ 5 1 16

S. spp. 夕、' ルマコ、'カイ科 4

Leiochrides sp. イトコ、、カイ科 9

Neoheteromastus sp. (cf. leneata) ii 1 2

Notomastus sp. II 1 1 1

Mediomastus sp. II 1

Clymenura japonica ニホンタテタケフシコ、、カイ 2

Nichomache sp. タケフシコ、'カイ科 1

Praxillella pacifica ナカ、' オタケフシコ、'カイ 2

P. praetermissa ウリサ' 'ネタケフシコ''カイ 1

Maldane cristata ホソタケフシコ、、カイ 1 3

Galathowenia oculata チマキコ'、カイ科 2

G. wilsoni //

Owenia fusiformis チマキコ、、カイ 1

Ampharete sp. カサ'、リコ、、カイ科 1

Amphicteis gunneri カサ、、リコ'、カイ 1

Lysippe sp. カサ、' リコ'、カイ科 1 1

Sosane sp. ii 2 1 1

Terebellidae フサコ，、カイ科

Artacama sp. // 1 1

Pista cristata ツクシフサコ、、カイ 3

P. sp. フサコ、'カイ科

Streblosoma sp. ii

Theiepus sp. II 1 1 3

Terebellides horiKoshu タマグシフサコ、、カイ 1

Trichobranchus biDranchiatus タマク、、シフサコ、、カイ科 2

Sabellidae ケヤリ科 1

Chone sp. i i 2 3 1

Euchone sp. II 1 1

MOLLUSCA 軟体動物
Chaetodermatidae ケハタ、、ウミヒモ科 8 6

Mopalia ret if era 匕ケ' ' ヒサ' ' ラ力''イ

Eulimidae ハナコ、、ウナ科 1

Naticidae タマ力'、イ科 1 1

Never ita didyma ツメタカ、、イ
Neverita vesicalis 匕メツメタカ、、イ

Philina argent at a キセワタカ''イ 1

P. spp. キセワタカ''イ科 1 1 1
NUDIBRANCHIA 裸鰓目
Dentaliidae ツノ力、、イ科

Pe trasma pusilla キヌタレ力''イ

Acila mirabilis オオキララ力，、イ 1

Saccella sematensis アラスシ、、ソテ' '力、'イ 2

Yoldia philippiana キビソテ、、力、、イ

Glycymeris vestita タマキ力、、イ 1

Lima tula vladi vostokensis ヒメユキハ' 'ネ力''イ

Alvenius ojianus ケシトリ力、'イ

Ungulinidae フタハ' 'シラ力''イ科 1 3

Axinopsida subquadrat a ユキヤナキ' '力''イ

Leptaxinus oyamai マルハナシカ、、イ

Thyasira tokunagai ハナシカ、、イ 3

Pillucina spp. ツキ力、、イ科
Lasaeidae チリハキ、、力、、イ科 1 1
Montacutidae フ'、ンフ、' クヤト、、リカ、、イ科 1
Veremolpa micra 匕メカノコアサリ 1 20

Callista clinensis マツヤマワスレカ、、イ 1
Mactridae ハ'、力力、、イ科 1

Moerella jedoensis モモノハナカ'、イ 2

M. nishimurai ニシムラサ' ' クラ力''イ

Nitidotellina minuta ウス'、サ、、クラ力''イ 1 1 2

N. ni tidula サクラ力'、イ 1 1
Solen gordonis アカマテ力、、イ 1
Solenidae マテカぐイ科 1

Hiatella orientalis キヌマトイカ、、イ

Agriodesma navicula オビクイ力、'イ
Cuspidariidae シャクシ力''イ科 1

ARTHROPODA 節足動物
CIRRIPEDIA ま ん 脚下綱
MYODOCOPINA ミオト'、コ- ハ。亜目 1
Cypridinidae ウミホタル科 1 1 1 4 1
Philomedes japonica ウミホタルモト、キ 1

Nebalia japonensis コノハ; ! :匕、、

Siriella longipes アシナカ'、ヨアミ

Gastrosaccinae gen. sp. アミ科 1 1
Bodotria sp. ホ、、ト、、トリア科 1

Cyclaspis bidens フタハアサセク-マ 2 1 I

C. sp. ホ、、ト、'トリア科 1
Eocuma spiniferum ツノナカ、、ハリタ'、シク-マ
Ipmnoe sagamiensis ホソナキ' 'サク-マ 6 1 3
Eudorella sp. レウコン科 1 1
Pseudoleucon japonicus キタシロクーマモドキ 1 22 4 4
P. sp. シロクーマモドキ属 4 1
Campylaspis angularis スへ、、スへ、、サイツ、、チク-マ 1
C. striata ホソミソ' 'サイツ' 'チク-マ

C. sp. サイツ、、チク-マ属



表 7 - 6 ベントス調査結果（6 月） 個体数/全量

出 現 動 物 M-3 N-1 N-2 N-3 P-1 P-2 P-3 Q-1 Q-2 Q-3 R-1 R-2
Hemilamprops californicus ニシキク-マ

H. japonica ラムフ。ロフ。ス科 1
H. spp. ニシキク-マ属 4 8 3 2
Dimorphostylis sp. ササ、、ナミク-マ属 1
Leptochelia sp. ハ。ラタナイス科 1 7
Gnathia sp. ク、、ナチア科 1
Cyathura sp. スナウミナナフシ科 1
Holotelson tuberculatus チヒ''ウミセミ
Janiropsis longiantennata ウミミス、、ムシ
Lysianassidae フトヒケ、、ゾコエビ科 1 1
Anonyx sp. II

Orchomene pinguis フトヒケ、、、ノコエビ 1

Ampelisca brevicornis ク1：、、ナカ、、ス力、、メ 丨 2 1 1
A. cyclops 匕トツメス力、、メ 2 2

A. misakiensis ミサキス力'' メ 2 1 1

A. naikaiensis フクロス力'';< 3 1
Byblis japonicus ニッホ。ンス力、、メ 1 2 3 5 1
Ampeliscidae ス力''メソコヱヒ''科 1 1
Urothoe sp. ツノヒケ、''ノコヱビ科 1 3 4 1 9 8 9 10 3
Phoxocephalidae ヒサシ;/コヱビ科 1
Harpiniopsis sp. ヒサシソコエビ科 1
Terepeltopes dolichorhunia ツハ、、サビヤタ、、ルヨコエビ

Stenothoe sp. タテ'ノコエビ科 1
Liljeborgia sp. トケ'、ヨコエビ科
Perioculodes sp. クチハ、、シソコェ1：、、科 2 2
Synchelidium spp. n 2 4 1 5 3

Oedicerotidae II 5 8
Pleustidae テングヨコエヒ''科 i

Melphidippe sp. サカサヨコヱヒ''科 ! 1

Pontogeneia sp. アコ、、ナカ、、ヨコヱビ科

Guernea sp. コメツフ''ヨコエビ科

Melita sp. ヨコエビ科 1
Paradexamine sp. エンマヨコエビ科

Aoridae Aoridae 1
Lembos clavatus ノソ、'キコンピラ:/コエ匕、、 2

Phot is sp. クタ''オ、ノコエビ科 7 10 1 2

Ampi thoe sp. 匕グナカ、'ヨコエヒ''科

Ericthonius pugnax ホ:/ヨコエヒ、、 5
Jassa sp. カマキリヨコエビ属

Corophium crassicorne トケ、、ト'、ロクタ''ムシ 2 3 6 1
C. spp. ドロクタ、、ムシ科

Podoceridae ト、、ロノミ科 1

Caprellidae ワレカラ科

Caprella spp. ワレカラ科 19 1

Protogeton inflatus イトアシワレカラ 1 4 1

Protomima initatrix ムかンワレカラ 1

Leptochela sp. オキエビ科 1
Hippolytidae モエヒ'、科
Processa sp. ロウソクエヒ''科 1

Callianassa sp. スナモク''リ科 1

Xenophthalmodes morsei モ-ルス力、、ニ

Pinnixa sp. カクレカ、、ニ科

ECHINODERMATA 棘皮動物
Amphiuridae スナクモヒトテ''科 1 1

Ophiopel tis sp. スナクモヒトテ''科

Scaphechinus mirabilis ハスノハか》ぐン

Molpadiidae イモナマコ科

Synaptidae イカリナマコ科

PROTOCHORDATA 原索動物

ENTEROPNEUSTA 腸f思目 1 1

Molgulidae モルク'、ラ科 3



表 8 - 1 ベントス調査結果（8 月） 個体数/全量
出 現 動 物 I 1-2 K-1 K-2 K-3 M-1 M-2 M-3 N-1 N-2 N-3

COELENTERATA 腔 腸 動 物

PENNATULACEA ウミエラ目 5

Edwardsiidae ムシモドキキ、、ンチヤク科 1 1 1

Cerianthus sp. ハナキ、、ンチヤク科 1

NEMERTINEA 紐 形 動 物

NEMERTINEA 紐 形 動 物 門 1 2 2

HETERONEMERTINI 異 紐 虫 目 1 2

SIPUNCULOIDEA 星 ロ 動 物

Sipunculidae ホシムシ科 1 1

Apionsoma sp. サメ/ずホシムシ科 1 4 2

ANNELIDA 環 形 動 物

Harmothoe sp. ウロコムシ科 2 1

Sigalion papillosum ノラリウロコムシ科 2

Sthenelais sp. II 1

Eulepethidae Eulepethidae 1

Pareulepis wyvillei ナカ、、クホ、' ウロコ 2

Phyiiodocidae サシハ''コ''カイ科 1

Eumida sp. 〃 1 3

Phyiiodocidae H 2

Hesionidae オトヒメコ、’カイ科 1 1

Sigambra tentaculata 力キ、、コ'、カイ科 1

Syllinae gen. sp. シリス科 2

Amphinomidae ウミケムシ科 2

Aglaophamus sp. シロカ'、ネコ、、カイ科 11 1 1

Micronephtys sphaerocirrata orientalis コフ、、シp力、、ネコ、''カイ 1

Neph tys caeca ハヤテシロカ'、ネコ、、カイ 1

N. oligobranchia コノハシ卩力、'ネコ、、カイ 2

N. spp. シロカ、、ネコ、、カイ科 1 1 1

Glycera alba チロリ科 2

G. chirori チロリ 1

G. decipiens イソチロリ 1

G. sp. チロリ科 1 1 1

Glycinde sp. ニカイチロリ科 4 2 1 4 1

Goniada sp. II 2 1

Paralacydonia paradoxa Lacydoniidae 2

Onuphis sp. ナナテイソメ科 1

Eunice indica ヤリフ、、スマ 1 1

Lumbrineris japonica キ、、ホ、、シイソメ 1

L. latreilli キ''ホ''シイソメ科 1 1 1

L. sp. n 1

Ninoe palmata エラキ、、ホ、、シイソメ 2 2 6

Drilonereis robustus セク、'ロイソメ科 1

Schistomeringos japonica スシ'、ナシコイソメ 1

Haploscoloplos elongatus ナカ、、ホコムシ 1 1 2

Aedicira spp. Paraonidae 2

Aricidea neosuecia nipponica II 27

A. sp. ” 1

Paraonidae 〃 1

Apistobranchus tullbergi Apistobrancnidae 1

Paraprionospio sp. (type A) ヨツハ''ネスピオ(A型 ) 4 1

Polydora sp. スヒ。オ科 6 3

Prionospio dubia オカスピオ 9 4 11

P. ehlersi ス ピ オ 科 2 1

P. spp. スピオ科 7 2 1

Spiophanes bombyx エラナシスピオ 1 2 1 11 5 1 5 7

Mage Iona japonica モロテコ、'カイ 6 2 2

M. sp. モロテコ、、カイ科 4 1

Chaetozone setosa ミス、、ヒキコ、、カイ科 2 2

Cirriformia tentaculata ミス'、ヒキコ、、カイ 1

Tharyx sp. ミス、、ヒキコ、、カイ科 2

Pherusa sp. ハホ、、ウキコ、、カイ科 1

Scalioregma inf latum トノサマコ、、カイ 9

Sternaspis scutata 夕''ルマコ''カイ 1

S. spp. タ''ルマコ''カイ科 3

Leiochrides sp. イトコ、、カイ科 7 2 1
Notomastus sp. a 3 1

Nichomache sp. タケフシコ、、カイ科 1 2 1 1
Clymenella collaris エリタケフシコ、、カイ 1
Praxillella pacifica ナカ、、オタケフシコ、、カイ 2
P. praetermissa ゥリサ''ネタケフシコ''カイ 1 1
Mai dane cristata ホ:/タケフシコ''カイ 3 1

Metasychis gotoi コ、、トウタケフシコ、、カイ 1

Galathowenia oculata チマキコ、、カイ科 1

Owenia fusiformis チマキコ、、カイ 11

Melinna elisabethae カサ、、リコ、、カイ科 1

Ampharete sp. // 1

Ampharetidae 〃 2
Terebe丄丄idae フサコ、'ヵイ科 1

Artacama sp. II

Pista crista ta ツクシフサコ、、カイ 1 2
Streblosoma sp. フサコ、、カイ科 1 3 1 2
Terebellides horikoshii タマグシフサコ''カイ 1 2 1

Trichobranchus bibranchiatus タマク、'シフサコ'、カイ科 1

Chone sp. ケヤリ科 1 3 3 2 1
Euchone sp. it 1 2 7

MOLLUSCA 軟 体 動 物

Philma argen ta ta キセワタカ''イ 1 1 1
Dentaliidae ツノ力、'イ 科 2



表 8 - 2 ベントス調査結果（8 月） ■ 数/全量

出 現 動 物 I J-2 K-1 K-2 K-3 M-1 M-2 M-3 N-1 N-2 N-3
Siphonodentaliidae クチキレツノ力'' イ科 1

Acharax japonicus アサヒキヌタレ力''イ i 1
Petrasma pusilla キヌ夕レカ''イ 1
Saccella sematens is アラスシ、、ソテ、' 力、、イ 1
Musculus cupreus タマエ力、、イ 4
Alvenius ojianus ゲントリカ、、イ j 4 4
Ungulinidae フタハ、'シラカソ科

叫
1

Felaniella usta ウ; /シシ、、ミカ、、イ 5 1
Axinopsida subquadrata ユキヤナキ' '力''イ 1 6 1

Thyasira tokunagai ハナシカ、、イ 7 1
Pillucina spp. ツキ力、'イ 科 14； 1 2
Codakia spp. ツキ力''イ科 5;
Plac amen tiara ハナ力、' イ 1 1

Veremolpa mi era ヒメカノコアサリ 11
Veneridae マルスタ' 'レカ''イ科 4

Pi tar sulfureum イオウハマク、、リ 1
Callista clinensis マツヤマワスレカ、、イ 1
Raeta pulchellus チヨノハナ力、'イ

1 一
1

Tellinidae ニッコウ力''イ科 10 1 1
Moerella jedoensis モモノハナカ'、イ 2

Nitidotellina minut a ウス'、サ、、クラ力''イ 8

Si 11 qua pulchella ミソ' '力''イ 1

Lyonsia ventiricosa ササ、、ナミ力、、イ 1

Arcidae フネ力''イ科 2

ARTHROPODA 節足動物
MYODOCOPINA ミれ、、コ- ハ。亜目 1 2

Cypridinidae ウミホタル科 1 8 2 1 4

Vargula hilgendorfii ウミホタル 1 1 1 1
Philomedes japonica ウミホタルモドキ 4 45 3
Nebalia japonensis コノハエ匕、、 1

Hypererythrops sp. 匕へ：レリスロ r ス属 1 1 1

Bodotria sp. ホ'、卜、、トリア科 1

Cyclaspis bidens フタハアサセク-マ 6 1

Eocuma spiniferum ツノナカ' 'ハリタ' 'シク-マ 1

Iphinoe sagamiensis • ホソナキ，、サク-マ 1 2

Bodotriidae ナキ、、サク-マ科 2

Pseudo]eucon japonicus キタシロクーマモドキ 2

Nannastacidae ナンノク-マ科 1

Hemilamprops californicus ニシキク-マ 1

Dimorphostylis coronata コンへ。イ卜ウササ、、ナミク-マ 1

Paranthura sp. ウミナナフシ科 1

Lysianassidae フト匕ケ、、、ノコヱヒ、'科 1

Anonyx sp. n 1 2

Orchomene pinguis フト匕ケ、、ゾコエ匕、' 1 2

0. sp. フトヒケ''、ノコエビ科 1

Ampelisca brevicornis クビナカ ' 'ス力''メ 1 10 2

A. cyclops 匕トツメス力、'メ 1 2 19

A. naikaiensis フクロス力''メ 1 1 5 8

Byblis japonicus ニッホ° ンス力'' メ 2 6 3

Ampeliscidae ス力、、; ! ソコエ1：、、科 3 7 8

Urothoe sp. ツノ匕ケへノコエビ科 1 1 2

Phoxocephalidae 匕サシ; /コI ヒ''科 3

Li1 jeborgia japonica ホソトケ'、ヨコエ匕'’ 1

L. sp. トケ、'ヨコエビ科 1

Synchelidium spp. クチハ、、シソコエビ科 1 2 1 2

Oedicerotidae II 1 1

Paradexamine sp. エンマヨコヱヒ、、科 10

Gamma rop si s sp. クグオゾコヱヒ、'科 2

Phot is sp. クタ' 'オ'ノコエ匕、'科 3 2 4

Ericthonius pugnax ホソヨコエ匕、、 2

Jassa sp. カマキリヨコエビ属 1 2

Corophium crassicorne トケ'、卜、' ロクタ、、ムシ 1

C. spp. ドロクタ、、ムシ科 2

Podocerus inconspicus ト、、ロバ 3 1

Caprellidae ワレカラ科 5 1

Caprella gigantochir テナ力、、ワレカラ 1

C. spp. ワレカラ科 1 23 2 2 8

Protogeton inflatus イトアシワレカラ 1 ■5

Idoteidae ヘラムシ科 1

Penaeidae クルマI ヒ、、科 1

Leptochela gracilis ソコシラエビ 1

Alpheus sp. テッホ。ウエビ科 1

Callianassa sp. スナモク''リ科 1

Philyra syndactyla 匕ラコフ''シ 1 1

ECHINODERMATA 棘皮動物

Amphiuridae スナクモヒトテ''科 6

Amphioplus japonicus 力キクモヒトテ'' 1

Ophiura kinbergi クシノハクモ匕トテ、、 1 1

Astropecten scoparius モミデ力''イ 2

Echinocardium cordaturn オカメフ、、ンフ、、ク 1

PROTOCHORDATA 原索動物

ENTEROPNEUSTA 腸鰓目 1 1

VERTEBRATA 脊椎動物
Bregmaceros sp. (aff. nectabanus) サ イ ウ オ 科 (aff.トヤマサイウオ) 1



表 9 — 1 ベントス調査結果（10月）
個体数/全量

出 現 動 物 B-2 C-1 C-2 D-1 D-2 I J-2 K-1 K-2 K-3 M-1 M-2 M-3 N-1 N-2 N-3

COELENTERATA 腔 腸 動 物

PENNATULACEA ウミエラ目 1

Edwardsiidae ムシモト、' キキ、'ンチヤク科 1

Cerianthus sp. ハナキ、、ンチヤク科 1 1

PLATHELMINTHES 扁 形 動 物
POLYCLADIDA 多 岐 腸 目 1 1 1

NEMERTINEA 紐 形 動 物
NEMERTINEA 紐 形 動 物 門 2 1 2 1 4 3 1 3

HETERONEMERTINI 異 紐 虫 目 1

SIPUNCULOIDEA 星 ロ 動 物 1 1

Apionsoma sp. サメハ夕、、ホシムシ科 5 1 1

Aspi do siphon sp タテホシムシ科 1 1

ANNELIDA 環 形 動 物

Harmothoe sp. ウロコムシ科 1

Si gal ion papillosum ノラリウロコムシ科 1 1

Sthenelais sp. i i 1 1

Anaitides spp. サシハ' 'コ'、カイ科 1

Phyllodocidae 〃 2

Ophiodromus angustifrons モグリオトヒメ 1

Ancistrosyllis groenlandica カキ、、コ、、カイ科 1

Sigambra tentaculata カキ、、コ、'カイ科 1

Pilargidae カキ、、コ、、カイ科 1

Syllinae gen. sp. シリス科 2 1

Aglaophamus sinensis トウヨウシ卩力、、ネコ、、カイ 1 1 3

A. sp. シロカ、、ネコ''カイ科 1

Nephtys oligobranchia コノハシロカ、、ネコ、、カイ 5

N. polybranchia ミナミシロカ、、ネコ''カイ 3

N. spp. シロカ'、ネコ、'カイ科 7

Glycera sp. チロ!)科 2 1 1 3 2 1 4 3 2 3 4

Glycinde sp. ニカイチロリ科 1 2 1 2 1 4 1 4 2 6

Goniada sp. i i 3 1 2

Paralacydonia paradoxa Lacydoniidae 1 1

P- spp. カキ、、アシコ、、カイ科 1

Diopatra bilobata スコ、、力イイソメ 1 2
Onuphis sp. ナナテイソメ科 1 1

Eunice indie a ヤリフ、、スマ 1 1 1

Lumbrineris latreilli キ、、ホ'、シイソメ科 1 4 3

L. sp. i i 1

Ninoe palmta エラキ'、ホ'ンイソメ 3 1 3

Drilonereis sp. セク、、ロイソメ科 1 1

Schistomeringos japonica スシ''ナシコイソメ 1
Haploscoloplos elongatus ナカ、、ホコムシ 1 1 1 2

Scoloplos {Leodanas) sp. ホコサキコ、、カイ科 1

Aedicira spp. Paraonidae 5
Aricidea elongata 〃 1 1
A. neosuecia nipponica 11 4

A. wassi 〃 3 1 2

A. sp. 11 1

Paraonidae i i 1

Apistobranchus tullbergi Apistobranchidae 1
Aonides oxycephala ケンサキスヒ°オ 1

Apoprionospio dayi japonica イタスピオ 1
Laonice cirrata スピ オ科

Paraprionospio sp. (type A) ヨツハ、、ネ ス ピ オ (A型 ) 3 2 4 4
Polydora sp. ス ピ オ科 6
Prionospio depauperata 、ノテ、' ナカ'、スピオ 2 1
P. dubia 才力スヒ°オ 5 2
P. ehlersi スピオ科 1 2 2
P. spp. スヒ。オ科 2 2 1 4 2 1 3 6
Spiophanes bombyx エラナシスピオ 4 2 1 2 8 4 3 2 6
S. kroeyeri スス、'エラナシスピオ 1 4
Mage Iona japonica モロテコ、、カイ 1 3 2
M. sp. モロテコ、'カイ科 4 2 1
Chaetozone setosa ミス'、ヒキコ'、カイ科 10 4 2 2 1 3
C. sp. ii 6 3
Tharyx sp. ミス、、ヒキコ''カイ科 1 1
Pherusa sp. ハホ、、ウキコ、、カイ科 1
Scalibregma inf latum 卜ノサマコ、、カイ 1
Leiochrides sp. イトコ、'カイ科 1 3
Notomastus sp. i i 1 1
Mediomastus sp. 〃 1
Nichomache sp. タケフシコ、、カイ科 1 2 2
Clymenella collaris エリタケフシコ、、カイ 1
Praxillella praetermissa ウリサ、、ネタケフシコ-、カイ 1 1 1 1 1 1
Maldane crista ta ホ: /タケフシコ、'カイ 1 12 1
M. pigment a ta ヒョウモンタケフシコ、'カイ 11 1 3
Gal athowenia oculata チマキコ、、カイ科 1 2
G. wilsoni i i 1
Owenia fusiformis チマキコ、、カイ 1 2 1
Ampharetidae カサ、、リコ、、カイ科 1
Ampharete sp. ii 1
Amphicteis gunneri カサ、' リコ、、カイ 1
Lysippe sp. カサ、、リコ、、カイ科
Sosane sp. ii 1 5 1
Ampharetidae i i 13
Terebellidae フサコ、、カイ科 1 1 3 1
Artacama sp. ii 1
Pista cristata ツクシフサコ、、カイ 1 10 5 1



表 9 - 2 ベントス調査結果（10月）
個体数/全量

出 現 動 物 B-2 C-1 C-2 D-1 D-2 I 1-2 K-1 K-2 K-3 M-1 M-2 M-3 N-1 N-2 N-3
Amaena sp. フサコ、、カイ科 2
Streblosoma sp. it 2 1 2
Terebe丄ildes horikoshii タマク、、シフサコ、、カイ 1 1 1
Sabellidae ケヤリ科 4 1
Chone sp. ” 1 2 1 4 8
Euchone sp. a 6 1 7
Echiuridae キタユムシ科 1

TENTACULATA 触手動物
Ph or on is sp. ホウキムシ科 1

MOLLUSCA 軟体動物
Chaetodermatidae ケハタ、、ウミヒモ科 1
Ischnochitonidae ウスヒサ' ' ラ力、'イ 科 1
Neverita didyma ツメタカ''イ 1
Neverita vesicalis ヒメツメタカ、、イ 1
Olivella japonica ホタルカ、、イ 1
Atycidae タマコ、、力、、イ科 1
Philina argentata キセワタカ、、イ 1 1 1
P. spp. キセワタカ、、イ科 2
Dentaliidae ツノ力、、イ科 1 1 1 1
Siphonodentaliidae クチキレツノ力''イ科 1
Acharax japonicus アサ匕キヌタレ力''イ 5 2
Saccella sematens is アラス' / ' ソテ' '力''イ 3 18 1
Yoldia notabilis ナキ' 'ナタソテ' '力''イ 3
Glycymeris vestita タマキ力、、イ ! 1
Carditidae トマヤ力''イ科 1 ! 1 9
Alvenius ojianus ケシトリ力''イ 2 1
Ungulinidae フタハ、、シラ力、、イ科 2 ! 2 1
Felaniella usta ウソシシ'' ミカ'' イ ! 2
Axinopsida subquadrata ユキヤナキ' '力''イ I 4
Pillucina pisidium ウメノハナ力、、イ 3 1 2 2
P. spp. ツキ力、、イ科 ! 1
Lasaeidae チリハキ、' 力、'イ 科 r 厂 1

Montacutidae フ'、ンフ'、クヤト、、リカ、'イ 科 1 2 1： 1
Fulvia undatopicta マタ、' ラチコ、、トリ力'、イ 丨 ii
Placamen tiara ハナ力ぐイ 1! 1
Veremolpa micra ヒメカノコアサリ 35 26| 1 28 95
Veneridae マルスグレカ、' イ科

1
丨 2

Irus mitis マツ力セ' '力''イ ; 2
Mactridae ハ、、力力'、イ科 3

j
1

Tellinidae ニ ッコウ力、'イ 科 16 ! 1
Moerella jedoensis モモノハナカ、、イ 1 1 1 3
M. nishimurai ニシムラサ' 'クラ力''イ l! 1
Nitidotellina minut a ウス、' サ、、クラ力'、イ 1
N. ni tidula サクラ力、'イ | - 1 2 1
Solen gordonis アカマテ力、、イ 1
Solenidae マテ力、'イ 科 1 i ;

Cuspidarndae シャクシ力'' イ科
. . . (

1
ARTHROPODA 節足動物
MYODOCOPINA ミオト' 'コ- ハ3 亜目 ! 1 3
Cypridinidae ウミホタル科 4 5 2 1丨 8 1 1 5 1 2 2
Vargula hilgendorfii ウミホタル 3 3; 5 21 1 1 3 5
Philomedes japonica ウミホタルモト、'キ 10 157 97； 69 24 105 1
Nebalia japonensis コノハエ匕、、 ； 1
Gastrosaccinae gen. sp. アミ科 1 1 1
Hypererythrops sp. 匕へ。レリスロフ。ス属 1!
Iphinoe sagamiensis ホソナキ' 'サク-マ 1 2 1

Pseudoleucon japonicus キタシロクーマモドキ 1

Cumella sp. コツフ、'クーマ属
!

1

Nannastacidae ナンノク-マ科 2
1

Hemilamprops californicus ニシキク-マ 2 2

H. japonica ラムフ。ロフ。ス科 1

H. spp. ニシキク-マ属 1

Diastylidae ク-マ科 1 1

Gnathia sp. ク''ナチア科 1 2
Paranthura sp. ウミナナフシ科 1 1

Symmius cauda tus ヤリホ'’ヘラムシ 1

Lysianassidae フトヒケ、、ソコェビ科 1

Orchomene pinguis フト匕ケ、、ソコェヒ、' 1

0. sp. フトヒケ'、ソコヱヒ、、科 1

Ampelisca brevicornis クビナカ、、ス力''メ ! 1

A. cyclops 匕トツメス力、、メ 1 1 1 2 9

A. misakiensis ミサキス力''メ 1 30 ' 2 9 1

A. naikaiensis フクロス力''メ 1 丨 2 1 1

Byblis japonicus ニ ツホ。ンス力'、メ
1 "

1

Ampeliscidae ス力、、メ'ノコェビ科 6 3 4

Urothoe sp. ツノ匕ケ、、ソコェ匕、、科 1 1 2 4 丨 38 2 1

Phoxocephalidae ヒサシ:/コェビ科 1 2

Liljeborgia sp. トケ、、ヨコェヒ、、科 1 1

Perioculodes sp. クチハ、、シソコヱ!:’、科 3 1 ! 4 1

Synchelidium spp. n 1 2： 1 2

Oedicerotidae II 1
； !

3 1 1

Eriopisella sechellensis ドロヨコェビ
： 1

1

Aoridae Aoridae 2 ぐ

Phot is sp. クグオソコェ匕''科 1 1

Jassa sp. カマキリヨコェ匕、'属 ； 1 7 1

Corophium crassicorne トケ'' ト、、ロクタ、、ムシ 一 3

Podocerus inconspicus ド、ロノミ 1

Caprellidae ワレカラ科 1



表 9 -  3 ベントス調査結果（ 10月）
個体数/全量

出 現 動 物 B-2 C-1 C-2 D-1 D-2 I J-2 K-1 K-2 K-3 M-1 M-2 M-3 N-1 N-2 N-3

Protogeton inflatus イトァシワレカラ 1 1

Protomima initatrix ムかンワレカラ

CARIDEA コェヒ''下目 1

Leptochela sydniensis マルソコシラエ匕、' 1

Alpheus sp. テッ本。ウェビ科 1

Ogyrides oriental is ツノ メェビ 1

Callianassa petalura スナモク' ' !) 1

Typhlocarcinus villosus メクラ力、、ニ 2

OXYRHYNCHA 尖頭群 1

BARACHYURA 短尾下目 1

Levisquiiia inermis スへ'、スへ、' シヤコ 1

ECHINODERMATA 棘皮動物
Amphiuridae スナクモ匕トテ、、科 1 1

Ophiura kinbergi クシノハクモヒトテ、、 1

DIADEMATOIDA 力、、ン力、、セ、、目 2

Scaphechinus mirabilis ハスノハカシハ°ン 5

Echinocardium cordatum 才力メフ'、ンフ、、ク 1



水産資源保護対策事業（貝毒成分等モニタリング事業)

土 田 織 恵 • 渡 辺 5 #

【目 的 】

本県沿岸に生息するイガイMytilus coruscusは漁獲 

対象種になっているが、季節的に毒化する時がある事が 

知られている。また、毒化した場合出荷自主規制の措置 

がとられる。そのため、イガイの毒化をモニタリングす 

るとともに、毒化原因種であるDinophysis属の出現状 

況を把握し、事故の未然防止と出荷体制の確立を図った。

【方 法 】

1 毒量検査

男鹿市戸賀湾地先長床定点（図 1 ) で採集した検体 

を用いて下痢性貝毒の毒量検査を行った。検査は平成 

14年 5月10日から平成14年 8月23日まで原則的に毎週 

1回、計16回行った。検体は秋田県衛生科学研究所に 

搬送し、衛生科学研究所でマウス腹腔内投与法により 

毒量分析を行った。

(8) N 〇3-N ••カドミウム•銅力ラム法

(9) chl-a ： 90% アセ卜ン抽出法

図 1 調査定点

2 プランクトン調査

平成14年 4月2日から平成14年 8 月22日まで原則的 

に毎週1回、計21回、男鹿市戸賀湾地先湾口定点（図 

1 ) で実施した。調査水深はO m 、 5 m 、10m、20m 

及び B - l m で、 5 m 以深の各層からはバンドーン採 

水器を用いて採水した。試料のうちI f を実験室で25 

% グルタールアルデヒド20mぶで固定し、沈殿法により 

5 m£まで濃縮した後に、Dinophysis属を対象に同定、 

計数を行った。

3 水質調査

試料はブランク卜ン調査と同時に採水し、各層水温 

及び塩分の測定を行った。5 m、1 0 m及び2 0 mの各層 

では pH、COD, P〇4-P、N H 4-N、N 〇2-N、N 〇3-N、 

クロロフィルa (chl-a)の測定も行った。

分析方法は次のとおりである。

⑴ 水 温 ：水銀棒状温度計 

⑵ 塩 分 ：サリノ メ ー タ ー

(3) pH : ガラス電極法

(4) C O D  : アルカリ性過マンガン酸カリウム酸化

法

(5) P 0 4-P :モリブテン酸青（アスコルビン酸）法

(6) N H 4-N : インドフ ヱ ノ ー ル 法

(7) N 〇2-N :スルファニルアミド•ナフ夕ルエチレ

ンデアミン法

4 赤潮調査

赤潮発生の通報がありしだい出現状況の聞き取り調 

查を行った。また、試料を採集して赤潮原因種の同定 

と出現数の計測を行った。結果はその都度水産漁港課 

へ報告し、水産漁港課から水産庁へ報告された。

【結果及び考察】

1 毒量検査

調査結果を表1 に示した。

本年度は7〜 8月にしけのため3回欠測があった。 

毒量は調査期間をとおして中腸腺、可食部共に検出限 

界以下であり、規制値を超えることはなかった。その 

ため、出荷自主規制は行われなかった。

2 プランクトン調査

調査結果を表1に示した。

D .fortiiは調査開始時から6月18日まで毎週認めら 

れ、その後8月まで散発的に見られた。最高出現数は 

5 月29日のB - 1 m 層で42.5cells/{ であり、昨年度と 

比較して最高出現数は大幅に減少した（昨年の最高 

出現数は250cells/ £ )。D .fortiiは初め表層で多く見 

られたが、終盤には底層で多く見られた。

D .acum inataは調査開始時から終了時まで散発的 

に見られたが、いずれもlOcells/€ の低い値であった。

D . m k m は 7月18日から調査終了時まで出現し、最



高出現数は8月14日、5 m 層の132.5cells/ £ であった。

3 水質調査

各調査項目の値の範囲は次のとおりであった。

⑴ 水 温 10.0 〜26.0°C

⑵ 塩 分 22.88〜34.21

⑶ pH 8.1〜8.4

⑷ COD < 0 .5〜0 .7 m g/f

(5) P04-P <  0.01〜0.26 !i g-at/  H

(6) NH4-N 0.20〜1 .25 //g-at/ H

(7) N02-N 0.01〜0.57/ / g - a t /€

(8) N03-N <  0.05 〜2.07 fi g-at/ £

(9) chl-a < 0 .5〜5 .0；czg/ £

D.fortiiの出現した水温は10.2〜23.1°C、塩分は31.08 

〜34.21の範囲で、例年より出現水温の幅が大きく、 

塩分との関連も特に見られなかった。また、栄養塩類 

との関連性も特に見られなかった。

4 赤潮調査

本年度は6月16日に戸賀湾内で夜光虫 {Noctiluca 
scin tillans)が原因と見られる赤潮が1件発生したが、 

発生期間も短く、漁業被害などはなかった。



表 1 — 1 平成14年度毒量検査及びブランク卜ン調査結果

31.695月1 7日 〈0_3 <0.03 5月1 4日 o 1 W 14.6 5

D. D. D.
acu. mit. spp

4月2日 b

4月1 0日 b

4月2 2日 be

4月2 6日 b

5月2 日 b

中腸腺可食部

6月14日 <0.3 <0.03 6月1 2日 o

6 月 23 日 <0.3 〈0.02 6月1 8日 b

6 月 28 日 <0.3 <0.02 6 月 25 日 c

5 月 26 日 <0.3 <0.03 5 月 22 日 c 0 Calm 20.9

6月1日 <0.3 <0.03 5 月 29 日 b 0 Calm 20.9

6月 7 日 〈0.3 く0.03 6月 4 日 b 2 SSW 22.7

5月1 0日 <0.3 <0.03 5月 7 日 o 0 Calm 18.2
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表 1 — 2 平成14年度毒量検査及びブランク卜ン調査結果

0 0 17.5
0 0 132.5
0 0 135
0 0 17.5
0 0 2.5

欠測 _  一 8月5 日 o

8月18 日 く 0.3 <0.02 8月14 日 o

8 月 23 日 〈0.3 〈0.02 8 月 22 日 b

欠測 一 一 7 月 30 日 o 2 W S W  26.6

7月 5 日 〈0.3 <0.02 7月 3 日 o

欠測 -  - 7月9 日 o

7月1 8日 <0.3 く0.02 7月18 日 b

7 月 25 日 く 0.3 〈0.02 7 月 23 日 o

------ 妻量検査 M 桌--------------------------- 原 因 プ 5 ト ン 採 集 結 果
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表 2 平成14年度水質調査結果

0
禾 質 調 査 - 結 —果;_
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水産資源保護対策事業（漁場保全対策推進事業調査• 海面)

【目 的 】

水産生物にとって良好な漁場環境を維持し、漁業公害 

を防止するため漁場監視を行った。また、本県沿岸の環 

境保全及び全国的なデータベース構築のため、基礎デ一 

夕を収集した。

なお、この事業は水産庁の補助事業としてその指針に 

従い実施した。

【方 法 】

1 水質調査

平成14年 4月から平成15年 3月まで原則的に各月1 

回、計12回の調査を図1に示す4海域16定点で行った。

土 田 織 恵 • 渡 辺 寿 • 中 林 信 康

⑶ D O ：ウィンクラ一法により測定した。

⑷ pH ：ガラス電極により測定した。

(5) 透明度：セッキ一盤により測定した。

(6) 水深 ：音響探知法により測定した。

2 生物モニタリング調査 

⑴ 藻場調査

平成14年 9月 2 日及び平成15年 3月14日の2回、 

図 2 に示す男鹿市北浦地先定点で調査を行った。調 

查水域は多年生ホンダワラ類を主体とするガラモ場 

であり、ここに幅100m X 沖だし100mの調査区を設 

定した。調査区は幅50m X 沖だし20mの10区画に細 

分し、各小区画の藻類の被度を、船上からの箱メガ 

ネ観察により測定した。

図 2 藻場調査定点図

⑵底生生物調査

平成14年 6月 5 日及び平成14年 9月30日の2回、 

図 3 に示す8定 点 （水質調査の定点St. 5 〜12と同 

じ定点）で小型スミス•マッキンタイヤー型採泥器 

(採泥面積0.05 m2) により各2 回採泥した。試料の 

一部を底質調査用とし、粒度組成、強熱減量（IL)、 

C O D、全硫化物（T S ) などの分析に用いた。残り 

の試料は船上で1mm目のステンレス製ふるいにかけ、 

ふるい上に残った試料を約10% ホルマリン溶液で固 

定し、持ち帰って実験室で生物の同定と計数、湿重 

量の計測を行った。

分析項目及び分析方法は次のとおりである。

⑴ 水 温 ：水銀棒状温度計又はS T D で測定した。 

⑵ 塩 分 ：サリノ メータ一又はS T D で測定した。



都道府県名 秋田県

調査対象 

水域名

天王町及び 

秋田市海域

調査年月日 平成14年 6 月 5 日 

平成14年 9 月 3 0 日

図 3 底生生物調査定点

【結果及び考察】

1 水質調査

H14年度の海水温は昨年同様平年並みの値であり、 

漁場環境の悪化ということは見られなかった。水産用 

水基準と比較して、pH (7.8〜8 . 4 ) は St. 5 〜 8 の 6 

月に表層で基準外の8.5という値を示した。また、D O  

( 6 mg/ ^ 以上）では St. 9 で 9 月に最低値6.0mg/ £ と 

ぎりぎりの値を示したが、全て基準内にあった。 6月 

の表層だけでp H が基準外となったのは、植物プラン 

クトンの影響で一時的にp H が上昇したためと考えら 

れる。また、D O においても低い値が長期間継続する 

ことはなかったため、環境の悪化と言えるほどではな 

かった。

2 生物モニタリング調査

⑴藻場調査

夏季及び冬季の2回の調査において藻場の著しい 

消失や衰退の傾向は見られず、磯焼けの兆候はなかっ 

た。各回とも昨年同様スギモク、ヤツマ夕モク、マ 

メ夕ワラなどが確認された。

(2) 底生生物調査

底層の水質は天王町海域と秋田市海域で大きな差 

がみられず、また平年と比較しても大きな差は見ら 

れなかった。粒度組成は沿岸域より沖合域で粒径の 

小さい組成となる場合が多かった。C O D は天王町 

海域が秋田市海域よりも高い値を示し、また両海域 

とも6月より10月に高い値が多く見られた。T S は 

ほとんどの定点で検出限界以下であり、最高値でも

0.04mg/ g 乾泥と水産用水基準（0.2mg/g乾泥）以 

下であった。I Lは天王町海域で高い値を示した。

底生生物の主な種組成は昨年同様、多毛類、甲殼 

類、軟体類であった。多毛類ではヱラナシスピオが、 

甲殼類ではウミホタル科やスガメソコヱビ科が、軟 

体類ではヒメカノコアサリなどが多く出現した。多 

様度指数 (H')は 6月に0.613〜3.633、10月に0.685 

〜3.798と各月で大きな差は見られなかった。各月 

ともSt. 6 で最もH ’が低く、 これはスガメソコエビ 

科が多く発生していたことによると考えられる。

汚染指標種はシズクガイが6月の St. 9及び10月 

の St. 9、 10で、チヨノハナガイが6 月の St. 7、 

10及び10月の St.12で、 ヨツバネスピオA 型が 6月 

の St. 6、 9 と10月の St. 9、 10、 11で出現した。 

汚染指標種の全く見られなかった定点はSt. 5 と 

St.8であった。本年度は昨年見られなかったシズ 

クガイが秋田市海域で出現しているが、チヨノハナ 

ガイとヨツバネスピオA 型は20個体/m2以下と昨年 

と比較して最高出現数が減少している。

これらのことから富栄養化の兆候は見られるが、 

昨年と比較して富栄養化はほとんど進んでいないと 

考えられる。 しかし、スガメソコエビ科が多く発生 

したためH ’の小さい定点が数力所あり、注意が必 

要である。

【発 表 】

調査結果は、平成14年度漁場保全対策推進事業調査報告 

書に報告済みである。



公 共 用 水 域 水 質 測 定

【目 的 】

この調査は水質汚濁防止法（昭和45年法律第138号） 

第16条第 1項の規定に基づいて秋田県内の公共用水域の 

水質汚濁状況を常時監視するために行っている。なお、 

本センターでは環境政策課からの依頼により、海面の水 

質測定を行った。

【方 法 】

平成14年 4月から平成15年 3月まで図1 に示す各定点 

で観測 •採水を行った。調査定点は各月により変わるた 

め、表 1 に詳細に不した。

本センタ一担当分の分析項目及び分析方法は次のとお 

りである。

1 水 温 ：水銀棒状温度計又はS T D で測定した。

2 塩 分 ：サリノ メータ一又はS T D で測定した。

3 pH :ガラス電極法で測定した。

4 D O  :ウィンクラー法で測定した。

5 SS •• メンブランフィルタ一重量法で測定した。

表 1 測定地点等一覧表

St. 水域名 測定地点名 地点統一番号 測定月 採水水深

1 戸賀避難港 戸賀湾中央 601-01 4 〜10月 0 m, 3 m

2 北 部 海 域 八森沖2 km 608-01 4〜10月 0 m, 3 m

3 米代川河口沖2 km 608-51 4〜10月 0 m

4 能代工業団地沖2 km 608-52 4〜10月 0 m

5 签谷沖2 km 608 —  02 4〜10月 0 m, 3 m

6 男 鹿 海 域 北浦沖2 km 609-51 4， 6, 8，10 月 0 m

7 戸賀沖2 km 609 —  01 4〜10月 0 m, 3 m

8 加茂沖2 km 609-52 4〜10月 0 m

9 塩瀬崎沖2 km 609-02 4〜 3月 0 m, 3 m

10 秋田湾海域 船越水道沖2 km 610 —  01 12〜 3月 0 m, 3 m

12 出戸沖2 km 610 —  02 12〜 3月 0 m, 3 m

13 秋 田 •天王境界沖 610-52 12〜 3月 0 m, 3 m

23 能 代 港 能代港内 613-01 4〜10月 0 m, 3 m

25 船 川 港 船川生鼻崎沖 615-01 12〜 3月 0 m, 3 m

26 船川沖2 km 615-02 12〜 3月 0 m, 3 m

40 船川港内 618-01 12〜 3月 0 m, 3 m

土 田 織 恵 • 渡 辺 寿  

【結果及び考察】

依頼された各定点で第二千秋丸及び用船（戸賀湾中央) 

により採水 •観測を行い、試料の一部を㈱秋田県分析化 

学センターに搬送した。また、本センター担当分の分析 

結果も毎月、同所に送付した。

【発 表 】

㈱秋田県分析化学センターを経由して環境政策課に報 

告され、その後秋田県知事から環境白書として公表され 

る予定である。
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測定値点位置図
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種 苗 生 産 事 業 （餌料培養 )

【目 的 】

魚類、甲殻類の初期餌料として、 シオミズツボワムシ

(以 下 「ワムシ」という。）の生産及びそれに用いるため

に、 ナンノクロ ロ ブ シ ス （以 下 「ナンクロ」 という。）

を培養した。

【方 法 】

1 ナンクロの生産

ナンクロの培養•生産は、屋外40m3コンクリート水 

槽 （以 下 「40m3水槽」 という。） 4面、屋外80m3コン 

クリー卜水槽（以 下 「80 m3水槽」 という。） 4面と簡 

易円形28m3キャンバス水槽（直径 6 m 深さ lm) 3面 

の計11面を用いた。有効水深は0.8mとし40m3水槽 

(5 m X  6 m 深さ1.35m)は25m3、80m3水 槽 （5 m X  

12.2m深さ1.35m)は50m3を水量の上限とした。

施肥量については、 4月から6月末、11月から翌年 

3月末までは、 1 m3当たり硫安60g、過リン酸石灰60 

g 、尿素15g、クレワット32を 5 g 、 8月から10月末 

の高水温期は従来どおり1 m3当たり硫安100g、尿素 

30g、過リン酸石灰15g、クレワッ卜32を 5 g の割合 

とした。施肥量の算定方法は、注水量に保有量の半分 

を加えたm3数として5〜 8 日ごとに添加した。なお、 

同時にp H  (10.0以上）も参考にした。

また、培養期間中にはナンクロと原生動物（以下 

「プロ卜ゾア」という。）を トーマ氏血球算定盤で計数 

し、プロ卜ゾアの密度が4 〜 8万cells/mf以上出現 

した場合は高度サラシ粉カルシウム粉末0.6〜 1 mg/€ 

を添加する方法で駆除した。

2 ワムシの生産

ワムシは屋内20m3コンクリー卜水槽（4.5m x 3.8m 

深さ1.2m) 6面、屋内 5 m3コンクリー卜水槽（2.2 

m X 2 . 1 m深さ1.1m)を 3面使用して生産をした。主 

要生産期（4〜 6月、 8月、10月、11月）の培養は5 

日間行い、 6 日目に植え継いだ。主要生産期以外は、 

水量並びに水槽を減らし、ナンクロの使用量の節約を 

図った。水槽内にはワムシの排泄物などを除去するた 

め、簡易濾過槽を20m3コンクリ一卜水槽（以 下 「20m3 

水槽」 という。）には2 力所、 5 m3コンクリ一ト水槽 

(以 下 「5 m 3水槽」という。）には1 力所設置した。ま 

た、通気は培養水が十分撹拌されるように強くした。 

回収は、手作業によるものと、ワムシ回収機（ネッ卜 

目合い57ミクロン）を併用した。

秋 山 将

【結果及び考察】

1 ナンクロの生産

ナンクロの年間培養水温と密度の推移を図1、 2 に、 

ワムシ培養に用いた数量と施肥量、市販濃縮クロレラ 

などの使用量を表1 に示した。

ナンクロの培養期間中の平均水温は12.7°Cで、一 1 

〜29.5°Cの範囲で推移した。培養密度の年間平均は 

2,445rcells/mf (452 〜4,504 万 cells/m f ) で、前 

年度より平均205万cells/m f 減少した。 これは、前 

年度はプロ卜ゾアの発生によりナンクロが減少した時 

点では計数を行わなかったが、今年度はナンクロの密 

度が低い時点でも計数を行ったためと考えられる。 6 

月の中旬から、天候不順とプロトゾアの発生により、 

密度が減少した。また、 7月上旬〜9月上旬の高水温 

期には、水深を0.3mに下げたことと、検鏡によりプ 

ロ卜ゾアを発見後、直ちに消毒したことにより密度を 

平均1，300万cells/m £ 以上に維持することができた。 

なお、冬 期 間 （12月〜翌年2月）は水温が低いためナ 

ンクロの増殖速度は鈍化するが、水深を浅く（0.3m) 

保ったことにより、保有量の密度は1,700万cells/m £ 

以上を維持できた。

ワムシ培養用には、11面の水槽でローテーションを 

組み、順次間引いて用いた。ナンクロの総使用量は 

l，873.5m3で、主な使用期間は4 〜 6月、 8月、10月、 

11月であった。

また、ナンクロを生産するために用いた肥料は硫安 

266.6kg、尿素266.64kg、過燐酸石灰65.54kg、クレワ、ソ 

卜32 2,209.5gであった。

なお、市販濃縮クロレラは、主要生産期にはワムシ 

の収容密度を高く維持するために定期的に添加を行しヽ、 

主要生産期以外ではワムシの培養日数を延ばしたため 

に密度が低下したとき、適宜添加した。使用量は512.5 

€ であった。

4 /1  5 /1  6 /1  7 /1  8 /1  9 /1 1 0 / 1  1 1 /1 1 2 /1 1 /1  2 /1  3 / 1 月日

図 1 ナンノクロロプシスの培養水温の推移
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図 2 ナンノクロ□プシスの培養密度の推移 

表 1 ナンノクロ ロブシス月別使用量及び施肥量の状況

項 目
ワムシ培 

養及びニ
施 肥 量

年 月

— ____ 濃縮淡水

S S i i 硫 安 尿 素 過 リ ン 酸 ク レ ワ ッ ト 3 2 クロレラ
石灰w  (g) ⑷

H14.

6
7

8
9

10 
11 
12

H 1 5 . 1

3

312.5 

.252.5

516.0 

82.5

.128.0

78.0

197.0

100.0

40.0

40.0

36.0

91.0

33.6

45.5 

'36.7 

'13.2 

'16.5 

'20.7

36.9 

—15.6 

'8.7 

'6.9 

"9.9

22.5

33.60 

’ 45.48 

.36.66 

. 13.20

16.50 

20.70 

36.90

.15.60 

.8.70 

.6.90 

9.90

22.50

8.550

10.620

8.865

3.300

4.125

5.175 

9.225 

3.900

2.175 

1.500 

2.475 

5.625

280.0

354.0 

'295.5 

' 110.0

160.0

172.5

307.5 

130.0

.72.5 

.57.5 

. 82.5

187.5

70.0

42.0 

147.5

.35.5

37.5

17.0

61.0 

20.0

20.5

20.5

18.5

22.5

sf 1,873.5 _  266.6 _ 266.64 65.54 2,209.5 512.5

2 ワムシの生産

ワムシの生産状況を表2、培養水温、容積量及び植 

え継ぎ、取り揚げ時の密度を表3 に示した。

ワムシはL 、 S型混在で、ワムシ供給数が増加する 

5月下旬〜7月 上 旬 （以下、主要生産期）は、 5 日間 

( 5水槽）培養後 6 日目に1槽の全量を取り揚げた。 

10月は、 4 日 間 （4水槽）培養後5 日目に1槽の全量 

を取り揚げた。ワムシの培養生産にはナンクロが不可 

欠であるためナンクロを節約することと、ワムシの増 

殖を上げる意味から20m3水槽では水量を15m3に設定、 

7 5 %に希釈したナンクロを使用した。生産期以外は20 

m3水槽及び5 m3水槽を3水槽用い、ワムシ保有量を減 

少させるとともに、培養日数を延長した。

培養水量は主要生産期では120m3とし、他の期間は

表 2 ワムシ生産状況

15〜60m3に減少させた。魚類などに餌として供給した 

ワムシは取り揚げ量の20〜90%で、残りは種として新 

しい培養液（ナンクロ）に植え継いだ。植え継ぎ開始 

時のワムシは!^当たり種苗生産期には200個、生産期 

以外は100個を目途に収容し、他は廃棄した。

収容した翌日から100万個に対し0.5〜1.5 g の範囲 

でパン酵母を1 日2回に分け溶解して給餌した。総パ 

ン酵母の使用量は1，598.5kgであった。

取り揚げ時の密度は20m3水槽で最高891個体/mf、

5 m3水槽で最高1，118個体/mfであった。培養水温は 

20.7〜28.1°Cの範囲で推移し、 8月を除いてはボイラー 

による加温を行った。

ワムシを魚類の仔魚に給餌する場合は，栄養強化の 

ため二次培養を5 m3水 槽 で （2.2m x2.1m深さ1.1m) 

行った。

栄養強化剤として、 ヒラメ • 卜ラフグ•マダイ•ク 

ロソイは生クロレラco 3 の添加を行い、4時間後に回 

収して仔魚に給餌した。今年度からマダイについても 

生クロレラco 3 による栄養強化を行った。モクズガニ • 

ガサミ• クルマエビには栄養強化を行わず、培養水槽 

から濾して給餌した。アユでは、ワムシを多く給餌す 

るため、培養水槽へ生クロレラスーパーV12の添加を 

行い、二次培養槽での栄養強化を省略した。また、マ 

ダイにもワムシを多く給餌するため、二次培養したも 

ののほかに、種と二次培養に供するものを濾した後に 

残ったワムシを全数給餌しているため、マダイへ供給 

する時期にも生クロレラスーパーV12を培養槽へ添加 

を行1った。

総供給量は3,240.8億個体で、魚類仔魚育成用に2,948.4 

億個体、甲殼類育成用に292.4億個体を供給した。な 

お、廃棄個体数は3,864.8億個体であった。廃棄量は、 

11〜 3月にかけて増加したが、 4、 7、 9、10月にか 

けて減少した。また、ワムシの二次培養に用いた生ク 

ロレラ o ; 3 は （ヒラメ、 卜ラフダ、 マダイ、 クロソイ） 

106.4 f、生クロレラス一パ一V12は （マ ダ イ • アユ） 

223f であった。

項 目 ワムシ 魚種別ワムシ供給数（億個） 給餌量 二次培:養

年 月

供給数 

(億個）
ヒラメ トラフグ マダイ ガザミ モクズガニ クルマエビ ア ユ クa ソイ 廃 棄

パン酵母 生クロレラw 3 ス 

⑷

一パ一V12

⑷

H14. 4 368.0 346.0 22.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 478.5 94.50 37.9 0.0

5 255.9 17.0 227.9 0.0 11.0 0.0 0.0 0.0 0.0 514.3 181.00 15.9 0.0

6 1,590.1 0.0 0.0 1,466.1 124.0 0.0 0.0. 0.0 0.0 44.0 361.50 41.4 65.0

7 116.8 0.0 0.0 51.4 35.0 28.4 2.0 0.0 0.0 275.9 92.50 10.0 0.0

8 76.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.0 68.0 0.0 0.0 214.0 84.00 0.0 0.0

9 16.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.0 0.0 0.0 314.0 77.50 0.0 0.0

10 519.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 519.0 0.0 312.0 225.50 0.0 90.5

11 273.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 273.0 0.0 398.0 158.50 0.0 55.5

12 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 387.0 79.00 0.0 12.0

H 1 5 . 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 300.0 77.00 0.0 0.0

2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 242.6 70.00 0.0 0.0

3 26.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.0 384.5 97.50 1.2 0.0

計 3,240.8______ 383.0   249.9 1517.5 170.0 36.4 86.0 792.0 6.0 3,864.8 1,598.50 106.40 223.00



表 3 ワムシ培養水温、容積及び密度

年月日 培養水温 培養水量 収容密度(個/ mの

(°C) ( m 3) 植え継ぎ— 取り揚げ 

Unin)nnax)

H14. 4 . 1〜5. 22 24.0-25.5 60 (20 X 3 面) 96—  582

5 . 23〜7 . 3 20.3 〜25.6 120 (20 x 6 面) 92—  808

7. 4 〜7.17 21.6-26.5 15 ( 5 x 3 面） 33—  383

7 .18 〜10.11 20.7-28.1 60 (20 x 3 面) 16—  589

10.12 〜11.13 21.1-25.5 100 (20 x 5 面) 112—  771

11.14 〜11.29 22.7-25.0 60 (20 x 3 面) 159—  891

11.30 〜3 .18 22.4-25.5 15 ( 5 X 3 ® ) 94— 1,118

3.19-3.31 23.2 〜25.0 80 (20x 4 面） 101— 893

魚種別の供給状況を表4 に示した。

魚種別の供給量はマダイが31日間で1，517.5億個体 

(二次培養で1，073.4億個体、生で444.1億個体)、次い 

でアユが54日間792.0億個体、ヒラメ 383.0億 個 体 （39 

日間）、 卜ラフグ249.9億 個 体 （39日間）、ガザミ170億 

個 体 （26日間）、クルマエビ86.0億 個 体 （23日間)、モ 

クズガニ 36.4億 個 体 （25日間）、 クロソイ 6億個体 

( 5 日間）の順であった。なお、 1 日当たりの供給数 

はマダイで8.0〜46.0億個体、アユで1.0〜38.0億個体、 

ヒラメで1.0〜15.0億個体、 卜ラフグで1.0〜20.0億個 

体、ガザミで1.0〜20.0億個体、クルマエビで2.0〜7.0 

億個体、モクズガニで0.466〜2.0億個体、クロソイで 

1.0〜2.0億個体の範囲であった。以上の結果から本年 

度のナンクロ、ワムシ培養事業は計画どおり達成した 

ものと考えている。

表 4 魚種別のワムシ供給状況

魚 種 供給期間
供給日数総供給数平均供給数min〜max/日 

(日） （億個） （億個） （億個）

ラ メ
H14. ‘

3 .26 〜3. 31 39

39

383.0

249.9

9.8 1.0 〜15.0

6.4 1.0-20.0ラ フ グ  

ダイ

22〜5 • 30

2 〜 7 . 3 1 1,517.5 

26 170.0

34.6 8.0〜46.0

6.5 1.0-20.0ガ ザ ミ  

モクズガこ

29〜6 ノ 
20- 7 .

25

23

36.4

86.0

1.5 0.466〜 2.0 

3.7 2.0〜 7.0ク ル マ エ ビ  

ア ユ

31〜8.11 
22〜9 . 6

8 〜11.30 

.24〜3 . 28

54 792.0

5 6.0

3,240.8

14.7 1.0-38.0

1.2 1.0〜2.0
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業寒

\
)
y 

1

1

1

1刀

連

ダ

生
マ 

苗種

【目 的 】

健康な稚魚を生産し、人為的に種苗を添加することに 

より、安定した資源造成をして漁業生産の増大を図るこ 

とを目的とする。

【方 法 】

1 親魚養成及び卵採集

親魚は屋内100m3角形コンクリ一卜水槽（以下100m3 

水 槽 と い う で 周 年 飼 育 （冬期間はボイラーを用い 

て加温し、水温を 8 °C以上に設定） している292尾を 

用いた。卵は親魚水槽内で自然産卵したものを排水と 

共に集卵槽（lm 3ポリカーボネイ卜水槽）に40目合い 

のネッ卜を付設して流下したものを翌日に採集し、卵 

を分離器（50€)に収容して浮上卵と沈下卵に分けて 

計量した。なお、種苗生産に未使用の浮上卵は冷凍保 

存、沈下卵は廃棄している。

2 飼 育

浮上卵を1 m3ポ リカーボネイ卜水槽に収容、微通気 

して翌日に再浮上卵及び一部ふ化仔魚を屋内20m3角形 

コンクリート水槽（以下20m3水槽という。）と100m3水 

槽に収容した。

水量は容量20 m3水槽では10 m3、容量100rrf水槽では 

20m3から開始し、止水飼育として1 日当たり水量の10 

〜2 0 %を注水し、収容後4 日間で各々水量19m3、40m3 

とした。

ふ 化 後 （以 下 日 齢 と い う 5 日目から44日目まで 

は朝に排水して、その後、注水する方法で行い、注水 

量 は 1 日当たり5.2〜31.2%換水、 日齢45日目から取 

り揚げまでは流水として育成日数が経過するにしたが 

い95〜160f/minに増加した。 なお、夜間は微流水 

にした。

卵収容時にナンノクロ ロブシス（以下ナンクロとい 

う。）を水槽の底が見えない程度に入れた。また、 S 

型シ才ミズツボワムシ（以 下 ワムシという。）の給餌 

期間中はナンクロを各水槽に、 1 日当たり0.5〜 2 m 3 

添加した。稚魚の移動は1〜 6生産回次（以下回次と 

いう。）は20m3水槽へ収容後、 1、 2 回次は6月18、 

19日の日齢20、21日目、 4回次は6月19日の日齢20日 

目、 5、 6回次は6月20日の日齢21日目に100m3水槽 

へ全数移動した。 3回次は6月18日の日齢20日目に10 

Om3水槽へ移動時に稚魚が多く見られたので一部を残 

し て （3’回次）移動し、そのまま継続飼育をした。

7、 8、 9回次は 100m3水槽へ収容後は移動せずその 

まま育成を続けたが、その後の観察（夜間）で移送し

古 仲 博

た 4、 5、 6回次水槽の稚魚が極端に少なく、逆に 7、

8、 9回次水槽の稚魚が多く見られたので、日齢31〜 

43日目の期間中に7、 8、 9回次水槽からサイホンで 

4、 5、 6回次水槽へ稚魚の移動を行った。

仔魚の形態異常の発生を防ぐための開鰾対策は、日 

齢 11〜 19日目まで浮袋を開鰾させるため、 日中 

(9 ： 00〜18 ： 00)、水槽内の通気を停止及び微弱にし、 

夕方、通常に戻すことを繰り返し行ったことと、飼育 

水槽の表面に浮く油膜をヱアーレイションにより1 力 

所に集め除去する方法を取った。

餌料はワムシ、 アルテミアノー プ リ ウ ス （以下アル 

テミアという。）、魚 卵 （マダイ冷凍卵)、配合飼料を 

給餌した。 ワムシは日齢 3 日目から33日目まで1 日 2 

回、アルテミアは日齢17日目から44日目まで1 日 1回、

図 1 水温の推移

図 2 p H の推移
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図 3 比重の推移
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表 2 生産回次別の給餌量の結果

生産 ワムシ（S _ L混）2次培養(生クロレラW 3) アルテミア 2次培養(ス- ハ。- カプセルA - 1 ) 配合飼 料 マダイ 卵

回次給餌日齡給餌量 添加日齢 添加量 給餌日齢給餌量 添加日齢 添加量 給餌日齡 給餌量 給餌日齡 給餌量

日 億個 B ml 日 億個 日 ml 日 Kg 0 Kg
1 3 〜 33 99.7

49.3
3 〜 33 9,970 17〜 44 7.8 17 〜 44 1,193 16 〜 49 33.1 32 〜 44 29.4

2 3 〜 33 99.7
50.3

3 〜 33 9,970 17 〜 44 9.0 17 〜 44 1,377 16 〜 56 68.9 32 〜 44 30.4

3 3 〜 33 94.7
37.0

3 〜 33 9,470 17 〜 44 5.7 872 16 〜 57 34.6 32 〜 44 25.6

3， 20 〜 33 54.2
17.9

20 〜 33 5,420 20 〜 44 9.6 1,469 16 〜 57 72.6 32 〜 44 30.1

4 3 〜 33 99.1
42.4

3 〜 33 9,910 17 〜 44 9.6 1,469 16 〜 54 55.1 31〜 44 31.9

5 3 〜 33 99.1
38.2

3 〜 33 9,910 17 〜 44 7.5 1,148 16 〜 47 34.5 31〜 44 33.2

6 3 〜 33 99.1
34.3

3 〜 33 9,910 17 〜 44 8.7 1,331 16 〜 53 50.2 31〜 44 30.5

7 3 〜 33 132.6
53.5

3 〜 33 13,260 17 〜 44 9.7 1,484 16 〜 55 67.3 31〜 44 33.7

8 3 〜 33 166.1
66.3

3 〜 33 16,610 17 〜 44 10.4 1,591 16 〜 54 61.6 31〜 44
… __

33.7

9 3 〜 33 132.6
53.5

3 〜 33 13,260 17 〜 44 9.9 1,515 16 〜 56 72.5 31〜 44 33.8

計 3 〜 33 1,076.9
442.7

3 〜 33 107-690 17 〜 44 87.9 13,449 16 〜 57 550.4 31〜 44 312.3

下段生 \

ワムシ、 アルテミアは市販の栄養強化剤（ワムシは生 

クロレラの3、 アルテミアはスーパーカプセル A — 1 )

で強化後給餌した。魚卵は日齢31日目から44日目まで 

1 日 1回、配合飼料は日齢16日目から57日目まで手ま 

きで給餌した。給餌回数は日齢16〜33日目は3回、日 

齢34〜44日目は4回、日齢45〜57日目は6回であった。 

なお、自動給餌器では日齢34日目から57日目まで早朝 

(4 : 30〜7 ： 0 0 )に給餅した。

ワムシ、 アルテミア、魚卵、配合飼料の給餌時間を 

表 1、回次別の栄養強化、給餌量を表2 に示した。

給餌量はワムシ1，519.6億 個 体 （二次培養したもの 

1，076.9億個体、生442.7億個体)、アルテミア87.9億個 

体、魚卵312.3kg、配合飼料550.4kgであった。

【結果及び考察】

1 親魚養成

親魚の周年飼育水温A M  ： 9 : 00、P M  : 2 ： 00、 

pH、比重の推移を図1、 2、 3 に示した。

水温は午前と午後の2 回計測し、午前は8.0〜26.9 

V  (平均16.2°C)、午後は8.1〜27.lt：(平均16.3°C)、 

p H は7.8〜8.4 (平均8.1)、比重は1.0190〜1.0272 (平 

均1.0243) ((5is)の範囲であった。冬期間の水温は8 

°C以上を維持できた。

給餌は1回 （15 : 30〜）で、配合飼料、冷凍イ力は

< 3
200001

10000

5000
_ 晝 ^ : :

5 /1  5 /8  5 /1 5  5 /2 2  5 /2 9  6 / 5  6 /1 2  6 /1 9  6 /2 6  7 /3  7 /1 C
月日

図 4 日別の産卵量の推移
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5/1 5 /7  5 /1 3  5 /1 9  5 /2 5  5 /31 6 /6  6 /1 2  6 /1 8  6 /2 4  6 /3 0  7 /6  
月日

図 5 浮上卵と沈下卵の比率

周年、冷凍魚肉ミンチは4月 1 日から9月24日までと 

翌年 3月22日から31日まで与えた。給餌量は配合飼料 

399.3kg、冷凍イカl，546.8kg、冷凍魚肉ミンチ158.2kg 

で、総給餌量は2，104.3kg (前年比104.3%)であった。



表 3 日別の浮上，沈下卵量 °c
月日 浮 上 卵 （g) 沈 下 如 (g) 産 卵 量 （g) 備考

5 / 1 / 0 2 370 200 570

5 / 2 530 310 840

5 / 3 610 250 860

5 / 4 460 510 970

5 / 5 950 400 1,350

5 / 6 1,160 420 1,580

5 / 7 1,480 420 1,900

5 / 8 1,040 820 1,860

5 / 9 1,200 860 2,060

5 / 1 0 2,280 770 3,050

5 / 1 1 2,415 760 3,175

5 / 1 2 2,700 1,250 3,950

5 / 1 3 3,000 1,800 4,800

5 / 1 4 3,500 1,300 4,800

5 / 1 5 3,950 1,050 5,000、

5 / 1 6 3,700 1,100 4,800

5 / 1 7 2,600 1,150 3,750

5 / 1 8 2,000 1,200 3,200

5 / 1 9 6,350 1,100 7,450

5 / 2 0 3,250 650 3,900

5 / 2 1 3,300 1,200 4,500

5 / 2 2 4,000 1,100 5,100

5 / 2 3 4,600 1,800 6,400
5 / 2 4 4,600 1,900 6,500

5 / 2 5 7,400 1,900 9,300

5 / 2 6 6,480 3,100 9,580

5 / 2 7 6,900 3,500 10,400

5 / 2 8 10,650 3,800 14,450

5 / 2 9 11,250 3,500 14,750

5 / 3 0 12,800 3,300 16,100

5 / 3 1 8,680 2,650 11,330

6 / 1 13,000 3,300 16,300

6 / 2 13,800 3,800 17,600
6 / 3 10,000 3,300 13,300
6 / 4 10,300 3,010 13,310
6 / 5 9,200 1,700 10,900
6 / 6 10,580 2,000 12,580

6 / 7 7,400 1,450 8,850

6 / 8 10,500 2,000 12,500

6 / 9 8,700 1,250 9,950

6 / 1 0 10,700 1,850 12,550
6 / 1 1 7,800 1,300 9,100
6 / 1 2 5,000 1,300 6,300

6 / 1 3 5,400 1,100 6,500
6 / 1 4 3,500 700 4,200

6 / 1 5 3,900 800 4,700

6 / 1 6 2,000 900 2,900
6 / 1 7 1,000 400 1,400

6 / 1 8 2,500 1,000 3,500

6 / 1 9 2,000 500 2,500

6 / 2 0 1,600 400 2,000
6 / 2 1 1,400 300 1,700

6 / 2 2 2,700 700 3,400

6 / 2 3 1.000 800 1,800
6 / 2 4 2,400 700 3,100

6 / 2 5 2,200 1,200 3,400

6 / 2 6 3,700 1,000 4,700

6 / 2 7 4,000 1,000 5,000

6 / 2 8 4,900 800 5,700
6 / 2 9 3,700 700 4,400

6 / 3 0 4,000 700 4,700

7 / 1 2,800 500 3,300
1 / 2 5,000 600 5,600

7 / 3 6,000 900 6,900

7 / 4 5,000 700 5,700

7 / 5 5,400 1,200 6,600
7 / 6 4,000 900 4,900
7 / 7 2,200 500 2,700

7 / 8 2,500 600 3,100
7 / 9 600 200 800

7 / 1 0 0 200 200

It 326,585 90,330 416,915

死亡魚は年間26尾と親魚水槽を年1回掃除するために 

親魚を移動する際に体表が黒ずみ遊泳力の緩慢な親魚 

を 7尾取り揚げたので計33尾となった。また、天然魚 

28尾 （1，000〜2,000g)を親魚候補とし追加した。

2 産 卵

日別の産卵量推移を図4、浮上卵、沈下卵量を表3、 

比率を図5 に示した。

図 6 3 回次飼育水温の推移

図 7 3 回次p H の推移

図 8 3 回次比重の推移

産卵は5月 1 日から始まり7月10日までの71日間で 

終了した。期間中の産卵量の傾向は日数が経過すると 

ともに増加傾向を示し、最大は6月 2 日に17,600gで、 

10日以降は減少傾向を示した。期間中の産卵量は、浮 

上卵が 326,585 g 、 沈下卵が90,330 g の計416,915 g 

(前年比90.9%)で、浮上卵率は平均78.3%であった。 

1 日当たりの平均産卵量は5,872gとなった。

3 飼 育

回次別の採卵日、ふ化率及び飼育結果を表4 に示し 

た。 卵収容は5月28、29日までに9回行い、20m3水 

槽 6面、100m3水槽 3面に分離浮上卵を813.7万 粒 （収

168



___5____ _1... ........................... ■〃_. 4 3 .8____ _4.3.......... §月又Q目•角取U__4J I^  5.0m____ 100_• _.18._5_r_23,1..
 ぬ --------------汀 … -•丽 し — ぶ —… 了

8 1 〃 〃 77.5 2.5 移動なL  角形11.4m x  5.0m 100 i k 〜24_5
9 _ 1 — 角形11.4mx5.0m 20(100) 65.0 —  3.2 _ 移 動 な し 角 形 11_4mx5_0m 100 — 18.5 〜25.3

•角?^4.5m X3.8m  _._. 10(20)........  80.0 … §こ0 6月18日角形 11 _4m x  5.0m
〃 〃 66.0 6.6 6月19 日角形  7_4mx6.4m

— 〃 "  95.7 9.5 6月18 日角形  4.5m x  3.8m

100 18.5 - -2 3 .0 1 7 月18日 50
100 18.2 --24 .5 1 7 月2 5日 57
20 18.5 --24 .3 1 7 月2 6日 58

7月17日 48 29.2 0.41
計 9 120 617.3 5.1 920 18.1〜25.3 10 〜26 日 〜 58 〜41.7 〜1.18 129.6 20.9

表 5 生産回次、日齢別の開鰾率

日齬 1回次 2回次 3回次 日齢 4回次 5回次
月日 開 閉 計 率 開 閉 計 m i 開 閉 計 率 開 閉 計 率 開 閉 計 率

日目 尾 尾 尾 % 尾 尾 尾 % 尾 尾 尾 % 日目 尾 尾 尾 % 尾 尾 尾 %
6 /1 0 12 25 2 27 92.6 76 2 78 97.4 41 1 42 97.6 11 96 2 98 98.0 65 2 67 97.0
6 /1 1 13 11 4 15 73.3 31 3 34 91.2 21 5 26 80.8 12 34 3 37 91.9 41 5 46 89.1
6 /1 2 14 38 1 39 97 .4 22 1 23 95.7 16 3 19 84.2 13 49 3 52 94.2 15 8 23 65.2
6 /1 3 15 15 2 17 88.2 15 3 18 83.3 29 2 31 93.5 14 13 3 16 81.3 21 2 23 91.3
6 /1 4 16 31 2 33 93.9 35 2 37 94.6 18 3 21 85.7 15 26 4 30 86.7 21 3 24 87.5
6 /1 5 17 8 0 8 100.0 15 1 16 93.8 14 1 15 93.3 16 10 1 11 90.9 10 2 12 83.3
6 /1 6 18 19 0 19 100.0 9 0 9 100.0 29 1 30 96.7 17 23 0 23 100.0 18 0 18 100.0
6 /1 7 19 31 0 31 100.0 48 2 50 96.0 14 0 14 100.0 18 42 0 42 100.0 12 0 12 100.0

日齡 ___互回衣________ 7回次 8回次 9回次
月日 開 閉 計 率 開 計 率 開 閉 計 率 開 閉 計 率

目-目_ 尾 尾 尾 % 尾 尾 尾 % 尾 尾 尾 % 尾 尾 尾 %
6 /1 0 11 74 6 80 92.5 33 5 38 86.8 36 3 39 92 .3 26 5 31 83.9
6 /11 12 34 5 39 87 .2 20 4 24 83 .3 20 5 25 80 .0 20 3 23 87.0
6 /1 2 13 25 5 30 83 .3 15 1 16 93 .8 22 3 25 88 .0 13 3 16 81.3
6 /1 3 14 21 4 25 84 .0 23 4 27 85 .2 25 6 31 80 .6 25 5 30 83.3
6 /1 4 15 31 4 35 88.6 15 2 17 88 .2 32 2 34 94.1 20 2 22 90.9
6 /1 5 16 25 4 29 86 .2 28 2 30 93 .3 12 1 13 92 .3 13 1 14 92.9
6 /1 6 17 8 1 9 88.9 17 1 18 94 .4 20 1 21 95 .2 15 0 15 100.0
6 /1 7 18 20 0 20 100.0 27 0 27 100 .0 24 0 24 100 .0 20 0 20 100.0

表 4 生産回次別、卵数及びふ化率の結果

生産 親 魚 管 卵
回次 輯 年齡 全 長 体 重 雌雄比飼育水槽 採卵月日ふ化月日浮上卵率 収容卵数ふ化水槽形状•サイズ 水槽数収容水量 収容密度ふ化率 木通 水の管理

親 cm m3 % 万粒 m3 万粒/ m3 % °C
1 5月2 8日 5月2 9日 85.7 116.6 角形 4.5m x 3.8m 1 10 11.6 68.6 1 7 .2止水..微通気
2 2 8日 2 9日 69.2 94.1 // 1 10 9.4 70.1 16.9 //

3 292 3〜13 未計测未計测 不明 100 2 8日 2 9日 85.0 115.6 1 10 11.5 82.7 17.0 //

4 2 9日 3 0日 77.2 98.4 // 1 10 9.8 フ6.6 18.0 //

5 2 9日 3 0日 45.2 57.6 // 1 10 5.7 76.0 18.0 //

6 2 9日 3 0日 48.9 62.3 // 1 10 6.2 74.4 18.0 //

7 2 9日 3 0日 49.1 75.1 角形11.4m x  5.0m 1 20 3.7 89.8 18.6 //

8 2 9日 3 0日 38.3 117.4 " 1 20 5.8 66.0 18.8 "

9 2 9日 3 0日 50.1 76.6 // 1 20 3.8 84.8 19.0 //

計 292
5月2 8日 

〜 2 9日
5月2 9日 

〜 3 0日 58.0 813.7 9 120 6.7 75.8
16.9

〜1 9 .0止水..微通気

生 産 飼 育 開 始 時 飼 育 取 り 揚 げ 結 果
回次水槽数水槽形状•サイズ収容水量収容尾数収容密度 移送日 水槽形状•サイズ収容水量飼育水温

m m
水槽数 取り揚げ 

月日

日齡平均全長平均体重 生 産 尾 数生残率

m3 万尾万尾 / m3 m3 °C 日 目 mm g 万尾 ％

6月18日移動角形  7 .4m x6.4m  100 18.2〜25.2 1 7月2 6日 58 39.3 0.95 13.3
角形 4 .5m X3.8m  10(20) 75.4 7.5 6月19日角形  7.4m x  6.4m 100 18.1〜24.5 1 7 月 24 日 55 32.3 0.59 16.7

容密度3.7〜11.6万粒/m3) 収容し、617.3万尾のふ化仔 

魚を得た。全数ふ化するまでに2 日間を要し、ふ化率 

は66.0〜89.8% (平均75.8%)であった。卵収容時の 

水温は16.9〜19.0°Cであった。

育成環境は期間の長い3 回次の水温、p H、比重を 

図 6、 7、 8 に示した。

水槽に収容後移動前までの日齢0〜20日目までの20 

m3水槽の水温は17.0〜22.4°C、p H は7.2〜8.0、比重は 

1.0216〜1.0234 (“ )ヽ日齢21日目以降取り揚げまで 

の100m3水槽の水温は19.3〜26.5°C、p H は7.3〜8.0、 

比重は1.0195〜1.0259 ((5i5) で推移した。他の回次 

における水温、pH、比重について大きな変化はなかっ 

た。

回次別、日齢別の開鰾率を表5 に示した。

開鰾率は2 回次の96.0%を除き、他回次は100% を 

確保できた。仔魚の開鰾行動は主に夕方（17: 00〜 

18:00)で、水槽表面において活発な空気吸いが観察 

されている。

図 9 回次別成長の推移

4 成 長

回次別成長の推移を図9 に示した。

ふ化直後の仔魚は全長2.5〜2.6mm、 日齢12日目では 

全長4.2〜4.8mm (平均4.5mm)、日 齢 19日目では全長5.7 

〜6.7mm (平均6.2mm)、 日齢26日目では全長8.5〜10.7 

mm (平均9.8_)、 日齢40日目では全長18.2〜22.0mm 

(平均19.0mm)、日齢48、50、54、55. 56、57、58 日目 

では平均全長29.2〜41.7nmiとなり、中間育成に供給し 

た。成長は各回次とも大きな相違はなかった。 この要 

因はワムシを単独給餌する日齢3〜15日の間に充分与

9.
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えたことにより、稚魚が順調に成育したことによるも 

のと考えている。確認は夕方に水槽内のワムシの残数 

を計数して、20個以上残っている状態を維持した。な 

お、来年はワムシに加えてより大きいL 型ワムシの導 

入を検討する。

回次別の稚魚の全長組成を図10、全体の全長組成を 

図11に示した。

全長30mm以上の比率は1回次54.8%、2回次89.2% 、 

3回次83.7%、 4 回次62.8%、 5 回次60.0%、 6 回次 

75.7%、 7 回次78.0%、 8 回次87.7%、 9 回次93.3% 、 

全体では78.7%であった。

5 生 残

生残率は20.9〜21.2% (平均20.9%)で、各回次別 

の差は少なかった。これは4〜 9回次で前述のとおり 

稚魚の移動を行ったことにより、 5回次を除き均衡が 

図られたものと考えている。なお、 5回次は日齢47日 

目、朝の観察では稚魚に異常はなかったが、昼頃から 

表層に浮き緩慢な遊泳する稚魚が多く見られた。注水 

量の増加とヱアレーションによる攪拌強化、さらに純 

酸素を水槽内に供給したが、死亡魚は50千尾で生産尾 

数の4 1 %を占めた。翌日に生き残った稚魚を中間育成 

に供した。原因は酸素欠乏と考えられた。死亡魚の平



16 18 20  22  24  26  28  30  32  34  36  38  40  42  44  46  48  50  52  54  56  58

図1 1 1 〜 9 回次全長組成

均全長30.3imn、平均体重0.49g で取り揚げた稚魚とサ 

イズはほぼ同様であった。

6 魚病発生

各回次で疾病の発生は特に認められなかった。

7 取り揚げ、放流

7月17日から稚魚の取り揚げを開始し、26日までに 

平均全長29.2〜41.7mm、平均体重0.41〜1.18 g の稚魚 

1，296千尾を生産した。中間育成用（パイロッ卜事業） 

種苗として1，143千尾を供給した。放流用として船川 

地 区 へ 50千尾、松ヶ崎地区の幼稚仔保育場へは中間 

育成後の 8 月 9 日に平均全長55.0醒、平均体重2.2 g 

の稚魚55千尾を放流した。
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【目 的 】

回遊性資源増大パイロット事業などの放流用種苗と養

殖用種苗として需要があることから、これに供するため

の種苗を生産した。

【方 法 】

1 親魚養成

親魚養成は、屋内角型コンクリ一卜50m3水 槽 （5 X  

5 x 2 m ) を使用し、105尾 （雄60尾、雌45尾）を収 

容して濾過海水により周年飼育した。

親魚は、産卵を促進するために、 1月上旬から加温 

飼育を開始し、徐々に上昇させ1月下旬には15°Cとし、 

3月下旬には15.5°Cとした。

また、 1月上旬から4 0 W蛍光灯 4 本による12時間 

(6:00〜18:00)の照明により日長処理も併用した。

養成期間中の餌料は、冷 凍 魚 （イカナゴ）に栄養剤 

を添加し、週 3回夕方に投与し、翌朝残餌を取り除い 

たo

2 集卵及び飼育水槽への卵収容

夜間に親魚飼育水槽内で自然産卵した卵を排水とと 

もに集卵槽（1 m3水槽に40目のネッ卜を付設）で受け、 

翌日午前中に取り揚げた。 この卵を卵分離器に収容し 

て浮上卵と沈下卵に分離した。

なお、卵分離中にウイルス性疾病などの発生を防止 

するためヨード剤250ppmによる薬浴を15分間程度実 

施した。

また、この浮上卵を夕方まで1 m3水槽に収容して再 

分離後、飼育水槽50m3水 槽 （5 X 5 X 2 m ) に収容し 

た。

なお、卵収容前に水量を18m3 (ナンノクロ  ロブシス 

を0.5〜1.0m3添加）として水温を15〜16°Cに設定した。

3 仔稚魚の飼育

飼育は、卵収容時の水量18m3から 4〜 5 日で水槽容 

量の48 m3まで徐々に注水し、満水後の10日目からは、 

夜間流水と日中10〜3 0 %の換水を行った。

注水方法としては注水ロを水槽上部2 力所の対角線 

上に設けて飼育水が回流するようにした。排水は、水 

槽中央底にアンドンを設置し、サイフォンで行った。 

通気については、水槽 4隅から订い、成長とともに通 

気量を微通気から増加させた。

また、環境浄化のため、底掃除をふ化後5 日目から 

毎日実施した。

なお、飼育水にはナンノクロ ロブシスを水槽の底が

見えない程度にワムシ投与終了時まで添加した。

餌料は、ワムシを2回/ 日、アルテミアを1回/ 日、 

配合飼料を3〜 6回Z 日投与した。ワムシ、アルテミ 

アについては2次培養後に投与した。

仔魚期の飼育尾数の計数については柱状サンプリン 

グ法で仔魚を採取し、容積法で算出した。

【結果及び考察】

種苗生産結果を表1、表 2、及び表3 に示した。

3月24日から生産を開始し、 3回次の生産を行った。

3月24日から4月 1 日まで飼育水槽へ分離した浮上卵を 

総計5,980千粒収容して3,075千尾のふ化仔魚を得た。

ふ化率は、 1回次生産50.6%、以 降 43.9%、59.7% で平 

均51.4%となり、前年度のふ化率（平均33.7% ) と比較し 

て高い値であった。

前年度よりふ化率が高かったことについては、今年度の 

冬季間は例年と比べ高水温で推移したことから、親魚を比 

較的、安定した加温飼育ができたと考えられる。

生残率については、1回次生産50.2%、以降45.2%、24.1 

% で平均38.8%となり前年度の生残率（42.5% ) と比較し 

て低い値であった。

1、 2回次生産と比べ3回次生産で生残率が低かったこ 

とについては、飼育後期に摂餌不良による水質悪化で減耗 

が認めらた。

飼育期間は45〜49日間で、20.0〜22.0mmの種苗1,192千尾 

を取り揚げた。

ヒラメ種苗生産で問題とされている体色異常魚などの出 

現状況については表4 のとおりで、（財）秋田県栽培漁業 

協会で実施している回遊性資源増大パイロッ卜事業の放流 

魚 （90mmサイズ）について調査した。

今年度の体色異常の出現状況は、頭部、胸鰭、腹鰭に黒 

色帯、黒班が認められ、背鰭、臀鰭の基点に沿って黒色帯 

があり、尾柄部が黒色である個体が多かった。

放流魚の黒化被度率が、10%以下の個体は21.96% と少な 

く、今年度の種苗は、ここ数年で最も黒化率が高く良質種 

苗と言えるものではなかった。

この原因として考えられることは、飼育水槽に卵を収容 

してふ化させてし、ることからふ化率が高く、飼育初期の収 

容密度が高かったことに起因するものと考えられる。

今後、ふ化率を考慮した卵の収容により、適正密度で、 

飼育を開始することにより、良質種苗の安定生産に努める 

必要がある。

白 幡 義 広
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表 1 親魚及び卵管理

生産 親 魚 管 理 卯 管 理
回次 使用尾数

(尾）
年齢
(歳）

全長
icm)

体重
(kg)

雌雄比
竿 ： C ?

飼育水槽 
(kl)

採卵月日 ふ化月日 浮上卵率 
(%)

収容卵
(万粒）

ふ化水槽形状サイズ 水槽数 収容水槽 
(kl)

収容密度
(粒/1)

ふ化率
(%)

水温
(°C)

水の管理

1 105 不明 45 〜80 2〜8 4 45 
， 60

48(1M) 3月24日 
〜26日

3月26日 
〜28日

43.8 210 角形5 X 5 X 2 m 1 18 117 50.6 16.1 止水

2 ク ク ク ク ク ク 3月27日 
〜30日

3月29日 
〜4月1日

21.7 188 ク 1 ク 104 43.9 16.0 ク

3 ク ク ク ク ク ク 3月31日 
〜4月1日

4月2日 
〜3日

41.7 200 ク 1 ク 111 59.7 16.6 ク

合計 ク ク ク ク ク ク 3月24日
〜4戶1日

3月26日 
〜4戸3日

32.8 598 ク 3 54 111 51.4 16.0 〜16.6 ク

前年度計 98 ク 45 〜80 1〜10 午 34 
C ?  64

48(1櫓) 3^30 日 
〜4月12日

4 ^ 1 B  
〜4月14日

24.2 533 ク 3 54 99 33.7 15.3 〜16.6 ク

表 2 仔稚魚飼育

生産 

回次

飼 育 開 始 時 飼育中 取 り 上 げ 結 果

水槽数
(梢）

水槽形状•サイズ 収容水量 
(kl/槽）

収容尾数 
(万尾)

収容密度 
(万尾/槽）k 1

水温範囲
(°C)

水槽数
(槽）

取り上げ月日 日令 
(日目）

平均全長 平均体重
(S)

尾数 
(万尾)

生残率

1 1 角形 5 m  X 5m  X 2m 20 106.2 5.3 16.1〜19.4 2 5月9日. 13日 45 〜49 20.0 〜21.0 0.10 53.3 50.2

2 1 ク ク 82.3 4.1 17.1〜19.2 2 5月14日.15日 47 〜48 22.0 0.14 37.2 45.2

3 1 ク ク 119.0 6.0 16.3 〜19.1 2 5月15日.20日 49 20.0 0.10 28.7 24.1

合計 3 ク 60 307.5 5.1 16.1〜19.4 6 5月9日〜20日 45 〜49 20.0 〜22.0 0.10 〜0.14 119.2 38.8

前年度計 3 ク 60 179.5 3.0 15.9〜20.1 6 5月17日〜22日 42 〜48 21.0 〜24.5 0.10 〜0.14 76.2 42.5

表 3 給館結果

生產 ワムシ（S，L混合） 二次培養（生クnレラw 3) アルテミア 二次培養(ス-ハ°一カフ。セルA-1) 配合g 料
回次 給餌日令 

(日）
給餌量 
(億個)

添加日令
(日）

添加量 
(1)

給餌日令 
(日）

給铒量 
(億個）

添加日令 
(日）

添加量 
⑴

給餌日令 
(日）

給餌量 
(kg)

1 1〜30 133 卜 30 13.3 13 〜48 15.3 13 〜48 3.1 16 〜48 56.1

2 ク 119 ク 11.9 12 〜48 16.2 12 〜47 3.2 16 〜47 55.2

3 ク 132 ク 13.2 12 〜48 16.1 12 〜48 3.2 16 〜48 40.2

合計 ク 384 ク 38.4 12 〜48 47.6 12 〜48 9.5 16 〜48 151.5

前年度計 1〜30 372 卜 30 37.2 12 〜47 35.6 12 〜47 7.1 16 〜47 110.9



表 4 体色異常等出現状況 n =  2 1 4

黒化部位 黒化程度区分 出現尾数 出現率(％) 備考

緑側部 着色全面 0 0.00

着色50%以上 84 39.25

着色50%未満 83 38.79

着色軽度 39 18.22 10%以下

体中央部 線状 8 3.74 //

点状 17 7.94

頭胸部 頭部 161 75.23

胸鰭基底部周辺 156 72.93

腹鰭基底部周辺 153 71.50

縁側 •軽 36 16.82

尾柄部 内部 111 51.87

縁側 •重 144 67.29

黒化率 209 97.66

白化率 3 1.40

脊椎骨異常魚 5 2.34

調査日齢 115〜120

平均全長(mm) 91.5



種 苗 生 産 事 業

( ク ロ ソ イ ）

【目 的 】

クロソイは、成長が速く養殖用種苗として需要がある

ので、養殖用種苗を生産した。

【方 法 】

1 親魚養成

親魚は、屋内角型50m3 (5 X 5 X 2 m ) 水槽及び15 

m3円形水槽において濾過海水で周年飼育し、餌料は、 

冷 凍 魚 （イカナゴ）に栄養剤を添加し、週 3回夕方に 

投与し、翌朝残餌を取り除いた。

2 産仔用親魚の選別及び管理

2 月上旬に養成親魚150尾から腹部の膨満した雌20 

尾を選別し、産仔水槽（F R P 3 m 3) に収容して流水 

通気で飼育し、産仔を促進するため、水温を徐々に上 

昇させ、 3月上旬には12.5°Cとした。

また、 2月中旬からは日長処理も併用して飼育し、 

40w蛍光灯 1本により6:00〜18:00まで照明した。

なお、餌料は冷凍魚（イカナゴ）に栄養剤を添加し、 

週 3回夕方に投与し、翌朝残餌を取り除いた。

3 産仔魚の収集及び飼育水槽への収容

産仔水槽の上部排水ロに塩ビパイプ（50醒）を取り 

付け、 lm 3水槽と連結して産仔魚はこの水槽に流下す 

るようにした。

産仔魚は、計数後にサイフォン（径30im) を用いて 

飼育水槽に収容した。

4 飼育管理

屋内角型50m3 ( 5 X 5 X 2 m ) 水槽を使用してボイ 

ラー加温により飼育した。

仔魚収容時の水量は18m3とし、徐々に注水し、 5 日 

間で40m3として飼育した。

また、 6 日目以降は日中15〜5 0 %の換水を行い、夜 

間の注水は微流水から徐々に増加させた。

注水方法は、注水ロを水槽上部2 力所の対角線上に 

設けて飼育水が回流するようにした。排水は水槽中央 

底にアンドンを設置し、サイフォンで行った。

通気にっいては、水槽 4隅から行い飼育開始時は微 

通気とし、成長に合わせて通気量を増加した。

また、飼育環境を良好に保っため、仔魚収容5 日目 

から毎日底掃除を行1った。

飼育水へのナンノクロロブシスの添加は、仔魚収容 

時から25日目まで水槽の底が見える程度にした。

餌料は、ワムシ、アルテミア、配合飼料を投与し、

ワムシは 1〜 5 日目、 アルテミアは 2 〜56日目、配合

飼料は9 日目〜取り上げ前日までとした。

なお、ワムシ、 アルテミアについては、栄養強化剤 

などにより二次培養後に投与した。

【結果及び考察】

種苗生産結果について表1、表 2及び表3 に示した。 

今年度も前年度同様に加温飼育などにより早期種苗生産 

を実施し、自然水温による親魚飼育より20日程度早く産仔 

魚を得た。 —

3月27日に親魚1尾からの産仔魚180千尾を用いて生産 

を行1った。

飼育期間は66〜83日で、TL35〜50mmの稚魚85千尾を生 

産し、生残率は47.2%であった。

飼育期間中に疾病の発生は認められなかった。

前年度はワムシ無給餌で飼育し、今年度は、ワムシ、 ア 

ルテミア及び配合飼料で飼育した。

前 年 度 （54〜78日間の飼育）に比較すると成長も比較的 

良好で、初期減耗も少なく、生残率が高かった。

生残率が高かったことについては、飼育初期に従来通り 

ワムシを投与したためと考えられる。

白 幡 義 広
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表 2 仔稚魚の飼育

生産回次
飼 育 開 始 時 飼育中 取り上げ結果

水槽数
(槽）

水槽形状•サイス'' 収容水量 
(kl/槽）

収容尾数 
(万尾)

収容密度 
(万尾/kl)

水温範囲 
(°C)

水槽数 
(槽）

取り上げ月日 日令 
(日目）

平均全長 平均体重
(g)

尾数 
(万尾）

生残率 
(%)

1 1 角形5 X 5 X 2m 18 18.0 1.0 12.6〜17.5 2 5月31日.6月17日 66 〜83 35 〜50 0.7 〜2.0 8.5 47.2

計 1 角形5X5X2m 18 18.0 1.0 12.6〜17.5 2 5月31日.6月17日 66 〜83 35 〜50 0.7 〜2.5 8.5 47.2

前年度計 1 角形5X5X2m 18 25.0 1.4 12. 5〜20.2 2 5月25日.6月18日 54 〜78 24 〜50 0.15 〜1.5 5.2 20.8

表 3 給館結果

生産回次
ワムシ（S. L混合） 一次培養（生クnレラco 3) アルテミア 二次培養（ス-ハ。-カフ°セルA-1) 配合節料

給餌日令 
(日）

給铒量 
(億個）

添加日令 
(日）

添加量 
⑴

給餌日令 
(日）

給餌量 
(億個)

添加日令 
(日）

添加量
(1)

給餌日令 
(日）

給餌量 
(kg)

1 卜 5 6.0 2〜5 2.0 2〜56 9.6 2〜56 1.9 9〜82 64.8

計 1〜5 6.0 2〜5 2.0 2〜56 9.6 2〜56 1.9 9〜82 64.8

前年度計 - - - - 卜 55 9.0 1〜55 1.8 10 〜77 43.8

表 1 親魚及び卵管理

生産 
回次

親 魚 管 理
使用尾数
(尾）

年齢
(歳） 舍5

体重
(ke)

雌雄比 
早 ：，

飼育水槽 
(kl)

産仔月日

1 1 5 45 1.5 1:1 3 3月27日

計 1 5 45 1.5 1:1 3 3月27日

前年度計 3 4 36 〜46 1.0 〜1.5 1:1 3 4月2日.3日

I
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種 苗 生 産 事 業 （ア ユ ）

【目 的 】

県内有用河川への放流用及び養殖用種苗の生産を目的

とした。

【方 法 】

1 実施期間平成14年 9 月〜平成15年 5 月

2 実 施 場 所 水産振興センター（種苗生産)、阿仁川 

あゆセンター（採卵、卵管理及び中間育 

成）

3 実施方法

⑴親魚及び卵管理

採卵に供した親魚は、阿仁川に遡上してきた天然 

アユを採捕して内水面試験池で養成したも の （以下 

「天然魚」という。）と、平成13年に阿仁川に遡上し 

てきた天然アユから採卵し継代を重ねたも の （以下 

「F J という。）、平成10年に阿仁川に遡上してきた 

天然アユから採卵し継代を重ねたも の （以 下 「f 4」 

という。）の 3 系統を用いた。採卵は搾出法で授精 

は乾導法で行い、卵を付着材に付着させ、小型水槽 

に収容して引き続き現地で管理した。水生菌防除の 

ため2 〜 3 日に1回薬浴を実施した。発眼を確認後、 

振興センターに搬入して100m3水 槽 （淡水水量30m3) 

と、20m3水 槽 （淡水水量10m3) に垂下して微通気で 

管理した。

⑵飼育管理

100m3水槽では、ふ化時点までは淡水で、その後 

は徐々に海水を注水して5 日目に満水（90m3) とし 

た。10〜35m3/ 日の換水を行い、ふ化後11日から夜 

間流水を実施し、13日から流水飼育を実施した。海 

水注水と同時に、ナンノクロ ロブシスを0〜 3 m 3 /  
日飼育槽に添加し、底掃除を実施した。また、卵収 

容時よりボイラーによる加温を実施した。

20m3水槽では、ふ化後から徐々に海水を注水して 

4 日目に満水（18m3) とした。 4m3, 日の換水を行 

い、ふ化後11日から流水飼育を実施した。海水注水 

と同時に、生クロレラV12を 1 日もしくはナン 

ノクロ ロブシスを 0 〜 1 m3Z 日飼育槽に添加し、底 

掃除を実施した。日齢76日目に100m3水槽に移槽を 

行った。なお、卵収容時から移槽時までボイラーに 

よる加温はしなかった。

(3) 餌料

ワムシ、 アルテミア幼生については、 それぞれ市

秋 山 将

販の栄養強化剤で栄養強化したものを用いた。配合

飼料については、成長にあわせてサイズを変えて給

餌した。

【結果及び考察】

1 親魚及び卵管理

親魚及び採卵結果を表1に示した。

採卵は天然魚では10月 4 日、 7 日の2 回実施し、 61 

尾の雌を使用し2,440千粒を採卵した。 F i は10月 3 日、 

15日、18日の3 回実施し、32尾の雌を使用し2,305千 

粒を採卵した.F  4は 9 月18日、20日の2 回実施し、 13 

8尾の雌を使用し13,450千粒を採卵した。合わせて 

18，195千粒を採卵し、このうち11，464千粒を種苗生産 

に使用した。

親魚の雌のサイズは、天然魚では平均尾叉長18.7、 

18.8cmで、 1 尾あたりの採卵数は40千粒と少なかった。 

F 丨では平均尾叉長21.7〜24.4cmで、 1 尾あたりの採 

卵数は72千粒であり、採卵開始が10月 3 日で、採卵可 

能尾数も少なく採卵量も少なかった。 F 4では平均尾 

叉長25.7、26.2cmで、 1 尾あたりの採卵数も97千粒と 

多く、採卵開始が9 月18日と早く、採卵可能尾数も多 

く、 2 回で十分な量が採卵できた。 F 4は、管理して 

いる親魚の尾数、管理場所、飼育方法にF i と大きな 

差がないため、大型魚を選抜育種して継代を重ねたこ 

とによりF 4はF ! より大型になったものと考えられた。

表 1 親魚と採卵

採卵 

次回

採卵 

月日

採卵 

尾数

平均 
尾叉長 
(cm)

採精 
尾数

平均 
尾叉長 
(cm)

採卵
重量

a ラ）

採卵数

(千粒)
親魚由来

1 9 / 1 8 44 26.2 18 25.7 1,832 4,213.6阿仁川F 4

2 9 / 2 0 94 25.7 32 26.1 4,016 9,236.8阿仁川F 4

3 1 0 / 3 26 23.3 10 24.7 841 1,934.3阿仁川F!

4 1 0 / 4 42 18.7 8 19.9 688 1,582.4 天然魚

5 1 0 / 7 19 18.8 5 20.1 373 857.9 天然魚

6 10/15 4 21.7 3 25.1 98 225.4阿仁川F:

7 10/18 2 24.4 3 24.9 63 144.9阿仁川F!

合計

9 / 1 8

10/18

231
18.7

26.2
’ 79 19.9 7,911 18,195.3

ふ化状況を表2 に示した。

卵管理は阿仁川あゆセンターで行い、ふ化直前に水 

産振興センタ一-^搬入してふ化を待った。卵管理時の 

水温は13.7〜14.1度で推移した。搬入後の水温は、12.2 

〜20.7度で推移し、積算水温233.6〜259度でふ化が確 

認された。

ふ化率は11.9〜31.0% (平均2 5 .8 % )で、2,958千尾
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のふ化仔魚を得た。センタ一-^搬入後、無加温で管理 

した水槽では、11.9%であった。これは、採卵が遅く、 

卵質が悪いことと、搬入後、無加温のため水温が低く、 

ふ化までの日数がかかり水生菌に侵されたためと考え 

られる。

表 2 ふ化状況

生産 

回次

採卵 

月日

使用 
卵数 

(千粒)

付着材 
一枚の 
卵数 

(千粒)

ふ化日
ふ化数ふ化率ふ化積卵管理 

算水温水温 

(千尾） （％) (度） （度）
親魚由来

1 9 / 1 8 1,600 32 1 0 / 5 496 31.0 248.0
13.8 〜  

14.1
阿仁川F 4

2 9 / 1 8 1,920 32 1 0 / 5 553 28.8 248.0
13.8 〜  

14.1
阿仁川f 4

3 9 / 2 0 1,600 32 1 0 / 7 478 29.9 233.6
13.8 〜  

14.1
阿仁川f 4

4 9 / 2 0 1,600 32 1 0 / 7 421 26.3 233.6
13.8 〜  

14.1
阿仁川f 4

5 1 0 / 3 1,934 30 10/20 504 26.1 244.0
13.8 〜  

14.1
阿仁川f 4

6
1 0 / 4 ,

7
2,440 29〜32 10/20 462 18.9 231.0

13.8 〜  

14.1
天然魚

7
10/15,

18
370 21〜23 1 1 / 3 44 11.9 259.0

13.7 〜  

13.9
阿仁川Fi

9 / 1 8
合計 〜 11，464 21〜32 1 0 / 5 2,958 25.8 233.6 13.7

10/18

2 飼育管理

仔稚魚飼育結果を表3 に示した。

2,958千尾のふ化仔魚から、計1，544千 尾 (T.L.44.1 

〜66.8丽 • B.W.0.24〜1.311：ラ）の種苗を生産した。生 

残率は40.4〜85.6% (平均52.2%)であった。

昨年度より使用した卵数が減ったため、ふ化仔魚尾 

数も減少した。 これは、例年発生する15日齢以降から 

の斃死を減少させるために、初期の収容密度を下げた 

ことによる。今年度においても、斃死の発生が見られ 

たが、例年より斃死が少なく、昨年度の28.8% より生 

残率が上昇した。

表 3 仔稚魚飼育結果

飼育開始時 飼育結果

生産水槽 

回次番号
水槽形伏

収容 収 容 S I  
尾数 S I

(千尾) ! X’

水槽分槽取り上飼育平均平均取り上 
全長重量げ尾数 

番号日齢げ月日日数（mra) ( D  (千尾）

歩留 
まり 
(%)

水温範囲
(度）

1 魚6 2 x 5 x l 0 m 30 496 16.5 魚6 1/17 104 52.0 0.46 200.5 40.4 9.3-20.7

2 魚7 2x5 x 10m 30 553 18.4 魚7 1/7 94 49.4 0.35 243.9 65.6 8.5〜20.7

魚2 26 12/20 76 47.0 0.32 119.1 11.6〜18.4

3 魚4 2 x 5 x i 0 m 30 478 15.9 魚4 1/9 94 49.3 0.39 230.0 48.1 10.卜 20.6

4 魚5 2 x 5 x l 0 m 30 42 1 14.0 魚5 12/27 81 48.5 0.34 172.0 40.9 10.3 〜20.6

5 魚3 2x5 x 10m 30 504 16.8 魚3 3/20 151 66.0 1.31 47.6 58.8 8.5 〜18.5

魚2 66 1/23 95 44.1 0.25 216.7 9.2 〜12.3

魚 2 142 3/14 145 66.8 1.25 32.1 8.2-10.8

6 魚8 2 x 5 x l 0 m 30 462 15.4 魚8 3/14 145 66.2 1.21 61.5 55.7 8.2 〜19.1

魚 7 83 1/28 100 44.2 0.24 195.6 9.0 〜20.7

7 94 1,2x4x4m 10 44 4.4 魚6 5/29 207 52.0 1.10 24.8 56.4 7.2-16.8

合計 7面 190 2,958 15.6 26 12/20 76 44.1 0.24 1,543.8 52.2 7.2 〜20.7

前年 5面 2 x 5 x  10m 150 4,446 29.6
19 12/26 

108 3 /  1

72

137

44.8

69.7

0.31

1.52
1,282.0 28.8 8.3-19.3

3 餌料

給餌結果を表4に示した。

ワムシは二次培養を行わず、拡大培養中の水槽へ栄 

養強化剤による栄養強化したものを1〜 2回/ 日、ふ 

化後 3 日目から25もしくは28日間継続して投餌した。 

アルテミア幼生は栄養強化したものをふ化後18〜21日 

目から21もしくは26日間継続して投餌し、配合飼料は 

ふ化後14〜18日目から67〜189日間継続して投餌した。 

ワムシ787億個体、 アルテミア幼生40.1億個体、配合 

飼料486.6kgであった。

ワムシの給餌期間は前年と比べあまり変わらないも 

のの、 1水槽あたりの給餌量を減らしたため、全体の 

投餌量も減少した。アルテミア幼生は、投餌期間を昨 

年度より短縮し使用量を抑えた。配合餌料は、昨年度 

に比べ出荷の間隔を短くしたことにより、主要な給餌 

期間が短くなり、給餌量も減少した。

アルテミアの給餌期間を短縮したが、種苗に馴致能 

力不足や形態異常は認められなかった。

表 4 給餌結果

生産 

回次

ヮ ム シ アルテミア 配 合 飼 料

給餌期間 f i i 給 麵 間 f i i 給餌期間
給餌量 

(kg)

1 10 /8〜1 1 /4 137.010/25〜11/19 6 .910/20 〜 1 /1 6 59.6

2 10 /8〜1 1 /4 144.010/25〜11/19 10.410/20〜 1 / 6 80.9

3 10 /9〜1 1 /5 139.010/26〜11/19 6 .010/21〜 1 / 8 59.8

4 10 /9〜1 1 /5 130.010/26〜11/19 5 .810 /21〜12/26 38.4

5 10/23〜11/19 1 0 8 .0 1 1 /7 〜1 2 /1 4 .7 1 1 /3  〜 3 /1 9 118.4

6 10/23〜11/19 1 0 8 .0 1 1 /7 〜1 2 /1 4 .7 1 1 /3  〜 3 /1 3 90.4

7 1 1 /6  〜11/30 21 .011/23 〜12/13 1 .611/21〜 5 /2 8 39.1

合計 25,28日間 787.0 21,26 日間 4 0 .1 67〜189日間 486.6

前年 27日間 849.7 39 日間 76.0 56〜131日間 775.1

4 中間育成

中間育成結果を表5 に示した。

水産振興センターで生産した種苗412千 尾 （T丄.44.1 

〜44.2mm • B.W.0.24〜0.25《ラ）を用いて、平成14年 1 

月下旬から5月下旬まで約4 力月間、阿仁川あゆセン 

夕一において中間育成し、300千 尾 （3.5乞ラ/尾換算） 

を県内有用河川へ放流した。放流サイズは、平均全長 

で9.1〜10.5cm、平均体重で6 〜9.9ミラと、昨年度の平 

均全長で9.0〜11.1cm、平均体重で7.9〜14.01：ラよりば 

らつきが少なかった。

表 5 中間育成結果

中間育成開始時 中間育成終了時

開始月日 1 /2 3 ,2 8 取り上げ月日 5 /28〜 30

収容数 412千尾 取り上げ尾数
300千尾 

( 3 .5 P /尾換算）

飼育水槽 45トンX 4面 取り上げ重量 1,050kg

収容サイズ（全長） 44.1〜44.2mm 取り上げサイズ 

(全長）
9.1〜10.5cm

収容サイズ(体重） 0.24 〜0 .25P 取り上げサイズ 

(体重)
6〜9.9ミラ
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【目 的 】

本県沿岸のガザミ資源の増大を図るため、漁業協同組

合などが行う中間育成及び放流事業に供するための種苗

を生産した。

【方 法 】

1 親ガニ

平成14年 4月23日〜5月27日までに3回秋田市地先 

で剌し網により漁獲された未抱卵個体18尾と抱卵個体 

3尾を搬入した。

搬入は発泡スチロール箱に収容し、無水で輸送した。

搬入した親ガニは、砂を15cm程度敷いた二重底構造 

の 5 m3及び3m3水 槽 （円形FRP) 2面に収容して、稚 

ガニ飼育水槽に収容するまで濾過海水を注水（6 〜7 

回転/ 日） して飼育した。

餌料としては、冷凍イカナゴを1回/日夕刻に投与 

し、翌日残餌を取り除いた。

なお、5 m3及び 3 m3水槽 1面での飼育は自然水温で、 

3 m3水槽 1面での飼育は搬入2 日目からボイラー加温 

により、水温を徐々に上げて最高22°Cで飼育した。

2 ふ化

抱卵個体の腹肢付着卵を観察し、 2〜 4 日後にふ化 

すると判断した個体を飼育水槽から取り揚げ、 カゴ 

(55 X  39 x  27cm)に 1尾ずつ収容し、真菌症などの発 

生予防のため、 3〜 4時間薬浴後、飼育水槽に収容し 

た。

なお、飼育水槽の水童は16m3とし、ワムシ5個体/  

mlとナンノクロ ロプシスを添加した。

また、親ガニを収容した翌朝からカゴごと親ガニを 

取り揚げてふ化を確認した。

3 計数

幼生の計数は、 Zi期に柱状サンプリング法（40mm 

エンビパイプ使用）で幼生を採取し、容積法で算出し 

た。

4 飼育管理

飼育水槽は、屋内50m3 (5 X  5 X  2 m ) 角形水槽を 

使用した。

親ガニ収容時から6〜1 2 K /分の注水とし、ふ化後 

3〜 4 日で満水（48m3) になるようにした。

満水後は、ナンノクロ ロブシスの添加と10〜3 0 % /  

日の換水と昼夜12〜6 0 S /分の注水とし、流水飼育を 

行った。

また、水槽内の浄化を目的に、 Zi期から取り揚げ

前日まで毎日底掃除の実施と、真菌症などの疾病発生 

予防のため、 Zi期からZ 3期までの齢期ごとに薬浴、

Z 3〜Z 4期及びM 期に薬浴を4回実施した。

5 餌料

Zi —  Zs期までワムシを5 〜10個体/ mlになるよ 

うに2 回/ 日給餌し、 Z 3期から取り上げ前日までア 

ルテミア幼生を0.3〜0.6個体/ mlになるように1回/  

日給萌した。

また、 Zi期から取り揚げ前日まで配合飼料を4 〜 

6回/ 日給餌した。

【結果及び考察】

親ガニの飼育結果については表1 に示した。

4月23日から5月27日までに21尾搬入して生産には7尾 

使用し、飼育途中に4尾へい死した（表 1 )。

白 幡 義 広

表1 親ガニ飼育結果

搬入月日
搬入 

尾数

甲幅（cm ) 

範囲
重量（g) 

範囲

使用 
尾数

へい死 

尾数

H14.4.23 8 20.0 〜21.5 440〜600 4 1

H14.5. 8 6 19.8 〜21.0 410〜560 0 2

H14.5.27 7 18.5 〜21.0 340〜530 3 1

計 21 7 4

4月23日に搬入した親ガニはボイラーで加温飼育し、そ 

の他の親ガニは自然水温で飼育した。

加温飼育による親ガニ収容からふ化までの飼育積算水温 

について図1 に示した。

°C

6oo
500
4oo
300
200
ioo

1 10 19 28 3も

図1 親ガニ収容からふ化までの積算水温

親ガニ収容からふ化までの積算水温は、659.1°C、前年 

度は666.7°C、前々年度は638.7°Cであった。

水温管理すると、親ガニ収容からふ化まで積算水温が 

650.0°C前後であることから、計画的な生産が可能と考え 

られる。
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親
甲

産
次 

生
回

1 20.5 520 660 510 2,130 1

2 21.5 600 780 610 1,781 1

3 20.5 470 630 470 2,266 1

4 21.0 490 650 500 2,018 1

5 21.0 510 690 510 2,280 1

6 20.0 420 580 430 2,220 1

7 20.0 510 700 510 2,264 1

今年度は、親ガニ搬入が計画通りできたことから、すべ 

ての生産回次で1番仔を用いての生産が可能であった。

基準とした餌料系列と1 日の給餌量及び飼育水量と換水 

率について表3 に、種苗生産結果を表4 に示した。

表 3 基準とした餌料系列と1 日の給餌量及び 
飼育水量と換水率

齢期 Zi Z 2 Z 3 Z 4 M  Ci

5 10

ワムシ（イ固体/ml) -------------

0.4 0.8 0.6

アルテミア（個体/ml) ----------------

0.25 3.5 5.5 11.5

—配合飼料（g /kl)__________；--------------------------

水 量 （kl) 16------ 48-------------------

換水率（回転/日） （常時注水）一0.5----- 1.0 2 . 0 ——

注水量（kl/時） 0.2 (換水と流水を併用）1.0 3.6

7回次の生産を行い、 1番仔のふ化幼生14,959千尾を用 

いてC !稚ガニ2,236千尾を生産した。

生産状況としては、 1回次から4回次生産は、加温飼育 

した親ガニのふ化幼生を用い、 5回次生産以降については、 

自然水温で飼育した親ガニのふ化幼生を用いた。

表 4 種苗生産結果

生産に使用した親ガニとふ化の状況については表2 に示 

した。

表 2 生産に使用した親ガニとふ化の状況

各生産回次の生残率は、 1回次生産が20.3% 、以降27.2 

% 、19.5%、0.5%、10.5%、15.8%、 12.3%で、平均生残 

率は14.9%であった。

4回次生産は他の生産回次と比べ極端に生残率が低く、 

Z 4からM にかけて減耗した。

この原因については、注水バルブの不良により初期飼育 

時に注水量が通常飼育の2倍程度と多かったことから発生 

した初期餌料の摂餌不良及び幼生の活力不良が考えられる。

ガザミ種苗生産でC !の取り揚げまでの飼育積算水温の 

推移について図2 に示した。

図 2 ふ化から取り揚げまでの積算水温

今年度は水温調整により、飼育日数の短縮について検討 

したところ、飼育19日目の取り揚げは積算水温451.5°C 

(飼育水温22.3〜26.0°C)、飼育18日目の取り揚げは積算水 

温446.8°C (飼育水温22.3〜26.6°C)、飼育17日目の取り揚 

げは積算水温436.2°C (飼育水温21.9〜27.6°C)であった。

前年度は、飼育期間19〜21日でG の取り上げを行い今 

年度は、前年度よりも飼育期間を短縮して、 17〜19日で

を取り上げした。

水温調整することにより、飼育期間短縮による生産がで 

き、同一 日̂に取り上げができることから、計画的な生産が 

可能である。

生
産
回
次

飼育期間

飼
育
日
数

飼
育
水
槽

幼ふ

素化

げ取 

尾り 

数上

ス取 
テり 
1上 
ジげ

生

残

率

給 餌 量 ナンノクロロ 

プシス添加量

飼育環境

ワムシ アルテミア 配合飼料 水温範囲 pH範囲 比重範囲

日 m3 千尾 千尾 % 億個体 億個体 kg m °C

1 5月31日〜6月19日 19 50 2,130 432 20.3 35.0 4.0 4.2 22.0 22.4 〜26_1 8.0 〜8.4 21.6 〜23.0

2 5月31日〜6月19日 19 50 1,781 484 C! 27.2 35.0 4.0 4.2 22.0 22.4 〜26.1 7.9 〜8.4 21.6 〜23.0

3 5月31日〜6月19日 19 50 2,266 442 C! 19.5 37.0 4.0 3.2 22.0 22.3 〜26.6 7.8 〜8.4 21.4 〜22.8

4 6月 1 日〜19日 18 50 2,018 10 C! 0.5 36.0 3.9 3.8 21.5 21.8 〜26.0 7.9 〜8.4 21.4 〜23.2

5 6月24日〜7月12日 18 50 2,280 239 Cl 10.5 39.0 4.4 3.8 25.5 19.6 〜26.9 7.9 〜8.3 21.4 〜23.8

6 6月24日〜7月12日 18 50 2,220 350 Ci 15.8 40.0 4.3 3.8 26.0 20.9 〜26.8 7.9 〜8.3 21.4 〜23.6

7 6月25日〜7月12日 17 50 2,264 279 Ci 12.3 36.0 3.9 3.6 24.5 21.5 〜27.1 7.9 〜8.4 21.0 〜23.4

合 計 14,959 2236 14.9 258.0 28.5 26.6 154.5

前年度計 10,557 1610 15.3 234.0 22.8 26.6
65.5 
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ハタハタ種苗生産放流事業

(放 流 基 礎 調 査 事 業 ）

古 仲 博

【目 的 】

本事業は水産庁の補助事業として、海域の特性を勘案 

しつつ、国営栽培漁業センターの技術開発の成果を受け、 

ハタハタ種苗生産技術と、効率的な中間育成手法を開発 

することを目的として実施したものである。

「平成14年度放流基礎調査事業報告書」で報告済みで 

あるので、ここでは要約のみを記載する。なお、海上小 

割網生簀育成技術開発は平成13年 2〜 4月まで、種苗量 

産技術開発は平成14年11月〜15年 1月までのものである。 

また、放流魚への標識手法の確立、放流追跡調査及び効 

果の検討は海洋資源部を参照のこと。

【要 約 】

1 1 3 年度事業実績 

( 1 ) 海上小割網生簀育成技術開発

•飼育は椿港内に筏6基を設置し、小割網生簀24面 

(4.8mX 4.8m深さ 3 m ) を用いて行った。

•発眼卵を小割網生簀に収容し、ふ化から稚魚生産ま 

での飼育が可能となるとともに、飼育技術の平準化 

が図られつつある。

•ふ化は2月 2 日から始まり、12日で終了した。仔魚 

は 5,514千尾であった。

•仔 •稚魚の成長は1月下旬から3月下旬までは低い 

値で推移したが、その後は順調で特に4月10日以降 

は急激に伸びている。

•椿地区での小割網生簀飼育期間中の水温は6.0〜12.5 

°Cであった。

•稚魚の生産数は3,710千尾、体長17.9〜38.5nmi(平均 

26.8mm)であった。

•ふ化仔魚から放流までの生残率は60.3〜79.0% (平 

均67.3%)であった。

•椿から北浦への稚魚の移送は4月 8〜11日まで行い、 

一時蓄養した。移送、蓄養による死亡は15,000尾で 

あった。

•放流は県北、男鹿、県南の3地区で行った。県北は 

八森地区で4 月16日に119千尾、体長19.8〜38.5mm 

(平均28.4mm)、県南は金浦地区で18日に110千尾、 

体長19.3〜34.8mm (平均27.6mm)、男鹿は椿地区で17 

日に2,377千尾、体長19.5〜 38.1mm (平均27.3mm)、 

北浦地区で15日に1，104千尾、体長17.9〜38.1mm (平 

均25.8mm)の計3,710千尾を放流した。

•放流後の稚魚の行動を水中テレビで観察したところ、 

稚魚は異常行動も示さず多数見られた。

• 日本栽培漁業協会能登島事業場で生産した稚魚は28 

7千尾で、 4月18、22日に活魚輸送し、翌日、男鹿 

市北浦地区の小割網生簀に収容後、一時蓄養を行い、 

4月25日に258千尾、体長29.6〜43.2mm (平均37.1mm) 

の放、流を行1った。

2 1 4 年度事業実績 

⑴ 種苗量産技術開発

•親魚の搬入は平成14年11月29日から12月14日まで行 

い、北浦、能代の各地区定置網に乗網した接岸親魚、 

雌14,323尾、雄8,260尾の計22,583尾を確保した。

•採 卵 は 11月30日から12月14日まで行い、雌13,805 

尾から9,700千粒を採卵するとともに、海藻付着卵3 

2,500千粒の計42,200千粒を確保した。

•発眼率は人工採卵で57.2〜98.1% (平均84.2% ) 、海 

藻付着卵で43.9〜95.7% (平均85.6%)であった。

•卵管理に天然海水が10°C以下となった1月10日以降 

加 温 水 （10°C設定）を併用した半循環方式を採用し 

たことにより、ふ化期間を短縮することが可能となっ 

た。

•平成15年 1月 8 日に発眼卵をアリザリンコンブレキ 

ソソ (ALC) 400ppm液に24時間浸漬することによ 

り標識付けを行った。

• 日本栽培漁業協会能登島事業場との共同研究のため、 

平成15年 1月18、20日に卵塊719千 粒 （発 眼 卵 562 

千粒）を宅配便で移送した。

•海上網生簀育成技術開発試験に7,500千粒を供した。

⑵ 海上小割網生簀育成技術開発

•次年度に報告する。
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トラフグ種苗生産技術開発試験

秋 山 将

【目 的 】

秋田県におけるトラフダは平成4年から多く漁獲され 

るようになり、平成 5年には21トン、 1億 1千万の水揚げ 

がみられたが、その後年々減少しており、このままでは 

資源の枯渴を招く恐れが高い。このため、資源の維持. 

増大を図るため、本種の生態の解明、増殖技術の開発を 

目的とした。

なお、詳細については、「平成14年度資源増大技術開 

発事業報告書回帰型回遊性種（卜ラフグ)」で報告済み 

であるため要約を記載する。

【方 法 】

1 採卵

養成魚を加温によって催熟を行い、L H R H aを投与 

することにより、雌 5尾から投与後75〜134時間後に 

186〜318千粒を採卵した。ふ化率は0.8〜92.8% とば 

らつきがあった。 これは、排卵確認時のストレスか、 

採卵から卵洗浄の過程において不具合があったものと 

推察される。

養成親魚の飼育水温の調節により、早期採卵、早期 

種苗生産が可能となった。また、卵の成熟状況により、 

L H R H a投与による採卵を2期にわけて行うことが可 

能となり、種苗生産時の事故•疾病に対応できるよう 

になった。

2 種苗生産

L H R H a投与で得られたふ化仔魚300千尾を使用し 

て種苗生産した。

4月20日から59日間飼育を行い、平均全長27.1mmの 

種苗を58千尾生産した（生残率19.3% ) 。生物餌料の 

給餌量 •期間が適正でなかったため、配合飼料への移 

行が進まなかったためと考えられる。

3 中間育成

種苗生産により得られた平均全長27.1nmiの種苗28,800 

尾を使用して、密度試験と流速を速めた飼育試験を行っ 

た。

中間育成により平均全長83.8〜94.6mmの種苗19,400 

尾を生産した。生残率は63.3〜75.0%、日間成長は0.98 

〜1.12mm、尾鰭欠損率は67.9〜78.4% 、鼻腔隔皮欠損 

率は0.0〜10.3%であった。生残率は密度が低いほど 

生残率が高まるという傾向が認められた。これに対し 

て、日間成長•尾鰭欠損率のいずれについても明瞭な 

傾向が認められなかった。また、鼻腔隔皮欠損率は、

収容密度での差は見られなかった。

流速を速めた区は、生残率 • 日間成長•尾鰭欠損率 

のいずれにおいても、非使用区より優れていた。 この 

ことから、流速を速めた飼育が有効であると考えられ 

る。

4 人工種苗標識放流

中間育成により得られた種苗にスパゲティタグを装 

着し、 9 月11日に男鹿市船越水道地先で1，000尾 （平 

均全長120.8mm)、10月10日に八森町八森漁港沖で1，350 

尾 （平均全長125.0醒）を放流した。

船越水道放流群は、放流場所の近辺である男鹿市船 

川付近での再捕が2尾、天王町沖での再捕が1尾であっ 

た。八森漁港沖放流群は、放流場所から北上した青森 

県での再捕が3尾、南下した男鹿市船川での再捕が1 

尾であった。成長に伴い移動したものと推察される。

中間育成により得られた種苗に左胸鰭力ッ卜を行い、 

8 月19日に男鹿市船越水道内で14,500尾 （平均全長 

83.8〜90.2mm)を放流した。

5 漁獲実態調査

県内主要地域及び北日本（青森県、秋田県、石川県、 

岩手県）の漁獲量を集計した。また、県内での主たる 

水揚げ漁協支所である天王町支所、岩館支所において 

市場調査した。

県内の漁獲量は2,826kgと、昨年度より半減した。 

これは、北部総括支所におI、て漁獲量が激減したため 

である。

北日本での漁獲量は14,836kgと昨年度より若干減少 

した。青森県、石川県では増加したものの、秋田県、 

岩手県での減少のためである。

天王町では、体長180〜520imnまで出現し、岩館では 

体長320〜490mm台まで出現した。

尾鰭変形魚並びに鼻腔隔皮欠損魚の混獲率は、天王 

町では35.1〜54.8%で、岩館では33.3%であった。

天王町では、 4月から6月にかけて徐々に放流魚の 

混獲率が上昇している。これは、滞留していた未成魚 

が漁獲されるようになったためと、産卵のため加入し 

ていた天然親魚が移動したためと考えられる。
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イワガキ養殖技術開発試験

【目 的 】

イワガキは、日本海沿岸における産業種であり、漁獲 

圧の高さと再生産性の低さから、資源の減少が危惧され 

ている。このため、イワガキに対する根強い需要を背景 

に、養殖化が期待されており、現在までにイワガキの再 

生産機構の解明及び採苗技術開発試験が行われてきた。 

本研究においては、日本海での冬季の荒天に対応できる 

養殖技術の開発や増養殖の効率化•省力化など、本県に 

適応する技術開発を行った。

【方 法 】

1 実施期間 2002年 4月〜2003年 3月 

2 実施場所 男鹿市、金浦町、象潟町の地先海域 

3 調査方法 

⑴付着物除去•防除技術の開発

5月下旬から7月上旬の間に養殖イワガキの垂下 

水深を底層に調整することで、ムラサヰイガイの付 

着を抑制可能であることが、これまでの調査により 

示唆されている1 そこで、それを実証するための 

イワガキ養殖試験を実施した。

試験は、戸賀湾中央部水深13m地点において、イ 

ワガキ種苗を2000年 4月28日に沖出しして行った。 

種苗は前年に椿地区で天然採苗したものを用い、付 

着基質はホタテ殼とした。養殖方法は筏からの垂下 

方式で、基質5〜 6枚を約60cm間隔に5 m の力キロー 

プに挟み込んで行った。

水深 7 m を境界として、表層区、底層区、調整区 

を設定した。表層区では基質を挟み込んだロープを 

常に 7 m 以浅となるようにした。これは、同地区の 

漁業者により実際にイワガキ養殖が行われている水 

深帯である。それに対して、底層区では常に7 m 以 

深となるようにした。また、調整区では、通常は7 

m 以浅とするが、ムラサキイガイの付着期には7 m  

以深となるように調整した。調整は、2000年は養殖 

開始時から8月 3 日まで、2001年は 5月15日から7 

月12日まで、2002年は 5月22日から7月18日までの 

間行った。

2002年 9月24日に、各試験区から養殖ロープを1 

本ずつ回収し、基質に付着している生物などの集合 

体 （以 後 「基質塊」 とする。） ごとに、養殖イワガ 

キに付着した付着生物の重量を測定した。また、養 

殖イワガキ全数のサイズについても測定した。

基質塊当たりのムラサキイガイ総重量と、それを

三 浦 信 昭

含む全付着生物の総重量について、危険率5 % で試 

験区間の差を検定した。養殖イワガキについては、 

殼高、全重量について検定を行った。検定は、デ一 

夕の分布に応じて、スチューデン卜のt検定、 ウヱ 

ルチのt検定、マン•ホイットニ検定を適宜用いた。

⑵付着に適し経済的で脱着可能な基質の検討

金浦地先において2000年 9月13日にイワガキ増殖 

試験礁の設置を行った。試 験 礁 （2 m X 2 m X 0 . 5  

m ) はコンクリー卜製で、上面にコンクリー卜区、 

F R P 板区、 スレート板区を4 力所ずつ設定した 

(図 1)0

コンクリー卜区は、L 400mm X  W400nmiX  H50raniの 

型枠の中にコンクリー卜を3層となるように流し込 

み、各層の間はビニールシー卜を敷設して接着を防 

いだ。F R  P 板区及びスレート板区はそれぞれ、L 

450mmX W450mmX  H  8 mmの板を6枚重ねて取り付け 

た。 F R P 板は表面に凹凸がある素材を使用したこ 

とから、板と板の間にミラマッ卜を挟み込んで隙間 

が無くなるよう密着させた。

2001年 8月10日、10月 9 日に、各試験区1 力所ず 

つを基質破壊または剥離した。コンクリー卜区につ 

いては最上層のコンクリー卜を破壊し、 F R P 板区 

については最上段の板を取り外した。比較のため、 

同時期にイワガキ増殖事業により隣接設置されたコ 

ンクリ一卜製イワガキ増殖礁（以 後 「A K  —  4礁」 

(図 2 ) とする。）についても、最上面の0.1m2をス 

クレイパーにより付着物除去した。スレート板区に 

ついては、波浪により全てが崩壊していたため、8 

月10日にL450mmXW450imnX H20ramの新しい板を3 

枚重ねて3 力所に取り付けた（1 力所は、取り付け 

不能となっていた）。
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2002年 8月19日に、各区のイワガキ付着状況を調 

查した。 A K — 4礁の生息密度については、10cmX  

10cmまたは25cm X  25cm方形枠で数力所計数して調査 

した。

図 2 イワガキ増殖礁「A K — 4 礁」構造図

(3) 既存礁におけるイワガキ着生状況の把握

脇本地先において、イワガキ増殖事業により1991 

年から毎年造成が行われている増殖場の調査を行っ 

た。増殖場の水深は約3 m で、基質は天然石となっ 

ている。イワガキは形質による年齢査定は困難とさ 

れているが、当増殖場では、造成した年にイワガキ 

が高密度で付着するため、造成年と年級が一致して 

いる。調査は、スキューバ潜水により、造成年別に 

数力所について方形枠内のイワガキを計数し、さら 

にそれぞれの礁のイワガキをランダムに採集して殼 

高と全重量を測定した。方形枠は、イワガキのサイ 

ズに応じて50cmX 50cm、25cmX 25cm、10cmX 10cmの 

ものを適宜使用した。

⑷底層固定式養殖技術の開発

象潟地先で2001年 6月 5 日に養殖試験を開始した。 

養殖施設は、増殖事業により水深9 m の地点に設置 

されたコンクリー卜製イワガキ増殖礁（以 後 「台型 

礁」（図 3 ) とする。）を利用した。養殖方法は、ま 

ず台型礁の中段部側面に直径6 mmのチューンを巻き 

付け、カキロープの結びしろとした。次に種苗を挟 

み込んだカキロープを、弛みが生じないようにして 

水平方向にチェーンに結びつけた（図 4 ) 。種苗は 

2000年に椿地区で天然採苗したもので、付着基質は 

ホ夕テ殼を使用した。基質は、カキロープ1本当た 

りに約30cm間隔で6枚挟み込んだ。設置した力キロー 

プは全部で21本で、台型礁5基を使用した。また、 

チェーンについては、比較のためにステンレス製と 

亜鉛メッキ製のものを使用した。なお、種苗の設置 

にかかる作業は全てスキューバ潜水により行った。

試験開始後、2001年 7月10日、 8月 8 日、 9月20 

日、2002年 7月23日にスキューバ潜水による調査を

行った。調査は、施設の破損状況及びイワガキ種苗 

の減耗や付着物などについての目視観察と、サイズ 

測定を行った。サイズは、基質表裏両面から20個体 

ずつ計40個体をランダムに抽出し、各個体の全高を 

ノギスにより測定した。

図 4 海底固定型イワガキ養殖の方法 
(台型礁の断面図で表示）

(5) 天然採苗適期の予測技術開発

8〜10月に、産卵盛期及びカキ型幼生の出現量を 

調査した。

産卵盛期は、戸賀地先の水深約5 m から採取した 

イワガキ12個体の生殖巣指数の変化により推定した。 

生殖巣指数は、生鮮状態で取り出した生殖巣の中央 

をカッターで切断した後、軟体部全体の短径（A) 

と消化盲のうの短径（B ) を測定し、次式に基づい 

て算出した。

生殖巣指数（G I )  =  ( A - B )  X 1 0 0 / A  

また、生殖巣の一部を目視あるいは検鏡し、卵ま 

たは精子の有無によって雌雄を判別した。

カキ型幼生は、戸賀湾内で北原式定量ネッ卜（目 

合xxl7、80 // m ) による0〜10m垂直曳きにより 

採集した。試料は5 0 %ヱタノールで固定し、実験室 

内で沈殿処理後上澄みを廃棄、蒸留水を加えて50cc 

に希釈した。その後、撹拌した試料海水中の5 ccに 

ついて顕微鏡（X 4 0 )で幼生を計数した。

イワガキは3週間から1か月の浮遊期間を経てか 

ら付着することが明らかとなっている2 従って、
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産卵盛期から3週間ないし1か月後を付着盛期と予 

想し、それを採苗器の投入適期とした。また、予想 

した期間に、付着直前となる大型のカキ型幼生が出 

現するか否かについて検証を行った。大型のカキ型 

幼生は、殼高250//m 以上とした。

【結果及び考察】

1 付着物除去•防除技術の開発

試験区別に、基質塊当たりの付着物の総重量を表1 

に、養殖イワガキのサイズを表2 に示した。検定の結 

果は表3 に示した。

基質塊当たりのムラサキイガイ総重量については、 

表層区、底層区、調整区の順で大きく、表層区と調整 

区で有意差（P =0.0446)が認められた。 これにより、 

養殖水深を調整することにより、ムラサキイガイの付 

着を抑制することが可能であると証明された。 しかし、 

全付着生物総重量については、表層区、調整区、底層 

区の順で大きく、表層区と底層区で有意差(P =0.0210) 

が認められたものの、表層区と調整区では有意差が認

められなかった。これは、調整区にホヤ類など他の付 

着生物が多く付着したことが要因となっている。

養殖イワガキの殻高については、調整区、表層区、 

底層区の順で大きく、底層区は、表層区や調整区より 

有意に低い結果(P =0.0397. P =0.0243)となった。 

全重量についても同様の順位で、有意差は底層区と調 

整 区 間 （P =0.0447)で認められた。 これにより、底 

層区ではイワガキの成長が遅い可能性が示唆された。 

表層区と調整区間でサイズに差が認められなかったこ 

とから、ムラサキイガイの付着がイワガキの成長を阻 

害する可能性は低いものと考えられた。

ムラサキイガイは、イワガキの成長に影響を及ぼさ 

ないとしても、養殖を行う上で漁業者に過剰な労力を 

強要する有害生物であることに変わりはない。本試験 

の結果から、表層はムラサキイガイが付着しやすいが 

イワガキの成長は良い、底層はムラサキイガイが付着 

しにくいがイワガキの成長は悪いということが解明さ 

れた。水深を調整しての養殖は、両方の良い点だけを 

利用した有効な方法であると結論づけられる。

表 1 付着物防除試験における基質塊当たりの付着物の総重量（g )

表 層 区 （N  ニ5) 底 層 区 （N  ニ5) 調 整 区 （N=5)

基質原盤 29.6±6.3 31.4±5.1 31.6±5.0

種苗由来ィヮガキ 3,656.2±650.5 2,590.4 土 1,331.1 4,966.6 土 604.1

種苗由来マガキ 160.0 (N=l) 191.0 (N=l)

種苗由来力キ類死殻 115.4±68.6 352.8±249.4 202.8±198.4

付着生物 1,867.8±525.3 922.2±518.7 1，268.0±397.8

うちムラサキイガイ 1,008.8±419.7 519.0±338.2 449.2±316.9

うちホヤ類 454.6±147.9 172.6±146.8 308.4+266.1

うちヵキ類 120.0 土 85.0 29.2±44.6 156.4±101.5

うちフジツボ類 50.6±6.3 32.2±26.4 61.8±44.7

うちカイメン類 12.0±9.9 11.4±8.9 24.2±9.0

その他 221.8±65.8 157.8±77.2 268.0±12.5

計 5,701.0+1,079.2 3,896.8±1,642.0 6,507.2±634.3

表 2 付着物防除試験における養殖イワガキのサイズ

表 層 区 （N  =  1 0 4 ) 底 層 区 （N  ニ7 9 ) 調 整 区（N  =  138)

全 局 127.4±18.5 124.6±17.5 130.4±18.1

殻 局 108.1±12.3 103.8+13.7 108.3±14.1

殻 長 、mm) 70.4±10.7 70.3±11.4 69.5±11.7

殼 幅 、mm) 36.3±6.0 37.0±13.4 37.8+8.3

全 重 量 （g) 175.8±48.3 163.9±52.5 179.9±61.2



表 3 付着物防除試験における試験区間の検定結果（危険率5 %  ：有意差あリ+ 、有意差なし一) 
S ：スチューデン卜のt 検定、W ：ウヱルチのt 検定、M : マン•ホイッ卜ニ検定

全付着生物総重量
表層区 N=5 底層区 N=5 調整区 N=5

表層区

底層区 +  (s:P=0. 0210)

調整区 — (S • P-0. 0762) — (S：P=0. 2708)

ムラサキイガイ総重量
表層区 N=5 底層区 N=5 調整区 N=5

表層区

底層区 — (S:P^O. 0 7 66)

調整区 +  (s:P=0. 0446) - (s：P=0. 7449) ^ s

養殖イワガキ殻高
表層区 N=140 底層区 N=79 調整区 N=138

表層区

底層区 +  (M:P=0. 0397) '̂ ^ _
調整区 — (M:P=0. 5096) +  (s：P=0. 0243) ~------- ^ _

養殖イワガキ全重量
表層区 N=140 底層区 N=79 調整区 N=138

表層区 

底層区 

調整区

— (S: P=0.1683) 

— (w：P-0. 3744)

2 付着に適し経済的で脱着可能な基質の検討

各試験区におけるイワガキ生存個体数と生息密度及 

び殼高を表4 に示した。サンプリングしたイワガキの 

サイズについては、表 5 に示した。

コンクリー卜区では、基質設置から1年目の2001年 

8 月にはイワガキが10〜13個 (62.5〜81.3個/ m2) 付 

着していた。基質破壊をイワガキの漁獲期である8月 

と、付着期である10月に 1面ずつ行ったところ、翌年 

の2002年 8月には、それぞれ21、52個 （131.3個/m2、 

325.0個/m2) と 1年目より多く付着していた。基質を 

破壊した時期で比較すると、10月に行った方が8月よ 

り多かった。

F R P 板区では、 1年目は全く付着していなかった。 

基質剥離をコンクリー卜区同様、 8月と10月に 1面ず 

つ行ったところ、翌年それぞれ10、11個 （49.4個/m2、 

54.3個/m2) の付着があり、僅差であるが10月に行っ 

た方が多かった。

一方、A  K — 4礁については、一年目に2553.3個/ 

m2もの付着があった。基質表面の付着物除去を8月と 

10月に0.1m2ずつ行ったところ、翌年10月に行った方 

にのみ3個 （30個/m2) の付着があった。 しかし、付 

着数については著しく少なかった。なお、2001年に新 

設されたA K — 4 礁には、2584.0個/ m2と前年と同程 

度の付着があった。

スレート板区では、 3面を2001年 8月に新設し、翌 

年24〜50個 （118.5〜246.9個/ m2) 付着した。2001年 

に破壊、剥離、新設した基質へのイワガキ付着密度を

比較すると、A  K  —  4礁が最も高く、コンクリート区 

とスレート板区は同程度で、 F R P 板区は最も低いと 

いう結果となった。

次に、イワガキの減耗状況を把握するために、2000 

年に付着したイワガキの1年目と2年目の生息密度の 

違いを比較した。 コンクリー卜区では、75.0〜81.3個 

/m2から56.3〜97.8個/m2へと同程度で推移したが、A  

K  —  4 礁では、2,553.3個/m2から219.2個/m2へと激減 

した。 この減耗要因として、死亡個体の上殼に穿孔痕 

があったことから、 レイシによる食害が一因と推定さ 

れた。

なお、試験礁で1年目に基質破壊または剥離をしな 

かった面において、 2年目にコンクリー卜区で3個体、 

ド尺ド板区で1個体、イワガキ稚貝が新たに付着して 

いるのを確認した。



表 4 金浦イワガキ増殖試験におけるイワガキ生存個体数と生息密度及び殻高

( _ )は生息密度

2 0 0 1 /1 0 /9 2 0 0 2 /8 /1 9

21個付着（131.3個/ rrf)
殻高16.0 ±  4.3mm N=21

2001年級

2 0 0 0 /9 /1 3 2 0 0 1 /8 /1 0

N o . 1 股置
11個付着 (68.8個/ rrf) 

最上f f 破壞

殼高19 .2±7 .2mm  N=11

N o . 2 股置

コンクリ一卜区 
(0 .16m )

N o . 3 股置

N o . 4 股置

+ 1 0 個付着（62.5個/ m2)

- >  13個付着（81.3個/ nrf)

最上層破壞 52個付着（325.0個/ nrf)

- ► 12個付着（75.0個/ rrf)

殼高34_6±7.8mm  N=10 殻高22.0 ±  5.6mm N=52

‘  9個付着（56.3個/ rrf)
殼高6 5 .5 ± 9.4mm N=9

15個付着 (97 .8個/ nrf)
殼高6 8 .0±  17.2mm N=12
殻高17 .6±2.5mm  N=3

------------------------- ► 10個付着（49.4個/ rrf)

2001年級

2000年級

2000年級 

2001年級

F R P板区 
(0.2025 m )

N o . 1 股置

N o . 2 股置

N o . 3 股置

+ 付着なし（0個/ rrf) 
最上段剥艫

- ► 付着なし（0個/ nrf) + 最上段剥離

殻高19 .7±3 .0mm  Nニ 10

11個付着 (54.3個/ nrf)
殼高20_2±5_2mm N=11

2001年級

2001年級

- ► 付着なし（0個/ nrf) - > 付着なし（0個/ nrf)

N o . 4 股置 付着なし（0個/ nrf)
1個付着（4.9個/ nrf)
殼高27.5mm N=1

2001年級

N o . 1 股置 基質崩壞のため再股置-
24個付着（118.5個/ nrf)
殼高17.6± 5.6mm N=24 ]

2001年級

スレ_ 卜板区 
(0.2025 m )

N o . 2 股置

N o . 3 股置

基質崩壞のため再股置-
37個付着（182.7個/ rrf)
殻高28.8±9 .2mm  N=37

基質崩壞のため再股置_
50個付着 (246.9個/ nrf)
殻高22.7 ±  9.3mm N=50

2001年級

2001年級

N o . 4 股置 基f t 崩壞

No.1 設置
(2553 .3± 620 .9個/ rrf N=15) 
殻高26.2±7 .0m m  N=60

(219 .2±259 .7個/ rrf N=30) 
殼高6 1.9 ± 1 1 .0mm N=40

2000年級

N o . 2 股置 0 .1 nrf表面刹離 ■ > 付着なし（0個/ m2)

A K - 4 礁

N o . 3 股置
0 .1 nrf表面剥離 3個付着（30.0個/ nrf)

I 殻高24 .7±6.5m m  N=31 殻高35.1 ±  5.9mm N=3
2001年級

No.4 股t t .
(9月）

(2 5 8 4 .0 ± 966.8個/ nrf N=25)
[殼高23.5±6_2mm  N=60

2001年級



表 5 金浦イワガキ増殖試験におけるイワガキの成長（破線は2001年に基質を新設)

1 9 9 1年礁 4. 9 26 123. 7 土 18. 2 236. 2±73. 8 236. 0±33. 6 4 (0. 5 X  0. 5m)

1 9 9 2年礁 4. 0 16 91. 1 土 14. 4 152. 9± 39. 9 127. 2±40. 0 5 (0. 5 X  0. 5m)

1 9 9 3年礁 3. 0 60 72. 7 土 15. 5 66. 7 土 3 6 . 1 224. 7±45. 2 6(0. 5 X  0. 5m)

1 9 9 4年礁 2. 0 32 60. 8±9. 2 3 6 . 1± 1 1 . 0 238. 7± 68. 0 6 (0. 5 X  0. 5m)

1 9 9 5年礁 1. 0 60 22. 7±6. 5 2. 7±2. 8 1，552. 0 1 (0 . 25 X  0. 25m)

1 9 9 1年礁 5. 8 36 105. 3 土 14. 6 206. 3±69. 7 141. 2 土 46. 8 10(0. 5 X 0 .  5m)

1 9 9 2年礁 4. 8 15 103. 4 土 16. 6 1 9 8 . 1±74. 4 68. 0±28. 0 1 0 ( 0 . 5 X 0 .  5m)

1 9 9 3年礁 3. 8 19 88. 3 土 14. 9 89. 7± 37. 3 185. 2± 54. 0 10(0. 5 X 0 .  5m)

1 9 9 4年礁 2. 8 33 68. 2±8. 2 53. 8 土 18. 4 176. 0± 53. 6 10(0. 5 X 0 .  5m)

1 9 9 5年礁 2. 0 60 57. 1± 11. 5 2 1 . 4 土 10. 3 534. 0± 75. 6 1 0 ( 0 . 5 X 0 .  5m)

1 9 9 6年礁 1 .0 31 29. 5±7. 2 2. 6 土 1 . 3 470. 4 土 1 3 2 . 8 15 (0. 25 X  0. 25m)

調査月日 試験区

全 高  
X  土 SD 

(mm)

殼 高  
X  土 SD

(mm ノ

殻 長  
X  土 SD 

(mm)

殼 幅  
X  土 SD

(mm ノ

全直重 

X  土 SD 

(g )

N

2001/8/10

2001/10/9

2002/8/19

コンクリート区

A  K  —  4 礁

コンクリート区

A  K  —  4 礁

コンクリート区

A  K  —  4 礁 

スレ^一 ト板区 

A  K  —  4 礁

19. 2±7. 2 

27. 2± 7. 2

34. 7± 7. 7 

25. 5土 6. 6

19. 2± 7. 2 

26. 2± 7. 0

34. 6± 7. 8 

24. 7±6. 5

18. 7± 7. 7 

22. 9± 7. 4

32. 8±6. 7 

20.1±6. 8

2. 7±0. 8 

5. 3 土 1.2

5. 7± 1.6 

4. 7 土 1.3

66.8± 9.4 65.5± 9.4 53.9±7.4 16.2土 1.7

67.1±11.3 61.9± 11.0 46.5±12.4 21.3土 5.8

17.7±5.7 17.6±5.6 16.4±5.7 3.0±0.7

24.7± 6.3 23.5±6.2 17.0±7.4 5. 4± 1.5

0. 4±0. 3 

1.8土 1.3

2. 5± 1.3 

1.2±0. 8

22. 9±7. 4 

31.6± 10. 8 

0. 4±0. 3 

1.3± 1.0

11

60

10

31

9 

40 

24 ' 

60

3 既存礁におけるイワガキ着生状況の把握

1996〜2002年に行った調査の結果を表6 に示した。

図 5 には1995〜2001年礁のイワガキの殼高、全重量、 

生息密度の推移を示した。

漁獲サイズを殼高10cm以上、全重量200g以上とす 

ると、平均殼高は4〜 5年で、平均全重量は5年で漁 

獲サイズに達することが示され、それ以降は成長が停 

滞した。また、年級や年次の違いで、成長速度にばら 

つきがあり、特に殻高で顕著に示された。

生息密度については、 1年目は470〜4,320個/m2と 

年級による差が著しく大きかったが、 4〜 5年後には 

全ての年級において、約200個/m2と同程度に減少し、 

その後安定する傾向がみられた。

1997年礁はマガキの付着が多く、1999年の調査では 

全力キ類の5 4 %を占めていた。 ところが、2000年で20 

% 、2001年で1 0 %とマガキの割合は低下し、イワガキ 

が優占するようになった。

表 6 _ 1 脇本イワガキ礁調査結果（1996〜1997年調査）

1991〜1993年礁のィヮガキ生息密度は、漁獲により 

2001年で27〜48個/m2まで低下し、漁場としての機能 

はほぼ失われた。 これらの礁において漁獲後のイワガ 

キ再付着状況を調査したところ、1991年礁において、 

2000年及び2001年に小型個体の局所的な群生を発見し 

た。小型個体の平均殼高は、2000年が42.8±9.6mm、 

2001年が52.9±16.9mmであった。海藻の付着が著しかっ 

たため生息密度の計測はできなかったが、最初の付着 

と比較すると極めて低密度であった。また、1993年礁 

では、2002年の調査で、平均生息密度が127.2±48.8 

個/m2と前年の48.4土21.0個/m2を上回り、平均全重量 

が138.7±56.3 g と前年の205.2±81.7 g を下回ったた 

め、要因として再付着の可能性が示唆された。 しかし、 

同礁で漁獲が開始されたのは1999年であり、その後に 

付着した個体としてはサイズが大きすぎることから、 

漁業者が取り残した成長の悪い個体群が一定規模で存 

在していたと推測する方が妥当と考えられた。

調査月日 調查礁 查
数 体 

調
個

過
数 

経
年

殻高 
X土 SD(mm)

全重量 

X土 SD(g )

平均生息密度 

(個 /m2)

密度調査 

箇 所 数  

(枠サイズ）

7/

9 /丨

9/|
9/<

9/丨

8
 

8
 

6
 

6
 

5
 

5 

1
 

1
 

2
 

2
 

2
 

2
 

/

/

/

/

/

/

 

6
 

6
 

6
 

6
 

8
 

8



表 6 _  2 脇本イワガキ礁調査結果（1998〜2002年調査)

1 9 9 1年礁 6. 8 51 104. 8 土 15. 2 201. 7± 70. 4 41. 6 士 18. 0 10

1 9 9 2年礁 5. 8 60 102. 6 土 14. 8 165. 2±55. 8 74. 4 土 12. 4 10

1 9 9 3年礁 4. 8 61 89. 2 土 16. 6 118. 5±48. 7 115. 6± 35. 6 10

1 9 9 4年礁 3. 8 51 84. 8 土 16. 7 102. 4±40. 2 221. 6 土 19. 6 5

1 9 9 5年礁 2. 8 53 71. 6 土 11. 4 54. 1±20. 6 330. 0±49. 2 10

1 9 9 6年礁 1 .8 44 46. 4 土 9. 9 17. 5±9. 3 303. 2 土 101 . 2 5

1 9 9 7年礁 0. 8 58 20. 3 土 7 . 1 1. 4 土 1. 6 2, 530. 0± 850丨. 0 10

1 9 9 1年礁 7. 8 53 100. 4 土 16. 7 227. 3±92. 7 17. 2 土 17. 2 10

1 9 9 2年礁 6. 8 47 111. 2 土 17. 7 251. 0±82. 9 22. 0± 9. 5 10

1 9 9 3年礁 5. 8 56 98. 5 土 14. 4 165. 3±52. 8 115. 2±41. 9 10

1 9 9 4年礁 4. 8 60 98. 6 土 11. 8 169. 8±47. 4 172. 8± 29. 9 10

1 9 9 5年礁 3. 8 66 93. 4 土 11. 4 133. 0±40. 2 235. 8± 24. 8 10

1 9 9 6年礁 3 . 1 114 73. 6 土 10. 6 68. 0± 24. 9 335. 2± 51. 1 10

1 9 9 7年礁 1.8 48 67. 3 土 12. 0 28. 2± 10. 0 534. 4± 77. 0 10

1 9 9 8年礁 0. 8 60 22. 9 士 5. 3 1. 3±0. 6 1，650. 0± 65 1 .9 10

1 9 9 1年礁 8. 8 38 104. 3 土 11. 9 257. 5±59. 7 33. 2±24. 8 10

1 9 9 2年礁 7. 8 39 113. 2 土 12. 5 289. 8±68. 9 30. 4 土 10. 4 10

1 9 9 3年礁 6. 8 43 105. 6 土 15. 9 229. 0±64. 6 114. 0±49. 0 10

1 9 9 4年礁 5. 8 30 108. 4 土 15. 9 265. 2± 74. 3 176. 0±27. 0 10

1 9 9 5年礁 4. 8 51 101. 2 土 15. 7 176. 3±53. 7 244. 8± 37. 1 10

1 9 9 6年礁 3. 8 59 90. 4 土 12. 9 114. 4±35. 0 252. 8± 36. 5 10

1 9 9 7年礁 2. 9 78 83. 1士 12. 5 69. 6±26. 6 460. 0±46. 8 10

1 9 9 8年礁 1 .9 123 65. 4 土 11. 2 29. 6 土 12. 0 875. 2 土 164 . 7 10

1 9 9 9年礁 0. 9 213 25. 0 土 6. 5 2. 4 土 1. 6 1，939. 2± 394 .1 10

1 9 9 1年礁 9. 8 41 104. 3 土 14. 4 244. 2±75. 1 38. 4±27. 9 10

1 9 9 2年礁 8. 8 36 117. 0 土 17. 7 315. 5±83. 6 26. 8± 7. 3 10

1 9 9 3年礁 7. 8 40 98. 8 土 14. 9 205. 2±81. 7 48. 4±21. 0 10

1 9 9 4年礁 6. 8 45 104. 2 土 11. 2 213. 8±57. 0 156. 4±42. 1 10

1 9 9 5年礁 5. 8 35 101. 5 土 11. 0 177. 3±45. 1 180. 8± 39. 9 10

1 9 9 6年礁 4. 8 31 105. 3 土 10. 1 195. 1±42. 9 231. 2± 34. 1 10

1 9 9 7年礁 3. 8 46 108. 5 土 16. 3 143. 7±38. 3 302. 8± 82. 0 10

1 9 9 8年礁 2. 8 60 81. 8 土 11. 9 65. 6±20. 7 738. 8±61. 3 10

1 9 9 9年礁 1.8 60 56. 4 土 10. 4 26. 3 土 12. 6 1, 152. 0 土 168 .8 10

2 0 0 0年礁 0. 8 75 16. 3±5. 6 0. 5±0. 5 1, 970. 0± 6 0 0 . 1 10

1 9 9 1年礁 10. 7 51 97. 2 土 15. 8 220. 7±65. 7 36. 8±21. 0 10

1 9 9 2年礁 9. 7 44 110. 3 土 12. 8 271. 5±55. 1 22. 4 土 8. 0 10

1 9 9 3年礁 8. 7 62 88. 7 土 13. 2 138. 7± 56. 3 127. 2± 48. 8 10

1 9 9 4年礁 7. 7 48 100. 2 土 12. 4 203. 9±60. 8 71. 2±44. 0 10

1 9 9 5年礁 6. 7 67 88. 7 土 10. 7 144. 5±39. 0 214. 0± 64. 1 10

1 9 9 6年礁 5. 7 52 103. 5 土 14. 6 195. 3±51. 3 220. 8±26. 2 10

1 9 9 7年礁 4. 7 30 108. 7 土 18. 9 191. 7± 70. 1 226. 0± 34. 2 10

1 9 9 8年礁 3. 7 42 109. 0 土 14. 0 167. 4±45. 5 264. 8±63. 7 10

1 9 9 9年礁 2. 7 84 93. 5 土 17. 6 92. 2±42. 4 515. 6±80. 8 10

2 0 0 0年礁 1 . 7 104 72. 7 土 10. 1 48. 7± 18. 7 885. 6 土 181 .1 20

2 0 0 1年礁 0. 8 177 15. 6±5. 5 0. 5±0. 4 4, 320. 0 土 1,277 10

密 Ffr H荀査

調 査 月 日 調 查 礁 経 過 調 查  殻高 全 重 量 平 均 生 息 密 度 箇 所 数

年 数 個 体 数 X土 SD(mm) X土 S D ( g ) (個 /m2) (枠サイズ )
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※ 経過年数は9 月 1 日から起算して推定
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図 5 脇本イワガキの殻高、全重量、生息密度の変化 
(1995年礁は、漁獲後となる2002年のデータを除いた）
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4 底層固定式養殖技術の開発

施設については、試験開始から1年以上経過した 

2002年 7月23日の段階で、大きな破損箇所は見られな

かつた。チェーンについては、ステンレス製の一部で 

わずかに変色があり、亜鉛メッキ製では鲭が浮いてい 

たが、腐食の程度は低かった。基質の脱落は見られな 

かったものの、カキロープにかなりの弛みが生じてい

たことから、チヱーンの結びしろを短く詰めてローフ。 

を張り直し、試験を継続することとした。

種苗の全高の変化については、表 7 に示した。試験 

開始時は全高10mm程度であったが、2001年 8月 8 日に 

は35.0±5.0mm、 9 月 20 日には38.4±6.8mm、2002年 7 

月23日には69.4 土 7.6imと成長した。静穏域における 

従来の養殖方式では、養殖の方が天然より成長が速い
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とされている3〕。脇本地先における1994〜2000年級群 

の天然イワガキは、付着から約2年で殼高62.9±13.2 

mm、全高76.3±17.6mm ( N - 4 7 1 )となったのに対し、

戸賀、椿、金浦地区において1995年及び1996年種苗で 

行った養殖試験では、殻高69.7±21.4mm、全高80.2土 

25.5麵 （N = 5 0 3 )となった。本方式でのイワガキの 

成長は、これらと比較すると全高において成長が遅い 

ことになる。 しかし、カキ類の外部形態は生息環境に 

より相違することから、今後の成長において他の形質 

についても調査し、精査していく必要がある。

減耗は、2001年 8月 8 日にはほとんど見られなかっ 

たが、 9月20日には1基質当たり2〜 3個程度死亡し 

ているのを確認した。2002年 7月23日には、最近死亡 

したとみられる個体が、 5基質に 1個程度の割合で存 

在していた。最近の死亡と判断した理由は、殻内部が

表 7 象潟海底固定型イワガキ養殖における全高の変化（mm)

生存貝と同色であり、付着物も全く見られなかったか 

らである。

食害生物のカキロープ及び基質への付着は、全く見 

られなかった。 レイシは、2001年の調査では台型礁に 

わずかに付着していたが、2002年の調査では台型礁だ 

けでなく周辺の岩礁でも発見できなかった。魚類では、 

イシダイの稚魚が多数存在していたが、種苗を攻撃す 

るような行動は見られなかった。

種苗の殻表面については、2001年 7月10日にカンザ 

シゴカイ類が、 8月 8 日にフジツボ類が、大量に付着 

しているのを確認した。2002年 7月23日にはカイメン 

類の付着が目立った。他にはムラサキイガイ、ホヤ類 

などが付着していた。ムラサキイガイは沖出し前から 

付着していたもので、ほとんど成長していなかった。

基質表面  基質裏面  基質両面

調査月日  X 土 SD N  X 土 SD N  X 土 SD N

2 0 0 1 / 8 / 8  3 4 . 1± 4.9 20 3 5 . 8± 5.1 20 3 5 . 0± 5 . 0  40

2 0 0 1 / 9 / 2 0  3 6 . 3± 6. 4 20 4 0 . 6± 6.6 20 3 8 . 4± 6 . 8  40

2 0 0 2 / 7 / 2 3  6 9 . 4± 7.6 20 6 9 .3± 7.8 20 6 9 . 4± 7 . 6  40

天然採苗適期の予測技術開発

戸賀地先のイワガキの生殖巣指数の変化と力キ型幼 

生の採集結果を図6 に示した。

生殖巣指数は、 8月22日は雌雄とも40〜60% と高い 

値を示したが、 9月 5 日には12個体中雌の3個体が20 

% 以下、雄の 1個体が約3 0 %となり、その後産卵盛期 

へと移行するかに思われた。 しかし、 9月12日は、全 

個体が40%以上で、産卵盛期には移行していなかった。 

その後9月24日、10月 1 日に25〜5 0 %と、わずかな低 

下がみられ、産卵が穏やかに行われているものと推察 

された。その約1週間後の10月 9 日に全個体20% 以下 

と大きく低下し、産卵盛期はこの期間内にあったこと 

が確認された。従って、付着盛期は10月下旬と予想し 

た。

カキ型幼生については、産卵が穏やかに行われた9 

月12日から24日の間に、約730〜2,300/個体m3と大量 

の出現があった。その後、産卵盛期直後の10月 7 日に 

は、3,729個体/rrfと極めて大量に出現した。予想した 

付着盛期の10月下旬前後では、10月19日、25日に大型 

幼生が83.3個体/m3出現した。

採苗予想に基づき、10月20日に漁業者によって304 

連 （1連当たりホ夕テ殼72枚）の採苗器が投入された。 

11月29日に基質を20枚回収して稚貝の付着数を測定し 

たところ、平均10個 （表面平均9個、裏面平均1個）

と付着はわずかであった。

本調査では、付着盛期を採苗適期としたが、これは 

むしろ採苗のラストチャンスとみなした方がよいと思 

われる。イワガキの生殖巣指数は、 9月中旬をピーク 

とし10月上旬にかけて緩やかに減少して、その後10月 

中旬に急激に減少した。すなわち、産卵は初め少しず 

つで、あるとき突然、一斉かつ大量に行われることを 

示している。 この要因として、波浪による物理的剌激 

や水温の急激な変化などによる産卵の誘発が既に報告 

されている2 これが産卵盛期であるが、同時に産卵 

の終了期でもある。 この産卵群を採苗できなければ、 

その後に採苗のチャンスはない。

種苗は、養殖用ならば基質1枚当たり50個程度付着 

していれば十分であると思われる。付着盛期よりやや 

早い時期に採苗を行えば、大量に付着させることはで 

きないが、付着数が極端に少なかったとき再度実施で 

きるので、 リスクは軽減される。従って、この時期を 

採苗適期とすべきであると思われた。

また、早期の種苗の方が冬季までに成長して大型化 

するというメリットもある。北日本海では、冬季にイ 

ワガキの成長が停滞する2〕ため、大型個体の方が越冬 

後の生残が高まると予想される。
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o

#

幼生出現数
o
o

8 / 2 1  8 / 3 1  9 / 1 0  9 / 2 0  9 / 3 0  1 0 / 1 0  1 0 / 2 0  1 0 / 3 0

図 6 戸賀地先におけるイワガキの生殖巣指数と幼生出現量
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海の森健全化技術の確立事業（スギモク海中林の維持機構の解明)

中 林 信 康

日間で、仮根の大きさを平均で30.5腿から33.9丽まで 

拡大した。 これは1 日あたりで0.024腿、 1年あたり 

では8.76mmの拡大に換算される。 2002年 9 月に1.3個 

体/m2の密度で発芽を認めた2002年発芽群の仮根長径 

は1.2麵であった。2002年 4 月に受精卵から発芽した 

と考えられる2002年級群は、2003年 2月には確認でき 

なかった。

0

- •■ 1 9 9 8年級群 

0 2 0 0 2 年級群

1998 1999 2000 2001 2002 2003

図 1 仮根基底部長径の変化

これに対し、後述する男鹿市北浦地先のスギモク海 

中林においては、最大で長径195.4minの仮根を持つ株 

が確認されている。 したがって、海域によって仮根の 

成長速度は異なることも考えられるが、スギモクの株 

は条件によっては10年以上の単位で維持される可能性 

がある。

： スギモク葉状体の年級群変動

測区A 及びB における仮根の長径組成を図2 に示し 

た。測区A では18.2〜195.4mmまでの仮根が計26株出 

現し、60〜70mm台がもっとも多かった。測区B では12. 

1〜67.5mmまでの12株が出現し20〜30mm及び40〜50丽 

台で多かった。

A 区(N = 2 6 )

B 区（N = 12)

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

仮根長径 (m m )

図 2 スギモクの仮根長径の組成

【目 的 】

海 の 森 （海中林）を健全に維持するためには、その 

年齢構造や維持更新の機構を明らかにする必要がある。 

しかし、本県沿岸で海の森を形成するヒバマタ目海中 

林の維持更新過程は明らかとなっていない。

本県沿岸においてハタハタの主たる産卵場を構成す 

るヒバマタ目褐藻スギモクの葉状体は、仮根から9月 

に発芽した後、満 1歳を経た春季に成熟し秋季に枯死 

脱落することが明らかにされた。同時に年によっては 

さらに満2歳へ越年する可能性が指摘されたu。また、 

その仮根は加齢とともに拡大すると考えられる。 した 

がって、スギモク仮根の大きさと年齢との関係、及び 

群落維持に大きく関わると考えられる仮根の大きさと 

葉状体の発芽数並びに越年体数との関係が明らかにさ 

れれば、ハタハタ資源を安定的に利用する上でも極め 

て重要なスギモク海中林を健全に維持する条件が把握 

されると考えた。そこで、発芽年の明らかなスギモク 

仮根の大きさの変化と、永久方形枠内のスギモク葉状 

体群の年級群変動を仮根ごとに調べた。

【方 法 】

1 スギモク仮根の大きさと年齢との関係

秋田県八森町岩館小入川地先のハタハタ増殖場にお 

いて、1997年10月に設置された海藻礁を選定し、礁上 

のスギモク仮根の大きさを2002年 9月、2003年 2月の 

2回測定した。また、同海藻礁上に発芽した2002年発 

芽群も同様に測定した。なお、いずれのスギモクも春 

季 （4月）に放出される受精卵から発芽したものとみ 

なされた。

2 スギモク葉状体の年級群変動

調査は秋田県男鹿市北浦地先水深1 m のスギモク海 

中林で行った。2002年 7月 3 日に1 m x 1 m の永久方 

形枠を海中林内の2 か 所 （測区A 及びB ) に設置し、 

枠内すベてのスギモクの仮根最大径と仮根ごとの葉状 

体数を計数した。葉状体はさらにビーズ型結束バンド 

で標識し年級群に分けた。その後、同年 8月、10月、 

11月、2003年 1月、 2月の計6回同様に計数した。

【結果及び考察】

1 スギモク仮根の大きさと年齢との関係

1997年10月設置海藻礁の1998年発芽群と考えられる 

スギモク仮根の大きさの変化を図1 に示した。1998年 

発芽群は2002年 9月19日から2003年 2月 5 日までの139
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図 3 スギモク直立体数の季節的変化 

打点は生殖器床形成個体を示す

調査の開始時点、2000年級群の脱落期、並びに2002

年級群の発芽過程における各年級群と仮根長径との関

係を図4 に示した。これによれば、両測区ともに脱落

期にあった2000年級群を除き、葉状体数は仮根長径が

大きいほど多かった。

両測区における葉状体各年級群の季節的変化を図3 

に示した。2002年 7月から2003年 2月にかけて、測区 

A の葉伏体2000年級群は215個体から17個体へと著し 

く減少し、そのうち13個体が生殖器床を形成した。同 

時期2001年級群は548個体から347個体へと減少し、そ 

のうち306個体が生殖器床を形成した。2002年10月に 

は発芽を認めた2002年級群は、翌年 2 月までに655個 

体へ増加した。同様に、測区 B において、2000年級 

群は40個体から1 個体へと著しく減少して生殖器床を 

形成した。2001年級群は118個体から67個体へと減少 

して62個体が生殖器床を形成した。測区A と同じく10 

月に発芽を認めた2002年級群は、翌年 2月までに170 

個体へと増加した。

A区 B区

測区間で各年級群の枯死脱落過程あるいは発芽過程 

に相違があるか否かを知るため、測定資料をもとに測 

区ごとの各年級群の日間増減率を求め表1 に示した。 

これによれば、2000年級群の減少（脱落）率は、調査 

期間を通して測区A で高い傾向にあったが、両区とも 

に夏季から秋季にかけて高く、秋季から冬季にかけ低 

下した。2001年級群の減少率は、2000年級群と同様に 

調査期間を通し測区A で高い傾向にあったが、両区と 

も秋季から冬季にかけて上昇する傾向にあった。調査 

期間中に増加（発芽） した2002年級群は、測区A で高 

い傾向にあったが、両区ともに秋季に著しく高かった。

表 1 各年級群の日間増減率

単位:儀体/ 日（マイナスは減少を示す)

期n 2000年級群 2001年級群 2002年級群

2002年7月— 8月 -2 .34 0.16 —

8月一 10月 -1 .04 -1 .02 一

10月一 11月 -0 .43 -0 .43 11.93
11月— 2003年1月 -0 .37 -1 .73 2.62

2003年1月一 2月 -0 .10 -1 .15 0.44

B区

期間 2000年級群 2001年級群 2002年級群

2002年7月— 8月 -0 .39 -0 .18 —

8月一 10月 -0.31 -0 .12 -
10月— 11月 0.10 -0 .24 3.05
11月— 2003年1月 -0 .12 -0 .25 0.40

2003年1月— 2月 -0 .07 -0 .34 0.51

なお、調査期間中、受精卵からの発芽は認めなかっ 

た。

これらのことから、スギモク葉状体は、満 2歳へと 

越年し生殖器床を形成することがあるが、その比率は 

極めて小さいことが分かった。また、葉状体は、いず 

れの年齢群も仮根長径が大きい程多い傾向にあった。 

さらに、夏季から冬季にかけて満1歳、満 2歳群とも 

著しく枯死脱落するが、同時に仮根の周囲から発芽す 

る当歳群の加入により葉状体は速やかに更新すること 

が分かった。 したがって、スギモク海中林は、寿命の 

長しヽ仮根と速やかに更新する葉伏体によって、一旦定 

着すると極めて長い期間、群落が維持されると考えら 

れる。

【文 献 】

1 ) 中林信康•谷口和也：男鹿半島沿岸におけるスギモ 

ク群落の季節変化と生産力. 日水誌，68，659-665, 
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海の森健全化技術の確立研究事業（海藻群落と植食動物の生活との関係解明)

【目 的 】

海 の 森 （海中林）を健全に維持しつつ、そこに棲む重 

要水産資源であるゥニ類ゃァヮビ類を健全に維持•利用 

していくためには、海中林を主体とした海藻群落の動態 

と植食動物の生活との関係を明らかにする必要がある。 

しかし、本県沿岸で優占するヒバマ夕目海中林において、 

それらの関係はほとんど明らかではない。

そこで、キタムラサキウニとバフンウニを対象に、そ 

れらが海藻群落の帯状構造と対応して季節的にどのよう 

な海藻を食物とし、生活領域を変遷し、成長して生殖巣 

を発達させるかを明らかにすることにした。

【方法】

調査は秋田県男鹿市船川港椿地先（図 1 ) で行った。 

水深 0 m 付近の平磯上から水深4.7mの沖出し6 0 mまで、 

鉄環を約5 m 間隔に海底に水中ボンドで固定した。調査 

時には1 m 間隔にビ ニ ー ル テープで目印を付けた沈子ロ一 

プを鉄環に固定し、ロープを中心とした幅2 m の範囲を 

実験区とした。2001年 5月24日にロープ上1 m 間隔に、 

水深と1 m x 1 m 方形枠を用いて底質の状態を記録した 

(図 2、 3)0

キタムラサキゥニ及びバフンゥニの分布密度と殻径組 

成を把握するため、2001年 5月から2002年 9月までの17 

か月間、月 1回の割合で実験区の1 m 間隔ごとに生息す 

る両種すベての個体数を数え、それぞれの殼径をノギス 

を用いて水中で測定した。

中林信康 • 三 浦 信 昭 • 秋山将

また、生殖巣の発達過程を知るため、実験区の0〜31 

m 、31〜40m並びに40〜6 0 mに相当する周辺の海底から、 

すでに性成熟サイズに達している殻径45麵以上のキ夕ム 

ラサキゥニ及び殻径25mm以上のバフンゥニをそれぞれ各 

月 5〜20個体採集し、殻径、体重並びに生殖巣重量を測 

定して生殖巣指数を求めた。 また、Fujiの区分1〉に従 

い、両種の生殖巣の成熟段階を記録した。

海藻は、2001年 5月から2002年 5月までの13か月間、 

実験区の基点から60m地点まで10m間隔に、周辺の海底 

から50cmX50cm方形枠3〜 4枠を用いて採集し、種ごと 

の湿重量を測定するとともに、既往の知見2 —9)に従い小 

型 1年生海藻、小型多年生海藻、大型 1年生海藻並びに 

大型多年生海藻の4生活形群に分類した。なお、補完的 

に35m地点からも同様に採集した。

また、ゥニの食物を知るための試料として、生殖巣指 

数を求めた個体から任意に5個体を選び、それぞれの消 

化管内容物を5 % ホルマリンで固定した。

調査期間中の水温は、実験区近傍の秋田県水産振興セ 

ン夕一の取水装置における測定値から旬平均水温を算出 

し、1981年から2000年までの20年間の旬平均水温を平年 

値として比較した。

図 3 実験区の底質

mm  (m )

図 2 実験区の水深
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E
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K
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図 5 水深別•生活形群別海藻現在量の季節的変化

通して水深2.4m以 深 （距岸3 0 m以沖）の無節サ 

ンゴモ優占群落であった。特に水深3.6m以深で 

多く、傾斜の緩やかな岩盤、不動の岩石に分布し 

た。水深2.4m以浅の大型多年生海藻優占群落に 

は極めて少なかった。

実験区について、海底地形、底質並びに植生を 

加味し、起伏の多い極相域（岸）：水深 0〜1.7m、 

起伏の少ない極相域（沖）：水深1.7〜2.4mとし 

た。また、水深2.4〜3.6mまでの範囲を傾斜域と 

し、さらに水深2.5mを境界に岸•沖に区分した。 

水深3.6m以深は緩傾斜域とした（図 6)。密度は、 

沖側ほど高く、両極相域では極めて低く経過した。 

傾 斜 域 （岸）では、10月から11月にかけていくぶ 

ん上昇した。その後低下した後、翌 7月から8月 

に再び上昇した。傾 斜 域 （沖）では 5月から9月 

にかけて低下した。12月から翌1月に上昇したが、 

4月以降は低く経過した。緩傾斜域では5月から 

7月にかけて低下した後、翌 7月までは横ばいで 

経過したが、 8月以降は再び低下した。

大型1年生 小型多年生小型1年生

大型多年生海藻 海藻 海 蒗 海 藻

現存量（g湿重/ nf)
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【結果及び考察】

1 水温環境

平年値は8月中旬の25.7°Cを年間最高とし、 2月中 

旬の7.0でを年間最低とする季節変化を示している。 

調査期間中の水温は、2001年 5月上旬の12.7°Cから 8 

月下旬に26.1°Cまで上昇し、2002年 2月中旬までに7.1 

°Cまで低下した。その後、2002年 8月上旬に25.2°Cま 

で上昇し、平年値と同様の季節変化を示した（図 4 )。

M J J A S O N D J F M A M J  J A S  

2001 2002 

図 4 調査海域における水温の季節的変化

2 海藻群落の動態

海藻現存量の季節的変化を図5 に示した。水深0.3 

〜2.2m (距岸 0〜3 0 m ) までは、周年、 ジョロモク、 

マメタワラ、ヤツマ夕モクなどの大型多年生海藻が優 

占した。大型多年生海藻は、水深2.4mより深所には 

分布しなかった。大型 1年生海藻は、ホンダワラが、 

量的に多く周年出現したが、大型多年生海藻と同じく 

水深2.4 m より深所には分布しなかった。水深2.4m以 

深では3月から5月にケウルシグサが分布した。小型 

多年生海藻は、 どの水深でも分布したが、水深2.2m 

以浅の有節サンゴモ類が量的に多かった。水深2.4m 

より深所ではアミジグサ科、テングサ属、コザネモ属 

が分布したが、量的には極めて少なかった。小型 1年 

生海藻も、小型多年生海藻と同じくどの水深でも分布 

したが、 7月から1月にかけては量的に極めて少なかっ 

た。 2月から 5 月にかけて、水深2.2 m以浅でハバモ 

ドキ、 フクロノリ、水深2.3m以深ではイ卜グサ属が 

多かった。特にイ卜グサ属は、同時期の深所において、 

他の生活形群に比べて量的に優占した。景観的にみて、 

実験区は水深2.4mを境界に浅所に大型多年生海藻群 

落、深所に無節サンゴモ優占群落が形成されていた。 

深所の無節サンゴモ優占群落では、季節的にイ卜グサ 

属が入植し優占した。

3 ウニ類の動態

(1) キタムラサキウニ

1 ) キタムラサキウニの分布密度の季節的変化 

キタムラサキウニの主な分布域は、調査期間を
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図 6 キタムラサキウニの分布密度の季節的変化

2 ) キタムラサキゥニの殻径組成の季節的変化 

殻径組成は（図 7)、2002年 1月から 6 月まで

を除き、殻径10mm台から60麵前後までの個体で構 

成されていた。両極相域には、殼径20mm以下の個 

体はほとんど分布しなかった。2001年 5月から翌 

5月まで、組成の主体であった緩傾斜域の殻径50 

〜60mm台の個体は、2002年 6 月以降減少した。 

2002年 6月から7月には、殻径40mm前後の個体が、 

傾 斜 域 （沖）以深で増加した。傾 斜 域 （岸）で密 

度がいくぶん上昇した2001年11〜12月、2002年 7 

〜 8月に分布したのは、それぞれ殼径60mm前後と 

40imn前後の個体であった。

3 ) キタムラサキゥニの生殖巣指数及び成熟段階の 

季節的変化

生殖巣指数は、いずれの区域でも2001年 9月か 

ら11月にかけて急激に下降し翌4月まで上昇した 

(図 8)。 4月以降、極相及び境界域では7月まで 

上昇したが、無節サンゴモ優占域では横ばいで経 

過した。2002年 9月から10月にかけて再び急激に 

下降した。すべての区域を込みにした生殖巣の成 

熟段階は（図 9)、2001年 5 月から 7月には成長 

期の個体が66〜75%を占めていたが、 8月には87

殼径 (mm)

図 7 キタムラサキゥニの殻径組成の季節的変化

% の個体が成熟前期へ移行した。 9月には24% の 

個体が成熟後期へ、指数が急激に下降した10月に 

は8 4 %の個体が放出期へ移行し、さらに11月から 

12月には82〜9 7 %の個体が回復期へ移行した。指
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図 9 キタムラサキゥニの成熟段階

(2) バフンウニ

1 ) バフンゥニの分布密度の季節的変化

バフンゥニは窪地の大礫あるL、は小礫に対応し 

て分布し、調査期間を通して主に水深0.3〜1.7m 

の極相域（岸）に分布した（図10)。11月から12 

月には水深2.4〜3.6mの両傾斜域で比較的密度の 

高い範囲が出現した。2001年 5月から9月にかけ 

ては、極 相 域 （岸）で最も高く経過した。11月か 

ら12月にかけて、極 相 域 （沖）及び両傾斜域でい 

くぶん上昇したが、それらでは2002年 1月以降、 

低く経過した。2002年 2月から5月にかけては、 

緩傾斜域でいくぶん上昇したが、 6月以降、低く 

経過した。

2 ) バフンゥニの殻径組成の季節的変化

殼径組成は、殼径lOirnn則後の個体から、40mm目ij 

後の個体で構成されていた（図11)。殻径lOirnn前 

後の個体は、極 相 域 （岸）及び緩傾斜域に認めら 

れた。極 相 域 （岸）の群は、2001年 5月から12月 

までは殼径28mm台の個体が最も多かったが、2002 

年 2月以降は、殼径32〜34imn台の個体が多くなつ

2001 2002 

図 8 キタムラサキウニの生殖巣指数の季節的変化
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数が上昇し始める2002年 1月から2月にかけては 

50〜5 4 %の個体が成長期へ移行した。指数が比較 

的高い5月から7月にかけては、52〜56% の個体 

が成熟前期にあった。 9月には66% の個体が成熟 

後期へ、10月には85%が放出期へ移行した。

サンゴモ優占域

嫌傾斜域（水深3. 6 - 4 .  7m )

0 丨“ ,
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図1 0 バフンウニの分布密度の季節的変化

た。緩傾斜域の群は、2001年 5月から11月までは 

殻径28mm台の個体が最も多かったが、2002年 1月 

以降は、殻径30麵台の個体が多くなった。殼径34 

mm以上の個体は、極 相 域 （岸）では周年分布し 

たが、緩傾斜域では2001年11月以降に出現した。 

2001年11月から12月にかけて、密度がいくぶん上 

昇した極相域（沖）及び両傾斜域に分布したのは 

殼径30mm前後の個体が多かった。

3 ) バフンウニの生殖巣指数及び成熟段階の季節的 

変化

すべての区域を込みにした生殖巣指数は、2001 

年 5月から9月までゆるやかに下降し、11月から 

翌2002年 5月までにゆるやかに上昇した。 7月か 

ら10月までに再びゆるやかに下降した（図12)。 

肥大した生殖巣から配偶子がしん出する個体（成 

熟）は、2001年11月から出現し、これらの個体の 

比率は12月から4月にかけて72%以上と高く、特 

に2002年 1月には97.8%を占めた。また、産卵後 

の配偶子が残存する個体(放出) は、 3月から5 

月にかけて3 〜2 7 %の比率で出現した（図13)。 

2002年10月には1 % の成熟個体が出現した。

【考 察 】

実験区は、浅所の大型多年生のヒバマタ目褐藻からな 

る極相域と、深所の無節サンゴモ優占群落の大きく 2つ 

の群落に分けられた。

100

80

60

40

20

i

 

S

C
E
/班

擊)

璀
铂

o

栽
班
瘺
撅
州



と ^ k

1 7 月
N - 1 1 6

. . . . .

I 8月N « 1 2 8

1— I 1 l l — •

9月
N=111

1 1 0 月
N : 8 7

-

■ 1 1月
N - 1 4 2

, rn

, ^ n r n m ^ r i

■ 1 2月
N=131

2 0 0 2年1月 
N : 1 0 8

1 2 月
N - 1 2 8

j k

• | 3月
N » 1 1 0

1 4 月
N = 8 6

] l j r n  p f l f r u

5 月
N =1 0 0

, , , f f c n  .

: 6月 N = 7 3
_________

7月
N : 8 2

：8 月 N » 7 2

9月
N * 6 5

丨门 门

殼 径 （mm)

図1 1 バフンウニの殻径組成の季節的変化

M J J A S O N D J F M A M J J A S  
2001 2002

図1 2 バフンウニの生殖巣指数の季節的変化
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図1 3 バフンウニの成熟段階

キタムラサキウニの分布の中心は無節サンゴモ優占群 

落であり、大型多年生海藻群落の分布下限に分布したの 

は大型の個体が主体であった。極相域で新規加入群の分 

布はほとんど認められなかった。生殖巣指数には区域間 

で明瞭な相違は認められなった。成熟段階が成熟前期か 

ら放出期を経て、回復期へ移行する時期に密度が沖側で 

低下するのに対し、岸側の大型多年生海藻の分布下限で 

いくぶん増加する傾向があった。コンブ目褐藻群落にお 

いて、同種は生殖巣が成長期から、放出期を経て回復期 

へ移行する7月から12月に岸側へ、さらに2月から5月 

にかけて、深所へ主な分布域を移動することが明らかと 

なっている1Q)0

しかし、本調査において移動は明瞭でなかった。 この 

ことは、生殖巣指数に深浅方向で明瞭な相違が認められ 

ないことから、同時期に深所において食物が充足してい 

たことも考えられる。 これは、現在査定中の消化管内容 

物の結果と対応させて結論付ける必要がある。

バフンウニの分布の中心は、 キタムラサキウニと異な 

り、浅所の大型多年生海藻群落の極相域であり、密度は、
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大礫あるL、は小礫の分布と対応して高かった。新規加入 

群の分布は、岸側極相域と緩傾斜域とに認められた。殼 

径25mm以上の大型群は5月から9月にかけて、主に岸側 

極相域に分布していたが、10月以降は沖側極相域以深で 

多くなった。生殖巣指数は、深浅方向で明瞭な相違は認 

められなかった。調査期間中の移動は明瞭でなかったが、 

キタムラサキウニと同様に消化管内容物の結果と対応さ 

せ結論付ける必要がある。
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海の森健全化技術の確立事業（岩館小入川地区広域型増殖場効果調査•ハタハタ)

【目 的 】
ハ夕ハタの資源回復手段の一環として、1997年度から 

1999年度にかけて、秋田県八森町岩館小入j丨丨に造成され 

た広域型増殖場内のハタハタの卵塊数を測定し、増殖場 

の効果を把握した。

【方法】

調査区は、図 1 に示したようにそれぞれ長さ100m、 

幅 4 m のL I 、L 2並びにL 3 の 3区を設けた。 L 1 は 

2002年12月24日に、L 2 は2003年 2月 3 日、L 3 は同月 

5 日にそれぞれ調査を実施した。各調查区では、長さ10 

0 m の メ ジャーロープを用いて、基点から終点までの左 

右 2 m の範囲を、 1 m x 1 m 方形枠を用いて枠ごとにハ 

夕ハタの卵塊数を計数した。

増殖場上の総卵塊数は、次式により推定した。

総卵塊数ニ 3調査区の合計卵塊数/調査面積X 増殖場 

面積

中 林 信 康

【結果及び考察】

出現した卵塊数は、調查区ごとにL 1では28,430個、

L 2 では7,577個、L 3 では398個であった。調査面積は 

計l，200m2で増殖場面積14,000m2の約8.6%に相当する。

3調査区の合計卵塊数を調査面積で除して得られた卵 

塊の分布密度は30.3個/ m2であった。 これに増殖場面積 

を乗じて増殖場上の総卵塊数は424,200個と推定された 

(表 1 )。

表 1 増殖場上における推定総卵塊数の推移

増殖場 天然産卵場に

調査年月 推定総卵塊数 分布密度 おける分布密度

(個） (個/m2) (個/m2)

2000年 1月 21,353 1.60 12.57

2001年 1月 30,812 2.31 4.10

2002年 1月 76,300 5.45 21.11

2003年 2月 424,200 30.30 202.79

この値は、 76,300個と推定された昨年に比べて約5.6 

倍と著しく増加した。

図 1 調査海域
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男鹿市藻場回復事業（女川地先)

中 林 信 康

【目 的 】

男鹿市女川地先におけるエゾアワビ放流事業では、 

1997年以降毎年6,000〜17,000個体の人工種苗が放流さ 

れている。 しかし、近年のアワビ類漁獲量は1998年の 

87.7kgを最高に年々減少し、2001年には23.2kgとなった。 

また、以前に造成された投石漁場は、アワビ類の餌料海 

藻の生育が極めて少ないことが指摘され、アワビ漁場と 

しての機能回復が求められていた。このことから、放流 

漁場としての適否を検討するとともに、当該投石漁場に 

おいて、早期の餌料場形成を期待し成長の速い大型1年 

生海藻アカモクの移殖試験を行った。

【方 法 】

アカモク移殖試験はSt.1の投石漁場において実施し 

た （図 1 )。投石漁場及びその周辺漁場の海藻植生とそ 

れらを主要な食物とする植食動物の成長を知るため、 

2002年 5 月15日に投石漁場St.1 とその周辺のSt. 2 に 

おいて、50cmX50cm方形枠をそれぞれ3か所に定め、枠 

内部の海藻類の被度をBraun-Branquetの被度階級1〉 

によって種ごとに測定した。海藻は既往の知見2 —9)に従 

い殻伏海藻、小型 1年生海藻、小型多年生海藻、大型 1 

年生海藻、大型多年生海藻の5生活形に分類し、生活形 

群別に被度の合計を求めた。

図 1 調査海域

また、アワビ類とバフンウニをSt.1、 2、 3 から採 

集し、アワビ類は藤井らの方法1 0 バフンウニはJensenu) 

及び川村の方法12〕により、それぞれ年齢を査定するとと 

もに、輪紋形成時の殼長あるいは殼径と年齢との関係を 

求めた。年齢はアワビ類では9月、バフンウニは3月を 

産卵期とした満年齢を用いた。

アカモクの移殖試験は、投石漁場上の1 0 m X 10mの範 

囲を実験区として2002年 5月22日から開始した。 2本の 

チヱ一ンを実験区に敷設し、それにアカモクを収容した 

網 袋 （合計10袋）を結びつけた。アカモクは実験区周辺 

の生殖器床を形成した藻体を使用した。網袋には浮体と 

して発泡スチロール片を入れた。 また、実験区の1/2 

(10mx 5 m ) ずつの範囲をそれぞれ非剥削区及び剥削 

区として、剥削区では投石表面の海藻類と動物類をナイ 

フで剥削した。その後、2002年 6月、同年 8月、2003年 

1月に50cmX 50cm方形枠を各区それぞれ3〜 5か所に定 

め、内部の海藻類の被度を同様に求めた。

また、2003年 3月13日には、50cm X 50cm方形枠を両区 

のそれぞれ10か所に定め、アカモクの個体数を測定し密 

度を求めた。同時に全長を測定して、周辺の天然アカモ 

クと比較した。水深は、St.1で3.6 m、St. 2 で1.5m、S 

t. 3で2.0mである。

【結 果 】

1 海藻植生と植食動物の成長

St.1及び St.2 2 における海藻類の被度を図2 に示 

した。投 石 漁 場 （St.1 ) は小型1年生海藻モロイ卜 

ダサがもっとも優占し、次いで無節サンゴモ類による 

殻伏海藻で被度が高かった。アミジグサによる小型多 

年生海藻、ケウルシグサによる大型1年生海藻の被度 

は極めて低かった。大型多年生海藻は認められなかっ 

た。 これに対してSt. 2 は起伏のある岩盤海底で凹部 

には巨礫•大礫が分布した。岩盤上には有節サンゴモ 

類による小型多年生海藻がもっとも優占した。次いで、 

トゲモク及びイソモクによる大型多年生海藻の被度が 

高かった。St. 3 は St. 2 と同様の植生であったが、岩 

盤海底には大礫が多いようであった。
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におけるエゾアワビの成長 13]とあわせて不 した。これ 

によれば、該地のアワビ類と象潟地先エゾアワビとで 

は、満 3歳 8か月までの成長に大きな相違はなかった。 

80

7
 

6

1998年級群 

—— 象潟地区

1998 1999 2000 2001 2002

図 5 アワビの殻長と年齢との関係

2 アカモク移殖試験

投 石 漁 場 （St.1 ) において2002年 5 月22日から開 

始したアカモク移殖試験の経過を、剥削区及び非剥肖丨j 

区ごとに、生活形群別の被度の変化で図6 に示した。 

母藻としたアカモクは2002年 6月 6 日には、すでに放 

卵を終えていた。 8月21日には両区においてアカモク 

の発芽を認めた。その後、両区のアカモクは2003年 1 

月までに被度を上昇させることはなかった。非剥削区 

で 5月に優占した小型1年生海藻は、 8月までに著し 

く被度を低下させた。これはモロイトダサの消失によ 

るもので、これにともなって無節サンゴモ類による殼 

伏海藻が著しく上昇した。剥削区においても無節サン 

ゴモ類は、 8月までは著しく、翌年 1月までにゆるや 

かに上昇した。 8月以降ゆるやかに上昇した小型1年 

生海藻は、両区ともにフクロノリとシマダジアであっ 

た。同様の変化を示した小型多年生海藻は、両区にお 

いてア ミジグサ科によるものであった。

試験開始から約8か月経過した2003年 1月において、 

両区の植生に大きな相違はなかった。すなわち、両区 

ともに無節サンゴモ類がもっとも優占し、次いで小型 

多年生海藻、小型 1年生海藻が多かった。移殖を行っ 

た大型1年生海藻アカモクは、両区とも発芽は認めた 

が、被度を上昇させることはなかった。

2003年 3月に密度は剥削区で2.8個体/m2、非剥削区 

で2.4個体/m2であった。また、全長はそれぞれの区で 

60.6mm、63.8imであり、密度及び全長とも両区間で著 

しい相違はなかった。同時に測定した周辺の天然アカ 

モク2個体の全長は、43Chnm及び242mmであった。

各調查点から採集したバフンゥニの年齢組成を図3 

に示した。これによれば小型1年生海藻と殻状海藻が 

優占するSt.1では満2歳の2000年級群が最も多く、 

次いで満3歳の1999年級群が多かった。これに対し、 

小型多年生海藻及び大型多年生海藻が優占するSt. 2 

とSt. 3 では、1999年級群が最も多く、次いで満4歳 

の1998年級群が多かった。すべての調査点を通して組 

成の多くを占めていた満3歳の1999年級群について、 

年齢と殻径との関係を求め、図 4 に示した。バフンゥ 

ニの年齡と殼径との関係は、調査点によって大きな相 

違はなく、いずれも満3歳では殼径30醫に達していな 

かった。なお、キタムラサキゥニはいずれの調査点に 

おいてもほとんど分布しなかった。
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■  S t.1 (N =25) 

國 S t.2 (N =41) 

□  S t.3 (N =52)

2歲 3歲

年 齡

図 3 採集したバフンウニの年齢組成

4歳

年

図 4 バフンウニの殻径と年齢との関係

了ワビ類はSt. 2 で 8個体、.St. 3 で 7個体を採集し 

た。St.1では採集されなかった。 これらのうち4個 

体は人工種苗由来の放流貝であった。発生年が明確に 

判定できた天然貝では、満 3歳の1998年級群が多く 7 

個体、次いで満4歳で 2個体であった。残りの2個体 

は輪紋の判読ができなかった。そこで、個体数の多い 

1998年級群の年齢と殻長との関係を図5 に、象潟地先
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2002年 2003年

• 奢 •大型1年生海藻 一•一小型多年生海藻

• O  ■小型1年生海藻 + 殻状海藻

図 6 アカモク移植試験における生活形別被度の変化 

【考 察 】

投 石 漁 場 （S t . I )は、モロイトダサが出現し優占す 

る一時期を除いて直立海藻が極めて少なく、無節サンゴ 

モ類が優占する漁場であった。St. 2 は有節サンゴモ類 

あるいは大型多年生海藻の優占する漁場であった。バフ 

ンゥニの殻径と年齢との関係は、両漁場間で相違は認め 

られなかった（図 4)。 したがって、St.1 においてもバ 

フンゥニの食物は充足していると考えられる。 しかし、 

年齢組成は漁場間で相違が認められ、St.1 では若齢個 

体で多く、St. 2及び 3では高齢個体が多かった（図 3 )。 

このことは、バフンゥニは成長にともなって生活領域を 

変えていることが考えられる。ァワビ類はSt.1では認 

められず、St. 2 と 3 から採集された。その成長は健全 

漁場である象潟地先と比較し大きな相違はなかったので 

(図 5)、St. 2 と 3 においてァワビ類の餌料は充足して 

いると考えられる。

投石漁場へ移殖したァヵモクは、投石表面の剥削の有 

無にかかわらず発芽したが、翌年 3月における密度と全 

長は、剥削区と非剥削区の間で著しい相違は認められな 

かったほか、両区のアカモクとも周辺の天然アカモクに 

比べ成長は著しく遅かった。また、剥削区及び非剥削区 

とも試験開始から約8か月後には、無節サンゴモ類が優 

占したほか、他の生活形群の被度の変化にも両区間の相 

違は認められなかった。このことは、投石表面の剥削が

アカモクの入植と定着に与えた影響はほとんどなく、発 

芽後の成長を制限した要因が別にあることを示唆してい 

る。投石漁場は、St. 2 及び 3 に比べやや深い水深にあ 

るが、水温や光条件にほとんど相違はないと考えられる。 

また、密度のデータはないが、キタムラサキウニはほと 

んど分布しないので、それら大型植食動物の摂食圧が海 

藻の入植と定着を制限しているとも考えにくい。さらに、 

着生基質としての安定性にも大きな相違はない。当該海 

域の入り組んだ海岸線によって、波浪の遮蔽度合に大小 

が生じ、定着できる大型藻類の種類に影響しているかも 

しれない。周辺植生を調べ、海岸地形によって生活形組 

成及び大型藻類の種組成に相違が認められるか否かを明 

らかにする必要がある。
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地域特産藻類増養殖技術開発研究

( ホ ン ダ ワ ラ • ア カ モ ク • エ ゴ ノ リ ）

三 浦 信 昭 • 中 林 信 康

【目 的 】

本県において、主として男鹿半島周辺で漁獲されるホ 

ンダワラと県北部地区で漁獲されるァカモクは、古くか 

ら食用海藻として珍重されてきた。また、これらホンダ 

ワラ類に付着するエゴノリにおいても、天然の健康食品 

として、また医薬品•化粧品材料用として需要が増大し 

ている。 しかしながら、これらの藻類は資源変動が大き 

く生産量が不安定である。このため、これら資源の増大 

と生産の安定を図るための増養殖手法を確立することと 

した。

【方 法 】

1 実施期間 2002年 4月〜2003年 3月 

2 実施場所 男鹿市、八森町の地先海域 

3 調査方法

(1 ) ホンダワラ

1 ) 種苗生産

採苗から育成管理までの流れと基質の形状を図 

1に示した。

本年度は、 4月22日に椿地先から母藻を採集し、 

5 月 6 日〜5 月22日に採苗した。基質にはFRP 

板 （L400imnXW40mmXH 5 m m ) 11枚を 1組とし

て連結したものを使用した。育成は2.4 t角型水 

槽 （内寸L 4 . 8 5 m X W l  m X H 0 . 5 m ) で毎分50 

f の流水とし、遮光ネッ卜により遮光率3〜4 %  

となるように調整した。

2 ) 天然群の季節変化と形質特性

椿地先のホンダワラが生育する水深0.5〜2.5m 

において、2001年 6月から2002年 5月にかけて、

1 力月に1回の割合で50cm X 50cmの方形枠を任意 

に15〜20枠置いてホンダワラを採集した。採集し 

たホンダワラについては、個体数と個体ごとの全 

重量、茎長、茎径、主枝数、主枝痕数、主枝重量 

を測定した。主枝痕とは、茎に以前主枝が存在し 

たと推測される痕跡を示す。枯れた主枝は、主枝 

痕とみなした。また、仮根上に存在するクローン 

とみなされる個体群は測定の対象外とした。Stage 

I (図 4参照）の個体については、茎と主枝の判 

別が困難なことから、全重量の測定のみとした。

調査期間中の水温は、調査地近傍の秋田県水産 

振興センター（台島）取水装置における測定値を 

用いた。

給 水 1.母液管9
^  母蕩取容

給気 || 妨，

播水

2.揉 «

卵沈下

目合の異なるミューラ 
ガーゼを組み合わせて 
不緘« を_ 去、期を揉集

3.採 苗

4•宵成管理

付着基質[

給水 遮光ネット

麵 面
基質は短冊状のFRP板の組み合わせ

排水

図 1 採苗から育成管理までの流れ

—  205 —



3 ) 光合成•呼吸速度の測定

①光合成-光特性

試料は、2002年5月に椿地先から採集した。 

藻体から付着生物や傷がない葉を選出し、主枝 

から葉の基部を切断した。 この切断による傷の 

影響を避けるために、葉を流海水中に一晚浸漬 

してから、実験に供した。

光合成と呼吸の測定には、横 浜 ら （1986) に 

したがって差動式ガス検容計（プロダクトメ一 

ター、日光科学製）を用いた。光合成一光特性 

の測定条件として、光源にスライドプロジヱク 

タ ー （CABIN CS-15)を用いて、照度を 0、 

500、1,000. 2,500  ヽ 5,000ヽ10,000、15,000Lux 

の 7段階とした。照度の変化は、スライドプロ 

ジニクターへの入力電圧を変圧器で調節して行 

い、照度測定には防水型照度計（M I N O L T A  

T - 1 0 W )を用いた。水温については採集時の 

海水温に近い15°Cとした。

②光合成-温度特性

季節を通しての光合成一温度特性について実 

験を行うこととした。試料は椿地先から採集し、 

前項と同様の処理を施した後、プロダクトメ一 

ターを使用して光合成と呼吸の測定を行った。

温度条件は、本県沿岸における海水温の季節 

的変化の範囲内に当たる、 5 、 10、 15、20、 

25、30°Cの 6段階とした。照度については、酸 

素発生速度が飽和状態である15,000Luxとした。

実験結果は、2001年10月から約1 力月ごとの 

1年間分について取りまとめた。

⑵ ア カ モ ク

1 ) 増殖技術開発

2 0 0 0年 6 月 6 日に八森地先において、スポアバッ 

ク式増殖試験を実施した（図 2)。まず、試験区 

周辺のアカモクが生育している海域において、雌 

株でかつ生殖器床上に受精卵が存在しているァ力 

モクを選出し、別り取りを行った。次に、刈り取っ 

た母藻をアカモクの生育が全く見られない海域へ 

移植した。

この海域は水深約5 m の転石地帯で、高さ1.2 

m のアワビ稚貝保護用コンクリー卜ブロック（以 

下 「アヮビ保護礁」 とする。）が 4基設置されて 

おり、転石及びアヮビ保護樵の表面は、無節サン 

ゴモで被われた状態となっていた。また、広範囲 

にわたってキタムラサキゥニが高密度で生息して 

いた。

移植の方法としては、母藻を網袋に入れるか又

はわら縄で束ねて行った。網袋はアワビ保護礁上 

面に2袋ずつ4基に設置し、わら縄は工事用ブロッ 

クに結びつけて周囲の海底8 力所に沈めた。同時 

にキタムラサキウニの除去試験も実施することと 

し、移植地点の周囲約100m2内を試験エリアとし 

た。キタムラサキウニの除去は、約 1年後の2001 

年 5月まで定期的に行った。

アカモクの生育状況については、 0.25m2を数力 

所写真撮影し、その範囲のアカモクの被度を画像 

処理により算出した。

ヴ ニ 餘 去 （袋の中には母藤が入つている）

図 2 アカモク増殖試験模式図

⑶ エ ゴ ノ リ

1 ) 養殖技術開発

実験室内で採苗•育成し、天然海域へ沖出しし 

て養殖試験を実施した。種苗は1999年 2月16日に 

戸賀地先から採集した母藻を由来とする四分胞子 

体 F 3で、桐 原 ら （1990)の方法により採苗し、

クレモナ糸に付着させた。

沖出しは、戸賀湾内の水深約5 m 地点で2001年 

12月12日に実施した。種苗を2 m X  4 m のポリェ 

ステル無結節網に固定し、網を水深2〜4 m とな 

るように垂下して、両側をロープとアンカーで固 

定 し た （図 3 )。

図 3 エゴノリ養殖試験模式図

【結果及び考察】

1 ホ ン ダ ワ ラ

ホンダワラの生長過程を図4 のとおり大きく 3段階 

に区分した。幼胚から茎葉が形成されて生長するまで 

の幼体期段階を「Stage I」 とした。茎及び主枝が形 

成 •伸長し、気胞を形成する伸長期段階を「Stagell」、
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⑵天然群の季節変化と形質特性 

1 ) 水温

2001年 6月から2002年 5月までの旬平均水温と 

平年値と考えられる1981年から2001年の旬平均水 

温の変化を図6 に示した。平年値においては、8 

月下旬に年間最高の25.7°Cに上昇し、 2月中旬に 

は年間最低の7.0°Cまで低下する。調査期間にお 

いては、 8月下旬に26.1°Cまで上昇し、 2月中旬 

には6.6°Cまで低下した。従って、調査期間の水 

温はほぼ平年並みに推移したとみなされる。

 2001.6-2002.5
••… 平年值

月

図 5 台島地区水温の季節変化

2 ) 季節変化

ホンダワラの密度（個体/m2) の季節変化と生 

長過程別の割合を図6 に、同様に現存量（g 湿重

/m ) についてを図7 に不した。また、 1個体当 

たりの主枝重量の季節変化を生長過程別に図8 に 

示した。

密度は6月から徐々に減少し、 9月から1月ま 

では低い水準で推移したが、その後5月にかけて 

増加した。生長過程別の割合では、 6月から10月 

にかけて、各個体が次の段階へ少しずつ移行して 

いると推察される変化が示された。ところが、11 

月からはStage Iが突然高い割合を示すようになっ 

た。これは、小型個体が生長して発見率が高まっ 

たことによるものと考えられた。

一方、現存量は6月から7月にかけて一旦増加 

するが、その後減少し、12月から再び増加して5 

月には最大を不した。生長過程別では、 10月に 

StageII-2までの割合が最も低くなり、逆にStage 

n-3 • 4以降の割合が最も高くなった。

また、 1個体当たりの主枝重量は、StageH-1• 

2 で 7月に最も高い値を示し、StageII-3 • 4 で 

は、 1月から3月にかけて著しく増加した。

これらのことから、天然ホンダワラ群の季節変 

化について、次のことが推測された。現存量は成 

熟期となる5月に最大となるが、 6月には生殖器 

床を有する主枝が脱落して減少する。その後成熟 

に寄与しなかった主枝が生長して一旦現存量が増

生殖器床を形成する成熟期段階をrstagem 」とした。

さらに、幼体期と伸長期についてを必要に応じて細 

区分した。幼体期については、第 1茎葉が形成される 

段 階 を 「Stage l - 1」、第 2茎葉が形成される段階を 

「Stage 1 - 2」、茎葉が 3枚以上となる段階を「Stage 

1 - 3」 とした。伸長期については、第 1主枝が形成 

される段階をrstagen-i」、主枝が複数となる段階 

を 「StageII-2」、その後主枝が伸長し、その上部に 

は下部のへら状のものより小型の鋸状の葉を多数形成 

するようになる段階を「StageII-3」とし、気胞を形 

成する段階を「S t a g e l U」とした。

(1) 種苗生産

本年度は、ヱアレーションによる撹拌を止め、注

水を角型水槽の両脇から行った。栄養塩の添加は9 

月19日から行った。珪藻の除去は、約 1〜 2週間に 

一回の割合で海水噴射により行ったが、付着量が著 

しく多い場合は、遮光率0.1%まで遮光し約1週間 

放置した。

2月19日の段階で、2001年種苗はStagell-lで平 

均全長37.lmm、2002年種苗はStage I - 3で平均全長 

8.9mmとなった。光量を抑えすぎたためか生長は著 

しく悪かった。密度は2001年種苗が0.4個/cm2、2002 

年種苗が3.4個/cm2であった。2002年種苗は最初から 

エアレーションを行わず育成したため、密度のばら 

つきが少なかった。

図 4 ホンダワラ生長過程における区分

20
15
10水
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図 7 ホンダワラの現存量の季節変化と生長過程別割合 

(椿地先：2 0 0 1〜2002年）

図 6 ホンダワラの密度の季節変化と生長過程別割合 

(椿地先：2 0 0 1〜2002年）

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4 月 5月 6月

図 8 ホンダワラ1 個体当たりの主枝重量の季節変化 

(椿地先：20 0 1〜2002年）

加するが、夏季に枯死が起こり個体数が減少する 

ため、現存量も減少する。 このとき新規加入群が 

存在しているが、まだ小型であるため現存量には 

ほとんど反映されない。冬季となって、夏季に枯 

死せず生残した個体は成熟に向かって著しく生長 

を始める。と同時に、多くの新規加入群が一斉に 

生長を始めて、現存量は増加するといったもので 

ある。

③形質特性

ホンダワラの主枝数と主枝痕数の合計値を主枝 

形成数とした。主枝形成数、茎長、茎径について 

は、全てにおいて相関関係が認められた（図 9 )。

また、クローンによる幼体が仮根上に存在して 

I、たホンダワラは、生長過程がStage II - 2以降の 

ものであった。

主棚成 f t (本〉

主枝M f t (本〉

図 9 ホンダワラ主枝形成数、茎長、茎径の関係

⑶光合成•呼吸速度の測定

1 ) 光合成一光特性

5月に測定した光合成一光曲線を図10に示した。 

なお、実験に供した藻体は、採集時において生長 

過程が最も進行した段階であったStagemの 4個 

体で、全長は220〜415mmであった。

光飽和点は5,000Luxで、 そのときの光合成速 

度は15.4±0.9/z f 〇2 • h —1 • cm—2であった。光 

補償点は推定250Luxであつた。

なお、光源に使用したスライドプロジヱク夕一 

の光強度（"mol/nfs)を光量子計（藤原製作所 

製）を用いて測定し、照 度 （Lux) との関係を求 

めたところ、次の変換式が算出された。 

y =0.0161 x (y :光強度//mol/m2s、x :照度Lux) 

( R 2=0.999 : N=36)

これによる変換の結果、光飽和点は80.5//mol 

/m2s、光補償点は4.025"mol/m2sとなった。
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図1 0 ホンダワラ光合成一光曲線（15°C)

2 ) 光合成-温度特性

①光条件の検証

前 川 （1999)によると、弱光条件下では、ァ 

ラメ、カジメの場合、光合成最適水温は低下す 

るとしている。そこで、本実験における光条件 

が、ホンダワラの生育環境と比較して過大となっ 

ていないか検証した。

2000年 5月 2 日に男鹿半島北部地区9 力所で、 

水深 5 m までの光強度を0.1mごとに11回測定 

した結果から、水深と水中の相対光強度との間 

に次式の関係が成立した。
y = 1 Q- 0 . 12 92 xx l Q Q

(y :相対光強度％、x :水深m  [0^x^5]) 

( R 2=0.713 ： N=553)

ホンダヮラが生育する水深は最深でも3 m 程 

度であることから、この関係式にあてはめると、 

相対光強度は0.41%となる。測定時における水 

面上の平均光強度は約1，500 jll mol/m2sであっ 

たことから、水深 3 m では615 {1 mol/ m2sが算 

出された。前項の変換式により、本実験におけ 

る光条件は242 "mol/nfsであることから、天 

然海域よりも低い値であった。 したがって、自 

然の生育環境と比較し過大な光条件とはなって 

いないことが判明した。

②季節変化

2001年10月から2002年 9月にかけて測定した 

光合成•呼吸一温度曲線を図11に示した。また、 

明条件についてのみ、各温度条件での酸素発生 

速度の季節変化を図12に示した。なお、前項と 

同様、実験に供した藻体は、採集時において生 

長過程が最も進行した段階であった個体を対象 

とした。

酸素発生速度を月別で比較すると、全ての温 

度条件において4 月が最も局い値を、 8 月が最 

も低い値を示した。これまでの調査から、 4月は 

成熟期に移行する時期、 8月は枯死する個体が

生じる時期であることが明らかとなっており、そ 

れとの関連の可能性が示唆された。また、最高 

光合成速度については、全て25°Cに認められた。

検体採集時の海水温に最も近い温度条件下で 

の実験結果のみを選出し、その季節変化を図13 

に示したところ、酸素発生速度は8月から9月 

にかけて著しく高まり、12月までに緩やかに減 

少した。これまでの調査から9月は主枝が著し 

く伸長し始める時期（2年目）であることが明 

らかとなっており、それとの関連の可能性につ 

いても示唆された。

2 アカモク

⑴増殖技術開発

母藻の移植とキタムラサキゥニの除去を2000年 6 

月 6 日に実施した。その後、追跡調査を1〜 2 力月 

ごとに行うとともに、翌年の5月まではキタムラサ 

キゥニの除去も継続して行った。調査結果について 

は表1 に不した。

1 ) 母藻及びキタムラサキゥニ

アカモクのスポアバック試験を開始した2000年 

6月 6 日には、試験エリア内から374個体のキタ 

ムラサキゥニを除去した。

6月23日には母藻は枯れかけており、受精卵の 

落下は概ね終了したものと思われた。このとき、 

試験エリア内には、 154個と多くのキタムラサキ 

ウニが侵入していた。 このキタムラサキウニの消 

化管内容物を調査したところ、アカモクの葉や生 

殖器床の破片が出現したことから、母藻を摂餌し 

ていたものと考えられた。

7月 5 日には、母藻はほとんど消失していたが、 

キタムラサキゥニの除去数は151個と依然として 

多かった。

その後、 9月 5 日は202個体のキタムラサキゥ 

ニを除去したが、10月11日以降は6〜53個体と減 

少した。

このことから、 1年間の除去効果により、キタ 

ムラサキゥニによる食圧がアカモクの繁殖を阻害 

するまでにいたらなくなったと仮定して、試験開 

始から2年目以降はキタムラサキゥニの除去を行 

わないこととした。

2 ) アカモクFi

2000年 9月 5 日にはアカモクの幼体を多数確認 

できたことから、10月11日以降は被度撮影を実施 

した。

アワビ保護礁については、10月から翌年1月に
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図1 3 ホンダワラ採集時海水温と近似水温条件下での酸素 

発生速度（15,000Lux)

表 1 アカモク増殖試験調査結果

10月 n 月 12月 1月 2月 3 月 4 月 5月 6月 7月 8月 9 月

図1 2 ホンダワラ酸素発生速度の季節変化（15,000Lux)

かけてアカモクの被度が5 . 1 %から25 .8 %へと増 

加したが、 3 月は2 3 . 6 %と停滞し、 5 月において 

も29. 2%に留まった。 この要因の一つとして、了 

ヮビ保護礁が立体的な構造物であることから、強 

い波浪の影響による流出が推察された。

転石帯におけるァカモクの被度は1 5 %前後で推 

移していたが、2001年 3 月は急激に生長し62.5% 

と増力□した。その後5 月にはやや減少し49.1% 、

7 月には4 8 . 5 %となった。ただし、アカモクの生 

育密度は、母藻を設置した周辺で高いが、それか 

ら離れるにしたがって低くなるため、ァワビ保護 

礁に比べ面積が広い転石帯では、被度撮影するポ 

イン卜の選択によって、誤差が大きくなる可能性 

が考えられた。

成熟については、2001年 5 月23日に生殖器床の 

形成を確認した。 7 月 5 日には生殖器床にわずか 

に残留している受精卵を確認しており、受精卵の 

放出 •落下があったものと推察された。

3 ) アカモクF 2

2001年 9 月に、 F 2となる幼体を多数確認した。 

このときの被度は、 ァワビ保護礁で2.4% 、転石 

帯で4 . 1 %であった。その後、 ァワビ保護礁では 

11月になって3 . 1 %、 2002年 1 月、 3 月、 5 月で 

6.3%、6.0%、8 . 5 %と増加したが、前年と比較す 

ると低い水準であった。一方、転石帯については、 

1 月は1 8 . 9 %と前年とほぼ同程度で、 3 月に39.6 

% と前年より低い水準となったものの、 5 月には 

5 8 . 4 %と前年を上回った。

成熟については、 3 月 1 日はまだ生殖器床が形 

成されていなかったが、 5月 8 日には小型のもの
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を確認することができた。 6月28日には、藻体が 

枯れかかっており、生殖器床は腐朽していたため、 

受精卵の落下は既に終了していたものと判断した。

なお、2002年 3月以降は、試験ヱリア内でマク 

サ、カバノリ、ムカデノリなどの小型の紅藻類が 

高密度で繁茂している様子を確認した。

3 エゴノリ

(1) 養殖技術開発

沖出し時の種苗サイズは2.2mmで、種糸への付着 

密度は0.78本/cmであつた。

沖出しから約2 力月後の2002年 2月 6 日に調査し 

たところ、波浪によって養殖網の約半分がねじれて 

絡まっていた。このねじれをほどいたところ、その 

部分への海藻の付着は全くみられなかった。 しかし、 

ねじれなかった半分には、生長したエゴノリの塊が 

5力所に存在した。塊のサイズはゴルフボールから 

テニスボール大であった。

3月29日には、バスケッ卜ボール大の塊が6つ、 

テニスボール大の塊が5 つ存在していた。

5月22日には、塊が一番大きいもので直径50cm程 

度までになっており、藻体は黄色みを帯びていた。 

また、養殖網のヱゴノリが付着していない部分にア 

ミクサが付着していた。

収穫は5月30日に行った。ヱゴノリの収穫量は湿 

重3.15kg、乾重439g であった。アミクサは湿重1.75 

kg、乾重241g 付着していた。他にはフクロノリ、

イ卜グサ類、アナア才ザ、ワカメが付着していた。 

天然エゴノリの漁獲が開始される7月中旬に比べ、

1 力月以上も早く収穫したためか藻体は細く、収穫 

量は予想をはるかに下回った。なお、藻体中に四分 

胞子は存在しなかった。十分に生長させてから収穫 

すれば、収量を増加させることが可能であると考え 

られるが、波浪による流出や養殖網へのムラサキイ 

ガイの付着が起こりうるため、収穫時期については、 

今後検討していく必要がある。
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マ リ ノ べ ー シ ョ ン 推 進 事 業

(鋼 製 イ ワ ガ キ 増 殖 礁 の 開 発 ）

【目 的 】

天然岩礁及び増殖礁では、付着したイワガキを一度漁 

獲すると、再付着し難いことが明らかとなっている。そ 

こで、鋼材の特性である锖を利用し、採摘後に新しい基 

質を出現させることで、稚貝の再付着を促進させるため 

の試験を行い、鋼製イワガキ増殖礁の可能性を検討する 

こととした。

試験礁の製作及び設置について日鐵建材工業株式会社 

が、試験礁の効果などの調査については水産振興センター 

が担当した。

【方 法 】

1 実 施 期 間 2002年 8月 

2 実 施 場 所 金浦町の地先海域 

3 調査方法

金浦地先の水深6 m の海域において、2000年 9月13 

日に試験礁の設置を行った。試験礁の構造については 

図 1 に示した。表面処理を全く施さない鉄板をT Y P E  

1及び 2 とした。イワガキを漁獲した直後の基質の状 

態を想定して、海水により鋳を進行させた後、表面の 

鋳を剥離した鉄板をT Y P E  3 とした。イワガキを漁獲 

した後、 しばらく経過した基質の状態を想定して、海 

水により鋳を進行させただけの鉄板をT Y P E 4 とした。

T Y P E  2〜 4 については、海中に設置後、付着したイ 

ワガキが漁獲サイズになるまで放置し、成長、脱落、鋼 

材の腐食状況を調査する。T Y P E 1については、上面を 

6分割し、設置から1年経過するごとに1区画ずつ表面 

剥離を行って、再付着の様子を調査することとした。

なお、比較のため、同時期にイワガキ増殖事業によ 

り隣接設置されたコンクリ一卜製イワガキ増殖礁（以 

後 「A K  — 4礁」（図 2 ) とする。）についても、最上 

面の0.1m2を表面剥離することとした。

2001年における表面剥離は、 8月10日に行った。A  

K — 4礁については、10月 9 日にも実施した。

本年度の調査は、 8月19日に行った。T Y P E 1〜4 

の上面、支柱、台座それぞれ5 力所について、25cmX 

25cm方形枠内に生息するイワガキ数を計数した。また、 

T Y P E 1の一部を表面剥離し、剥離したイワガキ個体 

のサイズを測定した。さらに、前年に表面剥離した部 

位へのイワガキの付着数と全高を測定した。 A K — 4 

礁についても同様に調査した。ただし、サイズの測定 

は、剥離した個体でなく、 ランダムに採集した個体を 

用いた。

三 浦 信 昭

【結果及び考察】

8月19日に調査した各区のイワガキの生息密度及び付 

着状況について、表 1、図 3 に示した。T Y P E 1 は、前 

年剥離した部位以外はイワガキが高密度で生息していた。 

T Y P E 2、 3、 4 の上面については、前年の調査でイワ 

ガキの付着が全く見られない面が部分的にあり、特に 

T Y P E  4 でその面積の割合が大きく、その部分は鉄鲭が 

浮き出ていたが、本年はイワガキが成長したため、付着 

していない面積は前年より縮小しており、鉄鲭の浮き出 

しもなかった。このことから、付着したイワガキが小型 

のときは、基質表面ごと剥離して流出するが、ある程度 

のサイズに成長すると、付着面の拡大により流出しにく 

くなるものと推察された。イワガキが付着している面に 

ついては、生息密度に大きな差はなく、428〜662個/m2 

であった。一方、A  K — 4 礁は22〜726個/m2とばらつ 

きが大きく、上方ほど減耗が大きかった。

基質剥離試験は、前年同様イワガキの漁獲期である8 

月に、T Y P E 1の上面6分の 1の面積について、基質表 

面ごとスクレイパーで剥離した。A K —  4礁においては、 

上から 2段目の面0.1m2について表面剥離を行った。鋼 

製イワガキ増殖礁の基質表面（イワガキ付着面）は酸化 

しており、イワガキに付着した状態で剥離された。剥離 

後の面は、艷のない黒色で、前年のような金属光沢はな 

かった。剥離したイワガキのうち、生存貝は70個であっ 

た。死亡貝は、風化が著しく計数できなかった。生存貝 

の形質については表2 に示したが、平均殼高は69.4_で、 

A K -  4礁の61.9mmと比較して大きな差は見られなかっ 

た。平均全重量については41.2gであったが、下殼付着 

面に基質表面の酸化鉄が付着していたため、実際の重量 

よりも大きい値となった。 A K — 4礁のイワガキの平均 

全重量が31.6gであったことから、10 g 程度は基質の重 

量であったものと推察された。

前年に基質剥離した部位への再付着状況は表3 に示し 

た。再付着個体は8個で、全て生存しており、平均全高 

は29mmであった。付着密度としては、69.9個/ m2となっ 

た。一方A K —  4礁は、前年 8月に剥離した部位の付着 

密度が30.0個/m2、10月に剥離した部位が60.0個/m2であっ 

た。鋼製イワガキ増殖礁から前年に剥離したイワガキの 

個数は335個 （生存貝244個、死亡貝91個）であったこと 

から、それと比較すると再付着数は決して多いといえな 

いが、漁獲サイズまで減耗が小さければ、再付着の効果 

は十分期待できるものと考えられた。

今後は、本年基質剥離を行った部位への再付着状況の
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確認と併せ、既に付着している個体の成長や生残を追跡 

調査していく予定である。

T Y P E 1 • 2 :表面処理を施さない鉄板 

T Y P E  3 :海水により锖を進行させた後、 

表面の鋳を剥離した鉄板 

T Y P E  4 ••海水により锖を進行させた鉄板

※a 〜 j は、イワガキ生息密度測定部位

表 1 鋼製イワガキ増殖礁におけるイワガキ生息密度（個， m2)

2001年 8月 1 0日 2002年 8月 1 9日
I2S.

Y  土 SD N Y  土 SD N

鋼 製 増 殖 礁 TYPEl ( a ) 2, 000±361 3 662. 4土 98. 4 5

TYPE 2 ( b ) 1,867±252 3 428. 8±42. 9 5

TYPE 3 ( c ) 1,900±200 3 604. 8± 34. 7 5

TYPE 4 ( d ) 1,333±321 3 432. 0土 121.3 5

支 柱 （e) 1,933± 58 3 563. 2±59. 2 5

全平均 1,807±333 15 538.2土 119.5 25

A  K  —  4 礁 最 上 段 （f ) 2, 600±400 3 51.2± 20. 9 5

2 段 （g) 3,167土 153 3 22. 4±24. 3 5

3 段 （h ) 2, 900±600 3 230. 4± 73. 8 5

最 下 段 （i ) 2, 2 3 3土 611 3 726. 4 土 182. 3 5

側 面 （j ) 1,867±416 3 142. 4± 113. 8 10

全平均 2, 553±621 15 219. 2± 259. 7 30



最上段 
TYPE1

表面剥離<

2 段 
T YPE2

3 段 
T YPE3

AK-4礁

4 段

T Y P E 4 ^ ^ F  — 腫 ■ イ ワ ガ キ 付 着

] イワガキ付着なし

図 3 鋼製イワガキ増殖礁におけるイワガキ付着状況（2002年 8 月19日調査）
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表 2 鋼製イワガキ増殖礁におけるイワガキのサイズ

調査月日 試験区
全 高  
X  土 SD 
、mm)

殼 高  
X  土 SD 
(mm)

殼 長  
X  土 SD 
(mm)

殼 幅  
X  土 SD 
(mm)

全重量 
X  土 SD 
( g )

N

銅 製増 殖礁 29. 8± 6 . 1 27. 9 土 6.1 22. 5± 6 . 1 8. 7±2. 2 2. 8土 1.4 120
2001/8/10

A  K  -  4 礁 27. 2±7. 2 26. 2± 7. 0 22. 9±7. 4 5. 3 土 1.2 1.8土 1.3 60

2001/10/9 A K —  4 礁 27. 8±5. 8 27.1±5. 6 22. 0±6. 6 4. 6 土 1.2 1.3±0. 8 23

鋼製 増 殖 礁 81.1± 17. 4 69. 4土 13. 6 43. 0±9. 8 26. 8± 6. 6 41.2± 16. 8 67
2002/8/19

A  K  —  4 礁 67 .1± 11.3 61.9± 11.0 46. 5土 12. 4 21.3± 5. 8 31.6 土 10. 8 40

※A  K  —  4樵のサイズ測定個体は、表面剥離試験で除去したイワガキ個体とは異なる。

表 3 鋼製イワガキ増殖礁における表面剥離後のイワガキ付着状況（2002年8月19日調査）

鋼製増殖礁 A K —  4 礁

2001年 8月 1 0日剥離

剥 離 面 積 （m2) 

生 存 個 体 数 （個 ） 

生 息 密 度 （個 / m2) 

死 亡 個 体 数 （個 ） 

全 高 （mm) IT 土 SD

0 . 1144 

8

69. 9 

0

29. 3±7 .1

2001年 10月 9 日剥離

剥 離 面 積 （m2) 

生 存 個 体 数 （個 ） 

生 息 密 度 （個 / m2) 

死 亡 個 体 数 （個 ） 

全 高 （mm) Y  土 SD

0.1 

3

30. 0 

3

35.1±5. 9



人工魚礁 • 増殖場等関連調査（アワビ放流効果調査)

【目 的 】

現在行われているアワビ放流事業の効果を調べ、アワ 

ビ資源の維持及び増大手法検討のための基礎資料とする 

ことにした。

【方 法 】

調査は秋田県漁業協同組合南部総括支所管内の4市場 

で実施し、漁期である2002年 7月から8月にかけて計13 

回の市場調査を行った（表 1)0

表 1 市場調査日

市場名

平沢 

金浦 

象潟 

上浜

7月 8月

9 日 10日 23日 24日 19日 27日 28日

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

水揚された漁獲物の一部について殼長と体重を測定し 

た。全漁獲ァヮビに対する放流ァヮビ（以下、放流貝と 

する。）の漁獲割合を知るため、貝殼の螺頂部をブラシ 

で削り放流貝に特徴的なグリーンマークの有無を調べた。 

種苗放流事業の経済効果丨こついて知るため、今期に漁獲 

された放流貝がすべて4年前に放流されたと仮定し、そ 

の漁獲割合、平均体重、漁獲金額並びに放流経費から投 

資効果指数を求めた。

また、漁期中に外観的に軟体部の厚さが薄い「痩せァ 

ワビ」が出現した。そこで、金湳と象潟において、選別 

時 に 「痩せァワビ」として区別された貝と、通常の出荷 

貝の肥満度とに相違があるか否かを調べた。

【結果及び考察】

調査個体に占める放流貝の出現割合を表2 に示した。 

また、漁期間のァヮビ漁獲量及び金額を表3 に示した。 

総漁獲量に占める調査個体の全重量を調査率とすると調 

査率は3.2%であった。

8月からは入り会い操業となるため、 7月の放流貝の

表 2 放流貝の出現割合

市場名

平沢 

金浦 

象潟 

上浜

7月 8月

調 査 雛 数 放 流 天 然 酿 個 体 数 放 流 天 然

701186(26.5) 515(73.5) 

916 442(48.3) 474(51.7) 

206 65(31.6) 141(68.4)

291147(50.5) 144(49.5) 

426 111(26.1) 315(73.9) 

300 111(37.0) 189(63.0)

中林信康 • 三 浦 信 昭 • 秋山将 

表 3 2002年漁期の各市場におけるアワビの漁獲量と額

市;y 名
7月 8月 合計

量 額 量 額 量 額

平沢 122.7 640 304.8 1,952 427.5 2,592

金浦 2,133.3 11,000 1,317.1 8,227 3,450.4 19,227

象潟 5,675.5 29,514 3,577.3 21,778 9,252.8 51,292

上浜 828.4 4,190 548.2 3,190 1,376.6 7,381

合計 8,759.9 45,344 5,747.4 35,146 14,507.3 80,491

漁獲割合を、漁期を通した南部総括支所全体における放 

流貝の漁獲割合とみなした。次いで、 7月の各市場の放 

流貝の出現割合と漁獲量から加重平均によって、漁期を 

通した南部総括支所全体における放流貝の漁獲割合を求 

めた。 これによれば、放流貝の漁獲割合は41.3% と推定 

された。

総漁獲量（14,507.3kg)、平均体重（163g ) 並びに放 

流貝の漁獲割合（41.3%)から、総漁獲個体数と放流貝 

個体数を求めると、89,002個体及び36,758個体と推定さ 

れた。 これらの放流貝が、すべて 4年前の1998年に放流 

されたものとみなせば回収率は6.3%が得られた。総漁 

獲金額は80,491千円で、 うち放流貝の漁獲金額は33,243 

千円と推定された。その値を4年前の放流経費で除して 

得られる投資効果指数は1.07で、最近10年間で最も低い 

(表 4、 5 )。 これは混獲率や回収率には著しい低下が認 

められないので、平均単価の落ち込みによる影響が大き 

いと考えられる。

金浦では8月19日に、象潟では8月27日に調べた健常 

アワビと痩せ了ワビの肥満度（体重 g /殼長 3 mm X 1000) 

の組成を図1 に示した。いずれの市場とも痩せアワビの 

肥満度は、健常アワビに比べて有意に小さかった（マン• 

ホイ ッ 卜ニの U 検定、 PC0.05)。市場間においては痩 

せ、健常アワビともに有意な差は認められなかったので、 

痩せアワビの出現は、南部海域に共通した現象であった 

と考えられる。なお、出現した要因及び全漁獲物に占め 

る痩せアワビの比率は不明である。

8 0 卜金浦

健 常 N=212

40

20

20

Iki,

痕せ N=50

11 h..ii I rim

2 0 「痕せ N=30

0 .0 5  0 .1  0 .1 5  0 .2 0 .0 5  0 .1  0 .1 5  0 .2

図 1 金浦及び象潟におけるアワビ肥満度の組成
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1978 40 750*

1979 38 3,445*

1980 17 2,074*

1981 25 2,050*

1982 37 3,810*

1983 55 3,155*

1984 43 2,390*

1985 121 1,127*

1986 140 3,738*

1987 71 4,214*

1988 149 4,440*

1989 227 12,788

1990 361 24,566

1991 727 30,411

1992 827 30,903

1993 699 30,952

1994 743 30,879

1995 582 26,595

1996 631 25,920

1997 604 32,190

1998 584 31,010

*の数値は、水産庁 •肋日本栽培漁業協会。栽培漁業種苗生産、 

入手 •放流実績（全国）〜資料編〜。各年度版より引用した。

* は仮の数ィ直

表 5 南部総括支所管内における放流の履歴と回収

放 流 経 費 m m  投資効果

^  (千円） （％ ) 指数

T J K  ニ G/I L =  H / J

4,100

4,121
5,617

4,732

4,710

6,439

7,022

7,885

8,499

9,867

10,442

10,940

10,257

8,952

10,325

160* 78,788 — — —

160* 68,063 - - -

160* 48,394 - - -

160* 33,069 64.9 21,462 16,250

160* 54,344 44.5 24,183 18,226

160* 46,738 48.2 22,527 23,209

160* 61,731 37.7 23,273 26,147

160* 58,225 36.8 21,427 27,033

160* 76,894 37.9 29,143 39,631

160* 66,750 37.0 24,698 38,991

160* 51,269 38.8 19,892 33,235

160* 45,681 47.4 21,653 37,901

160* 37,313 80.8 30,149 49,479

163 54,110 73.0 39,501 57,640

162 60,488 57.3 34,659 57,971

171 62,388 56.3 35,124 45,001

172 80,674 61.4 49,534 53,143

180 104,433 46.5 48,561 75,605

174 99,766 39.8 39,707 52,402

167 100,416 47.3 47,497 68,369

163 89,002 41.3 36,758 33,243

51,688

44,880
43,494

25,038

40.958 

48,151 
69,356 

73,459

104,566

105,381

85,657

79,960

61,236

78.959 

101,171

79,930

86,551
162,592

131,664

144,542

80,491

表 4 南部総括支所管内におけるアワビ漁獲量•金額の推移

_ — 天然貝•放流貝込み ____________________________________放 流 貝 ___________

^ 漁 獲 量 漁 獲 金 額 平 均 単 価 平 均 重 量 漁 獲 個 数 混 獲 率 漁 獲 個 数 漁 獲 金 額  

( k g ) (千円） （円/kg) (g/個） （個） （％) (個） （千円）

A  B C =  B / A  D E ニ A / D  F G ニ E * F  H  =  B * F
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ク ル マ エ ヒ の 標 識 方 法 • 市 場 調 査

古仲 博

【目 的 】

エビなどの甲殼類は脱皮を行うため、これまで有効な 

標識方法はほとんど見られなかったが、最近、尾肢カッ 

卜による再生尾肢に見られる帯状の暗赤色色素の発現の 

違いを利用した標識の有効性が実証されたので、稚エビ 

の標識を試みた。

【方 法 】

2001年に秋田県栽培漁業協会で種苗生産されたクルマ 

エビを水産振興センターで中間育成したものを用L たヽ。 

中間育成は10m3F R P 円形水槽2面を用い、m2当たり1,000 

尾を収容し育成条件を同様にして生残率を比較するため 

に設定した。底には二重底プレー卜を全面に置き、上に 

マッ卜及び150以ネッ卜を重ね、その上に砂を厚さ約5 

cm敷いた。育成は9月20日から10月22日まで33日間行っ 

た。注水量は19〜22€/min、給餌は朝 •夕方で、夕方 

主体で行った。尾肢カッ卜作業は10月23、24日に行い、

2水槽から稚エビをサイホンで吸い取り目視により大• 

小に分けて、大型群から左尾肢カッ卜、その後、小型群 

を右尾肢カッ卜した。力ッ卜後の稚ヱビは、円形30m3水 

槽内にモジ網を張り、取り揚げを容易にした。

放流は26日に稚ヱビ15,762尾を卜ラックに積み（1 m3 

キャンバス水槽2基）天王地先で、キャンバス水槽から 

たも網ですくいバケツに入れて、人の手で水深50〜60cm 

の砂辺域に放流した。

市場調査は2002年クルマエビ漁獲が開始された6月24 

日から9月27日までの間に延べ27日間、秋田県漁業協同 

組合、船川総括支所、天王支所で水揚げされた活魚親エ 

ビで確認を行った。標識ヱビ188尾を水産振興センター 

へ持ち帰り精密測定を行った。なお、現場測定は調査日 

ごとに雌、雄、各10尾の計540尾行った。

表 1 中間育成結果

項 目 水 槽 1 I 2
育成期間 9 /2 0〜10 /22

育

成

開

始

時

尾数（尾） 10,000 10,000
密度（尾/ m2) 1,000
平均全長（mm) 21.6
平均体重（mg) 75

育

成

終

了

時

尾数（尾） 8,713 7,937
密度（尾/ m2) 871 793
全長（mm) 25.2 〜5 8 . 1 (平均 40_7)
体長（mm) 2 2 .8 -5 4 .3  (平均35 .8 )
体重（mg) 120〜1,450 (平均580)
生残率(% ) 87.1 79.3

【結果及び考察】

1 中間育成、標識

中間育成結果を表1、水温、P H、比重を図1、 2、

3 に示した。

水槽に平均全長21.6mm、平均体重75mgの稚エビを各 

10,000尾収容し、取り揚げは 1区で8,713尾、 2 区で 

7,937尾の計16,650尾で平均全長は40.7imn、平均体長は 

35.8顏、平均体重は580mgであった。

生残率は87.1、79.3% と両区とも良い結果が得られ 

た。

期間中の水温は午前9時で17.9〜22.8°Cで平均19.7 

V 、午後 3 時で18.5〜23.3°Cで平均20.3°C、p H は8.1 

〜8.3で平均8.2、比 重 は ( d 15) 1.0230〜1.0246で平均 

1.0241であった。水温の傾向は開始とともに徐々に低 

下していった。

標識稚エビの体長組成を図4 に示した。

標識は左尾肢カッ卜（大型群）稚エビ6,543尾で平 

均体長は39.8mm、右尾肢カッ卜（小型群）稚ェビ9,219

30

25

20

15

10

°c 9:00
-15:00

9/21 9 /2 610/1 

図 1

10/6 10/11 

水温の推移

10 /16
' 月日 

10/21

°c 
10 T

9

8

7

6
9/21  9 /2 6

月日

10/1 1 0 /6  10/11 10 /16  10/21  

図 2 p H の推移

図 3 比重の推移
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図 4 放流時の体長組成

尾で平均体長は33.4_の計15，762尾を放流した。

2 市場調査

調査日別、尾数及び標識尾数を表2 に示した。 

親エビ11，332尾を調べ、その内188尾の標識エビが 

確認された。雌で71尾、内訳は右尾肢33尾、左尾肢38 

尾、雄で117尾、右尾肢49尾、左尾肢68尾で、右尾肢 

全体では82尾、左尾肢は106尾であった。

雌 •雄の体長と体重の関係を図5 に示した。

標識エビの測定から、雌で y=0.005x 

33115(R =  0.9673)、雄で y =  0.0093x3°696 (R =  0.9448) の 

式が得られた。

調査期間中の月別、雄•雌別の体長組成の推移を図 

6 に示した。

雄は 7月に平均体長14.7cm、 8月平均体長15.3cm、

9 月平均体長16.0cm、雌は 7月に平均体長15.3cm、 8 

月平均体長17.2cm、 9月平均体長18.4cmであった。

雄 •雌の標識ェビは各階層に含まれており、稚ェビ

図 5 雌•雄の体長と体重の関係

は放流後順調に天然群に混じったと推察された。成長 

は雄が7 〜 8月に平均0.6cm、 8 〜 9月に平均0.7cm。 

雌は 7〜 8 月に平均1.9cm、 8〜 9月に平均1.2cmで、 

雌が雄より良かった。

雄の比率を図7 に示した。

表 2 調査日別、尾数及び標識数

調査日 隻数 尾数 標識尾数 標識率 早

(尾） (尾） ( % ) 右尾肢 左尾肢 右尾肢 左尾肢

6 /2 4 1 59 0 0 .00 0 0 0 0
6 /2 6 3 257 2 0.78 1 0 1 0
6 /2 7 2 211 0 0.00 0 0 0 0
6 /2 8 2 178 1 0.56 0 0 0 1
7/1 3 225 3 1.33 1 0 0 2
7 /5 3 443 5 1.13 0 0 3 2

7 /1 0 2 693 7 1.01 3 1 1 2
7 /1 2 2 378 6 1.59 1 1 3 1
7 /2 9 2 552 8 1.45 2 1 3 2
7 /3 0 2 614 5 0.81 0 2 0 3
7/31 5 685 5 0.73 2 2 1 0
8 /1 1 117 3 2.56 1 1 0 1
8 /5 1 81 2 2.47 0 0 0 2

8 /1 9 2 614 12 1.95 0 4 3 5
8 /2 0 2 769 13 1.69 2 5 2 4
8 /2 3 4 1,008 22 2.18 1 • 0 6 15
8 /2 6 3 820 15 1.83 3 2 7 3
8 /2 8 4 814 11 1.35 2 3 2 4
8 /2 9 3 664 12 1.81 3 2 3 4
9 /2 2 126 1 0.79 0 0 1 0
9 /4 2 240 9 3.75 1 5 0 3
9 /5 2 547 16 2.93 6 3 4 3
9 /6 3 424 10 2.36 2 2 3 3
9 /9 2 213 6 2.82 2 0 1 3

9 /2 0 2 214 6 2.80 0 1 1 4
9 /2 6 2 194 4 2.06 0 1 2 1
9 /2 7 2 192 4 2.08 0 2 2 0
計 •  64 11,332 188 1.66 33 38 49 68

右 尾 肢 82尾 
左尾肢 106尾
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8 /1 8 /1 9  8 /2 3  8 /2 8  9 /2  9 /5  9 /9  9 /26

図 7 雄の比率（8 〜 9月）

8 月 1 日〜9 月26日の間16日調べた結果、7,037尾 

中雄が4,621尾で平均65.7%であった。 8 月は70%前 

後で推移し、 8月29日で51.5%、 9月 4、 5 日4 0 %に 

低下したが、以降は徐々に上昇して9月27日は71.4% 

であった。

放流と市場調査結果を表3 に示した。

有標識率は1.66% 、回収率は1.19%であった。なお、 

左尾肢カッ卜の回収率1.62% 、右尾肢カッ卜の回収率 

0.89%と左尾肢が0.73%上回った。 このことは大型の 

稚ェビで放流することの有効性を示唆している。

表 3 放流と市場調査の結果

項 巨 有摞識率％ 回収率％

放 月 日 1 0 /25/01

放流尾数 15,762

流

左尾肢カット（尾） 6,543

右尾肢カット(尾） 9,219

月 日 6 /2 4 /0 2

市 9 /2 7 /0 2

調査日 延 べ 2 7日

場 調査尾数 11,332

檷識尾数 188 1.66 1.19

調

孚左尾肢 (尾） 38
1.62

査 d 左尾肢 (尾） 68

孚右尾肢 (尾） 33
0.89

d 右尾肢 (尾） 49

avg 14.7cm±1.2
■標識

7月
10 1 112  13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

0

20

40

60

 —
H i^  avg

孚

1 5 .3 c m ± 1 .2  
(12 .7 〜1 8 . 0 ) "

%

60 T  

40 

20

avg 15 .3 ± 0_9
(丫33〜—1§.ラ)— ■標識 

- - ■無標識

8 月

10 1112  13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

avg 17_2± 1 .4  
(13_9 〜21 .3 )

9月

60

40

20

0

0

20

40

60

avg. 1_6J3±_0,9______ n  I B 琳
(13 .2 〜19 .2) ■棵識

■無標識

10 1112  13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

avg 18_4± 0 .9  
_ C 1 5 J ^ 2 .2 ) _

図 6 親ェビ体長組成の推移

クルマェ|5標_ ( 羅動ツト)

左尾肢カッ卜した状態

尾肢カッ卜稚ェビと標識親ェビ
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クルマエビP R D V 保有検査

【目 的 】

種苗生産時における疾病の発生による経費増大を防ぐ 

とともに、種苗生産•放流による疾病の拡散を防ぎ健康 

な種苗放流するため、 P C R 法による親エビ及び稚エビ 

の検査を実施した。

【方 法 】

1 採卵用親エビのPRDV保有検査

種苗生産用に集められたクルマヱビから採血し、3 

〜 5尾を 1検体としてP C R法により検査をした。

2 種苗生産稚エビのP R D V保有検査

生産回次ごとの水槽の一つを抜き取り、 P 20を目安 

として採集し、 1 日餌止めしたもののうち5尾を 1検 

体として、60尾をP C R 法により検査した。

秋 山 将

【結 果 】

1 採卵用親エビの検査結果

7月11日から8月21日まで、 4回、221尾 （52検体） 

を検査した。全ての検体は陰性であった。

2 放流用稚エビ検査結果

8月 8 日から8月30日まで、 4回、240尾 （48検体） 

を検査した。全ての検体は陰性であった。

【考 察 】

親エビの検査尾数は昨年度に比べ100尾以上減り、検 

体数についても減少した。また、稚エビについても、親 

エビの数が減り採卵回数も減ったため、、検査数が 1水 

槽分60個体減少した。陽性反応を示す個体は認められな 

かった。 このため、秋田県沖ではP R D V を保有する個 

体は少ないものと考えられる。

表 1 親ェビP R D V保有検査結果

番号 検査月日 尾数 検体数 検査時期 結果 産 地 備 考

1 7月11日 46 15 搬 入 後 陰性 戸賀 1検体 • 3〜 4尾

2 7月26日 77 16 搬入時•後 陰性 戸賀•天王 1 検体 • 5 尾

3 7月30日 67 14 搬入時•後 陰性 天王 1 検体 • 5 尾

4 8月21日 31 7 搬 入 後 陰性 天王 1 検体 • 5 尾

合 計 221 52

前年度 337 86

表 2 稚ェビP R D V保有検査結果

番号 検査月日 尾数 検体数 時期 結果 水 槽 備 考

1 8月 8 日 60 12 P22 陰性 魚 7

2 8月22日 60 12 P22 陰性 魚 6

3 8月30日 60 12 P25 • 26 陰性 魚 3 魚 8 と同一

4 8月30日 60 12 P21• 22 陰性 魚 4 魚 5 と同一

合 計 240 48

前年度 300 72
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ヒラメ•ネオへテロボツリウム症調査

この傾向は水温の推移により年により若干異なって 

いるが、H12、13年と同様の傾向となっている。

水温と寄生率の推移では、例年どおり、水温の上昇 

とともに、寄生率は高くなり、水温の低下とともに低 

くなった。

また、鰓の色調については、鰓の色調1、 2 (正常 

魚)は平成14年 4 月〜 6 月の個体は40〜60%、 7月〜 

8月の個体は、90%程度、 9月は60.6%、10月〜11月 

は30〜46%、12月は20%弱と減少したが平成15年 1月 

〜 3月は40〜70%弱と増加している。

鰓の色調はネオへテロボッリゥムの寄生強度の強い 

時期は鰓の色調1、 2 (正常）の個体は少なく、寄生 

強度の弱い時期は多くなっている。

2 漁獲量調査

昭和63年から平成13年までの秋田県のヒラメ漁獲量 

を表 1及び図4 に示した。

平成 3年までは50トン程度の漁獲量であったが、平 

成 4年から漁獲量は急増し、平成 7年には300卜ン弱 

の漁獲量を示した。

白 幡 義 広

【目 的 】

市場調査を実施し、天然海域のヒラメに寄生するヒラ 

メ •ネオへテロボツリウムの寄生状況などを把握した。

【方 法 】

1 調 査 期 間 平成14年 4月〜15年 3月 

2 調査項目

⑴市 場 調 査

県漁協北浦総括支所に水揚げされたヒラメ（鮮魚 

の口腔壁、鰓）のネオへテロボツリウムの寄生率、 

鰓の色調、寄生魚体サイズの把握

(2) 漁獲量調査

秋田県における昭和63年から平成13年までのヒラ 

メ漁獲量の推移の把握

【結果及び考察】

1 市場調査

平成14年 4月から平成15年 3月まで県漁協北浦総括 

支所で月 1回の市場調査を実施し、延べ663尾につい 

てネオへテロボツリウムの寄生率と、鰓の色調につい 

て調査した。鰓の色調については、 ヒラメ貧血症市場 

調査用鰓色票（養殖研 •病理部作成）により1 (濃紅 

色）〜6 (白色）まで6段階に分類した。

寄生率と男鹿半島北浦沖水深30mの水温の推移につ 

いて図1 に、鰓の色調について図2 に、寄生率と正常 

魚 （ISの色調1、 2 ) 率の推移について図3 に示した。

ネオへテロボツリウムの月ごとの寄生状況としては 

5月以降に急激に減少し、 7月にはまったく寄生は認 

められなかった。

しかし、 8月以降寄生が認められ、 9月から11月に 

かけて寄生率が増加し、11月には46.9%と高くなった。 

それ以降は減少し、平成15年 1月以降は10%程度であっ 

た。

寄 生 率 |

5 月 8  11 3  6  9  12  3  6 9 12 3
H 12  H 13  H 14  H 15

■ 1 國2 ロ3 圜4 醒5 _ 6

図 2 鰓色票による鰓の色の割合

寄生率：調査魚のうちネオへテロボツリウムが確認された率 
正常率：調査魚のうち鰓色が1又は2の魚の率

図 3 寄生率と正常率

H 1 3  H 1 4  H 15

図 1 月別ネオへテロボツリウム寄生率及び月別水温
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しかし、その後は減少傾向が認められ、平成 9年に 

は200卜ン程度の漁獲量となった。

平成10年、平成11年は若干の回復傾向が認められ200 

卜ンを上回っていたが、平成12年には172卜ン、13年 

は前年を若干上回る177卜ンの漁獲量となっている。

ヒラメのネオへテロボツリウム症は市場調査結果か 

ら例年通り、 1 +の小型個体が主体となっており、天 

然資源への影響が懸念されることから今後も継続調査 

の必要がある。

表 1 ヒラメ漁獲量 単位

北部 男鹿市 船川 天王 南部 その他 合計

S63 11 14 8 2 22 1 58

H  1 8 7 4 2 26 1 48

H  2 5 6 4 0 17 4 36

H  3 8 13 6 2 17 2 48

H  4 34 23 23 12 81 4 177

H  5 66 37 21 11 111 5 251

H  6 45 41 24 11 93 6 220

H  7 66 58 28 19 117 7 295

H  8 80 55 25 13 90 6 269

H  9 54 46 15 15 66 8 204

H10 54 46 18 13 85 7 223

H11 64 51 17 17 76 9 234

H12 33 37 18 8 69 8 172

H13 45 44 13 12 58 5 177

*ン

S63 H2 H4 H6 H8 H10 H12 

年

図 4 ヒラメ漁獲量
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内水面水産資源調査（八郎湖水産資源調査• 漁場環境調査)

【目 的 】

八郎湖における生息魚介類の生態や動向に影響を及ぼ 

す水質環境、生物環境の状態を検討するための基礎資料 

を得ることを目的に、水質、プランクトン及びベン卜ス 

調査を行った。

【調査方法】

1 調査項目

水質、プランク卜ン及びベン卜ス

(1) 水質

調 査 •分析項目は透明度、水温、p H、SS、D〇、 

B〇D 、C O D、C d 、クロ ロ フイル-a、T-N、T-P な 

ど17項目で、その分析方法は表1 に示した。

(2) プランクトン

採集は北原式定量ネッ卜（N X X — 13、口径25cm) 

を用いて、水深 2 m から 0 m までの鉛直びきにより 

行った。試料は現場で約5 % のホルマリンで固定し 

持ち帰り、24時間沈澱量を測定後検鏡し、動物ブラ 

ンク卜ンについては単位濾水量当たりの出現個体数 

の計数を、植物プランクトンについてはC — 民法に 

よる相対豊度の評価を、それぞれ行った。

(3)ベントス

採泥は、エクマンバージ採泥器(採泥面積15x15 

cm)を用いて行い、採取した底泥は、32メッシュ 

(0.5腿メッシュ）のふるいにかけ、ふるい上に残っ 

た生物について、種類別に個体数の計数と湿重量を

佐 藤 時 好 • 渡 辺 寿

表 1 調査 •分析項目及び分析方法

調査 •分析項目 調 査 • 分 析 方 法

透明度 透明度板法

水温 ぺッテンコ一へル水温計

p H ガラス電極法

電気伝導度 電気伝導度法

S S ガラスフィルターペーパ一法

D O ウィンクラーアジ化ナトリウム変法

B O D 20°C、 5 日間ウィンクラーアジ化ナトリウム変法

C O D 酸性過マンガン酸力リウム酸化法（100°C)

C £ 硝酸銀滴定法

S i 〇2 モリブデン黄法

n h 4- n インドフニ ノール青吸光光度法

n o 2- n ナフチルヱチレンジアミン吸光光度法

N 0 3 - N 銅 •カドミウムカラム還兀•ナフチルエチレンジアミン吸光光度法

T - N 紫外線吸光光度法

P O 4- P モリブデン青吸光光度法

T - P ペル才キソニ硫酸力リウム分解法

クロロフィル一 a 85% アセ卜ン抽出法



計測した。

2 調査定点（図 1 )

水質はSt.l〜St.7の7定点の表層とSt.2の 5 m 層で、 

プランク卜ン及びべン卜スはSt.2、St.3、St.5の 3定 

点において実施した。

3 調査時期

平成14年 4〜12月の毎月1回行った。

【結果及び考察】

水質環境と生物環境の状態を把握し、生息魚介類の生 

態や動向を検討するには、単年度ごとの水質、プランク 

トン及びベントスの調査結果を蓄積して解析し、長期的 

な見地に立って行う必要があるが、ここでは平成14年度 

の調査結果とその特徴を示す。

1 水 質

平成14年度における調査•分析各項目の測定結果を 

表 2 に示した。また、調査地点、測定月によって測定 

値に変化がみられたpH、SS、B〇D、C〇D、T-N、T-P 

及びクロロフィル_aについて、調査地点、測定月別の 

変化を図2 に示した。なお、月別測定結果は別表1〜 

9 に示した。

透明度は4 〜12月までの平均値でSt.2、St.3、St.4 

を除く定点で1.0m未満と低く、特に10月のSt.lが0.2 

m と低くなっている。また、St.lとSt.6は、最大値で 

1.0mを超えることがなく推移している。

p Hは水産用水基準で6.7〜7.5となっているが、 9月 

にほとんどの定点で8〜 9 と高くなっている。St.7が 

全体的に高く平均で8.1となっている。

SSはSt.l、St.6、St.7で高く、St.1の10月で69mg/l 

と特に高くなっている。

C O D もSt.l、St.6、St.7で高い傾向を示し、特にSt.7 

は平均で1lmg/1となっている。全体的に低いのはSt.4 

であった。また、環境基準の類型A  ( 3 mg/1) をクリ 

アしているところはなく、水産用水基準（4 mg/1) で 

はSt.4のみであった。

D O はSt.2-5で 9月に3.2mg/lと水産用水基準の6 mg/1 

以下の定点もあるが、平均値では各定点とも8 mg/1以 

上で、生息する魚介類にとって十分な溶存酸素が常に 

存在することが言える。

T-NはS SとC〇D と同様、St.l、St.6、St.7が高く平 

均で1.0mg/lを超えているが、最大で 2 mg/1以上を超 

える定点はなかった。昨年と比較すると、St.l、St.6、 

St.7を除く地点で若干低くなっている。なお、平均値 

で水産用水基準0.6mg/l(ワカサギを対象）をクリア 

している定点は、St.4のみであった。

T-Pは昨年と比較するとほぼ同じとみられるが、昨

年と同様に農業排水の影響でSt.lが局くなっている。

N H 4-Nは河)11や排水路が流入しているSt.l、St.5、 

St.6で変動が大きくなっている。St.lは、平均で0.10 

mg/1以上となっており、特に10月は0.33mg/lと高い。

N 〇2-Nは全体的に低濃度であるが、St.lで 7 月に 

水産用水基準の0.03mg/lを超えている。

N O 3-Nは昨年と比較すると全定点で高くなってお 

り、St.lが平均で0.20mg/lを超えている。

B O D はSt.l、St.6、St.7が平均で2 mg/1を超えてお 

り、特にSt.7は 7〜 9月にかけて4 mg/1以上と高くなっ 

ている。St.l、St.6、St.7が高い傾向は、SS、C O D と 

同様であった。全体的に昨年と比較するとやや低い傾 

向にある。

C f はSt.lが通年で最も高く、平均で77mg/l、最大 

で142mg/lであった。次に高いのはSt.6で平均で58mg/l 

となっている。St.6が高くなっているのは、上流に温 

泉からの排水が流れ込む河)丨丨があるためと推測される。

Si〇2はSt.7を除きは5 月に低い傾向があり、その 

後上昇する傾向がみられる。St.7は 4 月が最も低く、 

平均でも7mg/lと低く、その変動は他の定点とは異なっ 

ていた。

今年はア才コの発生がほとんどみられなかったので、 

各定点ともクロ ロフィル-aは低くなっている。ただ、 

St.7は 7〜 9月にかけて100mg/lを超えている。また、 

ほとんどの定点で、 7〜 9月にかけて高くなる傾向が 

みられる。

次に、淡 水 域 （湖沼）の水産用水基準に定められて 

いる水質項目のうち、季節によって物理的に変化する 

水温と測定値が低いN 〇2-Nを除く 9項目について、

4〜12月までの各定点の平均値、最大値及び最小値と 

水産用水基準（表 3 ) を比較し図3 に示した。なお、 

図中でスクリーンをしている部分が、水産用水基準内 

であることを示す。N 〇3-Nは水産用水基準値内であっ 

たが、透明度、D O、pH、SS、C O D、N H 4-N、N 〇2-N、 

T-N及びT-Pは水産用水基準を超える調査定点があっ 

た。N H 4-Nについては昨年まで基準値を超えること 

がなかったが基準の変更により超えてしまった。

2 プランクトン

定点別の調査結果を表4 一 1〜4 一 3 に不した。

調査地点別に見ると、St.2では、 5月が最も沈殿量 

が多く、次が 7月となっている。 5月は動物プランク 

トンのコぺポーダ幼生、 ヒゲナガケンミジンコ類の出 

現個体数が多く、 7月は動物プランクトンではッリガ 

ネムシ属やコガ夕ツボワムシなどのワムシ類が、植物 

プランクトンではメ ロシラ属の珪藻が優占していた。

St.3では、 4月が最も沈殿量が多く、次が 7月となっ 

ている。 4月は動物プランクトンではコぺポーダ幼生、
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表 2 平成14年度の八郎湖水質調査結果

N H 4-N (mg/1)

N O 2-N (mg/1)

N O 3-N (mg/1)

T - N  (mg/1)

P O 4 - P  (mg/1)

T-P (mg/1)

クロ ロフイル - a

( " g/D

0.13 0.03 0.03 0.02 0.01 0.03 0.11 0.01

0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
0.06 0.01 0.01 <0.01 <0.01 0.01 0.03 <0.01

0.33 0.09 0.11 0.07 0.05 0.16 0.18 0.30

<0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

0.10 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 0.05 0.07 <0.05

0.04 0.01 0.01 0.01 <0.01 0.02 0.02 0.01

<0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

0.60 0.35 0.35 0.34 0.22 0.48 0.43 0.59

<0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

0.22 0.10 0.10 0.10 0.12 0.14 0.16 0.12

D O  (mg/1)
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地点番号

図 2 調査地点及び月別変化
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2 -5

図 3 測定値と水産用水基準との比較
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輪虫類のナガミツウデワムシ、ハネウデワムシの出現個 

体数が多く、植物プランクトンではメロシラ属、ホシ 

ガ夕ケイソウ属、ノヽリケイソウ属の挂藻が優占し、 7 

月は動物プランク卜ンの種類は多いものの、特に優占 

するものはなく、植物プランクトンではメロシラ属の 

珪藻やアナべナ属の藍藻が優占していた。

St.5では、 5 月が最も沈殿量が多く次が12月となっ 

ている。 5 月はヒゲナガケンミジンコ類やコぺポーダ 

幼生が優占し、植物プランクトンでは特に優占するも 

のはなかった。12月は動物プランクトンでは特に優占 

するものはなかったが、植物ブランクトンはミクロキ 

スティス属の藍藻類、メロシラ属、ホシガタケイソウ 

属のケイソウ類、アオミドロ属の緑藻類などが優占し 

ていた。

また、全体を動物プランク卜ン及び植物プランク卜 

ンの二つに分けて考えると、動物ブランクトンは4 〜 

5 月がコぺポーダ幼生やヒゲナガケンミジンコ類が、

8 〜 9 月には輪虫類が優占していた。

植物プランクトンはメロシラ属などの珪藻類が4 月 

に全調査地点とも優占し、藍藻類のミクロキスティス 

属 （ア才コの原因種）がSt.2で10月に、St.3で 8 月と

10月に、St.5では 9 月と12月に優占し、ァ才コの短期 

的発生が湖内で何度か見られたものの発生量は例年よ 

りもかなり少なく、漁業者等への被害はほとんど見ら 

れなかった。

3 ベントス

定点別の調査結果を表5 — 1 〜 5 — 3 に不した。 

全体としては、いずれの定点においても全期間を通 

じて、イトミミズが主な構成種となっており、ュスリ 

力類がこれに次いでいる。

調査地点別に見るとSt.2ではイトミミズ類以外で才 

オ ュ ス リカ、アカムシュスリカなどのュ ス リカ類が優 

占していた。

St.3ではイ卜ミミズ類以外で優占しているものはな 

かったが、エラミミズ、イトメ、ケヤリ科の1種、 ヒ 

メタニシ、 イシガイ、アカムシュスリカなどのュスリ

力幼虫が出現し、出現種類が多かった。

St.5ではイ卜ミミズ類以外で優占していたのは、才 

才ュスリカなどのュスリカ幼虫であった。その他の出 

現種としては、エラミミズとヒメタニシが見られた。

表 3 淡 水 域 （湖沼）の水産用水基準（2000年版)

水質項目 水 産 用 水 基 準

透明度 1.0m以 上 （温水性魚類の自然繫殖及び生育条件）

水温 水産生物に悪影響をおよぼすほどの水温変化がないこと

p H 6.7 〜7.5

S S 3 mg/1以 下 （温水性魚類の自然繋殖及び生育条件）

D O 6 mg/1以上

C O D 4 mg/1以 下 （自然繁殖条件）

t - n h 3 0.2mg/l以下

N 0 2-N 0.03mg/l以下

N O s - N 10mg/l以下

T-N 0.6mg/l以 下 （ワカサギ） l.Omg八以下（コイ、フナ）

T-P 0.05mg/l以 下 （ワカサギ） O.lmg八以下（コイ、フナ）



表 4 _ 1 プランクトン調査結果（St. 2)

7.05
65.42

6.04

8.05

24.16
98.64

34.22
1.01

44.29 2.94 1.55
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表 4 — 2 プランクトン調査結果（St. 3 )
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表 4 — 3 プランク卜ン調査結果（St. 5 )
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表 5 — 1 ベントス調査結果（St. 2 )

採集月日
_ 形動物

イトミミス、、類 
エラミミス、、

節足動物 

ュスリカ科幼虫 
匕メユスリカ属 
オオユスリカ
Einfeldia sp. 
Dicrotendipes sp. 

_ァカムシュスリカ
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個体数 湿重量

10/ 9 
個住數 湿重量

11/25 
碧体數 湿重量

12/ 2 
個体数 湿重量

66
1

52
63

5
424

4

123」

175 4 

3
 
6 

6 

I
X 

1
X

99

55 38

109

27 25 80 37 67 41 19

一 4J_  681_
mg)/ 0. 0225m

25 29

12

17

50

67

35

62

62

151

個 体 数 ：個体数/ 0. 0225m7,湿 重 量 ：湿重量 (!

表 5 — 2 ベントス調査結果（St . 3 )

4/22 5/15 6/18 7/ 18 8/ 9 9/ 4 10/ 9 11/25 12/ 2
採集月日 fi体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

環形動物
イトミミス'、類 
エラミミス、、
イトメ 
ケャリ科 

軟体動物
匕メタニシ 

イシ力、、イ 
節足動物 
ュスリカ科幼虫

Dicrotendipes sp. 
Poiypedilum sp.
アカムシュスリカ

73

2

2

64

5016

0

15

2
1

14

16
0

85

1

1

59

144

2290

15 14 73
1

1

1

36
4

4

9548

249
1

3

1

130
3

2819

21

283

1

129

10197

29

1

10

7

個 体 数 ：個体数Z0. 02 2 5 m，湿 重 量 ：湿重量 (mg)/0. 0225m

表 5 — 3 ベン卜ス調査結果（St. 5 )

採集月日

1 4/22 11 5/15 11 6/18 11 7/ 18 1 8/ 9 1 9/ 4 |1 10/ 9 11 11/25 11 12/ 2_______1
個体数 湿重量 個体数 湿重量 fi体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

環形動物
イトミミス、、類 2 2 21 21 6 4 6 11 25 14 5 5 5 8 67 46
エラミミス、' 1 2 1 46 1 8 3 18

軟体動物
ヒメタニシ 1 1478

節足動物
ュスリカ科幼虫

ヒメユスリカ属 1 2
オオユスリカ 7 212 1 28 3 74 1 8 2 29 3 24 4 11
Polypedilum sp. 1 0
アカムシュスリカ 1 15 1 20
個 体 数 ：個体数/ 0. 0225m,湿 重 量 ：湿重量 (mg)/0. 0225m



別表 1 4 月22日測定結果

S T . 1 S T .  2 - 0 S T .  2 - 5 S T . 3 S T . 4 S T . 5 S T . 6 S T . 7

採 水 時 刻 10:30 10:45 10:50 11:45 11:20 11:10 13:12 12:50

天 候 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴

透 明 度 (m) 0.6 1.3 — 1.3 1.5 1.0 0.6 0.5

水 温 (°C) 15.5 13. 7 14.0 14.4 11.1 15.0 15. 7 17. 3

p H 7.6 7.6 7.6 7.6 7.1 7.9 7.8 9.4

電 気 伝 導 率 （id S/cm) 242 185 184 178 70 446 396 268

S S (mg/1) 42 6 8 6 6 9 28 34

D O  (mg/1) 10 10 10 10 11 10 11 12

D O 飽 和 度 (%) 106 105 103 108 102 108 115 136

B O D  (mg/1) 2.4 1.9 1.8 2.1 <0.5 1.5 2.4 3.9

C O D  (mg/1) 9.3 5.4 5.5 5.4 2.9 7.0 11 13

C  1 (mg/1) 44 29 29 28 8 89 68 40

S i 〇 2(mg/l) 11 10 10 11 8. 3 13 17 <2

N H 4-N(mg/1) く0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05

N 〇 2_N(mg/l) <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 <0.01

N O s - N  (mg/1) <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 0. 07 <0. 05 0. 09 く0. 05

T - N  (mg/1) 0. 82 0. 40 0. 55 0. 50 0. 36 0. 60 1.5 1.1

P 〇 4_P (mg/1) 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.11 <0.01

T - P  (mg/1) 0. 22 0. 040 0. 046 0. 037 0.018 0. 045 0.11 0.10

クロロフィル- a  ( ix g/1) 33 16 9.9 8.4 1.4 14 37 81



別表 2 5 月15日測定結果

ST.1 ST. 2-0 ST. 2-5 ST. 3 ST. 4 ST. 5 ST. 6 ST. 7

採水時刻 10:08 10:21 10:26 11:20 11:01 10:49 13:15 13:00

天候 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴

透明度(m) 0.3 0.8 — 1.2 0.9 1.0 0.4 0. 5

水温(°C) 16.3 16. 7 16.2 17.4 15.3 17.5 17.6 18. 5

p H 7.2 7.6 7.4 7.5 7.1 7.5 7.3 8.3

電気伝導率（11S/cm) 375 236 229 205 119 234 426 377

S S (mg/1) 64 12 13 7 10 6 51 18

D O  (mg/1) 7.7 9.2 8.6 9.2 9. 5 9.5 8.0 10

D O 飽和度(%) 80 97 90 99 97 102 86 116

B O D  (mg/1) 1.5 1.2 1.3 1.7 0.8 1.2 2.2 4.1

C O D  (mg/1) 11 6.0 6. 7 6. 7 5.9 6.5 13 13

C  1 (mg/1) 70 43 42 36 13 45 81 70

S i 〇 2(mg/l) 8.9 6.9 7.1 7.0 6.9 5.9 8.0 3.7

N H 4-N(mg/1) 0. 08 く0. 05 <0. 05 く0. 05 く0. 05 <0. 05 0. 07 <0. 05

N 〇 2_N(mg/l) 0.01 <0.01 <0.01 〈0.01 <0.01 <0.01 0.01 <0.01

N 〇 3_N(mg/l) 0.15 く0. 05 <0. 05 〈0. 05 0.19 0. 08 0.18 <0. 05

T - N  (mg/1) 1.2 0. 45 0. 54 0.48 0.61 0. 56 1.3 1.0

P 〇 4_P (mg/1) 0. 06 <0.01 0.01 〈0.01 0.01 く 0.01 0. 02 <0.01

T - P  (mg/1) 0.21 0. 054 0. 058 0. 046 0. 060 0. 040 0. 072 0. 092

クロロフイル-a (V g/1) 17 21 11 14 5.9 20 34 48



別表 3 6 月1 8日測定結果

ST.1 ST. 2-0 ST. 2-5 ST.3 ST.4 ST.5 ST.6 ST. 7

採水時刻 9:53 10:06 10:11 11:11 10:55 10： 36 13:12 12:50

天候 曇 曇 墨 曇 暴 曇 曇 蜃

透明度(m) 0. 5 1.4 — 1.3 2.2 1.1 0.6 0.5

水温(°C) 22. 7 22. 7 22.0 23. 7 23.9 23.8 24.3 24.2

p H 7.4 7.6 7.5 7.5 7.4 7.4 7.8 8.5

電気伝導率（1 1S/cm) 519 291 307 276 137 250 550 429

S S (mg/1) 37 5 7 7 8 8 25 26

D O  (mg/1) 8.6 8.1 7.4 8.2 9.2 7.9 9.9 10

D O 飽和度(%) 102 96 87 99 112 96 121 124

B O D  (mg/1) 2. 6 0.9 0.8 1.3 1.9 1.3 3.4 3.2

C O D  (mg/1) 12 4.3 3.8 6.2 6.0 5. 5 11 14

C  1 (mg/1) 96 52 55 47 14 42 107 80

S i 〇 2(mg/l) 11 11 10 11 10 10 8.8 5.2

N H 4-N(mg/1) <0. 05 <0. 05 く0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05

N 〇 2—N(mg/1) <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0. 01 <0.01

N O s - N  (mg/1) <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 く0. 05

T - N  (mg/1) 1.1 0. 35 0. 42 0. 37 0. 49 0. 45 1.1 1.0

P 〇 4-P (mg/1) 0. 05 <0.01 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 <0.01

T - P  (mg/1) 0. 22 0.046 0. 039 0.048 0. 057 0. 050 0.13 0.10

クロロフイルーa (V g/1) 36 10 12 11 19 15 40 34



別表 4 7 月18日測定結果

ST.1 ST. 2-0 ST. 2-5 ST.3 ST. 4 ST. 5 ST.6 ST. 7

採水時刻 9:50 10:05 10:10 11:15 10:56 10:40 13:05 12:45

天候 晴 晴 晴 晴 晴 晴 暴 曇

透明度(m) 0.6 1.0 — 1.2 2.1 0.8 0.5 0.4

水温(°C) 23.6 22.8 22.2 23.7 17.5 23.7 25.0 25.0

p H 7.3 7.9 7.7 7.7 7.1 7.6 7.5 8.7

電気伝導率（i i S/cm) 515 309 291 266 88 315 265 315

S S (mg/1) 30 9 10 7 7 13 24 31

D O  (mg/1) 6.6 9.2 8. 7 8.8 9.1 8.2 8.1 11

D O 飽和度(%) 80 111 103 107 99 99 101 148

B O D  (mg/1) 1.8 1.8 1.4 1.4 0.5 1.3 1.9 4.3

C O D  (mg/1) 9.9 7.8 7.3 6.8 4.2 8.5 8.9 11

C  1 (mg/1) 84 55 54 46 11 60 45 55

S i 〇 2(mg/l) 18 11 11 13 12 10 13 10

NH4-N(mg/1) 0. 22 <0. 05 0. 06 <0. 05 <0. 05 0. 07 0. 09 <0. 05

N 〇 2—N(mg/1) 0. 04 0.01 0.01 0.01 <0.01 0. 02 0. 02 0.01

N 〇 3_N(mg/l) 0. 35 0.11 0.12 0.17 0.14 0.12 0.17 0. 07

T - N  (mg/1) 1.8 0.91 1.0 0. 84 0. 45 1.1 1.3 1.5

P 〇 4_P (mg/1) 0.13 0.01 0.01 0.01 0.01 0. 02 0. 02 <0.01

T - P  (mg/1) 0. 32 0. 078 0. 066 0. 068 0. 031 0. 082 0.10 0.11

クロロフィル- a (V g/1) 24 33 22 24 2.7 22 32 126



別表 5 8 月 9 日測定結果

ST.1 ST. 2-0 ST. 2-5 ST. 3 ST. 4 ST. 5 ST. 6 ST. 7

採水時刻 9:45 9:58 10:07 10:35 11:00 11:06 13:17 12:58

天候 曇 暴 暴 曇 曇 曇 曇 曇

透明度(m) 0.5 1.1 — 1.0 1.0 0.8 0.5 0.4

水温(°C) 26. 7 26.7 26.6 26.0 22.0 27.0 26.3 27.6

p H 7.4 7. 7 7. 7 7.7 7.2 7.5 7.5 8.1

電気伝導率（11S/cm) 502 282 286 276 104 266 255 448

S S (mg/1) 35 9 9 10 10 15 14 33

D O  (mg/1) 7.8 8.0 7.2 7.8 8.0 7.4 6.5 9.4

D  ◦ 飽和度(%) 99 103 92 99 94 95 83 121

B O D  (mg/1) 1.9 2.0 1.5 1.8 0.5 1.3 1.4 4.0

C O D  (mg/1) 9.2 6.9 7.3 7.2 4.5 7.7 8.0 11

C  1 (mg/1) 91 47 47 46 12 46 43 84

S i 〇 2(mg/l) 17 11 11 12 11 13 14 8

N H 4-N(mg/1) 0.13 0. 09 0.11 0. 07 0. 05 0.16 0.18 <0. 05

N 〇 2-N(mg/1) 0. 03 0.01 0.01 0.01 <0.01 0. 02 0.01 <0.01

N 〇 3—N(mg/1) 0. 20 0. 09 0. 08 0. 07 0.14 0.10 0.10 <0. 05

T - N  (mg/1) 1.5 1.0 0. 92 0. 93 0. 72 1.0 1.1 1.3

P 〇 4-P (mg/1) 0. 09 0. 02 0. 02 0.01 0.01 0. 03 0. 02 <0.01

T - P  (mg/1) 0.23 0. 087 0. 082 0.075 0. 039 0. 094 0. 086 0.11

クロロフィル- a (V g/1) 33 45 33 45 5.4 27 30 107



別表 6 9 月 4 日測定結果

ST.1 ST. 2-0 ST. 2-5 ST.3 ST.4 ST.5 ST.6 ST.7

採 水 時 刻 10:20 10:37 10:43 12:13 11:55 11:40 14:15 12:43

天 候 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴

透 明 度 (m) 0.7 1.3 — 1.3 1.8 0.8 0.6 0.3

水 温 (°C) 27.6 27. 7 23.6 27.5 26.8 28.0 28.0 28.3

p H 8.1 9.0 7.1 8.9 7.5 7.8 8.3 8.9

電 気 伝 導 率 （f i S/cm) 265 242 201 192 122 158 202 320

S S (mg/1) 18 5 6 4 4 11 10 25

D  〇 (mg/1) 8.4 9.9 3.2 9.4 8.6 8.8 9. 5 11

D O 飽 和 度 (%) 109 129 38 122 111 115 123 150

B O D  (mg/1) 2.5 2.6 1.2 2.5 1.3 2.0 2.8 5.2

C O D  (mg/1) 7.4 7.0 6.1 6. 7 3.8 6.3 7.7 12

C  1 (mg/1) 46 40 30 27 12 22 34 47

S i 〇 2(mg/l) 12 11 12 11 12 14 16 14

N H 4-N(mg/1) <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 く0. 05 <0. 05

N 〇 2-N(mg/1) <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 く 0.01 <0.01 <0.01 く 0.01

N O s - N  (mg/1) く0. 05 <0. 05 0. 07 <0. 05 <0. 05 <0. 05 0. 05 <0. 05

T - N  (mg/1) 0. 79 0. 72 0. 54 0. 62 0. 27 0. 68 0. 74 1.7

P 〇 4-P (mg/1) 0. 06 <0.01 0.01 <0.01 <0.01 0.01 <0.01 <0.01

T - P  (mg/1) 0.14 0. 072 0. 066 0. 061 0. 033 0. 081 0. 067 0.12

クロロフイル- a  (V g/1) 29 32 21 20 11 32 38 113



別表 7 1 0 月 9 日測定結果

ST.1 ST. 2-0 ST. 2-5 ST.3 ST. 4 ST. 5 ST.6 ST. 7

採 水 時 刻 9:43 10:00 10:06 10:52 10:33 10:20 12:00 11:40

天 候 晴 曇 曇 曇 晴 暴 暴 暴

透 明 度 (m) 0.2 1.1 — 0.9 1.2 0.9 0.5 0.7

水 温 (°C) 17.5 18.8 18.6 18.4 14.0 18.0 17.9 17. 7

p H 7.4 7.6 7.6 7.6 7.2 7.5 7.4 7.8

電 気 伝 導 率 （[1 S/cm) 753 258 259 227 78 275 500 216

S S (mg/1) 69 9 10 13 7 15 46 22

D O  (mg/1) 7.2 8.6 8.0 8. 5 9.6 8.7 7.4 9.1

D O 飽 和 度 (%) 78 95 89 94 95 95 81 99

B O D  (mg/1) 2.3 1.1 1.3 1.0 <0.5 1.2 2.0 2.2

C O D  (mg/1) 10 6.2 6. 0 6.2 4.0 6.4 9. 5 9.1

C  1 (mg/1) 142 42 43 36 7 53 87 33

S i 〇 2(mg/l) 21 9 9 11 9 14 19 9

NH4-N(mg/1) 0. 33 <0. 05 0. 05 く0. 05 <0. 05 0.10 0.17 0. 30

N 〇 2-N(mg/1) 0. 02 <0.01 〈0.01 <0.01 <0.01 0. 02 0.01 0.01

N 〇 3—N(mg/1) 0.16 <0. 05 <0. 05 <0. 05 0.10 0. 06 0. 05 <0. 05

T - N  (mg/1) 1.9 0. 69 0. 66 0. 60 0. 47 0. 90 1.3 1.3

P 0 4 - P  (mg/1) 0. 06 0. 03 0. 03 0. 02 0.01 0. 02 0. 02 0.01

T - P  (mg/1) 0. 29 0. 079 0. 081 0. 075 0. 033 0. 076 0.14 0. 097

クロロフイル— a  (V g/1) 51 20 21 22 1.7 27 56 46



別表 8 1 1 月25日測定結果

ST.1 ST. 2-0 ST. 2-5 ST. 3 ST. 4 ST. 5 ST. 6 ST. 7

挟 水 時 刻 9:40 9:55 10:01 10:46 10:35 10:20 12:07 11:45

天 候 雨 雨 雨 雨 雨

透 明 度 (m) 0.8 1.1 — 1.2 >2.0 0.9 0.8 0.8

水 温 (°C) 4.8 4.5 4.5 4.7 4.7 4.7 4.9 4.9

p H 7.4 7.5 7.5 7.4 7.2 7.3 7.3 7.5

電 気 伝 導 率 ({1 S/cm) 300 189 196 202 91 252 176 226

S S (mg/1) 16 8 9 8 <1 12 12 7

D O  (mg/1) 11 12 12 12 12 11 11 12

D O 飽 和 度 (%) 93 101 98 98 98 95 96 103

B  O D  (mg/1) 1.3 1.3 1.2 1.1 0.8 1.3 1.0 2.0

C O D  (mg/1) 6.4 4.1 4.3 4.2 1.7 5.2 4.8 5.7

C  1 (mg/1) 50 29 32 31 10 44 29 35

S i 〇 2(mg/l) 16 14 13 15 10 18 18 9.4

NH4-N(mg/1) 0. 07 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 0. 07 0. 07 0. 05

N 〇 2-N(mg/1) <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 く 0.01 <0.01

N 〇 3-N(mg/1) 0. 53 0. 35 0. 29 0. 34 0. 22 0. 45 0. 40 0. 59

T - N  (mg/1) 1.1 0. 73 0. 73 0. 74 0. 36 0.91 0. 84 1.1

P 0 4 - P  (mg/1) 0. 04 0. 02 0.01 0.01 0.01 0. 02 0. 02 <0.01

T - P  (mg/1) 0.12 0. 055 0. 057 0. 057 0. 020 0. 076 0. 062 0. 040

クロロフィル- a  (" g/1) 14 11 12 9.8 1.0 5.9 5.1 15



別表 9 1 2 月 2 日測定結果

ST.1 ST. 2-0 ST. 2-5 ST.3 ST.4 ST.5 ST.6 ST.7

採 水 時 刻 10:15 10:28 10:34 11:16 11:05 10:52 13:00 12:40

天 候 曇 曇 曇 曇 曇 曇 曇 暴

透 明 度 (m) 0. 4 0.9 — 0.8 >2.0 0.8 0.7 1.2

水 温 (°C) 5.6 4.2 4.3 4.5 4.2 4.2 5.0 4.8

p H 7.3 7.6 7.5 7.4 7.1 7.4 7.3 7.8

電 気 伝 導 率 （id S/cm) 432 188 187 184 93 249 195 231

S S (mg/1) 31 8 8 9 1 9 8 7

D O  (mg/1) 11 12 12 12 12 12 12 13

D O 飽 和 度 (%) 94 99 99 99 100 95 100 100

B O D  (mg/1) 1.3 0.9 1.0 1.6 0.7 1.0 1.5 2.5

C O D  (mg/1) 8.0 4.4 4.3 4.2 1.7 4.9 4.2 6.3

C  1 (mg/1) 72 28 29 30 11 42 32 36

S i 〇 2(mg/l) 18 14 14 14 11 18 19 7

NH4-N(mg/1) 0.11 <0. 05 〈0. 05 <0. 05 <0. 05 0. 08 0. 05 <0. 05

N  〇 2-N  (mg/1) 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 く 0.01

N03-N(mg/1) 0. 60 0. 35 0. 35 0. 33 0. 22 0. 48 0. 43 0. 42

T - N  (mg/1) 1.4 0. 73 0. 84 0. 78 0. 39 0. 95 0. 84 1.0

P 0 4 - P  (mg/1) 0. 06 0. 02 0. 02 0. 02 0.01 0. 02 0. 02 <0.01

T - P  (mg/1) 0.18 0. 058 0. 062 0. 063 0. 021 0. 069 0. 056 0. 049

クロロフイル—a (v g/1) 11 17 11 18 1.0 9.6 5.9 23



内 水 面 水 産 資 源 調 査 （八 郎 湖 水 産 資 源 調 査 • 水 産 資 源 調 査 )

杉 山 秀 樹 • 佐 藤 時 好

【目 的 】

八郎湖における主要魚類について、その出現状況、成 

長などの生態、資源などを把握することにより、水産資 

源の維持•培養を図るための基礎資料とした。

【方 法 】

調査を実施した八郎湖の概略図を図1 に示す。調査に 

使用した漁具は、湖内においてはわかさぎ建網、 しらう 

お機船船びき網、船越水道防潮水門においては地びき網、 

投網、タモ網である。わかさぎ建網は5月から11月まで、 

漁業者に依頼して毎月1回試験操業を実施した。なお、 

12月以降は結氷のため、操業不能であった。

船越水道下流における地びき網は春の遡上期を中心に 

実施したが、本年は防潮水門工事のため例年より50m 

下流側の地点において実施した。

しらうお機船船びき網で漁獲されるシラウ才及びワカ 

サギについて、旬ごとに漁業者に依頼して標本を収集し 

た。 ’

標本は、魚種別漁獲重量、体長、体重などを把握し、

得られた資料などを用い、主要魚種の生態についても検 

討した。

関連調査として、八郎湖におけるワカサギ及びシラゥ 

才の漁獲尾数、八郎湖増殖漁協前の水温と気温、ワカサ 

ギ人工授精卵の発眼率、八郎湖における才オクチバスの 

漁業被害の実態などについて調査した。

【結果及び考察】

1 わかさぎ建網試験操業の概況

⑴魚種別出現状況

各月の操業結果を表1 に示す。試験操業により確 

認された魚種は22種で、このほか甲殼類3種も認め 

られた。調査期間を通じて比較的多く出現した魚種 

はワカサギ、ジュズカゲハゼ、ヌマチチブの3種で 

あった。

ワカサギ1歳魚の各月の漁獲尾数は、 5 月に782 

尾が採捕され、 0歳魚は6 〜 9 月までは1袋当り最 

低で15,660尾、最高で50,428尾採捕されたが、 10月 

以降は4 〜 7千尾前後と漁獲尾数が大きく減少した。

アユは、 6 月に237尾と一番多く採捕され、それ 

以外は 7 月と 9 月に各1尾が採捕されただけであっ 

た。 これは、それぞれ、湖内から馬場目川への遡上 

過程のもの、同川から湖内に降下したものと推察さ 

れた。

フナ類については7 月にギンブナが、 8 月及び9 

月にゲンゴロゥブナが各1尾採捕された。漁業者か 

らの聞き取りによれば、近年、ゲンゴロゥブナは増 

加傾向にあると言われているが、13年度においても 

乗網個体はなく、本年度もきわめて少ない状況であっ 

た。

スズキは、 6 月に最初に採捕され、体重は0.17〜 

0.46gであったが、月を追うごとに体重が急増し、

8 月には39.3〜47.5gとなった。

才才クチバスは、 6 月に 3個体、 7月、 8 月、10 

月の各月にそれぞれ1個体ずつ採捕された。13年度 

に実施した同様の調査においても、本種は 7 月に 1 

個体が乗網しただけであった。これは、杉 山 （2003) 

が報告しているとおり、オオクチバスが岸よりを好 

んで生息するのに対し、ワカサギ建網は岸から離れ 

たところに設置されることによると推察される。

このほか、13年度に 1尾採捕されたカムルチーは 

今年度も1尾であり、長期的に見た場合、大きく減 

少していると推察された。
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表 1 ワカサギ建網試験操業結果
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8 3 9 4 .3 
10 3 .9

6 0 .0
0 .7

26. 8 〜56. 2 0 .1 5 〜 1 .5 8  
33. 6〜9 8 .0  0 .3 3 〜 1 0 .5 5

2 6 .0  〜5 0 .0  

3 9 3 .0

5 9 .0  〜8 7 .0

0. 3 9〜4. 04 

9 7 5 .0  

3. 3 9〜 10. 8
1 .4  0 .0

3 7 .7  0 .4
6 7 5 .4  6 .8

12.1 0.1

2 7 .3
186 2 4 1 .0

1 2 7 .3

6 ,478.

0.0

10,199 .8

1 0角1 6日 
17.3 
1

B.L範囲 (mm) B.W範囲 ( g ) 個 体 数 漁 獲 量 を ） 重量割合 ( ％ )

11^29 日 
4.6 

1
B.L範囲

3 9 . 3 - 5 3 . 3  0 .5 4  〜1.44
69. 6〜92. 0 2. 4 6〜8. 43

4,1 8 3
29

4 , 1 7 5 .0  
1 2 1 3 .4

6 4 .4
18.7

45. 7〜6 1 .0  0 .5 8 〜3. 06 7 ,0 2 8  9 ,6 9 6 .7  95.
161.6 〜1 1 1 .0 1 .9 6  〜15 .51 54 3 1 3 .7  3.1

B.W範 囲 個 体 数 漁 獲 量 ( g ) 重量割合 ( ％ )

202.0 103.

8 1 3 .5
0 .7

1 3 ,9 9 6 .4

0 .6 4

0 .8 2 〜2. 63

4 3 9 .0
4 4 .5

81 3 .5
0 .6 5

L 9 2 1 .4

漁獲量 ( g ) 重量割合 （％ )
T T T T

2 2 .3

2298. 0 
5 ,9 1 7 .€

8 2 . 1 
2 1 7 .6

23 .2
59 .6

8
 

2

0.
2.

6為1 7日

B.L  範囲 (mm) B.W範囲(g)
53. 8 〜86. 9 1 .9 1〜10. 56

26. 3 〜34. 9 
6 0 . 0 - 1 0 0 . 2

2 3 3 .0

6 3 .2

0 . 17 〜0 .4 6  
1 .7 0  〜1 1 .94

2 0 3 .3

4 .9 2

■ 5 ^ 1 6 0

2
B .L  範囲(mm)
5 1 .3 -4 8 . 3
5 5 . 4 - - 7 3 . 1

5 0 .3 - -9 2 . 6

5 7 .3 - -7 9 .1
18卜-6 0 0

95. 0 〜117.0
128. 0
4 0 .8

4 1 . 5 へ，6 0 .0
3 3 .0  へ'5 2 .9

2 6 . 4 -，44 .7

38. 5

36. 9 へ̂ 4 1 .3

サケはF.Lを測定

B.W範 囲 ( 螘 個 体 数  
1 .6 1〜6 .1 8  147
0 .8 6  〜1.5 5  22

1 .2 4  〜7 .1 6  19

1 .3 6〜5. 26 782
21 8  〜5, 700 2

k 6〜2 9 .8 4
218 1
1 .38 1

12〜3. 53 17
4 1〜1.95 578

32 〜2 . 12 14

1.37 1

0 .3 8 〜0. 56

C)
種 

日
(°
0

数魚 

月
温
袋
捕 

水
採

シラウ才 
アメマス 
サケ 

ワカサギ(0歳魚） 
ワカサギ(1歳魚 )

コイ
ギンブナ 

ゲンゴロウブナ 

ニゴイ 
オイカワ 
ウグイ 
モツゴ 
スズキ 

才才クチノくス 
アシシロハゼ 

ジュズ力ケハゼ 

ウキゴリ 
ヌマチチブ 
クルメサヨリ 
トウヨシノボリ 

メナダ 
カムルチ一 

スジエビ 
アメリカザリガニ

9方 1 9日

B .L範囲(mm) B.W範囲 (ぬ 個 体 数 漁 獲 量 は ）重量割合（％ )
1 1 3 .0  1 9 .9  1 1 9 .9  0.1

34. 6〜47. 3 
58. 7〜8 8 .0

0 .4 1 〜1 .2 0  
1_ 5 4〜7. 40

44 ,1 0 9  
49

3 1 8 3 7 .1 
197 .5

9 8 .8
0.6

27. 8 〜4 1 . 5 0. 3 4〜 1 . 13 218 11 7 .7 0 .4

22_5  〜6 0 .1 0 .2 6 〜5. 73 52 4 3 . 1 0.1

5 7 . 1〜5 9 . 1 3 .2 7 ,3 .6 0 2 6 .9 0 .0

54. 0 〜57. 4 1 .3 0  〜 1 .5 9 6 8 .9 0 .0

32, 238. 6

8 貝1 7日
24.0

個体数 重量割合 （％ ) B .L  範囲 (mm) B.W範囲 (g) 個体数 漁獲量 (g )
0 . 1 

9 6 .5 3 1 .8 〜5 1 .0 0 .2 7  〜1 .35 4 2 ,3 6 4 2 8 3 8 4 .3
0 .6 6 4 .0  〜9 0 .0 2. 2 3〜7, 78 14 7 3 .1

0 .0
5 7 .0 5 .21 1 5 .2

9 8 .0 3 2 .9 1 3 2 .9

1. 8
4 8 .0  〜9 7 .0 1.67  〜1 3 .0 42 2 0 7 .7

0 .0 5 6 .0  〜12 1 .0 3. 0 4〜30. 3 14 1 39 .9

0 . 1 3 2 .0  〜 132 39. 3〜47. 5 2 8 6 .8

100,827
58

5 

2 

4 

4

52, 43 0 .( 
3 0 9 .4

9 7 5 .0

2 4 . 1

2 8 .8
0 .5

1 05 .3
2 2 3 .4

0 .0 3 8 .0 •1.41 1 1 .4 0 .0

0 .2 4 9. 6 0 .0

0 .4 2 6 .0 - -  4 8 .0 0. 3 0〜1 .6 6 20 1 0.5 0 .0

0 .0
0 .4 4 7 .0 - -6 8 . 0 0. 3 0〜1 .6 6 9 1 6.8 0 . 1

1 4 6 .0 --1 7 2 .0 4. 9 2〜9. 49 3 1 9 .4 0 . 1

83. 0 8 .9 7 1 9 .0 0 .0

0 .0 3 6 .0 - - 6 1 . 0 0. 3 4 - 1 . 8 2 4 3 .3 0 .0

S4, 355. 4

W

3 1 ,2 9 6
22

1

8
3

70
205
2

295

4

1
1

1
1

505

424

33

21

7 8 .5
4 6 .6  

27. 6〜4!

9 1 .0  〜9 4 .0  1 3 .4 〜15 .3
2 7 .0  0 .5 2

4 3 .0〜68. 5 1 . 4 7 - 7 . 10 
24. 4 〜43. 9 0 .2 1 〜 1 .3 6

4 4 .0  1 .52
33. 5 〜58. 2 1 .0 8

24.
2441
243
167
1.

681

0 . 17 〜0 .4 6  
567. 9 〜946.1 

1 .5 4〜5. 76 
0 . 19 〜1 .94  
0. 7 4〜0 .7 8  
0. 9 3〜6. 51

26. 3 〜34. 9 

!74, 0 〜3 4 6 .( 
48. 9 〜7 3 . 1 
23. 7〜5 1 .3
33. 5 〜33. 7
34. 9〜63. 6

有日 
水温 (°C) 

袋数 
採捕魚種

ぷ

. 1
^

靈

％

3

|

1 |
1



⑵採捕量の推移

各月の漁獲量の推移を図2 に、これに占めるワカ 

サギの割合を図3 に示す。

1袋当たりの全採捕量は、調査を開始した5 月は 

4.9kgであったが、その後漸増し、 7 月13.6kg、 8 

月14.5kgとなり、 9 月には全期間を通じて最大の 

16.lkgを記録した。 その後10月には6.5kgと大きく 

減少し、11月には10.1kgとやや増加したものの、低 

水準のままであった。

ワカサギが占める重量割合は、 5 月に約20%で、 

その後、 6 月に約6 0 %となり、 7月以降は各月とも 

80〜9 0 %以上を占めた。

この両者の状況は、13年度においてもほぼ同様の 

傾向が認められており、ワカサギの成長（個体重量 

の増加)、 9 月21日から開始されるしらうお機船船 

びき網の影響などを反映したものと推察される。

重量(Kg) 

20 —

15 —

10 —

5 —

U 5 月1 6 日 6 月1 5 日 7 月 1 5 日 8 月1 7 日 9 月1 9 日 1 0月1 6 日 1 1月2 9 日

月日 5月16日 6月15日 7月15日 8月17日 9月19日 10月16日 11月29日

漁獲量(kg) 4.9 6.9 13.6 14.5 16.1 6.5 10.1

図2 わかさぎ建網による採捕量の推移（kg/袋)

5月16日 6月15日 7月15日 8月17日 9月19日 10月16日 11月29日

アユ 4.8 6.5 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0

ワ カ サ ギ 23.2 60.7 97.0 98.1 98.4 83.2 98.2

サケ 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

ハゼ類 7.3 7.8 1.0 0.2 0.5 12.5 0.8

オ才クチバス 0.0 23.2 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0

その他 63.8 1.7 1.9 0.2 0.0 4.1 1.0

図3 ワカサギ建網での魚種別重量割合

2 船越水道における地曳き網調査の概況

小型地曳き網による採捕結果を表2 —  1 に、投網と 

夕モ網によるものを表2 —  2 に不す。

ワカサギは、 7 月26日に23〜37mmの個体がある程度 

まとまって採捕された。この状況は13年度調査におい 

ても認められており、湖内から流下したものと推察さ 

れた。

シラゥ才は、例年と同様、熟卵を持った産卵遡上群 

が 4 月中旬を中心にまとまって採捕された。

アユは4 月22日から5 月26日まで出現し、 5 月 1 日 

に最も多く採捕された。

サヶ稚魚は調査を開始した4 月10日から5 月 1 日ま 

で出現したが、採捕個体はすべて無標識であった。サ 

ヶ稚魚は過年度においても、本県及び日本海側各県で 

実施している鰭切除などの標識個体が全く確認されて 

いないことから、海面から水道部に入ったものではな 

く、前年に湖内に遡上して馬場目川で産卵、ふ化した 

天然種苗と推察された。

スズキ稚魚は、 5 月中旬〜下旬において多く出現し 

た。本種は、冬季に産卵し、ふ化後は汽水域で成長す 

ると考えられている。県内には安定した汽水域は少な 

く、スズキ稚魚にとって、この水道部が重要な保育場 

として機能していると推察される。

このほか、環境省及び本県の絶滅の危機に瀕してい 

る野生生物のリス卜に含まれているメグ力、シロウ才、 

アユカケが確認されたことは注目すべきことである。

3 主要魚種の生態など

(1) ワカサギ

1 ) 年齢割合

八郎湖におけるワカサギは、その体長組成から 

明らかに2群に分けられ、小型群はその年の春に 

ふ化した0歳魚、大型群は1年以上経過した1歳 

魚に相当するものであることが知られている。今 

年度の調査においても、わかさぎ建網において漁 

獲されるワカサギの年齢別採捕数割合は、常に 0 

歳魚が9 9 %以上を占めていた。

2 ) 成長

わかさぎ建網により採捕されたワカサギ0歳魚 

の成長は、図 4 に示すとおり、 6 月中旬に平均体 

長29.5腿であったものが、 8 月中旬には40.6mmに 

成長した。 1 か月後の9 月中旬には40.2mmと成長 

は認められなかったが、10月には46.1麵、11月に 

は53.5imと再び急激に成長した。

体重については、 6 月中旬に0.27g であったも 

のが 8 月中旬には0.67 g と約2.5倍になった。 9 

月には0.72gと成長の停滞が見られたが、10月に 

はl.OOg、11月には1.38gと 6 月中旬の5.1倍に成
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表 2 — 1 船越水道における魚類採捕調査
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表 2 — 2 船越水道における魚類採捕結果（投網 • 夕モ網)

MMisl_ 鋼伴難外

23.5(23.8)
9.39(21.39)

B.L(mm)範囲 T.L(mm)範囲

22.8(22.9)
14.18(18̂ 19)
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4. 9〜肌0 S ? n
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9.39(21.39)

B.L(mm)ftB T.L(mm)g 囲
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2
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3
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3

3

3

o

o

o

o

o

o

o

o

-

-

-

-

-

-

-

-

月日 
採捕方法 
回数

表面及び底層水温(°C) 
表層塲分(底屠）

魚種
シラウ才 
アユ 
サケ 

ワカサギ

68. 7 78. 7

66. 2 〜79. 6 80.1〜97. 7

1

0 .91 0 **  1
0 .981 **  0 .945 **  1
0 .913 **  0 .840 **  0 .94 1 **  1

サヨリ 
クjレメサヨリ 
メダカ 
ウグイ 

マルタウグイ 
ギンブナ

123.0〜150.0 154. 0〜187. 0 43. 0-70 . 7

セスジボラ 
スズキ 
クロダイ 
シマイサキ 
マハゼ 

アシシロノ \ゼ 
ジュズ力ケハゼ 
ウキゴリ 
ヌマチチブ 
シロウオ 
クサフグ 
アユカケ 
ヌマガレイ 
ヨシノボリsp 
スジェビ 
ェビジャコ 
モクズガニ 

アリアケガニ モドキ

卜シジミー

36. 7〜40. 6 50.0〜55. 5 1.23〜t.S

24. 3 〜29. 2 

41.6 〜53.1

0. 25 〜0.51 

3. 6〜 7 0

10-5

196.8

表 3 ケンミジンコ類の出現数、ワカサギ、シラウオ、ハゼ類の単回帰分析結果

単相関行列
*  ： 5%有意(> 0 .6 3 2  ) 
* * : 1%有意（>0.765 )

種類 項 目 魚 類
ワカサギシラウオハゼ類

ケ
、、、

コ 類
4月 5月 6月 10月 4〜5月  5〜6月 4〜り月 4〜12月

魚

類

ワカサギ 
シラウ才 
ハゼ類

1

-0 .7 3 8*
-0 .366

1

0 .703*

^ ケンミジンコについてはS t.2  (湖央) の出現状況を使用。 
解析は平成4 〜11年の数値を使用。
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図 4 ワカサギ0 歳の成長（わかさぎ建網）

長した。13年度の同様の調査では、11月の体重は

2.3 g であったことから、本年はその60% とかな 

り小型であったと言える。

3 ) 体長組成

0 歳魚の体長組成は、 図 5 に示すとおりで、 

体長モ一ドは6月28mmであったものが、 7月34mm、 

8 月 38mm、 9 月 42mm、10月 4 4 _、11月 54mm と成長 

していった。モードの推移においても、昨年同期 

( 6月中旬30im、11月中旬62imn)と比較すると、 

本年はかなり小型であった。また、13年度と同様 

に 7 月に40〜50imnの個体が出現したが、これは明 

らかに主群とは別のものと推察された。 この群の 

起源については、産卵群、産卵期、産卵場所など 

が相違していた可能性がある。

1歳魚の体長組成は、図 6 に示すとおり、 1歳 

魚は 5 月から6 月にかけては若干の成長が見られ 

たものの、 6 月以降、10月までは各月ともほぼ同 

様の組成となり成長は認められない。11月になる 

と、13年度と同様、突然、大型群が出現する。こ 

の大型群については、前述の 0歳魚で7月に出現 

する大型群との関係が示唆されるが、詳細につい 

ては不明である。

4 ) 食性

八郎湖におけるワカサギの食性について、「0 

歳魚において、主に胃内容物として出現したもの 

はケンミジンコ類などの動物プランク卜ンであり、 

1歳魚は、ヌマチチブなどの魚類、アミ類、多毛 

類などで0歳魚より大型の餌を摂餌している」と 

の知見があり（杉山2003)、また、魚種間の餌料 

競合もあると推察される。このことから、ワカサ 

ギ 0歳魚の餌料として重要なケンミジンコ類の各 

月の出現個体数（個体/K ) とワカサギ、 シラウ 

才、ハゼ類の漁獲量の相関を解析した（表 3 )。

その結果、魚種別相関で有意（ピアソンの検定） 

の関係が認められたのは、ワカサギに対してシラ

M

(%) 

25 -

35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 B.L(mm)

N ニ 50

月日 6月17日 7月15日 8月17日 9月19日 10月16日 11月29日 15

B丄(匪)土SD 29.5±2.1 37.6±6.5 40.6±2.8 40.2±3.2 46.1±3.7 53.5±3.3 10

B.W (g)土SD 0.27±0.1 0.52±0.4 0.67±0.1 0.72±0.2 1.00±0.2 1.38±0.4 5

£
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図 5 ワカサギ0 歳魚の体長組成（わかさぎ建網）

ゥ才が負、シラゥ才に対してハゼ類が正であった。 

一方、ケンミジンコ類の出現個体数（個体/K)

とワカサギ、 シラゥ才、ハゼ類の漁獲量の相関に 

ついて見ると、いずれも有意ではなかったが、4 

月のケンミジンコ類の出現個体数とワカサギの漁 

獲量に正の関係、ケンミジンコ類の出現個体数と 

ハゼ類、 シラゥオの漁獲量に負の関係が認められ 

た。



108 ： 80 67.1±4.7 64.6±5.3 0.91±0.20 0.68±0.2

45 ： 51 63.6±4.1 63.5±5.3 0.82±0.2 0.62±0.1

27 ： 30 59.3 土 3.8 64.5±6.5 0.82 土 0.2 0.63±0.2

46 ： 50 59.0±3.8 69.6±3.1 0.63±0.2 0.74±0.1

3 ： 28 65.6±1.9 66.5±5.8 0.81±0.2 0.76±0.1

0 ：1 71.9 0.88

1 ：0 68.7 0.63

47 ： 8 63.1±0.4 67.2±6.9 0.79±0.1 0.70±0.3

30.5±1.8 0.06±0.02

46 ： 40 49.4±3.6 46.8±2.7 0.32±0.1 0.28±0.1

7 ： 5 60.3±6.4 58.2±7.8 0.63±0.2 0.53±0.2

(2) シラウ才

船越水道で採捕されたシラゥォの雌雄別体長を表 

4 に、その体長組成を図7及び図8 に示す。

才スの平均体長は、 4 月 8 日は67麵であるがバラ 

ツキが大きい。その後、 6 月18日までほぼ同サイズ 

のものが出現する。この間の体長組成を見ると調査 

回次ごとに変動しており、ここに蜻集する産卵群は 

同一群が滞留しているのではなく、海面と湖内の間 

で加入 •逸散を繰り返していると推察された。そし 

て、 7月26日においては30.5mmのその年生まれの0 

歳魚が出現し、 この年級はその後、11月5日49.4min、 

12月 3 日60.3顏と順調に成長していった。メスも才 

スと同様、 4 月から6 月にほぼ同サイズの産卵群が 

認められ、 7 月下旬には0 歳魚が出現した。

性比は、 4 〜 5 月は常にメスが才スより多い状態 

であったが、 6 月においては逆転し才スが高い比率 

を占めた。

シラゥ才の産卵場は佐藤（2000)が 5 月上旬に湖 

内の天塩地先で確認しているが、湖内において本種 

の成熟は確認されていない。 これらのことから、こ 

の産卵遡上群が防潮水門を通過して、湖内に入り、 

そこでふ化•成長し、 9月及び10月に操業されるし 

らうお機船船びき網の漁獲対象となると推察され、

この遡上群は八郎湖のシラゥ才資源を考える上で重 

要であると考えられる。

⑶ハゼ科魚類

前述のワカサギ建網による漁獲状況（表 1 ) 及び 

これにより採捕されたハゼ類の体長組成（図 9〜11) 

から、湖内におけるハゼ科魚類の動態を推察した。

ジュズ力ケハゼについては昨年と異なり、 8 月に 

20尾と急激に減少が見られた以外は、10月までの各 

月とも200個体以上の採捕が見られ、特に 5 月と10 

月には500個体以上が入網した。 これを体長組成か 

ら見ると、 5 月は産卵群、10月はその年の0歳魚と 

推察された。

ヌマチチブは6 月には295尾入網したが、 7 〜 9 

月にかけて一旦減少し、10月には424尾と増加し、

表 4 船越水道におけるシラウオの体長•体重
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図1 1 ァシシロハゼ体長組成の推移

m

11月には再び6尾と大きく減少した。体長組成から、 

6 〜 7 月の40mm前後のものは前年の発生群、50〜60 

mmのものは2歳魚であり、 9 月以降にはその年生ま 

れの30mm前後の0歳魚が入網するようになると推察 

された。

ァシシロハゼは調査期間中、採捕個体数は少なく、 

9 月と11月は採捕されず、 5 〜 7 月の体長組成の変 

動は大きい。このような出現状況から本種は他のハ 

ゼ科とは異なり、湖内で継続的に生活していないと 

推察される。

⑷ ァ ュ

船越水道においては、 5 月上旬に多く採捕され、 

採捕魚の平均体長には大きな変化は認められず、海 

面で一定程度の大きさに達したものから遡上するた 

めと推察された（表 5 )。

なお、天王及び塩ロ地区の雑建網操業者5人に野 

帳の記載を依頼し、湖内におけるアユの乗網状況に 

ついて把握した結果を表6 に示す。これは、目視に 

よるもので、正確な重量は把握できないが、少なく 

ともl，000kg以上が乗網したものと推察される。
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表 5 船越水道におけるアユの出現状況

月日 個体数 B.L(mm)土S D  B . W ( g )土S D

4 月22日 3 55.3±7.04 1.47±0.51

5月 1 日 41 46.4±4.38 0.98±0.32

5月10日 31 55.7±4.52 1.98土0.46

5月17日 17 62.1±3.73 2.84±0.62

5月27日 5 59.2±5.03 2.43±0.78

表 6 八郎湖湖内におけるアユ稚魚の採捕状況
(雑建て網）

月•旬 調査月日 A 氏 B 氏 C 氏 D 氏
4 月■下旬2 2 日 0 少ない 少な1、 少な!/、 0

2 4 日 0 多い 普通 少ない 0

2 5 日 少ない 0 少なレ、 普通 0

2 6 日 少な！/、 普通 多い

普通

少ない 非常に多い
2 9 日 少な！/、 普通 普通 0

3 0 日 0 0 0 普通 少ない
5 月•上旬 1 日 少ない 普通 少な!/、 少なレ、 0

2 日 少なし、 普通 普通 多い 0

5 日 多い 非常に多い 多い 非常に多い 多い
6 日 普通 普通 普通 0

7 日 0 0 多い 0

8 日 多い 非常に多い 多い 多い 0

9 日 少ない 0 0 多い 0

1 0 日 非常に多い 多し、 多い 非常に多い 0

中旬 1 2 日 普通 普通 普通 普通 多い

1 3 日 普通 0 0 多い 多い
1 4 日 少ない 0 少なレ、 少ない 0

1 5 日 0 普通 0 普通 0

1 6 日 多し、 0 少なレ、 少ない 0

1 7 日 0 多い 普通 非常に多い 0

1 9 日 多い 少ない 普通 非常に多い 普通
2 0 日 0 0 少な)/、 多い 0

下旬 2 2日 多い 多い 多 い 非 常 に 多 い 0
2 3 日 0 0 普通 多い 0

2 4 日 多い 0 多 い 非 常 に 多 い 多 い
2 6 日 普通 0 多 い 非 常 に 多 い 0

2 7 日 0 0 多 い 非 常 に 多 い 0

2 8 日 0 0 多い 多 い 非 常 に 多 い
2 9 日 普通 0 普通 多い 多い
3 0 日 0 0 普通 多い
3 1 日 0 0

採捕者別、探捕状況別の延べ日数 ( 日）

採捕なし :0 12 17 7 1 20
少なレ、 :5kg以下 7 2 6 6 1
普通 :5〜10kg程度 5 6 9 7 2
多い :10〜20kg程度 6 4 9 9 6

非常に多い :20kg以上 1 2 0 8 2

前述のとおり、 この間のアユの平均体重を2.5 g 

とすると、この5人による採捕尾数は約40万尾とな 

り、全体では相当量に達すると推察される。八郎湖 

における遡上稚アユについては、その実態について 

さらに把握していく必要がある。

4 関連調査

(1) ワカサギ及びシラゥ才の漁獲尾数

1 ) ワカサギ

八郎湖増殖漁協の漁獲実績報告書によれば、ヮ 

力サギは平成14年において5漁業種類によって336 

トンが漁獲された。 このうち、わかさぎ建網で 

106.6トン、 しらうお機船船びき網で201卜ン、両 

者で全体の過半が漁獲されている。 ここで、わか

表 8 シラウオ漁獲尾数の推定

種類\月 9月 10月 合計

機船船びき網（kg) 3,796 5,569 9,365

平均魚体重（g) 0.19 0.33

機船船びき網（千尾） 19,568 17,136 36,704

さぎ建網試験操業及びしらうお機船船びき網によ 

り得られた毎月の平均体重に基づき漁獲尾数を算 

出した。試験操業のデータがない月については、 

推定体重を使用した。

この結果、表 7 に示すとおり、平成14年におい 

てワカサギは、わかさぎ建網で127百万尾、 しら 

うお機船船びき網で153百万尾、合計280万尾が漁 

獲されたと推定された。そして、この漁獲対象は 

年齢割合で述べたとおり、ほぼすべてが0歳魚と 

考えられる。

なお、14年にワカサギはこの2漁業種類以外に、 

わかさぎさし網で18.5トン、ふくベ網で9.8卜ン、 

しらうお角網で0.1トン漁獲されているが、 さし 

網によるものは1歳魚及び0歳魚であっても産卵 

期の大型個体であり、これに関するデータを持ち 

合わせていないことから、湖内におけるワカサギ 

の総漁獲尾数の推定は行わなかった。

2 ) シラウ才

平成14年においてシラゥ才は11.2卜ン漁獲され 

ており、 この内、9.4トンがしらうお機船船びき 

網、 1.8トンがしらうお角網によるものである。 

ここで、ワカサギにおいて推定したと同様に、 し 

らうお機船船びき網による漁獲尾数を推定した 

(表 8)。その結果、同漁業で36.7百万尾が漁獲さ 

れたと推定された。また、 しらうお角網による漁 

獲サイズをしらうお機船船びき網によるものと同 

様と仮定すると7.3百万尾となり、湖内で漁獲さ 

れたシラゥオは約44百万尾と推定された。

今回、ワカサギ及びシラゥ才についておおよそ 

の漁獲尾数の推定を行ったが、これらのデ一夕は 

資源解析の基礎となるものである。今後、これら 

に関する調査を継続して実施することにより、そ 

の資源動態が把握できると推察される。

表 7 ワカサギ漁獲尾数の推定

種類\月 1月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 合計

わかさぎ建網(kg) 15 3,212 1,755 41,583 24,384 15,523 16,312 3,859 106 ,643

平均重量(g ) 2.00 4 .00 4 .00 0 .67 0.72 1.00 1.38 1.50

わかさぎ建網( 千尾） 8 803 439 62,064 33,867 15,523 11,820 2,573 127,096

機船船びき網(kg) 105,168 95,905 201,072

平均重量(g ) 1.09 1.69 3

機船船びき網( 千尾） 96 ,484 56 ,748 153,232

合計漁獲尾数(千尾） 8 0 0 803 439 0 0 62,064 130,351 72,271 11,820 2,573 280,328



表 9 八郎湖の旬別平均水温と気温

4 月1 8日 網 走 産  1
(シヤワ_ 式)

2

(シャワー式)

3
(シヤワ一式)

4
(シュロ）

5
(シユロ）

表 1 0 ワカサギ発眼率調査結果（由来別っ5、イ匕槽別)

調 査 月 日 内 容 ふ 化 槽 (器 )番号試料番号発眼卵数死卵数発眼率  

4月1 0日八郎湖産  1 1 4 7 1 5 7  23 .0
(シュ由_  2 _  50  98  33 .8

2 3 53 85 38.4
(シュロ） _ 4 56  92 37 .8

計 206  432 32.3

表1 1 ワカサギ発眼率調査結果

( 由来別 • 全体)

発眼卵数~ 死 卵 数 m ■率 ' 
八 郎 湖 産 206  432 32 .3
網走産 __________753 1,199 38.6

I t ________________________ 753 1,199 38.6  全体 959 1^631 37 .0

(2) 八郎湖増殖漁協前の水温及び気温

平成14年 4 月上旬から12月下旬まで、八郎湖増殖 

漁協職員がほぼ毎日、水温と気温を測定した。これ 

を旬ごとに整理して表9 に示す。旬別平均水温は、

7 月下旬には29.0°Cとなり最高を記録し、12月中旬 

からは1°C台となり、 1月以降は全面結氷した。最 

高気温は7 月下旬に記録した30.0°Cであった。

( 3 ) ワカサギ人工授精卵の発眼率

八郎湖増殖漁協が実施しているふ化事業について、 

毎年実施しているとおり、発眼率に関する調査を実 

施した。

調査は、付 着 器 （シュロ枠及びプラスチック製ふ 

化器） 1枚にっき100〜200粒前後の卵にっいて目視 

で発眼状況を確認した。発眼率は表10及び11に示す 

とおりで、八郎湖産32.3 (23.0〜38.4) % 、網走湖 

産産38.6 (30.4〜53.5) % で、前者では昨年より若 

干向上したが、後者では若干低い値であった。今後、 

発眼率が低い原因の把握を含めて、増殖事業の内容 

にっいて検討することが必要であろう。

⑷バス釣りによる漁業被害状況

八郎湖増殖漁協に報告があったバス釣りによる漁

業被害の状況をとりまとめ表12に示す。

漁協では氷山の一角と考えているが、被害報告が 

あったのは11件で、漁法別に見ると2件を除き他は 

すべてワカサギ建網であった。時期別には4 〜 5 月 

及び 8 〜 9 月にそれぞれ5件で、被害はこの期間に 

集中していた。地区別では、調整池、西部承水路、 

東部承水路の順に多かった。

【参考文献】
杉山秀樹（2003)平成13年度秋田県水産振興センター 

事 業 報 告 書 p 272〜284
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表 1 2 バス釣りによる漁業被害の状況

番号 地区 被害月日 被害場所 被害漁具 被害内容
1 調整池 4月4 日 大川沖 わかさぎ建網 手網1枚、3 力所切断 

(1力所30m位）
2 西部承水路 4月2 0日 土花、野石橋の中間 わかさぎ建網 袋4 個 16〜20力所釣針による切断 

( 1 力所20cm位）
3 調整池 4月2 9日 塩ロ河口 わかさぎ建網 袋1個 1力所釣針による切断 

(30cm 位)
4 西部承水路 5月13日 野石 わかさぎ建網 袋1個 5 力所釣針による切断 

( 1 力所15-20cm 位）
ルアーが引っ掛かって残っていた。

5 調整池 5月18日 塩ロ沖 わかさぎ建網 袋2個 2力所釣針による切断 
( 1 力所20cm位）

6 調整池 7月17日 塩口下から防潮水門の間 わかさぎさし網 2反 2力所ヨットによる切断 
( 1 力所30cm位）

7 調整池 8月2 4日 人工島 わかさぎ建網 袋3個 3力所釣針による切断 
( 1 力所30cm位）

8 調整池 8月2 6日 人工島 わかさぎ建網 袋4個 4力所釣針による切断 
( 1 力所30cm位）

9 東部承水路 9月19日 馬場目河口 わかさぎ建網 手網1枚、1力所ボー卜による切断 
(20m  位）

10 調整池 9月2 0日 船越側、島の西側 雑さし網 1反切断

11 西部承水路 9月2 4日 野石橋付近 わかさぎ建網 袋1個使用不可
ボー卜のスクリユーで巻かれた。



内水面水産資源調査（八郎湖水産資源調査• ヤマトシジミ資源増殖調査)

【目 的 】

八郎湖は八郎潟干拓事業による防潮水門の設置で海と 

遮断されて淡水化し、ャマトシジミの湖水での自然再生 

産は不可能となっているため、平成 5年からャマ卜シジ 

ミの増殖を図ることを目的に調査を進めている。平成13 

年までは人工種苗生産•放流添加による増殖技術の開発 

を進めてきたが、 シジミの生態や放流効果などについて 

は多くの不明な点が残されている。本年度はャマ卜シジ 

ミの資源増殖に関する基礎的な調査などを行い、将来の 

八郎湖の漁業振興策に寄与させることを目的にした。

【方 法 】

図 1 に八郎湖、八郎湖増殖漁業協同組合、船越水道、 

シジミ追跡調査地点など概略の位置を、図 2 に平成13年 

度種苗放流稚貝の追跡調査定点を、図 3 に天然貝分布調 

查の調査地点を示す。

図 1 調査定点

1 八郎湖の漁場環境及びシジミ類の漁獲•種苗放流状 

況

(1) 八郎湖の漁場環境

八郎湖の漁場環境の特徴などについて整理した。

佐 藤 時 好

(2) シジミ類の漁獲実態

シジミ類の漁獲量について昭和46年からの漁獲量 

を調査した。また、 シジミ漁業従事者の1人 （平成 

14年は 3人）であるK 氏 （天王町）に日別漁獲量の 

記帳を依頼し、それを整理した。

(3) これまでのシジミの種苗放流状況

ャマトシジミ人工種苗生産稚貝の放流状況及び十 

三 湖 （青森県）などから搬入した天然稚貝の放流状 

況について整理した。

2 過年度に放流されたシジミ稚貝の追跡調査

( 1 )平成13年度種苗放流稚貝の追跡調査

払戸地先の放流地点でエクマンバージ採泥器（15 

Xl5cm)を使用し、各採集地点で採泥し、0.5mmメッ

シュのステンレス製フルイにより、0.5腿以上の大 

きさのものを選別し、さらにその中から実体顕微境 

によりヤマトシジミ稚貝を選別したものを試料とし 

た。

図 2 平成13年度種苗放流稚貝の追跡調査定点

(2) 小型桁網を使用した過年度放流貝の採捕調査

7 月29日に八郎湖増殖漁協向いの井川、野村、天 

塩、払戸の計5地点において、船外機船を使用し、 

小型桁網5 m 曳 き （7 m2) により採捕調査を行った。

3 ヤマトシジミ天然貝の分布調査

船越水道は、八郎湖と日本海を結ぶ水路で、海水の 

影響域である。この船越水道及び船越水道と繋がって 

いる周辺地域（天王町漁港内など）は汽水域のため、
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%

図 3 ヤマトシジミ天然貝分布調査の地点

ヤマトシジミが生息（天王漁港では平成12年に佐藤ら 

により最初に確認されている） している。このことか 

ら、船越水道及び天王町漁港内などにおけるヤマ卜シ 

ジミの生息状況を把握した。

8 月26日に天王漁港、天王漁港入り口、船越水道鉄 

橋の下の計3地点の汽水域（ヤマトシジミの天然再生 

産が可能とされている）において、小型桁網5 m 曳き 

(7 m2) によりヤマトシジミなどの採捕調査を行った。

ヤマトシジミ飼育試験 

⑴産卵•短期飼育試験

これまでは、八郎湖に生息する親貝を塩化物イオ 

ン濃度1，500〜4,000mg/Lの海水濃度で産卵誘発を 

行ってきたが、実施時期などによっては産卵誘発率 

が50% 前後に低下し産卵が思うように成功しない場 

合が出てきている。 このことから5 °C前後での冷蔵 

処理後に、通常の方法による誘発を行うことにより、 

産卵誘発率の向上が図れないか試験した。また、こ 

れまで種苗生産や中間育成の時に課題となっていた 

餌 料 （珪 藻 ：キー卜セラス • カルシトランス） と稚 

貝生残率に関する飼育試験を実施した。

⑵ヤマ卜シジミ長期飼育試験（平成13年〜）

ヤマトシジミ稚貝の減耗要因を探るため、平成13 

年11月から平成15年 3 月までの17力月間、平成13年 

度産の人工種苗稚貝を使用し、自然飼育（ウォー夕ー 

バス方式で無給餌）による飼育試験を実施し、ヤマ 

トシジミの成長や生残率について検討した。

【結果及び考察】

1 八郎湖の漁場環境及びシジミ類の漁獲•種苗放流状

況

⑴八郎湖の漁場環境

現在の八郎湖は、昭和32年に着手され、43年度に 

完成した八郎潟干拓事業により残存した水面の総称 

で、面積は干拓以前の5分の 1程度に縮小したもの 

の、なお、45.8krfと広大である。平均水深が約3 m  

の淡水湖で、二級河川の馬場目川を始めとした数河 

川が湖東部から注ぎ、この湖の水源となっている。 

残存した水面はかんがい用の貯水池、排水路、上水 

道源などにもなっており、干拓事業に伴って昭和36 

年 3 月に完成した防潮水門により海水の流入が遮断 

され、昭和40年以降は塩素量が300ppm以下、昭和 

50年代後半以降はlOOppm以下となっている。

(2) シジミ類の漁獲実態



11月21日 
11月22日 
11月23日 
11月24日 
11月25日 
11月26日 
11月27日 
11月28日 
11月29日 
11月30日

9月11日 
9月12日 
9月13日 
9月14日 
9月15日 
9月16日 
9月17日 
9月18日 
9月19日 
9月20日

4月〜12月 計 450.0

— は、禁漁期間であることを 
不している。

* は、海面での白貝漁業に従 
事したことを7Kしている。

11月11日 2.0
11月12日
11月13日 2.0
11月14日 1.0
11月15日
11月16日 1.0
11月17日 2.0
11月18日
11月19日
11月20日

10月21日
10月22日
10月23日 2.0
10月24日 3.0
10月25日 2.0
10月26日 2.0
10月27日
10月28日
10月29日
10月30日
10月31日 4.0 13

休漁期間 
6月21日〜8月31日

10月11日 
10月12日 
10月13日 
10月14日 
10月15日 
10月16日 
10月17日 
10月18日 
10月19日 
10月20日

12月11日 
12月12日 
12月13日 
12月14日 
12月15日 
12月16日 
12月17日 
12月18日
12 月19 日 1.0
12月20日

1 ) 昭和46年以降の漁獲状況（表 1)

八郎湖におけるシジミ類の漁獲量は、昭和40年 

代後半から昭和50年代後半までは、ほぼ100〜600 

トン（農林統計）の範囲で推移していたが、昭和 

62年の海水流入時に、ヤマトシジミが大発生し、

その影響は平成元年からの驚異的な漁獲量の増加 

となって現れ、平成 2年には淡水化後最大の10,750

表 1 八郎湖におけるシジミ漁獲量の推移（昭和46年〜平成14年）

トン（農林統計）にも達した。 しかし、平成 7 

年以降漁獲量は激減し、平成14年は1.2ト ン （漁 

協調べ）と過去最低値を示した。

2 ) 平成14年におけるヤマトシジミの標本船調查 

天王町K 氏 （船越水道における桁網による操業) 

の標本船野帳（表 2 ) によれば、採捕期間は4 月 

中旬〜12月下旬、日別採捕量は1 〜 7 kgの範囲で

年 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61
523 673 567 — 356 445 386 93 208 143 81 98 108 93

年 62 63 1 2 3 4 5 9 10 11 12 13 14
52 47 1755 10750 8260 4320 1490 281 58 19 7 7 4 3 1.2

昭和46年〜平成13年は農林統計、平成14年は八郎湖増殖漁協調べ

表 2 K 氏の平成14年度ヤマトシジミ日別• 旬別漁獲量（kg)

月日 漁 獲 量 旬 計 月日 漁 獲 量 旬 計 月日 漁 獲 量 旬 計 月日 漁 獲 量 旬 計
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あった。また、主漁期は6 月中旬及び9 月中旬〜 

10月上旬で、 この期間の漁獲量は計170kgとK 氏 

の年間漁獲量の1/3以上を占めていた。

( 3 )これまでのシジミ類の種苗放流状況（表 3、表 4 ) 

干拓後の県の種苗放流は、ャマトシジミの再生産 

が見込めないとして、淡水産のセタシジミを中心に 

放流してきた。その後、昭和62年の海水流入により、 

平成元年から数年間ャマトシジミの豊漁が続いた。 

しかし、その後の再生産がなく、ヤマトシジミは年々 

減少してきたことから、漁業者からのヤマ卜シジミ 

放流に対する要望が高まり、八郎湖増殖漁協におい 

て、青森県十三湖産などのャマトシジミ稚貝を平成 

7年以降移植放流している。また、八郎湖産の親貝 

から産卵誘発した人工稚貝の放流を、平成 5年から 

平成13年までに総計14億個放流した。 しかし、放流 

後の追跡調査において、 2年以上生残した個体がほ 

とんど確認されなかったたことから、平成14年度は 

種苗放流を中止した。

2 過年度に放流されたシジミ稚貝の追跡調査

⑴ 平 成 13年度種苗放流稚貝の追跡調査

払戸地先の平成13年度放流地点で、 5 月から12月 

の間に、調査月 1回当たり6点の追跡調査を実施し 

た （表 5)。 5 月には殼長0.5〜1.4mniの24個体が採 

捕されたが、 7月は 5 月と比較して出現数がやや減 

少した。 8 月に入ると、急激に減少し、 9 月には例 

年の調査結果と同じように全く採捕されなくなった。 

平成14年は12月にも調査を行ったが、全く確認でき 

なかった。この減耗要因としては、放流直後の稚貝 

の斃死や移動•拡散の他に、貝類を好んで捕食する 

魚類や、水深が浅くなった時期の鳥類などによる食 

害、餌料や生息環境（底質の細粒化、貧酸素水塊の 

出現など）の変化が考えられた。

( 2 )小型桁網を使用した過年度放流貝の採捕調査（表 

6 )

1 ) 八郎湖増殖漁協前（平成 5年〜平成9年の間に 

人工種苗稚貝を放流した地点）…図 1、表 3 

桁網 5 m 曳 き （7 m2) を 1回 （以下どの地点も

表 3 ヤマトシジミ種苗生産稚貝の放流実績（県、八郎湖増殖漁業協同組合の共同） (単 位 ：万個）

放流場所 H 5年 7/29 H6 7/26 H7 7/26 H8 8/12 H9 8/21 H10 8/10 H11 8/9 H12 8/9 H13 8/9 H14 H 5年〜

〜9/29 〜9/29 〜9/29 〜9/19 〜9/26 〜9/18 〜9 /10 ，-9/10 〜9 バ0 H13年の計

漁協前 7,800 6,164 3,040 3,336 1,544 0 0 0 種 21,884

払戸沖 0 351 2,610 13,158 11,470 2,530 0 9,765 6,996 苗
生
産

46,880

天塩沖 0 502 1,830 7,098 7,879 2,356 8,617 0 28,282

野村沖 0 0 1,440 1,973 7,355 0 0 0 実
施
せ

10,768

井川沖 0 75 840 11,728 8,102 0 0 0 20,745

鹿渡沖 0 0 750 5,929 1,474 0 0 0 ず 8,153

合計 7,800 7,092 10,510 43,222 37,824 4,886 8,617 9,765 6,996 136,712

表 4 県及び八郎湖増殖漁業協同組合のシジミ放流実績

年度 県 の 放 流 事 業 漁 協 の 放 流 事 業

数量（kg) 産地 種類 数量 (kg) 産地 種類

昭 和 57 3,000 琵琶湖 セタシジミ — — —

58 6,000 琵琶湖 セ夕シジミ — — —

59 5,000 琵琶湖 セタシジミ 1,932 小川原湖 ヤマトシジミ

60 5,000 宍道湖 ヤ マ 卜 シ ジ ： 2,688 小川原湖 ヤマトシジミ

61 3,260 宍道湖 ヤ マ 卜 シ ジ ： 3,493 八郎湖 ヤマトシジミ

62 3,500 宍道湖 ヤ マ 卜 シ ジ ： 400 小川原湖 ヤマトシジミ

63 3,500 宍道湖 ヤ マ 卜 シ ジ ： 3,000 十三湖 ヤマトシジミ

平 成 1 2,491 琵琶湖 セタシジミ 2,040 十三湖 ヤマ トシジミ

2 2,500 琵琶湖 セタシジミ 5,000 八郎湖 ヤマ トシジミ

3 1,500 琵琶湖 セタシジミ 103,000 八郎湖 ヤマ トシジミ

4 2,500 琵琶湖 セ夕シジミ 73,500 八郎湖 ヤマ トシジミ

5 2,500 琵琶湖 セタシジミ — — —

6 1,250 琵琶湖 セタシジミ — — —

7 1,240 琵琶湖 セタシジミ 3,400 十三湖 ヤマ トシジミ

8 — — — 1,600 十三湖 ヤマ トシジミ

9 — — — 1,250 茨城県 ヤマ トシジミ

10 — — — 1,100 十三湖 ヤマ トシジミ

11 — — — 2,210 十三湖 ヤマ トシジミ

12 — — — 300 宍道湖 ヤマ トシジミ

13 — — — 140 十三湖 ヤマ トシジミ

14 — — — 180 十三湖 ヤマトシジミ
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表 5 ヤマトシジミ追跡調査

10 0.7、0.7、0.7、0.7、0_8、0.8、 0.9、 1.0、1.1、1.3
3 0.5、0.6、0.8
2 1.1、1.4
9 0_6、0.7、0.7、0.8、0.8、0.8、0.9、0.9、1.0
6 0.8、0.8、0.9、1.0、1.2、1.2
11 0.5、0.5、0.6、0.7、0.8、0.8、0.9、0.9、0.9、1.0、1.1

4 1.4、1.6ヽ 1.9 2.3
1 1.2

5 1.6、1.8、1.9、2_1、2.6
0

4 1.7、1.9 2_4ヽ  2.7
7 0.8、0.9、1.1、1.3、1.3、1.7、2.0

20020515
20020515
20020515
20020515
20020515
20020515

20020718
20020718
20020718
20020718
20020718
20020718

20020826
20020826
20020826
20020826
20020826
20020826

20020914
20020914
20020914
20020914
20020914
20020914

20021202

20021202

20021202

20021202

20021202

20021202

2.6

1.7、1.9、2.8

2.6

2.1

0.9 (0.0225m2の採泥面積)
0.6 ”

1.3 ”

0.8 ッ

1.0 ”

0.8 ”

5 m 、 1回曳き）行い、12個のャマトシジミが採 

捕 さ れ （1.7_/m2)、殼長は最小で16.4麵、最大 

で43.4丽であった。 セ夕シジミは 5 個採捕され 

(0.7_/m2)、その殼長は最小で22.0mm、最大で34.5 

mmであった。また、マシジミは5個採捕され（0.7 

個/ m2)、その殼長は最小で10.7醒、最大で13.7mm 

であった。

シジミ額以外の貝類はイシガイ、カラスガイ、 

ヒメタニシで、イシガイは29個が採捕され（4.1 

個/m2)、カラスガイは8個が採捕され 

ヒメタニシは21個が採捕された（3.0個/ m2)。

2 ) 井 川 （平成 6年〜平成9年の間に人工種苗稚貝 

を放流した地点）

1個のヤマトシジミが採捕され（0.1個/ m2)、 

その殻長はで43.8mmであった。ヤマトシジミ以外 

の貝類はイシガイ、 ヒメタニシで、イシガイは6 

個が採捕され（0.9個/ m2)、 ヒメタニシは21個が 

採捕された（3.0個/ m2)。

3 ) 野 村 （平成 7年〜平成9年の間に人工種苗稚貝 

を放流した地点）

8 個のヤマトシジミが採捕され（l.l_/m2)、

その殼長は最小で26.1麵、最大で43.5mmであった。 

ヤマトシジミ以外の貝類はイシガイ、カラスガイ、 

ヒメタニシで、イシガイは16個が採捕され（2.3 

個/m2)、カラスガイは10個が採捕され（1.4個/m2)、 

ヒメタニシは180個が採捕された（25.7個/m2)。

4 ) 天 塩 （平成 6年〜平成11年の間に人工種苗稚貝 

を放流した地点）

2個のヤマトシジミが採捕され（0.3個/ m2)、 

その殼長は最小で37.(km、最大で41.8丽であった。 

ヤマ卜シジミ以外の貝類は全く採捕されなかった。

5 ) 払 戸 （平成 6年〜平成10年及び平成12年〜平成 

13年に人工種苗稚貝を放流した地点）

2個のヤマトシジミ採捕され（0.3個/ m2)、そ 

の殼長は最小で19.2mm、最大で40.4mmであつた。 

ャマトシジミ以外の貝類は天塩地区と同様、全く 

採捕されなかった。

以上の結果から、湖内の他の地点と比較して多 

く採捕された八郎湖増殖漁協向い地点や野村地点 

の 2地点での共通点を述べると、 シジミ類以外に 

もイシガイ、カラスガイ、 ヒメタニシなど数種類 

の貝類が採捕されたことであった。

調査 年 月 日 調査地点個体数  #  左記の平均 採捕器具

(個） 冗又 長 殻 長 （mm) エクマンバージ採泥器
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今回は底質の調査は実施しなかったが、目視観 

察によれば、底質が泥のところよりは砂地の方が 

ヤマトシジミの生息量が多い傾向が見られたこと 

から、今後は底質と稚貝の死亡や挙動との関係な 

どについて検討する必要があるものと考えられた。

表6 過年度にヤマトシジミが放流された地区での小型桁網による採捕調査

1 漁 協 向 い ャ マ 卜 シ ジ

1
3

偏

均
大
小
準 

N
平
最
最
標

12
6
 

4
 

4
 

2
 

4
 

6
 

9
 

3
 

4
 

1

9
 

7
 

0
 

7
 

2
 

0
 

6
 

8
 

3
 

4
 

1

2
 

2
 

6
 

3

6.
9
 

2
 

9
 

1
 

2

m2当たり纖

1.7

セタシジミ SL(im)|SH(Mi)|SW(im) m2当たり個数

N 5 0.7
平 均 28.0 28.3 10.5
最 大 34.5 34.7 17.9
最 小 22.0 24.1 6.1
標 準 偏 差 6.3 5.3 6.0

マシジミ SL(im)|SH(iM)|SWOm) m2当たり個数

N
平 均

最 大

最 小

標 準 偏 差

5 0.7
12.8
13.7
10.7 
1.5

10.4
11.1
9.1
1.0

0.59
0.72
0.36
0.2

シジミ以外 イシガイ N = 29 4.1
の 採 臓 況 カラスガイ N = 8 1.1

ヒメ夕ニシ N = 21 3.0

井川 ヤマトシジミ SL(im)|SH(im)|SW(nnn) m2当たり個数

N 1 0.1
平 均 —
最 大 43.8 38.18 23.7
最 小 — — —
標 準 偏 ^ — —

シ ジ ミ 以 外 イ シ ガ イ  N :
の 採 捕 状 況 ヒ メ タ ニ シ  N : 21

0.9
3.0

野村 ヤマトシジミ SL(irnn) SH(irnn) |SW(min) m2当たり個数

N
平 均

最 大

標 準 偏 差

8 1.1
35.7
43.5
26.1
6.0

33.4
41.3
24.8
5.8

17.0
28.0 

7.3 
7.8

シジミ以外 イシガイ N = 16
の採捕伏況 カラスガイ N = 10

ヒメ夕ニシ N = 180

2.3
1.4

25.7

天 塩 ヤマ卜シジミ SL(nini)|SH(im)|SW(mi) m2当たり個数

N
平 均

最 大

最 小

標 準 偏 差

2 0.3
39.4
41.8
37.0
3.4

37.3
39.6
34.9
3.3

23.4
29.1
17.6
8.1

払 戸 ヤマトシジミ SL(Mi)|SH(im)|SW(im) m2当たり個数

N
平 均

最 大

最 小

標 準 偏 差

2 0.3
29.8
40.4
19.2
15.0

28.8
40.5 

1.7
16.6

15.1
27.6 
26.3
17.7

ヤマトシジミ稚貝は分散•移動が大きく、必ず 

しも放流地点に留まるとは限らないことや、他か 

らの移入もあり得ることから、資源添加効果に対

する評価は今後の継続した調査を行いながら判断 

を行う必要がある。

3 ヤマトシジミ天然貝の分布調査

ヤマトシジミ天然貝の分布調査の地点図を図3 に、

調查結果を表7 に不した。

⑴ 天 王 漁 港

桁網 5 m 曳 き （7 m2) を 1回 （以下どの地点も5 

m 、 1回曳き）行い、52個のヤマトシジミが採捕さ 

れ （7.4_/m2)、その殼長は最小で9.4mm、最大で25.2 

mmであった。ヤマトシジミ以外の貝類はアサリとム 

ラサキイガイで、アサリは1個が採捕され（0.1個/ 

m2)、ムラサキイガイは12個が採捕された（1.7個/ 

m2)0

⑵天王漁港入り口

2 個のヤマトシジミが採捕され（0.3個/ m2)、そ 

の殼長は最小で27.6mm、最大で27.9薩であった。ヤ 

マ卜シジミ以外の出現した貝類はアサリとマガキで、 

アサリは24個が採捕され（3.4個/ m2)、マガキは5 

個が採捕された（0.7個/ m2)。

⑶船越水道鉄橋の下

30個のヤマトシジミが採捕され（4.3個/ m2)、そ 

の殼長は最小で9.4麵、最大で34.0麵であった。 ヤ 

マ卜シジミ以外の貝類は全く見られなかった。

表 7 天然ヤマトシジミの小型桁網による採捕調査

1 天 王 漁 港 ヤ マ ト シ ジ ミ SL(iM)|SH(mm)|SW(mi) m2当たり個数

N 52 7.4
平 均 16.8 15.6 2.3
最 大 25.2 24.1 6.4
最 小 9.4 8.8 0.4
標 準 偏 差 3.0 3.2 1.3

シ ジ ミ 以 外 ァ サ リ  N :
の採捕状況ムラサキイガイ N : 12

0.1

1.7

天 王 漁 港 ヤ マ ト シ ジ ミ  

入 り 口

シジミ以外 

嘯 状 況

3 ヤマトシジミ

鉄 橋 下  

( 通 常 の 漁 場  

の一部）

SL(im)|SH(mm)|SW(im) m2当たり個数

N 2 0.3
平 均 27.8 25.6 9.5
最 大 27.9 25.8 9.7
最 小 27.6 25.3 9.3
標 準 偏 差 0.2 0.4 0.3

ア サ リ N = 24 3.4
マ ガ イ N = 5 0.7

SL(im)|SH(iM)|SW(im) m2当たり個数

N 30 4.3
平 均 21.1 19.4 4.8
最 大 34.0 31.5 16.7
最 小 9.4 8.6 0.3
標 準 偏 差 6.4 5.9 4.2

ャマトシジミの分布量が多かった「天王漁港」や 

「船越水道鉄橋の下」の 2地点での共通点は、「アサ 

リがいないか極端に少ない」ということがあげられた。

船越水道においては、湖内とは逆にある程度底質の 

粒度が細かい方が、ャマトシジミの分布量が多い傾向 

が見られたことから、湖 水 （淡水）と船越水道（汽水）
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とでは、その底質とヤマトシジミの分布量との関係だ 

けでも、かなりの異なっていた。このことから、今後 

も引き続き底質とヤマ卜シジミの生息量や成長との関 

係などの知見を蓄積することにより、ヤマトシジミの 

生態を解明して行く必要があると考えられた。

4 ヤマトシジミ飼育試験

種苗生産を実施した平成5年から平成13年の間に次 

のような生産技術に関する知見が得られている。

( 1 )これまでの産卵•飼育試験で得られた主な知見の

整理

•生殖腺の成熟期は7 月中旬から11月上旬。

•産卵期は7 月下旬から9 月上旬。

•種苗生産期間は8 月から9 月。

•産卵可能な海水濃度は10〜20% (塩化物イオン濃 

度は1，500〜4,000mg/L)で多く産卵する。

•汽水産親貝においては、十分な淡水馴致期間を経 

過させていない場合は、従 来 の “適度の海水濃度 

刺激法”だけでは産卵しづらい。

•受精卵は長卵形で大きさは110〜120ミクロン。

•受精後18時間でふ化。

•浮遊幼生期間は積算温度134.2〜166.4°Cで 6〜10日。

• ア才コが多量に発生した水槽では産卵が見られない。

•着定後の稚貝においてはある程度淡水耐性が生じ 

てくる。

•飼育水槽を寒冷紗などで覆って太陽光を抑えるこ 

とにより、ア才コや高水温の影響を抑制できる。

•放流方法については、水中ポンプなどの水圧を利 

用して、水槽底面などから稚貝を剥がして水ごと 

湖内に流し込む方法が、稚貝の殻の損傷を少しで 

も抑えることになる。

( 2 )ヤマ卜シジミ産卵•短期飼育試験

1 ) 低 温 （+  5°C) 産卵誘発試験

産卵誘発の設定条件や産卵に使用した親貝の違

いなどにより、計 4 つの試験区を設けたところ、 

次のような結果が得られた。

これまでは1/10〜2/10海 水 （1，500〜4,000mg程 

度の塩化物イオン濃度）で行うのが通常であった 

が、少しでも産卵誘発が効率的になるように、平 

成14年度は8 月30日に親貝を低温（+5° Cによる） 

処理後に、通常の塩分刺激による産卵誘発を行っ 

たところ、ある程度効率が良くなることや、夜間 

観察によれば船越水道産の小型個体の雄が放精し 

ていたことから、船越産の雌が産卵したものかに 

ついては不明であるものの、雌への産卵刺激の役 

割を果たしていることが判った（表 8 )。

2 ) 珪藻添加による幼生及び稚貝の生残試験

シャーレによる飼育試験を実施した。表 9 に不 

したとおり、幼生期の生残率は飼育水への珪藻添 

加の有無との関係は認められなかったが、着底 

(珪藻を添加した方が着底が1 〜 2 日早い）段階 

以降において、生残率に 2 倍の差が見られた。 

今回、稚貝飼育において珪藻添加の効果が推察さ 

れたものの、 シャーレによる簡易的な短期間の飼 

育であるため、今後、さらに検討を重ねて行く必 

要があるものと考えられた。

⑶ヤマ卜シジミ長期飼育試験（平成13年〜）

平成13年11月にウォータ一バス方式による100L 

パンライ卜を使用した試験区3 区を設け、八郎湖の 

湖内砂を約5 cm程度敷き詰め、 1 ) 15% 海水換水区

2 ) 淡 水 止 水 区 3 ) 淡水換水区のそれぞれに、 

約2,000個の稚貝を収容して飼育し、平成14年 3 月 

下旬に取り上げたところ、 15% 海水換水区のみで

0.4〜0.8imnの稚貝（数量は未測定）が確認された。

その後、平成14年 4 月以降、「ウォーターバス15 

% 海水無換水」に切り替えて飼育した。平成15年 3 

月における平均殼長（平均体重）は10.4mm (0.24g)

表 8 産卵誘発試験

産卵誘発試験の設定条件
産卵に使用した 産卵に使用した 親貝サイズ 産卵状況 産卵誘発開始日の夕方

親貝の由来 親貝の個数(個） 殼長（mm) 体重（g) ('の放精状況）

10Lの飼育水で飼育（ァクリル水槽使用）

通常産卵誘発区…2 /10海水濃度 八郎湖産 5 41.5±1.2 24.7±4.5 産卵見られず (放精量が少ない）

通気有り

八郎湖産 5 40.8±2.4 25.8±4.7 1.2万粒

同 上 + fどちらが産卵) (放精量が少ない）

船越水道産 20 22.5±4.4 5.4±3.2 Lしたかは不明J

10Lの飼育水で飼育（ァクリル水槽使用）

5 °Cで冷蔵後に通常の産卵誘発…2/10海水濃度 八郎湖産 5 33.9±6.7 12.7 土 5.2 5.6万粒 (放精量は普通）

通気有り

同 上

八郎湖産

+

船越水道産

5

20

37.5±4.9

22.8±4.6

17.7±5.1

5.5±3.8

9.7万粒 

fどちらが産卵) 

kしたかは不明J

(放精量が

やや多い）



表 9 珪 藻 （キー卜セラス • カルシ卜ランス）の添加状況による幼生及び稚貝の生残状況調査

飼育条件

シャーレに収容 
2 /10海水濃度 
(無給餌A 区）

経過日数 1 日目 2 日目 1 3〜4 日目 5〜6 日 目 | 7〜8 日目 9〜10日 目 |
搬入個数（個） 30

生残個数（個） 30 27 1 21 19 | 12 4 |

成育段階 幼生 稚貝

飼育条件

シャーレに収容 
2 /10海水濃度 
(無給餌B g )  
(搬入個数60個区）

経過日数 1 日目 2 日目 1 3〜4 日目 5〜6 日 目 | 7〜8 日目 9〜10日 目 |
搬入個数（個） 60

生残個数（個） 60 48 丨 34 26 | 11 3 |

成育段階 幼生 稚貝

飼育条件

シャーレに収容 
2 /10海水濃度 
(珪藻給餌A 区 

…高濃度給餌区）

経過日数 1 日目 2 日巨 1 3〜4 日目 5〜6 日 目 | 7〜8 日目 9〜10日 目 |
搬入個数（個） 30

生残個数（個） 30 28 1 25 21 | 16 14 |

成育段階 幼生 稚貝

飼育条件

シャーレに収容 
2 /10海水濃度 
(珪藻給餌B E  

…低濃度給餌区）

経過日数 1 日目 2 日目 1 3〜4 日目 5〜6 日 目 | 7〜8 日目 9〜10日 目 |
搬入個数（個） 30

生残個数（個） 30 27 1 23 20 | 13 10 1

成育段階 幼生 稚貝

で、最大個体が12.9mm (0.45 g )、最小個体は7.5mm 

(0.07 g ) であった。最終歩留まりを見ると、0.45 

%  (2,000— 9 個） とかなり低い値ではあったもの 

の、初期飼育においては、淡水飼育よりも適度の海 

水飼育の方が、稚貝の歩留まりに好影響を与えてい 

るものと推測できた。（表10)

ヤマトシジミの成長について、過去の飼育デ一夕 

と比較して見た（表11)。 これによると、人工種苗 

と天然種苗の0齢貝の成長において、差がみられて 

いたことから、種苗生産に当たっては、種苗に対す 

る給餌方法などは重要な課題の1つと考えられた。

【参考文献】
1 平成 5年〜13年度秋田県水産振興センタ一事業報告

蚩

2 平成 2年度秋田県内水面水産指導所事業報告書 

3 宍道湖のヤマトシジミ個体群の成長および着底稚貝 

高 田 芳 博 ほ か 日 水 誌

表1 0 水産振興センター屋外水槽で飼育したヤマトシジミの測定結果（平成13年11月〜15年 3 月）

平成13年11月飼育開始 平成14年 3月測定 平成15年3月最終取り上げ (N = 9 )

殼長 殼局 重量

殼長範囲 殻長範囲 殼長範固 平均 10.4 8.9 0.24

(0.35 〜0.37mm) (0.4 〜0_8mm) (7.5 〜12.9mm) 最大 12.9 10.9 0.45

最小 7.5 6.5 0.07

収容個体数（約2,000個） 最終生残個体数（9個） 標準偏差 1.8 1.6 0.10

表1 1 ヤマトシジミの飼育試験による年齢別成長

地区 調査年 担当者 基準（月）

年齢別成長（mm)

0齢貝 1齢貝

秋田県内水面 

水産指導所※ 

(八郎湖）

1990〜91年 

(平成2〜3年）

渋谷 5月 範囲 3〜4 13 〜14

秋田県水産 

振興センター 

(振興センター）

2000〜02年 

(平成12年 

〜14年）

池端•佐藤（時） 3月 平均値

範囲

0.5 

0.4 〜0.8

10.5 

7.5 〜12.6

※ 平成2年に現在の秋田県水産振興センターに統合。



内水面水産資源調査（河川水産資源調査 • 天然稚アュ調査)

【目 的 】

アユは秋田県における内水面漁業•遊漁の最重要魚種 

として位置づけられ、古くから種苗放流などの増殖事業 

が行われ、釣りや投網などにより多く漁獲されている。 

河;11に生息するアユの由来は、人工種苗による放流アユ 

と天然海産遡上アユからなるが、天然アユの遡上量は年 

変動が激しく、河川内におけるアユの生残•生育 •産卵 

状況は気象条件及び河川環境など多くの要因に強く影響 

を受けていると考えられる。また、釣獲•漁獲実態など 

についても不明な点が多く、きめ細かな増殖技術は確立 

されていない。

本事業では、アユの生産量を決定する主な要因である 

河川環境及び仔アユの降下•稚アユの遡上状況並びに遡 

上 •放流後の生育、釣獲状況などを調査し、アユ資源の 

維持 •増大を図るための基礎資料を得ることを目的とし 

た。

【方 法 】

1 調査対象河川

県内の三大河川の一つである米代川水系を対象とし、 

遡上稚魚の調査についてはその支流である常盤j丨丨、阿 

仁川を対象とした。

2 種苗の放流状況

種苗放流状況を把握するため、秋田県内水面漁連の 

資料を整理した。

3 天然稚魚の遡上状況

天然稚魚の遡上状況とサイズを把握するため、 5 月 

下旬から6 月中旬までに計6 回、常盤川において投網 

で稚魚を採集し、全個体について標準体長（以下、体 

長と記す）を測定した。また、阿仁川における稚魚の 

遡上状況を把握するため、 5 月下旬から6 月上旬まで 

根小屋頭首エの魚道（図 1 ) を遡上するアユを計数し 

た。

4 生育、釣獲、漁獲状況など

インターネッ卜上で紹介されている阿仁川のアユの 

釣獲状況 (http://www.kumagera.ne.jp/kikuti/2002 

/tyouka.html)をもとに、各月ごとの釣獲サイズ、 

一人当たりの平均釣獲尾数について検討した。このホ一 

ム ペ ー ジ で 掲載されている釣獲サイズとは、ある人が 

釣り上げたすべてのアユの中から、外見上、最小と最 

大のものを選び出し、全長を0.5cm単位で測定したも 

のである。 ここでは測定部位を標準体長に統一するた 

め、森山 •松 宮 （1999) によるアユの魚体測定換算式 

を用い、全長から標準体長に変換した。

5 降下仔魚調査

佐 藤 時 好

北秋田郡ニッ井町富根地区の米代)丨丨左岸でアユの降 

下仔魚を採集した。1997〜1999年までの調査結果によ 

ると、降下仔魚のほとんどが10月上旬から11月下旬ま 

での期間中に出現している。そこで10月と11月の 2 力 

月間、原則として旬1回、岸の近くと川の中心部付近 

の計 2定点において降下仔魚を採集した。調査の中心 

時刻を20時に設定し、丸型稚魚ネッ卜（口径40cm、長 

さ230cm、 メッシュG G 5 4 ) を 5 分間設置して仔魚を 

採集すると同時に、流速と水温を測定した。得られた 

試料は5 % のホルマリン水溶液で固定した後、仔魚の 

出現数を数えた。

また、降下数が特に多い夜間の状況を明らかにする 

ため、10月と11月にそれぞれ1回ずつ、20時から翌日 

の 2 時までの時間帯を対象として2 時間ごとに仔魚を 

採集した。

降下量の推定にあたっては、まず、採集をした2定 

点の平均尾数と河〗丨丨流量で河〗丨丨全体に引き延ばした。 

ここで、1997年の調査結果から1 日の降下仔魚数の65 

% は20時から2 時までの夜間に流下するものとし、20 

時の値を夜間調査の結果をもとに比例配分を行い、 1 

日当たりの流下量を求めた。

また、仔魚の出現数はある調査時から次の調査時ま 

で直線的に変化するものと仮定し、降下仔魚の総数を 

推定した。

6 環境調査

気温、降水量、日照時間について秋田地方気象台発 

行の秋田県気象月報により、仔魚調査の実施場所に最 

も近い鷹巣地区の観測結果を整理するとともに、河川 

流量について国土交通省能代工事事務所が実施してい 

るニッ井地区の観測資料を用いて検討した。また、河 

川の水温について検討するため、秋田県水産振興セン 

タ ー 内水面試験池が米代川水系阿仁川支流の打当内沢 

川で10時に観測しているデ ー タ を整理した。沿岸域の 

海水温については当セ ン タ ー で 観測している男鹿半島 

台島のものを用いた。

【結果及び考察】

1 種苗の放流状況

種苗放流は主に6 月上旬から6 月中旬にかけて仃わ 

れ、米代川水系全体で昨年を若干下回る2,420kgのア 

ユが放流され（表 1)、その由来は、すべて県内産種 

苗であった。この水系では琵琶湖産種苗は資源維持の 

観点から1998年以降放流されていないが、米代)丨丨水系 

以外の河川においても琵琶湖産種苗の放流量は年々減 

少し、県内全放流量の1割程度となっている。
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天然稚アユの遡上状況

⑴遡 上 期 間

阿仁川の根小屋頭首エの魚道堰堤の下で、遡上直 

前と見られる稚アユが5 月28日に初めて観察された 

ことから、翌日の5 月29日から遡上状況の観察を開 

始し、 6 月 1 日にピ ー ク を も つ 、 10日間前後の遡上 

が確認された。これは、例年と比較して2 〜 3旬程 

度遡上期が早まっていたが、遡上期間は例年と同様 

に比較的短期間に集中していた（表 2、 3)。なお、 

平成14年に米代川水系で放流された種苗の大半は、 

根小屋頭首エでアユ稚魚の遡上が最後に確認された 

日以降に放流されていたため、平成14年分について 

は種苗放流分の差し引きは行わなかった（表 3 )。

⑵ 遡 上 尾 数

前年の平成13年度の遡上尾数は明らかではないが、 

平 成 12年度の44万尾と比較すると、約2.2倍の遡上 

尾数が見られ、近年にない遡上量を確認することが 

できた。なお、平成12年以降の遡上量を表3 に示し 

た。

⑶遡上サイズ

常 盤 川 （常盤橋付近）と 阿 仁 川 （根小屋頭首エ) 

で捕獲されたアユの測定結果を表4、 5 に示した。

近年、毎年採捕調査を実施している常盤川の本年 

の平均体長は8.2±1.5cmで、他の年と比較してサイ 

ズに大きな差は見られなかった。

今年度初めて根小屋頭首エにおいて、タモによる 

採捕を試み、14時〜16時とで比較したところ、水温 

が0.2°C前後上昇する16時の方が比較的小型の稚ア 

ユが遡上していた（表 5 )。

生育、釣獲、漁獲状況など

⑴ 阿 仁 川

最近 3 力年のおける阿仁川のアユの釣獲状況につ 

いて表6 に示した。平成14年の釣獲時期において、 

鷹巣気象観測所の気象は、「7 月中旬から8 月中旬 

の降水量が非常に多く、日照時間は反対にかなり少 

ない」という状況であった。（図 3 )。このことから 

アユの餌料環境が良くなかったと推定され、一人当 

たりの平均釣獲尾数が過去2年間と比較してかなり、 

低 い 値 （7 —  9 月期、18.7尾/人）を示し、 しかも、 

成育状況においても、平成13年と同様に低いレベル 

であった。また、度重なる増水に伴い、釣れる日や 

釣り場が限定されるなどの影響も見られ、遊漁者の 

入りは相当落ち込んだものと考えられた。

ここで、過去 2年間の状況についてふれると、平 

成13年は、かなり小型（7 — 9 月期、14.0 — 17.1cm) 

のアユが釣獲されたものの、 7 〜 8 月の一人あたり 

の平均釣獲尾数は20尾を超え、例年よりも良い釣果 

が得られていた。

次に平成12年について見ると、やや小型（7 —  8 

月期、14.5 — 17.3cm)であったものの、一■人当たり 

の平均釣獲尾数はいずれの月も20尾を超え、釣獲状 

況 （7 —  9 月期、23.0尾/人）はかなり良好であっ 

た。

このように、一昨年、昨年と2 力年続けて好調で 

あったが、今年は、遡上尾数が多かったものの、釣 

獲状況はきわめて低水準であった。このことから、 

今後は、環境収容力に関する調査を行うことが必要 

になってくるものと考えられた。

(2) 阿仁川以外の河川での釣獲状況

平成14年においても、全県の主な河川（漁協）に 

対する聞き取り調査（表1 1 )を実施したが、これを 

もとに判断するとほとんどの河川において、阿仁川 

と同様に例年の半分程度の漁獲量となり、遊漁者も 

1/2〜1/3程度に落ち込んだところが多かった（表 

1 1 )。

4 降下仔魚調査

降下仔魚の調査結果について表7 に示した。10月 7 

日の採集は、河川の増水のため岸際の1点のみとなっ 

ている。

10月 7 日から12月 1 日までの計9 回の調査結果から 

本年の仔魚の降下総数は51億尾と推定され、平年値63 

億尾を若干下回った（表12)。また、時期別の降下仔 

魚量を見ると、例年と比較して10月上〜中旬の降下数 

が極端に少なかったことが特徴的で、 このことが次年 

度の遡上量にどう影響するものかについても、今後検 

討すべき課題の1つと考える。

また、これまでの調査結果によれば、その年の仔魚 

の降下量と翌年の稚魚の遡上量とは必ずしも比例しな 

い場合もある（表1 2 )ことから、今後もデ ー タ の 蓄積 

を図り、予測精度を向上させる必要があるものと思わ 

れた。

5 環境調査

アユの生息環境について、図 2 〜 4 に示した。本年 

の鷹巣地区の気温は遡上期（5 月下旬〜6月上旬）に 

平年並み、成 育 期 （6 月中旬〜8 月下旬）には平年並 

みか低めに推移し、産 卵 期 （9 〜10月）には平年並み 

にもどっていた。次に降水量は、平成14年は遡上期と 

産卵前期はかなり少なく、生育期と産卵後期にはかな 

り多く、降水量の時期的変化がとても激しかった。ま 

た、日照量は、遡上期にかなり多かったが、成育期に 

はかなり少なかった。

打当内沢における7 〜 9 月における河川水温は、例 

年より低めに推移し、台 島 （男鹿市）における7 月中 

旬以降の沿岸水温も、例年と比較すると低めで推移し 

た。



6 関連調査

(1) 戸賀湾のコウナゴ建網に混獲されたアユ稚魚の出 

現状況

平成15年 5 月 1 日から5 月23日までの間に男鹿市 

戸賀湾内においてアユ稚魚が混獲された状況を表8 

に示した。米代川に遡上する稚魚と戸賀湾の稚魚が 

同一系群かどうかは未解明ではあるが、例年阿仁J11 

の根小屋頭首エにアユが遡上する1 力月程度前に戸 

賀のコウナゴ網に入網することから、阿仁川への遡 

上 時 期 （できれば、おおよその遡上量も）を予測す 

る 1手法として、今後検討する価値があるものと考 

えられた。

⑵ 餌 料 環 境 （藻類現存量）調査

阿仁)丨丨及び小阿仁j I丨の各地点において川底から適 

当な大きさの石を採取し、10 X 10cm方形枠をあて、 

ナイロンブラシを用いて枠内の付着藻類を採取した。 

その試料の乾燥重量、強熱重量を算出した（表 9 )。

この餌料環境の調査に関しては、複数年でのデ一 

夕の蓄積が必要と考えられた。

( 3 )阿仁川における側線孔（下顎の穴）の配列に関す 

る調查

種苗を区分（海産、人工種苗、琵琶湖産などに） 

する方法としては側線上方横列鱗数を数えるのが一 

般的であるが、「側 線 孔 （下顎の穴）の配列が乱れ 

ているのが人工種苗に多い傾向が見られている（広 

報ないすいめんNo.28,2002)とあるように「事前に 

その河川の放流種苗における配列の乱れの割合」を 

調 査 （6 月12日の阿仁川放流分の人工種苗について 

調査したところ配列に乱れのある割合は約50% であっ 

た） しておけば、その漁場（河川）における放流魚 

の割合が推定できるものと思われた。そこで、阿仁 

川の釣漁場においてこのことに関したビグ調査（表 

1 0 )を行なった。

この結果をみると、 8 月 3 日の調査時は、上流か 

ら下流までほとんど均一に放流種苗（配列の乱れ有 

り）が見られ、全体で10.2%の出現率となり、 6 月 

12日の調査から単純計算すると人工種苗の割合は約 

2割ということになる。また、この時には、魚体サ 

イズが大きく、魚体表の一部に潰瘍があるアユが上 

流ほど多く見られて、全体では30.5%であった。魚 

体サイズは中流域で比較的型が揃っていた。

8 月31日になると、放流種苗（配列の乱れ有り） 

は中流〜下流にしかいなくなり、全体での出現率は 

19.0% (単純計算すると人工種苗の割合は約4割近 

いということになる。また、魚体表の一部に潰瘍が 

見られるアユは、下流では全く見られなくなって、 

全体でも8.6%にまで低下していた。

(4) 河口域の渚帯での採捕調査

男鹿半島の小増川、増川の渚帯において、曳き網 

調査を実施した。12月 3 日〜2 月18日の間に合計17 

尾の後期仔魚が採捕され、渚帯での採捕が可能であ 

ることが今回初めて判った。今後、これらの海域で 

のアユの調査を行うことにより、海産アユなどの資 

源生態が少しずつ解明されて行くものと考えられた。

7 まとめ

これまでの調査において、稚魚の遡上量、 1人当た 

りの約獲尾数、仔魚の降下量などについての数値化の 

手法が確立したことから、これまでの結果を踏まえて、 

「前年の降下量（米代川全体） と翌年の遡上量（阿仁 

川)」、「その年の遡上量(阿仁川）と釣獲状況（阿仁川)」 

などについての関 係 （表 12、1 3 )を検討したものの、 

直接的な関係は見い出せなく、アユの資源及び成育状 

況に関しては、天然魚や放流魚の量や質（魚病の有無 

など）はもちろんのこと、降水量、日照量、河川水温、 

餌料の繁殖量、仔稚魚の越冬の良否に関係するとされ 

ている沿岸水温など、アユを取り巻く成育環境が複雑 

に関与しているものと考えられ、さらにデ一夕を蓄積 

した上で検討を重ねていくことが必要と考えられた。

【参考文献】
1 森山彰久 •松宮義晴（1999) ：アユの魚体測定換算 

式について、アユの増殖研究.全国湖沼河川養殖研究 

会アユ増殖研究部会、P7-12.

2 広報ないすいめんNo.28 (2002) ：アユの横列鱗数を 

数えてみよう、p25-28.
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図 3 打当内沢川における水温の推移
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台島の沿岸水温の推移
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平成12年 

一_ ー平成13年 

平成14年
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図 2 鹰巣地区における気象状況 

(年度別、月別の平均気温等）

図 1 遡上アユを計測した根小屋頭首ェ左岸の魚道 

(斜線部分はアユが通過する区間を示す。）
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表 1 ア ユ の 種 苗 放 流 実 績 （秋 田 県 内 水 面 漁 連 資 料 )
(単 位 :kg)

年 団体 自主放流 県費放流
合計

琵琶湖産 中新田産 岩出山産 県内産 計 県内産

1998年 （米代川水系） 0 0 0 2,590 2,590 70 2,660

(米代川水系以外） 3,460 900 200 2,553 7,113 1,169 8,282

合計 3,460 900 200 5,143 9,703 1,239 10,942

1999年 （米代川水系） 0 0 400 2,050 2,450 70 2,520

(米代川水系以外） 2,760 1,200 1,212 1,874 7,046 980 8,026

合計 2,760 1,200 1,612 3,924 9,496 1,050 10,546

2000年 （米代川水系） 0 200 0 2,607 2,807 35 2,842

(米代川水系以外） 1,400 1,200 1,000 3,440 7,040 1,015 8,055

合計 1,400 1,400 1,000 6,047 9,847 1,050 10,897

2001年 （米代川水系計） 0 100 0 2,854 2,954 70 3,024

米代川水系以外計 1,060 1,300 820 3,715 6,895 980 7,875

合計 1,060 1,400 820 6,569 9,849 1,050 10,899

2002年 （米代川水系） (放流月日）

鹿角市河川漁協 130 130 6月9 日 130

比内町漁協 110 110 6月8 日 110

阿仁川漁協 600 600 6 月12日 600

鷹巣町漁協 200 200 6月6 日 70 270

大館市漁協 100 100 6月9 日 100

田代町漁協 500 500 6 月3 日 500

粕毛漁協 400 400 6 月6 日 400

能代市常盤川漁協 50 50 6月 1 日 50

上小阿仁村 75 75 6 月12日 75

ニッ井町 135 135 6 月5 日 135

藤里町 120 120 6 月6 日 120

(米代川水系計） 0 0 0 2,420 2,420 70 2,490

米代川水系以外計 350 1,900 1,200 3,724 7,174 980 8,154

合計 350 1,900 1,200 6,144 9,594 1,050 10,644

表 2 阿仁】丨1根小屋頭首ェを遡上したアユの推定尾数 (尾/60分間）

5月29日 5月30日 5月31日 6月1 日 6月2 日 6月3 日 6月6 日 6月10日 時間帯の計

8時 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9時 0 0 0 72 0 204 0 0 276

10時 0 0 0 312 0 108 0 0 420

11時 156 174 0 2,364 0 876 0 0 3,570

12 時 3,672 4030 1,488 9,372 0 6,768 0 0 25,330

13 時 10,776 12002 2,880 24,072 6876 16,224 1,668 0 74,498

14 時 10,272 11441 4,344 66,432 22,128 42,564 4,464 0 161,645

15 時 18,888 21037 6,792 76,704 30,228 50,436 11,460 0 215,545

16 時 24,900 27733 8,400 68,544 35,940 37,008 12,324 0 214,849

17 時 15,012 16720 9,984 59,784 41,112 26,232 13,572 0 182,416

18 時 6，108 6803 7,932 24,300 13,884 26,376 18,048 0 103,451

8時〜19時

までの合計 89J84 99,940 41,820 331,956 150,168 206,796 61,536 0 982,000

表 3 阿仁川根帽頭首エを遡上したアユの年度別 • 旬 別 の 推 定 尾 数 （単 位 ；尾)

平成12年 平 成 13年 平成14年

5月下旬 0 - 231,544

6 月上旬 0 一 750,456

6 月中旬 397,960 — 0

6 月下旬 69412 — 0

言十 467,372 982,000

種苗放流分 69,412 

(遡上前に放流）

—

天然遡上尾数 440,000 — 982,000



表 4 常盤川における遡上アユの測定結果

年 月 日 体長（cm) 測定数 採捕漁具 備 考

平均（cm) 土 標準偏差 範囲 (尾）

1997 5 月20日〜6月3 日 7.5 土 1.0 6.2- 9.9 47 投網

1998 5月29日〜6月16日 7.4 土 2.0 5.3-12.1 89 //

1999 6月7 日〜6月13日 8.6 ± 1.7 5.1-12.7 61 //

2000 6月6 日〜6月16日 8.8 ± 1.9 5.4-14.1 56 //

2001 5月29日〜6月14日 8.1 ± 1.6 5.2-12.3 105 //

2002 5月14日 9.5 ± 0.4 9.1— 10.0 4 投網 上流域

5月21日 7.9 1 // //

5月28日 9.7 ± 2.3 6.5-11.9 6 // //

6月6 日 8.2 土 1.2 6.1-10.6 28 // //

6月10日 7.9 士 1.3 5.3-12.5 36 // //

6月15日 8.3 ± 1.7 5.7-12.6 27 // //

全体 8.2 ± 1.5 5.3-12.6 102

表 5 阿仁川根小屋頭首ェにおける遡上アユの測定結果

年 月 日 体長（cm) 測定数 採捕漁具 備 考

平均（cm) 士 標準偏差 範囲 (尾）

1997 6月23日 14.0 ± 0.8 12.2-16.4 54 投網 大型魚選抜

1998 6月22日 15.3 土 1.1 11.0-17.2 89 // //

1999 6月21日 13.5 (体長一体重から推定） // //

2000 6月20日 12.6 ± 1.2 9.6-15.1 70 // //

2001 6月15日〜7月19日 (平均体重 28.3 g) — — // 大型+ 小型魚

2002 6月2日 7.8 ± 1.0 6.5-10.5 32 タモ網 捕 獲 14 ： 00

6月2日 7.0 ± 0.7 6.3- 8.3 9 // ” 16 ： 00

6月3日 7.5 1.0 5.8-12.2 37 // " 14 ： 00

6月3日 7.3 士 1.1 3.7- 9.6 35 // " 16 ： 00

6月6日 7.1 ± 0.6 6.1-8.5 20 // " 14 ： 00

6月6日 6.8 ± 0.4 6.2- 7.6 17 // " 16 ： 00

全体（6月2 日〜6月6 日） 7.3 ± 1.0 3.7-12.2 150

表 6 阿仁川におけるアユの釣獲状況

年 月
釣獲サイズ 1人当たり釣獲尾数

備 考
全長（cm) (平均±標準偏差）

1998年 7月 15.2-18.0 20.9 ± 10.8

8月 15.9-18.9 13.1 土 9.3

9月 16.8-18.6 11.4 ± 7.9

7 — 9月 15.8-18.5 16.0 ± 10.5

1999年 7月 13.9-16.3 22.3 ± 14.7

8 月 15.4-18.8 16.4 ± 10.8

9月 15.0-18.3 8.1 ± 5.1

7 —  9月 14.6-17.5 18.6 土 13.2

2000年 7月 13.9-16.4 24.5 ± 14.7

8月 15.1-18.2 21.7 ± 11.1

9 月 14.5-17.5 21.5 ± 9.5

7 -  9月 14.5-17.3 23.0 ± 12.6

2001年 7月 13.3-16.3 25.2 ± 15.4

8月 14.2-17.2 21.6 ± 11.8

9月 14.8-18.4 16.5 ± 9.7

7 —  9月 14.0-17.1 21.9 + 13.0

2002年 7月 13.9-17.1 18.9 土 8.8 N  = 849

8 月 14.2-18.1 19.2 ± 7.8 N  = 364

9月 14.6 — 18.6 17.6 ± 6.3 N  = 299

7 — 9月 14.1-17.7 18.7 ± 8.0 N  = 1,512



阿仁川の玉石区（漁場造成区） 玉石投入（その1) 12.6225 12.6433 12.6313 0.0208 57.69 1 2.08 1.20
阿仁川の玉石区（漁場造成区） 玉石投入（その2 ) 13.7938 13.8194 13.8086 0.0256 42.19 1 2.56 1.08
阿仁川の玉石区（漁場造成区） 玉石投入（その3 ) 12.1417 12.1766 12.162 0.0349 41.83 1 3.49 1.46
上記の近隣区（玉石区から100m下流区） 玉石投入なく、玉石極少 11.4204 11.4381 11.4293 0.0177 49.72 1 1.77 0.88
小阿仁川下流区（小阿仁川の好漁場区）小沢田 天然玉石有り（その1) 12.8568 12.9217 12.8751 0.0649 71.80 1 6.49 4.66
小阿仁川下流区（小阿仁川の好漁場区）小沢田天然玉石有り（その2 ) 1 3 . 4 9 1 5  13.6312 — 13.5434 —  0.1397  62.85 _________2________ 6.98 4.39
阿仁川の玉石区（漁場造成区） 玉石投入 14.0386 14.196 14.1071 0.1574 56.48 5 3.15 1.78
小阿仁川下流区（小阿仁川の好漁場区）小沢田天然玉石有り 12.6935 13.1677 12.8028 0.4742 76.95 4 11.86 9.12

阿仁川の上流区（阿仁川の好漁場区）荒瀬 天然玉石有り 13.6638 13.9709 _ 13.8499 — 0.3071______ 39.40  3  10.24________ 4.03
阿仁川の中流区（阿仁川の好漁場区）阿仁前田天然玉石有り 10.9207 11.1334 11.0018 0.2127 61.87 3 7.09 4.39

表 7 アユ仔魚の降下状況

月日 採集時刻
水温

CC)
流速(m /s ) ろ水量（卜ン） 採集尾数 換算尾数(尾/ 卜ン） 河川流量 水位 調査期間 資源尾数 日数 -日当たり資源尾数

岸 中央 岸 中央 岸 中央 岸 中央 平均 卜ン/秒 (尾 ） (日間） 期間合計 (尾）

10月 7 日 20 00 16.1 0.407 — 4.9 — 55 — 11.3 — 11.3 162.0 0.61 10.01-6 215,378,082 6 35,896,347
10月17日 20 00 14.9 0.299 0.377 3.6 4.5 66 67 18.4 14.9 16.6 98.4 0.39 10.7 71,792,694 1 71,792,694

22 00 14.8 0.290 0.676 3.5 8.1 12 88 3.6 10.8 21.6 10.08-16 294,907,855 9 10月17日 32,767,539
10月18日 0 00 14.6 0.290 0.580 3.5 6.9 13 37 3.8 5.4 13.7 88.3 0.34 10.17 21,439,541 1 までの合計 603,518,172 21,439,541

2 00 14.5 0.418 0.650 5.0 7.8 8 25 1.5 3.2 7.1 10.18-28 1,555,624,069 11 (% ) 11.8 141,420,370
10月29日 20 00 11.4 0.385 0.502 4.6 6.0 42 107 9.0 17.9 40.4 494.7 1.32 10.29 261,401,199 1 261,401,199
11月4 日 20 00 9.7 0.339 0.845 4.1 10.1 47 174 11.6 17.2 43.2 233.3 0.80 10.30 - 11.3 880,898,585 5 176,179,717
11月 7 日 20 00 8.0 0.285 0.671 3.4 8.0 14 278 4.2 76.2 120.6 168.9 0.63 11.4 90,958,236 1 90,958,236

22 00 7.9 0.361 0.981 4.3 11.7 4 474 0.8 40.4 61.9 11 .5 -6 274,832,572 2 137,416,286
11月8 日 0 00 7.9 0.163 0.335 1.9 4.0 6 257 2.9 64.1 100.5 276.1 0.90 11.7 183,874,336 1 183,874,336

2 00 7.8 0.244 0.779 2.9 9.3 3 63 1.1 6.8 11.9 11 .8-17 1,001,554,716 10 100,155,472
11月18日 20 00 7.2 0.481 0.918 5.8 11.0 19 8 3.3 0.7 6.0 303.4 0.96 11.18 16,436,607 1 12月 1 日 16,436,607
12月 1 日 20 00 6.3 0.369 0.507 4.4 6.1 3 4 0.7 0.7 2.0 241.6 0.82 11.19-12.1 239,416,658 13 までの合計 4,504,996,977 18,416,666

( % )  88.2

総降下仔魚数 

(尾）

表 8 コウナゴ建網に混獲されたアユ稚魚（戸賀湾)

5 月 1 日 5 月 2 日 5 月 3 日 5 月4 日 5 月 5 日 5 月 6 日 5 月 7 日 5 月 8 日 5 月10日 5 月12日 5 月13日 5 月14日 5 月18日 5 月19日 5 月23日
N 135 53 58 122 26 50 61 137 41 14 138 192 73 74 30
平均 49.1 48.9 48.5 46.3 57.8 61.4 50.1 56.0 53.9 53.7 56.3 56.5 53.1 56.1 53.1
最小 42.9 44.2 38.1 46.3 47.4 49.1 41.1 45.2 46.8 51.1 49.4 50.9 41.3 44.3 45.6
最大 58.9 62.9 55.2 64.7 76.6 80.7 56.9 65.3 62.1 59.4 66.1 70.1 66.3 77.1 62.0
標準偏差 3.3 3.7 5.7 7.7 9.2 7.6 4.2 5.0 4.0 2.5 3.9 4.9 6.8 8.5 3.9

表 9 阿仁) n における藻類の現存量

採取月日 採取地点 採取地点の状況 るつぼ重量乾燥後 

( g )  ( g )
550°C 3h 

( g )
乾燥重量 

( g )
強熱減量 

(%)

採取(0.01m2) 
した回数(回）

乾燥重量強熱減量 

( g / m )  ( g / m )

5,108,515,149

2 

2 

2 

2

/ 

/ 

/ 

/

8 /29
8/29



表1 0 阿仁川釣獲（ビク）調査 (2003/8/3) (2003/8/31)
No. | B • L T • L B • W 側線孔の配列魚体表の状況

上流A 1 112 135 16.5 正常 正常

2 180 207 72.3 正常 一部潰瘍

3 185 215 107.2 正常 一部潰瘍

4 190 225 106.5 正常 一部潰瘍

5 190 215 99.6 正常 一部潰瘍

上流B 1 180 210 81.8 正常 正常

2 188 221 95.5 正常 正常

3 180 210 80 正常 正常

4 145 165 34.6 正常 正常

5 185 215 91 正常 一部潰瘍

6 175 205 76.6 正常 一部潰瘍

7 167 190 60 正常 一部潰瘍

8 168 196 61.8 正常 一部潰瘍

9 178 198 69.6 乱れ有り 正常

10 145 169 35.8 乱れ有り 一部潰瘍

中流A 1 197 228 116.8 正常 正常

1 190 220 98.7 正常 正常

中流B 2 194 225 123.1 正常 正常

3 195 223 119.6 正常 一部潰瘍

中流C 1 118 138 21.1 正常 正常

2 128 148 23.4 正常 正常

3 130 153 27.5 正常 正常

4 140 165 — 正常 正常

5 145 170 — 正常 正常

6 148 174 — 正常 正常

7 150 178 — 正常 正常

8 152 173 — 正常 正常

9 153 177 — 乱れ有り 正常

10 158 185 — 正常 正常

11 160 190 — 正常 正常

12 163 193 — 正常 正常

13 165 190 — 乱れ有り 正常

14 168 195 — 正常 正常

15 170 188 — 正常 正常

16 173 202 — 正常 一部潰瘍

17 175 200 — 正常 一部潰瘍

18 175 198 — 正常 一部潰瘍

19 175 206 — 正常 一部潰瘍

20 180 205 — 正常 一部潰瘍

21 185 210 — 正常 一部潰瘍

22 185 213 — 正常 一部潰瘍

下流A 1 136 162 35.8 正常 正常

2 158 188 44.8 正常 正常

3 160 188 53.9 乱れ有り 正常

4 166 194 62.6 正常 正常

5 170 200 69 正常 正常

6 175 195 62 正常 正常

7 180 212 74.4 正常 正常

8 183 207 72.5 正常 正常

9 185 213 80 正常 正常

10 192 220 75.3 正常 一部潰瘍

下流B 1 145 169 35.1 乱れ有り 正常

2 155 184 55.9 正常 正常

3 163 190 63.4 正常 正常

4 175 200 81 正常 正常

5 175 200 77.5 正常 正常

6 188 205 95.1 正常 正常

7 192 225 97 正常 正常

8 198 225 112.3 正常 正常

乱れ有り/正 常 -部潰瘍/正常

計  59 6/53 18/41

No. | B • L T • L B • W 側線孔の配列魚体表の状況

上流A 1 162 195 59.7 正常 正常

2 138 162 34.2 正常 一部潰瘍

3 142 167 37.5 正常 正常

4 145 173 38.5 正常 一部潰瘍

5 143 167 34.1 正常 正常

6 144 172 41.5 正常 正常

7 145 172 39.5 正常 正常

8 138 165 34.3 正常 正常

9 152 183 41 正常 正常

中流A 1 164 195 57 正常 正常

2 172 205 67.8 正常 正常

3 164 197 63.3 正常 正常

4 158 192 61.6 正常 正常

5 132 160 34.1 正常 正常

6 162 191 62.5 乱れ有り 正常

7 172 20.6 73.6 正常 一■部潰瘍

8 175 21.8 71.5 乱れ有り 正常

9 160 19.2 58.1 正常 一部潰瘍

10 165 19.7 62 乱れ有り 正常

11 163 19.5 61 乱れ有り 正常

12 137 16.4 34.5 正常 正常

13 150 18 48.4 正常 正常

14 174 20.6 77.5 乱れ有り 正常

15 158 18.9 54.9 正常 正常

16 146 17.4 44.3 乱れ有り 正常

17 165 19.5 71.8 乱れ有り 一部潰瘍

18 168 19.1 53.8 正常 正常

19 162 19.3 59.9 正常 正常

20 124 14.6 25.2 正常 正常

中流B 1 162 193.0 67 正常 正常

2 152 185.0 56.7 正常 正常

3 153 185.0 50.1 正常 正常

4 144 174.0 42.7 正常 正常

5 134 160.0 31.3 正常 正常

下流A 1 177 210.0 80 正常 正常

2 157 191.0 58.2 正常 正常

3 165 197.0 65.3 正常 正常

4 150 180.0 43.5 乱れ有り 正常

5 160 193.0 57.7 正常 正常

6 145 177.0 50.7 乱れ有り 正常

7 160 190.0 60.2 正常 正常

8 136 167.0 42.3 正常 正常

9 157 190.0 55.7 正常 正常

10 150 184.0 48.6 正常 正常

下流B 1 156 186.0 45.5 正常 正常

2 153 185.0 50.5 乱れ有り 正常

3 140 168.0 38.6 乱れ有り 正常

4 140 168.0 39.9 正常 正常

5 140 169.0 44.7 正常 正常

6 155 190.0 57.6 正常 正常

7 142 171.0 34.1 正常 正常

8 147 178.0 49 正常 正常

9 148 178.0 48.5 正常 正常

10 154 184.0 49.4 正常 正常

11 148 179.0 44.8 正常 正常

12 150 180.0 43.1 正常 正常

13 142 170.0 37.8 正常 正常

14 144 174.0 40.3 正常 正常

計 58

乱れ有り/正常 

11/47

一部潰瘍/正常 

5/53



表1 1 平成14年のアユの聞き取り調査（全県主要漁協)

漁協名 天然魚の遡上状況等 放流魚の状況 アユの生育状況等 アユの約獲状況等 遊漁者の動向等 その他 備考

阿仁川 •遡上量は例年の2〜3倍。時 
期は5月下旬〜6月上旬。 

•サイズ大（8〜11cm)が2割、 
サイズ小（5〜6 cm)が8割 
の割合で遡上した。

•種苗の状況は良好 
だった。

•雨が多くコケが流された。 
•生育が不良。

•サイズ 10〜23 (平均18cm)
•関東、岩手県、青森県、地元 
の釣り人が多く、50〜 5 尾 
(平均15尾）と例年と比較す 
ると半分程度の釣果であった。

•遊漁者は例年の1/3程度 米代川水系

鷹巣町 •遡上量は例年の2倍以上。 
•サイズは例年どおり。

•雨が多くコケが流された。 
•その後の生育が不良。
•上流部は良かったが、中 
流部が良くなかった。

•サイズ 10〜20cm •遊漁者は例年の1/3程度 •小猿部川の遊漁料収入が伸 

•マイヤマ地区は休ませた。

米代川水系 
(中流域）

大館市 •m 卜暈は例年の2〜3倍で真っ 
黒に見えた。

•大型で活力がよかっ 
た。

•群アユが多く、なかなか 
分散できないでいた。

•サ イズ 15〜25cm 
•岩手県の人が多く、70〜10尾 
(平均20尾）と例年並み。

•遊漁料は3漁協で合同と 
なってはいるが、大館地 
区の遊漁者は例年と比較 
して1/3と非常に少なかっ 
た。（長雨が影響）

•11cmで親魚になっていたも 
のがあった。

•地元の遊漁者が少ない。

米代川水系 
(上流域）

柏毛 •遡上量は例年の2倍以上。 •種苗の状況は良好 
だった。

•米代川本流よりも、支流 
の•藤琴川の方が良かっ 
た。

•遊漁者は例年の1/3程度 •遊漁者は例年の2/3程度 •ヤサカ町の頭首エの右岸に 
魚道があるが、そこは流れ 
が早く、アユ稚魚は遡上で 
きないでいる。左岸の魚道 
を県に要望中。

米代川水系

八森町 
真瀬川

•遡上量は例年の2倍以上。 
•サイズは例年どおり。

• H 13年より小型で 
あったが、活力は 
よかった。

•雨が多くアユが下流に流 
されたようである。

•サイズは解禁当初は良かった 
が、7月中旬以降小さくなっ 
た。

•遊漁者は例年の1/2程度 •死んで流れてくるアユ（冷 
水病？）が見られた。

真瀬川水系

能代市 
常盤川

•遡上量は例年の2倍以上。 •活力は平年並み。 •雨等の影響で下流まで下 
がってしまうと、元のと 
ころまで上がってこない。

•サイズは10〜20cmと小型であっ 
た。

•遊漁者は例年の1/3程度 米代川水系 
(下流域）

岩見川 •遡上量は例年の2〜3倍遡上 
し、何回にも分かれて、7月 
上旬まで遡上が確認された。 
(ピークは5月中〜6月上旬） 

•サイズは例年より小型であっ 
た。

•型は大型で活力は 
平年並み。

•中、下流の漁場があまり 
良くなかった。

• 8月に10cmサイズのアユ 
が中•上流に多くみられ 
た。

•サイズは18〜26 (平均22) cm 
と例年並み。（最大で27cm)

•大型魚のほとんどは放流アユ 
と考えている。

•遊漁者は例年並みであっ 
た。（他が悪いため岩見 
川に来たと考えている。） 

•関東方面の釣り人が多い。

•近年、 卜ビウオのような大 
アユが釣れるようになった。 

•漁場の一部（シバライ）を 
春に機械で搔き回したとこ 
ろ、あまり、釣れなくなっ 
た。

雄物川水系 
(下流域）

子吉川 •遡上量は例年の2倍、遡上時 
期は5月中旬〜6月上旬。 

•サイズ大（8〜10cm)が2害lj、 
サイズ小（5〜6 cm)が8割 
の割合で遡上した。

•遡上量効率が良く、放流しな 
くて、良いのではないか？

•宮城、青森県産で、 
種苗は大きく、活 
力も良かった。

•長雨で水温が低いため、 
例年と比較して成長が悪 
かった。

•12〜17 (平均15) cmと例年よ 
り小型。

•秋に梁に落ちたアユは大型で、 
漁も良かった。

•遊漁者は例年と比較して 
2割減少した。

•アユが遡上できないところ 
があるので、魚道を設置し 
てほしい。

•大型種苗を放流しているに 
もかかわらず、解禁当初の 
魚体サイズが小さい。

北仙中央 •遡上量は例年の2倍以上。遡 
上アユの大きさは放流アユよ 
り大きかった。

•長雨のため、コケが流れ、 
アユは小型魚が多かった。

•遊漁者は例年と比較して 
半分に減少した。

•お盆すぎに大型のアユが釣 
れたが、これは天妖龟と考 
えている。

矢島 •遡上量は例年の2倍、遡上時 
期は5月中旬〜7月旬。 

•サイズ大（8〜10cm)が2害丨】、 
サイズ小（5〜6 cm)が8割 
の割合で遡上した。

• 7月の長雨でアユ成長が 
停滞し、特に上流が小さ

• サイズは17〜23 (平均20)cm 
と平年並みであった。

•遊漁者は例年の40% 程度 
で、関東方面の約り人も 
半減した。

県南 •遡上量は例年の2〜3倍と多 
く、サイズも大型であった。

•ヘイ死魚がまった 
く見られず活力は 
良好であった。 

•大きさは平年並み 
であった。

•最初は良かったが、長雨 
で下流に流された。

•上流のほうがサイズが大 
きかった。

•上流のほうがサイズが大きかっ 
た。

•遊漁者は昨年並みで、例 
年より、2割ほど少なかっ 
た。

•砂利採取地点は流れが急に 
なり、釣獲は良くなかった。 

•護岸工事を行った場所も釣 
獲状況は良くなかった。



表1 2 米代川における降下仔魚数の推移と阿仁J丨丨における遡上稚魚数との関係

米代川全体 阿仁川

_年 度 _ 総降下仔魚g  (億尾） 遡上稚魚数（万尾） 年度

平成8年 9.8

平成9年 80.9

平成10年 63.8

平成11年 128.3

平成12年 34.5

 平成13年 ___________ 59.1

平均（H  8〜13年） 62_7

表1 3 阿仁川における遡上稚魚数•種苗放流数と釣獲尾数との関係

年度
遡上稚魚数 人工種苗の放流量 1人当たりの平均釣獲尾数

(万尾） (kg) (尾）

平成8年 非常に少ない 3,330 -> 不調

平成9年 やや多い 3,095 -> 普通

平成10年 多い 2,660 —> 16.0±10.5

平成11年 普通 2,520 -> 18.6±13.2

平成12年 44 2,842 —> 23.0±12.6

平成13年 — 3,024 -- 21.9±13.0

平成14年 98.2 2,490 —> 18.7± 8.0

(文字記入部分は聞き取りなどによる）

44.0 平成12年

一 平成13年

98.2 平成14年



水産資源保護対策事業（漁場環境保全推進事業調査 • 内水面)

佐 藤 時 好 • 渡 辺 寿

【目 的 】

八郎湖の水質、底質及び生物相の現状を調査し、漁獲 

対象生物に対して良好な漁場環境の保全を図るため、長 

期的な漁場環境の変化を監視することを目的としている。

なお、この事業は水産庁の補助事業としてその指針に 

従い実施した。

【方 法 】

1 水質調査

( 1 )調査•分析項目と分析方法 

1 ) 透明度：セッキ一盤

2 ) 水 温 ：ぺ ッ テ ン コ 一 へ ル 水 温 計

3) pH  :ガラス電極法 

4 ) 水 深 ：音響探知法

5) D O  : ウィンクラーアジ化ナトリウム変法 

⑵ 調 査 定 点  

図 1 に示す4定点

•St.l:表面とB - 1 (湖底からlm :以下同じ）

• St.2 ••表面、2.5m、5 m、B-1

• St.3 ：表面とB-1

• St.4 ：表面とB-1 

⑶調査時期

平成14年 4 〜12月までの各月1回、計 9 回

2 生物モニタリング調査（底生動物調査）

平成14年 6 月18日及び10月 9 日の2 回、図 1 に示し 

た調査定点（水質定点と同一）において、エクマンバー 

ジ型採泥器（採泥面積15Xl5cm)を用いて採泥し、船 

上で0.5mm メツシュのステンレスふるいにより選別し、 

ふるい上に残った生物を含む試料は約5 % 濃度のホル 

マリン溶液で固定後、分類し湿重量を測定した。

【結果及び考察】

1 水質調査

各定点の調査•分析結果を表1〜 4 に示した。

⑴ 透 明 度

湖内全体では0.2〜1.4mの範囲となっており、特 

に10月にSt.lで0.2mとかなり低くなっている。St.l 

は平均でも0.5mと他の定点より低くなっている。

( 2 )水 温 （図 2 〜 5 )

湖内全体では4.2〜28.0°Cの範囲となっており、

6 〜 9 月にかけては気温の上昇に伴い全調査定点で 

20°Cを超えている。水深による変化がみられたのは、 

St.2の 9 月で表面とB-1で約 5 °Cの差がみられた。

(3) p H  (図 6 〜10)

湖内全体では7.0〜9.0の範囲となっており、 9 月 

に （St.4を除く）表面で 8 以上になり、St.2とSt.3 

で表面とB-1との差がみられ、特に深さが7 〜 9 m  

あるSt.2ではその差が大きくなっている。

⑷ D O  (図11〜15)

湖内全体では2.4〜12.7mg/lの範囲となっている。 

D O の低下がみられたのは、St.2では 7 〜 9 月の5 

m 以深で、特に 9 月は 5 m 、B-1で 4 mg/1以下と著 

しく低下している。また、St.lでは 7 〜10月にかけ 

て 6 〜 7 mg/1になることがみられた。表面とB-1で 

差がみられたのは、St.2の 7 〜 9 月、St.3の 7 月、 

St.4の 9 月であった。

今年は、ァオコの発生がほとんどみられなかった 

ため底層（St.2の 9 月を除く）での著しい低下と表 

面での過飽和状態はみられなかった。

(5) D O 飽 和 度 （図16〜20)

一  274 —



D 〇飽和度が低いのは、St.lでは 5 月、 7 月、10 

月の全層で、St.2では 6 〜 9 月の 5 m 以深で、St.3 

では 7月のB-l、St.4では 6 〜10月のB-1であった。 

特にSt.2の 9 月の 5 m 及びB-1は40% 以下となって 

おり、底層部での低酸素状態が顕著になっている。

D O 飽和度が高いのは、全定点の9月の表面であっ 

た。

2 生物モニタリング調査

調査結果を表5 〜 6 に示した。

例年、ほとんどの地点で確認されたヒメタニシが、 

本年は 6 月にSt.3のみで確認された。また、昨年確認 

されなかったイシガイは10月にSt.3で確認された。

なお、全体として平年と同様、イトミミズ類が優占 

し、ユスリカ類がそれに次ぐ状況であった。

3 八郎湖における漁場特性

調査対象水域における気象の状況をみると、気温は 

7 〜 9 月にかけて30.0°Cを超えることが少なく、 この 

時期の調査日でも気温が30.0°C前後となっている。そ 

のため、水温も28.0°Cを超えることがなかった。

この調査においては、ア才コの発生は確認されなかっ 

た。 しかし、漁業者や漁協からの聞き取りによると、

7 月中〜下旬には少量のア才コが短期的に発生し、 9 

月中旬にもSt.3付近で再びア才コの発生が見られた 

とのことであった。

【発 表 】

調査結果は、平成14年度漁場環境保全推進事業報告書 

としてまとめている。



表 1 平成14年度の八郎湖における各調査定点の観測• 分析結果（St.1)

月 4 月 5月 6月 7月 8月 9 月 1 0月 1 1月 1 2月

日 2 2日 1 5日 1 8日 1 8日 9 日 4 日 9 日 2 5 日 2 日

時刻 10:30 10:08 9:53 9:50 9:45 10:20 9:43 9:40 10:15

天候 F F C F C F F R C

気温(°c) 19.8 19.5 23.9 29.1 30 .5 29.2 22.3 6.5 6.5

風向 SSE N NW S S NW W ENE

風速 (m /s ) 4 2 2 2 2 2 3 2 0

水深 (m ) 3.0 2.3 2.5 2.6 2.0 2.0 2.4 1.9 2 .0

透明度 (m ) 0.6 0.3 0.5 0.6 0.5 0.7 0.2 0.8 0 .4

水温(°c) 0 m (表面） 15.5 16.3 22.7 23.6 26.7 27.6 17.5 4.8 5.6

2.5

5

一 一 一 _ _ 一 一 一 _

B -1 15.5 16.1 22.6 23.3 26.8 27 .0 17.4 5.0 5 .4

DO 0 m (表面） 10.3 7.7 8.6 6.6 7.8 8.4 7.2 11.6 11.5

(m g /l) 2.5
E；

- - 一 一 一 - 一 一 一

U

B -1 10.5 7.5 7.9 6.3 6.9 7.6 6.6 11.8 11.5

pH 0 m (表面） 7.6 7.2 7.4 7.3 7.4 8.1 7.4 7.4 7.3

2.5

5 _
—

：

一

：

— 一

：

一

B -1 7.6 7.3 7.5 7.4 7.5 8.0 7.4 7.5 7.4



表 2 平成14年度の八郎湖における各調査定点の観測• 分析結果（St.2)

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 1 2月

日 2 2 日 1 5日 1 8日 1 8日 9 日 4 日 9 日 2 5 日 2 日

時刻 10:45 10:21 10:06 10:05 9:58 10:37 10:00 9:55 10:28

天候 F F C F C F C R C

気温 (° c ) 19.8 19.2 23.1 29 .0 30.2 26.5 19.3 5.8 6.0

風向 SSE N WNW SSW S NW WSW ENE

風速 (m /s ) 4 2 2 4 2 2 3 2 0

水深 (m ) 9.0 8.8 8.3 7.0 8.3 7.0 8.3 8.1 8.5

透明度 (m ) 1.3 0.8 1.4 1.0 1.1 1.3 1.1 1.1 0.9

水温 (°C ) 0 m (表面） 13.7 16.7 22.7 22 .8 26.7 27.7 18.8 4.5 4.2

2.5 14.1 16.2 22.2 22 .7 26.7 27 .0 18.6 4.5 4.3

5 14.0 16.2 22 .0 22 .2 26.6 23.6 18.6 4.5 4.3

B -1 13.8 16.2 21.9 22.1 26.5 22.8 18.6 4.5 4.2

DO  0 m (表面） 10.6 9.2 8.1 9.2 8.0 9.9 8.6 12.6 12.6

(m g / l)  2.5 10.7 8.7 8.0 9.3 7.5 8.9 8.5 12.3 12.7

5 10.4 8.6 7.4 8.7 7.2 3.2 8.0 12.3 12.5

B -1 10.4 8.1 6.6 7.6 6.0 2.4 8.1 12.3 12.5

pH 0 m (表面） 7.6 7.6 7.6 7.9 7.7 9.0 7.6 7.5 7.6

2.5 7.6 7.5 7.6 7.7 7.7 8.9 7.6 7.5 7.5

5 7.6 7.4 7.5 7.7 7.7 7.1 7.6 7.5 7.5

B-1 7.5 7.4 7.4 7.6 7.6 7.0 7.6 7.5 7.5



表 3 平成14年度の八郎湖における各調査定点の観測• 分析結果（St,3)

月

日

時刻

4 月 

2 2 日 

11:45

5月 

1 5日 

11:20

6月 

1 8日 

11:11

7月 

1 8日 

11:15

8月 

9 日 

10:35

9月 

4 日

12:13

1 0月 

9 日 

10:52

1 1月 

2 5日 

10:46

1 2月 

2 日

11:16

天候 

気温(°c) 
風向

風速 (m /s )  

水深 (m )  

透明度 (m )

F

21.4

S

5

3.5

1.3

F

19.0

WNW

2

2.8

1.2

C

22.9

NW

2

3.0

1.3

F

30 .8

SSW

3

4.4

1.2

C

29.9

S

2

3.1

1.0

F

26.2

NW

2

2.8

1.3

C

21.3

WSW

3

2.7

0.9

R

5.8

E

2

3.3

1.2

C

6.0

E

1

3.0

0.8

水温 (°C ) 0 m (表面） 

2.5 

5

B -1

14.4

14.5

17.4

17.1

23.7

23.1

23.7

21.7

26.0

25 .9

27.5

26.5

18.4

18.3

4.7

4.7

4.5

4.5

DO  0

(m g / l)

m (表面） 

2.5 

5

B-1

10.8 9.2 8.2 8.8 7.8 9.4 8.5 12.3 12.4

10.9 9.0 7.9 6.9 7.7 8.2 8.4 12.3 12.3

pH 0 m (表面） 

2.5 

5

B -1

7.6

7.6

7.5

7.4

7.5

7.5

7.7

7.2

7.7

7.7

8.9

8.1

7.6

7.6

7.4

7.4

7.4

7.4



表 4 平成14年度の八郎湖における各調査定点の観測• 分析結果（St.4)

月

日

時刻

4月 

2 2日 

11:10

5月 

1 5日 

10:49

6月 

1 8日 

10:36

7月 

1 8日 

10:40

8月 

9 日 

11:06

9月 

4 日

11:40

10月 

9 日 

10:20

1 1月 

2 5日 

10:20

12月 

2 日 

10:52

天候 

気温(°c) 
風向

風速 (m /s )  

水深 (m )  

透明度 (m )

F

23.7

S

5

2.6

1.0

F

18.9

N

2

3.8

1.0

C

24.7

WNW

2

3.6

1.1

F

32 .0

SSW

4

3.9

0.8

C

30.0

SSW

3

3.3

0.8

F

26.1

NW

2

3.5

0.8

C

19.8

WSW

3

3.8

0.9

R

5.0

E

2

3.8

0.9

C

6.0

0

3.5

0.8

水温(°c) 0 m (表面） 

2.5 

5

15.0 17.5 23 .8 23.7 27.0 28.0 18.0 4.7 4.2

B -1 14.8 16.2 22 .5 19.4 26.7 27 .0 17.6 4.6 4.2

DO

(m g / l)

0 m (表面） 

2.5 

5

B -1

10.6 9.5 7.9 8.2 7.4 8.8 8.7 11.9 12.0

10.7 9.3 6.8 8.0 6.6 6.9 7.9 11.8 12.0

pH 0 m (表面） 

2.5 

5

7.9 7.5 7.4 7.6 7.5 7.8 7.5 7.3 7.4

B -1 7.9 7.4 7.5 7.3 7.5 7.4 7.5 7.3 7.3

1

 2
7
9

 —



水温(°c)
10 20 30

S t.2の水温変化

水温(°C)
10 20 30

S t.3の水温変化

pH
7.0 7.5 8.0 8.5 9.0 9.5

10.0 ----------------------------

図7 S t.2のdH変化①

水温(°C)
10 20 30

k b

o

%

pH
7.0 7.5 8.0 8.5 9.0 9.5

図10 St.4のpH変化

図9 S t.3のpH変化

水温(°C) 
10 20

図5 S t.4の水温変化

2.5 ------------------------------------------
図6 S t.1のpH変化

2.5 -----------------------------------------
図2 S t.1の水温変化
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D O飽和度 ( ％ )  
50 100 150

- • - 4  月
- A - 5  月
- * - 6  月
- # — 7月
—̂ ―  8 月
一懸一9月

DO(m g /l)
2 4 6 8 10 12 14

DO飽和度( ％ )
50 100 150

S t.3のDO飽和度変化

DO飽和度( ％ )
50 100 150

DO(m g /l)
4 6 8 10 12 14

図15 S t.4のDO変化

図13 St_2のD O変化②

DO(m g /l)
2 4 6 8 10 12 14

図18 S t 2 のDO飽和度変化②

図12 S t.2のDO変化①

DO(m g /l)
2 4 6 8 10 12 14

図17 S t.2のDO飽和度変化①

DO飽和度( ％ )  
50 100

図1 1 St . 1のD O変化

D O (m g /l)
2 4 6 8 10 12 14

DO飽和度( ％ )
50 100 150

S t.1のDO飽和度変化
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表 5 — 湖沼底生動物調査原票一

観測年月 

1 4 年 6 月

都道府県名 

秋田県

特定地点名及び調査対象水域名 

八 郎 湖

調査担当者名（所属 • 氏名）

秋田県水産振興センター 内水面利用部

佐藤時好

定点 S t . 1 St .  2 St .  3 S t 4
観測月日 6月1 8日 6月1 8日 6月1 8日 6月1 8日
観測時刻（開始〜終了） 9:53 〜 10:06 〜 11: 11〜 10:36 〜
天候 C C C C
気温 (°C ) 23 .9 23.1 22 .9 24 .7
風向 （ NNE等） N W W N W N W W N W
風速 (m /s ) 2 2 2 2
水深 (m ) 2.5 8.3 3.0 3.6
表面水温(°C ) 22.7 22 .7 23 .7 23 .8
選択項目

C O D (m g /l)
表面流速(c m /s )
表面流向

底 質 粒 度 泥 泥 泥 泥

臭い 無臭 無臭 微臭 微臭

色 茶褐色 茶转1色 茶褐色 灰1!色 合 計  平 均

ベントス現存量 個体数 湿重量(g ) 個体数 湿重量(g ) 個体数 湿重量(g ) 個体数 湿重量(g ) 個体数 i湿重量 個体数 i湿重量

扁形動物ブラナリア類
丨~ 丨■ I

................. j.................
環形動物仆ミミス♦類 33 0 .10 55 0 .04 85 0 .06 6 + 179 丨 0 .20 44 .75 0 .05

ゴカイ類 1 0 .14 1 丨 0 .14 0 .25 I 0 .04
貝 類 二 枚 貝 類

' " !I
巻貝類 1 2.29 1 | 2 .29 0 .25 ； 0 .57

甲殻類エビ類 I

力ニ類

昆虫類卜ビゲラ類

甲虫類 j
ユスリカ類 2 0 .08 4 0.11 1 0 .03 7 丨 0 .22 1.75 ! 0 .05
その他

その他ケヤリ科

等脚類 I

備 考

環境観測機器名■規格 

水温：

その他

気象観測高度(水面からの高さ）： m 
気象観測機器名•規格 

温度計：

風向風速計：

秋田県気象月報大潟地域気象 

観測所の記録より抜粋

特記事項

注 1 :種同定を行った観測点番号に〇を付す。

注2 : 湿重量の単位はg。少数第2 位(0 .0 1 g )まで記入。0 .0 0 1 -0 .0 0 4 gは+ で示す。 

注3 : 観測機器名等は、水質調査と同じであれば記入する必要なし。



表 6 — 湖沼底生動物調査原票一

観測年月 

1 4 年 1 0 月

都道府県名 

秋田県

特定地点名及び調査対象水域名 

八 郎 湖

調査担当者名（所属■氏名）

秋田県水産搌興センタ一内水面利用部

佐藤時好

定点 S t . 1 S t. 2 S t. 3 S t4
観測月日 10月9 日 10月9 日 10月9 日 10月9 日
観測時刻(開始〜終了） 9:43 〜 10:00 〜 10:52 〜 10:20 〜
天候 F C C C
気温 (° c ) 22 .3 19.3 21 .3 19.8
風向（N NE等） W W S W W S W W S W
風速 (m /s ) 3 3 3 3
水深 (m ) 2.4 8.3 2.7 3.8
表面水温 (°C ) 17.5 18.8 18.4 18.0
選択項目

C O D (m g /l)
表面流速(c m /s )
表面流向

底 質 粒 度 泥 泥 泥 泥

臭い 微臭 無臭 微臭 微臭

色 灰あ1色 灰神1色 茶褐色 灰! !色 合 計  平 均

ベントス現存量 個体数 湿重量(g ) 個体数 湿重量(g ) 個体数 湿重量(g ) 個体数 湿重量(g ) 個体数 I湿重量 個体数 I湿重量

扁形動物プラナリア類

環形動物仆ミミで類 12 0.01 19 0.01 283 0 .13 5 0.01 319 丨 0 .16 79 .8  ! 0 .04
ヒル類

貝 類 二 枚 貝 類 1 10.20 1 丨10 .20 0 .3 丨 2 .55
卷貝類

甲殻類ェビ類

力ニ類

昆虫類卜ビゲラ類

甲虫類

ユスリカ類 10 0 .06 3 0 .07 2 0 .03 15 ! 0 .16 3.8 丨 0 .04
その他

その他ケヤリ科

等脚類

備 考

環境観測機器名•規格 

水温：

その他

気象観測高度(水面からの高さ）： m
気象観測機器名■規格 

温度計：

風向風速計：

秋田県気象月報大潟地域気象 

観測所の記録より抜粋

特記事項

注1 :種同定を行った観測点番号に〇を付す。

注2 : 湿重量の単位はg 。少数第2 位(0 .01g )まで記入。0 .0 0 1 -0 .0 0 4 gは+ で示す。 

注3 : 観測機器名等は、水質調査と同じであれば記入する必要なし。



十和田湖資源対策調査

【はじめに】

十和田湖のヒメマスは漁業資源としてだけではなく、 

観光や地域産業とも結びついた重要な存在である。秋田 • 

青森両県では、このヒメマス資源の安定化を図ることを 

目的として、1960年に十和田湖ふ化場協議会を発足し、 

1967年から従来のふ化放流事業に加え、資源生態調査、 

環境調査、魚病調査を3本柱とした十和田湖資源対策調 

查を実施してきている。調査は協議会が廃止となった19 

86年以降も両県共同で十和田湖増殖漁業協同組合と密接 

な連携のもとに、継続して実施している。

2002年は本県担当分として、 ヒメマスの標識放流、餌 

料 生 物 （プランクトン）、 ヒメマス、 ワカサギなどの胃 

内容物、魚病対策の各調査を実施した。

【標識放流試験】 

1 目的

放流魚の一部に標識を施して漁獲魚の年齢を正確に 

把握することにより、資源評価、成長などの検討資料 

とすることを目的とした。

2 内容

放流用に生産したヒメマス幼魚を5,000倍希釈のフュ 

ノキシエタノールで麻酔し、脂鰭を切除する標識を施 

した。標識作業は2002年 6月17日から6月23日に行い、 

標識個体66,000個体を、無標識個体149,000個体とと 

もに、 6 月25日と6 月26日に放流した。なお、2002年 

放流群の標識率は30.7%となった。

【餌料生物調査（プランクトン調査)】 

1 目的

ヒメマス及び1984年以降急増したワカサギの主要な 

餌料は動物プランクトンであることから、その出現種 

と出現量の消長を把握し、湖内の生産力の把握及び資 

源評価の基礎資料にするとともに、環境変化の検討資 

料とすることを目的とした。

2 方法

図 1 に示す10定点でプランクトンの16 m鉛直びき採 

集を、St.5、St. 6及びSt.10の 3定点で7 0 m鉛直びき 

採集を行った。調査は、2002年 6 月24日を春季、 8 月 

19日を夏季、10月24日を秋季として3 回実施し、採集 

に合わせて表面水温と透明度（セッキ一板使用）も観 

測した。プランクトンの採集は、北原式定量ネッ卜 

( N X X - 1 3 )で行い、採集した試料は5 % ホルマリン 

で固定し、24時間沈澱量を測定した後に、生物顕微鏡

佐 藤 正 人 • 鷲 尾 達

でプランク卜ンを分類、計数した。動物プランクトン 

については、出現種ごとに個体数を計数し、植物ブラ 

ンク卜ンについては、主な種の出現状況を観察し、相 

対豊度をC —  R 法で示した。また、プランクトンの分 

類は、「日本淡水プランク卜ン図鑑」（保育社、1964)、 

「日本淡水動物プランクトン検索図説」（東海大学出版 

会、 1991)及 び 「日本淡水藻類図鑑」（内田老鶴圃新 

社、1977)に従った。

なお、単位濾水量当たりのプランク卜ン出現量は、 

北原式ネットの開口面積を500cm2、濾過係数を1.0とし 

て算出した。

N

漁協ふ化場
0 1 2  3 km
 1------------1 L I

図 1 調査定点図 

3 結果

2002年における季別、調査点別の16m及び7 0 m船直 

びきプランク卜ン調査結果を表1 に示し、以下に主要 

な種の出現個体数などの状況について記述する。

( 1 ) コシブ卜カメノコウワムシ

{Keratella quadrata) (図 2 )

1980年以前は少ない個体数で推移していたが、 

1981年以降、年により大幅な増減は認められるもの 

の、主として春季から夏季にかけ大量に出現する傾 

向が認められた。 しかし、1999年から2000年はそれ 

までの傾向が逆転し、秋季を中心として出現する傾 

向が続いた。 2002年は秋季に平年値（1981年から
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図 3 ハリナガミジンコ出現個体数の経年変化

図 5 ヤマヒゲナガケンミジンコ出現個体数の経年変化

図 4 ゾウミジンコ出現個体数の経年変化

ていた。 2002年は夏季に平年値の出現量の1.9倍ま 

で増大したものの、秋季に大幅に減少し、全体的に 

は平年以下となった。

(5) その他の枝角類

上記 2種の他に、 シカクミジンコ(Alona quad

rata) が秋季のSt.1 で確認された。

( 6 ) ヤマヒゲナガケンミジンコ

(Acanthodiaptomus pacijicus) (KJ 5 )

ノヽリナガミジンコと同様ヒメマスの餌料として重 

要なブランク卜ンで、1980年以降漸減傾向を示し、 

1989年、1994年及び1996年から1998年を除き、1986 

年以降はほとんど出現が認められない状態で推移し 

たが、2002年の秋季には7定点で少量ながら確認さ 

れた。

また、従来、本調查により確認されるケンミジン 

コ類のほとんどは本種であったが、 1996年秋季と 

1997年春季は才ナガケンミジンコ(Cyclops vicinus) 

が、定点によってはヤマヒゲナガケンミジンコより 

も多く確認された。 しかし、その後はヤマヒゲナガ

図 2 コシブ卜カメノコクワ厶シ出現個体数の経年変化

(2) その他のワムシ綱プランクトン

ミツウデワムシCFilinia terminalis)は主に夏 

季から秋季にかけ出現していた種であるが、1993年 

以降は春季から夏季にかけて比較的多く出現する傾 

向が認められていた。1999年夏季、2000年春季にお 

いては、湖内全域で著しく多い個体数を確認し、特 

に深い層ではこの傾向が顕著であった。2002年は春 

季、夏季とも、St. 2 を除く全定点で多く確認され 

たが、秋季に7 0 mびきで少量確認されるのみとなっ 

たo

このほか、ハネウデワムシ {Polyarthra vulgaris) 

が春季、秋季に多くの定点で確認されたほか、サラ 

ワ ム シ の 1 種 QLecane sp.)ヽ カメノコウワムシ  

{Keratella cochlearis)が秋季にSt. 5 の7 0 mびき 

で確認された。

(3) ノ、リナガミジンコ{Daphnia longispina)(図 3 ) 

本種は主に夏季から秋季にかけ多く出現する大型

の枝角類で、ヒメマスの主要な餌料であるとともに、 

後述するヤマヒゲナガケンミジンコの出現水準が低 

い近年は、 ヒメマスの資源状況を左右する種となっ 

ている。その出現数は1981年をピークに激減し、1989 

年に一旦回復してから不安定な出現状況を示し、 

1992年以降は、1998年を除き春季、夏季にはほとん 

ど確認されず、出現するのは秋季だけという傾向が 

続いていたが、1999年以降は全季を通じてほとんど 

確認できない状態となった。 しかし、2002年夏季に 

は全定点で出現が確認されたほか、秋季に平年値の 

4.9倍まで急増し、 この時季として過去最大の出現 

童になった。

(4) ゾウミジンコ CBosmina longirostris)(図 4 ) 

ヒメマスの食耳料としてほとんと利用されるしとの

ない小型の枝角類で、1986年以降に急増した種であ 

り、1990年をピークに1998年まで減少する傾向にあっ 

たが、近年は再び増大している。季節的には夏季に 

卓越してみられることが多かったものの、1998年以 

降は秋季に最も多く出現するというパターンを示し

2001年までの平均値、以下同様）の1.4倍まで増大 

したものの、全体的に低水準となった。
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81 86 91 96 0 1 年

図 7 プランク卜ン沈殿量の経年変化

( 9 )その他

植物プランクトンについて、春季はハリケイソウ 

属 {Synedra spp.)が湖内全域で、 ホシケイソウ

図 6 カイアシ類幼生の出現個体数の経年変化

(8) 24時間沈澱量（図 7 )

植物プランクトンの卜リボネマ属 (THbonema 

sp.)が優占していた1992年から1995年には、沈澱 

量の極大値は春季に示され、沈澱量の絶対量も多い 

傾向にあった。1998年には再び春季に沈澱量が極大 

値を示し、その量は1981年以降で最も多いものであっ 

た。 この原因はウログレナ属 (Uroglena s v . ) と 

思われる植物ブランク卜ンが多かったことによるも 

のと考えられた。2002年は沈澱量の極大値はハリナ 

ガミジンコの出現数が多かった秋季に示され、この 

時季として1981年に以降最も高い出現量となった。

ケンミジンコの增加と共に少なくなり、1998年以降 

はごく稀に認められる程度となっていたものの、 

2002年秋季は、St.10を除く全定点で確認された。

( 7 )カイァシ類の幼生（図 6)

1983年をピークとして1986年まで急激に減少し、 

それ以降は1996年、1998年を除き、極めて低水準で 

推移している。時季の傾向として、近年は1996年秋 

季に1981年以降最も高い出現量を示すとともに、 

1998年夏季には1983年に次いで高い出現量を示した。 

しかし、それ以降は、ほぼ湖内全域で出現が確認さ 

れるものの、個体数は大幅に減少している。なお、 

2002年は春季、夏季ともに低水準で推移していたが、 

秋季に急増し、この時季として1996年に次ぐ高い出 

現量となった。

属 {Asterionella sp. )が深い層を中心に多く出現 

したほか、秋季にはユレモ属 {Oscillatoria sp.) 

が湖内全域に比較的多く出現した。また、原生動物 

のイケツノオビムシ (Ceratium hirundinella) が 

春季、夏季、秋季において少量ながら確認された。

参考としてブランク卜ン採集日のSt. 5 及びSt.10 

における水深別水温観測結果を図8 に示す。本年は 

春季、夏季、秋季とも表層付近では平年より1 〜 2 

°C低めであったが、30m付近では逆に1 〜 3 °C高め 

であった。

透明度は春季に10地点の平均値が9.1mと平年並 

みであったものの、夏季、秋季においては降雨後に 

観測を行ったため、それぞれの平均値が5.9m、7.6 

m とかなり低い値となった。
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< 1 6m鉛直びき>

表 1 — 1 プランクトン調査結果（6 月24日採集)

<  70m鉛直びき>

2.44 10.69 
0.06 

0.2-5 . 0.38

r rr

rr rr
rr rr
rr rr
cc cc

rr
rr

rr rr
rr
rr rr
rr

rr rr

1.75 8.13 12.13 14.38 10.63 11.13 14.69

o.i3_ _0.38 _一 OjO一 0.56 _0.31■■ QJ9_ 0.2

+ r rr rr rr rr rr

rr rr rr rr rr
rr rr r rr r rr rr
r rr rr rr rr rr rr
cc cc cc cc cc cc cc

rr rr
rr rr
rr rr rr rr

rr rr rr rr rr
rr rr

rr rr rr

r rr rr

動物プランクトン（個体数/1)Zooplankton
イケツノ才ビムシ 
コシフ''トカメノコウワムシ 
ミツウテ、'ワムシ 
ハネウデワムシ 
その他のワムシ類 
ゾウミシ、V コ 
オナカ、'ケンミシ、'ンコ 

I カイアシ類幼生.
ラングトン 

^ 藍 藻 綱
I ユレモ属

黄緑色藻綱 
_トリホ1  マ属_ _

珪藻綱 _
メロシラ属 
オビケイソウ属 
ホシガタケイソウ属 
ハ')ケイソウ属 

アクナンテス属 
ハネケイソウ属 
フナガタケイソウ属 
アンフオラ属 
クチビルケイソウ属 
ロハ。ロディア属 
ニッチァ属
コノヽ ンケイソウg  _

緑藻綱
ウロツリックス属 
ミカブキモ属

C eratium  hirundm elia 
K e r a te lla  q u a d ra ta  
F iu n ia  te rm in a lis 
P o lyarth ra vu lgaris 
other Rotifer 
B o sm in a  lo n g iro str is  
C y c lo p s v ic in u s 
_cq̂ e. larvae 一 
Phytoplankton 
CYANOPHYCEAE 
O sc illa to r ia sp. 
XANTHOPHYCEAE 
T ribon em a _sp^. 
BACfLLARIOPHYCE/ 
M e lo sira spp. 
F r a g illa r ia spp. 
A ste r io n e lla sp. 
S y n e d ra spp. 
A c h n an th e s spp. 
P in n u lla ria sp. 
N av ic u lla sp.
A m p h o ra spp. 
C y m b ella spp. 
R h o p a lo d ia sp. 
N itz sc h ia spp.
S u rire lla  sp £ . 一 

C H L O R O P H Y C E A E' 
U lo th rix sp. 
C lo ste riu m  sp.

Zooplankton
C eratium  hirundinella 
K e ra te lla  q u a d ra ta  
F ilin ia  te rm in a lis 
P olyarth ra vu lgaris 
other Rotifer 
B o sm in a  lo n g iro str is  
C y c lo p s v icm u s 

_ _cope. larvae 
Phytoplankton

CYANOPHYCEAE 
O sc illa to r ia sp. 
XANTHOPHYCEAE 

_  T ribon em a sp_£.
" b a c Tl l a r Io p h y c e a e

M e lo sira spp.
F r a g illa r ia  spp. 
A ste r io n e lla spp. 
S y n e d ra spp. 
A c h n a n th e s spp. 
P in n u lla ria spp.
N av ic u lla sp.
A m p h o ra spp.
C y m b ella spp. 
R h o p a lo d ia sp.
N itz sc h ia spp.

一 S u rire lla  s四 .
" CHLOROPHYCEAE 

U lo th rix spp.
C lo ste riu m  spp.

23.87 15.56 18.66 19.36
1.54 1.89 1.51 1.65

1.24 1.44 1.11 1.27

_0.71 _(y6 0.31 0.50

+ r r

-rr 一— 一

r r rr
r r +
c c c
cc cc cc
rr
rr rr rr
rr rr rr

rr
rr rr rr
rr rr rr
rr rr rr
■rr rL ■_ rr

r r r
rr rr

調查定点(St.) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均
調查時刻 13:05 12:50 15:31 15:25 15:10 15:00 14:52 14:40 14:35 13:15
表面水温(°c) 14.1 14.5 13.8 13.6 13.0 12.9 13.0 13.1 13.5 13.5 13.5
透明度(m) 8.8 8.6 8.6 8.4 9.4 9.6 9.4 9.0 10.0 9.4 9.1
沈澱量(ml/m3) 0.38 0.25 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 0.75 0.25 0.50 0.71

調査定点(St.) 6 _ 1 0  _平均 .

沈澱量(ml/m3) 0.46 0.34 0.23 0.34
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表 1 - 2 プランクトン調査結果（8 月19日採集)

く16m鉛直びき〉
調査定点(St.) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均
調査時刻 13:20 13:14 15:13 15:07 14:48 14:33 14:26 14:17 14:10 13:33
表面水温(°c) 21.9 22.3 21.2 20.9 21.0 21.2 21.2 21.0 20.9 21.0 21.3
透明度(m) 5.7 6.0 6.0 5.8 6.0 6.0 5.4 5.8 5.6 6.5 5.9
沈澱量(ml/m3) 1.25 1.25 1.25 1.75 2.13 2.00 7.50 3.13 1.63 2.13 2.40
動物プラン外ン(個体数/1) Zooplankton

イケツノオビムシ C eratium  hirundinella 0.06 0.06 0.01
コシフ''トカメノコウワムシ K e ra te lla  q u a d ra ta 3.38 2.94 4.94 9.00 6.56 2.56 0.44 6.63 6.94 6.75 5.01
ミッウデワムシ F ilin ia  te rm in a lis 1.19 0.75 0.75 0.13 0.38 3.50 0.44 2.75 1.13 1.10
ハネウデワムシ P o ly arth ra  v u lg a ris 0.06 0.01
その他のワムシ類 other Rotifer 0.06 0.06 0.01
ハリナがミシ''ンコ D ap h n ia  lo n g isp in a 0.13 0.06 0.06 0.06 0.19 0.19 0.06 0.50 0.38 0.13 0.18
ゾウミシツコ B o sm in a lo n g iro str is 47.50 6.44 14.69 42.13 27.81 30.13 102.25 36.56 28.19 37.81 37.35
シカクミシ''ンコ A lon a q u adran gu laris 0.06
ヤマヒゲナカ、'ケンミシ'Vコ A can th odiaptom u s p ac ificu s 0.06 0.01
才ナカ''ケンミシ''ンコ C y c lo p s v icm u s 0.06 0.06 0.01
カイアシ類幼生 cope, larvae 0.19 0.31 0.44 0.63 0.25 0.06 0.63 0.13 0.06 0.19 0.29

植物プラン外ン Phytoplankton
藍藻綱 CYANOPHYCEAE

ユレモ属 O sc illa to r ia sp. rr rr rr rr rr rr rr
ラセンモ属 S p iru lin a sp. rr

黄緑色藻綱 XANTHOPHYCEAE
トリホ''ネマ属 T ribon em a s^p. rr rr rr rr

挂藻綱 BACILLARIOPHYCEAE
メロシラ属 M e lo sira spp. rr rr rr rr rr rr
オビケイソウ属 F ra g illa r ia  spp. rr rr rr rr rr rr rr rr rr rr
ハリケイソウ属 S y n ed ra spp. rr r rr rr rr rr rr rr rr
ハネケイソウ属 P in n u lla ria spp. rr
フナカ''タケイソウ属 N av ic u lla sp. rr rr rr rr rr
クチビルケイソウ属 C y m b ella sp. rr
ロハ° ロディ了属 R h o p a lo d ia sp.
ニッチア属 N itz sc h ia spp. rr rr rr rr
コハ’'ンケイソウ属 S u rire lla  s卫p . rr

緑藻綱 CHLOROPHYCEAE
ウロツリックス属 U lo th rix sp. rr rr rr rr rr rr rr rr rr
ミカツ、'キモ属 C lo ste riu m  sp. rr

<  70m鉛直びき>
調査定点(St.) 5 6 10 平均

沈澱量(ml/m3) 0.51 0.63 0.51 0.55
Zooplankton

C eratium  hirundinella
K e r a te lla  q u a d ra ta 6.49 4.70 12.93 8.04
F ilin ia  te rm in a lis 2.09 0.71 1.99 1.60
P o ly a rth ra  v u lg a ris
other Rotifer
D ap h n ia  lo n g isp in a 0.06 0.13 0.06
B o sm in a  lo n g iro str is 12.14 10.36 11.93 11.48
A lon a qu ad ran gu laris
A can th odiaptom u s p ac ificu s
C y c lo p s v ic in u s 0.04 0.01
cope, larvae 0.31 0.11 0.13 0.19

Phytoplankton
CYANOPHYCEAE
O sc illa to r ia sp. r
S p iru lin a sp.
XANTHOPHYCEAE
T rib on em a spp.

— し LAklOPHYCEAE—
M e lo sira spp. rr rr
F r a g illa r ia spp. rr rr rr
S y n e d ra spp. rr rr
P in n u lla ria spp. rr
N av ic u lla  sp .
C y m b ella spp.
R h o p a lo d ia sp. rr
N itz sc h ia spp. rr
S u rire lla  sp p . _ rr

一 CHL(5rOPHYCEAE
U lo th rix spp. rr rr
C lo ste riu m  spp.



< 16m鈴_直びき〉

表 1 - 3 プランクトン調査結果（10月24日採集)

<  70m銳直びき>

0.01

15.69
0.13

13.56 23.88

0.06 0.06
0.06

13.56 20.31
5.88 5.75
0.06 0.06
0.13
3.19 4.69

12.13

0.25
0.06

13.13 
2.00

29.75 9.88 14.50 12.38

Zooplankton

C eratium  hirundinella 
K e ra te lla  q u a d ra ta  
F ilin ia  te rm in a lis  
P o ly a rth ra  v u lg a ris  
other Rotifer 

D ap h n ia  lo n g isp in a  
B o sm in a  lo n g iro str is  
A  c a n th o d iap to m u s p a c ific u s  
C y c lo p s v ic in u s 
cope, larvae

動物プランクトン（個体数/1 ) Zooplankton

I
CO
!X)

イケツノオビムシ 

コシフ''トカメノコウワムシ 

ミツウデワムシ 

ハネウデヮムシ 

その他のワムシ類 

ハyナガミシ''ンコ 

ゾウミシ''ンコ
ヤマヒケ'ナカ、'ケンミシ''ンコ 

オナ力、'ケンミシ、、ンコ 

カイアシ類幼生______

C eratium  n irun am ella 
K e ra te lla  q u a d ra ta  
F ilin ia  te rm in a lis 
P o ly a rth ra  v u lg a ris  
other Rotifer 

D ap h n ia  lo n g isp in a  
B o sm in a  lo n g iro str is  
A c a n th o d ia p to m u s p a c ific u s  
C y c lo p s v icm u s 
cooe. larvae ________________

9.44 15.63 15.75

0.19

12.38 13.69 15.50
6.19 20.00 8.56

0.19 0.25 0.19
4.56 5.13 3.00

調査定点(St.) 1 0 平均
調査時刻 
表面水温(°c) 
透明度(m) 

沈澱量(ml/m3)

13:25 13:16 15:15 15:10 14:54 14:40 14:29 14:20 14:13 13:36
14.0 14.4 13.5 13.5 14.0 13.5 13.5 13.8 14.2 14.0 13.8
6.5 6.2 7.8 8.0 8.6 8.2 6.5 8.1 8.0 8.5 7.6
5.50 6.00 7.75 5.50 6.50 8.75 11.50 5.50 5.75 8.25 7.10

調査定点(St.)

調査時刻

沈澱量(ml/m3)

5 ___6 ____10 — 平均
14:25 14:10 13:07

0.57 0.71 0.34 0.54

植物プランクトン 
藍藻綱

Phytoplankton

C Y A N O P H Y C E A E

ユレモ属

黄緑色藻綱

O sc illa to r ia sp. c c r r rr r r r c r

X A N T H O P H Y C E A E

トリホ,ネマ属 T rib on em a spo. rr rr rr rr rr rr

珪藻綱 B A C I L L A R I O P H Y C E A E

メロシラ属 M e lo sira spp. rr rr rr rr rr rr

オビケイソウ属 F r a g illa r ia spp. rr rr rr rr rr rr rr rr rr rr

ホシカ''タケイソウ属 A ste r io n e lla spp.
ハリケイソウ属 S y n e d ra sp. r + rr rr rr rr rr rr rr

ハネケイソウ属 P in n u lla ria spp. rr rr rr rr rr rr rr rr

フナがタケイソウ属 N av ic u lla spp. rr rr rr rr rr

アンフォラ属 A m p h o ra spp.
クチヒVレケイソウ属 C y m b ella spp. rr rr rr rr rr

ニッチア属 N itz sc n ia spp. r r r rr rr rr rr rr r rr

コハV ケイソウ属 S u rire lla  sp £ . rr rr rr rr

緑藻綱 C H し〇R 〇P H Y C E A E

ウロツリックス属 U lo th rix spp. rr rr rr rr rr rr rr rr rr rr

C Y A N O P H Y C E A E

O sc illa to r ia sp. r r c

X A N T H O P H Y C E A E

T rib on em a s£p. rr ■ rr rr

B A a L L A R I O P H Y C E A E  一

M e lo sira spp. rr rr rr

F ra g illa r ia  spp. r rr r

A ste r io n e lla spp. rr

S y n e d ra spp. rr rr

P in n u lla ria spp. rr rr rr

N av ic u lla spp. rr

A m p h o ra spp. rr

C y m b ella spp. rr

N itz sc h ia spp. rr rr rr

S u rire lla  s£ p . rr ■_ rr rr

C H L O R O P H Y C E A E

U lo th rix spd. rr rr rr
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10,000

摂餌個体数

(02.2) (5) (6) 6’ 6 (7) (8) 8 ( 1 0 ) 10 月

図 9 ヒメマス（30g未満）の胃内容物組成 

(括弧内の月は漁獲魚のデータ、

'の月はふ化場前の蜻集個体群のデ一夕)

< 体重30 g 以上60 g 未満>

胃内容物組成について図10に示した。

2001年12月は端脚類を摂餌していた。2002年 6 月 

の漁獲魚では30g 未満と同様、陸生昆虫が優占し、 

調査した個体全てで確認された。 8月の調査魚では、 

ワカサギ稚魚のRIが5,459.9と最も高い値を示した 

ほか、 9 月、10月は、漁獲魚、調査魚ともハリナガ 

ミジンコを優占したため、R Iは6,000以上とかなり 

高い値を示した。

一一#— ゾウミシツコ 一 -X—  •ハリナがミグンコ ■ • - .ユスリカ類（さなぎ）

一 《  — ユスリカ類(成虫） • 陸生昆虫 ■端脚類

 h 一  ワカサギ(稚魚）__________  ________ワカサキ*(幼•成魚）_________ — «■ 魚類消化物—

摂餌個体数

(01.12) (02.5) (6) 6 (8) 8 ( 9 ) ( 1 0 ) 10 月

図1 0 ヒメマス（30〜60g) の胃内容物組成 

(括弧内の月は漁獲魚のデ一夕）

< 体重60 g 以上150 g 未満>

胃内容物組成について図11に示した。

2001年 12月、2002年 2 月、 4 月、 5 月は端脚類が 

優占したため、RIは4,000以上の高い値を示した。

6 月の漁獲魚では、陸生昆虫のRIが7,438.7と優占 

し、 8月はワカサギ稚魚が出現率が低かったものの、 

その摂餌量が多かったため、 2,833.8と最も高い結 

果となった。10月は 1個体でハリナガミジンコのみ 

を摂薛していた。

，.一■ゾウミシ1ンコ - - - .才ナカ•ケンミシ' ン コ — -■ — ヤマヒゲナカ•ケンミ';/ン コ — -X- •ハリナ力•ミシ•ンコ

 ♦— ュスリカ類(幼虫） か ■•ュスリカ類(さなぎ） 一召ーュスリカ類(成虫） 參 陸 生 昆 虫

- 水生昆虫 ■端脚類  h — ワカサキ•(稚魚）【消化管内容物調査】

1 目的

餌料の種類や量は、生物の成長及び生残に直接関与 

する重要な資源変動要因である。そのため、 ヒメマス 

及びその競合種となるワ力サギなどの消化管内容物を 

調査し、摂餌生態、餌料環境を把握することを目的と

した。

2 方法

青森県内水面水産試験場が資源調査のため、さし網 

などで採捕したヒメマス、 ワカサギ、サクラマスなど 

の中から、本調査用としてホルマリン固定した消化管 

(主に胃部）を試料として、胃内容物を分析した。

試料は2002年 4 月26日、 6 月25日、 8 月20日及び10 

月25日にさし網調査で採集したもの及び6 月24日にふ 

化場前で帽集していた群を投網で採集したもの（以下、 

調査魚）のほか、十和田湖増殖漁業協同組合員が2001 

年12月から2002年11月にさし網やふくベ網などで漁獲 

したヒメマス、 ワカサギ、サクラマスなど（以下、漁 

獲魚）とした。

なお、魚種ごとの月別、漁業種類別の胃内容物組成 

については、Ranking Index (RI)で示した(Hobson ； 

1974)0 

RI =  % F X % W  

( % F は出現率（％F ニある生物を捕食していた個 

体数/ 摂餌個体数X 100)、％W は重量百分率（％ W =  

ある生物の胃内での重量/胃内容物重量 X 100))

3 結果

( 1 ) ヒメマス

表 2 に各体重区分ごとの胃内容物組成を示した。 

以下に各体重区ごとの結果を記す。

< 体重3 0 g未満>

胃内容物組成について図9 に示した。

2 月は 1個体で才ナガケンミジンコを主体に摂餌 

していた。 5 月、 6 月は漁獲魚、調査魚ともに陸生 

昆虫が優占したため、RIは3,000以上の値を示した。 

また、 8 月はワカサギ稚魚が、10月はハリナガミジ 

ンコが漁獲魚、調査魚ともに優占しており、それぞ 

れのRIは6,000、9,000以上とかなり高い値を示した。

o 

o 
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図1 4 ワカサギの胃内容物組成 

(括弧内の月は漁獲魚のデータ)

摂餌個体数 

1 9

図1 3 ヒメマス（300g〜）の胃内容物組成 

(括弧内の月は漁獲魚のデ一夕）

⑵ワカ サ ギ

胃内容物組成を表3、図14に示した。

8 月はゾゥミジンコが優占したため、RIは4,849.1 

と最も高い値を示した。10月は漁獲魚、調査魚とも 

にハリナガミジンコが優占しており、特に調査魚に 

ついては29個体全てが本種を摂餌していたほか、調 

査魚においてはヤマヒゲナガケンミジンコがごく少 

量ながら確認することができた。

— ♦— ソカミシ‘ンコ ■ ■ • .才ナカ•ケンミシ•ン コ — 韻ーヤマヒケ•ナカ•ケンミシ•ンコ— -X—  •ハリナ力•ミシ•ンコ

— シカク ミ グ ン コ 類 - • - ■ュスリカ類(幼虫） — • 一 陸生昆虫 --------水生昆虫

摂餌個体数

24 12 3 29 3

摂餌個体数

図1 1 ヒメマス（60〜150g) の胃内容物組成 

(括弧内の月は漁獲魚のデ一夕）

< 1 5 0 g以上300g未満>

胃内容物組成について図12に示した。

2001年12月は 6個体全てが端脚類を摂餌していた 

ため、RIは8,630.0とかなり高い結果となった。2002 

年 6 月の漁獲魚では陸生昆虫が優占し、 2,770.6と 

最も高い結果となった。

(01.12) (02.6)

図1 2 ヒメマス（150〜300g) の胃内容物組成 

(括弧内の月は漁獲魚のデ一夕）

< 3 0 0 g以上>

胃内容物組成について図13に示した。

6 月の 1個体はワカサギのみを摂餌しており、 8 

月の 9個体はユスリカ類のさなぎ、陸生昆虫及び魚 

類を摂餌していた。

♦ ゾウミグンコ 

- _ •ュスリカ類(さなぎ） 

- H - — ワカサキ\稚魚）

♦ _ ュスリカ類(幼虫）

• O- _ •端脚類
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表 2 ヒメマス胃内容物中の餌料生物の出現率（％F )、重 量 比 （％W ) 及びRanking I n d e x  (Rl)

調 査 個 体 数 _  _  _

虚 餌 ®体 数  一 _  
空胃個体数 

体 長 cm;最大〜最小）

丨（平均土標準偏差） 

体重 方ご最，拉 _
■(平均±標準偏差）

胃内容 Kg;最大〜最小）
物重量丨（平均±標準偏差)

0.030 0.015 ~
0.201 _ _ ±_

0.464 

一0.T31一
0.017
0.089

0.328
0.079'

0.008
"5.087"" ±

0.326
0.08T

0.015

0^067

〜 0.179 

土 —  0.043 _

0.022 _  _〜_____ 0.067

0.039 —  土 — 0.024

餌料種類

プランクトン_
ワ、リナガミジンコ 

ウミジンコ 
Iヤマヒケ丨ナカ'、ケンミシ、'ン: 

Iすナガケンミジン=

昆虫類 .

f 乙リ汐類(幼电) .

ど*スリカ類(さなぎ） 

匕•ス!； ........

端脚類

. スリカ類(成虫) 
■陸生昆.虫 

0 ^生 昆 虫 _

魚類

消化物

P 力サギ(稚单） 

±不 明 .

調査個体数

% 餌個体数 
唾胃個体数

体 長 "Ucm;;fe：人〜最小） 
丨（平均±標準偏差）

体 重 I (g；_最大〜最小）
丨（平均±標準偏差）

胃内容 办 1_最方ご最/j j  _  

物重量 .（平均土標，偏差)

%F

16.7

16.7

66.7

50.0

8.4-21 

(漁獲魚)

0.5

0.4

92.7

6.4

RI

8.4

6.7

6J83.1

320.0

10.4 〜

"12.2 ' 土

13.6

1.3

13.3 ご

"22.7 土

28.7

-6.5"

_0.039_ _  ご  
0.685 — 土

1.190

0.515

8.21

%F

10.0

70.0

20.0

% w

93.6

5.3

11.0

6,552.0

106.0

.7
I

.3

2
 

3

i—
1| i—
li

〜 ____13.8一

土 0.4
7A.1

28.0
〜 一 .29.9
土 ______1.8 —

0.087 

$ 4ア3

〜 _  .0.968 

土 —  0.332

%F

100.0

10.13-15

(漁獲魚)

100.0

2 
■ 2

RI

10,000.0

1_0.3_____ 〜一
11.3 土

12J

1.3
14.7. 〜 

19.5_____± _

24^ 

— 6.8
0』4£ _  _〜一  

■0.114 土

0.178

0.091

10.25

%F

94.7

5 J

5.3
~57?9

5.3

% W

95.1
0 .2 

. 0ニ2
4.1

0.4

19

19

RI

9J06.0 
1.1 

■ 1.1
_  237.4

2.1

9.2

12 .0
L3
-

1

S_10.0_

22.9

29.6 

5.1—
0.031

0.513

0.953

0.306

(1)体直30g未満

餌料種類 02.2.16

(漁獲魚）
%F %F

5.4-31 

(漁獲魚)

6.1-24 

(漁獲魚）
%F RI

6.24

(ふ化場前の!111墓個体群）
%F % W RI

6.25

%F

7.23-31 

(漁獲魚）
%F

プランクトン _  _
ビ、リナガミジンコ 
■ゾウ_ミジンコ 
■ヤマヒケ、、ナ刀ケンミシ、'ンコ 
オナガケンミジンコ

21.4 14.2 303.9 2.9 0.8 2.3 16.7 14.3 238.8

100.0 77.41 \741.0

昆虫類

^ スリカ類（动虫） 
丨ュスリカ類（さなぎ） 

If1•ス.リカ類(成虫）
I陸生崑虫 
JL水生昆虫

100.0 6.5 650.0 2:9 0.1 0.3

8.3 7.8 64.7

92.9 71.9 6,679.5 9L4

2.9

74.6 

_ 9.6

6,818.4 

一 27.8

70.6
5.9

49,4 

—  2.7

3^487.6 
一 15.9

91.7 49.2 4,5_11.6 3.3 8.1 26.7

7.1 0.3 2.1

端脚類 7.1 6.5 46.2 8.3 0.4 3.3

魚類
ラ力サギ(稚奐） 
I不明

消化物 100.0 16.1 1,610.0 35.7 7.1 253.5

2.9
28.6

1.7
13.2

4.9
377.5

5.9
64.7

0.4
47.5

2.4
3,073.3 33.3 28.3 942.4 100.0 91.9 9,190.0

15.1 〜 24.

19.7 土 3:

〜• 29.6

±_ 3.7
17.8
20?7

21
1
2. - 

Iご
±

12.1

15.3

24.6

5.1+
〜 26.! 

±_ 4.6

12.4

19^6



表 2 続き

0.319 _〜， 0.960一

0.724 ' 土’ 0.352

3 0 . 1 . 〜 57.?
'38.2' 土 8.8'

0 . 0 7 5 . 〜 3.30.7 

0.799 土 0.78.0

体 重 jigl#方ご鼂/拉 _ 
’（平均±標準偏差y_________ ( ( 平^ _____________

胃内容 j g i # 木〜最小）
物重量V 平均±標準偏差丁

38.8 一 
48.1 +

59.8
f0.7

2

1
.6 

2
 

3
 

3

1

4

57.6_ 
_8.7 _

3J.6. 
37.1 —

38.7 
_ 2.2 _

31.4
44.4

58.0
8.5~

0.034 〜 ^  0.464

0.191 _ _± 0.237

0.060 〜 1.181 

0.535 _ 土 —  0.420

0.045

0.259

0.452
0.204'

0.024一 ■〜 

0.573一 _ 土

2.607 

'0.860

餌料種類

プ ラ ン ク ト ン ，

；2、リナガミジどコ 
•ゾウミジンコ

昆虫類

端脚顏

^ スリカ類(さなぎ） 
丨_ £ ^リカ類(成虫）

I陸生E 虫

魚類

消化物 

調査個■

が サ ー ギ 娜 )一 _

力サギ幼こ_ )

I摂餌個.体数_ 
_L空胃個体数

体 長 l! cm;最大〜，最小）
丨（平均±標準偏差）

i m  A e L ^ - ^ J . :
J (平均土撂準偏差） 

胃内容"1i g二! ^ ご;^小_1 

物重量 q 平均土標準偏差r

%F

77.8

11.1
11.1

11.1

22.2
22.2

9.20-30 

(漁獲魚)

79.8

0.1
3:8

11.1

2.7

2.5

RI

6^208.4

42.2

123.2

59.9
55.5

ご十


-
8

-

9
 

3.
1
4
.

§

0.
9

33.9 〜

'45.8 ' 土

.8
-
2 

64
19.

0 . 0 4 1 〜 

0.409 土

0.966 
.07362

10.16

(漁獲魚）
%F

100

% w

100.0 10,000.0

15.3

52.5

0.240

10.25

%F

100.0

20.0

% w

94.4

5.6

5
0

RI

9,4£0.0

112.0

13.6 
14.5 _

1

0.
9

3J.8_
42.0

_54J
8.2

0.174
0^349

0.587
0.151

⑵体重30〜60el
餌料種類 01.12.25-29 

(漁獲魚）
%F % W RI %F

02.5.1-31 

(漁獲魚）
% W

6.1 
(漁獲魚）

%F RI

6.25

%F % W %F

8.12-26 

(漁 、細
8.21

% W RI %F RI

プランク匕ン _______
ハリナI fミジ̂ ^ !  

5■ミジンコ_ _
ノヽ リづ 

ュゾウミ 22.2 2.8 62.2 33.3 5.2 173.2

昆虫類
らスリカ類(さなぎ） 

^ スリカ類(成4)  _ 
I陸生！；虫

33.3 2.0 66.6 7.7 0.1 0.8
U.1
55.6

2

J
.9 

o 

5 
-
2

2.2
1.440.0 100.0 94.8 9.480.0 50.0 17.9 895.0

端脚類 66.7 94.1 6.276.5 33.3 41.0 1.365.3 33.3 6.6 219.8

魚類
P 力サギ(稚魚） 

.ワカサギ(幼 •:成魚): 

5 明 一

33.3 17.6 586.1 69.2 78.9 5.459.9

12.5 58.0 725.0

11.1 17.3 192.0 12.5 15.7 196.3 7.7 1.0 7.7

消化物 

調査個体数

33.3 5.9 196.5 55.6 12.8 711.7 37.5 8.4 315.0 100.0 73.8 7,380.0 30.8 2.7 83.2

14

I摂餌個体数_  _
I空胃個体数 

I (cm;最大〜;^小） 
ュ(平均土摄準偏差)

13

体長 15.0 〜 ， 17.0

"16.3 ± _  1.2 _

13.7 〜

14.9 土

16.5 

" 1.0
14.6.

14.8'

1

0.
2 

1

1
14.2
15.7

13.6___~ ______ 14.9
14.2 一 土  一  0.7

13.2.
14.4

16.5

32.8 
37万



表 2 続き

餌料種類 8.21 10.13

(漁獲魚）
%F % W RI %F % W RI

プランクトン

ワ、リナガミジンコ 
&'ウ_ミジンコ
Q ■子方■ゲシミてジジ；

-------
一 一 一

- 一 — -
_ _10_0.0 一100.0 LO,oooj)

昆虫類
1ユスリカ類(幼虫）

さヌリ另癀(ぎなI T  

p ろ せ 堪 墟 ®  ：
.陸生昆虫

16.7 

_  —16ニ7

0.1
____L7

1.7
___ 28.4

------- -------

端脚類

ラ力サギ(稚魚）

|ワカサギ(幼 •成魚） 

1不明

一 __33ニ3 ____85.1 _2J33.8 -------- ------- — 一 —

消化物 83.3 13.1 1,091.2

調査個体数

；& 餌個体数 
> 脣 離 数

----
7

6
1
— 一 一 -

1

1
0
----

体 長 (cm;最大〜最小） 

R 平均土標準偏差）
18.3
20.4 ±

22.1

1.2
15.3

体 重 1 (gj_最大〜最小）

丨（平均±標準偏差）

104.3
116.0 ±

133.8
11.1

_______ 52^5______

胃内容 K g j 大〜最小）
物重量丨（平均±標準偏差）

0.183
1.353" ±

5.384

2.057
__________0.2J0___________



⑷体重150〜300匕

餌料種類 01.12.25-29 

(漁獲魚）

02.6.7

(漁獲魚）

6.25 8.21

%F % W RI %F % W RI %F % W RI %F % W RI

昆虫類
巳スリカ類（さなぎ） 

，陸生昆虫 33.3 83.2 2,770.6 25.0 20.6 515.0

18.2 1.4 25.5

端脚類 100.0 86.3 8,630.0 25.0 40.5 1,012.5 9.1 2.0 18.2

魚類
ラ力サギ(稚魚）

ラ力サギ(幼 •成魚） 
1不明 16.7 2.7 45.1

" ~  33.3 

33.3

5.2

11.6

_  173.16 

386.28

----------- -- ____9A

9.1

______ 7も9

1.7

_ _68L6_ 

15.5

消化物 50.0 11.0 550.0 75.0 38.9 2,917.5 72.7 20.0 1,454.0

調査個体数

遇餌個体数 
，空胃個体数

一 一 一

6

6
0

---------- ■

3 

3 
. 0

----------- ----------- --

4

4
0

-----------

11
10

1
— — — -

体 長 .（cm:最大〜最小） 
ff平均土標準偏差）

23.0

24.8 ±
26.5

1.4

24.0

26.3 _ ±
29.9

3.2

22.6

23.1 ±
23.7

0.6
22.7
25.7 ±

28.1
1.7

体 重 k g L最大〜最小） 
平均±標準'偏差）

151.1 

一19 一 7.3 一 ±
231.0

34.1

168.6

221.0 . ±
294.3

65.4

150.7

169.2 ±
190.3
18.3 ■

175.9
245.2 ±

292.8
40.3

胃内容 l(gi_最大〜最小）
物重量1(平均±標準偏差）

0.191
0.552 +

1.245

0.402

0.249

1.585 ' ±
3.955 

一2.石58一

0.197

0.778 ± 一
1.325

0.481
0.278
1.353~ ±

13.462
2.057

(4)体重300g〜

餌料種類 02.6.25 8.21

%F % W RI %F % W RI

昆虫類
1ユスリカ類（さなぎ） 

1陸生昆虫

11.1

22.2

8.6

0.3

95.5

6.7

# 額
1ワカサギ(幼 •成魚) 

i不明

_  IOOjO _  J.00.0 _10^000.0

' 一 22.2 ~  T6.4 一 36471

消化物 88.9 74.7 6,640.8

調査個体数

[&餌個体数 
% 脣痼体■数

-------

1

1
0

10
9
1

-------

体 長 1 (cm;最大〜最小） 
丨（平均±標準偏差）

_________ 27.6___________ 29.0

30.8 ’ ±
34.2
1.7

体 重 1( g j 大〜最小）
1(平 均 準 偏 差 ）

_________ 364.9 _______ _ 352.6

435.7 ' ±
570.0

74.7
胃 内 容 大 〜 最 小 ）

物重量，（平 均 票 準 偏 差 ）

_________ 7 J 3 2 _______ _ 0.209

1.177 ’ ±
2.440 

一0.899



表 3 ワカサギ胃内容物中の館料生物の出現率（％F )、重 量 比 （％W ) 及びRanking I n d e x  (RI)

体 重 方 こ ;t 小i  
1 了平均±標準偏差)

胃内容1i g L #大〜最小）_ 
物重量1(平均土標準偏差)

1.7

4.4
7.1, 

—  1.3

4.2

~5^0

0
-
5
 

6.
0.

1.0
5.0

9.7

3.9
3.7 _〜ー _____ 13.7
8.9  土 _____ 3.5 _ 2；3~

.2
I

.9 

3 

o

I

0.002
_ 0 .012~

0.049
a o n

0.003_

0.040

0.096 

_ 0.030

0.006 
0.007 ' '±

0.007

0.001
0.003 〜 0_3_19
0.086 _± _ 0.085 ̂

0.006
O^OlF

0.016

0.005

^•スリカ頮(幼虫） 
1磨 生 昆 虫 ； 
1水生昆虫

消化物 
調査把住I

I摂li個体数 
■空胃個体数_

8.3 9.1

8.3

8.3 
50.0

6.2 
2.4 

46.7 

30 
24 

" 6

一 L1-5 
19.9 

2,335.0 41.7 7.6

20
12

8

316.9 33.3 30.0

10
3
7

999.0 66.7

32 
29 

" 3

68.8
10
3

■ 7

4,589.0

昆虫類

Iゾウミジンコ

ふ が ジ ■̂ン；類一一
Iヤマヒケ''ナカ''ケンミシンコ 

Iオナガケンミジンコ

25ニ0

37.5

_14.1

29.5

352.5

：10一6.3—

66.7

33."3

33.3

12.1 
一18ニ0 _

一  L 6 "

4,849.1

_599.4_

- 53.3_

餌料種類

プランクトン .
1ハリナガミジンニ

%F

02.4.26 

(漁獲魚)

8.21

%F

8.3 0.1 0.8

%F

100.0

10.19

(漁獲魚)
% w

70.0 7,000.0

10.25

%F

100.0

% w

86.1

RI

8,610.0

%F

3.4

11.7

(漁獲魚)

31.3

RI

106.4

.9
1

.0

4.
I
6.

6.9

"9.0"

9.5
2.2±

4
1

1 A

7^9

0

-

6
 

9.
I
0.

6.5 〜

7.9 i.

C15J最大〜最小） 

均土標準偏差5
体長

299^9

一 8一3 

414.0

1.8

1.6
'.5

5L7

13,8

55.2



図1 5 サクラマスの胃内容物組成 

(括弧内の月は漁獲魚のデータ）

mm、平均体重2.9 g で、検査を実施したすベての魚病に 

ついて陰性であった。

また、十和田湖増殖漁業同組合が採捕した回帰親魚の 

雌31個体と雄29個体について、10月 8 日に稚魚と同様の 

手法により冷水病、細菌性腎臓病及びへルぺスウイルス 

などの診断を実施した。供試魚は平均体長289.1nim、平 

均体重250.3 g で、検査の結果、外部及び内部の所見で 

は症状は観察されなかったが、冷水病については14検体 

が陽性、細菌性腎臓病及びウイルスについてはすべて陰 

性であつた。

摂餌個体数 

2

19.5_
7.7

19.0 
■ 773.1

2,360.0
845.3

58.0_
125.1

250.7 
~63-6 '

0.026 〜
0.027 土

0.027
"O.OOF

0.108
1.913

8.003
~2.r93~

0.091 〜 6.138 
土 1.913

( 3 )サ ク ラ マ ス

胃内容物組成を表4 、図15に示した。

4 月は調査魚の1個体がワカサギを摂餌していた。 

7 月は 2個体でワカサギが優占し、 8 月は70 g 未満 

の個体ではユスリカ類の幼虫及びさなぎ、陸生昆虫、 

ワカサギ稚魚、魚類を摂餌しており、それ以上の個 

体ではワカサギや魚類を摂餌していた。なお、10月 

はワカサギが優占し、R Iは4,977.0と最も高い値を 

示した。

(4) その他

参考としてイ ト ヨ 、 ゥ キ ゴリ、 ジュズカケハ ゼ 、 

ヌマチチブの胃内容物組成について表5、表 6、表 

7、表 8 に不した。

【魚病対策】

6 月25日に放流前のヒメマス稚魚60個体について、改 

変サイ卜ファーガ培地による冷水病原因細菌の分離（賢 

臓組織を塗沫)、腎臓組織塗沫標本の間接蛍光抗体法に 

よる細菌性腎臓病（B K D ) 検査、R T G - 2細 胞 （賢臓組 

織接種）の細胞病変効果（C P E ) 観察によるへルベス 

ウイルスなどの検査を実施した。供試魚は平均体長64.8

体 重 | ( g ^大こ最_小丄 
1 了平均±標準偏差）

胃内容1lg ;# 方こ;t_小i  _  
物重量|(平均土標準偏差）

45.7 46.8

0.105 一0.8.92

181.9 
— 4411 
1,244.1 6.8

71.1 4.977.0
136.0

魚類
;ラカサ导(稚魚）
豆力サギ(动•成魚) 
1不明

；100.0 涵 10^ ) 00 .0 ：100.0 "79̂ 0 _7,900.0

表 4 サクラマス胃内容物中の餌料生物の出現率（％F )、重 量 比 （％W ) 及びRanking I n d e x  (RI)

餌料種類

%F

02.4.12 

(漁獲魚)

4.26

%F

7.31 
(漁獲魚)

8.21 10.29 
(漁獲魚)

昆虫類
丨ュスリ々 類.(幼虫） 
丨そスリ左類■なぎ） 
I陸生昆虫

7.1 0.1 0.7
50.0
50.0

7.0
4.7

350.0
235.0

14.3
'35.7

0.3
3.5

_4.3
125.0 50.0 19.7 985.0

消化物
調査個体数 _

I摂 餌 個 体 数 ，
I空胃#体数 

体長丨（cm;最大〜最小） 
(平均土檑準偏差)

100.0 100.0

15.2

10,000 .0 50.0

8.4
9.7

9.3 465.0

10.9 
' 1.8

50.0 13.2 660.0

11.2

28.3
50.1
15.2

30.0 2.4

10

72.0

15.6_ . 〜 25.6 
■19.6' — 土 3.3

表 5 イトヨ胃内容物中の餌料生物の出現率（％F)、重 

量 比 （％W ) 及びRanking I n d e x  (RI)

餌料種類 02.7.31 
(漁獲魚）

11.7
(漁獲魚）

%F % W RI %F % W RI
昆虫類

1陸生昆虫 
1水 生 昆 虫 ’

13.6
5.7

25.0
12.5

340.0
71.3

— — - — — —-----
長尾類 5.7 12.5 71.3
魚類

1魚卵 33.3 50.0 1,665.0
消化物 41.7 62.5 2,606.3 100.0 100.0 10,000.0
調査個体数

\ r n m m ___
1空胃個体数

-----
12
8
4

----- -----
3
2
1

-----
体 長 1 (cm;最大〜最小） 

1了平均±標準偏差）
3.7 〜 7.7 
6.2 ± 1.5

3 . 1 〜 3.4 
3.3 ± 0.2

体 重 l(g；̂：大〜最小）
|(平均±標準偏差）

0.8 〜 7.8 
3.9 ± 2.6

0.3 〜 0.7 
0.5 土 0.2

胃内容1 (g;^大〜最小）
物重量,（平均±標準偏差）

0.013 〜 0.130 
0.063 ± 0.044

0.002 〜 0.005 
0.004 土 0.002

表 6 ゥキゴリ胃内容物中の餌料生物の出現率（％F)、 
重 量 比 （％W ) 及びRanking I n d e x  (RI)

餌料種類 02.7.31 
(漁獲魚）

10.19
(漁獲魚）

%F % W RI %F % W RI
昆虫類

,陸生昆虫 0.5 20.0 10.0

長尾類 9.7 20.0 194.0
魚類

;2也サき'd 成 龍  
1不明

70.7
15.3

20.0
60.0

1,414.0 
一 9了8 万

80.8
13.5

20.0
60.0

1,616.0 
810で

消化物 3.8 40.0 152.0 5.7 20.0 114.0

調査個体数
1摂餌個体数 
1空胃個体数

8
5
3

5
5
o1

体 長 |(ci5J最大〜最小）
丨（平均±標準偏差）

8 . 1 〜 9.5 
9.0 土 0.6

4.3 〜 9.1
8.0 土 2.1

体 重 ，（gl最大〜最小）
1 了平均±標準偏-)

10.7 〜 20.5 
16.3 土 ’34

1.4 〜 17_3
12.4 土 6.4

胃内容1 (gl*大〜最小）
物重量丨（'平均±標準偏'^)

0.104 〜 1.864 
0.528 ±_ 0.749 _

0.003 〜 0.707 
0.175 土 一 6.298

8(7)(02.4)

x 8,000

=6,000 
BO
S  4,000
cO

^  2,000 

0

6

1
.1

8

-14

5
1
9
1
5

 

1
3
1
4

 

I 

I

41
31
6

1

14.
1

8 

2

-1

-

2



表 7 ジュズ力ケハゼ胃内容物中の餌料生物の出現率 

(% F )、重 量 比 （％W ) 及びRanking 
I n d e x  (RI)

餌料種類 02.7.31
(漁獲魚）

10.19
(漁獲魚）

%F % W RI %F % w RI
プランクトン

斤ナカ’ケンミゾンコ 100.0 100.0 10,000.0
消化物 100.0 100.0 10,000.0

調査個体数
1摂II個体数 
產胃獅  1

------

2
1
1

----- -----
1
1
0

一 一 一

体 長 1 (cm;最大〜最小）

丨（平均土標準偏差）

4.7 4.8

体 重 大 〜 最 小 ）
ヴ平均土標準偏差r

_________2.4_________ _________2 2 _________

胃内容1 (g;最大〜最小）
物重量1T平均土極準偏差）

______ 0.017__________ ______ _0.011__________

【考 察 】
餌料生物調査では、1999年から2002年 8 月までほとん 

ど確認されることのなかったハリナガミジンコが10月に 

急増したほか、近年、秋季に比較的多い個体数で出現が 

確認されていたゾゥミジンコが大幅に減少する傾向が確 

認された。消化管内容物調査では、 ヒメマスの胃内容物 

は2001年12月から2002年 6 月まで端脚類、陸生昆虫で優 

占していたものの、 8 月にはワカサギ稚魚が、 9 月以降 

にはハリナガミジンコが優先する結果となった。

このことから、湖内のプランクトン群集が小型のゾゥ 

ミジンコ主体であった8 月までは、 ヒメマスは摂餌選択 

性の高いハ リナガミジンコやヤマヒゲナガケンミジンコ 

といった大型プランク卜ンが得られなかったため、現存 

量の多い端脚類、陸生昆虫、ワカサギ稚魚を摂餌したも 

のと考えられる。また、 9 月に何らかの原因により湖内 

の環境が急変し.、ノヽリナガミジンコが急増したため、 ヒ 

メマスは摂餌の主体を、これらに切り替えたものと考え 

られる。

ヒメマスの競合種となるワカサギの胃内容物について 

は、 8 月はゾゥミジンコで優占していたものの、10月に 

はヒメマス同様、ハリナガミジンコが優占する結果となっ 

たため、 9 月頃に摂餌の主体をこれらに切り替えたもの 

と考えられる。

なお、ノヽリナガミジンコが急増した原因について、 ヒ 

メマスやワカサギの影響により、湖内のプランクトン群 

集を大型のハ リナガミジンコとヤマヒゲナガケンミジン 

コ主体か ら小型のゾゥミジンコとワムシ類主体にシフ卜 

させ、この動物ブランク卜ン群集の小型化が植物ブラン 

ク 卜ンの利用を低下させ、湖内の透明度の低下をもたら 

すといった報告（高 村 ；1999a)があるが、2002年の透 

明度は、ほぼ平年並みであったため（図16)、急増した 

要因については別にあるものと考えられる。

表 8 ヌマチチブ胃内容物中の餌料生物の出現率（％F)、 
重 量 比 （％W ) 及びRanking I n d e x  (RI)

餌料種類 10.19 
(漁獲魚）

11.7
(漁獲魚）

%F % W RI %F % W RI
昆虫類

咏生昆虫 3.8 33.3 126.5
魚類

1不明 18.5 33.3 616.1 18.2 100.0 1,820.0
消化物 77.7 100.0 7,770.0 81.8 100.0 8,180.0
調査個体数

， 餌個体数 
> 胃# 体"^

-----
3
3
0

----- -----
1
1
0

-----
体 長 （cm:最大〜最小） 

f 平均±標準偏差）
5.6 〜 6.3 
6.0 土 0.4

7.1

体 重 Kg;最大〜最小）
|(平均:i：標準偏差）

5.8 〜 7.9
6.6 一 土 1.2 _

___
胃内容1 (g;最大〜最小）
物重量丨（平均土標準偏差）

0 . 2 8 1 〜 0.626 
0.401 土 0.195

______ _0.1J4__________

図1 6 湖心における透明度の推移 

(青森県環境保健セン夕一及び秋田県環境センタ一調べ)

【参考文献】
1 Hobson, E. S . (1974) : Feeding relationship of 

teleostean nshes on coral reefs m  Kona, Hawai. 

Fish. Bull.,72 ( 4 ), 915-1031.

2 高村典子 •三上一 •水谷寿 •長 崎 勝 康 （1999a) ： 

ワカサギの導入に伴う十和田湖の生態系の変化にっし、 

て. 国立環境研究所研究報告146， 1-15.



内水面総合技術開発試験（新魚種開発試験 • カジ力増養殖技術開発)

【目 的 】
地域特産的な食材として需要が見込まれ、清流にすむ 

水環境の指標種とされながらも、近年減少傾向にあると 

見られるカジ力 tC ottus pollux) を対象として生態の 

把握並びに種苗生産技術の開発などを目的に事業を実施 

した。

【方 法 】
1 採卵

採卵用親魚として1 t 角形及び円形水槽、0.7 t 角 

形水槽で養成した雄34尾、雌252尾の計286尾を表1 の 

とおり由来別に分け使用した。

採卵は平成14年 4 月18日から5 月18日にかけて行っ 

た。採卵水槽としては30 t 円形水槽内に設けた菴やコ 

ンテナなどの容器または1 t角形水槽を用い、その中 

に雄を1尾から5 尾、雌 4 尾から31尾の割合で収容し 

た。また、産卵基質としては市販の屋根瓦を用い、産 

卵後、卵塊を回収し、卵管理水槽（幅 7 c m X高さ12cm、 

10cmX 15cmの水槽2基）内に収容し、発眼まで管理し 

た。

2 種苗生産

種苗生産は4 月26日から7 月30日にかけて行った。 

受精から発眼までは先述の卵管理水槽で水量を91/min 

に設定して管理した。管理にあたっては、受精卵を収 

容日 • 由来別に区別できるよう、それぞれを目合い8 

匪 X 8醒のスクリーンで区切り収容した。また、水生 

菌の発生を防止するため、発眼までマラカイ卜グリ一 

ン2 p p mの 1時間浴を2 回/週の割合で行った。

発眼後、発眼卵はふ化装置としての適正を比較する 

ため、増収型ふ化槽（2 槽 型 ：幅33cmX長さ180cmX 

高さ30cm)に先述の卵管理水槽を設置し、ふ化後に仔 

魚が水流によりふ化槽へ移行できるようにしたもの 

(以 下 ：試験区 1 ) と、同様のふ化槽に発眼卵を乗せ 

るための目合い3画のネッ卜を上流側30cmに設置した 

も の （以 下 ：試験区2 ) の 2槽で管理した。また、サ 

ケ科魚類においては、浮上まで砂利やネッ卜リングな 

どを用い個体を安静にするとともに、卵黄吸収まで無 

給餌で管理することが、その後の成長•生残に大きく 

影響することから、試験区 2 の成長と比較するため、 

先述した2槽の他に増収型ふ化槽（1槽 型 ：幅33cm X  

長さ90cm X 局さ30cm)内に長径5 cm程度の砂利を敷き、 

その上流に試験区2 と同様のネッ卜を設置したもの 

(以 下 ：試験区 3 ) を用い、卵黄吸収まで砂利を取り

佐 藤 正 人

上げず無給餌で管理した（図 1)。なお、取り上げ時 

までは水量101/min、水深 5 cmで飼育し、食耳としてア 

ルテミア、 ミジンコの生物餌料のほか、 ウナギクロコ 

用の配合飼料を試験区3 を除き、ふ化後3 日以降に飽 

食量与えた。

試験区 1 試験区2 試験区3

図 1 種苗生産に使用したふ化装置 

3 中間育成

本年度生産した種苗について、増収型ふ化槽（2槽 

型 ••幅33cm X 長さ180cm X 高さ30cm) 上流側半分に試 

験区 2 から生産した個体267尾を、下流側半分に試験 

区 3 から生産した個体497尾を収容し、取り上げ以降 

の成長を比較した。また、同様に親魚候補として試験 

区全ての個体を混合した1，553尾を、同様の増収型ふ 

化槽に収容し育成した（以下、親魚養成区)。

また、県内養殖業者由来の1，308尾については、増 

収型ふ化槽（3槽 型 ：幅33cm X 長さ250cm X 高さ32cm) 

の上流側に566尾、中流側に349尾、下流側に393尾に 

分け収容した。また、配合飼料の違いによる成長を比 

較するため、上流側にウナギクロコ用とマス用の配合 

飼料を等量混合したもの（以 下 ：試験区 4 )、中流側 

にウナギクロコ用とアユ用の配合飼料を等量混合した 

も の （以 下 ：試験区 5 )、下流側にウナギクロコ用の 

配合飼料のみ（以 下 ：試験区6 ) を与え、 8 月 1 日か 

ら2 月28日まで育成した。なお、育成期間中の水深に 

ついては10cmとした。

付表使用した配合飼料の成分

配合飼料 
の種類

粗蛋白 
(%以上）

粗脂肪 
(%以上）

粗繊維 
(%以下）

粗灰分 
(%以下）

カルシウム
(%以上）

リン 
(%以上）

マス用 49.0 7.0 1.5 18.0 2.5 1.3
アユ用 47.0 4.5 3.0 17.0 2.0 1.4

ウナギクロコ用 50.0 3.0 1.0 17.0 2.5 1.5

- 300-



4 親魚養成

平成13年度までに養成した親魚を1 t角形及び円形 

水槽、0.7 t 角形水槽に収容して養成した。親魚には 

ゥナギクロコ用の配合飼料を体重の1 % 程度与えた。

5 その他

(1) 稚魚のタマミジンコ摂餌状況について

カジ力稚魚のタマミジンコの摂餌及び消化状況な 

どを把握するため、 日齢16日 （平均全長12.1ran) の 

個体の胃内におけるタマミジンコの個体数を給餌後

1、 5 、10及び20時間後に計数し、その状況を記録 

した。

(2) 当歳魚の冬期横転個体について

当歳魚について越冬期間中に横転し、へい死する 

個体が多く見られたことから横転時の水温、尾数に 

ついて検討した。

【結果及び考察】

1 採卵

内水面試験池の水温を図2に、収容水槽•由来別の 

採卵結果を表1に示した。

産卵期については、産卵基質に付着した卵塊の回収 

を 4 月26日から5 月20日にかけて実施したこと、回収 

時の水温が7でから10°C付近に位置していたことから、 

産卵は春季の水温7 °Cから10°Cに上昇する頃に行われ 

るものと考えられた。

20 .0  ----------------------------------------------------------------------------------------------------------

♦肩♦♦ア ---0--平年(1997〜2001年度の平均値）
■ \ ---■---2002 年度

_ 一  s'

4 5 6 7 8 9 10 1 1 1 2  1 2 3 ⑶

図2 内水面試験池における河川水温の推移

採卵については、養成親魚から受精卵塊を回収でき 

たものの、回収した卵塊20個のうち受精していた卵塊 

が11個と、半分以上が不受精であったほか、回収した 

受精卵塊の発眼率が4.8%から81.0%と、大きくばら 

つく傾向が認められた。この原因として、採卵親魚が 

天然魚か養成魚かによって発眼率が異なり、特に雄を 

天然魚にした場合は発眼率が天然魚に近い値が得られ 

てい る （小島ほか；1998)ことから、今回の未受精卵 

塊の形成や発眼率のばらつきは親魚の生殖能力の差、 

いわゆる成熟度合いに起因するものと推定された。

また、産卵はしたものの卵塊を回収できなかったも 

のが 6例あったことについては、今回、原因を特定で

きなかったが、主に親魚の卵食などによるものと考え 

られた。

2 種苗生産

受精卵の発生状況を表2に示すとおりで、発眼は134.0 

°C•日から167.6°C•日、ふ化は299.1から348.4°C •日、 

卵黄吸収は459.2°C•日から505.3QC •日となった。 この 

ことから、発眼は130°C•日から170°C•日、ふ化は300 

から350°C •日、卵黄吸収は460°C •日から510°C •日の間 

におこるものと推定された。

付表カジ力の発生

発 | 段 階   積 算 水 温

発眼  1 3 0〜 170V • 日

ふ化  3 0 0〜 350°C • 日

— 卵 黄 吸 収 _____________  4 6 0 〜 510°C • 日 ____

受精から取り上げまでの生残率は表3 とおりで、受 

精から取り上げまでの生残率は6 . 7 %から2 1 . 6 %と全 

体的に非常に低いものであった。発眼から取り上げの 

生残率については、試験区 1 はふ化時にスクリーンが 

障害となり、卵管理水槽からふ化槽へ移行せず、卵管 

理水槽内で大量にへい死していたため、生残率は15.4 

% と、生残率が35.6%であった試験区2 に比べても半 

分以上も低い結果となった。一方、試験区 3 について 

は6 2 . 8 %と、試験区 1、 2 に比べかなり高い結果を示 

した。 このことから、試験区 1 は仔魚の移行の面で卵 

を区切るスクリーンが障害となるほか、ふ化後の卵膜 

によるスクリーンの目詰まりも考えられるため、ふ化 

装置としては試験区1 よりも試験区2 の方が妥当であ 

ると考えられた。また、ふ化槽内に砂利を敷いた試験 

区 3 が試験区2 に比べかなり良い結果が得られたこと 

から、ふ化槽内には砂利などで蜻集を避け、安静する 

必要があるものと考えられた。

なお、成長については表4 のとおりで、試験区 1 、

2 に比べ、試験区 3 が成長が遅れる結果となった。

3 中間育成

育成期間中の種苗の生残状況を表5に示した。

8 月から 2 月までの生残状況は0 % から58.8%で、 

試験区2 を除けば、かなり低い結果となった。 この原 

因としてはギロダクチルスなどによる寄生虫症による 

ものが大半であったほか、力ワネズミの進入による食 

害や薬浴の失敗があげられる。

種苗の成長については表6 に示したとおりで、試験 

区 2 と 3 の比較については、10月 3 日時点で試験区2 

の方が体長が大きかったため、ふ化後 3 日以降の給餌 

がその後の成長に影響するものと考えられた。また、 

試験区 4 、 5 及び 6 の比較については、10月 4 日の時

2 

8 

(

8

衰

- 3 0 1 -



2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

体長（cm)

図3 力ジカ養成魚の体長•体重の関係

5 その他

(1) 稚魚のタマミジンコ摂餌状況について

カジ力稚魚のタマミジンコの摂餌及び消化状況は 

表 9 に示すとおりで、給餌後 1時間後の結果から9 

個体/尾摂餌しており、 この時点ではまだ消化され 

ていなかった。 5 時間後は摂餌したタマミジンコの 

多くが消化され、腸管内に移行し、摂餌後20時間後

点で試験区6 より試験区5 の方が体長が大きかったこ 

と、 2 月 1 日時点で試験区4 より試験区5 の方が体長 

が大きかったことから、配合飼料の成分の違いが種苗 

の成長に影響するものと考えられた。

親魚養成

親魚の生残状況について表7 に示すとおりで、水温 

上昇期及び高水温期の6 月から 9 月にかけて229尾と 

多くへい死したものの、それ以降はほとんどへい死し 

なかった。また、平成 6年の養殖業者産の親魚が65尾 

生残していることから、寿命は 8年以上あるものと推 

定された。

親魚の養成結果を表8 に示した。 6 月時点で養成親 

魚の体長は、平成 9年度生産群の雄で111.1mm、平成 

10年度生産群の雄で97.4mmから103Jirnn、雌で64.6mm、 

平成11年度生産群の雄で77.8麵、雌で57.7mmとなった。 

このことから、内水面試験池で当歳魚をウナギクロコ 

用の配合飼料を与え育成した場合、雄はふ化後3年で 

体長約75mm、 4年で約100mm、 5年で約llOimnに達し、 

雌は 3年で体長約55mm、 4年で約65mmに達するものと 

推定された。

また、 6 月と10月に測定したカジ力の体長及び体重 

の関係を表した散布図を図3 に示す。雌雄ともに体長• 

体重に正の相関が認められたほか、雄は体長140mm、 

雌は体長100mm程度で多くの個体の成長が停滞する結 

果となった。なお、関係式については以下のとおりで 

ある。

雄 y = 0.0264x2.9945 (r= 0.9499、y=体長、x=体 

重） 雌 y = 0.0447x2.6206 (r =0.9498)

には胃内から消失した。

(2) 当歳魚の冬期横転個体について

当歳魚の冬期横転尾数の推移については、表10に 

示すとおりで、12月19日から2 月11日までに38尾の 

横転が見られた。月別に見ると12月が19尾、 1月が 

18尾、 2 月が 1尾で親魚養成区の横転が26個体と著 

しく多い結果となった。また、調査期間の水温は0.1 

°Cから2.4°Cの範囲であった。 このことから、水温 

が 3 °C以下になる時期に活力が低下し、横転するも 

のと推定された。

【参考文献】

1 小島将男• 松田繁雄• 杉本剛士（1998) :カジ力類 

の養殖技術（社）新魚種開発協会
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表 1 平成14年度採卵結果

No.
収容 

月日
水槽 収容容器 ※産卵基質(瓦)の設置状況

雄
収容 
尾数

由来 体長(mm)
平均 最大 最小

1
2
3
4
5

4/18 30-3 
(30トン円形)

菴（87 X 45cm、目合3mm) 
M ( 6 6 x 6 5 Y m ：¥ 4 5 m m ) ' _ 
^ ^ ( 6 0  X 65cm^ 目吾§腿ヲ 
筆（87 X 45cm、目合3mm) _ 
_  (90 X 50cm、目合3mm)

1枚、入口約2cm、下流側に縦に設置 
1枚、A 5 約2cm、下流側に縦に設置 
1枚、入口約2cm、下流側に縦に設置 
1枚、入口19cm、下流側に縦に設置 
1枚、入口19cm、横に設置

1
1
1
1
1

H10阿仁JI 
H10生産イ 
H10生産イ 
H10生産イ 
H10生産イ

採捕個体(養成期間:4年）m _ _ _

3"?本 ， _ . _ _ _
S体 
i体

108
93
87
88 
85

—

—

の
|ト

,00■⑦
■

c
^
 

■ 
■

■
I

I

4/23 30-3 菴（90 X 50cm、目合3mm) 2枚、約入口2cm、上•下流側に縦に設置 3 H10生産f固体 75 78 73

菴 (87 X 45cm、目合3mm)
^  (90 X 50cm. 目吾3mm) _ 
_(90X5bcm、目舍3mm)
亀（90_X50qm、目合3mm)
亀 (95xi5cm、目吾3mm)

1枚、入口約2cm、下流側に縦に設置 
2枚、入口約2cm、横に設置 
1枚、横に設置
1枚、入口約2cm、下流側に縦に設置 
1枚、入口約2cm、下流側に縦に設置

1
2
2
1
1

_________________________________________________________________________

H10生産個体 
H10生産個体 
H10生産個体
m m t l m r n m  4 初

77
82
98
93
143

- T _
88 

_ 98
"~76
__97

12 4/26 30-3 菴（87 X 45cm、目合3mm) 1枚、入口約2cm、下流側に縦に設置 1 H10阿仁川採捕個体(養成期間:4年） 143 — —

13
14
15
16 
17

4/27 30 - 3 網袋(60 X 65cm、目合5mm) 
^M(_60 xeScm^ _目_奇^！!p】_ _ 
コン2 ナ(45 X 30cm、目合4 X 2mm)

'^ t (4 5 x  sYcm'g

1枚、入口約2cm、下流側に縦に設置 
1枚、入口約2cm、下流側に縦に設置 
1/4枚、入口約2cm、下流側に縦に設置 
1/4枚、入口約2cm、下流側に縦に設置 
1枚、入口約2cm、下流側に縦に設置

1
1
1
1
1

H10阿仁川採捕個体(養成期間:4年）
： 4 恥

H10生産個体 
H10生産個体 
_H6-養殖1 1者塵■親魚 (養成）

140
138
103
100
125

—

—

18
19

4/29 30-3 筆（87 X 45cm、|  食_3m) _ 
菴 (90 X ざ0cm、目合3mm)

1枚、入口19cm、下流側に縦に設置 
1枚、入口l§cm、下流側に縦に設置

1
1
H12阿仁j 1丨採捕個体(養成期間:2年） 
H 6 M 痛M 者産親魚(養成）

107
134 _ニ_

_  一— - .

20 4/30 K-1 

(1トン角形)

— 5枚、入口19cm、約30cm間隔で横向き 
に交互に設置

5 H12阿仁川採捕個体(養成期間:2年） 107 116 93

21 5/1 30-3 コンテナ(40 X 31cm、目合15 X 10mm) 1枚、入口約2cm、下流側に縦に設置 1 H 6養殖業者産親魚(養成） 125 — —

22
23
24

5/8 30-3 ，箏 i p 3̂mm)_____
コ、/テナ(45 X 30cm、目.合4 X 2mm)
鲞 (87 X 45cm、目合3mm)

1枚、入口約2cm、下 流 側 に 縦 に 設 置 」 

1/4枚、入口約2cm、下流側に縦に設置 ] 
1/4*3枚、入口約2cm、下流側に縦に設置1

1
1
3

H10阿仁川採捕個体(養成期間:4年） 
H10生産個体 
Hlb生産個体

110
92
99 "104 ""93

※瓦:20 X 26 X 4cm (空洞部分：19 X 26 X 3cm)で片側を塞ぐよう壁面に設置した
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表2 卵黄吸収までの発生状況

試験区1 試験区2 試験区3 備 考
受精からの飼育日数 積算水温(°C•日）受精からの飼育日数 積算水温(°C•日）受精からの飼育日数 積算水温(°C•日）

発眼 17 〜22 140.1〜167.6 16 〜17 134.0 〜149.5 17 141.1
ふ化 37 〜38 302.8 〜348.4 28 〜34 299.1〜331.7 35 332.3

卵黄吸収 47 〜54 459.2 〜505.3 43 〜47 493.5 〜502.6 47 500.6

表3 受精から取り上げまでの生残

試験区1 試験区2 試験区3 備 考
収容数 生残率(％) 収容数 生残率(％) 収容数 生残率(％)

受精 12,200 100.0 7,127 100.0 4,442 100.0

発眼 5,267 43.2 1,537 21.6 1,525 34.3
取り上げ 812 6.7 547 7.7 958 21.6
発眼〜取り上げ — 15.4 — 35.6 — 62.8

表4 平成1 4年度カジ力種苗生産状況（ふ化〜取り上げまでの成長)

飼育
日数

試験区1 試験区2 試験区3

備 考標本
数

平均全長(mm)
( 最 小 〜 最 大 ）

標準
偏差

標本
数

平均全長(mm)
( 最 小 〜 最 大 ）

標準
偏差

標本
数

平均全長(mm)
( 最 小 〜 最 大 ）

標準
偏差

1 11 7.90
(7.45 〜 8.57 )

0.35 -- _ -- -- -- —

14 10 11.02 
( 9 . 1 1 〜 12.42 )

0.97 11 11.49 
( 9 . 8 2  〜 13.12 )

1.15 10 10.02 
( 8 . 5 7  〜 10.62 )

0.63

35 10 15.60 
(11.48 〜 17.03 )

1.57 10 17.71
(16.66 〜 19.13 )

0.81 10 14.50 
(13.39 〜 15.42 )

0.64

55 14 19.32 
(15.46 〜 24.30 )

2.73 17 20.56 
(15.76 〜 24.17 )

2.70 17 16.62 
(12.94 〜 20.83 )

2.65 試験区2*3;有意差有り 
(t=5.967;P<0.001)



表 5 平成14年度生産種苗の生残状況

由 来 収容尾数 へい死尾数 尾 数 生残率 備 考
8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 (%)

試験区2
267 34 47 7 4 2 9 7 157 58.8

試験区3
497 407 54 36 - - - - 0 0.0

8月：ギロダクチルス等の寄生虫症による 
10/9全滅

親魚養成区
1,553 306 201 71 781 33 34 1 126 8.1

9月：ギロダクチルス等の寄生虫症による 
11下旬〜11上旬力ワネズミによる食害

試験区4
566 204 72 25 68 43 18 19 117 20.7

8/12.13増水によるトラブルにより99尾へい死

試験区5
349 77 52 55 88 29 31 2 15 4.3

11月：ギロダクチルス等の寄生虫症による

試験区6
393 76 199 118 - - - - 0 0.0

10/8全滅 

薬浴の失敗による

表 6 -  1 平成14年度生産種苗の養成状況

測定 飼育 試験区2 試験区3 親魚養成区
月日 日数 標本

数

平均体長(mm)

( 最 小 〜 最 大 ）
標準
偏差

標本
数

平均体長(mm)

( 最 小 〜 最 大 ）
標準
偏差

標本
数

平均体長(mm)

( 最 小 〜 最 大 ）
標準 備 考

8/1 1 14 16.29
( 1 2 . 9 1〜 19.69 )

2.34 17 14.03
(10.93 〜 17.62 )

2.20 12 17.09
( 1 2 . 9 1〜 20.66 )

2.38

10/3 63 13 24.04 
(16.39 〜 30.94 )

4.64 13 17.86
(15.98 〜 19.88 )

1.21 15 21.04 
(16.00 〜 26.21)

3.56 試験区2*3;有意差有り 
(t=5.410;P〈0.001)

12/4 125 14 26.36 
(18.94 〜 35.24 )

4.75 - - - 13 23.83 
(18.67 〜 26.98 )

2.06

2/1 184 14 25.68 
(21.42 〜 32.23 )

2.78 - 16 26.59 
(22.29 〜 28.63 )

2.02



表 6 -  2 平成14年度生産種苗の養成状況

測定 飼育 試験区4 試験区5 試験区6

月日 日数 標本
数

平均体長(mm)
( 最 小 〜 最 大 ）

標準 
偏左

標本
数

平均体長(mm)
( 最 小 〜 最 大 ）

標準
偏差

標本
数

平均体長(mm)
( 最 小 〜 最 大 ）

標準
偏差

備 考

8/5 1 11 12.12
( 9 . 7 7  〜 13.74 )

1.66 10 11.92
( 10.50 〜 14.31)

1.48 10 17.09
( 12.91〜 20.66 )

2.38

10/4 60 13 18.11
(14.39 〜 23.17 )

1.93 15 18.08
(12.55 〜 22.77 )

2.74 15 16.79
(13.79 〜 21.37 )

1.89 試験区5，6;有意差有り 
(t=1.705;P〈0.2)

12/4 121 15 19.27
(16.17 〜 25.78 )

2.62 13 21.99 
( 1 9 . 5 1〜 29.95 )

2.47

2/1 180 15

1

20.45 
(16.70 〜 22.44 )

2.54 15 24.82 
(22.20 〜 29.19 )

2.26

'

試験区4*5;有意差有り 
(t=4.760;P<0.001)

表 7 養成親魚生残状況

由 来 収容
水槽

収容 
尾数

へい死尾数 尾数 備 考
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

H 9生産個体(雄） 1-9(1トン円形） 28 1 1 26
H10生産個体(雄） 1-2(1トン円形) 93 11 4 放流(一音PをK-3へ収容）
H10生産個体(雄） 卜3(1トン円形） 56 1 放流(一部をK-3へ収容）
H10生産個体(雄） 力-1-大(0.7トン角形の1/3区画) 130 12 2 8 放流(一部をK-3へ収容）
H10生産個体(雄） 力-1-中(0.7トン角形の1/3区画) 157 9 6 1 放流(一部をK-3へ収容）
H10生産個体(雄） 力-1-小(0.7トン角形の1/3区画) 100 6 1 1 放流(一®15をK-3へ収容）
H10生産個体(雄） K-3(lトン角形) 154 9/30収容 154
H10生産個体(雌） K-6(lトン角形) 240 9 1 11 219 9月：トリコジナなどによる
H11生産個体(雄•雌） K_7(lトン角形) 109 3 1 105
H 6養殖業者産親魚(養成） 卜6(1トン円形） 83 5 8 3 1 1 65
H10阿仁川採捕個体(雄） K_2(lトン角形) 116 6 4 1 105
H10阿仁川採捕個体(雌） K-l(lトン角形) 79 1 1 77
H 12阿仁川採捕個体(雄•雌) 1—8(1トン円形） 199 76 7 1 1 114 6月：冷水病による
H12阿仁川採捕個体(雌） 1-12(1トン円形） 25 2 23
H12阿仁川採捕個体(雄） 1-15(1トン円形） 42 42
H 14阿仁川採捕個体(雄•雌) 卜7(1トン円形） 115 15 5 2 2 2 89



表 8 養成親魚の成長

由来 水槽 測定月E 備考
6/3-7 10/1-10 2/3

平成9年度生産個体(雄） 1-9
(1トン円形)

平均体長(mm) 111.1 116.2 119.6

平均体重(g) 38.5 51.3 46.5
平成10度年生産個体(雄） 1~2

(1トン円形）
平均体長(mm) 103.2 110.1 放流(一 

部をK-3 
へ収容)

平均体重(g) 28.8 34.5
1-3
(1トン円形）

平均体長(mm) 103.7 110.3

平均体重(g) 30.7 40.6
力- 1-大
(0.7トン角形の1/3区画)

平均体長(mm) 84.1 92.9

平均体重(g) 14.2 21.8
力-1-中
(0.7トン角形の1/3区画)

平均体長(mm) 98.5 94.4
平均体重(g) 18.8 23.9

カ-1_小
(0.7トン角形の1/3区画)

平均体長(mm) 97.4 97.6
平均体重(g) 21.6 24.2

K-3
(1トン角形)

平均体長(mm) — 97.4 106.0

平均体重(g) — 26.1 29.1
平成10年度生産個体(雌） K-6

(1トン角形）
平均体長(mm) 64.6 69.8 72.9
平均体重(g) 5.2 8.1 9.3

平成11年度生産個体(雄） K-7
(1トン角形）

平均体長(mm) 77.8 94.3 93.6
平均体重(g) 11.1 23.2 21.5

平成11年度生産個体(雌） K-7
(1トン角形）

平均体長(mm) 57.7 67.2 70.4

平均体重(g) 4.5 7.2 7.3
平成6年養殖業者産親魚 
(養成:雄)

1-6
(1トン円形）

平均体長(mm) 131.0 129.1 139.5
平均体重(g) 60.0 58.2 65.5

平成10年阿仁)11採捕個体(雄）K-2
(1トン角形）

平均体長(mm) 128.6 132.6 137.8
平均体重(g) 50.9 63.2 59.7

平成10年阿仁j 11採捕個体(雌）K-1
(1トン角形）

平均体長(mm) 95.9 102.1 103.8
平均体重(g) 15.6 23.7 23.3

平成12年阿仁川採捕個体 
(雄•雌）

1-8
(1トン円形）

平均体長(mm) 108.9 112.0 118.9
平均体重(g) 31.4 37.2 38.4

平成12年阿仁j 11採捕個体(雌）1-12
(1トン円形）

平均体長(mm) 82.8 88.8 92.9
平均体重(g) 16.0 15.3 15.4

平成12年阿仁j 11採捕個体(雄）1-15
(1トン円形）

平均体長(mm) 115.8 123.2 129.4
平均体重(g) 39.1 47.9 48.9

平成14年阿仁j 11採捕個体(雄）1-7
(1トン円形）

平均体長(mm) — 102.4 106.9
平均体重(g) — 29.7 27.6

平成14年阿仁j 11採捕個体(雌）1-7
(1トン円形）

平均体長(mm) — 83.2 84.7
平均体重(g) — 13.5 12.2

表 9 カジ力稚魚（T L :  12.12mm (10.79〜13.27mm) の夕マミジンコ摂餌状況

日時 給餌から 
の時間

調査尾数 摂餌尾数 タマミジンコ摂餌 

個体数(平均値)
備 考

6/17 14:00 0 — — —

15:00 1 7 7 9
19:00 5 5 2 2 消化物胃2/5個体、腸管内:3/5個体

6/18 0:00 10 5 1 1 消化物胃 1/5個体、腸管内:4/5個体
10:00 20 5 0 0 消化物胃 1/5個体、腸管内:5/5個体

表1 0 当歳魚の冬期横転尾数の推移

月日 水温(°C) 試験区2 試験区3 試験区4 親魚養成区 小計
12/19〜31 0.1〜2.3 2 1 1 15 19
1/1〜31 0•卜 1.7 5 3 0 10 18
2/1〜11 0.8 〜2.4 0 0 0 1 1

合計 7 4 1 26 38

一 308 —



内水面総合技術開発試験 

(新魚種開発試験• モクズガニの種苗生産と中間育成)

【目 的 】

モクズガニ Eriocheir ja p o n ic u sは全国各地に生息 

し、地域的な特産物として利用されており、河川放流対 

象種として需要が予想されるため、種苗生産• 中間育成 

などの可能性について試験した。

【方 法 】

1 種苗生産•幼生飼育試験

⑴親ガニ確保 •収容

八郎湖及び男鹿市船川港増川地先海面で採捕され 

た抱卵雌ガニ 4尾を当センターまで搬送し、卵発生 

段階ごとに区分して水槽に収容した。

(2) ふ化

飼育水槽に収容した親ガニは、全海水 •止水 •強 

通気で飼育した。 シヱルターとしてコンクリートブ 

ロック1基を水槽の底に設置した。

⑶ 幼 生 飼 育

ふ化した幼生の飼育水槽は、 1 トンパンライ卜青 

色水槽 3基及び10トンF R P 水槽1基を用い、 4 試 

験区を設定した。水量及び換水は収容時から3 日間 

は水槽の1/2容量で換水なし、 4 日目から水槽の3/4 

容量で 1 日当たり1/3換水、16日 目 （メガロパ期） 

から水槽の3/4容量で2/3換水を目安とした。飼育 

水は終了時まで全海水•止水で強通気とした。

餌料はワムシ、アルテミア幼生及び配合飼料を用 

いた。

鷲 尾 達

2 中間育成試験

幼生飼育試験で生産した稚ガニは、 1 卜ンノヽ。ンライ 

卜水槽3 基及び1 0卜ンF R P水 槽 1基を用いて 4 試験 

区を設定して収容•飼育した。

水量及び換水状況は、収容時から終了時まで水槽の 

3/5容量で 4 回転/ 日を目安とし、全淡水•強通気と 

した。

食耳料はアルテミア幼生及び配合飼料を用いた。

【結 果 】

1 種苗生産•幼生飼育試験

⑴ 親 ガ ニ 確 保 •収容•ふ化

親ガニの大きさとふ化した幼生（ゾヱア期）の数 

を表 1 に示した。ふ化は親ガニ4尾を用いて延べ6 

回行った。幼生飼育に供した親ガニは5 月14日の八 

郎 湖 産 （H - 0 )と 7 月10日の増川産（NB-0) であっ 

た。増 川 産 （NB-0) は増川河口の汽水域で採捕さ 

れたものである。参考として平成12年度及び平成13 

年度の試験結果を表2 —  1及び表2 —  2 に示した。

表 1 親ガニの大きさとふ化ゾエア数

親ガニ由来 ふ化日 体重( g ) 甲幅（mm) ふ化ゾエア数(万尾） 備 考

八郎湖 H-0 5.14 145.7 66.9 16.0 幼生飼育へ

増川 M-1 5.19 183.8 71.7 32.7 廃棄

増川 M-2 5.20 97.1 63.6 32.5 廃棄

M-1 7.6 (* 2番仔) 4.4 7.7斃死

増川 NB-0 7.10 60.0 28.6 幼生飼育へ

NB-0 7.12 (* 2番仔) 不 明 （少数） 7.23斃死

注）親ガニ収容時からふ化までの飼育水温は8.0〜21.0°C。



表 2 _ 1 親ガニの大きさとふ化ゾエア数（平成13年)

親ガニ由来 ふ化日 i m ( g ) 甲幅 (mm) ふ化ゾエア数(万尾） 備 考

增川地先M-2 

(M-2) 

M-1 

M-5 

M-4 

M-3 

(M-2) 

(M-3)

5.27

5.31

6.04

6.10

6.11

6.12

6.29

7.13

129.3

(

125.0

141.5

173.8

141.4

(* 2番仔)

(* 3番仔) 

(* 2番仔)

60.6 42.6 幼生飼育へ

1 - (7.29斃死)

61.4 56.7 ふ化後逃亡

64.7 55.7 6.27斃死

69.2 81.9 6.28斃死

68.2 114.0 廃棄

丨 — (7.29斃死)

1 20.6 廃棄

注）親ガニ収容時からふ化までの飼育水温は14.5〜18.1°C。

表2 — 2 親ガニの大きさとふ化ゾエア数（平成12年）

水槽 ふ化日 体重fe) 甲幅(mm) ふ化数

① 6.25 150 68.0 42万尾

② 6.23 133 66.8 18万尾

注）親ガニ収容時からふ化までの飼育水温は16.3〜21.4°C。

⑵幼生飼育試験

幼生飼育試験における各試験区の経過を表3 に示 

した。また、試験区4 区の餌料系列及びふ化後経過 

日数を図1 に示した。

1回目は八郎湖産の親ガニ（H - 0 )を使用したが、 

試験開始後直後に斃死が始まり4試験区とも試験を 

中止した。

2 回目は増川産親ガニ（N B - 0 )を使用したが、 

ゾェア2 〜 3期の大量斃死が確認され、 1 卜ン水槽

を用いて異なる収容密度を設定した1〜 3 区は試験 

開始10日後に中止した。10トン水槽を用いた4 区は 

生残率が4.28%であった。

図 1 に示すように、各齢期のふ化後経過日数は平 

成12年に比較的近かった。本年の第1回のふ化時期 

は 5 月14日で、これまでの3 力年では最も早かった。

水槽底面の清掃作業は、サイホン等を用いて実施 

した。

表3 幼生飼育試験

試験区 飼育期間 幼 生 収 容 取 り 上 げ 生残率

尾数 .密度(尾/m2) 令期 尾数 密度(1/m2)

1〜4 (H-0) 5.14 〜5.17 7.5〜100千 0.5〜1.5万 中止

1〜3 (NB-① 7.10 〜7.20 5〜 15千 0.3〜1.0万 中止

4 (〃） 7.10 〜8.7 100千 1.0万 C-1,2 4,288 428.8 4.28%

注）水温は1、 2  ヽ 3 区21.0〜23.7°C。 4 区21.0〜26.2°C。



種類 •令期 Z 1 Z 2 Z 3 Z 4 Z 5 Mega C 1 C 2

ワ ム シ （個 / ml) 5— 10—

アルテミア（個 / ml) 500— 1,000-

配合飼料 (g/kl) 0.5- 1.0- 2.0- 3.0-

A-250,B-250 B-400 C-700

ふ化後経過日数 1 7 10 12 14 16 23

参 考 [平成13年] 1 7 13 17 23 27 39

参 考 [平成12年] 1 6 8 11 14 17 28

図 1 試験区の餌料系列及びふ化後経過日数

中間育成試験

中間育成試験の経過を表4 に示した。同一底面積の 

1 卜ン水槽を使用した1〜 3 区では収容密度の最も小 

さい1 区の生残率が78.2%で最も良かった。面積当た 

りの収容密度が最も低い4 区の生残率は、底面積が小 

さいながら密度の最も高い3 区をわずかに上回る43.68 

% であった。

成長は表5 に示すとおり収容密度が小さいほど甲幅

が大きく、 4 区では平均で11mmを越えた。

中間育成時には水槽内に共食い防止のシェルターと 

してキンランを設置して生残率の向上を図った。 1〜 

3 区は水槽底面にキンラン4 本を沈設した。 4 区は底 

面にキンラン12本を沈設し、さらに中表層にキンラン 

15本垂下した。

飼育期間中の水温は25.7〜11.9°Cであった。

また、各試験区の餌料系列を図2 に示した。

表 4 中間育成試験

試験区 飼育期間 稚 ガ ニ 収 容 と り あ げ 容 量 底面積

尾数 密度(尾/m2) 尾数 密度(尾/m2) 生存率 (m) (m)

1 8.9〜11.10 500 333 391 263 78.20 1 1.5

2 // 1,000 667 635 423 63.50 1 1.5

3 // 2,000 1,332 836 557 41.80 1 1.5

4 // 2,802 282 1,224 122 43.68 10 10.0

種類 •令期 C 1 C 2 ……

アルテミア（個 / ml) 1,000

配合飼料（g/kl) 2.0 3.0— 4.0

C-700 — >

ふ 化 後 経 過 日 数 23

図 2 試験区の餌料系列



表 5 稚ガニの平均甲幅（mm)

月日 8.9 8.20 8.28 9.9 9.18 10.2 10.25 11.6 11.11

1 区 3.07 5.38 6.32 6.83 8.05 8.04 9.19 9.34 9.73

2 区 3.07 5.23 5.50 6.54 6.65 7.58 8.38 8.50 8.80

3 区 3.07 5.26 5.52 6.21 6.64 7.45 7.60 7.66 8.06

4 区 3.07 5.00 6.78 8.01 8.50 8.47 10.41 10.82 11.08

察】
種苗生産•幼生飼育試験

幼生飼育においては、親ガニ収容時の水温が低いこ 

となどの原因で、初期のふ化が正常でなく、飼育幼生 

の生残率に影響を与えたことが考えられる。水温が低 

い場合は、同一親力ニの1番仔及び2番仔の生残率を 

検討し、幼生生産の生残率の向上を図る必要がある。

中間育成試験

稚ガニは概ねキンランに付着しており、 シヱルター 

としての効果はあったものと思われ、終了時の生残率 

は 4試験区で約41〜7 8 %であった。育成期間内には共 

食い行動による減耗があったものと推察される。

また、逃避行動に及んだ稚ガニの数は不明であるが、 

逃避行動を防止しないと2 8 %程度が逃亡するとされ1\ 

生残率が70%以下の2〜 4 区では逃避による散逸があっ 

たものと考えられる。

中間育成開始時の稚ガニの密度が333尾/ m2の 1 区 

と667尾/ m2の 2 区では、前年の生残率を上回った。 

前年はいずれも5 0 %を下回っていた。

同じ収容密度に設定した試験区であっても年により 

変動がみられるが、共食いや逃避行動による減耗をで 

きるだけ防止し、飼育水槽のシヱルターとして使用し 

ているキンランは効果的と考えられる。

使用したキンランは、底面積当たり本数は4 区とも 

約2.7本/ m2で変わらないが、水量当たり本数は1 〜 3 

区は6.7本/ m3に対し4区は4.5本/ m3と小さい値である。

中間育成において生残率が50% を上回ったのは本年 

が初めてであるが、使用するキンランの数量は単位水 

量 （l m 3) 当たり6本以上が一つの目安と考えられる。

逃避又は共食いによる減耗を防止しつつ、生残率が 

80% 程度を確保できるように対策をさらに進める必要 

がある。



内水面総合開発試験（秋田固有遺伝資源：阿仁川 • アユ)

【目 的 】

友釣りでの追いの良さや引きの強さ、あるいは大型ア 

ユに成長するなどの優良形質の保持が想定される秋田県 

固有の天然遡上アユを採捕し、親魚養成、種苗生産を行 

い、放流用、養殖用種苗として活用する技術の確立を図っ 

たo

【方 法 】

1 対象魚の採捕と搬入

平成14年5月28日から6 月 2 日にかけて森吉町根小 

屋頭首エ直下（米代川河口から約50km) の阿仁川にお 

いて、投網によりアユを採捕し、内水面試験池に搬入 

した。

2 親魚養成

搬入したアユを1 トン、10卜ン及び3 0卜ンF R P 製 

円形水槽に収容し、河川水で流水飼育した。アユ用配 

合飼料を自動給餌機により、 1 日4 回から5 回給餌し、 

成長、へい死、生残状況などを調査した。

3 採卵

秋季には寒冷紗で終日水槽を覆い成熟を促した。 

平成14年 9 月下旬から成熟個体を選別し、森吉町米 

内沢のアユセンターに搬入•採卵した。

【結果及び考察】

1 対象魚の採捕と搬入

阿 仁 川 （根小屋頭首エ）におけるアユの採捕状況を 

表 1 に示した。

今年度は遡上のピークが昨年より3週間程早かった 

ものの、 5 月28日から6 月 2 日まで計3 回の採捕を試 

み、2，194尾の親魚を採捕した。採捕魚の平均体重は 

17.0gで、昨年度と比較して10g以上も低い結果となっ 

た。

2 親魚養成

月別飼育状況を表2 に示した。

(1) 搬入直後の状況

採 捕 •搬入作業による減耗は総採捕数2，194尾中 

の555尾 （25.396)であった。

⑵成長 •生残など

採捕直後から7 月中旬まで20.70尾/日のへい死が 

続き、体表などに種々な細菌が確認されたため、 6 

月11日及び21日にイスランソーダを各1回 （各 5 日

伊勢谷修弘

間）経口投与した。

その後、へい死は停滞したものの、飼育完了まで 

に0.54尾/日と慢性的に続いた。

3 採卵

9 月 6 日に寒冷紗で終日水槽を覆い、成熟を促進し 

た結果、 9 月下旬から採卵可能となったため、 9 月27 

日、10月 4 日及び10月 7 日に親魚の鑑別を行い、採卵 

可能な親魚を森吉町のアユセンターに搬入した。

採卵 •種苗生産状況についてはアユ種苗生産の頁で 

詳述されている。



表 1 阿 仁 川 （根小屋頭首ェ）におけるアユ採捕•収容状況

採捕年月日生残数 (尾）生残魚総重量(g ) 搬入直後の 
へい死数(尾）

同 同 へ い 死 魚  
へい死魚総重量( g ) 平均体重 (g /尾）

総採捕数 (尾） 総採捕重量(g ) 総平均体重(g /尾）

H14.5.28 331 8,370 25.29 59 1,070 18.14 390 9,440 24.21

H14.5.30 1,073 16,915 15.76 379 4,709 12.42 1,452 21,624 14.89

H14.6.2 235 4,620 19.66 117 1,660 14.19 352 6,280 17.84

計 1,639 29,905 18.25 555 7,439 13.40 2,194 37,344 17.02

表 2 月別飼育状況

年月 飼育水槽
飼育水温 
平均 (°c )

飼育水温 
最低 (°c )

飼育水温
最高 (°c ) 投餌量(g) 搬入翌日からの 

へい死数 (尾）

同
へい死魚体重

(g )

同 へ い 死 魚 _  ^  

平均体重 (g /尾） 1 ) 1 巧

13.6 1-8 12.5 9.8 14.6 適量 14 105 7.50

13.6 10-8 12.5 9.8 14.6 10,120 455 12,593 27.68

13.6 30 -3 12.5 9.8 14.6 8,000 494 10,587 21.43 6.18 10 -8へ移動

13.7 10-8 15.6 13.3 17.9 18,300 88 3,333 37.88

13.8 10-8 16.0 12.8 18.4 28,000 16 946 59.13

13.9 10-8 14.8 10.8 18.4 19,200 6 368 61.33

計 83,620 1,073 27,827 25.93

1 -8 :屋内1卜ン円形FRP水槽 
1 0 -8 :屋外10トン円形FRP水槽 
3 0 -3 :屋外30トン円形FRP水槽



内水面総合技術開発試験（秋田固有遺伝資源：旭 川 • アユ)

【目 的 】

秋田市旭川において異なる2群のアユの放流追跡調査 

を行い、放流後の釣獲状況や成長などを把握することに 

より、放流種苗を評価するための基礎資料とする。

【方 法 】

1 標識放流

有用河川増殖対策事業により、森吉町の阿仁川あゆ 

センターで中間育成した、阿仁川産F 1人工種苗（平 

均体重9.4 g ) を、平成14年 5 月29日に水産振興セン 

夕一内水面試験池に搬入して脂鰭を切除し、 5 月31日 

に秋田市旭川の3 力所に2,500尾放流した（図 1 )。

また、自主放流分として、昭和町天神下の石川養魚 

場で中間育成された阿仁川産F 4人工種苗（平均体重 

7.5g ) 13,300尾 （100kg)を 5 月19日に無標識で5 力 

所に放流した。

2 追跡調査

秋田市旭川の釣り団体である旭川清流友の会事務局 

を通じて調査表を配布し、会員の釣獲状況について調 

查した。回答者全員とK 氏 （昭和57年から継続して釣 

獲調査を実施している会員）の調査区別、種苗由来別 

の釣獲状況について整理するとともに、 1人 1 日当た 

りの採捕率（1人 1 日当たりの採捕尾数/ 放流数x 100) 

を算出して検討した。

3 放流種苗の評価

今年度と過年度における採捕率や成育状況を比較し、 

放流種苗を評価した。

【結果及び考察】

1 追跡調査

調査表については12人から回答があり、延べ140回 

の釣獲により阿仁川産F 1 (標識魚）が368尾、阿仁 

川産F 4  (無標識魚）が1，350尾の計1，718尾採捕され、 

1人 1 日当たりの採捕尾数は、それぞれ2.6尾、9.6尾 

となり、 1人 1 日当たりの採捕率は、それぞれ0.073、 

0.105%となった（表 1 )。

アユの釣獲尾数は1〜 4 区で多く、 1区541尾 （31.5 

% ) 、 2 区551尾 （32.1%)ヽ 3 区305 (17.8%)尾、

4 区 （241)尾 （14.0%)、 5 区26尾 （1 . 5 % )、 6 区 

54尾 （3 . 1 % )となっていた。

佐 藤 時 好 • 伊 勢 谷 修 弘

2 放流種苗の評価

これまでの調査のとりまとめ結果を表2 に示した。 

平成14年度におけるK 氏の採捕率を見ると、 1 日 1人 

当たりの採捕率は阿仁川産F 1 (標識魚）が0.058% 、 

阿仁川産F 4 (無標識魚）が0.081%で、例年のK 氏 

の旭川での釣獲と比較してかなり低い値を示した。

回答者全員の採捕率を見ると、好調だった一昨年 

(阿仁川産F 1標識魚0.128%、阿仁川産F 2無標識魚 

0 . 0 6 9 % )ほどではなかったものの、 阿仁川産 F 1 

(標識魚）0.105%、阿仁川産F 4 (無標識魚）0.073 

% と例年並みの値を示した。

成長について見ると、放流時は阿仁川産F 1 (標識 

魚）が平均体重9.4 g (平均体長8.6cm)、阿仁川産F 

4 (無標識魚）が7.5g (8.3cm)と阿仁川産F 1 (標 

識魚）が 大 型 （平均体重で1.25倍の差）であったが、

7 月27日の釣り大会時にはF 1 54.0 g (15.3cm)、F 

4 56.3 g (15.2cm)と体長では差がなく、体重にお 

いては反対に無標識魚の方が若干上まわっていた。 こ 

のことから、標識の影響や種苗由来などによる釣獲特 

性についても検討を要するものと考えられた。また、 

平成14年度の種苗由来別（F 1 とF 4 ) の採捕率を比 

較では、 F 1 (標識魚）が9.4gで F 4  (無標識魚） 

が7.5 g と放流サイズが異なるので単純比較は困難と 

思われるが、 F 1 が0.105%、 F 4 が0.073%で F 1 の 

方が若干上回っていたこのことから、 F 1 種苗の方が 

優れていると考えられたが、今後も調査を続けて推移

- 3 1 5 -



を見る必要があると思われた。

【今後の課題】

例年試験に供している、阿仁川産F 1及び阿仁川産由 

来の継代魚とも、種苗の搬入サイズや飼育状況などの違 

いにより、指定のサイズでの放流を実施することが困難 

な状況にある。 このことから、最適放流サイズに関して 

の調査精度を向上させるには、種苗由来ごとにサイズ別 

に選別（例えば大小に） したものにそれぞれ異なる標識 

を施して放流する必要があると考えられた。



表 1 K 氏と回答者全員の採捕状況

氏 名 区 域 1 区 2 区 3 区 4 区 5 区 6 区 計 1日当たり採捕尾数 1 日当たり採捕率

月 旬
種
類

F 1 F 4 F 1 F 4 F 1 F 4 F 1 F 4 F 1 F 4 F 1 F 4 F 1 F 4 F 1 F 4 F 1 F 4

脂鰭切除 無切除 脂鰭切除 無切除 脂鰭切除 無切除 脂鰭切除 無切除 脂鰭切除 無切除 脂鰭切除 無切除 脂鰭切除 無切除 脂鰭切除 無切除 脂鰭切除 無切除

回数 尾 尾 尾 尾 尾 尾 尾 尾 尾 尾 尾 尾 尾 % %

K 氏 （1名） 7 上 3 0 0 0 25 0 0 0 14 0 0 0 0 0 39 0.00 13.00 0.0000 0.0977

7 中 2 0 2 0 5 0 16 0 0 0 0 1 8 1 31 0.50 15.50 0.0200 0.1165

7 下 3 0 0 1 9 0 11 0 20 0 0 1 6 2 46 0.67 15.33 0.0267 0.1153

計 8 0 2 1 39 0 27 0 34 0 0 2 14 3 116 0.38 14.50 0.0150 0.1090

8 上 4 3 11 0 5 0 10 0 0 0 0 6 11 9 37 2.25 9.25 0.0900 0.0695

8 中 2 4 4 5 12 0 0 0 0 2 0 0 4 11 20 5.50 10.00 0.2200 0.0752

8 下 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00 0.00 0.0000 0.0000

計 6 7 15 5 17 0 10 0 0 2 0 6 15 20 57 3.33 9.50 0.1333 0.0714

9 上 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00 0.00 0.0000 0.0000

9 中 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00 0.00 0.0000 0.0000

9 下 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00 0.00 0.0000 0.0000

計 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00 0.00 0.0000 0.0000

合計 16 7 17 6 56 0 37 0 34 2 0 8 29 23 173 1.44 10.81 0.0575 0.0813

回答者全員 7 上 32 74 173 81 94 6 94 27 56 0 0 1 4 42 202 1.31 6.31 0.0525 0.0475

の合計(12名） 7 中 21 10 40 15 100 3 116 0 7 21 61 1 13 49 150 2.33 7.14 0.0933 0.0537

7 下 27 17 93 41 137 6 37 13 53 9 29 2 16 126 377 4.67 13.96 0.1867 0.1050

計 66 50 127 51 287 72 98 22 134 12 8 10 23 217 677 3.29 10.26 0.1315 0.0771

8 上 16 3 20 0 16 1 26 11 27 0 0 6 13 70 241 4.38 15.06 0.1750 0.1133

8 中 27 8 16 5 15 3 15 0 0 0 0 2 4 60 205 2.22 7.59 0.0889 0.0571

8 下 11 1 12 0 12 0 2 7 19 3 8 0 0 0 49 0.00 4.45 0.0000 0.0335

計 57 50 242 45 147 13 43 14 44 2 4 6 15 130 495 2.28 8.68 0.0912 0.0653

9 上 11 0 4 3 26 0 18 0 22 0 0 2 3 18 116 1.64 10.55 0.0655 0.0793

9 中 6 0 20 0 5 2 6 1 10 0 0 0 0 3 62 0.50 10.33 0.0200 0.0777

9 下 3 0 3 0 0 1 9 1 17 0 0 0 0 0 0 0.00 0.00 0.0000 0.0000

計 17 4 68 0 21 13 66 4 23 0 0 0 0 21 178 1.24 10.47 0.0494 0.0787

合計 140 104 437 96 455 98 207 40 201 14 12 16 38 368 1350 2.63 9.64 0.1051 0.0725



表 2 アユ放流調査結果のとりまとめ

10.2
9.6

0.073

親魚の由来 阿仁川F 1 阿仁川F 2 阿仁川F 1 阿仁川F 3 阿仁川F 1 阿仁川F 4

種苗生産池 振興センター 振興センター 振興センター 振興センター 振興センター 振興セン夕ー

中間育成地 阿仁川了：iセン夕- 石川養魚場阿仁川了：!センタ- 石川養魚場阿仁川了:!セン夕_ 石川養魚場

放流月日 5 月 2 4日 5月 2 7日 6月 1 日 5月 2 6日 5月 3 1日 5月 19日

標識 A D (脂鰭切) 無 A D (脂鰭切) 紐 A D (脂鰭切) 無

放流数 2,864 13,600 3,200 18,460 2,500 13,300

平均体長cm 9.4 8.6 5.9 7.5 8.6 8.3

平均体重g 11.8 7.5 2.1 5.4 9.4 7.5

放流量kg 33.8 102.0 11.4 100.0 23.5 100.0

親魚の由来 秋田県天然産秋田県天然産 群馬県天然産群馬県天然産 秋田県天然産 天然産 宮崎県陸封養成 宮崎県_ 養成
種苗生産池 温 水 セ ン タ 一 温 水 セ ン タ ー 栽培センター 栽培セン夕ー 栽培センター 栽培セン夕ー 振興セン夕ー

中間育成地 西目川飼育池西目川飼育池 西目川飼育池水産指導所 川袋川飼育池 川袋川飼育池 八郎湖

放流月日 5月 17日 5月 17日 5月 2 3日 5月 2 3日 5月 3 0日 6月 3 日 5月 23日 5月 2 1日
標識 インク（識別不能） A D 紐 A D 無 A D

放流数 4,694 5,322 10,050 30,708 10,200 5,100 43,250 7,871

平均体長cm 8.2 7.5 6.8 5.9 6.2 7.6 6.8 5.9
平均体重g 7.0 5.3 4.1 2.5 3.1 5.4 4.0 2.7
放流量kg
調 査 表 回 答 者 数

32.9 28.2 41.2 76.8 31.6 27.5 173.0 21.3
29

調 査 表 回 答 者 数  9
延べ日数 144
釣獲尾数 528
単純採捕率％ 18.4
1人 1 日当たり採捕尾数 144.0

_______ _ 1人 1 日当たり採捕率％ 0.128
全体推定採捕率％

£查表回収率

9 3 3 12

144 23 23 140
1,344 3 533 368
9.9 0.1 2.9 14.7

9.3 0.1 23.2 2.6
0.069 0.004 0.126 0.105

親魚の由来 宮崎県陸封養成宮崎県陸封誠 阿仁川産F1 信濃川 阿仁川産F 2 信濃川
種苗生産池 振興センター 振興セン夕ー 振興センター 振興セン夕ー 振興セン夕ー 振興セン夕ー

中間育成地 川袋川飼育池川袋川飼育池 阿仁川了:iセン夕- 阿仁川了:Lセン夕_ 阿仁川了:!セン夕- 石川養魚場

放流月日 6月 16日 5月 2 7日 5月 2 7日 6月 9 日 5月 2 1日 5月 2 6日 5月 25日 5月 2 9日
標識 無 A D + R V A D 無 A D 無 A D

放流数 24,038 8,734 21,228 14,000 3,600 5,900 3,470 18,358
平均体長cm 8.4 6.3 7.0 7.6 9.6 10.0 10.3 7.8
平均体重g 6.2 2.9 3.8 5.0 15.5 16.9 14.3 5.5
放流量kg 149.0 25.3 80.7 70.0 55.8 99.7 49.7 100.1
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内水面総合開発試験（希少種資源増殖技術開発試験• イワナ)

【目 的 】

県内に生息する在来イワナの増養殖技術を確立し、資 

源保護と増殖を図ることを目的とした。

【方 法 】

1994年に県内の河川から採捕した天然イワナを用い、 

秋田県水産振興センター内水面試験池（以 下 「試験池」 

と略称する）において継代飼育されてきたイワナから、 

今年度も引き続き仔稚魚養成•親魚養成•種苗生産を実 

施した。

1 仔稚魚養成

(1) 養成対象魚

2001年秋に採卵し、ポリエステルマッ卜で濾過し 

た河川水を用いて卵管理•仔魚飼育を行い、2002年 

5 月22日に円形1 卜ンF R P 水 槽 （1 —  4 ) に再収 

容した平均体重0.14gの F 2 ( F 1 親魚から得られ 

た）稚魚1,879尾。

⑵ 飼 育 方 法

再収容後は濾過しない河川水を掛け流しで使用し 

た。餌はマス類用配合飼料をニジマスの給餌率表 

(ライトリッツ表）をもとに、完全に餌付くまでは 

1 日8 回程度投餌した。

2 親魚養成

(1) 養成対象魚

試験池で飼育中のF 1 • F 2未成魚及び親魚。

⑵ 飼 育 方 法  

河川水を掛け流しで使用した。投餌は育成用から採 

卵親魚用の配合飼料をニジマスの給餌率表（ライ卜 

リッツ表）を目安にした。由来•年齢ごとに適宜選 

別 •分槽をした。

3 種苗生産

(1) 採卵用親魚

採卵親魚には、 1 トン円形水槽（1 一 2 ) 及び30 

トン巡流水槽（J 一 5 ) で継代飼育されているF 1  

(天然親魚からの第一代）の大型個体を用いた。

⑵ 卵 管 理

用水として濾過河川水を使用した。卵への水生菌 

の付着防止のため、月 •金曜日を目処に週2 回マラ 

カイ卜グリーンの3 p p m溶液の薬浴を30分間行い、 

亜硫酸ナ卜リウム溶液で中和しながら排水した。

伊 勢 谷 修 弘 • 佐 藤 正 人

【調査及び考察】

1 仔稚魚養成

(1) 成長と歩留まり

2002年 5 月22日に平均体重0.14 g であったF 2仔 

魚1，879尾は、11月 2 日の計数時には平均体重16.19 

g に成長し、42尾生残したため、生残率は2.2% と 

な っ た （表 1)。なお、 これらの尾数は重量法で算 

出した。

⑵ 飼 育 状 況

この群は6 月 2 日から7 月29日までに細菌性疾病 

により全体の82.0%がへい死した。対策として食塩 

浴やアクアフニンの経口投与を行った。結果、 8 月 

にはへい死がほとんど見られなくなった。

⑶ 飼 育 水 温

飼育水である河川水温に測定結果を図一 1 に示し 

た。最低は 1 月上旬の0.8°C、最高は 8 月上旬、 9 

月上旬の18.2°Cで、平年に比べ低めに推移していた。

4 5 6 7 8 9 10 1 1 1 2  1 2 3 (月）

図 1 内水面試験池における河川水温の推移

2 親魚養成

⑴ 飼 育 状 況

2002年11月から12月現在における試験池での飼育 

状況は次のとおりである（表 2)0

3 種苗生産

⑴採卵用親魚

1 卜ン円形水槽1 一 2、3 0卜ン巡流水槽J —  5 で 

飼育したF 1雌23尾と雄12尾を使用し、搾出法によ 

り採卵、採精を行った。

⑵ 採 卵 •卵 管 理

吸水後の卵径、卵重は 1 — 2 で0.49cm、0.07g 、

J — 5 で0.55cm、0.10g と、採卵した雌の体サイズ 

に比例して卵径、卵重が増加する傾向があることが 

伺われた。また、 1 —  2、 J — 5 を合計した卵の発 

眼率は99.6%とかなり高い結果が得られた（表 3 )。



表1 養成仔稚魚の成長•歩留まり

測定月日 収容水槽名 容量•形状•材質 収容尾数 

(尾）

歩留まり 

(%)

平均体重 

(g)

備 考

5.22 1-4 1 トン円形F R P 1,879 100.0 0.14

6.15 1-5 1 トン円形F R P 1,651 87.9 —

11.2 同上 同上 42 2.2 16.19

表 2 養成親魚•未成魚の飼育状況

測定月日 内 訳 収容水槽名 容量•形状•材質 収容尾数 

(尾）

平 均 体 重 備 考  

(g)

11.27 1+F1 1-1 1 トン円形F R P 114 95.3

12.7 3+F1 1-2 1 トン円形F R P 25 293.6

11.28 2+F2 3-10 3 トン円形F R P 398 190.8

11.20 3+F2 J-1 3 0トン巡流水槽 350 394.3

11.7 3+4+5+F1 J-5 同上 143 934.8

注） 2 + :1999年秋採卵

F 1 ：天然親魚から採卵し、そのふ化仔魚を養成した第一代 

F ： filial(子の関係の）

表 3 採卵と検卵状況

採卵 

月日

親魚の 

由 来

収容

水槽

採卵尾 

数 (尾）

使用雄 

臟 C ®

採卵数 

(粒）

卵径

vcm)

卵重 

(g)

発眼卵数 

(粒）

発眼率 

(%)

11.7 3+F1 1-2 13 7 11,429 0.49 0.07 - -

11.7 3+4+5+F1 J-5 10 5 9,900 0.55 0.10 - -

合計 (2003.1.20) 23 12 21,392 - — 21,313 99.6



内水面資源適正増殖手法開発事業

【目 的 】

本事業は、水産庁の委託事業として秋田県に生息する 

イワナを対象とし、生態系の保全に配慮した資源管理手 

法及び増殖技術の確立を図ることを目的として、平成10 

年から 5年間実施したものである。

調査結果については、平成10〜14年までの内容をとり 

まとめ「有用資源生態系管理手法開発事業報告書」とし 

て報告しているため、ここでは各調査項目ごとに概要を 

記載する。

【要 約 】

1 環境調査

(1) 物理的環境

イワナが生息する環境として、稚魚、成魚ともに 

倒木や樹木など水面を覆うカバーが重要な役割を果 

たしていた。また、上流部では夏季を中心として300 

m 以上にわたり渴水となることが明らかになり、稚 

魚の加入に大きな影響を与えていると考えられた。

(2) 生物的環境

投網や電気ショッカーを用いて魚類を採捕すると 

ともに、潜水目視観察を行って魚類相を調べた結果、 

25種及び亜種の魚類が確認された。また、サーバー 

ネットにより底生生物を採集したところ、コカゲロ 

ウ属を中心に53分類群の生物が確認された。

2 対象種調査

⑴ 形 態 調 査

調査した流域では、白色斑点のみのイワナ（エゾ 

イワナタイプ） と体側部に有色斑点を持つイワナ 

(ニッコウイワナタイプ）の 2 つのタイプがみられ 

たことから、有色斑点の有無について時期や各支流 

ごと及びサイズ別に検討した。白色斑点のみの個体 

はいずれの場所でも小型個体に限られており、これ 

らはいずれも成長すると有色斑点を持つと判断され 

たことから、この流域に生息しているイワナはニッ 

コウイワナタイプと考えられた。

⑵ 生 態 調 査

採捕したイワナにリボンタグを付けて標識放流を 

行った。その結果、産卵期には支流域へ遡上する個 

体がみられたものの、通常は大きな移動をしないこ 

とが分かった。

食性を明らかにするために胃内容物を調べた結果、 

稚魚はカゲロウ目などの水生昆虫を多く摂餌してい

高 田 芳 博

た。

産卵床は調查河〗丨丨内の比較的広範囲にわたって分 

布していたが、小さな支流が産卵場所として比較的 

多く利用されていることが明らかになった。

⑶ 資 源 量

標識魚の再捕結果をピーターセン及びシュナーベ 

ルの式に当てはめて資源量を求めた結果、禁漁区内 

には約3,200尾、270kgのイワナが生息しているもの 

と推定された。

3 増殖技術開発

県内の河川から採捕した天然イワナを用い、秋田県 

水産振興センター内水面試験池において親魚養成及び 

種苗生産を行った。夏季には高水温による減耗が生じ 

ることが多かったが、飼育したイワナは最大で尾叉長 

52.3cmまで成長した。また、飼育魚における体側部の 

有色斑点は、天然の生息域でみられるイワナと比較す 

ると、必ずしも明瞭には現れない傾向があった。

4 総合考察

この事業で調査した河川ではイワナが純系に近い状 

態で生息しており、資源水準も極端に低くはないこと 

から、種苗放流による増殖よりも生息環境や産卵環境 

の維持、整備によって自然繁殖の促進を図りながら、 

今後も禁漁区として管理していくほうが有効であると 

考えられた。
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渓流魚の増殖と渓畔林の機能に関する研究

佐 藤 正 人

【目 的 】

渓流魚にとって渓畔林は餌料供給や待避場所の提供な 

ど多くの機能を有すること知られている。 しかし、近年 

の森林伐採や河川工作物の造成に伴い河川環境が変化し 

てきており、渓流魚にとって好適な環境が年々消失して 

きている伏況にあり、多くの河川でその資源量が減少し 

ているものと予想される。

そのため、本研究では渓流魚であるイワナと渓畔林の 

相互関係を把握し、渓畔林の植林、伐採などの管理に反 

映させるとともに、今後の渓流域における渓流魚の増殖 

手法を提示することを目的とした。

【方 法 】

1 調査河川

調査河j丨丨については、他の河川からの移植及び種苗 

放流が行われていない八森町真瀬〗11の支流（禁漁区） 

とした。また、渓畔林を構成する林相の違いがイワナ 

の生息状況に与える影響を把握するため、調査場所と

図 1 調査河川

表 1 調査区間の概要

A 沢 B 沢 備考

調査区間（m) 814.0 763.9
うちスギ植林区間 - 546.6 合流点から546.6m
平均川幅（m) 4.8 1.9

(範 囲 (m )) (2.5 〜9.2) (1.1〜2.4)
調査面積（nf) 3907.2 1451.4
標 高 (m ) 272.7〜300.3 272.7〜302.0

して河岸周辺にサワグルミ、ヤナギ類などの広葉樹が 

植生しているA 沢及び一部渓畔林の伐採やスギの植林 

が行われているB 沢を選定した（図 1、表 1 )。調査 

はA 沢と B 沢の合流点から上流の堰堤にかけて行い、 

調查魚の採捕については、手網もしくは電気ショッ力一 

( フ ロ ン テ ィ ア エ レ ク 卜 リ ッ ク 社 F I S H  s h o c k e r  

in )で行った。

2 生息密度調査

(1) 資源量及び生息密度の推定

A 沢及びB 沢のイワナの資源量を推定するため、

8 月29 • 30日に採捕した個体全てに標識を施し、採 

捕地点に再び放流した。標識として尾鰭末端部の切 

除を行い、A 沢の個体群とB 沢の個体群を区別する 

ため、 A 沢の個体には上部のみを、 B 沢の個体には 

下部のみを切除した。調査は9 月20日に行い、この 

再捕結果からピーターセン法により生息尾数を推定 

した。

(2) 渓畔林の林相とイワナの分布について

渓畔林の林相とイワナの分布との関係について把 

握するため、 6 月26 *27日及び8 月29* 30日におけ 

るA 沢とB 沢の採捕尾数を計数した。計数の際には、 

B 沢においてはスギが植林された区間（以下、植林 

区）と広葉樹の区間（以下、広葉樹区）を区別して 

扱った。

3 生態調査

(1) イワナの成長と成熟

A 沢及びB 沢のイワナの成長を把握するため、 5 

月24日、 6 月26*27日、 8 月29 - 30日、 9 月20日及 

び10月18日に採捕したイワナの尾叉長を計測し、成 

長を解析した。また、成熟については、腹部を圧迫 

して排卵•放精する個体を成熟魚とし、成熟年齢を 

推定した。

(2) イワナの食性

イワナの食性を把握するため、 5月24日、 6月26. 

27日、 8 月29*30日、 9 月20日及び10月18日にA 沢 

で採捕された20個体及びB 沢で採捕された21個体を 

対象に調査した。調査はイワナの胃にピぺッ卜で水 

を送り込んで胃内容物を吐き出させ、捕食された生 

物の種類について分類、計数した。分類の際には、 

消化されて原形を留めていないものや植物片、砂及 

びイワナの寄生虫と考えられる双器綱については、 

計数の際には除外して扱った。
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4 餌料環境調査

⑴底生生物の現存量

底生生物はイワナの餌料として重要であるほか、 

渓畔林を構成する林相の違いにより種類や現存量も 

異なる可能性があることから、その現存量を調べた。 

調査は10月18日に、 A 沢は 4 力所、 B 沢は植林区と 

広葉樹区を比較するため各3 力所ずつ行った。また、 

採集にはサーバネッ卜を用い、50x50cmコドラー卜 

中の石や礫中の底生生物を全て採取し、種の分類 • 

計数を行った。

(2) 流下昆虫の推移

水生昆虫及び陸生昆虫の流下量の時期別林相別の 

推移及びの違いを把握するため、 6月27日、 8 月29 

日、 9 月20日及び10月29日にA 沢 1 力所、 B 沢の植 

林区 1 力所で口径25x25cmのサーバネッ卜5分間設 

置による採集を行い、種の分類•計数を行った。

⑶貯留落葉の構成

河川内に流入、貯留した落葉は底生生物の生息場 

所または餌料となることから、10月29 • 30日に淵に 

堆積した落葉枝をA 沢の 4 力所、 B 沢の植林区3 力 

所及び広葉樹区2 力所から300 gずつ採取し、枝や 

種子を除いたうえで、80°C、48時間の乾燥を行い、 

乾燥重量から貯留落葉の構成比を求めた。

5 産卵場調査

イワナの産卵実態と渓畔林との関係について把握す 

るため、10月29 • 30日にA 沢及びB 沢において産卵床 

を確認した。発見した産卵床は面積、流速、水深及び 

底質を測定したほか、親魚のペアリングやカバーの有 

無などについて確認した。

6 その他

⑴夏季の水温の推移

A 沢及びB 沢におI、て夏季の水温状況を把握する 

ため、 6 月28日から8 月29日にかけてメモリー式の 

水 温 計 （米 国 才 ン セ ッ ト コ ン ピ ュ ー タ 一 社  

Stow A  way Tidbit)を設置し、水温を測定した。

⑵ A 沢及びB 沢の生息魚種

A 沢及びB 沢の生息魚種の把握するため、イワナ 

の採捕に併わせて他魚種も調査した。

【結果及び考察】

1 生息密度調査

⑴資源量及び生息密度の推定

9 月にA 沢で採捕されたイワナは40尾で、 うち標 

識魚は 5尾であった。この区間内で標識放流された 

イワナは45尾であり、 この結果から360尾、生息密 

度は0.09尾/ m2と推定された。 また、 B 沢で採捕さ

れたイワナは26尾で、 うち標識魚は7尾であった。 

この区間内で標識放流されたイワナは37尾であり、 

この結果から137尾、生息密度は0.09尾/m2と推定さ 

れ た （表 2)。 しかしながら、推定尾数の95% 信頼 

限界がA 沢で196〜2,204尾、 B 沢で83〜388尾と大 

きくばらつく結果となったため、調査について再度 

実施する必要があるものと考えられる。

表2 A沢及びB沢におけるイワナの資源量推定結果

A 沢 B 沢

資源量推定結果
標識放流尾数（8/29 • 30放流） 45 37
操補尾薮（9/20揉捕） ..... 40 26
うち標識魚再捕尾数 5 7
生息尾数 360 137
(95%信頼限界） 196〜2,204 83 〜388
調査面積（m2) 3,907.2 1,451.4
生息密度（尾/m2) 0.09 0.09

(2) 渓畔林の林相とイワナの分布について

A 沢で採捕されたイワナは6 月で10尾、 8 月で47 

尾となり、m2当たり再捕尾数に100倍した値（以 下 ： 

単位当たり再捕尾数）はそれぞれ0.26、1.20と大き 

く異なる結果となった。

B 沢では 6月に52尾、 8月に38尾採捕され、単位 

当たり再捕尾数はそれぞれ3.58、2.62と、 A 沢に比 

ベかなり高い結果となったほか、植林区及び広葉樹 

区における再捕尾数及び単位当たり再捕尾数は、植 

林区では6 月に20尾、 1.93、 8 月で14尾、1.35と、 

広葉樹区では6 月に32尾、7.75、 8 月で24尾、5.81 

となり、広葉樹区の方がかなり高い結果となった 

(表 3 )0

表3 A沢及びB沢におけるイワナの分布

調査面積 6 月 26 • 2 7 日 8 月 29 • 3 0 日
(m) 再捕尾数 再捕尾数 / m2*100 再捕尾数 再捕尾数 / m2*100

A沢 3,907.2 10 0.26 47 1.20
B沢 1,451.4 52 3.58 38 2.62
丨植林区 1,038.5 20 1.93 14 1.35
|広葉樹区 412.9 32 7.75 24 5.81

2 生態調査

(1) イワナの成長と成熟

A 沢と B 沢の 5 月から10月までのイワナの尾叉長 

組成の変化を図2 に示した。 A 沢においては5 月、

8 月、 9 月に不明瞭ではあるものの、 4 峰型の分布 

を示した。また、 B 沢においては6 月に 3 峰型の分 

布を、 9 月に不明瞭ではあるものの、 4 峰型の分布 

を示した。 このことから、体長組成による年齢区分 

がある程度可能であると考え、 9 月におけるA 沢と 

B 沢の最初のモードを0歳魚、 2番目のモードを1 

歳魚、 3番目以降のモードを2歳魚以上とし、 1歳 

魚の尾叉長（10cmから14cmにかけての成長）につい
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て比較した結果、 A 沢が 8 尾で尾叉長が12.4±0.99 

cm (平均値土標準偏差)、 B 沢が 6尾で尾叉長が12.1 

±1.05cmとなり、両河川ともほぼ同じ結果になった。

なお、成熟については雌の排卵は確認できなかっ 

たものの、雄では12.8cm以降の個体で放精が確認で 

きたことから、雄は 1歳11力月頃に成熟し、産卵に 

参加するものと推察された。

⑵イワナの食性

A 沢及びB 沢のイワナの胃内容物から採取した動 

物は、寄生虫と考えられた双器綱と不明種4 個体を 

除けば、全てが節足動物であった（表 4 )。節足動 

物門の分類群は、両河川ともクモ綱、甲殻綱、ヤス 

デ綱、昆虫綱の4綱にわたり、そのうち昆虫綱から 

は11目が確認された。個体数はA 沢では237個体と 

なり、 卜ピケラ目が101個 体 （4 2 . 6 % )と最も多く、 

次いでカゲロウ目33個 体 （13.9%)、ハエ目26個体 

(11.0%)の順となった。また、 B 沢では149個体と 

なり、カゲロウ目が56個 体 （3 7 . 6 % )と最も多く、 

次いでハエ目22個 体 （14.8%)、ハチ目16個 体 （10.7 

% ) の順となった。

表4 A 沢及びB沢におけるイワナの食性

A 沢 B 沢

分類群 個体数 
(n=237)

比率
(%)

個体数 
(n=149)

比率
(%)

クモ綱 4 1.7 7 4.7

甲殻綱 2 0.8 0 0.0

ヤスデ綱 14 5.9 2 1.3

カゲロウ目 33 13.9 56 37.6

節 力ワゲラ目 4 1.7 11 7.4

足

動

物

パ 、、J 夕目 5 2.1 1 0.7

カメムシ巨 9 3.8 7 4.7

昆 アミメカゲロウ目 2 0.8 1 0.7

虫 卜ピケラ目 101 42.6 9 6.0

門
綱 チョウ目 5 2.1 1 0.7

ハエ目 26 11.0 22 14.8

コウチュウ目 8 3.4 5 3.4

ハチ目 21 8.9 16 10.7

卜ビムシ巨 3 1.3 7 4.7

不明種 0 0.0 4 2.7

注）双器綱、動物片、植物片および砂は除いた値。
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餌料環境調査

⑴底生生物の現存量

A 沢及びB 沢の底生生物の種数及び個体数を表5 

に示した。 A 沢では 5 綱、10目、34科、58種、総数 

で999個体確認された。 B 沢は、 5 綱、11目、38科、 

65種、総数で624個体確認された。 このうち、 B 沢 

の植林区では3 綱、 8 目、22科、30種、総数で138 

個体、広葉樹区では5 綱、10目、34科、58種、総数 

で486個体確認され、種数、個体数ともに広葉樹区 

が多い結果となった。

出現種については、 A 沢ではカゲロウ目が392個 

体と最も多く、次いで力ワゲラ目241個体、ナガミ 

ミズ目171個体の順となった。 B 沢の植林区におい 

てはカゲロウ目が39個体と最も多く、次いでハエ目 

35個体、力ワゲラ目27個体の順となり、広葉樹区で 

はカゲロウ目が135個体と最も多く、次いでカワゲ 

ラ目125個体、 卜ピケラ目77個体の順となった。

⑵流下生物の推移

A 沢及びB 沢の流下生物の推移を表6 に示した。 

流下昆虫の総数はA 沢は260個体、 B 沢は48個体と 

なり、全ての調査日でB 沢よりA 沢の方が多い結果 

となった。また、時期別には、荒天のために流量の 

多かった10月が最も多く、種類別には両河〗丨丨ともコ 

カゲロウ科が卓越する結果となった。

⑶貯留落葉の構成

調査力所ごとの貯留落葉の種別乾燥重量及び構成 

比を図 3 及び表 7 に示した。 A 沢及びB 沢の広葉樹 

区については、いずれの力所もサワグルミやヤナギ 

属、ブナなどの広葉樹でほとんどを占めていたほか、 

B 沢の植林区はスギ及び上流から流下してきたと思 

われるサワグルミの2種で86.1%から10 0 %とほとん 

ど全てを占めていた。

図 3 貯留落葉の構成比（A 沢、B沢)



表 5 — 1 A沢及びB沢の底生生物の種類•個体数

A沢

No 網名 目名 科名 種名 学名
A 沢 分類別

No.l No.2 No.3 No.4 総個体
1 ウズムシ綱 ウズムシ目（三岐腸目） 一 ウズムシ目の一種 Tricladida.,Fam.,Gen.et sp. 1 1
2 ミミズ綱 ナガミミズ目 ミズミミズ科 ミズミミズ科の一種 Naididae.Gen.et sp. 130 11 10 16 167
3 Limnodrilus 属の一種 Limnodrilus sp. 1 2 3
4 イトミミズ Tubifex tubifex 1 1
5 クモ網 ダニ目 — ダニ目の一種 Acarina.,F a m .,G e n .et sp. 1 1
6 甲殼綱 ヨコエビ目（端脚目） アゴナガヨコエビ科 アゴナガヨコエビ科の一種 Pontogeneiidae,G e n .et sp. 1 1
7 昆虫綱 カゲロウ目（蜉游目） トビイロカゲロウ科 ヒメトビイロカゲロウ Choroterpes altioculus 2 2
8 Paraleptoph 丨 ebia 属の一種 Paraleptophlebia sp. 12 1 10 1 24

※ モンカゲロウ科 Ephemera属の一種 Ephemera sp. 4 4
9 マダラカゲロウ科 クロマダラカゲロウ Cincticostella nigra 4 4
10 トウヨウマダラカゲロウ Cincticostella orientalis 18 4 3 2 27
※ Cincticostella 属の一種 Cincticostella sp. 8 5 22 4 39
11 フタマタマダラカゲロウ Drunella bifurcata 2 7 9
12 ミツトゲマダラカゲロウ Drunella trispina 3 1 4

※ Drunella属の一種 Drunella sp. 3 2 9 2 16
13 コカゲロウ科 フタノ<コカゲロウ Baetiella japonica 24 5 6 5 40
14 Baetis属の数種 Baetis spp. 17 3 12 11 43
15 ヒラタカゲロウ科 Cinygma属の一種 Cinygma sp. 34 39 3 76

※ Ec dyonurus 属の一種 Ecdyonurus sp. 1 1

16 エルモンヒラタカゲロウ Epeorus latifolium 1 1 6 1 9

※ Epeorus属の一種 Epeorus sp. 24 2 2 28

※ ヒラタカゲロウ科の数種 Heptageniidae.Gen.et spp. 1 5 35 25 66
17 トンボ目（睛蛉目） サナエトンボ科 サナエトンボ科の一種 Gomphidae,G e n .et sp. 1 1

18 力ワゲラ目（セキ翅目） クロ力ワゲラ科 クロ力ワゲラ科の数種 Capniidae.Gen.et spp. 14 21 22 57
19 ミドリ力ワゲラ科 ミドリ力ワゲラ科の一種 Chloroperlidae,Gen. et sp. 27 5 19 8 59

20 オナシカワゲラ科 Amphinemura 属の一種 Amphinemura sp. 16 6 2 24
21 Nemoura属の一種 Nemoura sp. 3 3

22 Protonemura 属の一種 Protonemura sp. 2 2 4

23 力ワゲラ科 ジョクリモン力ワゲラ Acroneuria jouklii 1 1

※ Acroneuria 属の一種 Acroneuria sp. 2 2

24 エゾキコガタフタツメ力ワゲラ Gibosia tobei 1 1

※ Gibosia属の一種 Gibosia sp. 1 1

※ モンカワゲラ亜科の一種 Acroneurinae’Gen.et sp. 16 16

25 力ワゲラ亜科の一種 Perlinae.Gen.et sp. 4 4 8

26 アミメカワゲラ科. Isoperla属の一種 Isoperla sp. 4 4

27 オオアミメカワゲラ Megarcys ochracea 1 2 3

28 Tadamus属の一種 Tadamus sp. 7 7

※ アミメカワゲラ科の一種 Perlodidae.Gen.et sp. 8 7 4 6 25

29 ミジカオ力ワゲラ科 ミジカオ力ワゲラ科の一種 Taeniopterygidae, G e n .et sp. 4 22 26

30 アミメカゲロウ目（脈翅目） へビトンボ科 クロスジへビトンボ Parachauliodes continentalis 1 1

31 トビケラ目（毛翅目） シマトビケラ科 A D  Arctopsyche属の一種 Arctopsyche sp.AD 1 1

32 ウルマーシマトビケラ Hydropsyche orientalis 11 3 9 23

※ シマトビケラ科の一種 Hydropsychidae,G e n .et sp. 6 1 7

33 カワトビケラ科 W A  Wormaldia属の一種 Wormaldia sp.WA 1 1

34 ヒゲナガカワトビケラ科 ヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche marmorata 2 3 1 2 8

※ ヒゲナガカワトビケラ科の一種 Stenopsychidae.Gen.et sp. 1 1

35 ヤマトピケラ科 ヤマトビケラ科の一種 Glossosomatidae,Gen.et sp. 1 1 2

36 ツメナガナガレトビケラ科 ツメナガナガレトビケラ Apsilochorema sutshanum 1 1

37 ナガレトビケラ科 ヒロアタマナガレトビケラ Rhyacophila brevicephala 2 8 10

38 ムナグロナガレトビケラ Rhyacophila nigrocephala 2 1 1 4

39 R D  Rhyacophila属の一種 Rhyacophila sp.RD 3 3

※ Rhyacophila 属の一種 Rhyacophila sp. 7 2 3 12

40 コエグリトビケラ科 Apatania属の一種 Apatania sp. 4 4

※ カクスイトビケラ科 Micrasema 属の一種 Micrasema sp. 1 1

41 カクツツトビケラ科 コカクツツトビケラ Goerodes japonicus 2 2

42 サトウカクツツトビケラ Goerodes satoi 1 1 2

※ Goerodes属の一種 Goerodes sp. 3 1 4

43 ヒゲナガトビケラ科 Oecetis属の一種 Oecetis sp. 1 1

44 キタガミトビケラ科 キタガミトビケラ Limnocentropus insolitus 1 1

45 ハエ目（双翅目） ガガンボ科 Antocha属の一種 Antocha sp. 1 2 3

46 Hexatoma属の一種 Hexatoma sp. 1 2 3

47 Tipula属の一種 Tipula sp. 1 1

48 チョウバエ科 チョウバエ科の一種 Psychodidae, Gen, et sp. 1 1 2

49 ヌカカ科 ヌカカ科の一種 Ceratopogonidae.Gen.et sp. 2 2

50 ユスリカ科 Diamesa属の一種 Diamesa sp. 3 5 8

51 Eukiefferiella 属の一種 Eukiefferiella sp. 2 2

52 Micropsectra 属の一種 Micropsectra sp. 1 2 5 8

53 ◦rthocladius 属の一種 Orthocladius sp. 13 5 7 6 31

54 Polypedilum 属の一種 Polypedilum sp. 1 5 6

※ エリユスリカ亜科の一種 Orthocladiinae.Gen.et sp. 6 6

55 モンユスリカ亜科の一種 Tanypodinae,Gen.et sp. 4 2 6

※ ュスリカ科の一種(微少 •蛹 •破損） Chironomidae,G e n .et sp. 4 2 6

56 ブュ科 Prosimulium 属の一種 Prosimulium sp. 1 1 2

57 ナガレアブ科 ミヤマナガレアブ Atherix basilica 1 1

58 ハマダラナガレアブ Atherix ibis japonica 1 1

※ 不明種 2 12 14

5網 1 1 0目 丨 34科 58種 40 20 36 29 58
Tflf

成
総11目体数 428 76 309 186 999

湿重量(K) 0.413 0.090 0.196 0.355 1.054

その他

遂 1昆 娜 ■■丨トビムシ目（粘管目） 1 一 Iトビムシ目の一種 1 Collembola.,F a m .,G e n .et so. 1 3 1 I 1 1 _ 12 11 . 16 ,,,

注)確認種のリストについては「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（財）リバ一フロント整備センター（平成14年度版）に準拠した。



表 5 _  2 A沢及びB沢の底生生物の種類•個体数

B沢 (植林区)

No. 綱名 目名 科名 種名 学名
B 沢 (榼祙区） 分類禅別 

総個体数No.1 No.2 No.3

1 ミミズ綱 ナガミミズ目 ミズミミズ科 ミズミミズ科の一種 Naididae.Gen.et sp. 1 1 6 8

2 イトミミズ科 Limnodrilus属の一種 Limnodrilus sp. 1 1

3 甲殼綱 ヨコエビ目（端脚目） アゴナガヨコエビ科 アゴナガヨコエビ科の一種 Pontogenendae.Gen.et sp. 7 2 9

4 昆虫綱 カゲロウ目（蜉游目） トビイロカゲロウ科 ヒメトビイロカゲロウ Choroterpes altioculus 1 3 4

5 Paraleptophlebia 属の一種 Paraleptophlebia sp. 1 1 8 10

6 モンカゲロウ科 Ephemera属の一種 Ephemera sp. 4 4

7 マダラカゲロウ科 Cincticostella 属の一種 」Cincticostella sp. 5 5

8 ミツトゲマダラカゲロウ Drunella trispina 1 1 2

※ Drunella属の一種 Drunella sp. 2 2

9 コカゲロウ科 Baetis属の数種 Baetis spp. 1 3 5 9

10 ヒラタカゲロウ科 クロタニガワカゲロウ Ecdyonurus toburonis 1 1

※ ヒラタカゲロウ科の数種 Heptageniidae,G e n .et spp. 2 2

11 トンボ目（蜻蛉目） サナエトンボ科 サナエトンボ科の一種 Gomphidae.Gen.et sp. 1 1

12 力ワゲラ目（セキ翅目） クロ力ワゲラ科 クロ力ワゲラ科の数種 Capniidae,Gen.et spp. 2 2 4 8

13 ミドリ力ワゲラ科 ミドリ力ワゲラ科の一種 Chloroperlidae,G e n .et sp. 2 2 1 5

14 オナシカワゲラ科 Amphinemura 属の一種 Amphinemura sp. 1 1

15 Nemoura属の一種 Nemoura sp. 2 2

16 力ワゲラ科 モンカワゲラ亜科の一種 Acroneurinae,Gen.et sp. 3 2 5

17 力ワゲラ亜科の一種 Perlinae,Gen.et sp. 2 2

※ 力ワゲラ科の一種 Perlidae,Gen.et sp. 1 1

18 アミメカワゲラ科 アミメカワゲラ科の一種 Perlodidae.Gen.et sp. 3 3

19 トビケラ目（毛翅目） カワトビケラ科 カワトビケラ科の一種 Philopotamidae,G e n .et sp. 1 1

20 ナガレトビケラ科 R A  Rhyacophila属の一種 Rhyacophila sp.RA 2 1 3

※ Rhyacophila 属の一種 Rhyacophila sp. 2 6 8

21 カクツツトビケラ科 サトウカクツツトビケラ Goerodes satoi 1 1

※ Goerodes属の一種 Goerodes sp. 1 1

22 キタガミトビケラ科 キタガミトピケラ Limnocentropus insolitus 1 1

23 ハエ目（双翅目） ガガンボ科 Antocha属の一種 Antocha sp. 1 1 2

24 チョウパ工科 チョウバエ科の一種 Psychodidae, Gen, et sp. 6 6

25 ュスリカ科 Eukiefferiella 属の一種 Eukiefferiella sp. 5 2 7

26 Micropsectra 属の一種 Micropsectra sp. 2 2

27 Microtendipes 属の一種 Microtendipes sp. 5 5

28 Orthocladius属の一種 Orthocladius sp. 2 2 4

29 モンユスリカ亜科の一種 Tanypodinae,G e n . et sp. 1 8 9

30 コウチュウ目（鞘翅目） ゲンゴロウ科 ゲンゴロウ科の一種 Dytiscidae.Gen.et sp. 1 1

※ 不明種 1 1 2

構
成

3綱 8 目 丄  22科 j 3 0 _ 16 13 22 30

総個体数 38 30 70 138

湿重量 (d=0.001g) 0.015 0.106 0.054 0.175

注)確認種のリストについては「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（財 )リバ一フロント整備センター（平成1 4年度版）に準拠した。



表5 — 3 A沢及びB沢の底生生物の種類•個体数
B沢(広葉樹区）

(採集日時:H14.10.18コドラート：50 X 50cm)

No. 綱名 目名 科名 種名 学名
B沢 (広葉樹区） 分類群別 

総個体数N o.l No.2 No.3
1 ウズムシ綱 ウズムシ目（三岐腸目） - ウズムシ目の一種 Tricladida.,Fam.,Gen.et sp. 3 3
2 双器綱 - - 双器網の一種 Adenophorea.，Fam.,Gen.et sp. 1 2 3
3 ミミズ綱 ナガミミズ目 ミズミミズ科 ミズミミズ科の一種 Naididae,Gen.et sp. 22 8 17 47
4 ィトミミズ科 Limnodrilus 属の一種 Limnodrilus sp. 3 3
5 甲殼綱 ヨコエビ目（端脚目） アゴナガヨコエビ科 アゴナガヨコエビ科の一種 Pontogeneiidae,Gen.et sp. 2 4 8 14
6 昆虫綱 カゲロウ目（蜉蝣目） トビイロカゲロウ科 ヒメトビイロカゲロウ Choroterpes altioculus 2 2
7 Paraleptophlebia 属の一種 Paraleptophlebia sp. 16 6 3 25
8 モンカゲロウ科 フタスジモンカゲロウ Ephemera japonica 1 1 2
※ Ephemera属の一種 Ephemera sp. 2 1 3
9 マダラカゲロウ科 クロマダラカゲロウ Cincticostella nigra 1 1 2
10 トウヨウマダラカゲロウ Cincticostella orientalis 5 1 6
※ Cincticostella 属の一種 しmcticostella sp. 7 5 12
11 ヨシノマダラカゲロウ Drunella cryptomeria 1 1 2
12 ミツトゲマダラカゲロウ Drunella trispina 1 2 3
※ Drunella属の一種 Drunella sp. 3 5 2 10
13 マダラカゲロウ科の一種 Ephemerellidae,Gen.et sp. 6 2 8
14 コカゲロウ科 Baetis属の数種 Baetis spp. 10 27 11 48
15 ヒラタカゲロウ科 エルモンヒラタカゲロウ Epeorus latifolium 3 3
※ Epeorus属の一種 Epeorus sp. 1 1
※ ヒラタカゲロウ科の数種 Heptageniidae,Gen.et spp. 4 4 8
16 トンボ目（蜻蛉目） ムカシトンボ科 ムカシトンボ Epiophlebia superstes 1 1
17 サナエトンボ科 サナエトンボ科の一種 Gomphidae,Gen.et sp. 1 1
18 力ワゲラ目（セキ翅目） クロ力ワゲラ科 クロ力ワゲラ科の数種 Capniidae,Gen.et spp. 4 34 13 51
19 ミドリ力ワゲラ科 ミドリ力ワゲラ科の一種 Chloroperlidae,Gen.et sp. 3 3 5 11
20 オナシカワゲラ科 Nemoura属の一種 Nemoura sp. 2 10 3 15
21 Protonemura 属の一種 Protonemura sp. 1 3 5 9
22 力ワゲラ科 Kiotina属の一種 Kiotina sp. 2 2
※ モンカワゲラ亜科の一種 Acroneurinae,Gen.et sp. 3 3
23 力ワゲラ亜科の一種 Perlinae.Gen.et sp. 11 2 13
※ 力ワゲラ科の一種 Perlidae’Gen.et sp. 6 6
24 アミメカワゲラ科 Isoperla属の一種 Isoperla sp. 1 1
※ アミメカワゲラ科の一種 Perlodidae,Gen.et sp. 3 1 4
25 トワダカワゲラ科 トワダカワゲラ Scopura longa 1 1 2
26 ミジカオ力ワゲラ科 ミジカオ力ワゲラ科の一種 Taeniopterygidae,Gen.et sp. 2 6 8
27 トビケラ目（毛翅目） シマトビケラ科 AD Arctopsyche属の一種 Arctopsyche sp.AD 5 5
28 AE Arctopsyche属の一種 Arctopsyche sp.AE 1 1
29 ウルマーシマトビケラ Hydropsyche orientalis 1 2 3
30 PC Parapsyche属の一種 Parapsyche sp.PC 1 1
※ シマトビケラ科の一種 Hydropsychidae,Gen.et sp. 1 1
31 カワトビケラ科 DB Dolophilodes属の一種 Dolophilodes sp.DB 1 1
32 Dolophilodes 属の一種 Dolophilodes sp. 1 1
33 WA Wormaldia属の一種 Wormaldia sp.WA 1 4 11 16
※ カワトビケラ科の一種 Philopotamidae,Gen.et sp. 1 1
34 ツメナガナガレトビケラ科 ツメナガナガレトビケラ Apsilochorema sutshanum 4 4
35 ナガレトビケラ科 ヒロアタマナガレトビケラ Rhyacophila brevicephala 2 3 5
36 クレメンスナガレトビケラ Rhyacophila clemens 2 2
37 トワダナガレトビケラ Rhyacophila towadensis 1 2 3
38 RA Rhyacophila属の一種 Rhyacophila sp.RA 1 1
※ Rhy acophila 属の一種 Rhyacophila sp. 8 10 1 19
39 コエグリトビケラ科 Apatania属の一種 Apatania sp. 3 3
40 カクスイトビケラ科 ハナセマルツツトビケラ Micrasema hanasensis 1 1
※ Micrasema 属のー植 Micrasema sp. 1 1 2
41 エグリトビケラ科 Hydatophylax 属の一種 Hydatophylax sp. 3 3
※ エグリトビケラ科の一種 Limnephilidae,Gen.et sp. 1 1
※ トビケラ目の一種 Trichoptera.,Fam.,Gen.et sp. 3 3
42 ハエ目（双翅目） ガガンボ科 Antocha属の一種 Antocha sp. 2 2 4
43 Hexatoma属の一種 Hexatoma sp. 1 1
44 Tipula属の一種 Tipula sp. 1 1
45 チョウバエ科 チョウバエ科の一種 Psychodidae, Gen, et sp. 1 1
46 ヌカカ科 ヌカカ科の一種 Ceratopogonidae,Gen.et sp. 1 1
47 ユスリカ科 Eukiefferiella 属の一種 Eukiefferiella sp. 16 6 22
48 Heterotrissodadius 属の一種 Heterotrissodadius sp. 1 1
49 Micropsectra 属の一種 Mlcropsectra sp. 11 1 4 16
50 Orthocladius 属の一種 Orthocladius sp. 5 4 9
51 Orthocladius属の数種 Orthocladius spp. 4 4
52 Pseudorthocladius 属の一種 Pseudorthocladius sp. 3 3
※ ユスリカ亜科の一種 Chironominae,Gen.et sp. 2 2
53 モンユスリカ亜科の一種 Tanypodinae,Gen.et sp. 1 1
※ ユスリカ科の一種 Chironomidae,Gen.et sp. 5 5
54 ホソカ科 ホソカ科の一種 Dixidae.Gen.et sp. 1 1
55 ブュ科 Prosimulium 属の一種 Prosimulium sp. 1 1
56 Simulium属の一種 Simulium sp. 1 1
57 ナガレアブ科 ナガレアブ科の一種 Athericidae.Gen.et sp. 1 1
58 コウチュウ目（鞘翅目） ヒメドロムシ科 ヒメドロムシ科の一種 Elmidae.Gen.et sp. 1 1
※ 不明種 1 1

構

成

5網 10目 | 34科 | 58種 28 31 43 58
総個体数 128 195 163 486

湿重量(d=0.001g) 0.040 0.157 0.991 1.188
その他

※ クモ網 クモ目 コガネグモ科 力ラフトオニグモ Zilla sachalinensis 1 1
※ 昆虫網 トビムシ目（粘管目） - トビムシ目の一種 Collembola.,Fam.,Gen.et sp. 1 7 2 10

注)確認種のリストについては「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（財）リパーフロント整備センター（平成14年度版）に準拠した。



表 6 A 沢及びB沢における流下昆虫の推移

_      _  _  ____________ ____________________________________  __________________________________________ ( サ ー バ ネット: 5 分間定置 )

No. 鋼名 目名 科名 種名 学名

A 沢

No.1 No.2 No.3 No.4 分類群別 

総個体数

020627 020829 020920 021029

1 双器綱 (線虫類） — - 双器綱の一種 A denophorea.,Fam .,G en.et sp. 1 1

2 ミミズ綱(貧毛網） ナガミミズ目 イトミミズ科 Limnodrilus 属の一種 Limnodrilus sp. 1 1

3 甲殻網 ヨコエビ目（端脚目） キタヨコエビ科 キタヨコェビ科の一種 Anisogammaridae,しen .e t sp. 1 1

4 昆虫綱 カゲロウ目（蜉蝣目） マダラカゲロウ科 Cincticostella  属の一種 Cincticostella sp. 8 8

5 ヨシノマダラカゲロウ Drunella cryptomeria 1 1 2

※ マダラカゲロウ科の一種 Ephemerellidae,G en.et sp. 4 4

6 ヒメフタ才力ゲロウ科 Ameletus属の一種 Ameletus sp. 3 3

7 コカゲロウ科 Baetis属の一種 Baetis sp. 23 12 14 85 134

8 ヒラタカゲロウ科 エルモンヒラタカゲロウ Epeorus latifolium 1 1

9 ヒラタカゲロウ科の一種 H eptageniidae,Gen.et sp. 1 22 23

※ カゲロウ目の一種 Ephem eroptera.,Fam. ,G en.et sp. 1 1

10 力ワゲラ目（セキ翅目） ク口カフゲラ科 クロ力ワゲラ科の一種 Capniidae.G en.et sp. 1 1

11 ミドリ力ワゲラ科 ミドリ力ワゲラ科の一種 Chloroperlidae ,Gen.et sp. 1 3 4

12 オナシカワゲラ科 Amphinemura 属の一種 Amphinemura sp. 2 2
13 Nemoura属の一種 Nemoura sp. 1 1 4 6
14 Protonemura 属の一種 Protonemura sp. 1 1 2
15 力ワゲラ科 力ワゲラ科の一種 Perlidae’Gen.et sp. 1 1
16 アミメカワゲラ科 Isoperla属の一種 Isoperla sp. 2 2

17 ミジカオ力ワゲラ科 ミジカオ力ワゲラ科の一種 Taeniopterygidae ,G en.et sp. 3 3
18 トビケラ目（毛翅目） シマトビケラ科 Cheumatopsyche  属の一種 Cheumatopsyche sp. 5 5

19 ウルマーシマトビケラ Hydropsyche orientalis 1 1

※ シマトビケラ科の一種 Hydropsychidae,Gen.et sp. 1 1 2
20 カワトビケラ科 カワトビケラ科の一種 Philopotamidae ,Gen.et sp. 1 1

21 ナガレトビケラ科 Rhyacophila 属の一種 Rhyacophila sp. 2 2

22 カクツツトビケラ科 Goerodes属の一種 Goerodes sp. 3 3

23 ケトビケラ科 Gumaga属の一種 Gumaga sp. 1 1 2
24 ハエ目（双翅目） ガガンボ科 Tipula属の一種 Tipula sp. 1 1
25 ユスリカ科 Brillia属の一種 Brillia sp. 1 1
26 Diamesa属の一種 Diamesa sp. 1 1
27 Eukiefferiella 属の一種 Eukiefferiella sp. 1 1 4 6
28 M icropsectra 属の一種 Micropsectra sp. 3 3
29 Orthocladius 属の一種 Orthocladius sp. 2 1 19 22
※ エリユスリカ亜科の一種 Orthocladiinae ,Gen.et sp. 1 1 1 3
※ ユスリカ科の一種（蛹） Chironomidae,Gen.et sp. 3 3
30 ブュ科 Prosimulium 属の一種 Prosimulium sp. 2 2
31 ハチ目（膜翅目） アリ科 アメイロケアリ Lasius umbratus 1 1

※ 不明種 - 1 1

構成

4網 | 8 目 | 22科 | 31種 8 5 9 24 31
地点別総個体数 33 17 25 185 260

湿重量 (g) 0.031 0.005 0.007 0.056 0.099

B沢
________ _____________ __________________ _______________ _____________________ ________________________ ____________________________(サーバネ、z h力分間定置)

No. 銅名 目名

科名 種名 学名

B沢

No.1 No.2 No.3 No.4 分類群別 

総個体数

020627 020829 020920 021029
1 ミミズ綱(貧毛綱） ナガミミズ目 ミズミミズ科 ミズミミズ科の一種 Naididae,Gen.et sp. 1 1
2 クモ綱（蛛形綱） ダニ目 - ダニ目の一種 A carina.,Fam. ,u e n .e t sp. 1 1
3 昆虫綱 カゲロウ目（蜉蝣目） マダラカゲロウ科 Cincticostella  属の一種 Cincticostella sp. 1 1
4 コカゲロウ科 Baetis属の一種 Baetis sp. 1 8 4 13
5 ヒラタカゲロウ科 エルモンヒラタカゲロウ Epeorus latifolium 1 1
※ カゲロウ目の一種 Ephem eroptera.,Fam . ,G en.et sp. 1 1
6 力ワゲラも目（セキ翅目） オナシカワゲラ科 Protonemura 属の一種 Protonemura sp. 1 1
7 トビケラ目（毛翅目） カクツツトビケラ科 G oerodes属の一種 Goerodes sp. 1 1
8 トビケラ科 トビケラ科の一種 Phryganeidae.Gen.et sp. 1 1
9 ハエ目（双翅目） ガガンボ科 A ntocha属の一種 Antocha sp. 2
10 Tipula属の一種 Tipula sp. 1 1
11 チョウバエ科 チョウバエ科の一種 Psychodidae, Gen, et sp. 1 1
12 ユスリカ科 Diamesa属の一種 Diamesa sp. 2
13 Eukiefferiella 属の一種 Eukiefferiella sp. 1 1
14 M icropsectra 属の一種 Micropsectra sp. 1 2
15 Orthocladius 属の一種 Orthocladius sp. 6
16 モンユスリカ亜科の一種 Tanypodinae ,G en.et sp. 1 1
※ エリュスリカ亜科の一種 O rthocladiinae ,G en.et sp. 5 5
※ ユスリカ科の一種（蛹） Chironomidae ,Gen.et sp. 2 2
※ 不明種 - 2 2

構成

3綱 | 6 目 | 11科 | 16種 3 4 3 10 16
地点別総個体数 3 11 6 28 48

湿重量 (g) 0.003 0.017 0.003 0.015 0.038

注)確認種のリストについては「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（財）リバ一フロント整備センター（平成14年度版）に準拠した。



表 7 貯留落葉の種別乾燥重量•構成比

採集年月日 採集場所 採集区
湿重量 

(g)

乾燥重量（g) 落葉の割合（％)

計 枝•種子等 落 葉 • スギ サワグルミ ヤナギ属

H14.10.29 A 沢 1 300.0 43.8 1.8 42.1 0.4 34.7 19.2

2 39.82 0.8 39.0 32.5 14.5

3 42.65 0.79 41.9 22.5 8.4

4 41.11 7.93 33.2 1.4 15.2 13.4

H14.10.28 B 沢 植林区 5 300.0 56.8 3.36 53.5 33.7 66.2

6 83.7 0.09 83.6 97.2 1.9 0.2

7 67.7 0.18 67.6 53.3 32.8 1.2

広葉樹区 8 59.9 32.8 27.1 29.0 8.4

9 42.1 2.7 39.4 42.0 8.0

採集年月日 採集場所 採集区
湿重量 

(g)

落葉の割合（％)

ブナ ミズナラ ホ才ノキ 力エデ属 卜チノキ

H14.10.29 A 沢 1 300.0 13.4 4.0 1.5 1.9

2 22.0 5.8 4.8 0.2

3 21.1 5.8 3.9 6.2 6.7

4 11.6 5.3 5.7 4.9

H14.10.28 B 沢 植林区 

広葉樹区

5 300.0

6 0.3 0.3

7 6.8 1.2 0.4

8 3.8 1.3 0.8 1.1

9 7.1 1.9 2.3 5.1 4.0



4 産卵場調査

10月29 • 30日にA 沢及び B 沢において産卵床を確認 

した結果を表8、産卵床を構成する礫径について表9 一 

に示した。産卵床はA 沢 2 力所、 B 沢は広葉樹区の 2 ^

力所、 A 沢の小支流 4 力所の計 8 力所で確認された。 *  

産卵床の大きさは長径14cmから41cm、短径13cmから30 

cmであり、産卵場所は水深は9 cmから31cm、流速は0.9 

cm/sから14.9cm/sと、浅場の緩流域を選ぶ傾向にあっ 

た。 また、産卵床を構成する礫については、多くのも 

のが10mmから30mmの礫で構成されており、産卵床を覆 

い隠すカバーについては、 8例 中 4例で確認された。

表8 A沢及びB沢の産卵床の概要

産卵床の状;況
調査場所 調査年月日 長径 X 短径 

(cm)
水深
(cm)

流速
、cm/s)

川幅
(cm)

川岸からの 
距離 (cm)

流心からの 
距離 (cm)

へ。ァリング 

の有無

カバー等の有無

A 沢 H14.10.30 38X23 12 8.8 464 22 231 X 広葉樹、倒流木 (広葉樹 :25X 410cm)
41X24 31 -2.2 450 84 128 X 倒流木 (広葉樹 :35 X 153cm)

A 沢支流 H14.10.30 32X30 15 12.1 230 22 60 X 無し
22X13 12 0.9 230 73 66 X 無し
14X13 16 _6.2 131 18 94 X 植物（30 X 50cm)
32X29 23 -2.2 202 70 88 X 倒流木 (広葉樹:70 X 60cm)

B沢 H14.10.29 22X18 12 14.9 330 103 142 X 無し

(広葉樹区） 18X17 9 1.4 295 1 15 150 X ササ(65 (幅）X 80 (長さ）cm)

9
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図4 A沢及びB沢の水温の推移（6/28〜8/29)

表9 A沢及びB沢で確認された産卵床の礫径

調査場所 調査年月日

確認された産卵床 

の大きさ

(長径X 短径、cm)

礫の重量比（％)

〜2mm 3〜10 11〜20 21〜30 31〜40 41〜
A 沢 H14.10.30 38X23 28.0 42.0 30.0

41X24 15.6 18.8 56.3 9.4
A 沢支流 H14.10.30 32X30 11.5 53.1 26.5 8.8

22X13 23.7 55.1 12.7 8.5
14X13 9.9 14.1 43.7 32.4
32X29 27.3 31.8 11.4 29.5

B沢
(広葉樹区)

H14.10.29 22X18 10.1 14.6 22.8 29.1 13.3 10.1
18X17 3.8 19.0 43.6 28.0 5.7

合計 29.5 152.6 318.7 190.7 98.2 10.1

構成割合 3.7 19.1 39.8 23.8 12.3 1.3

5 その他

(1) 夏季の水温の推移

A 沢及び B 沢の平均水温を図 4 に示した。水温は 

10°Cから16°Cで推移しており、両河川とも同じ傾向 

で増減を繰り返していたものの、 A 沢よりも B 沢が 

高めの水温で推移していた。

(2) A 沢及び B 沢の生息魚種

調査期間中に確認された生息魚種として、調査対 

象種のイワナのほか、力ジ力が6 月に B 沢 で 1個体、 

8 月に A 沢 で 3個体、 B 沢 で 2 個体確認された。

【総合考察】

渓畔林の林相とイワナの分布、底生生物の現存量及び 

貯留落葉の構成比の結果から、渓畔林を構成する林相の 

違いがイワナやその餌料となる底生生物にも大きく影響 

することが考えられ、た。 また、産卵場調査では、イワ 

ナはA 沢及び B 沢のみならず、小支流でも産卵が確認さ 

れたことから、イワナの増殖にあたっては渓畔林の管理 

のみならず小支流の管理も必要となるものと考えられる。

しかし、今回の調査では渓畔林の林相と春季から秋季 

の主要な餌料となる陸生昆虫の関係や成長段階ごとの生 

息環境について触れていないこと、渓畔林と産卵場形成 

の関係について傾向を出すまで至らなかったことなど課 

題が多いことから来年度以降も継続して調査する必要が 

ある。



さけ • ます資源管理推進事業（サ ケ )

【目 的 】

本事業は水産庁の補助事業として、さけ• ます資源の 

効率的な増殖方法及び来遊予測方法の確立を目的に実施 

したものである。結果の詳細については「平成14年度さ 

け • ます増殖管理推進事業報告書：秋田県」として報告 

するため、ここではその概要を述べる。

【要 約 】

1 回帰資源調査

(1) 年齢組成調査

1 ) 回帰状況

沿岸の漁獲状況及び捕獲を行っている11河川の 

遡上状況を「捕獲 •採卵速報」により調べた。沿 

岸域の漁獲量と河川における遡上尾数はそれぞれ 

92，170尾、39,364尾で、いずれも昨年を上回った。 

特に川袋川では初めて2万尾を上回るサケが遡上 

した。

2 ) 親魚特性

沿岸及び県内11河川に回帰した親魚について、 

サイズと年齢を調べた。沿岸域で漁獲されたサケ 

の平均体重は3.60kgで、昨年を若干下回った。ま 

た、河川別の年齢組成では、野村川、雄物川、君 

ヶ野川、鮎川で5歳魚の占める割合が40% 以上と 

高い傾向を示した。

3 ) 標識魚の回帰

放流時期の違いによる親魚の回帰状況について 

把握するため、川袋川で生産された稚魚22万尾 

(いずれも10月中旬採卵）に鰭切除を施し、前期 

群、中期群及び後期群に分けて標識放流を行った。 

また、過去に標識放流されているサケの回帰状況 

を把握するため、沿岸及び河川で採捕されたサケ 

について、標識魚の確認を行った。来遊親魚の主 

群である1998年級群の再捕結果を見ると、前期放 

流群がもっともよい回帰率を示した。 しかしなが 

ら、標識部位や放流サイズの違いによる影響も予 

想されることから、データをさらに蓄積したうえ 

で解析を行う必要がある。

(2) 沿岸環境調査

平成14年 9 月〜12月までの沿岸水温について、当 

センターが漁海況予報事業で実施している沿岸定線 

観測結果及び漁場環境調査で実施している水温観測 

結果を整理した。漁獲のピークが見られた10月下旬 

から11月上旬の水温は、平年並からかなり低めで推 

移していた。

高 田 芳 博

2 生産技術調査

(1) 管理技術向上調査

県内13ふ化場の飼育管理状況について把握すると 

ともに放流稚魚の健苗性を評価するため、海水適応 

試験を実施した。海水適応試験の結果、 5 力所のふ 

化場において一'部の群ではあるが適応できずにへい 

死する稚魚が認められた。

⑵移動分布調査

平沢及び天王地区の沿岸域において、サヨリ2 そ 

うびき網により稚魚を採集するとともに、各採集地 

点ごとに水温、塩分及び動物ブランク卜ンの出現状 

況を調べた。採集された稚魚は445尾で、 このうち 

約6 0 %が平沢沖の水深2 0 m帯の定点で4 月中旬に認 

められた。

⑶ふ化場の技術指導

独立行政法人さけ• ます資源管理センターととも 

に、県内の各ふ化場を対象として飼育管理に関する 

技術指導を行った。
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さけ • ます資源管理推進事業（サクラマス)

【目 的 】

サクラマスは春先の重要な漁獲対象であり、沿岸にお 

いては定置網漁業、釣り漁業、さし網漁業など受益の範 

囲が広く、内水面においては漁業としての価値ばかりで 

なく、地域の食文化や観光などとも密接に関連した重要 

魚種であるため、増殖事業による資源造成を通じた漁獲 

量の安定、増大が強く望まれている。

また、本種は、一定程度の種苗生産技術が確立してい 

るほか、海面での生活が1年と短いことから、放流効果 

の早期発現が期待されており、その基礎知見を得るため 

に事業を行った。

なお、詳細は国庫補助事業である、平成14年度さけ• 

ます資源管理推進事業（サクラマス）に報告するため、 

ここでは概要のみを報告する。

【方 法 】

1 回帰資源量調査

沿岸 •河川に回帰した親魚の来遊状況、標識魚の出 

現状況などを調査するとともに、放流魚の添加状況と 

今後の資源変動に係る基礎資料について検討した。

2 生産技術調査

水産振興センター内水面試験池で生産したサクラマ 

ス幼稚魚を阿仁川支流に夏期、秋期、春期の 3期に分 

け放流するとともに、放流までの成長、歩留まり、成 

熟雄の割合、スモル卜への移行状況などについて調査 

した。

3 移動分布調査

河川におけるサクラマス未成魚の分布、移動、成長 

などの生活様式と生息環境との関係を把握し、最適な 

資源培養方法について検討した。

【結果及び考察】

1 回帰資源量調査

⑴全県の沿岸漁獲量

平成14年における主要10港のサクラマス沿岸漁獲 

量は、前年を48.9%上回る36,594.5kgで、盛期であっ 

た平成元年の222,794.3kgから大幅に減少している。 

なお、生産額については38,478.5千円と前年を21.4 

% 上回っている。

⑵阿仁川における親魚採捕状況

平成14年の特別採捕許可による親魚採捕尾数は39 

尾で、盛期であった昭和62年の582尾から大幅に減

伊 勢 谷 修 弘 • 佐 藤 正 人

少している。

⑶ 平 成 12年度放流群の沿岸再捕状況

平成14年の沿岸再捕報告尾数は、遡上系F 1が 7 

尾、 F 2 が 5尾、 F 3 が 6尾の計18尾で、他県では 

北海道、青森県、新潟県、石川県の4県から再捕さ 

れた。報告月日については平成14年 5 月まで、 6 月 

以降再捕報告が全く無い状態となった。

⑷ 平 成 12年度放流群の河川再捕状況

平成14年の河川再捕報告尾数は、F 2 が 3尾、米 

代川、阿仁川から再捕されたほか、鰭切除のみの標 

識魚が7尾、阿仁川 •打当川から再捕された。また、 

県外からの報告としてF2が1尾、山形県の赤川から 

再捕された。

( 5 )平成13年度放流群の沿岸再捕状況

平成14年の再捕報告は4 月からで、再捕漁具の全 

てが定置網であった。また、報告尾数については遡 

上系 F 2 が19尾、 F 3 が25尾の計44尾で、 5 月には 

多くの個体が北海道まで北上していることが明らか 

になった。

(6) 市場調査からみた放流効果

平成14年 1 月から 5 月までの漁獲魚1，775尾を精 

查した結果、32尾の標識魚が確認された。そのうち、 

秋田県放流魚の可能性があるものを抽出し、標識魚 

の回収尾数、回収率を推定したところ、放流魚の回 

収尾数は605尾で、回収率は0.53% とかなり低い結 

果となった。

2 生産技術調査

夏期放流として平成14年 6 月21日に23,793尾、秋期

放流として平成14年 9 月19日及び11月 1 日に20,737尾

を打当川へ放流したほか、春期放流として平成15年 3

月27日に30,973尾を打当内沢川に放流した。

3 移動分布調査

(1) スモル卜の降下状況

平成14年 3 月下旬から5 月下旬まで実施した標識 

放流魚の再捕調査結果から、 5 月の中旬までに放流 

したスモル卜の殆どが阿仁前田地区を通過すること 

が考えられた。また、天然魚よりも放流魚の方が体 

サイズが大型であることが明らかとなった。

⑵河川状況調査

平成14年の河川の流量のピークは8 月に示し、平 

年に比較すると、 8 月が2.1倍程度多く、 9 月が0.7 

倍程度少なく推移した。水温については、 3 月から
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6 月は平年より1°C程度高めに推移し、 8月は2°C、 

11月、12月は 1°Cから 2 °C程度低めに推移した。な 

お、降水童については、 1月から3 月、 7 月から8 

月、10月から11月は平年より高めに推移し、 4 月か 

ら6 月、 9 月、12月は平年並みまたは平年以下で推 

移した。



秋田県における才才クチバス及びブルーギルの侵入と定着

杉 山 秀 樹

【はじめに】

現在、「国外または国内の他地域から、野生生物の本来 

の移動能力を越えて、人為によって意図的•非意図的に導 

入された種である移入種（外来種）が、地域固有の生物相 

や生態系に対する大きな脅威」 となっている（環境省、

2002)o

これら移入種（外来種）は、魚類においては「外来魚」 

と呼ばれ、特に、才才クチバス、 ブルーギル、コクチバス

などの外国産外来魚は、在来魚に対する影響や漁業被害と 

関連して取り上げられる機会が多い。 しかし、これらの外 

来魚は国外から国内への導入の経緯や時期については明ら 

かにされているが（丸山ほか1987)、国内各地における確 

認や定着時期についての報告は少ない。

秋田県における才才クチバスの初確認については杉山 

(1985)が報告しているが、今回、本種の県内におけるよ 

り詳細な移植時期の検討とその後の状況について述べると 

ともに、雄物川水系においてブルーギルの繁殖を確認した 

ので報告する。

なお、本題において「侵入」 としたのは、「導入」を意 

味する「外来種を直接•間接を問わず人為的に、過去ある 

いは現在の自然分布域外へ移動させること」（環境省、2002) 

と同義であるが、外来種が在来種に及ぼす影響をより明確 

にするために「侵入」 とした。また、「定着」 と は 「外来 

種が新しい生息地で、継続的に生存可能な子孫を作ること 

に成功する過程のこと」（環境省、2002)である。

【経 緯 】

1 才才クチバス

(1) 秋田県内における確認

1982年11月に秋田市内の独立した沼（空素沼）に 

おいて釣り人が1尾釣獲し、当時の秋田県内水面水 

産指導所（1985年に秋田県水産振興センターに統合 

され閉鎖）に生かして搬入した。当時、筆者は同所 

に勤務しており、持ち込まれた魚が才オクチバスで 

あることを確認し、写真撮影を行った（写真 1 )。 

本個体の全長は24cmで、尾鰭の上葉及び下葉の外縁 

が十分に伸展せず、湾入部が不明瞭であり、飼育魚 

の可能性も推察された。 この初確認を受けて、直ち 

に同沼で地びき網による調査を実施したが、 ジュズ 

力ケハゼのみが採捕され、才才クチバスは確認でき 

なかった。

翌年の1983年には、八郎湖東部承水路及び浅内沼 

(能代市）で定置網に入網した個体が同所職員によ 

り確認された。各個体とも20〜25cmの成体であつた。

写真 1 秋田県で最初に確認された個体

なお、1985年に同所が実施した秋田市及び南秋田 

郡にある釣り具商などからの聞き取り調査によれば、 

1982年の時点で、空素沼、八郎湖のほか、長 沼 （天 

王町)、男 潟 （秋田市)、大滝沢溜池（秋田市）にお 

いて生息しており、特に、空素沼及び長沼における 

導入時期は1981年、あるいはそれ以前である可能性 

が強いとの情報を得た。 また、本調査によれば、 

1985年時点での年間推定釣獲尾数は、長沼2,500尾、 

男潟3,000尾、空素沼2,750尾であった。

ここで興味深いことは、聞き取り情報において確 

認された場所は、いずれも秋田市内あるいはその周 

辺の平野部の温暖な若干富栄養化が認められる沼で、 

才才クチバスの生息に適しているように見受けられ 

るとともに、交通の便が良い場所に位置している点 

である。

すなわち、ある時期を境に県内で同時多発的に出 

現したオ才クチバスの由来は、人為による可能性が 

きわめて強いと推察される。

⑵分布の拡大

才才クチバスの分布の拡大

県内におけるオ才クチバスの分布拡大状況を整理

すると、次のとおりとなる。

1981年 ：県内の天然湖沼に侵入した可能性

1982年 ：空 素 沼 （秋田市）で現認

1983年 ：八郎湖、浅内沼で確認

1986年 ：一の目潟（男鹿市)、長者屋敷沼（雄和町)

で確認

1987年 ：雄物川水系旭川（秋田市）で確認。河川で

初確認

1990年 ：確認市町村は、八郎湖周辺市町村のほか3

市 3 町 （水産漁港課アンケー卜）
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1996年 ：県内水面漁業調整規則及び八郎湖漁業調整 

規則でブラックバス等の移植放流禁止 

2000年 ：49市町村で生息確認（水産漁港課アンケー 

卜）

2001年 ：51市町村で生息確認（水産漁港課アンケー 

卜）

2002年 ：61市町村で生息確認（水産漁港課アンケー 

卜）

現在、県内には3,000力所以上の灌漑用ため池が 

あり、そのうち1 ha以上のものが2000力所以上ある 

が、その1割以上で本種が生息していると推測され、 

河川においては、すべての一級河川（米代川、雄物 

川、子吉川）で確認されている。

2002年の水産漁港課が実施した市町村に対するア 

ンケー卜調査では、才才クチバスの生息が未確認と 

回答したのは、峰浜村、上小阿仁村、阿仁町、西木 

村、岩城町、東由利町、鳥海町、東成瀬村の8 町村 

だけである（図 1)。 これらの町村は、山間部であ 

る、ため池が少ない、都市部から離れているなど、 

才才クチバスが拡散しにくい状況にあると推察され 

るo

図 1 秋田県における才才クチバスの生息状況 

表 1 八郎湖におけるオ才クチバスの漁獲量及び販売量

⑶八郎湖における状況

八郎湖においては前述のとおり1983年に生息が現 

認され、1986年 8 月21日には湖内で稚魚が現認され 

た。その後、 しばらくは混獲ないし釣獲情報はほと 

んどなく、八郎湖増殖漁協においても漁獲統計調査 

の対象とはしていなかった。 しかし、漁獲量の増加 

に伴い平成1990年から各組合員に漁獲実績報告を求 

めるようになった。その漁獲量は表1 に示すとおり 

で、1990年460kg、91年50kgであったが、翌92年に 

は5.1卜ンと急増し、95年には22.4卜ンと最大を記 

録した。その後、若干減少したものの再び増加に転 

じ、2001年は20トンとなり、02年は16.9トンと若干 

減少した。その漁獲は6漁業種類と多岐にわたって 

いるが、わかさぎ建網、雑建網、雑さし網の3漁業 

種類で相互に拮抗しながらも過半を占めている（杉 

山2002)。

なお、八郎湖増殖漁協においては漁獲された才才 

クチバスの一部について畜養し、本種が漁業権の内 

容魚種となっている河口湖、芦ノ湖などに販売して 

いる。

八郎湖においては本種の増加にもかかわらず、ワ 

力サギ、 シラゥ才などの漁獲量は大きく減少してい 

ないが、これは、本種の摂ffi対象が限定された魚種 

ではなく広範であり、摂餌しやすい対象をほぼ無選 

別に捕食すること、オオクチバスが比較的多く漁獲 

されるわかさぎ建網はワカサギを対象に沖合に設置 

されていること、本種は沿岸の浅所に定着するのに 

対しワカサギ、 シラゥ才などは沖よりを大きく回遊 

することから遭遇機会が少ないことなどによるもの 

と推察される（杉山2002)。

一方、本種が県内に拡散するようになった大きな 

原因の一つとして、八郎湖の存在があげられる。す 

なわち、八郎湖において釣獲されたものが他の池沼 

に放流されることが多く、八郎湖が密放流の供給源 

となっているものと推察される。実際、2000年 9 月 

14日付けの河北新報の記事によれば、盛岡市の釣り 

人グループが八郎湖で釣った才才クチバスを持ち帰 

り、 3 〜 4年にわたり零石町の御所湖や盛岡市の綱 

取りダムなどに放流していたとのことである。

なお、コクチバスについては、2000年に県が実施 

したアンケー卜調査では、11湖沼及び12河川から生 

息情報を得た。 しかし、写真、現地調査などから、 

それらはすべて才才クチバスであり、誤認であると

— 年   1990 — 1991 _  1992 — 1993 一  1994— — 1995 _  1996 __1997 — 1998 _  1999 — 2000 —  2001— 2002

漁獲量 460 50 5,141 8,190 19,128 22,400 13,869 10,083 13,076 16,574 16,734 20,017 16,909

販売量 1,555 1,204 3,081 2,950 4,897 8,704 12,317



判断された。本種は、過去及び現在において、県内

に生息していないと推察される。

2 ブルーギル

2000年に県が実施したアンケート調査では、 7湖沼 

及び 1河川から生息情報を得た。 しかし、湖沼の情報 

に関しては写真、現地調査なとから、それらはすべて 

才オクチバスなどの他魚種であり、誤認であると判断 

された。

なお、 1 河 川 （米代川水系長木川）については、 

1990年頃に撮影された写真によりブルーギルと確認さ 

れたが、10年以上前の記録であるとともにその後の採 

捕記録はなく、再生産していなかったと谁察される。

このような状況の中で、2001年 8 〜 9 月に秋田市内 

の 沼 （雄物川に連なるワンド）で 5尾が釣られ、その 

内の3尾が水産振興センターに持ち込まれた（写真 2 )。 

この内の2尾の採捕月日と体長はそれぞれ、 8 月22日 

76麵及び 9 月 6 日97腿であり、そのサイズから同一年 

級に属するものと推察された。また、釣り人の情報に 

よれば、2000年においても、同沼及びそこから上流約 

3 kmの沼で同一サイズのものがi勺られていたとのこと 

である。

写真 2 ブルーギル（2 0 0 1 . 8 .  22)

写真 3 ブルーギル（2002.12.  7)

これらのことから、2001年 9 月から2002年 7 月にか 

けて国土交通省秋田工事事務所及び水産振興セン夕ー 

において上述2 力所の沼で延べ5回の刺し網調査を実 

施した。 しかし、才才クチバスの稚魚は多数採捕され 

たにもかかわらず本種は採捕されず、また、その後も 

釣り人からの採捕情報は得られなかった。

しかし、2002年12月 6 日及び7 日に行った同様の調 

查において、地びき網により体長30mm前後のブルーギ 

ルの稚魚2個体が採捕された（表 2、写真 3 )。

表 2 2002年12月に採捕されたブルーギルの測定結果

採 捕  
年月日

全反mm 体長mm 体重
g

田
内 容 物

2002.12.06

2002.12.07

34.9

48.5

26.7

37.8

0.64

1.51

動物組織

植物片、 
プ ラ ン ク

ュスリ力科 、 動物 
卜ン

以上の経過から、本県においてブルーギルは、少な 

くても2000年春に繁殖し、2001年 8 〜 9 月に 1歳魚が 

5尾釣られ、引き続き繁殖が行われ、2002年12月には 

0 歳魚 2 尾が採捕されたと推察される。すなわち、 

1998〜99年頃には雄物川のワンドにブルーギルが生息 

していた可能性がきわめて強いと推察される。この状 

況を整理すると、次のとおりとなる。

1998〜 9年 ：秋田市の雄物川ヮンドに侵入した可能性 

2000年 春 ：上記侵人個体が成熟し、繁殖 

2001年 8 〜 9 月 ：2000年春に繁殖したもの5個体採捕 

( 1歳魚）

2002年 春 ：上記侵入個体が再び繁殖（2000年春にふ化 

した稚魚は未だ成熟していない）

2002年12月 ：同年春に繁殖した稚魚2個体採捕（0歳 

魚）

このブル_ ギルの侵人経路につ い て は不明であるが、 

確認地点が雄物川の河口近くであること、周辺では琵 

琶湖産アユの放流は行われてい な い こと、秋田市内の 

中心部であること、才才クチバスを目的とした多くの 

釣り人が来ている場所であることなどから、人為の放 

流による可能性も否定できない。

なお、これまでの出現状況から、県内におけるブルー 

ギルの生息場所は雄物〗11下流部だけであり、その個体 

数は比較的少ないと推察される。 しかし、本種は水草、 

魚卵、稚魚、ェビ類などを好み、雄が産卵床をつくり 

保護することから繁殖力が強いとされており、分布が 

拡大すると大きな被害が危惧されることから、初期の 

対応が重要であると考えられる。

才才クチバ ス に つ い て は 、 始めて確認された1982年 

に確認地点で調査を実施したが、駆除を目的としたも 

の で は な な か っ た 。 ブ ル ー ギ ル の 場 合 は 、 才才 ク チ バ  

スの反省に基づき、情報があった時点で調査を実施す
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るとともに、駆除を目的とした積極的な調査を行った。 

今後とも、本種の駆除についてについては、関係機関 

と連絡を取りながら、積極的に取り組む必要がある。

【文 献 】

環境省野生生物保護対策研究会移入種問題分科会. 2002. 
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全長34腿及び36imnのブルーギル2尾が採捕された。これ 

らの個体はそのサイズから2002年春季に産卵したものに 

由来すると推察される。）



外 来 魚 被 害 緊 急 対 策 調 査

杉 山 秀 樹

【目 的 】

ブラックバス（才才クチバス、 コクチバス）、 ブルー

ギルなどの外来魚は無秩序な放流により、ほぼ全国的に 

分布域を広げている。 これらの外来魚は繁殖力が強く、 

天敵もいないことから、在来生物の捕食や生息環境の競 

合により、有用魚種や在来生態系への影響が生じている 

ほか、コクチバスの分布の拡大により、アユ、渓流魚と 

いった内水面漁業の最重要魚種への影響も懸念されてい 

るo

このため、本県においてブラックバス、ブル一ギルな 

どの外来魚の駆除を実施することにより、分布域の拡大 

を防止するとともに漁業や在来生態系への影響を軽減さ 

せることを目的とする。

【方 法 】

県内における外来魚駆除は、県の委託による駆除事業、 

内水面漁協や土地改良区の独自事業、国土交通省による 

調査の一環として、あるいはボランティア団体などによ 

り実施されている。これら各種の取り組みに対して、積 

極的に現地での駆除作業に参加して調査を実施した。

外来魚の捕獲は、ため池においては基本的に「水抜き」 

により行ったが、干出が不可能な力所においてはさし網、 

釣り、地びき網などを使用した。河川においては、さし 

網を主体に定置網、地びき網、投網などを使用した。

捕獲したオオクチバスは、大型魚は現地で体長、体重 

を測定するとともに開腹し、性の確認、生殖腺重量及び 

胃内容物重量の測定を行った。小型魚については、一部 

を現場でそのままホルマリン固定し、研究室に持ち帰り 

後日測定した。捕獲個体数が多量であった時は、体長の 

みの測定あるいは個体数のみを確認した。

【結 果 】

今年度駆除を実施した力所を表1 に、その体長組成を 

表 2 に示した。主要地点での概要は次のとおりである。

1 へび沼、古川浄水池

雄物;丨丨の下流に位置するへび沼及び古〗丨丨浄水池にお 

いて、延べ 4 回の駆除を実施した（実施主体は国土交 

通省秋田工事事務所、センターは調査指導)。その概 

要は次のとおりである。

なお、12月 6 日及び7 日の調查でブルーギルが各1 

尾が地びき網により採捕された。この詳細については、 

本事業報告書において別に報告しているとおりである。

( 1 ) 5 月にへび沼で採捕された才才クチバス15個体の

主な胃内容物はアメンボ科、 卜ンボ目、ハヱ目など 

の水生昆虫で、重要度指数は魚類0.03に対し水生昆 

虫は0.71と高い値を示した。

一方、古川浄水池における才オクチバス38個体の 

胃内容物はタナゴ類、ハゼ科などの魚類が中心で、 

重要度指数は魚類0.18、水生昆虫0.08であった。

(2) 5 月 9 日にへび沼において、才オクチバスの産卵

床が 3 力所確認された（水温18.0°C)。典型的な形 

状は、水深30cm、65X53cmの楕円形のすり鉢状の中 

心が底から12cm程度窪んでおり、その中央部32X 27 

cmの範囲に卵が付着していた（写真 1〜 2)。また、 

産卵場の岸からの位置は2.5 mと岸寄りであった 

(図 1 〜 2)0 ここで回収した卵数は5,771粒、内死 

卵2,354粒であったが、まだ多くの取り残しがあっ 

たと推察された。この他にも観察しているが、産卵 

床は岸よりに形成されることが多く、場合によって 

は木の根やゴミとして捨てられたプラスティック片 

などにも卵が付着していることがあった。

写真 1 オオクチバスの産卵床が確認された雄物川の 

ワンド

写真 2 礫の表面に付着した才オクチバスの受精卵
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古川浄水池 秋田淡水魚研究会 18 6 12

へび沼•古川浄水池 国交省秋田工事事務所 53 53 -

へび沼•古川浄水池 国交省秋田工事事務所 1,215 74 1,141

馬場目川 馬場目川漁協 39 39

梵字川 岩見川漁協 0

米代川川ロワンド 大館市漁協 0

桧木内川 北仙漁協 0

阿仁川本城頭首エ 阿仁川漁協 2 2

横手川 旭東漁協 4 4

一の目潟 一の目潟土地改良区 57 42 15

阿仁川本城頭首エ 阿仁川漁協 4 4

田久保沼 横手市土地改良区連合会 506 214 146

鉢山溜池 鉢山水利組合 71 71 -

阿仁川•合川町新田目 阿仁川漁協 0

阿仁川•合川町新田目 阿仁川漁協 7 7

雄物川•油川合流点 県南漁協 8 8

梵字川 岩見川漁協 0

足田堤 土地改良区 1,658 200 1,208

仏沢ため池 七滝土地改良区 2,950 66 413

一丈木ため池 七滝土地改良区 5

小猿部川 鷹巣町漁協 0

槻沢 雄勝町漁協 25 22 -

へび沼•古川浄水池 国交省秋田工事事務所 69 69 一

河川敷沼 仙北西部漁協 82 56 26

子吉川 子吉川水系漁協 0

鮎川 子吉川水系漁協 1

八郎湖 八郎湖増殖漁協 127 127 127

へび沼•古川浄水池 岩見川漁協 15 15 15

6,916 1,058 3,124

146

稚魚主体

15.5cm、14cm

12 〜2t>.5cm

19 〜29.5cm 

21〜41cm

250

2,471

5

2,875

4月20日 

5月 8〜 9 日 

6月26〜27日 

8月 3 日 

8月 4 日 

8月18日 

8月25日 

8月30日 

9月 1 日 

9月 1〜 2 日 

9月 6 日 

9月 7 日 

9月12日 

9月13日 

9月14日 

9月15日 

9月16日 

10月26〜27日 

10月27日 

11月 2 日 

11月10日 

11月26日 

12月 6〜 7 日 
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1
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2
2
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3
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3
3
4
4
4
4
4
5

B

合計 18 53 233 39 57 346 71 8 1,408 418 22 69 82

*12月 6〜 7 日、秋田市へび沼でブルーギル未成魚2尾採捕

表 2 取り上げ個体の体長組成

場 所 秋 田 市 秋 田 市 秋 田 市 馬 場 目 川 一 の目潟田久保— ~ 大 森 ー 大 曲 市 羽 後 _平 畑 町 雄 f 町 1 田希神岡町 

実施月日 4/20 5/9 6/27 8/3 9/2 9/7 9/12 9/15 10/27 11/20 11/26 12/7 12/22

表 1 平成14年度外来魚駆除実績

実 施 月 日 市 町 村  i I i 総 数 精 密 測 定 体 長 測 定 尾 数 把 握 I #
市
市
市 

田
田
田 

秋
秋
秋

大 館 市  

角 館 町

森 吉 町  

横 手 市  

男 鹿 市

吉町 

手市

森

横

大

合 川 町  

大 曲 市

河 辺 町  

羽 後 町

千

千

荘市 

荘市

秋

神

本

本

秋 田 市
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図 2 オオクチバス産卵床の形状

碟径必48.3mm〜5.4mm

図1 才才クチバス産卵場

平 面 図

( 3 )礫などの表面に付着している卵はほぼ球形で、直 

径は1.5腿程度とコイゃフナ類と比べて大きい。礫 

の表面に付着していた天然卵を持ち帰り、バッ卜に 

入れてふ化させたが、ふ化率は60〜8 0 %と、著しい 

ふ化率の低下は認められなかった。ふ化サイズは4 

mm程度と大きく、ふ化直後は底に横たわり、たまに 

尾を振りわずかに移動する。腹部には大きな卵黄が 

あって透明であるが、見慣れると、頭が大きいこと、 

体幅があること、寸胴であることなどの特徴から容 

易に見分けられる（写真 3 )。

ふ化後10日ほど経つと体側に沿った線伏の黒色素 

が目立つようになり（写真 4)、その後、成長とと 

もにバンドは太くなり、体型的な特徴も明瞭になる 

(写真 5 )0 動物プランクトンを摂餌させながら飼育 

すると、 6 月下旬には体長20〜30mmに成長し、眼か 

ら尾まで太い黒色のバンドが明瞭になり、表層近く 

に群として認められるようになる（写真 6 )。

写真3 オ才クチバスふ化仔魚

写真4 オオクチバスふ化後10日体側のバンドが 
明瞭になる

写真5 オオクチバス稚魚、成長とともに体側の 
縦帯がなくなる

写真6 ォォクチバス稚魚、成魚と同様の体型に 
なるが、表層近くを群泳する。
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写真 7 馬場目川における駆除釣り大会

写真 8 馬場目川における駆除個体。摂餌調査の 

ため開腹している。

(4) 6 月にへび沼で採捕された才才クチバスは907個 

体で、その99.6%が 0歳の稚魚であった。 これらの 

稚魚は表層近くを群泳しており、熱帯魚用の小型の 

手網で容易に採捕可能であった。古川浄水池におい 

ても才才クチバス308個体のうち0 歳の稚魚が90.3 

% を占めたが、体長のモードは20〜28mmで、へび沼 

の14〜20imiに対して大きかった。産卵時期、生息環 

境などの相違を反映したものと推察される。

これら稚魚の胃内容物は、両地点とも動物プラン 

クトンが卓越していた。稚魚は、枝角類やケンミジ 

ンコ類を飽食しており、体長31mm、体重0.8gのも 

のがこれら動物ブランク卜ン181個体を摂餌してい 

た例も認められた。

( 5 )卵及び稚魚の出現状況から推察すると、雄物川に 

おける才才クチバスの産卵期は16°Cに達した頃から 

始まり、盛期は18〜20°Cで、大体、 5 月上旬から6 

月中旬にかけて産卵する。産卵可能なサイズはメス 

で体長200mm、体重250g程度で、 3歳に相当すると 

推察される（図 3 )。

0 100 200 300 400 500
体我m m

図 3 体長と卵巣重量との関係（2002. 5. 9)

( 6 ) 12月に採捕された才才クチバスはへび沼42個体、 

古川浄水池27個体で、 0歳と推定されるものの体長 

モードは80〜90麵であったが、その範囲は31〜111 

腿と大きなばらつきが認められたO

このことは、産卵床の破壌による駆除を実施する 

場合、⑤で推察した産卵期間がより長期間に及んで 

いる可能性も示唆しており、この点に関し今後とも 

詳細な調査が必要である。

馬場目川

馬場目川漁協が外来魚駆除の一環として五城目高校 

生徒に呼びかけ、 8 月 3 日に馬場目川において釣り大 

会を開催するとともに、組合員が投網、手網により採 

捕を実施した（写真 7 〜 8 )。

採捕されたオオクチバスは39個体で、摂餌個体の出 

現率は59.0%であったが、 0歳魚については87.5% と 

高い値を示した。胃内容物はドジョウ、才イカワ、 ト

ゥヨシノボリなどの魚類が中心で、最も高い摂餌率を 

示したものは3 0 gのビワヒガイを捕食していた体長294 

醒の個体で4 % であった。

3 一の目潟

男鹿市の水道の水源ともなっている一の目潟では、 

15年以上も前から才才クチバスが確認され、立ち入り 

禁止にもかかわらず多くの釣り人が侵入し、対策に苦 

慮していた。 9 月 1〜 2 日に土地改良区が釣り及びさ 

し網による駆除を行った（写真 9 〜10)。さし網は3 

ヵ統使用したが、採捕個体数は26、16及び 0 であり、 

設置場所により効率が相違した。また、さし網により 

採捕された才オクチバス以外の魚種は、イワナ3個体、 

ギンブナ6個体であり、才才クチバスが卓越していた。

採捕された才オクチバスの摂餌個体出現率は50.0% 

で、体長215mm、体重228gの雄個体は、ハゼ科稚魚203 

個体、4.6gを摂餌していたほか、胃内容として認め 

られたのはヌマチチブ、 ヨシノボリ類などのハゼ科の 

成魚及び稚魚が主体であった。

4 田久保沼

横手市田久保沼においては平成13年10月21日に干出
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図4 取り上げ個体の体長組成

写真1 1 羽後町足田堤における駆除

写真1 2 足田堤排水部における取y揚げ用のヤナ

取り上げたォ才クチバスは1，658個体で、最大個体 

は、全長490薩、体長423mm、体重1，660 g の雌であっ 

た。胃内容物として出現したのは、ァメリカザリガニ、 

エ ビ類、ヤ ゴ、ゲンゴロウブナ、モッゴ、 トウヨシノ 

ボリ、才才クチバスなどであった。

平成14年9月7 日

J 1 1 .

写真9 ーノ目潟における刺網による駆除

写真10 — ノ目潟における刺網による漁獲状況

による駆除を行い、約 1年後の14年 9月 7 日に再び干 

出 •駆除を実施した。 13年においては、648個体を取 

り上げ、そのうち28cm以上の大型魚が133個体であっ 

たが、14年においては506個体のうち28cm以上は 3 個 

体と激減した。すなわち、13年は大型個体のかなりの 

部分を除去することに成功したと推察されるとともに、 

14年に取り上げたものは前年の取り残しとこれに由来 

する当歳魚が主体であったと推察される（図 4 )。

実際、地元の話しによれば、田久保沼は大型魚がい 

なくなったため釣り人の数がかなり減少したとのこと 

であり、駆除を通じて、同沼の才オクチバス釣り場と 

しての魅力は大きく低下したと考えられる。一方、干 

出による駆除は大型個体にはかなり有効であるが完全 

駆除は難しく、残った場合には産卵による新規加入が 

あり、駆除作業は複数回実施する必要があることを意 

味していると推察される。

5 羽後町足田堤

アルカディア公園には連続した3 力所の沼があり、 

今回はその内の2 力所で落水し、排水路に網を設置し 

て流出する魚類を回収したほか、地びき網により才才 

クチバス、カムルチ_ ヽ フナ類、コイなどを取り上げ、 

ォ才クチバスなど外来魚以外の魚類は、今回手をつけ 

なかった残りの沼に放流した（写真11〜12)。
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同時に取り上げた魚類は、カムルチ一約30尾、コイ 

約50kg、ギンブナ及びゲンゴロウブナ約500kg (ほと 

んどがゲンゴロウブナ）であった。以前は、多くの夕 

ナゴ類、小魚などが生息していたが、最近はほとんど 

見なくなったとのことである。タモ網により採捕を行 

い、アカヒレ夕ビラ1個体のほか、モツゴ、ウグイ、 

トウヨシノボリなどを各数個体確認した。

なお、同池は9年前に水抜きを行っており、その時 

は才才クチバスは確認されなかったとのことである。 

平成15年も隣接した沼で同様の駆除を行う予定である。

6 千畑町仏沢溜池

仏沢溜池は、最近になって改修されたため池で、ゲー 

卜を開放することにより、ほぼ完全に落水が可能であ 

る。調査は10月27日に行ったが、それ以前から排水路 

に 2重に網を張り、徐々に落水を行っていた（写真13)。

写真1 4 仏沢溜池において確認された短駆個体

写真1 5 仏沢溜池において確認された独頭個体

写真1 3 千畑町仏沢溜池における干出状況

取り上げたオ才クチバスは2,950個体で、最大は全 

長395mm、体長345mm、体重l，188gの雌で、卵巣重量 

は34ぎであった。 しかし、体長300mm以 上 （推定 4 歳 

以上）の個体はわずかに5個体で2歳、 3歳は出現せ 

ず、 ほとんどが150imn前後の 1歳魚及び0 歳 魚 （体長 

llOnrni前後）であった。 これは、同溜池では平成12年 

秋に水抜きを行い、大型魚を中心に約100kgを取り上 

げたとのことであり、今回のものは、その時残ったわ 

ずかの親魚及びこれに由来する去年、今年生まれの1 

歳魚及び0歳魚であったと推察される。

同時に取り上げられたものは、イワナlkg ( 2個体)、 

コイ約50kg、ギンブナ及びゲンゴロウブナ約20kgであっ 

た。

なお、 0歳魚及び1歳魚の中に、比較的多くの奇形 

(短躯、祌頭、側湾、湾曲など）個体が出現した（写 

真14〜15)。肉眼的に見た奇形出現率は約10% と高い 

こと、奇形のパターンがほぼ同一であること、周辺及 

び上流に水田がないことなどから、この奇形は農薬な 

どによる後天的なものではなく、先天的原因による可 

能性も考えられる。

7 雄勝町槻沢

雄勝町にある槻沢という名称のため池で、山形県境 

近くの国道から2 kmほど入った山奥にある。 2年ほど 

前から才オクチバスの釣り人の姿を見るようになった 

とのことから、このため池が流出する院内川に漁業権 

を持つ雄勝漁協で11月26日に排水して駆除を行った。 

駆除に際しては、地元の小学生が総合学習の一環とし 

て参加し、オ才クチバスが県内で違法な放流により分 

布を拡大していること、才才クチバスの食性及び被害 

などについて説明を受けた（写真16)。

25個体が採捕され、内、体長30cm以上で産卵に参加 

可能な個体はわずか2個体であり、残りは 0歳あるい 

は 1歳と推定されるサイズであった。

調査時の水温が7 V と低水温であったにもかかわら 

ず、体長68mm、体重3.9 g の個体がカゲロウ類5 個体、 

ケンミジンコ類32個体、ユスリカ幼虫4個体を摂餌し 

ていたり、体長7 4 _、体重5.4 g の個体がカゲロウ類 

22個体、ケンミジンコ類5個体を摂餌しているなど、 

小型魚は飽食状態であった。

8 神岡町河川敷沼

雄物川の河川敷にある2 力所の河跡湖で、調査を実 

施した12月22日は数週間前からの寒波の影響により水
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写真1 6 雄勝町槻沢における干出状況

写真1 7 神岡町河川敷沼における駆除

写真1 8 神岡町河川敷沼における刺網漁獲状況

面の大部分が結氷していた。駆除作業は、氷を割りな 

がらさし網を設置し、棒で水面をたたいて魚を追い込 

み実施した（写真17〜18)。採捕された才才クチバス 

は82個体であったが、このような低水温にもかかわら 

ず、体長403mm、体重1148 g の個体が体長57mm及び62 

mmのフナ類11.8 g を摂食耳していたり、体長384_ 、体 

重993 g の個体が体長60mmのアカヒレタビラ4.8 g を摂 

餌していた。

I へび沼

秋田市の雄物川のヮンドであるへび沼において、15 

年 3 月29日にさし網を設置し、翌日に回収した。回収 

時の水温は6.8°C、使用したさし網は2 寸から 3 寸の 

3枚網12ヵ統で、棒で水面をたたき魚類を追い込んだ 

(写真19〜20)。取り上げた才才クチバスは15個体で、 

最大は体長392匪、体重1,970g であった。 これを含み 

摂餌個体は6個体で、このうち5個体が殻長2 cm前後 

のモクズガニ1〜 2個体を摂餌していた。

なお、才才クチバスと同時に採捕された魚種は、ウ 

グイ184〜187mmll個体、ニゴイ173〜450mml8個体、コ 

イ436〜578讓 2個体、ギンブナ198〜311mm75個体、ゲ 

ンゴロウブナ233〜272腿35個体で、すべて網からはず 

した後に放流した。これらの魚種は水温降下時期にヮ 

ンドに入り越冬することから、このことを考慮して調 

查をする必要がある。

写真1 9 雄物川ワンドにおける駆除

写真2 0 雄物川ワンドにおける刺網漁獲状況
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【考 察 】

1 摂餌対象

県内における各種の調査を通じ、才才クチバスの胃

内容として確認された生物を主な分類群ごとに整理す

ると、次のとおりとなる。

① 魚 類 ：アユ、 ワカサギ、 シラウ才、ギンブナ、ゲ 

ンゴロウブナ、モツゴ、才イカワ、 ウグイ、アブラ 

ハヤ、ニゴイ、 ビワヒガイ、アカヒレ夕ビラ、 タイ 

リクバラタナゴ、その他のコイ科魚類、 ドジョウ、 

イトヨ、メナダ、才才クチバス、マハゼ、 トウヨシ 

ノボリ、 ウキゴリ、 ヌマチチブ、 ジュズカケハゼ、 

その他のハゼ科魚類

② 両 生 類 ：力ェル類、力ェル類幼生

③ ほ 乳 類 ：アカネズミ、不明齧歯類

④ 鳥 類 ：アオジ、不明鳥類

⑤ 甲 殼 類 ：スジエビ、ヌカエビ、アメリカザリガニ、 

モクズガニ、 ミズムシ、 ヨコエビ類、枝角類、かい

足類

⑥ 水 生 昆 虫 ：トンボ類幼生（ャゴ)、ゲンゴロウ科、 

タガメ科、ガムシ、ユスリカ科の幼虫•サナギ•成 

虫、フサ力科、アメンボ亜科、カゲロウ目、その他 

の水生昆虫

⑦ 陸 性 昆 虫 ：ガ類、クモ類、 卜ンボ類、バッ夕科、 

カメムシ目、ケラ科、ゴミムシ類、アリ類、その他 

の陸生昆虫、陸生昆虫の幼生

⑧ そ の 他 ：ソフトルアー、釣り針、砂、小石、草本、 

木本

2 摂餌状況

①最も大型の魚類を摂餌していた例：B L348mm、

B W 1188.1g の個体が全長約200imのフナ属魚類を 

捕 食 （小泉潟)。

②生態が異なる複数の魚種を同時に捕食していた例： 

B L 1 2 9麵、 B W 6 2 . 6 gの個体が才才クチバス1尾、 

ハゼ科1尾、コイ科3尾、不明魚類2尾、スジェビ 

1尾を捕食（小泉潟)。

③ 1個体が最も多くの魚類を摂餌していた例：B L  

215mm. B W228 g の個体がハゼ科稚魚203尾、4.55 

g を捕食（一の目潟)。

④才才クチバスが最も多く被食された例：B L289 

mm、 B W 7 2 6 g の個体がオ才クチバスの稚魚20尾を 

捕 食 （小泉潟)。

⑤成長に伴う食性の変化：BL50mm以下の個体はミ 

ジンコ属、 B L 50〜90mmの個体はミジンコ属ととも 

に水生昆虫が増加、 B L90nim以上になると魚類が 

多くなり、 B L 250麵以上は魚類を主体に摂餌。

⑥ 摂 餌 個 体 出 現 率 （摂餌が認められた個体数/全調 

查個体数* 100) ： 0 〜100% の範囲で調査ごとに大

きく変化するが、小泉潟では冬季を除き産卵期の6 

月にはやや低下するが、それ以外は70% 前後の高い 

値を示した。

⑦ 水 温 と 摂 餌 ：12月に水温が0°Cで一部結氷してい 

たにもかかわらず、摂餌個体出現率は69.1%と高く、 

すべて魚類を捕食してい た （蛭藻沼)。

⑧ 摂 餌 率 （胃内容重量/7魚体重* 100) :小型個体 

ほど高くなる傾向が認められ、 B L 100腿以下の個 

体では8 % を超える個体も少なくない。魚類を摂餌 

している個体は高い値を示すことが多く、10% を超 

えるものも少なくない。

⑨摂餌率の雌雄差：産卵期のメスは摂餌率が低くな 

る傾向が認められ、全体的に7 〜10月に高い値を示 

す （小泉潟)。

⑩ 最 大 摂 餌 率 ：BL225mm、 B W 2 4 0 gの個体が42g 

のアカネズミを捕食しており、摂餌率は17.5% (鶴 

田堤)。

⑪摂餌対象の選択性：餌の選択性は比較的低く、本 

種の生息場所において摂餌可能で多く生息している 

もの、捕食が容易なもの、遭遇機会が多いものなど 

から摂餌する。このため、時期、場所により摂餌内 

容がハゼ科魚類、より小型の才才クチバス、アメリ 

カザリガニなどに大きく偏ることが少なくない。

3 オオクチバスが拡散した背景

秋田県において才才クチバスが現在のように拡散した 

背景には、いくつかの理由が考えられる。

①オ才クチバスの定着を許容する水温、底質、餌料 

などの物理的、生物的環境が存在。

②拡散のプールとなる生息場所の存在。

③拡散実行者の存在。

④それを阻止できなかった体制。

⑤釣り人に対する環境倫理に関する啓発、普及の不 

足。

⑥必要に応じて駆除可能な技術の未確立

本県には多くの河川、湖沼、灌漑用ため池、湧泉 

などが存在し、それらが在来魚の存在を許容してい 

る。一方、それがそのまま①の条件を満たすことに 

なる。また、②が既に存在しており、少なくとも過 

去に③が存在し、④が整備されていなかったことは 

現在の拡散状況を見れば自明である。また現在のと 

ころ、⑤は不十分のままであり、⑥についても早急 

に確立できる状況にはない。すなわち、相互に関連 

した事項ではあるが①〜⑥の条件が存続している限 

り、現在の状況が続く可能性がある。このためには、 

関係者が問題の本質を十分に理解し、新たな対策を 

講じる必要がある。
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釣魚の放流と生物多様性保全との両立

釣魚の放流は、「多く釣る」ために行われる。特に、 

内水面においては、放流を前提とした漁業法に基づく 

増殖義務が大きな足かせとなっている。ここで目的と 

なっているのは「増やすこと」であり、その手段とし 

て 「放流」が行われているのである。問題は、放流に 

ついて、その効果、生態系に与える影響、在来種に及 

ぼす危険性などが検証されることなく、放流自体が自 

己目的化していることである。

今後、生物多様性の保全を基本として、「増やす」 

ために行うべきことは多くある。

①対象種の生理、生態、環境との対応などの把握

② 資 源 構 造 （資源単位）の把握

③資源変動要因の解明

④これらに基づき、産卵場の保全、幼稚魚の保護、 

越 冬 （越夏）場所の確保、採餌場所の確保、釣獲圧 

の制限、減耗要因の除去などを行う。

⑤ 常 に モ ニ タリングを行い、必要に応じてフィ一ド 

バックする。

すなわち、今後の方向として、放流に依存せずに、 

対象種の再生産を助長させることにより資源の安定 

的な持続を図るようにする必要がある。

なお、移入種の影響について、実際のデータに基 

づかないで感覚的な判断を行ったり、十分な根拠が 

ないままの推論をあたかも事実のように取り扱うこ 

とはきわめて危険なことである。また、近視眼的に 

その利用を計画したり、責任のなすりあいをするの 

ではなく、生物多様性の保全を前提に、それぞれが 

それぞれの立場で取り組むことが重要である。すな 

わち、漁業者、遊漁者、行政、研究機関などが相互 

に連携をとりながら、それぞれが可能なことから実 

行することが求められている。



魚 類 防 疫 対 策 事 業

【目 的 】

養殖業における魚病発生は、種苗輸入などに伴う海外 

からの魚病侵入、国内種苗移動の広域化などにより、大 

規模化、広域化、複雑化する傾向にあり、国内の防疫体 

制の確立が必要となっている。

また、魚病対策としての医薬品投与が食品の安全性確 

保の観点から適正に行われることを目的とした。

1 魚類防疫推進事業 

⑴疾病 検 査

定期的な疾病検査による養殖場の防疫監視、魚病 

被害 •水産用医薬品使用状況把握、養殖漁家などへ 

の疾病について適切な予防•治療方法などに関する 

防疫対策指導の一環として特定の病原体をもたない 

種苗を放流•流通させるための検査•防疫対策を実 

施した。

(2) 水産動物防疫会議

1 ) 防疫対策会議

国内防疫体制推進のため中央防疫会議に、近県 

防疫体制検討のため地域合同検討会に参加し、県 

内においては県内防疫対策会議を開催した。

2 ) 水産動物防疫講習会

県内増養殖業者を対象に魚病関係情報を提供し、 

魚病被害の軽減を図った。

⑶魚病診断技術対策 

1 ) 魚病診断技術研修

持続的養殖生産確保法にある特定疾病などの診 

断技術を研修した。

(4) 緊急魚病発生対策

疾病被害が懸念される場合及び他への感染により 

重大な被害が予想される疾病が懸念される場合、届 

け出るよう指導し、疾病検査及び診断を行うととも 

に、必要な防疫対策を講じ、疾病の伝播防止に努め 

た。なお、特疋疾病の発生が疑われた場合は、速や 

かに確定診断を行うとともに、種苗などの移動状況、 

池毎の放養数、死亡数、管理状況及び発生が疑われ 

た養殖場周辺における養殖の現況などの把握に努め、 

必要に応じて周辺養殖場を対象とした疾病検査を行っ 

た。その概要については水産庁へ通報した。

2 養殖生産物安全対策

魚病の発生•伝播の防止、魚病被害の軽減を図るた 

め及び養殖物の食品としての安全性を確保するため、 

医薬品適正使用指導、医薬品適正使用指導実態調査を 

実施した。

鷲 尾 達

3 魚類防疫対策機器整備

アユ冷水病などの魚類防疫対策に必要な機器などを 

整備した。

4 アユ冷水病緊急対策事業

全国的に発生が懸念されているアユ冷水病について、 

県は緊急的に対応し、河川•湖沼などの天然水域及び 

養殖場の発病状況、天然水域におけるアユ及び他の在 

来魚の冷水病原因菌保菌状況調査を実施した。

【方 法 】

本事業は魚類防疫体制整備事業（国庫）実施要領に基 

づいて実施した。

1 魚類防疫推進事業 

⑴ 疾 病 検 査

巡回した養殖場において病魚•種苗を採集し、氷 

冷して活魚輸送した。病死魚は氷冷して輸送した。

I H N • I P N • ヘルベスウイルス検査は培養細胞 

を使用し10°Cで約 2週間培養した後、 C P E を観察 

した。冷水病は改変サイ卜ファーガ寒天培などを使 

用し、鰓は 4°C10日間、腎臓は15°Cで 4 〜 7 日間培 

養した後出現した黄色コロニーを採取し、 スライド 

凝集試験、検鏡又は蛍光抗体法により同定した。セッ 

ソウ病はT  S A 寒天培地を、 ビブリオ病はビブリ才 

寒天培地を、その他疾病原因細菌は普通寒天培地を 

使用して釣菌•培養した後、その性状などにより同 

定した。また、 B K D は腎臓の組織塗沫標本を作製 

し、間接蛍光抗体法により検査した。

⑵緊急魚病発生対策

養殖者などから連絡があり、被害が懸念される疾 

病について緊急に検査し、投薬•処置または蔓延防 

止対策を講じた。

2 養殖生産物安全対策

(1) 医薬品適正使用指導

魚病発生時などに魚病検査•薬剤感受性試験を実 

施して有効な薬剤の投与を指導した。

⑵医薬品適正使用指導実態調査

平成15年 2 月10日に内水面養殖者90経営体にアン 

ケー卜調査を実施した。

3 魚類防疫対策機器整備

魚病検査に必要な器材として、超音波ピぺッ卜洗浄
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器 1台、 1 mg秤量電子天秤1台及び携帯用溶存酸素計 

1台を整備した。

4 アユ冷水病緊急対策事業

天然水域及び養殖場の発病状況、天然水域のアユ及 

び他の在来魚の冷水病原因菌保菌状況調査を実施した。

【結果及び考察】

1 魚類防疫推進事業

⑴ 疾 病 検 査

養殖場なとにおける疾病検査の結果は表1 のとお 

りである。下線部は陽性個体が出現したことを示し 

ており、検査結果に基づき投薬•処置防疫対策を伝 

達した。

14年度の診断件数は38件で、 うち海面1件、内水面 

37件であった。

魚種別ではイワナが最も多く12件、次いでアユが 

11件、サクラマスが4件であった。

疾病別では病原体を確認したものが17件、そのう 

ち内水面では冷水病が単独6件、合併症1件の計7 

件と最も多く、次いでせっそう病が単独3件、合併 

症 1件であった。今年度はI H N ウイルスがニジマ 

スで 1件確認された。また、才才クチバスでテ卜ラ 

オンクス症が1件確認された。海面ではビブリオ病 

が 1件発生した（表 2参照)。

(2) 水産動物防疫会議

1 ) 防疫対策会議

①中央防疫対策会議

年月日 開催場所 主な構成員 主な議題

14.10.29 東京都 水産庁 

水産研究所 

魚類防疫センター 

各道県魚病担当者

魚病関連事業 

魚病部会

15. 3 .20 東京都 同上 魚病対策センター事業 

独立行政法人 

魚病被害等調査 

魚介類疾病調査 

魚類防疫センター事業 

地域合同検討会 

魚病関係予算要求

②県内防疫対策会議

年月日 開催場所 主な構成員 主な議題

15. 3 .24 男鹿市 内水面養殖業者 

水産漁港課 
水産振興センター

冷水病対策 

14年度事業経過 

15年度事業計画

③地域合同検討会

年月日 開催場所主な構成員 主な議題

14.10.20 
〜21

米 沢 市 北 海 道 •新潟 

東北6県
合同検討会の目的方向性 

各道県の魚病発生状況 

各道県の魚病関連 

事業の取り組み 

各道県の魚病研究の紹介

15. 2 .15 八戸市北部日本海ブロック 同上

④アユ冷水病対策協議会

年月日 開催場所主な構成員 主な議題

15.1 .31

(部会)

東 京 都 水 産 庁 、水研各県 

担当者

指導体制把握 

取組状況

今後の課題、計画

2 ) 水産動物防疫講習会

①魚類防疫講習会

年月日 開 催 場 所 対 象 者 （人数） 内 容

15. 3 .24 男鹿市マス類•アユ養殖者 冷水病、魚病発生状況 

水産用医薬品 

内水面試験池の状況

3 ) 魚病対策技術開発

①魚病対策研究連絡協議会

年月日 開 催 場 所 参 加 人 数 内 容

15. 2 . 5 
〜6

東京都 1人 研究内容討議

⑶緊急魚病発生対策

1 ) 緊急魚病発生対策

①緊急魚病発生対策の内容

養殖者から連絡があり、被害が懸念される疾 

病について緊急に検討し、投薬などの処置や蔓 

延防止対策を講じた。内容は1 ー⑴疾病検査の 

項に合わせて記載した。

2 ) 特別対策 

実施しなかった。

4 アユ冷水病緊急対策事業

本年は、昨年度に引き続き人工アユ種苗について出 

荷時から冷水病原因菌の保有検査を実施したほか、他 

県産アユ種苗又は天然水域のアユ、降海アユ仔魚及び 

在来魚などの冷水病原因菌保有検査も併せて実施した。 

検査結果を表3 に示した。

冷水病原因菌の保有が確認された割合は、人工アユ 

種苗 7 / 1 9、他県産アユ種苗2 / 3 、天然水域アユ9 

/ 3 7、在来魚等13/61で、全体では31/120となって

いるo

今後も引き続きアユ冷水病原因菌の保菌調査を実施 

し、疫学的資料を収集するとともに、その発生動向に 

注目する必要がある。



表1 疾病検査結果

番号 検査時期対象魚種 形態 尾数対象疾病 場所
1 2 0 0 2 / 4 / 1 アユ 2 冷水病、ビアリオ病 垚吉町•萩野
2 2 0 0 2 /4 /2  アユ 稚魚 4 冷水病、ビブリオ病 昭和町•石川
3 2 0 0 2 / 4 / 3 イワナ 1 + 3 冷水病、ビブリオ病、せっそう病 田沢湖町•田ロ
4 2 0 0 2 / 4 /1 2才才クチハ''ス ? 1 冷水病、ビブリオ病、せっそう病、シュ- 卜'モナス病 男鹿市 ■水産振興センタ_
5 2 0 0 2 / 4 / 1 9 サクラマス 0+ 5 冷水病、せっそう病、IH N 、IPN 阿仁町•試験池
6 2 0 0 2 /4 /2 2  アユ 0+ 5 冷水病、ビブリオ病、シュ- ド'モナス病、細菌性鰓病 森吉町•萩野
7 2 0 0 2 /5 /7  アユ 0+ 3 冷水病、ビブリオ病、シュ- ドモナス病、細菌性鰓病 森吉町•萩野
8 2 0 0 2 /5 /7  アユ 0+ 3 冷水病、ビブリオ病、シュ- 卜''モナス病、細菌性鰓病 森吉町_获野
9 2 0 0 2 /5 /2 5 イワナ 1+ 5 冷水病、ビブリオ病、せっそう病 山内村•下タ村

10 2 0 0 2 /5 /2 9 イワナ 0+ 4 冷水病、ビブリオ病、せっそう病 山内村•下タ村
11 2 0 0 2 /5 /3 1 こシキゴイ 0+ 1 寄生虫症 大館市■高清水
12 2 0 0 2 /6 /1 2  アユ 0+ 4 冷水病 阿仁町•試験池
13 2 0 0 2 /6 /1 2  アユ 0+ 4 冷水病 阿仁町•試験池
14 2 0 0 2 / 6 / 1 2 サクラマス 2+ 3 冷水病、せっそう病 阿仁町•試験池
15 2 0 0 2 / 6 / 1 7 イワナ 0+ 6 冷水病、ビブリオ病、せっそう病 協和町•蓄養殖施設
16 2 0 0 2 / 6 / 1 8 イワナ 1 + 1 冷水病、ビブリオ病、せっそう病 田沢湖町•下総
17 2 0 0 2 /6 /2 4  か:/力 2+ 5 冷水病、ビブリオ病、せっそう病 阿仁町•試験池
18 2 0 0 2 /6 /2 4  アユ 0+ 4 冷水病、ビブリオ病 比内町•金谷
19 2 0 0 2 /6 /2 4  アユ 0+ 1 2 冷水病、ビブリオ病、シュモナス病、細菌性鰓病 ニツ井町•米代川
20 2 0 0 2 / 6 / 2 8 イワナ 0+ 2 1 冷水病、ビブリオ病、せっそう病、〖HN、IPN 阿仁町•試験池
21 2 0 0 2 / 7 / 3 才才クチハ''ス 0+ 1 i h jオンクス症 男鹿市，センタ-
22 2 0 0 2 /7 /3 0  ご: / マス 0+ 4 6 冷水病、ビブリオ病、腿 、IPN 象潟町•佐藤柱一
23 2 0 0 2 / 8 / 9 イワナ 0+ 6 冷水病、せっそう病 山内村•下タ村
24 2 0 0 2 / 8 / 9 イワナ 1 + 3 冷水病、せっそう病 山内村•下タ村
25 2 0 0 2 /8 /1 3  力y  力 0+ 3 冷水病、ビブリオ病、せっそう病、寄生虫症 阿仁町•試験池
26 2 0 0 2 /9 /1 7  アユ 0+ 6 冷水病、ビブリオ病、シュ- 卜'モナス病 協和町•淀川
27 2 0 0 2 /9 /3 0 イワナ 0+ 1 冷水病、せっそう病 田沢湖町■下総
28 2 0 0 2 / 9 / 3 0 イワナ 1 + 1 冷水病、せっそう病 田沢湖町■下総
29 2 0 0 2 /1 0 /1 0  ヒラメ 1 + 1 ビブリオ病 男鹿市 _センタ-
30 2 0 0 3 /1 /9  ニシキ：Tイ 2+ 2 白点病 象潟町_斎藤昭三
31 2 0 0 3 /1 /2 0  ご: / マス 1 + 3 冷水病、ビブリオ病 上小阿仁村•伊藤
32 2 0 0 3 / 2 / 1 7 サクラマス 0+ 1 細菌性鰓病 森吉町•サケふ化場
33 2 0 0 3 /2 /1 9 サクラマス 0+ 1 0 冷水病、ビブリオ病、せっそう病 阿仁町•試験池
34 2 0 0 3 /2 /2 7  シロサケ 0+ 4 卜リ:Tゾナ症 八森町•サケふ化場
35 2 0 0 3 /2 /1 4  アユ 0+ 2 冷水病 森吉町•萩野
36 2 0 0 3 / 3 / 3 ゲンゴロウブ 0+ 6 冷水病、シュ- K モナス病、細菌性鰓病 能代市寒堤
37 2 0 0 3 /3 /1 0 イワナ 0+ 9 冷水病、せっそう病、細菌性鰓病 雄勝町•高橋清
38 2 0 0 3 /3 /1 2 イワナ 0+ 1 発生異常？ 山内村•下タ村
39 2 0 0 3 /3 /1 4  アユ 0+ 1 不明 昭和町•石川
40 2 0 0 3 /3 /1 7 ゲン：Tロウブ 0+ 5 8 細菌性疾病なし 能代市寒堤
41 2 0 0 3 /3 /1 8 ゲンゴロウブ■0+ 4 ，， 能代市寒堤
42 2 0 0 3 /3 /1 9 ゲンゴロウブ■0+ 23 〃 能代市寒堤
43 2 0 0 3 / 3 / 1 9 ワカサキ- 0+ 3 // 能代市寒堤
44 2 0 0 3 /3 /2 0 ゲンゴロウブ0+ 3 // 能代市寒堤
45 2 0 0 3 /3 / 2 0 才才クチWス 0+ 1 // 能代市寒堤
46 2 0 0 3 /3 /2 1 ゲンゴロウブ_0+ 7 // 能代市寒堤
47 2 0 0 3 /3 /2 3 ゲンゴロウブ0+ 12 " 能代市寒堤
48 2 0 0 3 /3 /2 4 ゲンゴロウブ■0+ 38 〃 能代市寒堤
49 2 0 0 3 /3 / 2 4 才才クチハ•ス 0+ 2 " 能代市寒堤
50 2 0 0 3 /3 /2 6 オ才クチイス 0+ 1 " 能代市寒堤
51 2 0 0 3 /3 /2 6  コイ 0+ 1 " 能代市寒堤
52 2 0 0 3 / 3 / 2 6 ギンブナ 0+ 1 " 能代市寒堤
53 2 0 0 3 / 3 / 2 6 ゲンゴロウブ•0 + 1 " 能代市寒堤



表2 魚種別疾病別診断件数（平成14年4 月〜平成15年3月現在)

魚種 内 水 面 海 面

疾病名 ニシヾ マス ィヮナ サクラマス シロサケ アュ ニシキコ、、イ カシ、、力 オオクチハ、、ス ヒラメ 計

I H N 1 1

せ っ そ う 病 • 冷 水 病 1 1

せ っ そ う 病 2 1 3

細 菌 性 鰓 病 1 1

冷 水 病 2 4 6

匕 フ 、、 リ オ 病 1 1

白 点 病 1 1

ト リ コ ジ ナ 症 1 1

テトラ オ ン ク ス 症 1 1

繊 毛 虫 寄 生 症 1 1
a

計 1 6 1 1 4 1 1 1 1 17

I
CO
CnI~L

I



表 3 天然水域におけるアユ及び在来魚等の冷水病原因菌保有調査結果

検査 症状 陽 性 割 合

N o .調査対象 河川名等採取年月日個体 個体 鰓 腎臓 肝臓 脳 筋肉 全体 部 位

1 アユ県産中間育成森吉 2002.4.1 2 2 1 /2 1 /2 0 /2 - 1 /2 2 /2 筋肉は腹部

2 アユ県産中間育成天神下 2002 .4 .2 4 2 0 /4 0 /4 0 /4 1 /4 - 1 /4

6 アユ県産中間育成森吉 2002 .4 .22 5 5 0 /5 0 /5 - - 0 /5 0 /5 筋肉下顎•尾鰭

7 アユ県産中間育成森吉 2002.5.7 3 1 0 /3 0 /3 - - 2 /0 0 /3 筋肉下顎•尾鰭

8 アユ県産中間育成森吉 2002.5.7 3 2 0 /3 0 /3 - - 0 /3 0 /3 筋肉口吻•背鰭

1 2 アユ県産中間育成阿仁 2002 .6.12 4 4 0 /4 0 /4 - - 0 /4 0 /4 筋肉体表

1 3 アユ県産中間育成阿仁 2002 .6.12 4 4 0 /4 0 /4 - - 0 /4 0 /4 筋肉体表

1 8 アユ県産中間育成比内 2002 .6.24 4 4 1 /4 0 /4 - 0 /4 1 /4 2 /4 筋肉吻端

1 9 アユ 米代川 2002 .6.24 12 6 0 /1 2 4 /1 2 - - 0 /1 2 4 /1 2 筋肉吻端等

2 0 アユ 淀川 2002.9 .17 6 2 0 /6 0 /6 - - - 0 /6

H 1 ウゲイ 増川 2002 .4 .2 2 0 /2 0 /2 0 /2 - - 0 /2 肝塍臓

H 2 ウキコ、'リ 増川 2002 .4 .2 1 0 /1 0 /1 0 /1 一 - 0 /1

H 3 モクス、、力、ニ 増川 2002 .4 .2 1 一 - - - 一 0 /1 腹節内側

H 4 ウキ:Tリ 増川 2002.4.3 1 0 /1 0 /1 0 /1 - - 0 /1

H 5 ウキゴリ 増川 2002 .4.5 1 0 /1 0 /1 0 /1 0 /1 心臓。ハ

H 6 アユ稚魚 平沢- 40m 2002 .4.5 1(5 尾) 0 /1 磨砕

H 7 シロウ才 平沢- 40m 2002 .4.5 1(2 尾) 0 /1 磨砕

H 8 コフ''ヒケ、ハマアミ 平沢- 40m 2002 .4 .5 1(5g) 1/1 磨砕

H 9 ウゲイ 増川 2002 .4 .8 2 1 /2 0 /2 0 /2 - - 1 /2 肝滕臓

H 1 0 アユ 防潮水門 2002.4 .8 2 0 /2 0 /2 - - 0 /1 0 /2 皮膚出血部

H 1 1 ワカサキ' 防潮水門 2002.4 .8 31 5 /31 - - - - 5 /31

H 1 2 シラウ才 防潮水門 2002.4 .8 59 1 /5 9 - - - 一 1 /5 9

H 1 3 ワカサキ''卵 網走湖産 2002 .4 .11. 2 0 /2 洗浄、磨砕

H 1 4 ウキ：]、、リ 増川 2002 .4 .18 2 0 /2 0 /2 0 /2 - - 0 /2

H 1 6 アユ 防潮水門 2002.4 .23 3 3 0 /3 0 /3 一 0 /3 一 0 /3

H 1 7 カマキリ 増川 2002 .4 .23 1 0 /1 - - - 一 0 /1

H 1 8 アユ 防潮水門 2002.5.2 5 0 0 /5 0 /5 - 一 - 0 /5

H 1 9 アユ 防潮水門 2002 .5 .10 25 0 1 /2 5 0 /2 5 - 一 - 1 /2 5

H 2 0 ウゲイ 増川 2002 .5 .14 1 1 0 /1 0 /1 - 一 - 0 /1

H 2 1 アユ 常盤川上 2002 .5 .14 4 0 1 /4 0 /4 - - - 1 /4

H 2 2 アユ 常盤川下 2002 .5 .14 12 1 1 /1 2 0 /1 2 - - - 1 /1 2

H 2 3 ウキコ、'リ 増川 2002 .5.15 2 1 /2 0 /2 - - - 1 /2

H 2 4 アユ 増川 2002 .5 .15 1 0 /1 0 /1 - - - 0 /1

H 2 5 アユ 八郎湖 2002.5 .16 30 0 2 /3 0 0 /3 0 - - - 2 /3 0

H 2 6 ワカサキ'' 八郎湖 2002.5 .16 20 0 1 /2 0 0 /2 0 - - - 1 /2 0

H 2 7 イササ'、アミ 八郎湖 2002.5 .16 1(10g) 0 /1

H 2 8 アユ 防潮水門 2002.5 .17 9 7 0 /9 0 /9 - 0 /9 0 /6 0 /9

H 2 9 アユ県産放流前 天神下 2002 .5 .19 60 1 1 0 /6 0 0 /6 0 - 一 - 1 0 /6 0

H 3 0 アユ 常盤川 2002.5.21 13 7 1 /1 3 0 /1 3 - 一 - 1 /1 3
H 3 1 ウキゴリ 増川 2002 .5 .22 1 0 /1 0 /1 - - - 0 /1



N o .調査対象

検査

河川名等採取年月日個体

症状

個体 鰓 腎臓

陽 性  

肝臓

割 合  

脳 筋肉 全 体 部 位

H32 ウキゴリ 増川 2002 .5 .27 4 0 /4 - - - - 0 /4
H33 アユ 防潮水門 2002 .5 .28 5 3 0 /5 0 /5 - - - 0 /5
H34 アユ県産放流前 森口7 2002 .5 .28 60 0 3 /6 0 0 /6 0 - - - 3 /6 0
H35 アユ県産放流前 森吉 2002 .5 .28 60 0 6 /6 0 0 /6 0 - - - 6 /6 0
H36 アユ 常盤川 2002 .5 .28 6 0 0 /6 0 /6 - - 一 0 /6
H37 ヤマメ 常盤川 2002 .5.28 2 0 /2 0 /2 - - 一 0 /2
H38 アユ 常盤川 2002 .5 .28 8 0 0 /8 0 /8 一 - - 0 /8
H39 アユ県外放流前 役内川 2002 .6.2 60 0 0 /6 0 0 /6 0 - 一 - 0 /6 0
H40 アユ 常盤川 2002 .6.7 11 0 0 /1 1 0 /1 1 - - - 0 /1 1
H41 ウゲイ 常盤川 2002.6.7 5 0 /5 0 /5 - - - 0 /5
H42 オイカワ 常盤川 2002.6.7. 1 0 /1 0 /1 一 - - 0 /1
H43 ヤマメ 常盤川 2002.6.7 1 0 /1 0 /1 - - - 0 /1
H44 ヤマメ 常盤川 2002 .6.7 4 0 /4 0 /4 - - - 0 /4
H45 アユ 常盤川 2002 .6.7 28 0 /2 8 0 /2 8 - 一 - 0 /2 8
H46 アユ 阿仁川 2002 .6.7 37 0 /3 7 0 /3 7 一 - - 0 /3 7
H47 アユ湖産放流前 雄物川 2002 .6.9 60 1 6 /6 0 0 /6 0 - - - 6 /6 0
H48 アユ 常盤川 2002.6.11 29 1 0 /2 9 0 /2 9 - - - 0 /2 9
H48 ヤマメ 常盤川 2002.6.11 2 0 /2 0 /2 - 一 - 0 /2
H49 アユ 増川 2002 .6.13 1 1 0 /1 0 /1 一 - - 0 /1
H50 アユ 米代川 2002 .6.14 58 0 0 /5 8 0 /5 8 一 - - 0 /5 8
H51 ウゲイ 米代川 2002 .6.14 1 0 /1 0 /1 - 一 - 0 /1
H52 アユ 八郎湖 2002 .6.18 30 5 1 /3 0 0 /3 0 一 一 - 1 /3 0
H53 アユ 阿仁川 2002 .6.18 2 0 0 /2 0 /2 - - - 0 /2
H54 アユ 泊川 2002 .6.18 10 0 0 /1 0 - - - - 0 /1 0
H55 イワナ 泊川 2002 .6.18 1 0 /1 - - 一 - 0 /1
H56 アユ 増川 2002 .6.19 1 1 0 /1 - - - 0 /1 0 /1
H57 アユ 常盤川 2002 .6.20 3 0 0 /3 0 /3 - - - 0 /3
H58 アユ 常盤川 2002 .6.20 29 0 0.29 0 /2 9 - - - 0 /2 9
H59 卜'：/ョウ 増川 2002 .6.24 1 0 /1 0 /1 一 - 0 /1 0 / 1 筋肉吻端

H60 サクラマス 十和田湖 2002 .6.25 60 0 8 /6 0 0 /6 0 - - - 8 /6 0
H61 ヒメマス 十和田湖 2002 .6.25 60 0 0 /6 0 0 /6 0 - - - 0 /6 0
H63 アユ 阿仁川 2002.7.1 5 5 0 /5 0 /5 - - - 0 /5
H64 アユ 馬場目川 2002 .7.3 47 27 0 /4 7 0 /4 7 - 一 - 0 /4 7
H66 ワカサキゃ 十和田湖 2002.7.7 60 0 /6 0 0 /6 0 - - - 0 /6 0
H67 ヒメマス 十和田湖 2002.7.7 15 0 /1 5 0 /1 5 - - - 0 /1 5
H68 ウキコ、リ 十和田湖 2002.7.7 1 0 /1 0 /1 - - 一 0 /1
H68 仆ヨ 十和田湖 2002.7.7 3 0 /3 0 /3 - - - 0 /3
H68 ギンブナ 十和田湖 2002.7.7 2 0 /2 0 /2 - - 一 0 /2
H69 アユ 粕毛川 2002 .7.9 17 5 0 /1 7 0 /1 7 - - - 0 /1 7
H70 ワカサキ'' 八郎湖 2002 .7 .15 60 0 0 /6 0 0 /6 0 - 一 - 0 /6 0
H71 ワカサキ' 八郎湖 2002.7 .15 36 1 0 /3 6 0 /3 6 - - - 0 /3 6
H72 アユ 八郎湖 2002.7 .15 1 0 0 /1 0 /1 - - - 0 /1
H73 アユ 八郎湖 2002.7 .15 5 0 /5 0 /5 - - - 0 /5



検査 症状 陽 性 割 合

N o .調査対象 河川名等採取年月日個体 個体 鰓 腎臓 肝臓 脳 筋肉 全体 部 位

H74 スス、 八郎湖 2002 .7 .15 1 0 /1 0 /1 - - - 0 /1
H75 ウゲイ 八郎湖 2002 .7 .15 2 0 /2 0 /2 - - - 0 /2
H76 才イカワ 八郎湖 2002 .7 .15 2 0 /2 0 /2 - - - 0 /2
H77 ヌマチチブ 八郎湖 2002 .7 .15 10 0 /1 0 0 /1 0 - - - 0 /1 0
H78 アユ 玉川 2002 .7 .22 1 1 0 /1 0 /1 - - 0 /1 0 /1 潰瘍部。人工

H79 アユ湖産養殖 雄勝町 2002 .7 .22 9 4 0 /9 0 /9 - - 0 /1 0 /9
H80 ウグイ 増川 2002 .7.25 1 0 /1 0 /1 0 /1 - - 0 /1 肝塍臓

H81 アユ 真瀨川 2002 .7.26 2 1 - 0 /2 - - - 0 /1 天然

H83 ウグイ 増川 2002 .8.23 1 0 /1 0 /1 0 /1 - - 0 /1 肝塍臓

H84 ギンブナ 増川 2002 .8.23 1 0 /1 0 /1 0 /1 - - 0 /1 肝塍臓

H85 アユ親魚 森吉 2002 .9 .18 60 0 4 /6 0 7 /6 0 - - - 1 0 /6 0 F4
H86 アユ親魚 阿仁 2002 .10 .7 24 0 1 6 /2 4 1 /2 4 - - - 1 6 /2 4 天然捕獲養成

H87 ヒメマス 十和田湖 2002 .10 .8 60 0 8 /6 0 6 /6 0 一 - - 1 4 /6 0
H88 ワカサギ 八郎湖 2002 .10 .17 49 0 0 /4 9 0 /4 9 一 - 一 0 /4 9
H89 サクラマス 十和田湖 2002 .10 .17 20 0 5 /2 0 1 5 /2 0 - - - 1 7 /2 0
H90 アユ流下仔魚 米代川 2002.10 .21 1 0 - - - - - 0 /1 磨砕 (8 7尾分）

H91 へ。リヤシ* 試験池 2002 .11 .4 60 0 1 3 /6 0 - - - - 1 3 /6 0
H92 ウゲイ 増川 2002 .12 .6 1 0 1/1 0 /1 一 - - 1/1
H93 ウグイ 増川 2002 .12 .13 1 0 1/1 0 /1 - - - 1/1
H94 アユ出荷前 センター 2002 .12 .13 60 0 0 /1 2 磨砕 (5尾1ロット）
H95 アユ出荷時 センター 2002 .12 .20 60 0 - 一 - - - 0 /1 2 磨砕(5尾1ロット）
H96 イワナ 試験池 2002.12.21 10 0 2 /1 0 - - - - 2 /1 0
H97 アユ出荷時 センター 2002 .12 .27 60 0 - - 一 - 一 4 /1 2 磨砕(5尾1ロット）
H98 ウゲイ 増川 2003 .1.6 1 0 0 /1 0 /1 - - - 0 /1
H99 アユ出荷時 センター 2003 .1.7 60 0 - - 一 - 一 0 /1 2 磨砕(5尾1ロット)

H100 アユ出荷時 センター 2003 .1.9 60 0 0 /1 2 磨砕(5尾1ロット）
H101 サクラマス 試験池 2003 .1 .15 60 0 0 /6 磨砕(1 0尾1ロット)

H102 サクラマス 試験池 2003 .1 .15 60 0 0 /6 磨砕(10尾1ロット)

H103 サクラマス 試験池 2003 .1 .15 60 0 0 /6 磨砕(10尾1ロット)

H104 アユ出荷時 センター 2003.1 .17 60 0 - - - - - 0 /1 2 磨砕(5尾1ロット）
H105 アユ出荷時 センター 2003 .1 .23 60 0 一 - - 一 - 0 /1 2 磨砕(5尾1ロット）

H106 飼育用水 小野田 2003 .1,23 1 - 0 /1 ろ過ろ紙貼付

H107 アユ出荷時 センター 2003 .1 .28 60 0 - - - - - 0 /1 2 磨砕(5尾1ロット）

H108 ハタハタ 増川河口 2003 .2 .18 10 0 0 /1 磨砕(1 0尾1ロット)

H109 シラウオ 増川河口 2003 .2 .18 14 0 0 /1 4 - 一 - - 0 /1 4

H110 ゾュス#カケハセ、、 防潮水門 2003 .2 .18 2 0 0 /2 0 /2 一 - - 0 /2
H111 シラウ才 防潮水門 2003 .2 .18 10 0 0 /1 0 - - - - 0 /1 0



天然水域におけるアュ及び在来魚の冷水病原因菌保菌調査

【目 的 】

県内主要河川のアユ及び常在魚の冷水病原因菌の保菌 

検査を実施し、天然水域における冷水病の感染源につい 

て検討した。

【材料と方法】

調 査 期 間 平成14年 4 月〜15年 3 月 

調査実施個所

1 了ユ種苗の放流がなI、小河J11 

2 アユ種苗の放流がある河川 

3 八郎湖防潮水門(水門直下流)及び八郎湖内 

(防潮水門上流側）

4 その他の水域 

調 査 対 象 アユ及び常在魚

検体採集方法河川及び八郎湖防潮水門では釣、投網、 

たも網、曳網又はかごにより、八郎湖内では建網によ 

り、十和田湖ではさし網又はふくべ網により、海域で 

は曳網によりそれぞれ漁獲されたものから採集した。 

保菌検査方法各検体の鰓、腎臓、肝臓、脳、筋肉の組 

織又は魚体全体を磨砕したものを用いて改変サイ卜ファー 

ガ培地に塗沫•培養して冷水病原因菌の分離を行い、 

スライド凝集法及び検鏡により保菌の有無を確認した。 

検体の中で冷水病に特徴的な症状が認められたときは 

その個体数を記録した。

【結 果 】

この調査の実施個所及び調査検体の保菌状況を図1 に 

7Jn し 7<_ o

1 アユ種苗の放流がない小河川（表 1 、表 2 )
アユはすべて陰性であった。

常在魚は4 月 8 日のウグイ1個体、 5 月15日のウキ 

ゴリの1個体、12月 6 日と13日のウグイ各1個体が陽 

性であった。

2 アユ種苗の放流がある河川（表 3 、表 4 )
アユは、常盤川では5 月14日の2群及び21日の1群 

の各 1個体が、米代川本流では6 月24日の4個体が、 

また、阿仁川では10月 7 日の16個体が陽性であった。 

常在魚はすべて陰性であった。

3 八郎湖防潮水門及び八郎湖内（表 5 、表 6 )
アユは、防潮水門（海側）では5 月10日の1個体が、 

八郎湖内では5 月16日の2個体及び6 月18日の1個体 

が陽性であった。

鷲 尾 達

常在魚は、防潮水門（海側）で 4 月 8 日のワカサギ 

5個体及びシラウオ1個体が、八郎湖内で5 月16日の 

ワカサギ1個体が陽性であった。

4 その他の水域（表 7 、表 8 )
十和田湖では、 6 月25日及び10月17日のサクラマス 

8個体及び17個体が、また、10月 8 日のヒメマス14個 

体が陽性であった。前年陽性個体が確認されたワカサ 

ギ、 ギンブナ、 イ トヨ、 ウキゴリは陰性であった。

海域のアユ稚魚は陰性であった。

県南部海域沿岸の仁賀保町平沢地先（水深4 0 m ) で 

採取されたコブヒゲハマアミの磨砕検体が陽性と判定 

された。

【考 察 】

1 アユ種苗の放流がない小河川

增川及び泊川ではアユはすべて陰性であった。

前年、増川ではアユ、ウグイ、ヌマチチブ、ウキゴ 

リ、ギンブナ、モクズガニ、ガガンボ科の幼虫につい 

て保菌検査を行っており、アユはいずれも陰性であっ 

たが、ウグイとウキゴリは鰓、腎臓、肝脾臓、肝臓な 

どで陽性であり、また、モクズガニの腹節でも陽性と 

いう結果が出ている。

この調査とは別に、増川で採捕してセンター内で海 

水飼育していたカマキリの鰓から冷水病原因菌と思わ 

れる細菌を分離し、センター内で淡水飼育していた才 

才クチバスの腎臓からも?令水病原因菌を分離している。

アユを放流していない河川の在来魚が冷水病原因菌 

を保菌しているということは、原因菌がアユに由来し 

ないものである可能性を示唆しており、さらに調査を 

継続し感染環を把握していくことが必要である。

2 アユ種苗の放流がある河川

米代川水系最下流の支川である常盤川のアユの陽性 

個体出現は5 月14日及び21日であり、アユ種苗放流日 

は 6 月 1 日である。また、上流の各河川漁協のアユ種 

苗放流も常盤川より遅く 6月 3 日以降であることから、 

常盤;丨丨では天然溯上アユが5 月にすでに保菌状態にあ 

ると考えられる。

3 八 郎 湖 （防潮水門及び湖内）

八郎湖と上流で連接する馬場目川のアユ種苗放流日 

は 6月 9 日である。このことから4月及び5月のアユ、 

ワカサギ、 シラウ才はすでに保菌状態にあると考えら 

れる。



4 その他の水域

十和田湖においてはこれまでほぼすベての生息魚種 

で陽性個体が確認されていることから、保菌検査を継 

続して実施し、その保菌状況を把握する必要がある。

海域の魚類の検体はアユ稚魚を含め陰性であったが、 

米代j丨丨水系常盤〗1丨や八郎湖における天然遡上了ユがー 

部陽性であり、海域の魚類と天然遡上アユとの関連を 

継続して調査する必要があるものと考えられる。
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表 1 アユ種苗放流なし小河川

H 1 ゥグイ 

H 2 ゥキ：Tリ 

H 3 モクス♦がニ 

H 4 ウキ:Tリ 

H 5 ウキゴリ 

H 9 ウグイ 

H 1 4 ゥキコ、リ 

H 1 7 カマキリ 
H 2 0 ウグイ 
H 2 3 ゥキゴリ 
H 3 1 ゥキゴリ 
H 3 2 ウキゴリ 
H 5 5 イワナ 
H 5 9 卜':/ョゥ 

H 8 0 ウグイ 
H 8 3 ウグイ 
H 8 4 キ、、ンブナ 
H 9 2 ウグイ 
H 9 3 ウグイ 
H 9 8 ウゲイ

2002.4.2 2 0 /2 0 /2 0 /2  - - 0 /2 肝塍臓

2002.4.2 1 0/1 0/1 0 / 1 - 一 0/1

2002.4.2 1 0/1 腹節内丑

2002.4.3 1 0/1 0/1 0 / 1 - - 0/1

2002.4.5 1 0/1 0/1 0/1 0/1 心臓0/1

2002.4.8 2 1/2 0 /2 0 /2  - - 1/2 肝膝臓

2002.4.18 2 0 /2 0 /2 0 /2  - - 0 /2

2002.4.23 1 0/1 - - - - 0/1

2002.5.14 1 1 0/1 0/1 - - - 0/1

2002.5.15 2 1/2 0 /2 - - - 1/2

2002.5.22 1 0/1 0/1 - - - 0/1

2002.5.27 4 0 /4 - - - - 0 /4

2002.6.18 1 0/1 - - - - 0/1

2002.6.24 1 0/1 0/1 一 - 0/1 0/1 筋肉吻

2002.7.25 1 0/1 0/1 0 / 1 - - 0/1 肝塍臓

2002.8.23 1 0/1 0/1 0 / 1 - - 0/1 肝塍臓

2002.8.23 1 0/1 0/1 0 / 1 - - 0/1 肝膝臓

2002.12.6 1 0 1/1 0/1 - - - 1/1

2002.12.13 1 0 1/1 0/1 - - 一 1/1

2003.1.6 1 0 0/1 0/1 —  一 一 0/1

N o .調査対象

検 査 症 状 _ 

河川名等採取年月日個体個体

陽 性 割 合

H 2 4 アユ 

H 4 9 アユ 

H 5 4 アユ 

H 5 6 アユ
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表 2 アユ種苗放流なし小河川

N o .調査対象

検 査 症 状 _ 

河川名等採取年月日個体個体

陽 性 割 合

鰓 腎 臓 肝 臓 脳 筋 肉 全 体 部 位
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日
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日
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绝

日
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曽

曽

地
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咕
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白

电

日

描

日

袖

日

描

日

描

日

名

日

曽



表 3 アユ種苗放流河川

検査 症状 陽 性 割 合

N o .調査対象 河川名等採取年月日個体 個体 鰓 腎臓 肝臓 脳 筋肉 全体 部 位

19 アユ 米代川 2002 .6 .24 12 6 0 /1 2 4 /1 2 - 一 0 /1 2 4 / 1 2 筋肉吻端等

20 アユ 淀川 2002 .9 .17 6 2 0 /6 0 /6 - - - 0 /6

H21 アユ 常盤川上 2002 .5 .14 4 0 1 /4 0 /4 - - - 1 /4

H22 アユ 常盤川下 2002 .5 .14 12 1 1 /1 2 0 /1 2 - 一 - 1 /1 2
H24 アユ 増川 2002 .5 .15 1 0 /1 0 /1 - - - 0 /1
H30 アユ 常盤川 2002 .5.21 13 7 1 /1 3 0 /1 3 - - - 1 /1 3

H36 アユ 常盤川 2002 .5 .28 6 0 0 /6 0 /6 - 一 一 0 /6

H38 アユ 常盤川 2002 .5 .28 8 0 0 /8 0 /8 - - - 0 /8
H40 アユ 常盤川 2002 .6.7 11 0 0 /1 1 0 /1 1 - - - 0 /1 1

H45 アユ 常盤川 2002 .6.7 28 0 /2 8 0 /2 8 - - - 0 /2 8

H46 アユ 阿仁川 2002 .6.7 37 0 /3 7 0 /3 7 - - - 0 /3 7

H48 アユ 常盤川 2002 .6.11 29 1 0 /2 9 0 /2 9 - - - 0 /2 9
H49 アユ 増川 2002 .6 .13 1 1 0 /1 0 /1 - - - 0 /1
H50 アユ 米代川 2002 .6 .14 58 0 0 /5 8 0 /5 8 - - - 0 /5 8

H53 アユ 阿仁川 2002 .6 .18 2 0 0 /2 0 /2 - - - 0 /2

H54 アユ 泊川 2002 .6 .18 10 0 0 /1 0 - - 一 - 0 /1 0

H56 アユ 増川 2002 .6 .19 1 1 0 /1 - - - 0 /1 0 /1

H57 アユ 常盤川 2002 .6 .20 3 0 0 /3 0 /3 - - 一 0 /3

H58 アユ 常盤川 2002 .6 .20 29 0 0 /2 9 0 /2 9 - - - 0 /2 9

H63 アユ 阿仁川 2002.7.1 5 5 0 /5 0 /5 - - - 0 /5

H64 アユ 馬場目川 2002 .7 .3 47 27 0 /4 7 0 /4 7 - - - 0 /4 7

H69 アユ 粕毛川 2002 .7 .9 17 5 0 /1 7 0 /1 7 - - - 0 /1 7

H78 アユ 玉川 2002 .7 .22 1 1 0 /1 0 /1 - - 0 /1 0 /1 潰瘍部。人工

H81 アユ 真瀬川 2002 .7 .26 2 1 - 0 /2 - - - 0 /1 天然

H86 アユ 阿仁川 2002 .10 .7 24 0 1 6 /2 4 1 /2 4 - - - 1 6 / 2 4 天然捕獲養成

H 90 アユ 米代川 2002 .10 .21 1 0 0 /1 磨砕 (8 7尾分）

表 4 アユ種苗放流河川

N o .調査対象

検査

河川名等採取年月日個体

症状

個体 鰓 腎臓

陽 性  

肝臓

割 合  

脳 筋 肉 全体 部 位

H 3 7 ヤマメ 常盤川 2002 .5 .28 2 0 /2 0 /2 - - - 0 /2

H 4 1 ウグイ 常盤川 2002 .6.7 5 0 /5 0 /5 - — — 0 /5
H 4 2 才イカワ 常盤川 2002 .6.7 . 1 0 /1 0 /1 一 - - 0 /1
H 4 3 ヤマメ 常盤川 2002 .6.7 1 0 /1 0 /1 - - - 0 /1
H 4 4 ヤマメ 常盤川 2002 .6.7 4 0 /4 0 /4 - - - 0 /4
H 4 8 ヤマメ 常盤川 2002 .6.11 2 0 /2 0 /2 - 一 - 0 /2
H 5 1 ウグイ 米代川 2002 .6 .14 1 0 /1 0 /1 - - - 0 /1



表5 八郎湖防潮水門及び八郎湖内

検査 症状 陽 性 割 合

調査対象 河 川 名 等 採 取 年 月 日 個 体 個体 鰓 腎 臟 肝 臓 脳 筋肉 全体 部 位

アユ 防潮水門 2002.4.8 2 0/2 0/2 - - 0/1 0/2 皮膚出血部

アユ 防潮水門 2002.4.23 3 3 0/3 0/3 - 0/3 - 0/3

アユ 防潮水門 2002.5.2 5 0 0/5 0/5 - — 一 0/5

アユ 防潮水門 2002.5.10 25 0 1/25 0/25 - — - 1/25

アユ 八郎湖 2002.5.16 30 0 2/30 0/30 - - - 2/30

アユ 防潮水門 2002.5.17 9 7 0/9 0/9 - 0/9 0/6 0/9

アユ 防潮水門 2002.5.28 5 3 0/5 0/5 - - — 0/5

アユ 八郎湖 2002.6.18 30 5 1/30 0/30 - - - 1/30

アユ 八郎湖 2002.7.15 1 0 0/1 0 / 1 - - - 0/1

アユ 八郎湖 2002.7.15 5 0/5 0/5 - - - 0/5

表 6 八郎湖防潮水門及び八郎湖内

検査 症状 陽 性 割 合

調査対象 河 川 名 等 採 取 年 月 日 個 体 個体 鰓 腎臓 肝臓 脳 筋肉 全体 部 位

ワカサキ'' 防潮水門 2 0 0 2 .4 .8 31 5 /3 1 — - - - 5 /3 1

シラウ才 防潮水門 2 0 0 2 .4 .8 59 1 /5 9 - - - - 1 /5 9

ワカサキ'' 八郎湖 2 0 0 2 .5 .1 6 20 0 1 /2 0 0 /2 0 - - 一 1 /2 0

イササ、、アミ 八郎湖 2 0 0 2 .5 .1 6 1 (1 0g ) 0 /1

ワカサキ' 八郎湖 2 0 0 2 .7 .1 5 60 0 0 /6 0 0 /6 0 - 一 - 0 / 6 0

ワカサキ' 八郎湖 2 0 0 2 .7 .1 5 36 1 0 /3 6 0 /3 6 - 一 - 0 /3 6

スス''キ 八郎湖 2 0 0 2 .7 .1 5 1 0 /1 0 /1 - - - 0 /1

ゥゲイ 八郎湖 2 0 0 2 .7 .1 5 2 0 / 2 0 / 2 - - - 0 / 2

才イカワ 八郎湖 2 0 0 2 .7 .1 5 2 0 / 2 0 / 2 - - - 0 / 2

ヌマチチブ 八郎湖 2 0 0 2 .7 .1 5 10 0 /1 0 0 /1 0 - - - 0 /1 0

ワカサキ' 八郎湖 2 0 0 2 .1 0 .1 7 49 0 0 /4 9 0 /4 9 - 一 一 0 /4 9

シュス'カケハセ'' 防潮水門 2 0 0 3 .2 .1 8 2 0 0 / 2 0 / 2 - - 一 0 / 2

シラウ才 防潮水門 2 0 0 3 .2 .1 8 10 0 0 /1 0 - - - - 0 / 1 0



表 7 その他の水域（十和田湖)

N o .調査対象 河川名等採取年月日

検査

個体

症状

個体 總

陽 性  

腎 臓 肝 臓

割 合  

月因 筋肉 全 体 部 位

H 6 0 サクラマス 十和田湖 2002 .6 .25 60 0 8 /6 0 0 /6 0  - - - 8 /6 0

H 6 1 ヒメマス 十和田湖 2002 .6 .25 60 0 0 /6 0 0 /6 0  - 一 - 0 /6 0

H 6 6 ワカサキ'' 十和田湖 2002 .7 .7 60 0 /6 0 0 /6 0  - 一 一 0 /6 0
H 6 7 ヒメマス 十和田湖 2002 .7 .7 15 0 /1 5 0 /1 5  - - - 0 /1 5
H 6 8 ウキコ、、リ 十和田湖 2002 .7 .7 1 0 /1 0 / 1 - - - 0/ 1

H 6 8 仆ヨ 十和田湖 2002 .7 .7 3 0 /3 0 /3  - 一 - 0 /3

H 6 8 キ''ンブナ 十和田湖 2002 .7 .7 2 0 /2 0 /2  - - - 0 /2

H 8 7 ヒメマス 十和田湖 2002 .10 .8 60 0 8 /6 0 6 /6 0  - - - 1 4 /6 0
H 8 9 サクラマス 十和田湖 2002 .10 .17 20 0 6 /2 0 1 5 /2 0  - - - 1 7 /2 0

表 8 その他の水域（海域等）

N o .調査対象

検査

河川名等採取年月日個体

症状

個体 鰓

陽 性  

腎 臓 肝 臓

割 合  

脳 筋 肉 全体 部 位

H 6 アユ稚魚 平沢- 40m  2002 .4 .5 1(5 尾) 0 /1 磨砕

H 7 シロウ才 平沢- 40m  2002 .4 .5 1(2 尾) 0 /1 磨砕

H 8 コフ''ヒケ'ハマアミ 平沢- 40m  2002 .4 .5 1(5g) 1 /1 磨砕

H 1 0 8 ハタハタ 増川河口 2003 .2 .18 10 0 0 /1 磨砕 (1 0尾 1ロット)

H 1 0 9 シラウ才 増川河口 2003 .2 .18 14 0 0 /1 4 - - - - 0 /1 4
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